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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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改訂一覧
改訂一覧は表紙をクリックして直接ご覧になれます。
改訂一覧は改訂箇所をまとめたものであり、
詳細については、必ず本文の内容をご確認ください。



1. 本資料は、お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただく
ための参考資料であり、本資料中に記載の技術情報についてルネサス テクノロジが
所有する知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾するものではありません。

2. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例
の使用に起因する損害、第三者所有の権利に対する侵害に関し、ルネサス テクノロ
ジは責任を負いません。

3. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報
は本資料発行時点のものであり、ルネサス テクノロジは、予告なしに、本資料に記
載した製品または仕様を変更することがあります。ルネサス テクノロジ半導体製品
のご購入に当たりましては、事前にルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約
店へ最新の情報をご確認頂きますとともに、ルネサス テクノロジホームページ
(http://www.renesas.com)  などを通じて公開される情報に常にご注意ください。

4. 本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本資料
の記述誤りに起因する損害がお客様に生じた場合には、ルネサス テクノロジはその
責任を負いません。

5. 本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリ
ズムを流用する場合は、技術内容、プログラム、アルゴリズム単位で評価するだけ
でなく、システム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断して
ください。ルネサス テクノロジは、適用可否に対する責任は負いません。

6. 本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器ある
いはシステムに用いられることを目的として設計、製造されたものではありません｡
本資料に記載の製品を運輸、移動体用、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底
中継用機器あるいはシステムなど、特殊用途へのご利用をご検討の際には、ルネサ
ス テクノロジ、ルネサス販売または特約店へご照会ください。

7. 本資料の転載、複製については、文書によるルネサス テクノロジの事前の承諾が必
要です。

8. 本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたら
ルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約店までご照会ください。

1. 弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、
誤動作する場合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果とし
て、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した
冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。

安全設計に関するお願い

本資料ご利用に際しての留意事項

 



製品に関する一般的注意事項 
 

1. NC端子の処理 

【注意】NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

NC(Non-Connection)端子は、内部回路に接続しない場合の他、テスト用端子やノイズ軽減などの目的で使用しま

す。このため、NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

2. 未使用入力端子の処理 

【注意】未使用の入力端子は、ハイまたはローレベルに固定してください。 

CMOS製品の入力端子は、一般にハイインピーダンス入力となっています。未使用端子を開放状態で動作させる

と、周辺ノイズの誘導により中間レベルが発生し、内部で貫通電流が流れて誤動作を起こす恐れがあります。 

未使用の入力端子は、入力をプルアップかプルダウンによって、ハイまたはローレベルに固定してください。 

3. 初期化前の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

すべての電源に電圧が印加され、リセット端子にローレベルが入力されるまでの間、内部回路は不確定であ

り、レジスタの設定や各端子の出力状態は不定となります。この不定状態によってシステムが誤動作を起こさ

ないようにシステム設計を行ってください。 

リセット機能を持つ製品は、電源投入後は、まずリセット動作を実行してください。 

4. 未定義・リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】未定義・リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

未定義・リザーブアドレスは、将来の機能拡張用の他、テスト用レジスタなどが割り付けられています。 

これらのレジスタをアクセスしたときの動作および継続する動作については、保証できませんので、アクセス

しないようにしてください。 

 
 



 



 

はじめに 

本 LSIは、内部 32ビット構成の H8S/2000 CPUを核に、システム構成に必要な周辺機能を集積し
たシングルチップマイクロコンピュータです。 
本 LSIは、ROM、RAMデジタルサーボ回路、同期分離、OSD、データスライサ、7種類のタイマ、

3種類の PWM、2種類のシリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）、I2Cバスインタフェー
ス（IIC）、D/A変換器、A/D変換器、I/Oポートなどの周辺機能を内蔵しており、高度な制御システ
ムの組み込み用マイコンとして活用できます。内蔵 ROMはフラッシュメモリ（F-ZTATTM*）で、仕
様流動性の高い応用機器、量産初期から本格量産の各状況に応じた迅速かつ柔軟な対応が可能です。 
【注】 * F-ZTATTMは、（株）ルネサス テクノロジの商標です。 
 
対象者 このマニュアルは、H8S/2199R、H8S/2199RF-ZTATTMを用いた応用システムを設計するユ

 ーザーを対象としています。 
 このマニュアルを使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュー
 タに関する基本的な知識を必要とします。 
 
目的 このマニュアルは、H8S/2199R、H8S/2199RF-ZTATTMのハードウェア機能と電気的特性を

 ユーザーに理解していただくことを目的にしています。 
 なお、実行命令の詳細については、「H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフト 

 ウェアマニュアル」に記載しておりますので、あわせてご覧ください。 
 
読み方 

• 機能全体を理解しようとするとき。 
→ 目次にしたがって読んでください。 
 本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性の順に構
 成されています。 

• CPU機能の詳細を理解したいとき。 
→ 別冊の「H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフトウェアマニュアル」を参照し 
 てください。 

• レジスタ名がわかっていて、詳細機能を知りたいとき。 
 「付録B. 内部I/Oレジスタ」にアドレス、ビット内容、初期化についてまとめています。 

 
凡例 ビット表記順 ：左側が上位ビット、右側が下位ビット 

 
関連資料一覧 ウェブ・サイトに最新資料を掲載しています。ご入手の資料が最新版であるかを確認
 してください。 
 （http://japan.renesas.com） 
 



 

 

• H8S/2199Rグループ、H8S/2199RF-ZTATTMに関するユーザーズマニュアル 

資料名 資料番号 

H8S/2199グループ H8S/2199RF-ZTATTM ハードウェアマニュアル 本マニュアル 

H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフトウェアマニュアル RJJ09B0143 

 

• 開発ツール関連ユーザーズマニュアル 

資料名 資料番号 

H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラ、アセンブラ、最適化リンケージエディタユ
ーザーズマニュアル 

RJJ10B0049 

H8S、H8/300シリーズ シミュレータ・デバッガ（Windows版）ユーザーズマニュアル ADJ-702-163 

H8S、H8/300シリーズ シミュレータ・デバッガ（UNIX版）ユーザーズマニュアル ADJ-702-355 

High-performance Embedded Workshop ユーザーズマニュアル ADJ-702-275 

 

• アプリケーションノート 

資料名 資料番号 

H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラパッケージ アプリケーションノート RJJ05B0558 

H8Sシリーズマイコンテクニカル Q&A ADJ-502-065 

F-ZTATマイコンテクニカル Q&A ADJ-502-055 

 



改-1 

本版で改訂された箇所 

 

修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

全体  ･ 社名変更による変更 

  日立製作所→ルネサス テクノロジ 

･ 呼称変更による変更 

  H8S/2199Rシリーズ→H8S/2199Rグループ 

･ パッケージコード変更による変更 

  FP-112→PRQP0112JA-A 

22.5 使用上の注意 

図 22.27 受信時のモード遷
移フローチャートの例 

22-58 図を差し替え 

27.3.1 分離入力の選択 

(2) Csync信号から分離入力
する場合 

図 27.19 Csync入力で Vsync
シュミットを使用した場合の
分離入力 

27-30 図を修正 

1

0

Vsync

内部SW6

極性
切替

極性
切替

デジタル
V分離カウンタ

DLPFON

SYNCT

VSEL

SEPV

 
(3) Hsync信号、Vsync信号を
専用入力して分離する場合 

図 27.21 Hsync/Vsync入力し
た場合の分離入力 

27-32 図を修正 

a

b

a

b

Hsync

Vsync

VLPF
Vsync/VLPF

Csync/Hsync

外付けSW3
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 改-2

修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

29.4.5 行レジスタ（CLINEn
〔n＝1～12：行〕） 

29-19 ビットの図を修正 
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B.1 アドレス一覧 付録-55 表を修正 

モジュール

OSD

4

CLU10

CLU20

CLU30

CLU40

CLU50

CLU60

CLU70

CLU80

CLU90

CLU100

CLU110

CLU120

バス幅

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

アクセス

8/16

8/16

8/16

8/16

8/16

8/16

8/16

8/16

8/16

8/16

8/16

8/16

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

レジスタ略称

CLINE1

CLINE2

CLINE3

CLINE4

CLINE5

CLINE6

CLINE7

CLINE8

CLINE9

CLINE10

CLINE11

CLINE12

アドレス*1

H'D200

H'D201

H'D202

H'D203

H'D204

H'D205

H'D206

H'D207

H'D208

H'D209

H'D20A

H'D20B

 
B.2 機能一覧 

H'D200～H'D20B：行レジスタ
1～行レジスタ 12 CLINE1～
CLINE12：OSD 

付録
-143 

ビットの図を修正 
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1. 概要 

1.1 概要 
H8S/2199Rグループは、ルネサスオリジナルアーキテクチャを採用したH8S/2000 CPUを核にして、

システム構成に必要な周辺機能を集積したマイクロコンピュータ（MCU）です。 
H8S/2000 CPUは、内部 32ビット構成で、16ビット×16本の汎用レジスタと高速動作を指向した

簡潔で最適化された命令セットを備えており、16Mバイトのリニアなアドレス空間を扱うことができ
ます。また、H8/300および H8/300H CPUの各命令に対し、オブジェクトレベルで上位互換を保って
いますので、H8/300、H8/300L、H8/300Hの各シリーズから容易に移行することができます。 
周辺機能として、ディジタルサーボ回路、同期分離回路、OSD、データスライサ、ROM、RAMの

メモリ、7種類のタイマ、3種類の PWM、2種類のシリアルコミュニケーションインタフェース、I2C
バスインタフェース、A/D変換器、I/Oポートなどを内蔵しています。 
内蔵 ROMは、フラッシュメモリ（F-ZTATTM*）またはマスク ROMであり、256k/128k/112k/96k/80k

バイトの容量を持っています。ROMは、CPUと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイト
データ、ワードデータにかかわらず、1ステートでアクセスできます。命令フェッチを高速化し、処
理速度を向上しています。 

H8S/2199Rグループの特長を表 1.1に示します。 
【注】 * F-ZTATは、（株）ルネサス テクノロジの登録商標です。 
 

表 1.1 概要 
項 目 仕   様 

CPU 

 

■汎用レジスタマシン 

・16ビット×16本の汎用レジスタ 

 （8ビット×16本、32ビット×8本としても使用可能） 

■リアルタイム制御向きの高速動作 

・最高動作周波数：10MHz/4V～5.5V 

・高速演算 

 8/16/32ビットレジスタ間加減算：100ns（10MHz動作時） 

 16×16ビットレジスタ間乗算：2000ns（10MHz動作時） 

 32÷16ビットレジスタ間除算：2000ns（10MHz動作時） 

■高速動作に適した命令セット 

・65種類の基本命令 

・8/16/32ビット転送/演算命令 

・符号なし/符号付き乗除算命令 

・強力なビット操作命令 

■CPU動作モード 

・アドバンストモード：アドレス空間 16Mバイト 
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項 目 仕   様 

タイマ ■7種類のタイマを内蔵 

（1）タイマ A 

・8ビットインターバルタイマ 

・クロックソースは、システムクロック（φ）を分周した 8種類の内部クロックまた
はサブクロック（φSUB）から選択可能 

・サブクロック入力で時計用タイムベースとして動作 

（2）タイマＢ 

・8ビットのインターバルタイマまたはリロードタイマとして動作 

・クロックソースは、7種類の内部クロックまたは外部イベント入力から選択可能 

（3）タイマ J 

・2本の 8ビットダウンカウンタまたは 1本の 16ビットダウンカウンタとして動作（リ
ロードタイマ/イベントカウンタ/タイマ出力等、5種類の動作モード） 

・リモコン送信機能 

・Take up/Supply Reel Pulse分周 

（4）タイマ L 

・8ビットのアップ/ダウンカウンタ 

・クロックソースは、2種類の内部クロック、CFG分周信号、PBおよび REC-CTL（コ
ントロールパルス）から選択可能 

・コンペアマッチクリア機能/オートリロード機能 

（5）タイマ R 

・3本のリロードタイマ 

・モード判別 

・リール制御 

・キャプスタンモータ加減速検出機能 

・スロートラッキングモノマルチ 

（6）タイマ X1（H8S/2197S、H8S/2196Sを除く） 

・16ビットフリーランニングカウンタ 

・クロックソースは、3種類の内部クロックまたは DVCFGから選択可能 

・2本のアウトプットコンペア出力 

・4本のインプットキャプチャ入力 

（7）ウォッチドッグタイマ 

・ウォッチドッグタイマまたは 8ビットインターバルタイマとして動作 

・オーバフローでリセット信号または NMIを発生 

プリスケーラユニッ
ト 

・システムクロックを分周し、周辺機能の分周クロックを生成 

・サブクロックを分周し、タイマ A（時計用タイムベース）の入力クロックを生成 

・8ビット PWMの周期およびデューティ期間生成 

・外部信号のエッジにより 8ビットインプットキャプチャ 

・分周クロック出力可能 

PWM ■3種類の PWMを内蔵 

（1）14ビット PWM：パルス分割方式×1チャネル（H8S/2197S、H8S/2196Sを 
除く） 

（2）8ビット PWM：デューティ制御方式×4チャネル（H8S/2197S、H8S/2196Sは 
2チャネル） 

（3）12ビット PWM：パルスピッチ制御方式×2チャネル 
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項 目 仕   様 

シリアルコミュニケ
ーションインタフェ
ース（SCI） 

・調歩同期式モード/クロック同期式モードの選択が可能 

・内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

・マルチプロセッサ通信機能 

I2Cバスインターフェ
ース（2チャネル） 

（H8S/2197S、
H8S/2196Sは 1チャ
ネル） 

・Philips社提唱の I2Cバスインタフェースに準拠 

・開始・停止条件の自動生成 

・受信時にアクノリッジの出力レベルを選択可能／送信時にアクノリッジビットの自
動ロード可能 

・アクノリッジメントモード／シリアルモード（アクノリッジビットを含まない）を
選択可能 

A/D変換器 ・分解能：10ビット 

・入力：12チャネル 

・高速変換：最小変換時間 13.4μs（10MHz動作時） 

・サンプル＆ホールド機能 

・ソフトウェアまたは外部トリガによる A/D変換の起動が可能 

アドレストラップコ
ントローラ 

・バスサイクル中に、設定したアドレスが出現すると割り込み発生 

・トラップするアドレスは 3ヶ所独立に設定可能 

I/Oポート ・入出力端子 56本 

・入力専用端子 8本 

・周辺機能端子ごとに切り替え可能 

サーボ回路 ■デジタルサーボ回路内蔵 

・入力、出力回路 

・誤差検出回路 

・位相補償、ゲイン補正 

同期信号検出回路 

（サーボ） 

■同期信号検出回路内蔵 

・水平同期信号と垂直同期信号の検出可能 

・ノイズ検出機能 

同期信号分離回路 
（OSD、データスライ
サ） 

■AFC回路による同期信号分離回路内蔵 

・複合ビデオ信号から水平同期信号と垂直同期信号の分離可能 

・ノイズ検出機能 

・分離方式の選択可能 

OSD 

（On Screen 
Display） 

・32文字×12行の画面構成 

・384種類のキャラクタ（H8S/2199R F-ZTATは 512種類のキャラクタ、H8S/2197S、
H8S/2196Sは 256種類のキャラクタ） 

・文字構成：12ドット×18ライン 

・文字色：8色相 

・背景色：8色相 

・カーソル色：8色相 

・ハーフトーン表示 

・ボタン表示 

データスライサ ・スライスライン：4ライン（H8S/2197S、H8S/2196Sは 2ライン） 

・スライスレベル：7レベル 

・サンプリングクロック：AFCより発生 

・スライス割り込み 

・エラー判定 
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項 目 仕   様 

メモリ ・フラッシュメモリまたはマスク ROM（製品ラインアップ表を参照してください） 

・高速スタティック RAM 

製　品　名   R O M            　  R A M

H8S/2199R    128k(256k*)バイト 4k(8k*)バイト

H8S/2198R 112kバイト                   4kバイト

H8S/2197R   96kバイト                   4kバイト�

H8S/2196R

H8S/2197S

H8S/2196S

  80kバイト                   4kバイト�

  96kバイト　　　　 　3kバイト

  80kバイト　　　　 　3kバイト�  
 

低消費電力状態 ・中速モード 

・スリープモード 

・モジュールストップモード 

・スタンバイモード 

・サブクロック動作 
サブアクティブモード、ウォッチモード、サブスリープモード 

割り込みコントロー
ラ 

・外部割り込み端子 6本（IRQ5～IRQ0） 

・内部割り込み要因 44要因（H8S/2197S、H8S/2196Sは 35要因） 

・3レベルの優先順位を設定可能 

クロック発振器 ■2種類のクロック発振器内蔵 

・システムクロック発振器：8～10MHz 

・サブクロック発振器：32.768kHz 

パッケージ ・112ピンプラスチック QFP（PRQP0112JA-A） 

製品ラインアップ  

マスクROM版

製　品　型　名 ROM/RAM
（バイト）

グループ名

H8S/2199R

パッケージ

HD6432199R 128k/4k(256k*/8k*) PRQP0112JA-A

PRQP0112JA-A

PRQP0112JA-A

PRQP0112JA-A

HD6432198R 112k/4k

HD6432197R   96k/4k

HD6432196R

F-ZTAT版

HD64F2199R

  80k/4k

PRQP0112JA-A

PRQP0112JA-A

HD6432197S   96k/3k

HD6432196S   80k/3k
 

【注】 * F-ZTAT版 
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1.2 内部ブロック図 
内部ブロック図を図 1.1に示します。 
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図 1.1 H8S/2199Rグループの内部ブロック図（H8S/2197S、H8S/2196Sを除く） 
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H8S/2197Sと H8S/2196Sの内部ブロック図を図 1.2に示します。 
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図 1.2 H8S/2197S、H8S/2196Sの内部ブロック図 



1. 概要 

Rev.2.00 2006.1.11   1-7 
RJJ09B0303-020 

 

1.3 端子説明 

1.3.1 ピン配置図 
H8S/2199Rグループのピン配置図を図 1.3に示します。 
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図 1.3 ピン配置図（H8S/2197S、H8S/2196Sを除く） 
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H8S/2197Sと H8S/2196Sのピン配置図を図 1.4に示します。 
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1.3.2 端子機能 
各端子の機能について表 1.2に示します。 

表 1.2 端子機能 
分類 記号 ピン番号 入出力 機  能 

VCC 

 

56、112 入力 電源 

VCC端子は、全端子、システムの電源（+5V）に接続してくださ
い。 

VSS 57、79、110 入力 グラウンド 

VSS端子は、全端子、システムの電源（0V）に接続してください。 

SVCC 10 入力 サーボ電源 

SVCC端子は、サーボ用アナログ電源（+5V）に接続してくださ
い。 

SVSS 1 入力 サーボグラウンド 

SVSS端子は、サーボ用アナログ電源（0V）に接続してください。 

AVCC 36 入力 アナログ電源 

A/D変換器用電源端子です。A/D変換器を使用しない場合、シス
テムの電源（+5V）に接続してください。 

AVSS 23 入力 アナロググラウンド 

A/D変換器用グラウンド端子です。システムの電源（0V）に接
続してください。 

OVCC 18 入力 OSD電源 

OVCCは、OSD用アナログ電源（+5V）に接続してください。 

OVSS 20 入力 OSDグラウンド 

OVSSは、OSD用アナログ電源（0V）に接続してください。 

電源 

VCL 81 入力 平滑化容量接続端子 

VCL、VSS間に電源平滑化容量 0.1μFを接続してください。 

OSC1 78 入力 

 

OSC2 80 出力 

水晶発振子を接続します。また、外部クロックを入力すること
もできます。接続例については、「第 9章 クロック発振器」
を参照してください。 

X1 76 入力 

クロック 

X2 75 出力 

32.768kHzの水晶発振子を接続します。接続例については、「第
9章 クロック発振器」を参照してください。 

動作 

モードコン
トロール 

MD0 82 入力 モード端子 

動作モードを設定します。この端子は動作中にはレベルを変化
させないでください。 

RES 77 入力 リセット入力 

この端子を Lowレベルにするとリセット状態になります。 

システムコ
ントロール 

FWE 74 入力 フラッシュライトイネーブル 

フラッシュメモリの書き換えを禁止/許可します。フラッシュメ
モリ内蔵版のみ有効な端子です。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機  能 

IRQ0 
 

37 入力 外部割り込み要求 0 

立ち上がりエッジセンス/立ち下がりエッジセンス/両エッジセ
ンスを選択可能な外部割り込み入力端子です。 

割り込み 

IRQ1 
IRQ2 
IRQ3 
IRQ4 
IRQ5 

38 

39 

40 

41 

42 

入力 外部割り込み要求 1、2、3、4、5 

立ち上がりエッジセンス/立ち下がりエッジセンスを選択可能な
外部割り込み入力端子です。 

IC 43 入力 インプットキャプチャ入力 

プリスケーラユニットのインプットキャプチャ入力端子です。 

プリスケー
ラユニット 

TMOW 44 出力 分周クロック出力 

プリスケーラユニットにより分周されたクロックの出力端子で
す。 

TMBI 45 入力 タイマ Bイベント入力 

タイマ Bのカウンタに入力するイベント入力端子です。 

IRQ1 
IRQ2 

38 

39 

入力 タイマ Jイベント入力 

タイマ Jの RDT-1、RDT-2のカウンタに入力するイベント入力
端子です。 

TMO 53 出力 タイマ Jタイマ出力 

タイマ JのRDT-1のアンダフローでトグル/リモコン送信データ
を選択可能な出力端子です。 

BUZZ 54 出力 タイマ Jブザー出力 

固定周波数/サブクロック（32kHz）から分周された 

1Hz/分周 CTL信号でトグルを選択可能な出力端子です。 

IRQ3 40 入力 タイマ Rインプットキャプチャ 

タイマ Rの TMRU-1、TMRU-2のインプットキャプチャ入力端
子です。 

FTOA* 

FTOB* 

68 

67 

出力 タイマ X1アウトプットコンペア A、B出力 

タイマ X1のアウトプットコンペア A、Bの出力端子です。 

タイマ 

FTIA* 

FTIB* 

FTIC* 

FTID* 

72 

71 

70 

69 

入力 タイマ X1インプットキャプチャ A、B、C、D入力 

タイマ X1のインプットキャプチャ A、B、C、Dの入力端子で
す。 

PWM0 

PWM1 

PWM2* 

PWM3* 

85 

84 

83 

55 

出力 8ビット PWM方形波出力 

8ビット PWM0、1、2、3により生成された波形の出力端子で
す。 

PWM 

PWM14* 73 出力 14ビット PWM方形波出力 

14ビット PWM により生成された波形の出力端子です。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機  能 

SCK１ 

 

63 入出力 SCIクロック入出力 

SCI1のクロック入力端子です。 

SI１ 

 

65 

 

入力 SCI受信データ入力 

SCI1の受信データ入力端子です。 

シリアルコ
ミュニケー
ションイン
タフェース 

（SCI） 
SO１ 

 

64 

 

出力 SCI受信データ出力 

SCI1の送信データ出力端子です。 

SCL０* 

SCL１ 

59 

61 

入出力 I2Cバスインタフェースクロック入出力 

I2Cバスインタフェースのクロック入出力端子です。 

SDA０* 

SDA１ 

60 

62 

入出力 I2Cバスインタフェースデータ入出力 

I2Cバスインタフェースのデータ入出力端子です 

I2Cバスイ
ンタフェー
ス 

SYNCI* 58 入力 I2Cバスインタフェースクロック入力 

I2Cバスインタフェースのフォーマットレスシリアルクロック
入力端子です 

AN7～AN0 28～35 入力 アナログ入力チャネル 7～0 

アナログデータ入力端子です。ソフトウェアにより A/D変換が
開始されます。 

AN8 

AN9 

ANA 

ANB 

27 

26 

25 

24 

入力 アナログ入力チャネル 8、9、A、Ｂ 

アナログデータ入力端子です。外部トリガ、ハードウェアトリ
ガ、またはソフトウェアにより A/D変換が開始されます。 

A/D変換器 

ADTRG 46 入力 A/D変換開始外部トリガ入力 

アナログデータ入力 8、9、A、Ｂの A/D変換を外部トリガによ
り開始するのに用います。 

AUDIO FF 106 出力 オーディオ FF 

オーディオヘッドの切り替え信号出力端子です。 

VIDEO FF 105 出力 ビデオ FF 

ビデオヘッドの切り替え信号出力端子です。 

CAP PWM 108 出力 キャプスタンミックス 

キャプスタンの速度誤差、位相誤差をフィルタ演算した結果の
12ビット PWM 出力端子です。 

DRM PWM 107 出力 ドラムミックス 

ドラムの速度誤差、位相誤差をフィルタ演算した結果の 12ビッ
ト PWM 出力端子です。 

Vpulse 109 出力 付加 Vパルス 

VIDEO FF信号に同期した付加 V信号の出力端子です。 

三値出力端子です。 

サーボ回路 

C.Rotary 

 

99 出力 カラーロータリー信号 

4ヘッド特殊再生時の色信号処理制御信号の出力端子です。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機  能 

H.AmpSW 

 

100 出力 

 

ヘッドアンプスイッチ 

4ヘッド特殊再生時のプリアンプ出力選択信号の出力端子です。 

COMP 

 

101 入力 

 

コンペア入力 

4ヘッド特殊再生時のプリアンプ出力比較結果信号の入力端子
です。 

CTL（＋） 

CTL（－） 

3 

4 

入出力 CTLヘッド（＋）端子、CTLヘッド（－）端子 

CTL信号の入出力端子です。 

CTL Bias 5 入力 CTＬ１次アンプのバイアス供給 

CTL1次アンプのバイアス供給端子です。 

CTL Amp（o）7 出力 CTLアンプ出力 

CTLアンプの出力端子です。 

CTL SMT（i） 8 入力 CTLシュミットアンプ入力 

CTLシュミットアンプ入力端子です。 

CTLFB 6 入力 CTLフィードバック入力 

CTLアンプの高域特性制御入力端子です。 

CTLREF 2 出力 CTLアンプリファレンス電圧出力 

1/2VCC（SV）の出力端子です。 

CFG 9 入力 キャプスタン FG入力 

CFG信号のシュミットコンパレータ入力端子です。 

DFG 104 入力 ドラム FG入力 

DFG信号のシュミット入力端子です。 

DPG 103 入力 

 

ドラム PG入力 

DPG信号のシュミット入力端子です。 

EXCTL 98 入力 

 

外部 CTL入力 

外部 CTL信号入力端子です。 

Csync 111 入力 複合同期信号入力 

複合同期信号入力端子です。 

EXCAP 97 入力 キャプスタン外部同期信号入力 

キャプスタン位相制御を外部同期させる信号入力です。 

EXTTRG 102 入力 外部トリガ信号入力 

基準信号生成回路と同期させる信号入力です。 

SV１ 87 出力 サーボモニタ出力端子 1 

サーボモジュールの内部信号の出力端子です。 

SV２ 86 出力 サーボモニタ出力端子 2 

サーボモジュールの内部信号の出力端子です。 

サーボ回路 

PPG７ 
～PPG０ 

95～88 

 

出力 PPG 

HSWタイミング生成回路の出力端子です。AUDIO FF、VIDEO 
FFの他に、ヘッド切り替えが必要な場合に使用します。 



1. 概要 

Rev.2.00 2006.1.11   1-13 
RJJ09B0303-020 

 

 
分類 記号 ピン番号 入出力 機  能 

Csync/Hsync 14 入出力 同期信号入出力 

複合同期信号の入出力端子または水平同期信号の入力端子で
す。 

VLPF/Vsync 15 入力 同期信号入力 

垂直同期信号外付け LPF端子または垂直同期信号の入力端子で
す。 

AFC pc 11 入出力 AFC発振端子 

AFC用外付け回路接続端子です。 

AFC osc 12 入出力 AFC発振端子 

AFC用外付け回路接続端子です。 

AFC LPF 13 入出力 AFC用外付け LPF端子です。 

4fsc in/2fsc 
in 

22 入力 fsc発振端子 

サブキャリア用発振器の入力端子です。4fscまたは 2fscが選択
できます。 

【注】fsc：サブキャリア周波数 

4fsc out/2fsc 
out 

21 出力 fsc発振端子 

サブキャリア用発振器の出力端子です。4fscまたは 2fscが選択
できます。 

【注】fsc：サブキャリア周波数 

同期分離 
回路 

CVin2 16 入力 複合ビデオ入力 

複合ビデオ入力端子です。2Vp-pの複合ビデオ信号を入力して
ください。約 2.0Vにシンクチップクランプされます。 

CVin1 17 入力 複合ビデオ入力 

OSD用複合ビデオ入力端子です。2Vp-pの複合ビデオ信号を入
力してください。約 1.4Vにシンクチップクランプされます。 

CVout 19 出力 複合ビデオ出力 

OSD複合ビデオ出力端子です。2Vp-pの複合ビデオ信号が出力
されます。 

R 99 出力 OSDディジタル出力 

色信号 R出力端子です。 

G 100 出力 OSDディジタル出力 

色信号 G出力端子です。 

B 101 出力 OSDディジタル出力 

色信号 B出力端子です。 

YCO 96 出力 OSDディジタル出力 

キャラクタデータ出力端子です。 

OSD 

YBO 97 出力 OSDディジタル出力 

文字表示位置出力端子です。 

データスラ
イサ 

CVin2 16 入力 複合ビデオ入力 

複合ビデオ入力端子です。2Vp-pの複合ビデオ信号を入力して
ください。約 2.0Vにシンクチップクランプされます。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機  能 

P07～P00 28～35 入力 ポート 0 

8ビットの入力専用端子です。 

P17～P10 44～37 入出力 ポート 1 

8ビットの入出力端子です。 

P27～P20 58～65 入出力 ポート 2 

8ビットの入出力端子です。 

P37～P30 53～55 

83～87 

入出力 ポート 3 

8ビットの入出力端子です。 

P47～P40 66～73 入出力 ポート 4 

8ビットの入出力端子です。 

P67～P60 45～52 入出力 ポート 6 

8ビットの入出力端子です。 

P77～P70 95～88 入出力 ポート 7 

8ビットの入出力端子です。 

P87～P80 103～96 入出力 ポート 8 

8ビットの入出力端子です。 

RP7～RP0 45～52 出力 リアルタイム出力ポート 

8ビットのリアルタイム出力端子です。 

RPB～RP8 95～92 出力 リアルタイム出力ポート 

4ビットのリアルタイム出力端子です。 

I/Oポート 

RPTRG 66 入力 リアルタイム出力ポートトリガ入力 

リアルタイム出力ポートのトリガ入力端子です。 

【注】 * H8S/2197S、H8S/2196Sには存在しません。 
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2. CPU 

2.1 概要 
H8S/2000 CPUは、H8/300 CPUおよび H8/300H CPUの上位互換のアーキテクチャを持つ内部 32ビ

ット構成の高速 CPUです。 
本 CPUは、16ビット×16本の汎用レジスタを持ち、16Mバイト（アーキテクチャ上は 4Gバイト）

のリニアなアドレス空間を扱うことができ、リアルタイム制御に最適です。 
 

2.1.1 特長 
本 CPUには、次の特長があります。 

 
• H8/300 CPUおよび H8/300H CPUの上位互換 

H8/300およびH8/300H CPUオブジェクトプログラムを実行可能 
• 汎用レジスタ方式 

16ビット×16本（8ビット×16本、32ビット×8本としても使用可能） 
• 65種類の基本命令 

8/16/32ビット演算命令 
符号なし／符号付き乗除算命令 
強力なビット操作命令 

• 8種類のアドレッシングモード 
レジスタ直接（Rn） 
レジスタ間接（@ERn） 
ディスプレースメント付レジスタ間接（@(d:16,ERn)/@(d:32,ERn)） 
ポストインクリメント/プリデクリメントレジスタ間接（@ERn+/@-ERn） 
絶対アドレス（@aa:8/@aa:16/@aa:24/@aa:32） 
イミディエイト（#xx:8/#xx:16/#xx:32） 
プログラムカウンタ相対（@(d:8,PC)/@(d:16,PC)） 
メモリ間接（@@aa:8） 

• 16Mバイトのアドレス空間 
プログラム ：16Mバイト 
データ ：16Mバイト（アーキテクチャ上は4Gバイト） 

• 高速動作 
頻出命令をすべて1～2ステートで実行 
最高動作周波数 ： 10MHz 
8/16/32ビットレジスタ間加減算 ：100ns 
8×8ビットレジスタ間乗算 ：1200ns 
16÷8ビットレジスタ間除算 ：1200ns 
16×16ビットレジスタ間乗算 ：2000ns 
32÷16ビットレジスタ間除算 ：2000ns 
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• 2種類の CPU動作モード 
ノーマルモード*/アドバンストモード 

 【注】* 本 LSIではノーマルモードは使用できません。 
• 低消費電力状態 

SLEEP命令により低消費電力状態に遷移 
CPU動作クロックを選択可能 

 

2.1.2 H8S/2600 CPUと H8S/2000 CPUとの相違点 
H8S/2600 CPUおよび H8S/2000 CPUの相違点は、以下の通りです。 

 
• レジスタ構成 

MACレジスタは、H8S/2600 CPUのみサポートしています。 
• 基本命令 

MAC、CLRMAC、LDMAC、STMACの4命令は、H8S/2600 CPUのみサポートしています。 
• 実行ステート数 

MULXU、MULXS命令の実行ステート数 
 

表 2.1 H8S/2600CPUと H8S/2000CPUとの相違点 
命令 ニーモニック 実行ステート数 

  H8S/2600 H8S/2000 

MULXU MULXU.B  Rs, Rd 3 12 

 MULXU.W  Rs, Erd 4 20 

MULXS MULXS.B  Rs, Rd 4 13 

 MULXS.W  Rs, Erd 5 21 

 
そのほか、製品によって、アドレス空間や EXRレジスタの機能、低消費電力状態などが異なる場

合があります。 
 

2.1.3 H8/300 CPUとの相違点 
本 CPUは、H8/300 CPUに対して、次の点が追加、拡張されています。 

 
• 汎用レジスタ、コントロールレジスタを拡張 

16ビット×8本の拡張レジスタ、および8ビット×1本のコントロールレジスタを追加 
• アドレス空間を拡張 
ノーマルモード*のとき、H8/300 CPUと同一の64kバイトのアドレス空間を使用可能 
アドバンストモードのとき、最大16Mバイトのアドレス空間を使用可能 

• アドレッシングモードを強化 
16Mバイトのアドレス空間を有効に使用可能 

• 命令強化 
ビット操作命令のアドレッシングモードを強化 
符号付き乗除算命令などを追加 
2ビットシフト命令を追加 
複数レジスタの退避/復帰命令を追加 
テストアンドセット命令を追加 
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• 高速化 
基本的な命令を2倍に高速化 

 
 【注】* 本 LSIではノーマルモードは使用できません。 
 

2.1.4 H8/300H CPUとの相違点 
本 CPUは、H8/300H CPUに対して、次の点が追加、拡張されています。 

 
• コントロールレジスタを拡張 

8ビット×1本のコントロールレジスタを追加 
• 命令強化 
ビット操作命令のアドレッシングモードを強化 
2ビットシフト命令を追加 
複数レジスタの退避/復帰命令を追加 
テストアンドセット命令を追加 

• 高速化 
基本的な命令を2倍に高速化 

 

2.2 動作モード 
本 CPUは、ノーマルモード*およびアドバンストモードの 2つの CPU動作モードをもっています。

サポートするアドレス空間は、ノーマルモード*の場合最大 64kバイト、アドバンストモードの場合
16Mバイト（アーキテクチャ上はプログラム領域最大 16Mバイト、データ領域最大 4Gバイト、合
計で最大 4Gバイト）となります。 
各モードは LSIのモード端子によって選択されます。 

【注】* 本 LSIではノーマルモードは使用できません。 
 

CPU動作モード�

ノーマルモード*

アドバンストモード�

プログラム領域、データ領域合計�
で最大64kバイトまでサポート�

プログラム領域、データ領域合計�
で最大16Mバイトまでサポート�

【注】*　本LSIではノーマルモードは使用できません。�
 

図 2.1 CPU動作モード 
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2.2.1 ノーマルモード（本 LSIでは使用できません） 
ノーマルモードでは例外処理ベクタ、スタックの構造が H8/300 CPUと同一になります。 

 

(1) アドレス空間 

最大 64kバイトをアクセス可能です。 
 

(2) 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または 32ビットレジスタの上位 16ビッ
トとして使用できます。 
拡張レジスタ Enは、対応する汎用レジスタ Rnをアドレスレジスタとして使用している場合でも、

16ビットレジスタとして任意の値を設定することができます（ただし、プリデクリメントレジスタ
間接（@-Rn）、ポストインクリメントレジスタ間接（@Rn+）により汎用レジスタ Rnが参照された
場合、キャリ/ボローが発生すると、対応する拡張レジスタ Enの内容に伝播しますので注意してくだ
さい）。 
 

(3) 命令セット 

命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。実効アドレス（EA）の下位 16ビットの
みが有効となります。 
 

(4) 例外処理ベクタテーブルおよびメモリ間接の分岐アドレス 

ノーマルモードでは、H'0000から始まる先頭領域に例外処理ベクタテーブル領域が割り当てられ
ており、各 16ビットの分岐先アドレスを格納します。ノーマルモードの例外処理ベクタテーブルの
構造を図 2.2に示します。例外処理ベクタテーブルは「第 5章 例外処理」を参照してください。 
 

H'0000
H'0001
H'0002
H'0003
H'0004
H'0005
H'0006
H'0007
H'0008
H'0009
H'000A
H'000B

リセット例外処理ベクタ�

例外処理ベクタ1

例外処理ベクタ2

例外処理ベクタテーブル�
（システム予約領域）�

 
図 2.2 例外処理ベクタテーブル（ノーマルモード） 

 



2. CPU 

Rev.2.00 2006.1.11   2-5 
RJJ09B0303-0200 

 

メモリ間接（@@aa:8）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コードに含まれる 8ビット
絶対アドレスによりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなります。 
ノーマルモードでは、オペランドは 16ビット（ワード）となり、この 16ビットが分岐先アドレス

となります。なお、分岐先アドレスを格納できるのは、H'0000～H'00FFの領域であり、この範囲の先
頭領域は例外処理ベクタテーブルと共通となっていますので注意してください。 
 

(5) スタック構造 

サブルーチン分岐時の PCのスタック構造と、例外処理時の PCと CCRのスタックの構造を図 2.3
に示します。EXRはスタックされません。詳細は「第 5章 例外処理」を参照してください。 
 

（a）サブルーチン分岐時� （b）例外処理時�

PC
（16ビット）�

CCR

CCR*

PC�
（16ビット）�

SP SP

【注】*  リターン時には無視されます。�
 

図 2.3 ノーマルモードのスタック構造 

 

2.2.2 アドバンストモード 
 

(1) アドレス空間 

最大 16Mバイト（アーキテクチャ上はプログラム領域最大 16Mバイト、データ領域最大 4Gバイ
ト、合計最大 4Gバイト）をリニアにアクセス可能です。 
 

(2) 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または 32ビットレジスタ・アドレスレジ
スタの上位 16ビットとして使用できます。 
 

(3) 命令セット 

命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。 
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(4) 例外処理ベクタテーブル、メモリ間接の分岐アドレス 

アドバンストモードでは、H'00000000から始まる先頭領域に 32ビット単位で例外処理ベクタテー
ブル領域が割り当てられており、上位 8ビットは無視され 24ビットの分岐先アドレスを格納します
（図 2.4参照）。例外処理ベクタテーブルは「第 5章 例外処理」を参照してください。 
 

H'00000000

H'00000003

H'00000004

H'0000000B

H'0000000C

例外処理ベクタテーブル�

予約�

リセット例外処理ベクタ�

（システム予約領域）�

予約�

例外処理ベクタ1

予約�

�

H'00000010

H'00000008

H'00000007

 
図 2.4 例外処理ベクタテーブル（アドバンストモード） 

 
メモリ間接（@@aa:8）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コードに含まれる 8ビット

絶対アドレスによりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなります。 
アドバンストモードでは、オペランドは 32ビット（ロングワード）となり、この 32ビットが分岐

先アドレスとなります。このうち、上位 8ビットは予約領域となっており H'00と見なされます。な
お、分岐先アドレスを格納できるのは、H'00000000～H'000000FFの領域であり、この範囲の先頭領域
は例外処理ベクタテーブルと共通となっていますので注意してください。 
 



2. CPU 

Rev.2.00 2006.1.11   2-7 
RJJ09B0303-0200 

 

(5) スタック構造 

アドバンストモード時のサブルーチン分岐時の PCのスタック構造と、例外処理時の PCと CCRの
スタックの構造を図 2.5に示します。EXRはスタックされません。詳細は「第 5章 例外処理」を参
照してください。 
 

（a）サブルーチン分岐時� （b）例外処理時�

PC�
（24ビット）�

CCR

PC
（24ビット）�

SP SP予約�

 
図 2.5 アドバンストモードのスタック構造 
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2.3 アドレス空間 
本 CPUのメモリマップを図 2.6に示します。本 CPUは、ノーマルモード*のとき最大 64kバイト、

またアドバンストモードのとき最大 16Mバイト（アーキテクチャ上は 4Gバイト）のアドレス空間を
リニアに使用することができます。 
【注】* 本 LSIではノーマルモードは使用できません。 
 

（b）アドバンストモード�

H'0000

H'FFFF

H'00000000

H'FFFFFFFF

H'00FFFFFF

（a）ノーマルモード*

データ領域�

プログラム領域�

本LSIでは�
使用できません。�

【注】*　本LSIではノーマルモードは使用できません。�
 

図 2.6 メモリマップ 
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2.4 レジスタ構成 

2.4.1 概要 
本 CPUの内部レジスタ構成を図 2.7に示します。これらのレジスタは、汎用レジスタとコントロ

ールレジスタの 2つに分類することができます。 
 

T －－－－ I2 I1 I0EXR
7 6 5 4 3 2 1 0

PC
23 0

15 0  7 0  7 0

E0

E1

E2

E3

E4

E5

E6

E7

R0H

R1H

R2H

R3H

R4H

R5H

R6H

R7H

R0L

R1L

R2L

R3L

R4L

R5L

R6L

R7L

汎用レジスタ（Rn）と拡張レジスタ（En）

コントロールレジスタ（CR）

【記号説明】�
SP
PC
EXR
T
I2 ～I0
CCR
I
UI

ER0

ER1

ER2

ER3

ER4

ER5

ER6

ER7 (SP)

I UI H U N Z V CCCR
7 6 5 4 3 2 1 0

：ハーフキャリフラグ�
：ユーザビット�
：ネガティブフラグ�
：ゼロフラグ�
：オーバフローフラグ�
：キャリフラグ�
�
�

H
U
N
Z
V
C

：スタックポインタ
：プログラムカウンタ
：エクステンドレジスタ
：トレースビット
：割り込みマスクビット
：コンディションコードレジスタ
：割り込みマスクビット
：ユーザビット／割り込みマスクビット

【注】*   本LSIでは動作に影響を与えません。

*

 
図 2.7 CPU内部レジスタ構成 
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2.4.2 汎用レジスタ 
本 CPUは、32ビット長の汎用レジスタを 8本持っています。汎用レジスタは、すべて同じ機能を

持っており、アドレスレジスタもしくはデータレジスタとして使用することができます。データレジ
スタとしては 32ビット、16ビット、および 8ビットレジスタとして使用できます。 
アドレスレジスタおよび 32ビットレジスタの場合、一括して汎用レジスタ ER（ER0～ER7）とし

て使用します。 
16ビットレジスタの場合は、汎用レジスタ ERを分割して汎用レジスタ E（E0～E7）、汎用レジス

タ R（R0～R7）として使用します。これらは同等の機能を持っており、16ビットレジスタを最大 16
本まで使用することができます。なお、汎用レジスタ E（E0～E7）を、特に拡張レジスタと呼ぶ場合
があります。 

8ビットレジスタの場合は、汎用レジスタ Rを分割して汎用レジスタ RH（R0H～R7H）、汎用レ
ジスタ RL（R0L～R7L）として使用します。これらは同等の機能を持っており、8ビットレジスタを
最大 16本まで使用することができます。 
汎用レジスタの使用方法を図 2.8に示します。各レジスタ独立に使用方法を選択することができま

す。 
 

● アドレスレジスタ
● 32ビットレジスタ ● 16ビットレジスタ ● 8ビットレジスタ

汎用レジスタER
（ER0～ER7）

汎用レジスタE（拡張レジスタ）
（E0～E7）

汎用レジスタR
（R0～R7）

汎用レジスタRH
（R0H～R7H）

汎用レジスタRL
（R0L～R7L）

 
図 2.8 汎用レジスタの使用方法 

 
汎用レジスタ ER7には、汎用レジスタとしての機能に加えて、スタックポインタ（SP）としての

機能が割り当てられており、例外処理やサブルーチン分岐などで暗黙的に使用されます。スタックの
状態を図 2.9に示します。 
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SP (ER7)

空
領
域�

ス
タ
ッ
ク
領
域�

 
図 2.9 スタックの状態 

 

2.4.3 コントロールレジスタ 
コントロールレジスタには、24ビットのプログラムカウンタ（PC）、8ビットのエクステンドレ

ジスタ（EXR）、8ビットのコンディションコードレジスタ（CCR）があります。 
 

(1) プログラムカウンタ（PC） 

24ビットのカウンタで、CPUが次に実行する命令のアドレスを示しています。CPUの命令は、す
べて 2バイト（ワード）を単位としているため、最下位ビットは無効です（命令コードのリード時に
は最下位ビットは 0とみなされます）。 
 

(2) エクステンドレジスタ（EXR） 

8ビットのレジスタです。本 LSIでは動作に影響を与えません。 
 

ビット7：トレースビット（T） 

リザーブビットです。本 LSIでは動作に影響を与えません。 
 

ビット6～3：リザーブビット 

リザーブビットです。リードすると常に 1が読み出されます。 
 

ビット2～0：割り込みマスクビット（I2～I0） 

リザーブビットです。本 LSIでは動作に影響を与えません。 
 

(3) コンディションコードレジスタ（CCR） 

8ビットのレジスタで、CPUの内部状態を示しています。割り込みマスクビット（I）とハーフキ
ャリ（H）、ネガティブ（N）、ゼロ（Z）、オーバフロー（V）、キャリ（C）の各フラグを含む 8
ビットで構成されています。 
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ビット7：割り込みマスクビット（I） 

本ビットが 1にセットされると、割り込みがマスクされます。ただし、NMIは Iビットに関係なく
受けつけられます。例外処理の実行が開始されたときに 1にセットされます。詳細は「第 6章 割り
込みコントローラ」を参照してください。 
 

ビット6：ユーザビット/割り込みマスクビット（UI） 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード/ライトできます。割り込みマス
クビットとしても使用可能です。詳細は「第 6章 割り込みコントローラ」を参照してください。 
 

ビット5：ハーフキャリフラグ（H） 

ADD.B、ADDX.B、SUB.B、SUBX.B、CMP.B、NEG.B命令の実行により、ビット 3にキャリまた
はボローが生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき 0にクリアされます。また、ADD.W、SUB.W、
CMP.W、NEG.W命令の実行により、ビット 11にキャリまたはボローが生じたとき、もしくはADD.L、
SUB.L、CMP.L、NEG.L命令の実行により、ビット 27にキャリまたはボローが生じたとき 1にセッ
トされ、生じなかったとき 0にクリアされます。 
 

ビット4：ユーザビット（U） 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード/ライトできます。 
 

ビット3：ネガティブフラグ（N） 

データの最上位ビットを符号ビットとみなし、最上位ビットの値を格納します。 
 

ビット2：ゼロフラグ（Z） 

データがゼロのとき 1にセットされ、ゼロ以外のとき 0にクリアされます。 
 

ビット1：オーバフローフラグ（V） 

算術演算命令の実行により、オーバフローが生じたとき 1にセットされます。それ以外のとき 0
にクリアされます。 
 

ビット0：キャリフラグ（C） 

演算の実行により、キャリが生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき 0にクリアされます。
キャリには次の種類があります。 
（a）加算結果のキャリ 
（b）減算結果のボロー 
（c）シフト/ローテートのキャリ 
また、キャリフラグには、ビットアキュムレータ機能があり、ビット操作命令で使用されます。 

なお、命令によってはフラグが変化しない場合があります。 
各命令ごとのフラグの変化については、「付録 A.1 命令セット一覧」を参照してください。 
CCRは、LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令で操作することができます。また、N、Z、V、C

の各フラグは、条件分岐命令（Bcc）で使用されます。 
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2.4.4 CPU内部レジスタの初期値 
リセット例外処理によって、CPU内部レジスタのうち、PCはベクタからロードすることにより初

期化されます。また EXRの Tビットは 0にクリアされ、EXR、CCRの Iビットは 1にセットされま
すが、汎用レジスタと CCRの他のビットは初期化されません。SP（ER7）の初期値も不定です。し
たがって、リセット直後に、MOV.L命令を使用して SPの初期化を行ってください。 
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2.5 データ構成 
本 CPUは、1ビット、4ビット BCD、8ビット（バイト）、16ビット（ワード）、および 32ビッ

ト（ロングワード）のデータを扱うことができます。 
1ビットデータはビット操作命令で扱われ、オペランドデータ（バイト）の第 nビット（n＝0,1,2,

……,7）という形式でアクセスされます。 
なお、DAAおよび DASの 10進補正命令では、バイトデータは 2桁の 4ビット BCDデータとなり

ます。 
 

2.5.1 汎用レジスタのデータ構成 
汎用レジスタのデータ構成を図 2.10、図 2.11に示します。 

 

7 0

7 0

MSB LSB

MSB LSB

7 04 3

上位桁 下位桁Don't care

Don't care

Don't care

7 04 3

上位桁 下位桁

7 0

Don't care6 5 4 3 27 1 0

7 0

Don't care 6 5 4 3 27 1 0

Don't care

データイメージデータ形 

1ビットデータ 

  

1ビットデータ   

  

4ビットBCDデータ  

  

4ビットBCDデータ   

  

バイトデータ   

   

バイトデータ 

汎用レジスタ

RnH

RnL

RnH

RnL

RnH

RnL

 
図 2.10 汎用レジスタのデータ構成（1） 
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15 0

MSB LSB

15 0

MSB LSB

31 16

MSB

15 0

LSBEn Rn

データ形 

ワードデータ 

  

ワードデータ    

  

ロングワードデータ  

汎用レジスタ

Rn

En

ERn

データイメージ

ERn 

En 

Rn

RnH

RnL

MSB 

LSB  

： 汎用レジスタER

： 汎用レジスタE

： 汎用レジスタR

： 汎用レジスタRH

： 汎用レジスタRL

： 最上位ビット

： 最下位ビット

【記号説明】

 
図 2.11 汎用レジスタのデータ構成（2） 
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2.5.2 メモリ上でのデータ構成 
メモリ上でのデータ構成を図 2.12に示します。 
本 CPUは、メモリ上のワードデータ/ロングワードデータをアクセスすることができます。これら

は、偶数番地から始まるデータに限定されます。奇数番地から始まるワードデータ/ロングワードデ
ータをアクセスした場合、アドレスの最下位ビットは 0とみなされ、1番地前から始まるデータをア
クセスします。この場合、アドレスエラーは発生しません。命令コードについても同様です。 
 

7 0

7 6 5 4 3 2 1 0

MSB LSB

MSB

MSB

LSB

LSB

アドレス

L番地

L番地

2M番地

2N番地

2N+1番地

2N+2番地

2N+3番地

1ビットデータ

バイトデータ

ワードデータ

ロングワードデータ

データ形 データイメージ

2M+1番地

 
図 2.12 メモリ上でのデータ構成 

 
なお、SP（ER7）をアドレスレジスタとしてスタックをアクセスするときは、必ずワードサイズま

たはロングワードサイズでアクセスしてください。 
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2.6 命令セット 

2.6.1 概要 
本 CPUの命令は合計 65種類あり、各命令のもつ機能によって表 2.2に示すように分類されます。 

表 2.2 命令の分類 
分 類 命   令 サイズ 種類 

転送命令 MOV BWL 5 

 POP *1、PUSH *1 WL  

 LDM *5、STM *5 L  

 MOVFPE *3、MOVTPE *3 B  

算術演算命令 ADD、SUB、CMP、NEG BWL 19 

 ADDX、SUBX、DAA、DAS B  

 INC、DEC BWL  

 ADDS、SUBS L  

 MULXU、DIVXU、MULXS、DIVXS BW  

 EXTU、EXTS WL  

 TAS *4 B  

論理演算命令 AND、OR、XOR、NOT BWL 4 

シフト命令 SHAL、SHAR、SHLL、SHLR、ROTL、ROTR、 BWL 8 

 ROTXL、ROTXR   

ビット操作命令 BSET、BCLR、BNOT、BTST、BLD、BILD、BST、 B 14 

 BIST、BAND、BIAND、BOR、BIOR、BXOR、BIXOR   

分岐命令 Bcc *2、JMP、BSR、JSR、RTS － 5 

システム制御命令 TRAPA、RTE、SLEEP、LDC、STC、ANDC、ORC、

XORC、NOP 

－ 9 

ブロック転送命令 EEPMOV － 1 

合計 65種類 

【注】 B： バイトサイズ W：ワードサイズ L：ロングワードサイズ 

 *1 POP.W Rn、PUSH.W Rnは、それぞれMOV.W @SP+,Rn、MOV.W Rn,@－SPと同一です。 

  また、POP.L ERn、PUSH.L ERnは、それぞれMOV.L @SP+,ERn、MOV.L ERn,@－SPと同一で

す。 

 *2 Bccは条件分岐命令の総称です。 

 *3 本 LSIでは使用できません。 

 *4 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 *5 STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタ ER0～ER6を使用してください。 
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2.6.2 命令とアドレッシングモードの組み合わせ 
本 CPUで使用できる命令とアドレッシングモードの組み合わせを表 2.3に示します。 

 

表 2.3 命令とアドレッシングモードの組み合わせ 
アドレッシングモード

機
　
能

算
術
演
算
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令

シ
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ム
制
御
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令
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令
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演
算
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令

命　令
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LDM*3, STM*3

1,
1
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ADD, CMP
SUB
ADDX, SUBX
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INC, DEC
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TAS*

MOVFPE*
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DIVXU
MULXS,
DIVXS

AND, OR,
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BW  
【注】 *1 本 LSIでは使用できません。 

 *2 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 *3 STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタ ER0～ER6を使用してください。 

【記号説明】 

B ：バイト 

W ：ワード 

L ：ロングワード 
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2.6.3 命令の機能別一覧 
各命令の機能について表 2.4～表 2.11に示します。各表で使用しているオペレーションの記号の意

味は次のとおりです。 
 

《オペレーションの記号》 
Rd 汎用レジスタ（デスティネーション側）* 

Rs 汎用レジスタ（ソース側）* 

Rn 汎用レジスタ* 

ERn 汎用レジスタ（32ビットレジスタ） 

(EAd) デスティネーションオペランド 

(EAs) ソースオペランド 

EXR エクステンドレジスタ 

CCR コンディションコードレジスタ 

N CCRの N（ネガティブ）フラグ 

Z CCRの Z（ゼロ）フラグ 

V CCRの V（オーバフロー）フラグ 

C CCRの C（キャリ）フラグ 

PC プログラムカウンタ 

SP スタックポインタ 

#IMM イミディエイトデータ 

disp ディスプレースメント 

+ 加算 

－ 減算 

× 乗算 

÷ 除算 

∧ 論理積 

∨ 論理和 

⊕ 排他的論理和 

→ 転送 

～ 反転論理（論理的補数） 

:8/:16/:24/:32 8/16/24/32ビット長 

【注】 * 汎用レジスタは、8ビット（R0H～R7H、R0L～R7L）、16ビット（R0～R7、E0～E7）、または

32ビットレジスタ（ER0～ER7）です。 
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表 2.4 データ転送命令 
命令 サイズ*1 機  能 

MOV B/W/L (EAs)→Rd、Rs→(EAd) 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとメモリ間でデータ転送しま
す。また、イミディエイトデータを汎用レジスタに転送します。 

MOVFPE B 本 LSIでは使用できません。 

MOVTPE B 本 LSIでは使用できません。 

POP W/L @SP+→Rn 

 スタックから汎用レジスタへデータを復帰します。 

POP.W  Rnは MOV.W  @SP+, Rnと、また、 

POP.L  ERnは MOV.L  @SP+, ERnと同一です。 

PUSH W/L Rn→@-SP 

 汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 

PUSH.W  RnはMOV.W  Rn, @-SPと、また、 

PUSH.L  ERnはMOV.L  ERn, @-SPと同一です。 

LDM*2 L @SP+→Rn（レジスタ群） 

 スタックから複数の汎用レジスタへデータを復帰します。 

STM*2 L Rn（レジスタ群）→@-SP 

 複数の汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 

【注】 *1 サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 

 *2 STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタ ER0～ER6を使用してください。 
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表 2.5 算術演算命令 
命令 サイズ*1 機  能 

ADD 

SUB 

B/W/L Rd±Rs→Rd、Rd±#IMM→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の
加減算を行います（バイトサイズでの汎用レジスタとイミディエイトデータ間の減
算はできません。SUBX命令または ADD命令を使用してください）。 

ADDX 

SUBX 

B Rd±Rs±C→Rd、Rd±＃IMM±C→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の
キャリ付きの加減算を行います。 

INC 

DEC 

B/W/L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd 

 汎用レジスタに 1または 2を加減算します（バイトサイズで 1の加減算のみ可
能です）。 

ADDS 

SUBS 

L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd、Rd±4→Rd 

 32ビットレジスタに 1､2､または 4を加減算します。 

DAA 

DAS 

B Rd(10進補正) →Rd 

 汎用レジスタ上の加減算結果を CCRを参照して 4ビット BCDデータに補正し
ます。 

MULXU B/W Rd×Rs→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号なし乗算を行います。 

8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

MULXS B/W Rd×Rs→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号付き乗算を行います。 

8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

DIVXU B/W Rd÷Rs→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号なし除算を行います。 

16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット､ 
32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16ビットの除算が可能です。 

DIVXS B/W Rd÷Rs→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号付き除算を行います。 

16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット、 
32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16ビットの除算が可能です。 

CMP B/W/L Rd－Rs、Rd－#IMM 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の
比較を行い、その結果を CCRに反映します。 

NEG B/W/L 0－Rd→Rd 

 汎用レジスタの内容の 2の補数（算術的補数）をとります。 

EXTS W/L Rd(符号拡張) →Rd 

 16ビットレジスタの下位 8ビットをワードサイズに符号拡張します。または、
32ビットレジスタの下位 16ビットをロングワードサイズに符号拡張します。 

EXTU W/L Rd(ゼロ拡張) →Rd 

 16ビットレジスタの下位 8ビットをワードサイズにゼロ拡張します。または、
32ビットレジスタの下位 16ビットをロングワードサイズにゼロ拡張します。 

TAS B @ERd－0、1 → (＜ビット 7＞of @ERd) *2 

 メモリの内容をテストした後、最上位ビット（ビット 7）を 1にセットします。 

【注】 *1 サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 
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  L ：ロングワード 
 *2 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 

表 2.6 論理演算命令 
命令 サイズ* 機  能 

AND B/W/L Rd∧Rs→Rd、Rd∧#IMM→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の
論理積をとります。 

OR B/W/L Rd∨Rs→Rd、Rd∨#IMM→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の
論理和をとります。 

XOR B/W/L Rd⊕Rs→Rd、Rd⊕#IMM→Rd 

 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の
排他的論理和をとります。 

NOT B/W/L ～Rd→Rd 

 汎用レジスタの内容の 1の補数（論理的補数）をとります。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 

 

表 2.7 シフト命令 
命令 サイズ* 機  能 

SHAL 

SHAR 

B/W/L Rd(シフト処理) →Rd 

 汎用レジスタの内容を算術的にシフトします。 

 1ビットまたは 2ビットのシフトが可能です。 

SHLL 

SHLR 

B/W/L Rd(シフト処理) →Rd 

 汎用レジスタの内容を論理的にシフトします。 

 1ビットまたは 2ビットのシフトが可能です。 

ROTL 

ROTR 

B/W/L Rd(ローテート処理) →Rd 

 汎用レジスタの内容をローテートします。 

 1ビットまたは 2ビットのローテートが可能です。 

ROTXL 

ROTXR 

B/W/L Rd(ローテート処理) →Rd 

 汎用レジスタの内容をキャリフラグを含めてローテートします。 

 1ビットまたは 2ビットのローテートが可能です。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 
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表 2.8 ビット操作命令 
命令 サイズ* 機  能 

BSET B 1→(<ビット番号>of<EAd>) 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された1ビットを1にセットしま
す。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下
位 3ビットで指定します。 

BCLR B 0→(<ビット番号>of<EAd>) 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された1ビットを0にクリアしま
す。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下
位 3ビットで指定します。 

BNOT B ～(<ビット番号>of<EAd>)→(<ビット番号>of<EAd>) 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転します。ビ
ット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビ
ットで指定されます。 

BTST B ～(<ビット番号>of<EAd>)→Z 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットをテストし、ゼロ
フラグに反映します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用
レジスタの内容下位 3ビットで指定されます。 

BAND 

 

 

 

BIAND 

B 

 

 

 

B 

C∧(<ビット番号>of<EAd>)→C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグ
との論理積をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 

C∧〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリ
フラグとの論理積をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BOR 

 

 

 

BIOR 

B 

 

 

 

B 

C∨(<ビット番号>of<EAd>) →C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグ
との論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 

C∨〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリ
フラグとの論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BXOR 

 

 

 

BIXOR 

B 

 

 

 

B 

C⊕(<ビット番号>of<EAd>) →C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグ
との排他的論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 

C⊕〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリ
フラグとの排他的論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 
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命令 サイズ* 機  能 

BLD 

 

 

 

BILD 

B 

 

 

 

B 

(<ビット番号>of<EAd>) →C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットをキャリフラグ
に転送します。 

 

～(<ビット番号>of<EAd>) →C 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリ
フラグに転送します。 

 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BST 

 

 

 

BIST 

B 

 

 

 

B 

C→(<ビット番号>of<EAd>) 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットに、キャリフラグ
の内容を転送します。 

 

～C→(<ビット番号>of<EAd>) 

 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットに、キャリフラグ
を反転して転送します。 

 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 
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表 2.9 分岐命令 
命令 サイズ 機  能 

Bcc －  指定した条件が成立しているとき、指定されたアドレスへ分岐します。分岐条件
を下表に示します。 

 

ニーモニック

BRA (BT)

BRN (BF)

BHI

BLS

BCC (BHS)

BCS (BLO)

BNE

BEQ

BVC

BVS

BPL

BMI

BGE

BLT

BGT

BLE

　　　　説　　明

Always (True)

Never (False)

HIgh

Low of Same

Carry Clear (High or Same)

Carry Set (LOw)

Not Equal

EQual

oVerflow Clear

oVerflow Set

PLus

MInus

Greater or Equal

Less Than

Greater Than

Less or Equal

　分岐条件

Always

Never

C∨Z＝0

C∨Z＝1

C＝0

C＝1

Z＝0

Z＝1

V＝0

V＝1

N＝0

N＝1

NV＝0

N⊕V＝1

Z∨(N⊕V)＝0

Z∨(N⊕V)＝1

 
 

JMP －  指定されたアドレスへ無条件に分岐します。 

BSR －  指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

JSR －  指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

RTS －  サブルーチンから復帰します。 
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表 2.10 システム制御命令 
命令 サイズ* 機  能 

TRAPA －  命令トラップ例外処理を行います。 

RTE －  例外処理ルーチンから復帰します。 

SLEEP －  低消費電力状態に遷移します。 

LDC B/W (EAs)→CCR、(EAs)→EXR 

 汎用レジスタまたはメモリの内容を CCR、EXRに転送します。また、イミディ
エイトデータを CCR、EXRに転送します。CCR、EXRは 8ビットですが、メモ
リと CCR、EXR間の転送はワードサイズで行われ、上位 8ビットが有効になりま
す。 

STC B/W CCR→(EAd)、EXR→(EAd) 

 CCR、EXRの内容を汎用レジスタまたはメモリに転送します。CCR、EXRは 8
ビットですが、CCR、EXRとメモリ間の転送はワードサイズで行われ、上位 8ビ
ットが有効になります。 

ANDC B CCR∧#IMM→CCR、EXR∧#IMM→EXR 

 CCR、EXRとイミディエイトデータの論理積をとります。 

ORC B CCR∨#IMM→CCR、EXR∨#IMM→EXR 

 CCR、EXRとイミディエイトデータの論理和をとります。 

XORC B CCR⊕#IMM→CCR、EXR⊕#IMM→EXR 

 CCR、EXRとイミディエイトデータの排他的論理和をとります。 

NOP － PC+2→PC 

 PCのインクリメントだけを行います。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

 

表 2.11 ブロック転送命令 
命令 サイズ* 機  能 

EEPMOV.B 

 

 

 

 

 

EEPMOV.W 

－ 

 

 

 

 

 

－ 

if R4L≠0 then 

 Repeat @ER5+→@ER6+ 

  R4L－1→R4L 

 Until R4L＝0 

else next; 

 

if R4≠0 then 

 Repeat @ER5+→@ER6+ 

  R4－1→R4 

 Until R4＝0 

else next; 

 

 ブロック転送命令です。ER5で示されるアドレスから始まり、R4Lまたは R4で
指定されるバイト数のデータを、ER6で示されるアドレスのロケーションへ転送
します。転送終了後、次の命令を実行します。 
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2.6.4 命令の基本フォーマット 
本 CPUの命令は、2バイト（ワード）を単位にしています。各命令はオペレーションフィールド

（op）、レジスタフィールド（r）、EA拡張部（EA）、およびコンディションフィールド（cc）か
ら構成されています。  
図 2.13に命令フォーマットの例を示します。 

 

op

op rn rm

NOP、RTSなど

ADD.B Rn, Rmなど

MOV.B @(d:16, Rn), Rmなど

（1）オペレーションフィールドのみ

（2）オペレーションフィールドとレジスタフィールド

（3）オペレーションフィールド、レジスタフィールドおよびEA拡張部

rn rmop

EA（disp）

（4）オペレーションフィールド、EA拡張部およびコンディションフィールド

op cc EA（disp） BRA d:16など

 
図 2.13 命令フォーマットの例 

 

(1) オペレーションフィールド 

命令の機能を表し、アドレッシングモードの指定、オペランドの処理内容を指定します。命令の先
頭 4ビットを必ず含みます。2つのオペレーションフィールドを持つ場合もあります。 
 

(2) レジスタフィールド 

汎用レジスタを指定します。アドレスレジスタのとき 3ビット、データレジスタのとき 3ビットま
たは 4ビットです。2つのレジスタフィールドを持つ場合、またはレジスタフィールドを持たない場
合もあります。 
 

(3) EA拡張部 

イミディエイトデータ、絶対アドレスまたはディスプレースメントを指定します。8ビット、16
ビット、または 32ビットです。 
 

(4) コンディションフィールド 

Bcc命令の分岐条件を指定します。 
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2.6.5 ビット操作命令使用上の注意 
BSET、BCLR、BNOT、BST、BISTの各命令は、バイト単位でデータをリードし、ビット操作後に

再びバイト単位でデータをライトします。したがって、ライト専用ビットを含むレジスタ、またはポ
ートに対してこれらの命令を使用する場合には注意が必要です。 
また、内部 I/Oレジスタのフラグを 0にクリアするために、BCLR命令を使用することができます。

この場合、割り込み処理ルーチンなどで当該フラグが 1にセットされていることが明らかであれば、
事前に当該フラグをリードする必要はありません。 
 

2.7 アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法 

2.7.1 アドレッシングモード 
本 CPUは表 2.12に示すように、8種類のアドレッシングモードをサポートしています。命令ごと

に、使用できるアドレッシングモードは異なります。 
演算命令では、レジスタ直接、およびイミディエイトが使用できます。 
転送命令では、プログラムカウンタ相対とメモリ間接を除くすべてのアドレッシングモードが使用

できます。 
また、ビット操作命令では、オペランドの指定にレジスタ直接、レジスタ間接、および絶対アドレ

スが使用できます。さらに、オペランド中のビット番号を指定するためにレジスタ直接（BSET、BCLR、
BNOT、BTSTの各命令）、およびイミディエイト（3ビット）が独立して使用できます。 
 

表 2.12 アドレッシングモード一覧表 
No. アドレッシングモード 記号 

1 レジスタ直接 Rn 

2 レジスタ間接 @ERn 

3 ディスプレースメント付きレジスタ間接 @(d:16,ERn)/@(d:32,ERn) 

4 ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

 プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

5 絶対アドレス @aa:8/@aa:16/@aa:24/@aa:32 

6 イミディエイト #xx:8/#xx:16/#xx:32 

7 プログラムカウンタ相対 @(d:8,PC)/@(d:16,PC) 

8 メモリ間接 @@aa:8 
 

(1) レジスタ直接 Rn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるレジスタ（8ビット、16ビットまたは 32ビット）
がオペランドとなります。 

8ビットレジスタとしては R0H～R7H、R0L～R7Lを指定可能です。 
16ビットレジスタとしては R0～R7、E0～E7を指定可能です。 
32ビットレジスタとしては ER0～ER7を指定可能です。 

 

(2) レジスタ間接 @ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容をアドレスとして
メモリ上のオペランドを指定します。 
プログラム領域としては、下位 24ビットが有効になり、上位 8ビットはすべて 0（H'00）とみな

されます。 
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(3) ディスプレースメント付きレジスタ間接 @（d:16,ERn）/@（d:32,ERn） 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容に命令コード中に
含まれる 16ビットディスプレースメントまたは 32ビットディスプレースメントを加算した内容をア
ドレスとしてメモリ上のオペランドを指定します。加算に際して、16ビットディスプレースメント
は符号拡張されます。 
 

(4) ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+/プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

(a) ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容をアドレスとして
メモリ上のオペランドを指定します。その後、アドレスレジスタの内容に 1、2または 4が加算され、
加算結果がアドレスレジスタに格納されます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワ
ードサイズでは 4がそれぞれ加算されます。ワードサイズまたはロングワードサイズのとき、アドレ
スレジスタの内容が偶数となるようにしてください。 
 

(b) プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容から 1、2または 4
を減算した内容をアドレスとしてメモリ上のオペランドを指定します。その後、減算結果がアドレス
レジスタに格納されます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4が
それぞれ減算されます。ワードサイズまたはロングワードサイズのとき、アドレスレジスタの内容が
偶数になるようにしてください。 
 

(5) 絶対アドレス @aa:8/@aa:16/@aa:24/@aa:32 

命令コード中に含まれる絶対アドレスで、メモリ上のオペランドを指定します。 
絶対アドレスは 8ビット（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、24ビット（@aa:24）、または 32ビッ

ト（@aa:32）です。 
データ領域としては、8ビット（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、または 32ビット（@aa:32）を

使用します。8ビット絶対アドレスの場合、上位 24ビットはすべて 1（H'FFFF）となります。16ビ
ット絶対アドレスの場合、上位 16ビットは符号拡張されます。32ビット絶対アドレスの場合、全ア
ドレス空間をアクセスできます。 
プログラム領域としては 24ビット（@aa:24）を使用します。上位 8ビットはすべて 0（H'00）と

なります。 
絶対アドレスのアクセス範囲を表 2.13に示します。 

 

表 2.13 絶対アドレスのアクセス範囲 
絶対アドレス ノーマルモード アドバンストモード 

データ領域 8ビット 

（@aa:8） 

H'FF00～H'FFFF H'FFFF00～H'FFFFFF 

 16ビット 

（@aa:16） 

H'0000～H'FFFF H'000000～H'007FFF、H'FF8000～H'FFFFFF 

 32ビット  H'000000～H'FFFFFF 

 （@aa:32）   

プログラム領域 24ビット   

 （@aa:24）   
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(6) イミディエイト #xx:8/#xx:16/#xx:32 

命令コード中に含まれる 8ビット（#xx:8）、16ビット（#xx:16）、または 32ビット（#xx:32）の
データを直接オペランドとして使用します。 
なお、ADDS、SUBS、INC、DEC命令では、イミディエイトデータが命令コード中に暗黙的に含

まれます。ビット操作命令では、ビット番号を指定するための 3ビットのイミディエイトデータが、
命令コード中に含まれる場合があります。また、TRAPA命令ではベクタアドレスを指定するための
2ビットのイミディエイトデータが、命令コードの中に含まれます。 
 

(7) プログラムカウンタ相対 @（d:8, PC）/@（d:16, PC） 

Bcc、BSR命令で使用されます。PCの内容で指定される 24ビットのアドレスに、命令コード中に
含まれる 8ビット、または 16ビットディスプレースメントを加算して 24ビットの分岐アドレスを生
成します。加算に際して、ディスプレースメントは 24ビットに符号拡張されます。加算結果は下位
24ビットが有効になり、上位 8ビットはすべて 0（H'00）とみなされます。また加算される PCの内
容は次の命令の先頭アドレスとなっていますので、分岐可能範囲は分岐命令に対して－126～＋128
バイト（－63～＋64ワード）または－32766～＋32768バイト（－16383～＋16384ワード）です。こ
のとき、加算結果が偶数となるようにしてください。 
 

(8) メモリ間接 @@aa:8 

JMP、JSR命令で使用されます。命令コード中に含まれる 8ビット絶対アドレスでメモリ上のオペ
ランドを指定し、この内容を分岐アドレスとして分岐します。 

8ビット絶対アドレスの上位のビットはすべて 0となりますので、分岐アドレスを格納できるのは
0～255（ノーマルモードのとき H'0000～H'00FF、アドバンストモードのとき H'000000～H'0000FF）
番地です。 
ノーマルモードの場合は、メモリ上のオペランドはワードサイズで指定し、16ビットの分岐アド

レスを生成します。 
また、アドバンストモードの場合は、メモリ上のオペランドはロングワードサイズで指定します。

このうち先頭の 1バイトはすべて 0（H'00）とみなされます。 
ただし、分岐アドレスを格納可能なアドレスの先頭領域は例外処理ベクタ領域と共通になっていま

すから注意してください。詳細は「第 5章 例外処理」を参照してください。 
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（a）ノーマルモード* （b）アドバンストモード

分岐アドレス
@aa:8で指定 @aa:8で指定 予　　約

分岐アドレス

【注】*　本LSIではノーマルモードは使用できません。�
 

図 2.14 メモリ間接による分岐アドレスの指定 

 
ワードサイズ、ロングワードサイズでメモリを指定する場合、および分岐アドレスを指定する場合

に奇数アドレスを指定すると、最下位ビットは 0とみなされ、1番地前から始まるデータまたは命令
コードをアクセスします（「2.5.2 メモリ上でのデータ構成｣を参照してください）。 
 

2.7.2 実効アドレスの計算方法 
各アドレッシングモードにおける実効アドレス（EA：Effective Address）の計算法を表 2.14に示し

ます。 
ノーマルモード*の場合、実効アドレスの上位 8ビットは無視され、16ビットのアドレスとなりま

す。 
【注】* 本 LSIではノーマルモードは使用できません。 
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表 2.14 実効アドレスの計算方法 
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2.8 処理状態 

2.8.1 概要 
本 LSIの処理状態には、リセット状態、例外処理状態、プログラム実行状態、および低消費電力状

態の 4種類があります。 
処理状態の分類を図2.15に、処理状態間の遷移を図2.16に示します。 

 

リセット状態

CPUおよび内蔵周辺モジュールがすべて初期化され、停止している状態

例外処理状態

リセット、割り込み、トラップ命令の例外処理要因によって、通常の処理状態
の流れを変える過渡的な状態

プログラム実行状態

CPUがプログラムを順次実行している状態

低消費電力状態

CPUの動作を停止し、
消費電力を低下させた
状態*

スリープモード

スタンバイモード

処理状態

【注】*　低消費電力状態には、このほかに中速モード、モジュールストップモード、
　　　　 サブアクティブモード、サブスリープモード、ウォッチモードがあります。

 
図 2.15 処理状態の分類 
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リセット状態 *1

例外処理状態

スリープモード

スタンバイモード�

低消費電力状態*2

プログラム実行状態

割り
込み
要求
発生

外部割り込み要求発生

RES＝High

例
外
処
理
要
求
発
生

LSON＝
0、

SSBY＝
0、

SLEEP命
令

LS
O

N
＝

0、

TM
A

3＝
0、

S
S

B
Y
＝

1、
 

S
LE

E
P
命
令

【注】*1　すべての状態において、RES端子が Lowレベルになるとリセット状態に遷移します。また、

　　　　　ウォッチドッグタイマのオーバフローによっても、リセット状態に遷移させることができ

　　　　　ます。

　　　*2　このほかに、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモードなどがあります。

　　　　　 詳細は「第４章　低消費電力状態」を参照してください。

例
外
処
理
終
了

 
図 2.16 状態遷移図 

 

2.8.2 リセット状態 
RES端子が Lowレベルになると、実行中の処理はすべて中止され、CPUはリセット状態になりま

す。リセット状態ではすべての割り込みが禁止されます。 
RES端子を Lowレベルから Highレベルにすると、リセット例外処理を開始します。 
ウォッチドッグタイマのオーバフローによって、リセット状態とすることもできます。詳細は「第

17章 ウォッチドッグタイマ」を参照してください。 
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2.8.3 例外処理状態 
例外処理状態は、リセット、割り込み、またはトラップ命令の例外処理要因によって起動され、

CPUが通常の処理状態の流れを変え、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）を取
り出し、そのスタートアドレスに分岐する過渡的な状態です。 
 

(1) 例外処理の種類と優先度 

例外処理要因には、リセット、割り込み、およびトラップ命令があります。表 2.15に、例外処理
の種類と優先度を示します。トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受けつけられます。 

SYSCRで設定される割り込み制御モードによって、例外処理やスタックの構造が異なります。 
 

表 2.15 例外処理の種類と優先度 
優先度 例外処理要因 例外処理検出タイミング 例外処理開始タイミング 

高 リセット クロック同期 RES端子の Lowレベルから Highレベルへの
遷移時、または、ウォッチドックタイマのオ
ーバフローにより例外処理を開始します。 

 割り込み 命令実行終了時または 

例外処理終了時*1 

割り込み要求が発生すると、命令実行終了時
または例外処理終了時に例外処理を開始しま
す。 

低 トラップ命令 TRAPA命令実行時 TRAPA命令を実行すると、例外処理を開始し
ます。*2 

【注】 *1 ANDC、ORC、XORC、LDC命令の実行終了時点、またはリセット例外処理の終了時点では割り込

みの検出を行いません。 

 *2 トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受けつけられます。 

 

(2) リセット例外処理 

RES端子を Lowレベルにして、リセット状態とした後、RES端子を Highレベルにすると、リセッ
ト例外処理を開始します。 
リセット例外処理が起動されると、CPUは、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベ

クタ）を取り出し、そのスタートアドレスからプログラムの実行を開始します。 
リセット例外処理実行中、および終了後は、NMIを含めたすべての割り込みが禁止されます。 

 

(3) 割り込み例外処理およびトラップ命令例外処理 

割り込み例外処理およびトラップ命令例外処理が起動されると、CPUは、SP（ER7）を参照してプ
ログラムカウンタとコントロールレジスタをスタックに退避します。そして、CPUはコントロールレ
ジスタの割り込みマスクビットを再設定します。次に、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレ
ス（ベクタ）を取り出し、そのスタートアドレスからプログラムの実行を開始します。 
例外処理終了後のスタックの状態を図 2.17に示します。 
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PC
（16ビット）

SP CCR

CCR*1
PC

（24ビット）

SP CCR

ノーマルモード*2 アドバンストモード

【注】*1 リターン時には無視されます。
*2 本LSIではノーマルモードは使用できません。

 
図 2.17 例外処理終了後のスタックの状態（例） 

 

2.8.4 プログラム実行状態 
CPUがプログラムを順次実行している状態です。 

 

2.8.5 低消費電力状態 
低消費電力状態には、CPUの動作を停止した状態と、CPUの動作を停止しない状態があります。

CPUの動作を停止した低消費電力状態には、スリープモード、スタンバイモード、サブスリープモー
ド、ウォッチモードがあります。 
また、その他の低消費電力状態には、中速モード、モジュールストップモード、サブアクティブモ

ードがあります。中速モードでは CPUが中速クロックで動作します。モジュールストップモードで
は、モジュール単位で、CPU以外のモジュールの動作を停止します。サブアクティブモード、サブス
リープモード、ウォッチモードはサブクロック入力を利用した低消費電力状態です。詳細は「第 4章 
低消費電力状態」を参照してください。 
 

(1) スリープモード 

スリープモードには、SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝0の状態で、SLEEP
命令を実行することによって遷移します。スリープモードでは、CPUの動作は SLEEP命令実行直後
で停止します。CPUの内部レジスタの内容は保持されます。 
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(2) スタンバイモード 

スタンバイモードには、SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、TMA（タイ
マ A）の TMA3ビット＝0の状態で、SLEEP命令を実行することによって遷移します。スタンバイモ
ードでは、CPUおよびクロックをはじめMCUのすべての動作が停止します。規定の電圧が与えられ
ている限り、CPUの内部レジスタの内容および内蔵 RAMの内容は保持されます。 
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2.9 基本動作タイミング 

2.9.1 概要 
本 CPUは、システムクロック（φ）を基準に動作しています。φの立ち上がりから次の立ち上が

りまでの 1単位をステートと呼びます。メモリサイクルまたはバスサイクルは、1または 2ステート
で構成され、内蔵メモリ、内蔵周辺モジュールによって、それぞれ異なるアクセスを行います。 
 

2.9.2 内蔵メモリ（ROM、RAM） 
内蔵メモリのアクセスは 1ステートアクセスを行います。このとき、データバス幅は 16ビットで、

バイトおよびワードサイズアクセスが可能です。内蔵メモリアクセスサイクルを図2.18に示します。 
 

内部アドレスバス

内部リード信号

内部データバス

内部ライト信号

内部データバス

φ

バスサイクル

T1

アドレス

リードデータ

ライトデータ

リード時

ライト時

 
図 2.18 内蔵メモリアクセスサイクル 
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2.9.3 内蔵周辺モジュールアクセスタイミング 
内蔵周辺モジュールのアクセスは 2ステートで行われます。このとき、データバス幅は 8ビットま

たは 16ビットで内部 I/Oレジスタにより異なります。内蔵周辺モジュールアクセスタイミングを図
2.19に示します。 
 

内部アドレスバス

内部リード信号

内部データバス

内部ライト信号

内部データバス

φ

バスサイクル

T1

アドレス

リード時

ライト時

リードデータ

ライトデータ

T2

 
図 2.19 内蔵周辺モジュールアクセスサイクル 

 

2.10 使用上の注意 

2.10.1 TAS命令 
TAS命令を使用する場合には、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 
なお、ルネサス製 H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラでは、TAS命令は生成されません。ユ

ーザ定義の組み込み関数として、TAS命令を使用する場合には、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を
使用するようにお願い致します。 
 

2.10.2 STM/LDM命令 
STM/LDM命令において、ER7レジスタはスタックポインタであるため、待避（STM）／復帰（LDM）

できるレジスタとしては、使用できません。一命令で待遇（STM）／復帰（LDM）できるレジスタ
数は 2本、3本、4本です。そのとき使用可能なレジスタリストは、以下のとおりです。 
 

2本：ER0—ER1、ER2—ER3、ER4—ER5 
3本：ER0—ER2、ER4—ER6 
4本：ER0—ER3 

 
また、ルネサス製 H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラでは、ER7を含む STM/LDM命令は生

成されません。 
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3. MCU動作モード 

3.1 概要 

3.1.1 動作モードの選択 
本 LSIには、1種類の動作モード(モード１)があります。このモードは、モード端子（MD0）の設

定で決まります。 
表 3.1に、MCU動作モードの選択を示します。 

 

表 3.1 MCU動作モードの選択 
MCU動作モード MD0 CPU動作モード 内 容 

0 0 － － 

1 1 アドバンストモード シングルチップモード 

 
アドレス空間は、CPUのアーキテクチャ上は 4Gバイトですが、本 LSIでは最大 16Mバイトにな

ります。 
モード 1は、リセット解除後シングルチップモードで動作を開始します。 
モード 1以外は本 LSIでは使用できません。したがって、モード端子は必ずモード 1になるように

設定してください。 
モード端子は、動作中に変化させないでください。 

 

3.1.2 レジスタ構成 
本 LSIにはモード端子（MD0）の状態が反映されるモードコントロールレジスタ（MDCR）と、本

LSIの動作を制御するシステムコントロールレジスタ（SYSCR）があります。レジスタ構成を表 3.2
に示します。 
 

表 3.2 レジスタ構成 
名 称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

モードコントロールレジスタ MDCR R 不定 H'FFE9 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'09 H'FFE8 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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3.2 各レジスタの説明 

3.2.1 モードコントロールレジスタ（MDCR） 

0

＿*

1

―�

�

―�

0

2

―�

�

―�

0

3

―�

�

―�

0

4

―�

�

―�

0

5

―�

�

―�

0

6

―�

�

―�

0

7

―�

�

―� R

MDS0

0

ビット :

:

:

初期値

R/W

【注】*　MD0端子により決定されます。�
 

 
MDCRは 8ビットのリード専用レジスタで、本 LSIの現在の動作モードをモニタにするのに用い

ます。 
 

ビット7～1：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット0：モードセレクト0（MDS0） 

モード端子（MD0）の入力レベルを反映した値（現在の動作モード）を示しています。 
MDS0ビットはMD0端子に対応します。このビットはリード専用でライトは無効です。MDCRを

リードすると、モード端子（MD0）の入力レベルがこのビットにラッチされます。 
 

3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 

0

―�

�

―�

1

1

0

―

2

0

―

3

1

4

0

R/W

5

0

6

―�

�

―�

0

7

―�

�

―� RR

INTM1 INTM0 XRST ― ―

0

ビット�:

:

:

初期値

R/W
 

 

ビット7、6：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット5、4：割り込み制御モード1、0（INTM1、INTM0） 

割り込みコントローラの割り込み制御モードを選択します。割り込み制御モードの詳細については、
「6.4 割り込み動作」を参照してください。 
 
ビット 5 ビット 4 

INTM1 INTM0 

割り込み 

制御モード 

説  明 

0 0 Iビットで、割り込みを制御 （初期値） 0 

1 1 I、UIビットと ICRで、割り込みを制御 

0 － 本 LSIでは使用できません 1 

1 － 本 LSIでは使用できません 
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ビット3：外部リセット（XRST） 

XRSTはリセット要因を表すビットです。リセットは外部リセット入力に加えて、ウォッチドッグ
タイマを利用しているときには、ウォッチドッグタイマオーバフローにより発生できます。XRSTビ
ットはリード専用です。外部リセットにより 1にセット、ウォッチドッグタイマオーバフローにより
0にクリアされます。 
 
ビット 3 

XRST 

説  明 

0 リセットがウォッチドッグタイマオーバフローで発生 

1 リセットが外部リセットで発生 （初期値） 

 

ビット2、1：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。 
 

3.3 動作モード（モード 1）の説明 
CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。 
 



3. MCU動作モード 

Rev.2.00 2006.1.11   3-4 
RJJ09B0303-0200 

 

3.4 各動作モードのアドレスマップ 

H8/2196R H8/2197R

メ
モ
リ
間
接

分
岐
ア
ド
レ
ス

絶
対
ア
ド
レ
ス

16
ビ
ッ
ト

4k
バ
イ
ト

ベクタエリア ベクタエリア

内蔵ROM
(80kバイト)

OSD ROM
(24kバイト)

内蔵ROM
(96kバイト)

内部I/Oレジスタ

OSD RAM(768バイト) OSD RAM(768バイト)

内部I/Oレジスタ 内部I/Oレジスタ

内部I/Oレジスタ

内蔵RAM 内蔵RAM
(4kバイト)

H'000000 H'000000

H'017FFF

H'FFD000
H'FFD2FF

H'FFEFB0

H'FFFFAF
H'FFFFB0

H'FFFFFF

H'0000FF

H'007FFF

H'013FFF

H'040000

H'045FFF

H'040000

H'045FFF

H'FF8000

H'FFD000
H'FFD2FF

H'FFD800
H'FFDAFF

H'FFD800
H'FFDAFF

H'FFEFB0

H'FFFF00

H'FFFFAF
H'FFFFB0

H'FFFFFF

絶
対
ア
ド
レ
ス

8ビ
ッ
ト

絶
対
ア
ド
レ
ス

16
ビ
ッ
ト

OSD ROM
(24kバイト)

 
図 3.1 アドレスマップ（1） 
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H8/2198R H8/2199R

ベクタエリア ベクタエリア

内蔵ROM
(112kバイト)

内蔵ROM
(128kバイト)

内部I/Oレジスタ

内部I/Oレジスタ 内部I/Oレジスタ

内部I/Oレジスタ

内蔵RAM
(4kバイト)

内蔵RAM
(4kバイト)

H'000000 H'000000

H'01FFFF

H'FFD000
H'FFD2FF

H'FFEFB0

H'FFFFAF
H'FFFFB0

H'FFFFFF

H'01BFFF

H'FFD000
H'FFD2FF

H'FFEFB0

H'FFFFAF
H'FFFFB0

H'FFFFFF

OSD ROM
(24kバイト)

H'040000

H'045FFF H'040000

H'045FFF

OSD ROM
(24kバイト)

OSD RAM(768バイト) OSD RAM(768バイト)
H'FFD800
H'FFDAFF

H'FFD800
H'FFDAFF

H8/2199R (F-ZTAT)

ベクタエリア

フラッシュメモリ
(256kバイト)

内部I/Oレジスタ

内部I/Oレジスタ

内蔵RAM
(8kバイト)

H'000000

H'FFD000
H'FFD2FF

H'FFDFB0

H'FFFFAF
H'FFFFB0

H'FFFFFF

H'03FFFF

H'047FFF

フラッシュメモリ(OSD)�
(32kバイト)

OSD RAM(768バイト)
H'FFD800
H'FFDAFF

 
図 3.2 アドレスマップ（2） 
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H8/2196S H8/2197S

ベクタエリア ベクタエリア

内蔵ROM
(80kバイト)

内蔵ROM
(96kバイト)

内部I/Oレジスタ

内部I/Oレジスタ 内部I/Oレジスタ

内部I/Oレジスタ

内蔵RAM
(3kバイト)

内蔵RAM
(3kバイト)

H'000000 H'000000

H'017FFF

H'FFD800

H'FFF3B0

H'FFFFAF
H'FFFFB0

H'FFFFFF

H'013FFF

H'FFD800

H'FFF3B0

H'FFFFAF
H'FFFFB0

H'FFFFFF

OSD ROM
(16kバイト)

H'040000

H'043FFF

H'040000

H'043FFF

OSD ROM
(16kバイト)

OSD RAM
(768バイト)

OSD RAM
(768バイト)

H'FFDAFF H'FFDAFF

H'FFD000

H'FFD2FF

H'FFD000

H'FFD2FF

 
図 3.3 アドレスマップ（3） 
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4. 低消費電力状態 

4.1 概要 
本 LSIには、通常のプログラム実行状態の他に、CPUや発振器の動作を停止し、消費電力を低く

する低消費電力状態があります。CPU、内蔵周辺機能などを個別に制御して、低消費電力化を実現で
きます。 
本 LSIの動作状態には、 

 
（1）高速モード 
（2）中速モード 
（3）サブアクティブモード 
（4）スリープモード 
（5）サブスリープモード 
（6）ウォッチモード 
（7）モジュールストップモード 
（8）スタンバイモード 

 
があり、（2）～（8）が低消費電力状態です。これらは一部組み合わせて設定することができます。 
リセット後は、高速モードになっています。 
表 4.1に各動作モードでの LSIの内部状態、図 4.1に、モード遷移図を示します。 
また、表 4.2に低消費電力モード遷移条件を示します。 
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表 4.1 各動作モードでの LSIの内部状態 
機 能 高速アク

ティブ
中速アク
ティブ

スリープ モジュールス
トップ 

ウォッチ サブアクティ
ブ 

サブスリープ スタンバイ 

システムクロック発
振器 

動作 動作 動作 動作 停止 停止 停止 停止 

サブクロック発振器 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 

命令 停止 停止 停止 停止 CPU動
作 レジスタ 

動作 中速動作

保持 

動作 

保持 

サブクロック
動作 保持 保持 

IRQ0 

IRQ1 

動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 

IRQ2 

IRQ3 

IRQ4 

外部割
り込み 

IRQ5 

動作 動作 動作 動作 停止 停止 動作 停止 

I/Oポート 動作 動作 保持 動作 停止 動作 保持 停止 

タイマ A 動作 動作 動作 動作/停止
（保持） 

サブクロック
動作 

サブクロック
動作 

サブクロック
動作 

停止 
（保持） 

タイマ B 

タイマ J 

タイマＬ 

タイマ R 

動作 動作 動作 動作/停止
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

タイマ
X1*2 

動作 動作 動作 動作/停止
（リセット）

停止 
（リセット）

停止 
（リセット）

停止 
（リセット） 

停止 
（リセット） 

ウォッチ 
ドッグタイマ 

動作 動作 動作 動作 停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

8ビット
PWM 

動作 動作 動作 動作/停止
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

12ビット
PWM 

動作 動作 停止 
（リセット）

動作/停止
（リセット）

停止 
（リセット）

停止 
（リセット）

停止 
（リセット） 

停止 
（リセット） 

14ビット
PWM*2 

動作 動作 動作 動作/停止
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

PSU 動作 動作 動作 動作/停止 サブクロック
動作 

サブクロック
動作 

サブクロック
動作 

停止 

SCI1 動作 動作 動作 動作/停止*1 停止*1 停止*1 停止*1 停止*1 

IIC 動作 動作 動作 動作/停止
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

A/D変換器 動作 動作 動作 動作/停止
（リセット）

停止 
（リセット）

停止 
（リセット）

停止 
（リセット） 

停止 
（リセット） 

サーボ回
路 

動作 動作 停止 
（リセット）

動作/停止
（リセット）

停止 
（リセット）

停止 
（リセット）

停止 
（リセット） 

停止 
（リセット） 

同期分離
回路 

動作 動作 停止 
（保持） 

動作/停止
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

停止 
（保持） 

データス
ライサ 

周辺機
能 

OSD 

動作 動作 停止 
（リセット）

動作/停止
（リセット）

停止 
（リセット）

停止 
（リセット）

停止 
（リセット） 

停止 
（リセット） 

【注】 1. 停止（保持）は、内部レジスタ値保持。内部状態は、動作中断。 
 2. 停止（リセット）は、内部レジスタ値および内部状態を初期化。 
 3. モジュールストップモード時は、停止設定をしたモジュールのみ停止（リセットまたは保持）。 
 4. 低消費電力モード時サーボ回路のアナログ部は OFFしないため、VCC(Servo)の電流は減少しませ

ん。低消費電力化が必要な場合は、外部でアナログ系電源を VSSレベルにしてください。 
 *1 SCI1は内部レジスタによって状態が異なります。「第 22章 シリアルコミュニケーションインタ

フェース 1」を参照してください。 
 *2 H8S/2197S、H8S/2196Sには存在しません。 
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プログラム停止状態

モード遷移に関する条件(1) モード遷移に関する条件(2)

割 り 込 み 要 因

スリープ
（高速）
  モード

スリープ
（中速）
  モード

サブスリープ
モード

プログラム実行状態

リセット状態

フラグ

SLEEP
命令

割り込み

LSON SSBY TMA3 DTON

a 0 1 0 *

b * 1 1 0

c 0 1 1 1

d 1 1 1 1

e 0 0 * *

f 1 0 1 *

g SCK1～0＝0

h SCK1～0≠0(どれか1bit=0)

低消費電力モード

アクティブ
（高速）
  モード

アクティブ
（中速）
  モード

サブ�
アクティブ
モード

プログラム停止状態

ウォッチ
モード

スタンバイ
モード

1

1

 IRQ0～1

2

2

2

 IRQ0～1, タイマA割り込み

全割り込み（サーボ系を除く）

 IRQ0～5, タイマA割り込み

1

2

3

4

3

SLEEP
命令

割り込み

SLEEP
命令

割り込み

SLEEP
命令

割り込み

割り込み

割り込み

割り込み

SLEEP
命令

SLEEP
命令

SLEEP
命令

SLEEP
命令

SLEEP
命令

SLEEP
命令

割り込み 4

a

a

b

b

b

c

SLEEP
命令

c

d

SLEEP
命令

d

e

3

e

g h

f

割り込みによって各モード間の�
遷移を行う場合は、割り込み要�
因発生のみで遷移することはで�
きません。必ず割り込み要求を�
受けつけてから、割り込み処理�
を行うようにしてください。

【注】*　Don't care.

 
図 4.1 モード遷移 
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表 4.2 低消費電力モード遷移条件 
遷移時の制御ビット状態 遷移前の状態 

SSBY TMA3 LSON DTON 

SLEEP命令による遷移後
の状態 

割り込みによる復帰後の
状態 

0 ＊ 0 ＊ スリープ 高速/中速*1 

0 ＊ 1 ＊ － － 

1 0 0 ＊ スタンバイ 高速/中速*1 

1 0 1 ＊ － － 

1 1 0 0 ウォッチ 高速/中速*1 

1 1 1 0 ウォッチ サブアクティブ 

1 1 0 1 － － 

高速/中速 

1 1 1 1 サブアクティブ － 

0 0 ＊ ＊ － － 

0 1 0 ＊ － － 

0 1 1 ＊ サブスリープ サブアクティブ 

1 0 ＊ ＊ － － 

1 1 0 0 ウォッチ 高速/中速*2 

1 1 1 0 ウォッチ サブアクティブ 

1 1 0 1 高速/中速*2 － 

サブアクティブ 

1 1 1 1 － － 

【注】 ＊： Don’t care. 

 －： 設定しないでください。 

 *1 遷移前の状態に戻ります。 

 *2 SCK1～SCK0の状態によってモードが分かれます。 

 

4.1.1 レジスタ構成 
低消費電力状態は、SBYCR、LPWRCR、TMA（タイマ A）、MSTPCRで制御されます。レジスタ

構成を表 4.3に示します。 

表 4.3 レジスタ構成 
名 称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

スタンバイコントロールレジスタ SBYCR R/W H'00 H'FFEA 

ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR R/W H'00 H'FFEB 

MSTPCRH R/W H'FF H'FFEC モジュールストップコントロールレジスタ

MSTPCRL R/W H'FF H'FFED 

タイマモードレジスタ A TMA R/W H'30 H'FFBA 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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4.2 各レジスタの説明 

4.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 

0

0

1

0

R/W

2

―�

�

―�

0

3

―�

�

―�

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/W

STS1

R/W

STS2

0

R/W

SSBY STS0 SCK1 SCK0

ビット

初期値

R/W

:

:

:
 

 
SBYCRは 8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、低消費電力モードの制御を行います。 
SBYCRはリセット時に H'00に初期化されます。 
 

ビット7：ソフトウェアスタンバイ（SSBY） 

SLEEP命令実行による低消費電力遷移時に、他の制御ビットとの組み合わせで動作モードを決定
します。 
なお、割り込みなどによってモード間遷移をした場合でも SSBYビットの内容は変わりません。 

 
ビット 7 

SSBY 

説 明 

0 高速モードおよび中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモードに遷移 

サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモードに遷移 

 （初期値） 

1 高速モードおよび中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スタンバイモード、サブアク
ティブモード、あるいはウォッチモードに遷移 

サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード、あるいは高速モー
ドに遷移 

 

ビット6～4：スタンバイタイマセレクト2～0（STS2～STS0） 

特定の割り込みや命令によってスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモードを解除
し、高速モードあるいは中速モードに遷移する場合に、クロックが安定するまでMCUが待機する時
間を選択します。水晶発振の場合、表 4.5を参照し、動作周波数に応じて待機時間が 10ms（発振安
定時間）以上となるように選択してください。 
 



4. 低消費電力状態 

Rev.2.00 2006.1.11   4-6 
RJJ09B0303-0200 

 

ビット 6 ビット 5 ビット 4 

STS2 STS1 STS0 

説  明 

0 0 0 待機時間＝ 8192ステート 

0 0 1 待機時間＝ 16384ステート 

0 1 0 待機時間＝ 32768ステート 

0 1 1 待機時間＝ 65536ステート 

1 0 0 待機時間＝ 131072ステート 

1 0 1 待機時間＝ 262144ステート 

1 1 ＊ リザーブ 

【注】 ＊：Don’t care. 

 

ビット3、2：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット1、0：システムクロックセレクト1、0（SCK1、SCK0） 

高速モード、および中速モードでの CPUクロックを選択します。 
 
ビット 1 ビット 0 

SCK1 SCK0 

説  明 

0 0 バスマスタは高速モード （初期値） 

0 1 中速クロックはφ/16 

1 0 中速クロックはφ/32 

1 1 中速クロックはφ/64 

 

4.2.2 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） 

0

0

1

0

R/W

2

―�

�

―�

0

3

―�

�

―�

0

4

―�

�

―�

0

5

0

6

0

7

R/WR/W

NESEL

R/W

LSON

0

R/W

DTON SA1 SA0

ビット

初期値

R/W

:

:

:
 

 
LPWRCRは 8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、低消費電力モードの制御を行います。 
LPWRCRはリセット時に H'00に初期化されます。 

 

ビット7：ダイレクトトランスファオンフラグ（DTON） 

SLEEP命令実行による低消費電力遷移時に、高速モード、中速モードとサブアクティブモードの
各モード間を直接遷移するか否かを指定します。SLEEP命令実行後に遷移する動作モードは、本ビ
ット以外の制御ビットの組み合わせで決定します。 
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ビット 7 

DTON 

説  明 

0 ・ 高速モード、あるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、スタ
ンバイモード、またはウォッチモードに遷移 

・ サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、またはウォ
ッチモードに遷移 （初期値） 

1 ・ 高速モード、あるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、サブアクティブモード
に直接遷移、またはスリープモード、スタンバイモードに遷移 

・ サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、高速モードに直接遷移、またはサ
ブスリープモードに遷移 

 

ビット6：ロースピードオンフラグ（LSON） 

SLEEP命令実行による低消費電力遷移時に、他の制御ビットの組み合わせで動作モードを決定し
ます。また、ウォッチモードを解除時に、高速モードに遷移するかサブアクティブモードに遷移する
かを制御します。 
 

ビット 6 

LSON 

説  明 

0 ・ 高速モード、あるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、スタ
ンバイモード、またはウォッチモードに遷移 

・ サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモードに遷移、または高
速モードに直接遷移 

・ ウォッチモード解除後にサブアクティブモードに遷移 （初期値） 

1 ・ 高速モードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード、またはサブアクティブモー
ドに遷移、またはスリープモード、スタンバイモードに遷移 

・ サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、またはウォ
ッチモードに遷移 

・ ウォッチモード解除後にサブアクティブモードに遷移 

 

ビット5：ノイズ除去サンプリング周波数選択（NESEL） 

サブクロック発振器より生成されたサブクロック（φw）を、システムクロック発振器より生成さ
れたクロック（φ）により、サンプリングする周波数を選択します。φ＝5MHz以上のときは、0を
セットしてください。 
 

ビット 5 

NESEL 

説  明 

0 φの 16分周クロックでサンプリング 

1 φの 4分周クロックでサンプリング 

 

ビット4～2：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット1、0：サブアクティブモードクロックセレクト1、0（SA1、SA0） 

サブアクティブモード時の CPUの動作クロックを選択します。サブアクティブモードではライト
は無効です。 
 
ビット 1 ビット 0 

SA1 SA0 

説  明 

0 0 CPUの動作クロックはφw/8 （初期値） 

0 1 CPUの動作クロックはφw/4 

1 ＊ CPUの動作クロックはφw/2 

【注】 ＊：Don’t care. 

 

4.2.3 タイマレジスタ A（TMA） 

0

0

1

0

R/W

2

0

3

0

4

―�

1

5

―�

1

6

0

7

R/WR/WR/WR/W

TMA3

R/W

TMA2

R/W

TMAIE

0

R/(W)*

TMAOV TMA1 TMA0

ビット

初期値

R/W

:

:

:

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。
 

 
タイマレジスタ A（TMA）は、タイマ Aの割り込みの制御、入力クロックの選択を行います。 
ここでは、ビット 3についてのみ説明します。その他のビットの詳細については「11.2.1 タイマ

モードレジスタ A」を参照してください。 
TMAは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時に H'30に初期化されます。 

 

ビット3：クロックソース、プリスケーラ選択（TMA3） 

タイマ Aのクロックソースを PSSとするか PSWとするかを選択します。 
また、低消費電力モード遷移時の動作を制御します。SLEEP命令実行後に遷移する動作モードは、

本ビット以外の制御ビットとの組み合わせで決定します。 
詳細は、「11.2.1 タイマモードレジスタ A」のクロックセレクト 2～0の説明および本章を参照

してください。 
 

ビット 3 

TMA3 

説  明 

0 ・タイマ Aはφベースのプリスケーラ（PSS）の分周クロックをカウント 

・高速モードあるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、スタン
バイモードに遷移 （初期値） 

1 ・タイマ Aはφwベースのプリスケーラ（PSW）の分周クロックをカウント 

・高速モードあるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、ウォッ
チモード、サブアクティブモードに遷移 

・サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、ウォッチモ
ード、高速モードに遷移 
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4.2.4 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

1

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

1

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

:

:

:
 

 
MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御

を行います。 
MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 

 

MSTPCRH、MSTPCRLビット7～0：モジュールストップ（MSTP15～MSTP0） 

モジュールストップモードを指定します。内蔵周辺機能の選択方法は表 4.4を参照してください。 
 

MSTPCRH、MSTPCRL 

ビット 7～0 

MSTP15～MSTP0 

説  明 

0 モジュールストップモード解除 

1 モジュールストップモード設定 （初期値） 
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4.3 中速モード 
高速モード時に SBYCRの SCK1、SCK0ビットを 1にセットすると、そのバスサイクルの終了時

点で中速モードになります。中速モードでは、CPUは、SCK1、SCK0ビットで指定した動作クロッ
ク（φ/16、φ/32、φ/64）で動作します。 

CPU以外の内蔵周辺機能は常に高速クロック（φ）で動作します。 
中速モードではバスマスタの動作クロックに対して、指定されたステート数でバスアクセスを行い

ます。例えば、動作クロックとしてφ/16を選択した場合、内蔵メモリは 16ステートアクセス、内部
I/Oレジスタは 32ステートアクセスになります。 
中速モードの解除は、SCK1、SCK0ビットのいずれも 0にクリアすることによって行われ、その

バスサイクルの終了時点で高速モードに遷移し、中速モードは解除されます。 
SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝0の状態で SLEEP命令を実行すると、ス

リープモードに遷移します。スリープモードが割り込みによって解除されると中速モードに復帰しま
す。 
また、SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、TMA（タイマ A）の TMA3ビット＝0の

状態で SLEEP命令を実行すると、スタンバイモードに遷移します。スタンバイモードが外部割り込
みによって解除されると中速モードに復帰します。 

RES端子を Lowレベルにするとリセット状態に遷移し、中速モードは解除されます。ウォッチド
ッグタイマのオーバフローによるリセットによっても同様です。 
中速モードへの遷移、解除のタイミングを図 4.2に示します。 

 

中速モード

内部φ、
周辺モジュールクロック�

CPUクロック

内部アドレスバス

内部ライト信号

SBYCR SBYCR

 
図 4.2 中速モードの遷移・解除タイミング 
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4.4 スリープモード 

4.4.1 スリープモード 
SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝0の状態で SLEEP命令を実行すると、CPU

はスリープモードになります。スリープモード時、CPUの動作は停止しますが、CPUの内部レジス
タの内容は保持されます。CPU以外の周辺機能（一部機能を除く）は停止しません。 
 

4.4.2 スリープモードの解除 
スリープモードの解除は、すべての割り込み、または RES端子によって行われます。 

(1) 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、スリープモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。割り込みが
禁止されている場合、また、NMI以外の割り込みが CPUでマスクされている場合には、スリープモ
ードは解除されません。 

(2) RES端子による解除 

RES端子を Lowレベルにすると、リセット状態になります。規定のリセットが入力期間後、RES
端子を Highレベルにすると、CPUはリセット例外処理を開始します。 
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4.5 モジュールストップモード 

4.5.1 モジュールストップモード 
モジュールストップモードは内蔵周辺機能のモジュール単位で設定することができます。 
MSTPCRの対応するMSTPビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でモジュールは

動作を停止してモジュールストップモードへ遷移します。このとき CPUは独立して動作を継続しま
す。 

MSTPビットと周辺機能の対応を表 4.4に示します。 
対応するMSTPビットを 0にクリアすることによって、モジュールストップモードは解除され、

バスサイクルの終了時点でモジュールは動作を再開します。モジュールストップモードでは、一部モ
ジュールを除いて内部状態が保持されています。 
リセット解除後は、すべてのモジュールがモジュールストップモードになっています。 
モジュールストップモードに設定されたモジュールのレジスタは、リード/ライトできません。 

 

表 4.4 MSTPビットと内蔵周辺機能の対応 
レジスタ ビット モジュール 

MSTP15 タイマ A 

MSTP14 タイマ B 

MSTP13 タイマ J 

MSTP12 タイマ L 

MSTP11 タイマ R 

MSTP10 タイマ X1* 

MSTP9 同期分離回路 

MSTPCRH 

MSTP8 シリアルコミュニケーションインタフェース 1（SCI1）  

MSTP7 I2Cバスインタフェース（IIC0）* 

MSTP6 I2Cバスインタフェース（IIC1） 

MSTP5 14ビット PWM* 

MSTP4 8ビット PWM 

MSTP3 データスライサ 

MSTP2 A/D変換器 

MSTP1 サーボ回路、12ビット PWM 

MSTPCRL 

MSTP0 OSD 

【注】 * 本ビットは H8S/2197S、H8S/2196Sでは意味を持ちません。 
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4.6 スタンバイモード 

4.6.1 スタンバイモード 
SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、TMA（タイマ A）の TMA3＝0の状態

で SLEEP命令を実行すると、スタンバイモードになります。このモードでは、CPU、内蔵周辺機能、
および発振器（サブクロック発振器は除く）のすべての機能が停止します。ただし、CPUの内部レ
ジスタの内容と内蔵 RAMのデータおよび一部を除く内蔵周辺機能の状態は保持されます。I/Oポー
トの状態はハイインピーダンス状態となります。 
本モードでは、発振器が停止するため、消費電力は著しく低減されます。 

 

4.6.2 スタンバイモードの解除 
スタンバイモードの解除は、外部割り込み（IRQ0～IRQ1端子）または RES端子によって行われま

す。 
 

(1) 割り込みによる解除 

IRQ0～IRQ1割り込み要求信号が入力されると、クロックが発振を開始し、SBYCRの STS2～STS0
ビットによって設定された時間が経過した後、安定したクロックが本 LSI全体に供給されて、スタン
バイモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。 
なお、 IRQ0～IRQ1割り込みについては、対応するイネーブルビットが 0にクリアされている場

合、または CPUでマスクされている場合には、スタンバイモードは解除されません。 
 

(2) RES端子による解除 

RES端子を Lowレベルにすると、クロックの発振が開始されます。クロックの発振開始と同時に、
本 LSI全体にクロックが供給されます。このとき RES端子は必ずクロックの発振が安定するまで Low
レベルに保持してください。 RES端子を Highレベルにすると、CPUはリセット例外処理を開始し
ます。 
 

4.6.3 スタンバイモード解除後の発振安定時間の設定 
SBYCRCの STS2～STS0ビットは、以下のように設定してください。 

 

(1) 水晶発振の場合 

待機時間が 10ms（発振安定時間）以上となるように STS2～STS0ビットを設定してください。表
4.5に、動作周波数と STS2～STS0ビットの設定に対する待機時間を示します。 
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表 4.5 発振安定時間の設定 
STS2 STS1 STS0 待機時間 10MHz 8MHz 単位 

0 8192ステート 0.8 1.0 0 

1 16384ステート 1.6 2.0 

0 32768ステート 3.3 4.1 

0 

1 

1 65536ステート 6.6 8.2 

0 131072ステート 13.1 16.4 0 

1 262144ステート 26.2 32.8 

ms 

1 

1 ＊ リザーブ ー ー  

 ：推奨設定時間 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(2) 外部クロックの場合 

任意の値を設定可能です。 
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4.7 ウォッチモード 

4.7.1 ウォッチモード 
高速モード、中速モードあるいはサブアクティブモードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝1、

LPWRCRの DTONビット＝0、TMA（タイマ A）の TMA3＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、
CPUはウォッチモードに遷移します。 
ウォッチモード時、CPUは動作を停止します。また、タイマ A以外の周辺機能は動作を停止しま

す。規定の電圧が与えられている限り、CPUと一部の内蔵周辺レジスタ、内蔵 RAMの内容は保持さ
れ、I/Oポートはハイインピーダンス状態になります。 
 

4.7.2 ウォッチモードの解除 
ウォッチモードの解除は、割り込み（タイマ A割り込み、IRQ0～IRQ1端子）、 RES端子によっ

て行われます。 
 

(1) 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、ウォッチモードは解除され、LPWRCRの LSONビット＝0のときは高速
モードあるいは中速モードに、LSONビット＝1のときはサブアクティブモードに遷移します。高速
モード、中速モードに遷移するときは、SBYCRの STS2～STS0により設定された時間が経過した後、
安定したクロックが LSI全体に供給され、割り込み例外処理を開始します。なお、 IRQ0～IRQ1割り
込みについては、対応するイネーブルビットが 0にクリアされている場合、内蔵周辺機能による割り
込みについては、割り込み許可レジスタにより当該割り込みの受けつけが禁止されている場合、また
は CPUでマスクされている場合には、ウォッチモードは解除されません。 
ウォッチモードから高速モード、中速モードに遷移するときの発振安定時間は、「4.6.3 スタン

バイモード解除後の発振安定時間の設定」を参照してください。 
 

(2) RES端子による解除 

RES端子による解除については、「4.6.2 スタンバイモードの解除（2） RES端子による解除」
を参照してください。 
 



4. 低消費電力状態 

Rev.2.00 2006.1.11   4-16 
RJJ09B0303-0200 

 

4.8 サブスリープモード 

4.8.1 サブスリープモード 
サブアクティブモードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝1、TMA

（タイマ A）の TMA3＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはサブスリープモードに遷移し
ます。 
サブスリープモード時、CPUは動作を停止します。また、タイマ A以外の周辺機能は動作を停止

します。規定の電圧が与えられている限り、CPUと一部の内蔵レジスタ、内蔵 RAMの内容は保持さ
れ、I/Oポートは遷移前の状態を保持します。 
 

4.8.2 サブスリープモードの解除 
サブスリープモードの解除は、割り込み（タイマ A割り込み、IRQ0～IRQ5端子）、RES端子によ

って行われます。 
 

(1) 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、サブスリープモードは解除され、 割り込み例外処理を開始します。 
なお、 IRQ0～IRQ5割り込みについては、対応するイネーブルビットが 0にクリアされている場

合、内蔵周辺機能からの割り込みについては、割り込み許可レジスタにより当該割り込みの受けつけ
が禁止されている場合、または CPUでマスクされている場合には、サブスリープモードは解除され
ません。 
 

(2) RES端子による解除 

RES端子による解除については、「4.6.2 スタンバイモードの解除（2） RES端子による解除」
を参照してください。 
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4.9 サブアクティブモード 

4.9.1 サブアクティブモード 
高速モードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの DTONビット＝1、TMA（タイマ

A）の TMA3＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはサブアクティブモードに遷移します。ま
た、ウォッチモードで割り込みが発生したとき、LPWRCRの LSONビット＝1の状態であれば、サ
ブアクティブモードに遷移します。また、サブスリープモードで割り込みが発生したとき、サブアク
ティブモードに遷移します。 
サブアクティブモード時、CPUはサブクロックにより、低速動作で順次プログラムを実行します。

サブアクティブモードでは、タイマ A以外の周辺機能は動作を停止します。 
 

4.9.2 サブアクティブモードの解除 
サブアクティブモードの解除は、SLEEP命令、 RES端子によって行われます。 

 

(1) SLEEP命令による解除 

SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの DTONビット＝0、TMA（タイマ A）の TMA3＝1の状態
で SLEEP命令を実行するとサブアクティブモードは解除され、ウォッチモードに遷移します。また、
SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝1、TMA（タイマ A）の TMA3＝1の状態で
SLEEP命令を実行すると、サブスリープモードに遷移します。また、SBYCRの SSBYビット＝1、
LPWRCRの DTONビット＝1、LSONビット＝0、TMA（タイマ A）の TMA3＝1の状態で SLEEP命
令を実行すると、高速モードまたは中速モードに直接遷移します。 
直接遷移の詳細は「4.10 直接遷移」を参照してください。 

 

(2) RES端子による解除 

RES端子による解除については、「4.6.2 スタンバイモードの解除（2） RES端子による解除」
を参照してください。 
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4.10 直接遷移 

4.10.1 直接遷移の概要 
CPUがプログラムを実行しているときの動作モードには、高速モード、中速モード、サブアクテ

ィブモードの 3つのモードがあります。高速モードとサブアクティブモードの間で、プログラムを停
止することなく*遷移することを直接遷移と呼びます。直接遷移は LPWRCRの DTONを 1にセット
し、SLEEP命令を実行することにより可能です。遷移後は直接遷移割り込み例外処理を開始します。 
 

(1) 高速モードからサブアクティブモードへの直接遷移 

高速モードで SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝1、DTONビット＝1、TMA
（タイマ A）の TMA3＝1の状態で SLEEP命令を実行するとサブアクティブモードに遷移します。 
 

(2) サブアクティブモードから高速モード中速モードへの直接遷移 

サブアクティブモードで SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、DTONビッ
ト＝1、TMA（タイマ A）の TMA3＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、SBYCRの STS2～STS0
により設定された時間を経過した後、直接高速モードまたは中速モードに遷移します。 
 
【注】 * サブアクティブモードから高速モードまたは中速モードへの遷移時は、発振安定待ち時

間が発生します。 
 



Rev.2.00 2006.1.11   5-1 
RJJ09B0303-0200 

 

5. 例外処理 

5.1 概要 

5.1.1 例外処理の種類と優先度 
例外処理には、表 5.1に示すように、リセット、トラップ命令、および割り込みによるものがあり

ます。これらの例外処理には表 5.1に示すように優先順位が設けられており、複数の例外処理が同時
に発生した場合は、この優先度にしたがって受けつけられ処理されます。トラップ命令例外処理は、
プログラム実行状態で常に受けつけられます。 

SYSCRの INTM0、INTM1ビットで設定される割り込み制御モードによって、例外処理要因やスタ
ックの構造、CPUの動作が異なります。 
 

表 5.1 例外処理の種類と優先度 
優先度 例外処理の種類 例外処理開始タイミング 

リセット RES端子の Lowレベルから Highレベルへの遷移時、または、ウォッチドッグタイ
マのオーバフローにより開始します。 

トレース*1 トレース（T）ビット＝1の状態で、命令または例外処理の実行終了時に開始しま
す。 

割り込み 割り込み要求が発生すると、命令または例外処理の実行終了時に開始します。*2 

高 

直接遷移 SLEEP命令の実行により、直接遷移が発生すると開始します。 

 
低 

トラップ命令*3

（TRAPA） 
トラップ（TRAPA）命令の実行により開始します。 

【注】 *1 トレースは割り込み制御モード 2、3でのみ有効です（本 LSIでは使用できません）。トレース例外

処理は、RTE命令の実行終了後には実行しません。 

 *2 ANDC、ORC、XORC、LDC命令の実行終了時点、またはリセット例外処理の終了時点では割り込

みの検出を行いません。 

 *3 トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受けつけられます。 

 

5.1.2 例外処理の動作 
例外処理は、各例外処理要因により起動されます。 
トラップ命令および割り込み例外処理は、次のように動作します。 

 
（1） プログラムカウンタ（PC）とコンディションコードレジスタ（CCR）をスタックに退避しま

す。 
（2） 割り込みマスクビットを更新します。Tビットを0にクリアします。 
（3） 起動要因に対応するベクタアドレスを生成し、そのべクタアドレスの内容が示す番地からプ

ログラムの実行が開始されます。 
 
リセット例外処理の場合は上記（2）、（3）の動作を行います。 
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5.1.3 例外処理要因とベクタテーブル 
各例外処理要因は、図 5.1に示すように分類されます。 
これらの例外処理要因には、それぞれ異なるベクタアドレスが割り当てられています。 
これらの要因とベクタアドレスとの対応を表 5.2に示します。 

 

例外処理要因

・リセット

・割り込み

・トラップ命令

外部割り込み…NMI*、IRQ5～IRQ0

内部割り込み…内蔵周辺モジュールからの割り込み

・トレース　（本LSIでは使用できません）

・直接遷移

【注】*　本LSIでは、NMIはウォッチドッグタイマによる割り込み要求�
　　　　　　 となります。

 
図 5.1 例外処理要因 
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表 5.2 例外処理ベクタテーブル 
例外処理要因 ベクタ番号 ベクタアドレス*1 

リセット 0 H'0000～H'0003 

1 H'0004～H'0007 

2 H'0008～H'000B 

3 H'000C～H'000F 

4 H'0010～H'0013 

システム予約 

5 H'0014～H'0017 

直接遷移 6 H'0018～H'001B 

外部割り込み NMI*2 7 H'001C～H'001F 

8 H'0020～H'0023 

9 H'0024～H'0027 

10 H'0028～H'002B 

トラップ命令（4要因） 

11 H'002C～H'002F 

12 H'0030～H'0033 

13 H'0034～H'0037 

14 H'0038～H'003B 

システム予約 

15 H'003C～H'003F 

#0 16 H'0040～H'0043 

#1 17 H'0044～H'0047 

アドレストラップ 

#2 18 H'0048～H'004B 

内部割り込み（IC） 19 H'004C～H'004F 

内部割り込み（HSW1） 20 H'0050～H'0053 

IRQ0 21 H'0054～H'0057 

IRQ1 22 H'0058～H'005B 

IRQ2 23 H'005C～H'005F 

IRQ3 24 H'0060～H'0063 

IRQ4 25 H'0064～H'0067 

外部割り込み 

IRQ5 26 H'0068～H'006B 

内部割り込み*3 27 
｜ 
31 

H'006C～H'006F 
｜ 

H'007C～H'007F 

リザーブ 32 
｜ 
33 

H'0080～H'0083 
｜ 

H'0084～H'0087 

内部割り込み*3 34 
｜ 
67 

H'0088～H'008B 
｜ 

H'010C～H'010F 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 本 LSIでは、NMIはウォッチドッグタイマによる割り込み要求となります。 

 *3 内部割り込みのベクタテーブルは、「6.3.3 割り込み例外処理ベクタテーブル」を参照してく
ださい。 
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5.2 リセット 

5.2.1 概要 
リセットは、最も優先順位の高い例外処理です。 
RES端子が Lowレベルになると、実行中の処理はすべて打ち切られ、本 LSIはリセット状態にな

ります。リセットによって、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化されます。
リセット直後は割り込み制御モード 0になっています。 

RES端子が Lowレベルから Highレベルになるとリセット例外処理が開始されます。 
またウォッチドッグタイマのオーバフローによって、リセット状態とすることもできます。詳細は

「第 17章 ウォッチドッグタイマ」を参照してください。 
 

5.2.2 リセットシーケンス 
RES端子が Lowレベルになると本 LSIはリセット状態になります。 
本 LSIを確実にリセットするために、電源投入時はクロック発振器の発振安定時間の間、RES端子

を Lowレベルに保持してください。また、動作中は最低 20ステートの間、Lowレベルにしてくださ
い。リセット時の各端子の状態は「付録 D 各処理状態におけるポートの状態」を参照してください。 

RES端子が一定期間 Lowレベルの後 Highレベルになると、リセット例外処理が開始され、本 LSI
は次のように動作します。 
 
［1］ CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化され、CCRのIビットが1にセッ

トされます。 
［2］ リセット例外処理ベクタアドレスをリードしてPCに転送した後、PCで示されるアドレスから

プログラムの実行を開始します。 
 
リセットシーケンスの例を図 5.2に示します。 
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φ�

RES

内部アドレスバス

内部リード信号

内部ライト信号

内部データバス

ベクタ
フェッチ

（1）
（2）
（3）
（4）

：リセット例外処理ベクタアドレス（（1）＝H'0000またはH'000000）
：スタートアドレス（リセット例外処理ベクタアドレスの内容）
：スタートアドレス（（3）＝（2））
：プログラム先頭命令

（1） （3）

Highレベル

内部処理
プログラム先頭命令の
フェッチ

（2） （4）

 
図 5.2 リセットシーケンス（モード 1） 
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5.2.3 リセット直後の割り込み 
リセット直後、スタックポインタ（SP）を初期化する前に割り込みを受けつけると、PCと CCR

の退避が正常に行われないため、プログラムの暴走につながります。これを防ぐため、リセット例外
処理が実行された直後は、NMIを含めたすべての割り込み要求が禁止されます。すなわち、リセット
直後はプログラムの先頭 1命令が必ず実行されますので、プログラム先頭命令は SPを初期化する命
令としてください（例：MOV.L #xx：32, SP）。 
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5.3 割り込み 
割り込み例外処理を開始させる要因には、6本の外部割り込み（IRQ5～IRQ0）と、内蔵周辺モジ

ュールからの要求による内部要因があります。割り込み要因と要因数を図 5.3に示します。 
割り込み要因を要求する内蔵周辺モジュールには、ウォッチドッグタイマ（WDT）、プリスケー

ラユニット（PSU）、タイマ A、B、J、L、R、X1（TMR）、シリアルコミュニケーションインタフ
ェース（SCI）、A/D変換器（ADC）、I2Cバスインタフェース（IIC）、サーボ回路、同期分離回路、
データスライサ、OSD、アドレストラップなどがあります。割り込みベクタアドレスは各要因別に割
り当てられています。 

NMIは最も優先度の高い割り込みです。割り込みは、割り込みコントローラによって制御されま
す。割り込み制御には、2つの割り込み制御モードがあり、NMI以外の割り込みに 3レベルの優先順
位/マスクレベルを設定して、多重割り込みを制御することができます。 
割り込みについての詳細は「第 6章 割り込みコントローラ」を参照してください。 

 

WDT*2（1）

PSU（1）

TMR（15）*3

SCI（4）

ADC（1）

IIC（3）*4

サーボ回路（9）

同期検出（1）

アドレスストラップ（3）

割り込み

内部割り込み

外部割り込み

【注】（　）内は要因数を示します。

*2    WDTをインターバルタイマとして使用したとき、カウンタが
オーバフローすると割り込み要求を発生します。�

*3    H8S/2197S、H8S/2196Sの要因数は8となります。
*4    H8S/2197S、H8S/2196Sの要因数は1となります。

*1    本LSIでは、NMIはウォッチドッグタイマによる割り込み要求�
となります。

NMI*1（1）

IRQ5～IRQ0（6）

�

 
図 5.3 割り込み要因と要因数 
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5.4 トラップ命令 
トラップ命令例外処理は、TRAPA命令を実行すると例外処理を開始します。トラップ命令例外処

理はプログラム実行状態で常に実行可能です。 
TRAPA命令は、命令コード中で指定した 0～3のベクタ番号に対応するベクタテーブルからスター

トアドレスを取り出します。 
表 5.3に、トラップ命令例外処理実行後の CCR、EXRの状態を示します。 

 

表 5.3 トラップ命令例外処理後の CCR、EXRの状態 
CCR EXR* 割り込み制御モード 

I UI I2～I0 T 

0 1 ― ― ― 

1 1 1 ― ― 

【注】 

1 ： 1にセットされます。 

0 ： 0にクリアされます。 

― ： 実行前の値が保持されます。 

*  本 LSIでは動作に影響を与えません。 
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5.5 例外処理後のスタックの状態 
トラップ命令例外処理および割り込み例外処理後のスタックの状態を図 5.4、図 5.5に示します。 

 

CCR

 CCR*

PC
（16ビット）

SP→

【注】*　リターン時には無視されます。

割り込み制御モード0、1

 
図 5.4 例外処理終了後のスタックの状態（ノーマルモード）* 

【注】* 本 LSIではノーマルモードは使用できません。 

 

CCR

PC
（24ビット）

SP→

割り込み制御モード0、1
 

図 5.5 例外処理終了後のスタックの状態（アドバンストモード） 
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5.6 スタック使用上の注意 
本 LSIでは、ワードデータまたはロングワードデータをアクセスする場合は、アドレスの最下位ビ

ットは 0とみなされます。スタック領域に対するアクセスは、常にワードサイズまたはロングワード
サイズで行い、スタックポインタ（SP：ER7）の内容は奇数にしないでください。 
すなわち、レジスタの退避は、 

PUSH.W Rn （MOV.W Rn, @-SP） 
PUSH.L ERn （MOV.L ERn, @-SP） 

また、レジスタの復帰は、 
POP.W Rn （MOV.W @SP+, Rn） 
POP.L ERn （MOV.L @SP+, ERn） 

を使用してください。 
SPを奇数に設定すると、誤動作の原因となります。SPを奇数に設定した場合の動作例を図 5.6に

示します。 
 

SP

【記号説明】 ：コンディションコードレジスタ
：プログラムカウンタ
：汎用レジスタR1L
：スタックポインタ

H'FFFEFA

H'FFFEFB

H'FFFEFC

H'FFFEFD

H'FFFEFF

R1L

PC

SP

CCR

PC

SP

CCR
PC
R1L
SP

【注】アドバンストモードで、割り込み制御モード0の場合の例です。

TRAPA命令実行 MOV.B　R1L, ＠-ER7

SPにH'FFFEFFを
設定

SPを超えて
スタックされる

CCRの内容が
失われる

 
図 5.6 SPを奇数に設定したときの動作 
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6. 割り込みコントローラ 

6.1 概要 

6.1.1 特長 
本 LSIは、割り込みコントローラにより、割り込みの制御を行います。割り込みコントローラには、

次の特長があります。 

(1) 2種類の割り込み制御モード 

• システムコントロールレジスタ（SYSCR）の INTM1、INTM0ビットにより、2種類の割り
込み制御モードを設定できます。 

(2) ICRにより、優先順位を設定可能 

• 割り込み優先順位を設定するインタラプトコントロールレジスタ（ICR）を備えており、NMI
以外の割り込みを、モジュールごとに 3レベルの優先順位を設定できます。 

(3) 独立したベクタアドレス 

• すべての割り込み要因には独立のベクタアドレスが割り当てられており、割り込み処理ルー
チンで要因を判別する必要がありません。 

(4) 6本の外部割り込み端子 

• NMIは、最優先の割り込みで常に受けつけられます*。 
• IRQ0は、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジのいずれかを選択できます。 
• IRQ5～IRQ1は、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジのいずれかをそれぞれ独立に選択で
きます。 

 
【注】 * 本 LSIでは NMIはウォッチドッグタイマによる割り込み要求となります。 
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6.1.2 ブロック図 
割り込みコントローラのブロック図を図 6.1に示します。 

IRQ入力

内部割り込み
要因　　

【記号説明】�

IEGR

IENR

IRQR

ICR

SYSCR

: IRQエッジセレクトレジスタ

: IRQイネーブルレジスタ

: IRQステータスレジスタ

: インタラプトコントロールレジスタ

: システムコントロールレジスタ

割り込み要求

ベクタ番号

I、UI

IRQ入力部
IRQR

IEGR IENR

ICR

CPU

割り込みコントローラ

SYSCR
INTM1、INTM0

CCR

優先順位
判定

 
図 6.1 割り込みコントローラのブロック図 
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6.1.3 端子構成 
割り込みコントローラの端子構成を表 6.1に示します。 

表 6.1 端子構成 
名  称 略称 入出力 機  能 

外部割り込み要求 0 IRQ0 入力 マスク可能な外部割り込み。立ち下がりエッジ/立ち上が
りエッジ/両エッジのいずれかを選択可能。 

外部割り込み要求 1～5 IRQ1～ 

IRQ5 

入力 マスク可能な外部割り込み。立ち下がりエッジ/立ち上が
りエッジのいずれかを選択可能。 

 

6.1.4 レジスタ構成 
割り込みコントローラのレジスタ構成を表 6.2に示します。 

 

表 6.2 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'00 H'FFE8 

IRQエッジセレクトレジスタ IEGR R/W H'00 H'FFF0 

IRQイネーブルレジスタ IENR R/W H'00 H'FFF1 

IRQステータスレジスタ IRQR R/（W）*2 H'00 H'FFF2 

インタラプトコントロールレジスタ A ICRA R/W H'00 H'FFF3 

インタラプトコントロールレジスタ B ICRB R/W H'00 H'FFF4 

インタラプトコントロールレジスタ C ICRC R/W H'00 H'FFF5 

インタラプトコントロールレジスタ D ICRD R/W H'00 H'FFF6 

ポートモードレジスタ 1 PMR1 R/W H'00 H'FFCE 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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6.2 各レジスタの説明 

6.2.1 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 

0

―�

�

―�
0

1

0
―

2

0
―

3

1
R

4

0
R/W

5

0
R

0

7

―�

�

―�

――XRSTINTM0INTM1

0

6

―�

�

―�

ビット

初期値
R/W

:

:
:

 
 

SYSCRは、8ビットのリード可能なレジスタで、割り込み制御の選択を行います。 
ここでは、ビット 5、4についてのみ説明します。その他のビットの詳細については、「3.2.2 シ

ステムコントロールレジスタ（SYSCR）」を参照してください。 
SYSCRは、リセット時に H'08に初期化されます。 

 

ビット5、4：割り込み制御選択モード（INTM1、INTM0） 

割り込みコントローラの割り込み制御モードを二つのモードの中から選択します。INTM1ビット
は、1にセットしないでください。 
 
ビット 5 ビット 4 

INTM1 INTM0 

割り込み 

制御モード 

説  明 

0 0 Iビットで、割り込みを制御します  （初期値） 0 

1 1 I、UIビットと ICRで、割り込みを制御します 

0 － 本 LSIでは、使用できません 1 

1 － 本 LSIでは、使用できません 
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6.2.2 インタラプトコントロールレジスタ A～D（ICRA～ICRD） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

ICR4 ICR3 ICR2 ICR1 ICR0

0
R/W

ICR7

R/WR/WR/W

ICR6 ICR5

6ビット

初期値
R/W

:

:
:

 
 

ICRは、8ビットのリード/ライト可能な 4本のレジスタで、NMIを除く割り込みの割り込みコン
トロールレベルの設定をします。 
各割り込み要因と ICR の対応を表 6.3に示します。 
ICRは、リセット時に H'00に初期化されます。 

 

ビット7～0：割り込みコントロールレベル（ICR7～ICR0） 

対応する割り込み要因のコントロールレベルを設定します。 
 
ビット n 

ICRn 

説  明 

0 対応する割り込み要因はコントロールレベル 0（非優先） （初期値） 

1 対応する割り込み要因はコントロールレベル 1（優先） 

【注】 n＝7～0 

 

表 6.3 各割り込み要因と ICRの対応 
ICRA7 ICRA6 ICRA5 ICRA4 ICRA3 ICRA2 ICRA1 ICRA0 ICRA 

リザーブ インプット
キャプチャ

HSW1 IRQ0 IRQ1 IRQ2 

IRQ3 

IRQ4 

IRQ5 

同期分離 
回路,OSD 

ICRB7 ICRB6 ICRB5 ICRB4 ICRB3 ICRB2 ICRB1 ICRB0 ICRB 

データ 
スライサ 

同期分離 
回路 

サーボ 
（ドラム,キャプ

スタンラッチ） 

タイマ A タイマＢ タイマ J タイマ R タイマＬ 

ICRC7 ICRC6 ICRC5 ICRC4 ICRC3 ICRC2 ICRC1 ICRC0 ICRC 

タイマ X1* 同期検出 ウォッチド
ッグタイマ 

サーボ IIC1 SCI1 

（UART）

IIC0* A/D 

ICRD7 ICRD6 ICRD5 ICRD4 ICRD3 ICRD2 ICRD1 ICRD0 ICRD 

HSW2 リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ 

【注】 * H8S/2197S、H8S/2196Sには存在しません。 
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6.2.3 IRQイネーブルレジスタ（IENR） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

00

7

―�

�

―� R/WR/WR/W

IRQ5E IRQ4E IRQ3E IRQ2E IRQ1E IRQ0E

0

6

―�

�

―�

ビット

初期値
R/W

:

:
:

 
 

IENRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、IRQ5～IRQ0割り込み要求の許可または禁
止を制御します。 

IENRは、リセット時に H'00に初期化されます。 
 

ビット7、6：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。1をライトしないでください。 
 

ビット5～0：IRQ5～IRQ0イネーブル（IRQ5E～IRQ0E） 

IRQ5～IRQ0割り込みの許可または禁止を選択します。 
 
ビット n 

IRQnE 

説  明 

0 IRQn割り込みを禁止 （初期値） 

1 IRQn割り込みを許可 

【注】 n＝5～0 
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6.2.4 IRQエッジセレクトレジスタ（IEGR） 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

00

7

―�

�

―� R/WR/WR/W

IRQ4EG

R/W

IRQ5EG IRQ3EG IRQ2EG IRQ1EG IRQ0EG1 IRQ0EG0

0

6ビット

初期値

R/W

:

:

:
 

 
IEGRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、IRQ5～IRQ0端子の入力の検出エッジを選

択します。 
IEGRは、リセット時に H'00に初期化されます。 

 

ビット7：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。1をライトしないでください。 
 

ビット6～2：IRQ5～IRQ1端子検出エッジ選択（IRQ5EG～IRQ1EG） 

IRQ5～IRQ1の検出エッジを選択します。 
 
ビット 6～2 

IRQnEG 

説  明 

0 IRQn端子は立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 （初期値） 

1 IRQn端子は立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

【注】 n＝5～1 

 

ビット1、0：IRQ0端子検出エッジ選択（IRQ0EG1、IRQ0EG0） 

IRQ0の検出エッジを選択します。 
 
ビット 1 ビット 0 

IRQ0EG1 IRQ0EG0 

説  明 

0 0 IRQ0端子は立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 （初期値） 

0 1 IRQ0端子は立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

1 ＊ IRQ0端子は立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 

【注】 ＊： Don’t care. 
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6.2.5 IRQステータスレジスタ（IRQR） 

0

0

1

0
R/(W)*

2

0
R/(W)*

3

0

4

0
R/(W)*

5

00

7
―�
�

―� R/(W)*R/(W)*R/(W)*

IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F

0

6
―�
�

―�

ビット

初期値
R/W

【注】*　フラグをクリアするための 0 ライトのみ可能です。

:

:
:

 
 

IRQRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、IRQ5～IRQ0割り込み要求のステータス表
示を行います。 

IRQRは、リセット時に H'00に初期化されます。 
 

ビット7、6：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。1をライトしないでください。 
 

ビット5～0：IRQ5～IRQ0フラグ 

IRQ5～IRQ0割り込み要求のステータスの表示を行います。 
 
ビット n 

IRQnF 

説  明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 

IRQnF＝1をリードした後、0をライトしたとき 

IRQn割り込み例外処理を実行したとき 

1 ［セット条件］ 

（1）立ち下がりエッジ検出設定時（IRQnEG＝0）の状態で IRQn入力に立ち下がりエッジが発
生したとき 

（2）立ち上がりエッジ検出設定時（IRQnEG＝0）の状態で IRQn入力に立ち上がりエッジが発
生したとき 

（3）両エッジ検出設定時（IRQ0EG1＝1）の状態で IRQ0入力に立ち下がり、または立ち上が
りエッジが発生したとき 

【注】 n＝5～0 
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6.2.6 ポートモードレジスタ 1（PMR1） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W

PMR17 PMR16 PMR15 PMR14 PMR13 PMR12 PMR11 PMR10

R/WR/WR/W

6ビット

初期値
R/W

:

:
:

 
 
ポートレモードジスタ 1（PMR1）は、ポート 1の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMR1は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR1は H'00に初期化さ

れます。 
ここでは、ビット 5～0についてのみ説明します。詳細は、「10.3.2 レジスタの構成(1)ポートモ

ードレジスタ 1」を参照してください。 
 

ビット5～0：P15/IRQ5～P10/IRQ0端子切り替え（PMR15～PMR10） 

P1n/IRQn端子を P1n入力端子として使用するか、外部割り込み要求入力の IRQn端子として使用す
るかを設定します。 
 
ビット n 

PMR1n 

説  明 

0 P1n/IRQn端子は、P1n入出力端子として機能 （初期値） 

1 P1n/IRQn端子は、IRQn入出力端子として機能 

【注】 n＝5～0 

 
PMR1により端子機能を切り替える場合は以下の点に注意してください。 

 
（1） PMR1により、ポート1をIC入力端子、IRQ5～IRQ0入力端子に設定した場合は、アクティブ

モード、低消費電力モードにかかわらず、端子レベルはHighまたはLowレベルが入力されて
いる必要があります。端子のレベルが中間レベルにならないようにしてください。 

（2） PMR1により、P16/IC、P15/IRQ5～P10/IRQ0の端子機能を切り替えると、端子の信号の状態
によってはエッジ検出と誤認し、検出信号が発生することがあります。これを防止するため
に、次の手順で操作を行ってください。 

（a） 端子機能を切り替える前に、割り込み許可フラグを割り込み禁止にしてください。 
（b） 端子機能を切り替えた後、一命令おいて当該割り込み要求フラグを0にクリアしてくださ

い。 
 
（プログラム例） 

： 
 MOV.B R0L,@IENR …… 割り込み禁止 

 MOV.B R1L,@PMR1 …… 端子機能変更 

 NOP  …… 任意の一命令 

 BCLR m @IRQR  …… 当該割り込みクリア 

 MOV.B R1L,@IENR …… 割り込み許可 

 ： 
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6.3 割り込み要因 
割り込み要因には、外部割り込み（IRQ5～IRQ0）と内部割り込みがあります。 

 

6.3.1 外部割り込み 
外部割り込みには、IRQ5～IRQ0の 6要因があります。IRQ1～IRQ0はスタンバイモードからの復

帰に使用できます。 
 

(1) IRQ5～IRQ0割り込み 

IRQ5～IRQ0割り込みは、IRQ5～IRQ0端子の入力信号により要求されます。IRQ5～IRQ0割り込み
には次の特長があります。 
 
（a） IRQ0端子の立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、または両エッジのいずれかで割り込みを

要求するか、IEGRで選択できます。 
（b） IRQ5～IRQ1端子の立ち下がりエッジ、または立ち上がりエッジのいずれで割り込みを要求す

るか、IEGRで選択できます。 
（c） IRQ5～IRQ0割り込み要求を許可するか禁止をするかを、IENRで選択できます。 
（d） ICRにより割り込みコントロールレベルを設定できます。 
（e） IRQ5～IRQ0割り込み要求のステータスは、IRQRに表示されます。IRQRのフラグはソフトウ

ェアで0にクリアすることができます。 
 

IRQ5～IRQ0割り込みのブロック図を図 6.2に示します。 
 

クリア信号

R

S

Q

エッジ
検出回路

IRQnEG IRQnF

IRQnE

【注】n＝5～0

IRQn割り込み
要求

IRQn入力

 
図 6.2 IRQ5～IRQ0割り込みのブロック図 
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IRQnFのセットタイミングを図 6.3に示します。 
 

内部φ

IRQnF

IRQn
入力端子

 
図 6.3 IRQnFのセットタイミング 

 
IRQ5～IRQ0割り込み例外処理のベクタ番号は、21～26です。 
IRQ5～IRQ0割り込みの検出は、当該の端子をポートモードレジスタ 1（PMR1）で IRQn端子にし

ます。 



6. 割り込みコントローラ 

Rev.2.00 2006.1.11   6-12 
RJJ09B0303-0200 

 

6.3.2 内部割り込み 
内蔵周辺モジュールからの割り込みによる内部割り込みには、38要因があります。 

 
（1） 各内蔵周辺モジュールには、割り込み要求のステータスを表示するフラグと、これらの割り

込みを許可するか禁止するかを選択するイネーブルビットがあります。これらがいずれも1
にセットされると、割り込み要求がコントローラに要求されます。 

（2） ICRによって割り込みコントロールレベルを設定できます。 
（3） 内部NMI割り込みは、最優先の割り込みで、割り込み制御モードやCPUの割り込みマスクビ

ットの状態にかかわらず、常に受けつけられます。本LSIではウォッチドッグタイマからの
割り込みとして使用されています。 

 

6.3.3 割り込み例外処理ベクタテーブル 
表 6.4に割り込み例外処理要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位の一覧を示します。デフ

ォルトの優先順位はベクタ番号の小さいものほど高くなっています。モジュール間の優先順位は、ICR
により、設定することができます。二つ以上のモジュールを同一の優先順位に設定した場合、また、
モジュール内の優先順位は、表 6.4の通り固定です。 
 

表 6.4 割り込み要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位一覧 
優先順位 例外要因 要因発生元 ベクタ番号 ベクタアドレス ICR 備 考 

高 リセット 外部端子 0 H'0000～H'0003 －  

 － 1 H'0004～H'0007 － 

 － 2 H'0008～H'000B － 

 － 3 H'000C～H'000F － 

 － 4 H'0010～H'0013 － 

 

リザーブ 

－ 5 H'0014～H'0017 － 

 

 直接遷移 命令 6 H'0018～H'001B －  

 NMI ウォッチドッ
グタイマ 

7 H'001C～H'001F －  

 8 H'0020～H'0023 － 

 9 H'0024～H'0027 

 10 H'0028～H'002B 

 

トラップ命令 TRAPA＃0 
 TRAPA＃1 
 TRAPA＃2 
 TRAPA＃3 

命令 

11 H'002C～H'002F 

－ 
－ 
－ 

 

 12 H'0030～H'0033 

 13 H'0034～H'0037 

 14 H'0038～H'003B 

 

リザーブ － 

15 H'003C～H'003F 

－  

 16 H'0040～H'0043 

 17 H'0044～H'0047 

 

アドレストラップ ＃0 
 ＃1 
 ＃2 

ATC 

18 H'0048～H'004B 

－ 

 IC PSU 19 H'004C～H'004F ICRA6 

 HSW1 サーボ回路 20 H'0050～H'0053 ICRA5 

 IRQ0 21 H'0054～H'0057 ICRA4 

 IRQ1 22 H'0058～H'005B ICRA3 

 IRQ2 23 H'005C～H'005F ICRA2 

 

低 IRQ3 

外部端子 

24 H'0060～H'0063 ICRA2  
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優先順位 例外要因 要因発生元 ベクタ番号 ベクタアドレス ICR 備 考 

高 IRQ4 25 H'0064～H'0067 

 IRQ5 

外部端子 

26 H'0068～H'006B 

ICRA1  

 外部 V割り込み 同期分離回路 27 H'006C～H'006F 

 OSD V割り込み OSD 28 H'0070～H'0073 

ICRA0 

 データスライサ奇数割り込み 29 H'0074～H'0077 

 データスライサ偶数割り込み

データ 
スライサ 30 H'0078～H'007B 

ICRB7 

 ノイズ割り込み 同期分離回路 31 H'007C～H'007F ICRB6 

 32 H'0080～H'0083 

 

リザーブ  

33 H'0084～H'0087 

 

 

 ドラムラッチ 1（速度） 34 H'0088～H'008B 

 キャプスタンラッチ 1（速度） 

サーボ回路 

35 H'008C～H'008F 

ICRB5 

 TMAI タイマ A 36 H'0090～H'0093 ICRB4 

 TMBI タイマＢ 37 H'0094～H'0097 ICRB3 

 TMJ1I 38 H'0098～H'009B 

 TMJ2I 

タイマ J 

39 H'009C～H'009F 

ICRB2 

 

 TMR1I 40 H'00A0～H'00A3 

 TMR2I 41 H'00A4～H'00A7 

 TMR3I 

タイマ R 

42 H'00A8～H'00AB 

ICRB1 

 TMLI タイマ L 43 H'00AC～H'00AF ICRB0 

 44 H'00B0～H'00B3 

 45 H'00B4～H'00B7 

 46 H'00B8～H'00BB 

 47 H'00BC～H'00BF

 48 H'00C0～H'00C3 

 49 H'00C4～H'00C7 

 

ICXA* 
ICXB* 
ICXC* 
ICXD* 
OCX1* 
OCX2* 
OVFX* 

タイマ X1* 

50 H'00C8～H'00CB

ICRC7 

 

 VD割り込み 同期信号検出 51 H'00CC～H'00CF ICRC6  

 リザーブ － 52 H'00D0～H'00D3   

 8bitインターバルタイマ ウォッチドッ
グタイマ 

53 H'00D4～H'00D7 ICRC5 

 CTL 54 H'00D8～H'00DB

 ドラムラッチ 2（速度） 55 H'00DC～H'00DF

 キャプスタンラッチ 2（速度） 56 H'00E0～H'00E3 

 ドラムラッチ 3（位相） 57 H'00E4～H'00E7 

 キャプスタンラッチ 3（位相） 

サーボ回路 

58 H'00E8～H'00EB 

ICRC4 

 

 IIC1 IIC1 59 H'00EC～H'00EF ICRC3 

 60 H'00F0～H'00F3 

 61 H'00F4～H'00F7 

 62 H'00F8～H'00FB 

 

SCI1 ERI 
 RXI 
 TXI 
 TEI 

SCI1（UART）

63 H'00FC～H'00FF 

ICRC2 

 64 H'0100～H'0103 

 

IIC0* 
DDCSW* 

IIC0* 

65 H'0104～H'0107 

ICRC1 

 A/D変換終了 A/D 66 H'0108～H'010B ICRC0 

低 HSW2 サーボ回路 67 H'010C～H'010F ICRD7 

 

【注】 * H8S/2197S、H8S/2196Sには存在しません。 
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6.4 割り込み動作 

6.4.1 割り込み制御モードと割り込み動作 
本 LSIの割り込みの動作は、割り込み制御モードによって異なります。 
NMI割り込み*、アドレストラップ割り込みはリセット状態を除き常に受けつけられます。IRQ割

り込みおよび内部周辺モジュールの割り込みは、それぞれの割り込みに対応したイネーブルビットが
あります。このイネーブルビットを 0にクリアすると、その割り込み要求は禁止されます。イネーブ
ルビットを 1にセットした割り込み要因が、割り込みコントローラで制御されます。 
表 6.5に割り込み制御モードを示します。 
SYSCR の INTM1、INTM0ビットによる割り込み制御モードの設定、ICRによる割り込み優先順

位の設定、および、CPUの CCRの I、UIビットによるマスク状態に基づいて、割り込みコントロー
ラは割り込みを制御します。 
【注】 * 本 LSIでは、NMI割り込みはウォッチドッグタイマによる要因を示します。 
 
 

表 6.5 割り込み制御モード 
SYSCR 割り込み 

制御モード INTM1 INTM0 

優先順位 

設定レジスタ 

割り込み 

マスクビット

説  明 

0 0 ICR I Iビットにより、割り込みマスク制御を行い
ます。 

ICRにより、優先順位の設定ができます。 

1 

0 

1 ICR I、UI I、UIビットにより、3レベルの割り込みマス
ク制御を行います。 

ICRにより、優先順位の設定ができます。 

 
図 6.4に優先順位判定回路のブロックを示します。 

 

割り込み制御モード0、1

I

割り込み要因

UI

ベクタ番号
割り込み受付制御

および
3レベルマスク制御

デフォルト
優先順位判定

I C R

 
図 6.4 割り込み優先順位判定回路のブロック図 
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(1) 割り込み受けつけ制御および 3レベル制御 

割り込み制御モード 0、1のとき、CCRの I、UIビット、ICR（コントロールレベル）により、割
り込み受けつけ制御および 3レベルのマスク制御を行います。 
表 6.6に割り込み制御モードと選択可能な割り込みについて示します。 

 

表 6.6 割り込み制御モードと選択される割り込み 
割り込みマスクビット 割り込み制御

モード I UI 

選択される割り込み 

0 ＊ すべての割り込み（コントロールレベル 1を優先） 0 

1 ＊ NMI割り込み*1、アドレストラップ割り込み 

0 ＊ すべての割り込み（コントロールレベル 1を優先） 

0 NMI*1、アドレストラップ割り込みおよびコントロールレベル 1の割り込み 

1 

1 

1 NMI*1割り込み、アドレストラップ割り込み 

【注】 ＊： Don’t care. 

 *1 本 LSIでは、NMIはウォッチドッグタイマによる要求を示します。 

 

(2) デフォルト優先順位判定 

ICRに対して同じ値を設定した場合には、複数の割り込み要因の受けつけが許可されることになる
ため、あらかじめデフォルトで設定した優先順位に従って最も優先順位の高い割り込み要因のみを選
択しベクタ番号を生成します。 
受けつけられた割り込み要因よりも低い優先順位を持った割り込み要因は保留されます。 
表 6.7に割り込み制御モードと動作および制御信号機能を示します。 

 

表 6.7 割り込み制御モードと動作および制御信号機能 
設定 割り込み受けつけ制御、3レベル制御 割り込み 

制御モード INTM1 INTM0  I UI ICR 

デフォルト優先順位判定 

0 0 ○ IM － PR ○ 

1 

0 

1 ○ IM IM PR ○ 

【注】 

○ ： 割り込み動作制御を行います。 

IM ： 割り込みマスクビットとして使用。 

PR ： 優先順位を設定。 

－ ： 使用しません。 
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6.4.2 割り込み制御モード 0 
IRQ割り込み、および内部周辺モジュールの割り込みは、CPUの CCRの Iビット、および ICRに

よって許可または禁止を設定できます。Iビットが 0にクリアされているときは許可状態、1にセッ
トされているときは禁止状態です。コントロールレベル 1の割り込み要因の優先順位は高くなります。 
この場合の割り込み受けつけの動作フローチャートを図 6.5に示します。 

 
（1） 対応する割り込みイネーブルビットが1にセットされている状態で割り込み要因が発生した

とき、割り込みコントローラに対して割り込み要求が送られます。 
（2） 割り込みコントローラに対して割り込み要求が送られると、ICRに設定された割り込みコン

トロールレベルに従ってコントロールレベル1の割り込みが優先的に選択され、その他は保
留となります。このとき、割り込みコントロールレベルの設定が同一の割り込み要求が、同
時に発生したときは、表6.4に示す優先度に従って、優先順位の最も高い割り込み要求が選択
されます。 

（3） Iビットを参照します。Iビットが0にクリアされているときには、割り込み要求が受け付けら
れます。Iビットが1にセットされているときは、NMI割り込み*、アドレストラップ割り込み
のみ受けつけられ、その他の割り込み要求は保留されます。 

（4） 割り込み要求が受けつけられると、そのとき実行中の命令の処理が終了した後、割り込み例
外処理を起動します。 

（5） 割り込み例外処理によって、PCとCCRがスタック領域に退避されます。退避されるPCは、リ
ターン後に実行する最初の命令のアドレスを示しています。 

（6） 次にCCRのIビットが1にセットされます。これにより、NMI*、アドレストラップ割り込みを
除く割り込みはマスクされます。 

（7） 受けつけた割り込みに対応するベクタアドレスを生成し、そのベクタアドレスの内容によっ
て示されるアドレスから、割り込み処理ルーチンの実行が開始されます。 

 
【注】 * 本 LSIでは、NMI割り込みはウォッチドッグタイマによる要因を示します。 
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プログラム実行状態

割り込み発生�

NMI

アドレストラップ
割り込み�

コントロールレベル1
の割り込み

I C

I ＝ 0

Yes

Yes

Yes

Yes Yes

Yes

Yes

No

Yes

Yes

Yes
Yes

No

No

No

No

No

No

PC、CCRの退避

I ← 1

ベクタアドレスをリード

割り込み処理ルーチンへ分岐�

I C
No

No
H S W 1H S W 1

H S W 2H S W 2

保留

 
図 6.5 割り込み制御モード 0の割り込み受けつけまでのフロー 
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6.4.3 割り込み制御モード 1 
IRQ割り込み、および内部周辺モジュールの割り込みは、CPUの CCRの I、UIビット、および ICR

によって、3レベルのマスクレベルを実現できます。 
 
（1） コントロールレベル0の割り込み要求は、Iビットが0にクリアされているとき許可状態、1に

セットされているとき禁止状態となります。 
（2） コントロールレベル1の割り込み要求は、IビットまたはUIビットが0クリアされているとき許

可状態、IビットおよびUIビットがいずれも1にセットされているとき禁止状態となります。 
 
例えば、各割り込み要求の対応する割り込みイネーブルビットを 1にセット、ICRA～ICRDをそれ

ぞれ H'04、H'00、H'00、H'00に設定した場合（IRQ2割り込みをコントロールレベル 1に、その他の
割り込みをコントロールレベル 0に設定した場合）、次のようになります。 
 
（1） I＝0のとき、すべての割り込みを許可 

（優先順位：NMI＞IRQ2＞IC＞HSW1＞…） 
（2） I＝1、UI＝0のとき、NMI、アドレストラップ、IRQ2の割り込みのみを許可 
（3） I＝1、UI＝1のとき、NMI、アドレストラップの割り込みのみを許可 

 
また、このときの状態遷移を図 6.6に示します。 

 

NMI、アドレストラップ、
IRQ2割り込みのみを許可  

すべての割り込みを許可

例外処理実行
または U I ← 1

例外処理実行または 
I ← 1、U I ← 1

I ← 0

I ← 1、U I ← 0

U I ← 0I ← 0

NMI、アドレストラップ
割り込みのみを許可

 
図 6.6 割り込み制御モード 1の状態遷移例 

 
このときの割り込み受け付けの動作フローチャートを図 6.7に示します。 
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（1） 対応する割り込みイネーブルビットが1にセットされている状態で割り込み要因が発生した
とき、割り込みコントローラに対して、割り込み要求が送られます。 

（2） 割り込みコントローラに対して割り込み要求が送られると、ICRに設定された割り込みコン
トロールレベルに従ってコントロールレベル1の割り込みが優先的に選択され、その他は保
留となります。このとき、割り込みコントロールレベルの設定が同一の割り込み要求が、同
時に発生したときは、表6.4に示す優先度に従って、優先順位の最も高い割り込み要求が選択
されます。 

（3） Iビットを参照します。Iビットが0にクリアされているときは、UIビットの影響を受けません。 
割り込みコントロールレベル0の割り込み要求は、Iビットが0にクリアされているときに受け
付けられます。Iビットが1にセットされているときは、NMI割り込み*、アドレストラップ割
り込みのみ受け付けられ、その他の割り込み要求は保留されます。 
割り込みコントロールレベル1の割り込み要求は、割り込みコントロールレベル0の割り込み
要求よりも優先的に受け付けられ、Iビットが0にクリアされているとき、またはIビットが1
にセットされ、UIビットが0にクリアされているときに受けつけられます。I、UIビットがい
ずれも1にセットされているときは、NMI割り込み*、アドレストラップ割り込みのみ受けつ
けられ、その他の割り込み要求は保留されます。 

（4） 割り込み要求が受けつけられると、そのとき実行中の命令の処理が終了した後、割り込み例
外処理を起動します。 

（5） 割り込み例外処理によって、PCとCCRがスタック領域に退避されます。退避されるPCは、リ
ターン後に実行する最初の命令のアドレスを示しています。 

（6） 次にCCRのI、UIビットが1にセットされます。これにより、NMI*、アドレストラップ割り込
みを除く割り込みはマスクされます。 

（7） 受けつけた割り込みに対応するベクタアドレスを生成し、そのベクタアドレスの内容によっ
て示されるアドレスから、割り込み処理ルーチンの実行が開始されます。 

 
【注】 * 本 LSIでは、NMI割り込みはウォッチドッグタイマによる要因を示します。 
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プログラム実行状態

割り込み発生�

NMI

アドレストラップ
割り込み

コントロールレベル1
の割り込み

I C
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Yes
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No
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PC、CCRの退避

I ← 1、U I ← 1

ベクタアドレスをリード

割り込み処理ルーチンへ分岐�

I C
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No
H S W 1H S W 1

H S W 2H S W 2

保留

I ＝ 0

Yes

No
I ＝ 0

Yes
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図 6.7 割り込み制御モード 1の割り込み受けつけまでのフロー 
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6.4.4 割り込み例外処理シーケンス 
図 6.8に、割り込み例外処理シーケンスを示します。アドバンストモードで割り込み制御 0とし、

プログラム領域およびスタック領域を内蔵メモリとした場合の例です。 
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図 6.8 割り込み例外処理 



6. 割り込みコントローラ 

Rev.2.00 2006.1.11   6-22 
RJJ09B0303-0200 

 

6.4.5 割り込み応答時間 
割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理ルーチンの先頭命令が実行されるまでの割り込み

応答時間を表 6.8に示します。表 6.8の実行状態の記号については、表 6.9を参照してください。 
 

表 6.8 割り込み応答時間 
№ 実行状態 アドバンストモード 

1 割り込み優先順位*1 3 

2 実行中の命令が終了するまでの待ちステート数*2 1～19＋2・SI 

3 PC、CCRのスタック 2・SK 

4 ベクタフェッチ 2・SI 

5 命令フェッチ*3 2・SI 

6 内部処理*4 2 

合計（内蔵メモリ使用時） 12～32 

【注】 *1 内部割り込みの場合、2ステートとなります。 

 *2 MULXS、DIVXS命令について示しています。 

 *3 割り込み受け付け後のプリフェッチおよび割り込み処理ルーチンのプリフェッチです。 

 *4 割り込み受け付け後の内部処理およびベクタフェッチ後の内部処理です。 

 

表 6.9 割り込み例外処理の実行状態のステート数 
アクセス対象 記  号 

内部メモリ 

命令フェッチ SI 

スタック操作 SK 

1 

 



6. 割り込みコントローラ 

Rev.2.00 2006.1.11   6-23 
RJJ09B0303-0200 

 

6.5 使用上の注意 

6.5.1 割り込みの発生とディスエーブルとの競合 
割り込みイネーブルビットを 0にクリアして割り込みを禁止する場合、割り込みの禁止はその命令

実行終了後に有効になります。 
すなわち、BCLR命令、MOV命令等で割り込みイネーブルビットを 0にクリアする場合、命令実

行中にその割り込みが発生すると、命令実行終了時点では当該割り込み許可状態にあるため、命令実
行終了後に、その割り込み例外処理を実行します。ただし、その割り込みより優先順位の高い割り込
み要求がある場合には、優先順位の高い割り込み例外処理を実行し、その割り込みは無視されます。 
割り込み要因フラグを 0にクリアする場合も同様です。 
タイマ X1の TIERの OCIAEビットを 0にクリアする場合の例を図 6.9に示します。 

 

φ

TIERアドレス内部
アドレスバス

内部
ライト信号

OCIAE

OCFA

OCIA
割り込み信号

CPU による
TIER ライトサイクル

OCIA 割り込み
例外処理

 
図 6.9 割り込み発生とディスエーブルの競合 

なお、割り込みをマスクした状態でイネーブルビットまたは割り込み要因フラグを 0にクリアすれ
ば、上記の競合は発生しません。 
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6.5.2 割り込みを禁止している命令 
割り込みを禁止している命令には、LDC、ANDC、ORC、XORC命令があります。これらの命令実

行終了後は、NMI割り込みを含めて割り込みが禁止され、必ず次の命令を実行します。これらの命令
により、Iビットまたは UIビットを設定した場合、命令実行終了の 2ステート後に新しい値が有効に
なります。 
 

6.5.3 EEPMOV命令実行中の割り込み 
EEPMOV.B命令と EEPMOV.W命令では、割り込み動作が異なります。 
EEPMOV.B命令のときは、転送中に NMIを含めた割り込み要求があっても転送終了まで割り込み

を受け付けません。 
EEPMOV.W命令のときは、転送中に割り込み要求があった場合、転送サイクルの切れ目で割り込

み例外処理が開始されます。このときスタックされる PCの値は、次命令のアドレスとなリます。 
このため、EEPMOV.W命令実行中に割り込みが発生する場合には、以下のプログラムとしてくだ

さい。 
 

L1： EEPMOV.W 

 MOV.W R4,R4 

 BNE L1 
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7. ROM 

7.1 概要 
H8S/2199Rは 128kバイトまたは 256kバイト、H8S/2198Rは 112kバイト、H8S/2197Rと H8S/2197S

は 96kバイト、H8S/2196Rと H8S/2196Sは 80kバイトの ROM（フラッシュメモリまたはマスク ROM）
を内蔵しています*。ROMは、バスマスタと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイトデ
ータ、ワードデータにかかわらず、1ステートでアクセスできます。命令フェッチを高速化し、処理
速度を向上しています。 

H8S/2199Rのフラッシュメモリ版は、PROMライタを用いて書き込み・消去ができるほか、オンボ
ードでの消去・書き換えが可能です。 
【注】* 製品ラインアップについては、「第 1章 概要」を参照してください。 
 

7.1.1 ブロック図 
ROMのブロック図を図 7.1に示します。 

 

内部データバス（上位8ビット）

内部データバス（下位8ビット）

H'000000

H'000002

H'01FFFE

H'000001

H'000003

H'01FFFF

 
図 7.1 ROMのブロック図（H8S/2199Rの例） 
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7.2 フラッシュメモリの概要 

7.2.1 特長 
フラッシュメモリの特長を以下に示します。 

 
• フラッシュメモリの 4種類の動作モード 

− プログラムモード 
− イレースモード 
− プログラムベリファイモード 
− イレースベリファイモード 

• 書き込み／消去方式 
書き込みは128バイト同時書き込みを行います。消去はブロック分割消去（1ブロック単位）
で行います。全面消去を行う場合は、各ブロック単位で順次消去を行ってください。ブロッ
ク分割消去では、4kB、32kB、64kBのブロック単位で任意に設定することができます（OSD 
ROMは1kB、2kB、28kBのブロック単位です）。 

• 書き込み／消去時間 
フラッシュメモリの書き込み時間は、128バイト同時書き込みにて10ms（typ.）、1バイトあ
たり換算にて78μs（typ.）、消去時間は、ブロックあたり100ms（typ.）です。 

• 書き換え回数 
フラッシュメモリの書き換えは、100回まで可能です。 

• オンボードプログラミングモード 
オンボードでフラッシュメモリの書き込み／消去／ベリファイを行う2種類のモードがあり
ます。 

− ブートモード 
− ユーザプログラムモード 

• ビットレート自動合わせ込み 
ブートモードでデータ転送時、ホストの転送ビットレートと本LSIのビットレートを自動で
合せることができます。 

• プロテクトモード 
ハードウェアプロテクトモード、ソフトウェアプロテクトモードとエラープロテクトの3種
類のモードがあり、フラッシュメモリの書き込み／消去／ベリファイのプロテクト状態を設
定することができます。 

• ライタモード 
フラッシュメモリの書き込み／消去可能なモードとして、オンボードプログラミングモード
以外にPROMライタを用いたライタモードがあります。 
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7.2.2 ブロック図 
 

モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ス バスインタフェース／制御部

フラッシュメモリ
（256kバイト）

動作
モード

FLMCR1

STCR
FLMCR1
FLMCR2
EBR1
EBR2

：シリアルタイマコントロールレジスタ�
：フラッシュメモリコントロールレジスタ1
：フラッシュメモリコントロールレジスタ2
：消去ブロック指定レジスタ1
：消去ブロック指定レジスタ2

【記号説明】

内部アドレスバス

内部データバス（16ビット）

STCR

FWE端子
モード端子FLMCR2

EBR1

フラッシュメモリ�
（OSD ROM）
（32kバイト）

EBR2

 
図 7.2 フラッシュメモリのブロック図（H8/2199Rのみ） 



7. ROM 

Rev.2.00 2006.1.11   7-4 
RJJ09B0303-0200 

 

7.2.3 フラッシュメモリの動作モード 

(1) モード遷移図 

リセット状態で各モード端子と FWE端子を設定し、リセットスタートすると、マイコンは図 7.3
に示すような各動作モードへ遷移します。ユーザモードではフラッシュメモリの読み出しはできます
が、フラッシュメモリへの書き込み／消去はできません。 
フラッシュメモリへの書き込み／消去を行えるモードとして、ブートモード、ユーザプログラムモ

ード、ライタモードがあります。 
 

ブートモード

オンボードプログラミングモード

ユーザ
プログラム
モード

ユーザモード

リセット状態

ライタモード

F
W

E
＝
1、

M
D

0＝
0、

P
12

=
P

13
=

P
14

=
1

M
D0＝

0

P12
=P

13
=1
、

P14
=0

R
E
S
＝

0

RES＝0

FWE＝1、
SWE=1

FWE＝0
または
SWE=0 RE

S＝
0

MD1＝1、FWE＝0

RES
＝0

ユーザモード／ユーザプログラム
モード間での遷移は、CPUがフラ
ッシュメモリをアクセスしていな
い状態で行ってください。

【注】�
�

 
図 7.3 フラッシュメモリに関する状態遷移 
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(2) オンボードプログラミングモード 

(a) ブートモード 

�
�

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

書き込み制御プログラム 書き込み制御プログラム

SCI

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

�
�

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

ブートプログラムエリア

書き込み制御プログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

フラッシュメモリの
イレース

ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

プログラム実行状態

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

新アプリケーション
プログラム

ブートプログラム

�
�
�

�

1. 初期状態
フラッシュメモリは、工場出荷時は消去状態です。
ここでは、旧バージョンのアプリケーションプログ
ラムあるいはデータを書き直す場合について説明し
ます。書き込み制御プログラムおよび新アプリケー
ションプログラムはユーザがあらかじめホストに用
意してください。

2. 書き込み制御プログラムの転送
ブートモードに遷移すると本LSI内のブートプログ
ラム（既にLSIに内蔵されている）が起動し、SCI通
信チェックを行い、フラッシュメモリの消去に必
要なブートプログラムがRAMのブートプログラム
エリアに自動的に転送されます。

3. フラッシュメモリの初期化
ブートプログラムエリア（RAM内）にある消去プロ
グラムを実行し、フラッシュメモリを初期化（H'FF）
します。ブートモード時は、ブロックに関係なくフラ
ッシュメモリを全面消去します。

4. 新アプリケーションプログラムの書き込み
ホストにある書き込み制御プログラムをRAMに
SCI通信で転送し、これを実行して、ホストにある
新アプリケーションプログラムをフラッシュメモリ
に書き込みます。

ブートプログラム

ブートプログラムエリア 書き込み制御プログラム

ブートプログラム

 
図 7.4 ブートモード 
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(b) ユーザプログラムモード 

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

書き込み／消去制御プログラム

SCI
ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

フラッシュメモリの
イレース

ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

プログラム実行状態

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI
ブートプログラム

書き込み／消去制御プログラム

��

ブートプログラム

1. 初期状態 2. 書き込み／消去制御プログラムの転送
FWE端子にHighレベルが印加されると、ユーザソフトは
これを認識してフラッシュメモリ内の転送プログラムを
実行して、書き込み／消去制御プログラムをRAMに転送
します。

3. フラッシュメモリの初期化
RAM上の書き込み／消去制御プログラムを実行し、
フラッシュメモリを初期化（H'FF）します。消去は、
ブロック単位で行えます。バイト単位の消去はでき
ません。

4. アプリケーションプログラムの書き込み
次にホストにある新アプリケーションプログラムを消去
したフラッシュメモリのブロックに書き込みます。消去
されていないブロックに対する書き込みは行わないでく
ださい。

FWE判定プログラム
転送プログラム

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

�
�
アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

FWE判定プログラム
転送プログラム

新アプリケーション
プログラム

FWE判定プログラム
転送プログラム

�

FWE判定プログラム
転送プログラム

書き込み／消去制御プログラム書き込み／消去制御プログラム

（1）FWE端子にHighレベルが印加されたことを確認
するFWE判定プログラム、（2）書き込み／消去制御プ
ログラムをフラッシュメモリから内蔵RAMに転送する
プログラムは、あらかじめユーザがフラッシュメモリ
に書き込んでおいてください。（3）書き込み／消去制
御プログラムはホストまたはフラッシュメモリに用意
してください。

 
図 7.5 ユーザプログラムモード（例） 
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(3) ブートモードとユーザプログラムモードの相違点 

 
 ブートモード ユーザプログラムモード 

全面消去 ○ ○ 

ブロック分割消去 × ○ 

書き換え制御プログラム* プログラム／プログラムベリファイ イレース／イレースベリファイ 
プログラム／プログラムベリファイ 

【注】 * 推奨するアルゴリズムに沿って、ユーザ側で用意してください。 

 

(4) ブロック分割法 

メイン ROMエリアは 64kバイト（3ブロック）、32kバイト（1ブロック）、4kバイト（8ブロッ
ク）に分割されています。OSD ROMエリアは 1kバイト（2ブロック）、2kバイト（1ブロック）、
28kバイト（1ブロック）に分割されています。 
 

アドレスH'00000

アドレスH'3FFFF

25
6k
バ
イ
ト

64kバイト

64kバイト

64kバイト

32kバイト

4kバイト× 8
アドレスH'40000

アドレスH'47FFF

32
kバ
イ
ト

OSD ROMエリア

メインROMエリア

28kバイト

2kバイト

1kバイト

1kバイト

 
図 7.6 フラッシュメモリのブロック分割 
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7.2.4 端子構成 
フラッシュメモリは表 7.1に示す端子により制御されます。 

 

表 7.1 端子構成 
端子名 略 称 入出力 機   能 

リセット RES 入力 リセット 

フラッシュライトイネーブル FWE 入力 フラッシュの書き込み／消去をハードウェアプロテクト 

モード 0 MD0 入力 本 LSIの動作モードを設定 

ポート 12 P12 入力 MD0=0の場合に、本 LSIの動作モードを設定 

ポート 13 P13 入力 MD0=0の場合に、本 LSIの動作モードを設定 

ポート 14 P14 入力 MD0=0の場合に、本 LSIの動作モードを設定 

トランスミットデータ SO1 出力 シリアル送信データ出力 

レシーブデータ SI1 入力 シリアル受信データ入力 

 

7.2.5 レジスタ構成 
フラッシュメモリをコントロールするレジスタを表 7.2に示します。本レジスタをアクセスするた

めには、STCRの FLSHEビットを 1にセットする必要があります。 
 

表 7.2 レジスタ構成 
名 称 略 称 R/W 初期値 アドレス*1 

フラッシュメモリコントロールレジスタ1 FLMCR1*5 R/W*2 H'00*3 H'FFF8 

フラッシュメモリコントロールレジスタ2 FLMCR２*5 R/W*2 H'00*4 H'FFF9 

消去ブロック指定レジスタ 1 EBR1*5 R/W*2 H'00*4 H'FFFA 

消去ブロック指定レジスタ 2 EBR2*5 R/W*2 H'00*4 H'FFFB 

シリアルタイマコントロールレジスタ STCR R/W H'00 H'FFEE 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 FLMCR1の FWEビットがセット（FWE＝1）されていないときはライトは無効です。 

 *3 FWE端子に Highレベルが入力されているときの初期値は H'80です。 

 *4 FWE端子に Lowレベルが入力されているとき、あるいは Highレベルが入力されていても FLMCR1

の SWEビットがセットされていないときは H'00に初期化されます。 

 *5 FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2は 8ビットのレジスタです。バイトアクセスのみ有効で、2ス

テートアクセスとなります。 
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7.3 フラッシュメモリのレジスタの説明 

7.3.1 フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1） 

7

FWE

―*

R

6

SWE1

0

R/W

5

ESU1

0

R/W

4

PSU1

0

R/W

3

EV1

0

R/W

0

P1

0

R/W

2

PV1

0

R/W

1

E1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】　*　FWE端子の状態により設定されます。
 

 
FLMCR1は、フラッシュメモリの各動作モードを制御する 8ビットのレジスタです。アドレス

H'00000～H'3FFFFに対してプログラムベリファイモード、イレースベリファイモードに遷移させる
には、FWE＝1のときに SWE1ビットをセット後、PV1ビットまたは EV1ビットをセットします。
アドレス H'00000～H'3FFFFに対して、プログラムモードへ遷移させるには、FWE＝1のときに、SWE1
ビットをセット後、PSU1ビットをセットし、最後に P1ビットをセットします。アドレス H'00000～
H'3FFFFに対してイレースモードへ遷移させるには、FWE＝1のときに、SWE1ビットをセット後、
ESU1ビットをセットし、最後に E1ビットをセットします。FLMCR1はリセット、スタンバイモー
ド、ウォッチモード、FWE端子に Lowレベルが入力されているとき、および FWE端子に Highレベ
ルが入力されていても FLMCR1の SWE1ビットが 1に設定されていないときは初期化されます。FWE
端子に Highレベルが入力されているときの初期値は H'80です。Lowレベルが入力されているときは
H'00です。内蔵フラッシュメモリが無効のときは読み出すと H'00が読み出され、書き込みも無効と
なります。 
また、FLMCR1の SWE1ビットへの書き込みは FWE＝1のとき、ESU1、PSU1、EV1、PV1ビット

への書き込みは FWE＝1、SWE1＝1のとき、E1ビットへの書き込みは FWE＝1、SWE1＝1、ESU1=1
のとき、P1ビットへの書き込みは FWE＝1、SWE1＝1、PSU1＝1のときのみ有効です。 
 

ビット7：フラッシュライトイネーブル（FWE） 

FWEビットは、フラッシュメモリの書き込み／消去をハードウェアプロテクトするビットです。 
 
ビット 7 説   明 

FWE  

0 FWE端子に Lowレベルが入力されているとき（ハードウェアプロテクト状態） 

1 FWE端子に Highレベルが入力されているとき 

 

ビット6：ソフトウェアライトイネーブルビット1（SWE1） 

フラッシュメモリの書き込み／消去の有効または無効を選択するビットです（ビット 5～0、EBR1
の 7～0ビット、EBR2の 3～0ビットをセットするときにセットしてください）。 
 

ビット 6 説   明 

SWE1  

0 書き込み無効 （初期値） 

1 書き込み有効 

［セット条件］FWE＝1のとき 
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ビット5：イレースセットアップビット1（ESU1） 

イレースモードへの遷移の準備をするビットです。FLMCR1の E1ビットを 1にセットする前に
ESU1を 1にセットしてください（SWE1、PSU1、EV1、PV1、E1、P1ビットを同時に設定しないで
ください）。 
 

ビット 5 説   明 

ESU1  

0 イレースセットアップ解除 （初期値） 

1 イレースセットアップ 

［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1のとき 

 

ビット4：プログラムセットアップビット1（PSU1） 

プログラムモードへの遷移の準備をするビットです。FLMCR1の P1ビットを 1にセットする前に
1にセットしてください（SWE1、ESU1、EV1、PV1、E1、P1ビットを同時に設定しないでください）。 
 

ビット 4 説   明 

PSU1  

0 プログラムセットアップ解除 （初期値） 

1 プログラムセットアップ 

［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1のとき 

 

ビット3：イレースベリファイ1（EV1） 

イレースベリファイモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE1、ESU1、PSU1、PV1、
E1、P1ビットを同時に設定しないでください）。 
 

ビット 3 説   明 

EV1  

0 イレースベリファイモードを解除 （初期値） 

1 イレースベリファイモードに遷移 

［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1のとき 

 

ビット2：プログラムベリファイ1（PV1） 

プログラムベリファイモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE1、ESU1、PSU1、EV1、
E1、P1ビットを同時に設定しないでください）。 

 
ビット 2 説   明 

PV1  

0 プログラムベリファイモードを解除 （初期値） 

1 プログラムベリファイモードに遷移 

［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1のとき 
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ビット1：イレース1（E1） 

イレースモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE1、ESU1、PSU1、EV1、PV1、P1ビ
ットを同時に設定しないでください）。 
 

ビット 1 説   明 

E1  

0 イレースモードを解除 （初期値） 

1 イレースモードに遷移 

［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1、ESU1＝1のとき 

 

ビット0：プログラム（P1） 

プログラムモードへの遷移、解除を選択するビットです（対象アドレス：H'00000～H'3FFFF）
（SWE1、ESU1、PSU1、EV1、PV1、E1ビットを同時に設定しないでください）。 

 
ビット 0 説   明 

P1  

0 プログラムモードを解除 （初期値） 

1 プログラムモードに遷移 

［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1、PSU1＝1のとき 

 

7.3.2 フラッシュメモリコントロールレジスタ 2（FLMCR2） 
 

7

FLER

0

R

6

SWE2

0

R/W

5

ESU2

0

R/W

4

PSU2

0

R/W

3

EV2

0

R/W

0

P2

0

R/W

2

PV2

0

R/W

1

E2

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 
FLMCR2は、フラッシュメモリの各動作モードを制御する 8ビットのレジスタです。アドレス

H'40000～H'47FFFに対してプログラムベリファイモード、イレースベリファイモードに遷移させるに
は、FWE（FLMCR1）＝1のときに SWE2ビットをセット後、EV2ビット、PV2ビットをセットしま
す。アドレス H'40000～H'47FFFに対してプログラムモードへ遷移させるには、FWE（FLMCR1）＝1
のときに、SWE2ビットをセット後、PSU2ビットをセットし、最後に P2ビットをセットします。ア
ドレス H'40000～H'47FFFに対してイレースモードへ遷移させるには、FWE（FLMCR1）＝1のときに、
SWE2ビットをセット後、ESU2ビットをセットし、最後に E2ビットをセットします。FLMCR2は、
リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、FWE端子に Lowレベルが入力されているとき、お
よび FWE端子に Highレベルが入力されていても FLMCR2の SWE2ビットが 1に設定されていない
ときは H'00に初期化されます（ただし、FLERはリセットでのみ初期化されます）。 
また、FLMCR2の SWE2ビットへの書き込みは FWE（FLMCR1）＝1のとき、ESU2、PSU2、EV2、

PV2ビットへの書き込みは FWE（FLMCR1）＝1、SWE2＝1のとき、E2ビットへの書き込みは FWE
（FLMCR1）＝1、SWE2＝1、ESU2＝1のとき、P2ビットへの書き込みは FWE（FLMCR1）＝1、SWE2
＝1、PSU2＝1のときのみ有効です。 
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ビット7：フラッシュメモリエラー（FLER） 

フラッシュメモリへ動作中（書き込み、消去）にエラーが発生したことを示すビットです。FLER
＝1に設定されると、フラッシュメモリはエラープロテクトに遷移します。 
 

ビット 7 説   明 

FLER  

0 フラッシュメモリは正常に動作しています。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が無効 

［クリア条件］リセットのとき （初期値） 

1 フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーが発生したことを示します。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が有効 

［セット条件］「7.6.3 エラープロテクト」参照 

 

ビット6：ソフトウェアライトイネーブルビット2（SWE2） 

フラッシュメモリの書き込み／消去の有効または無効を選択するビットです（対象アドレス：
H'40000～H'47FFF）（ビット 5～0、EBR2の 7～4ビットをセットするときにセットしてください）。 
 

ビット 6 説   明 

SWE2  

0 書き込み無効 （初期値） 

1 書き込み有効 

［セット条件］FWE＝1のとき 

 

ビット5：イレースセットアップビット2（ESU2） 

イレースモードへの遷移の準備をするビットです（対象アドレス：H'40000～H'47FFF）（PSU2、
EV2、PV2、E2、P2ビットを同時に設定しないでください）。 
 

ビット 5 説   明 

ESU2  

0 イレースセットアップ解除 （初期値） 

1 イレースセットアップ 

［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1のとき 

 

ビット4：プログラムセットアップビット2（PSU2） 

プログラムモードへの遷移の準備をするビットです（対象アドレス：H'40000～H'47FFF）（ESU2、
EV2、PV2、E2、P2ビットを同時に設定しないでください）。 

 
ビット 4 説   明 

PSU2  

0 プログラムセットアップ解除 （初期値） 

1 プログラムセットアップ 

［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1のとき 
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ビット3：イレースベリファイ2（EV2） 

イレースベリファイモードへの遷移、解除を選択するビットです（対象アドレス：H'40000～
H'47FFF）（ESU2、PSU2、PV2、E2、P2ビットを同時に設定しないでください）。 
 

ビット 3 説   明 

EV2  

0 イレースベリファイモードを解除 （初期値） 

1 イレースベリファイモードに遷移 

［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1のとき 

 

ビット2：プログラムベリファイ2（PV2） 

プログラムベリファイモードへの遷移、解除を選択するビットです（対象アドレス：H'40000～
H'47FFF）（ESU2、PSU2、EV2、E2、P2ビットを同時に設定しないでください）。 

 
ビット 2 説   明 

PV2  

0 プログラムベリファイモードを解除 （初期値） 

1 プログラムベリファイモードに遷移 

［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1のとき 

 

ビット1：イレース2（E2） 

イレースモードへの遷移、解除を選択するビットです（対象アドレス：H'40000～H'47FFF）（ESU2、
PSU2、EV2、PV2、P2ビットを同時に設定しないでください）。 
 

ビット 1 説   明 

E2  

0 イレースモードを解除 （初期値） 

1 イレースモードに遷移 

［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1、ESU2＝1のとき 

 

ビット0：プログラム2（P2） 

プログラムモードへの遷移、解除を選択するビットです（対象アドレス：H'40000～H'47FFF）（ESU2、
PSU2、EV2、PV2、E2ビットを同時に設定しないでください）。 

 
ビット 0 説   明 

P2  

0 プログラムモードを解除 （初期値） 

1 プログラムモードに遷移 

［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1、PSU2＝1のとき 
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7.3.3 消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1） 
 

7

EB7

0

R/W

6

EB6

0

R/W

5

EB5

0

R/W

4

EB4

0

R/W

3

EB3

0

R/W

0

EB0

0

R/W

2

EB2

0

R/W

1

EB1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 
フラッシュメモリの消去エリアをブロックごとに設定する 8ビットのレジスタです。EBR1は、リ

セット、スタンバイモード、ウォッチモード、FWE端子に Lowレベルが入力されているとき、およ
び FWE端子に Highレベルが入力されていても FLMCR1の SWE1ビットが設定されていないときは
H'00に初期化されます。EBR1の各ビットに 1をセットすると、対応するブロックが消去可能となり
ます。それ以外のブロックは、消去プロテクト状態になります。EBR1は EBR2と合わせて 1ビット
のみ設定してください（2ビット以上を設定しないでください。設定すると EBR1と EBR2はともに
0にオートクリアされます）。 
フラッシュメモリのブロック分割方法は、表 7.3を参照してください。 

 

7.3.4 消去ブロック指定レジスタ 2（EBR2） 
 

7

EB15

0

R/W

6

EB14

0

R/W

5

EB13

0

R/W

4

EB12

0

R/W

3

EB11

0

R/W

0

EB8

0

R/W

2

EB10

0

R/W

1

EB9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 
フラッシュメモリの消去エリアをブロックごとに設定する 8ビットのレジスタです。EBR2は、リ

セット、スタンバイモード、ウォッチモード、FWE端子に Lowレベルが入力されているとき、H'00
に初期化されます。また FWE端子に Highレベルが入力されていても、FLMCR1の SWE1ビットが
設定されていないときはビット 3～0が 0に初期化され、FLMCR2の SWE2ビットが設定されていな
いときはビット 7～4が 0に初期化されます。EBR2の各ビットに 1をセットすると、対応するブロッ
クが消去可能となります（それ以外のブロックは、消去プロテクト状態になります）。EBR2は EBR1
と合わせて 1ビットのみ設定してください（2ビット以上を設定しないでください。設定すると EBR1
と EBR2はともに 0にオートクリアされます）。 
フラッシュメモリのブロック分割方法は、表 7.3を参照してください。 
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表 7.3 消去ブロックの分割 
ブロック（サイズ） アドレス 

EB0（4kB） H'000000～H'000FFF 

EB1（4kB） H'001000～H'001FFF 

EB2（4kB） H'002000～H'002FFF 

EB3（4kB） H'003000～H'003FFF 

EB4（4kB） H'004000～H'004FFF 

EB5（4kB） H'005000～H'005FFF 

EB6（4kB） H'006000～H'006FFF 

EB7（4kB） H'007000～H'007FFF 

EB8（32kB） H'008000～H'00FFFF 

EB9（64kB） H'010000～H'01FFFF 

EB10（64kB） H'020000～H'02FFFF 

EB11（64kB） H'030000～H'03FFFF 

EB12（1kB） H'040000～H'0403FF 

EB13（1kB） H'040400～H'0407FF 

EB14（2kB） H'040800～H'040FFF 

EB15（28kB） H'041000～H'047FFF 
 

7.3.5 シリアルタイマコントロールレジスタ（STCR） 
7

―

0

―�

6

IICX1

0

R/W

5

IICX0

0

R/W

4

―

0

―�

3

FLSHE

0

R/W

2

OSROME

0

R/W

0

―

0

―�

1

―

0

―�

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

STCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、I2Cバスインタフェースの動作モードの制
御、内蔵フラッシュメモリの制御（F-ZTAT版の場合）、OSD ROMの制御を行います。I2Cバスイン
タフェースの詳細については「第 23章 I2Cバスインタフェース」を参照してください。STCRで制
御するモジュールを使用しない場合は、当該ビットに 1をライトしないでください。 

STCRはリセット時に H'00に初期化されます。 
 

ビット6、5：I 2 Cコントロール（IICX1、IICX0） 

I2Cバスインタフェースの動作を制御するビットです。詳しくは「第 23章 I2Cバスインタフェー
ス」を参照してください。 
 

ビット3：フラッシュメモリコントロールレジスタイネーブル（FLSHE） 

FLSHEビットを 1にセットすると、フラッシュメモリの制御レジスタをリード／ライトすること
ができます。0にクリアするとフラッシュメモリの制御レジスタは非選択となります。このとき、フ
ラッシュメモリ制御レジスタの内容は保持されています。 
 

ビット 3 説   明 

FLSHE  

0 フラッシュメモリの制御レジスタは非選択状態 （初期値） 

1 フラッシュメモリの制御レジスタは選択状態 
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ビット2：OSD ROMイネーブル（OSROME） 

OSD用文字データ ROM（OSD ROM）のアクセスを制御します。1にセットすると CPUからのア
クセスが有効になり、OSDモジュールからのアクセスが無効となります。0にクリアすると CPUか
らのアクセスは無効となり、OSDモジュールからのアクセスが有効になります。 

F-ZTAT版では OSD ROMへの書き込み、消去を行う場合にあらかじめ 1にセットしてください。 
 
【注】  OSDの表示中に CPUから OSD ROMをアクセスすることはできません。CPUによるアク

セスを行う場合は必ず画面制御レジスタのOSDONビットが 0の状態でOSROMEビットを
1にセットしてください。 

  OSDの表示中に OSROMEビットを 1にセットした場合のリードデータは保証されません。 
 

ビット 2 説   明 

OSROME  

0 OSD ROMの OSDによるアクセスが有効 （初期値） 

1 OSD ROMの CPUによるアクセスが有効 

 

ビット7、4、1、0：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。1をライトしないでください。 
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7.4 フラッシュメモリのオンボードプログラミングモード 
オンボードプログラミングモードに設定すると、内蔵フラッシュメモリへの書き込み／消去／ベリ

ファイを行うことができます。オンボードプログラミングモードには、ブートモードとユーザプログ
ラムモードの 2種類の動作モードがあり、各モードへ遷移する端子の設定方法は、表 7.4を参照して
ください。また、フラッシュメモリに関する各モードへの状態遷移図を図 7.3に示します。 
 

表 7.4 オンボードプログラミングモードの設定方法 
モード 端子 

モード名 FWE MD0 P12 P13 P14 

ブートモード 1 0 1*2 1*2 1*2 

ユーザプログラムモード  1*1 1 － － － 

【注】 *1 ユーザプログラムモードでは常時 FWE端子を 1に設定しないでください。書き込み／消去／ベリフ

ァイを行う前に 1を設定し、ユーザプログラムモードに遷移してください。 

 *2 ブートモード起動後は I/Oポートとして使用できます。 
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7.4.1 ブートモード 
ブートモードを使用する場合は、フラッシュメモリへの書き込み制御プログラムをホストに準備し

ておく必要があります。また、使用する SCIのチャネル 1は調歩同期式モードに設定されています。 
本 LSIの端子をブートモードに設定後リセットスタートすると、あらかじめマイコン内に組み込ま

れているブートプログラムが起動され、ホストに用意した書き込み制御プログラムが、SCIを使って
本 LSIへ順次送信されます。本 LSIでは、SCIで受信した書き込み制御プログラムを内蔵 RAMの書
き込み制御プログラムエリアに書き込みます。転送終了後書き込み制御プログラムエリアの先頭アド
レスに分岐し、書き込み制御プログラム実行状態となります（フラッシュメモリの書き込みを行いま
す）。 
したがって、転送する書き込み制御プログラムには、後述の書き込みアルゴリズムに沿ったプログ

ラムを準備してください。 
図 7.7にブートモード時のシステム構成図、図 7.8にブートモード実行手順を示します。 

 

SI1

SO1
SCI1

本LSI

フラッシュメモリ

書き込みデータの受信

ベリファイデータの送信

ホスト

内蔵RAM

 
図 7.7 ブートモード時のシステム構成図 
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開始

端子をブートプログラムモードに
設定し、リセットスタートする

ホストは、所定のビットレートで
データ（H'00）を連続送信する

本LSIは、H'55受信後、ホストへ
H'AAを1バイト送信する

本LSIは、ホストの送信するデー
タH'00のLow期間を測定する

ホストは、順次書き込み制御プロ
グラムをバイト単位で送信する

受信した書き込み制御プログラム
を内蔵RAMに転送する

内蔵RAMに転送された書き込み制
御プログラムを実行する

本LSIは、ビットレートを計算し、
ビットレートレジスタに値を設定
する

ホストは、ビットレート調整終了の合
図（H'00）を正常に受信したことを確
認し、データH'55を1バイト送信する

本LSIは、ビットレート調整終了後、
調整終了の合図としてデータH'00
をホストへ1バイト送信する

ホストは、書き込み制御プログラ
ムのバイト数（N）を上位バイト、
下位バイトの順で送信する

本LSIは、受信した書き込み制御プロ
グラムをベリファイデータとして、ホ
ストへ送信（エコーバック）する

n＝1

送信終了

本LSIは、受信したバイト数をベ
リファイデータとして、ホストへ
送信（エコーバック）する

フラッシュメモリのデータをチェッ
クし、既にデータが書き込まれて
いた場合は全ブロック消去する

本LSIは、フラッシュメモリの全デー
タが消去されたことを確認後、ホス
トへH'AAを1バイト送信する

n＝N？

n＋1→n

【注】 メモリセルが正常に動作せず消去できなかった場合は、消去エラー
としてH'FFを1バイト送信し、消去動作とそれ以降の動作を停止します。

Yes

No

 
図 7.8 ブートモード実行手順 
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(1) SCIビットレートの自動合わせ込み動作 

 

スタート
ビット

ストップ
ビット

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

Low期間（9ビット分）を測定（データH'00） 1ビット以上
のHigh期間

 
図 7.9 SCIビットレート自動合わせ込み時の SI1入力信号 

 
ブートモードが起動すると、本 LSIはホストより連続送信される調歩同期式 SCI通信のデータ

（H'00）の Low期間を測定します。この時の SCI受信／送信フォーマットを「8ビットデータ、1ス
トップビット、パリティなし」に設定してください。本 LSIは、測定した Low期間よりホストの送
信するビットレートを計算し、ビット調整終了合図としてホストへ H'00を 1バイト送信します。ホ
ストは、この調整終了合図（H'00）を正常に受信したことを確認し、本 LSIへ H'55を 1バイト送信
してください。受信が正常に行われなかった場合は、再度ブートモードを起動し（リセット）、上述
の操作を行ってください。ホストが送信するビットレート、および本 LSIのシステムクロックの周波
数によってホストと本 LSIのビットレートに誤差が生じます。正常に SCIを動作させるために、ホス
トの転送ビットレートを 4800bps、9600bps、19200bpsに設定してください。 
ホストの転送ビットレートと本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能なシステムクロック

の周波数を表 7.5に示します。このシステムクロックの範囲内でブートプログラムを実行してくださ
い。 
 

表 7.5 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周波数 
ホストのビットレート 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能な 

システムクロックの周波数 

 4800bps 8MHz～10MHz 

 9600bps 8MHz～10MHz 

19200bps 8MHz～10MHz 
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(2) ブートモード時の内蔵 RAMエリアの分割 

ブートモードでは、H'FFDFB0～H'FFE7AFの 2048バイトは、図 7.10に示すようにブートプログラ
ムで使用するエリアとしてリザーブされています。書き込み制御プログラムを転送するエリアは
H'FFE7B0～H'FFFFAFの 6144バイトです。ブートプログラムのエリアは、RAM内に転送した書き込
み制御プログラムが実行状態に遷移すると使用できます。スタックエリアは必要に応じて設定してく
ださい。 
 

H'FFDFB0

H'FFE7AF

書き込み制御
プログラムエリア
（6144バイト）

H'FFFFAF

ブートプログラム�
エリア*

（2048バイト）

【注】 * RAM内に転送した書き込み制御プログラム実行状態に遷移するまでブートプログ
ラムエリアは使用できません。なお、書き込み制御プログラムに分岐後もRAM内
の本エリアにはブートプログラムがそのまま保持されていますので、注意してく
ださい。�

 
図 7.10 ブートモード時の RAMエリア 
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(3) ブートモード使用時の注意事項 

（a） 本LSIは、ブートモードでリセット解除すると、SCIのSI1端子のLow期間を測定します。SI1
端子がHighの状態でリセット解除してください。リセット解除後、SI1端子から入力される
Low期間を測定できるようになるまで、本LSIは約100ステート必要です。 

 
（b） ブートモードは、フラッシュメモリに書き込まれているデータがある場合（全データが1で

ないとき）、フラッシュメモリの全ブロックを消去します。本モードは、オンボード状態で
の初期の書き込み、あるいは、ユーザプログラムモードで起動するプログラムを誤って消去
し、ユーザプログラムモードが実行できなくなった場合の強制復帰等に使用してください。 

 
（c） フラッシュメモリの書き込み中、あるいは消去中に割り込みを使用することはできません。 

 
（d） SI1端子およびSO1端子は、ボード上でプルアップして使用してください。 

 
（e） 本LSIは、書き込み制御プログラム（RAMエリアのH'FFE7B0に分岐するときに内蔵SCI（チ

ャネル1）の送受信動作を終了（SCRのRE＝0、TE＝0）しますが、BRRには、合わせ込んだ
ビットレートの値を保持しています。 
また、このときトランスミットデータ出力端子SO1は、Highレベル出力状態（P21PCR＝1、
P21PDR＝1）となっています。 
さらにこのとき、CPU内蔵の汎用レジスタの値は不定です。このため書き込み制御プログラ
ムに分岐した直後に汎用レジスタの初期設定を必ず行ってください。 
特にスタックポインタ（SP）は、サブルーチンコール時などに暗黙的に使用されますので、
書き込み制御プログラムで使用するスタックエリアを必ず指定してください。 
上記以外の内蔵レジスタについては、初期値が変更されるものはありません。 

 
（f） ブートモードへの遷移は表7.4のモード設定にしたがって、端子を設定しリセットスタート

することにより可能です。 
本LSIはリセット解除時*1にブートモードの設定であることを検出するとその状態を内部で
保持します。 
ブートモードを解除するには、リセット端子をLowレベルにしてから最低20ステート経過後、
FWE端子とモード端子を設定し、リセット解除*1することにより可能です。また、WDTのオ
ーバフローリセットが発生した場合もブートモードを解除することが可能です。 
ブートモードの途中でモード端子の入力レベルを変化させた場合は、リセットが発生しなけ
ればマイコン内部のブートモード状態は保持されており、ブートモードが継続されます。た
だし、ブートプログラム実行中やフラッシュメモリへの書き込み、消去中にFWE端子をLow
レベルにしないでください。 

 
【注】 *1 モード端子と FWE端子の入力はリセット解除のタイミングに対し、モードプログラミン

グセットアップ時間（tMDS＝4ステート）を満足する必要があります。 
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7.4.2 ユーザプログラムモード 
ユーザプログラムモードに設定すると、ユーザの書き込み／消去制御プログラムによるフラッシュ

メモリの書き込み、消去が可能になります。したがって、あらかじめ基板上に FWE制御手段、およ
び書き換えデータ供給手段を設け、必要に応じてプログラムエリアの一部に書き込み／消去制御プロ
グラムを内蔵させておくことにより、内蔵フラッシュメモリのオンボード書き換えを行うことができ
ます。 
本モードの設定では、モード 1で起動し、FWE端子に Highレベルを印加します。 
フラッシュメモリへの書き込み／消去を行うために SWE1ビットを 1にセットしている間は、フラ

ッシュメモリ自身を読み出すことはできません。書き込み／消去を行う制御プログラムは、内蔵 RAM
上で実行するようにしてください。 
図 7.11に書き込み／消去制御プログラムを内蔵 RAMに転送する場合の実行手順例を示します。 

 

FWE解除

FWE＝Highレベル

フラッシュメモリのアプリケーション
プログラムに分岐

RAMエリアの書き込み／消去制御
プログラムに分岐

書き込み／消去制御プログラムを実行
（フラッシュメモリの書き換え）

書き込み／消去制御プログラムを
RAMに転送

MD0＝1
リセットスタート

あらかじめFWE判定プログラム、転送
プログラム（必要に応じて書き込み／
消去制御プログラム）を書き込む

【注】 FWE端子に常時Highレベルを印加しないでください。FWE端子にHighレベルを印加するの
は、フラッシュメモリに書き込み、消去を行うときのみとしてください。また、FWE端子
にHighレベル入力中においても、過剰書き込み、過剰消去にならないように、ウォッチドッ
グタイマを起動し、プログラムの暴走等に対応できるようにしてください。

 
図 7.11 ユーザプログラムモードの実行手順例 
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7.5 フラッシュメモリの書き込み／消去 
オンボードプログラミングモードでのフラッシュメモリの書き込み／消去は、CPUを用いてソフ

トウェア的に行う方式を採用しています。フラッシュメモリの動作モードとしては、プログラムモー
ド／イレースモード／プログラムベリファイモード／イレースベリファイモードがあります。アドレ
ス H'00000～H'3FFFFに対しては、FLMCR1の PSU1ビット、ESU1ビット、P1ビット、E1ビット、
PV1ビット、EV1ビットをセットすることにより各動作モードに遷移し、アドレス H'40000～H'47FFF
に対しては、FLMCR2の PSU2ビット、ESU2ビット、P2ビット、E2ビット、PV2ビット、EV2ビ
ットをセットすることにより各動作モードに遷移します。 
フラッシュメモリは、書き込み／消去を行っている間は読み出すことができません。したがって、

フラッシュメモリの書き込み／消去を制御するプログラム（書き込み制御プログラム）は、内蔵 RAM
上に置き、実行するようにしてください。 
【注】 1. FLMCR1の SWE1、ESU1、PSU1、EV1、PV1、E1、P1ビット、FLMCR2の SWE2、

ESU2、PSU2、EV2、PV2、E2、P2ビットのセット／リセットがそれぞれ、当該アドレ
スエリアのフラッシュメモリ上のプログラムで実行された場合の動作は保証されません。 

 2. 書き込み／消去する際は、FWE＝1にしてください（FWE＝0のときは、書き込み／消
去されません）。 

 3. 書き込みは消去状態で行ってください。すでに書き込まれたアドレスへの追加書き込み
は行わないでください。 

 4. アドレス H'00000～H'3FFFFと H'40000～H'47FFFは同時に書き込まないでください。
同時に書き込んだ場合の動作は保証されません。 

 5. アドレスH'40000～H'47FFFに書き込み／消去する際はOSDを動作させないでください。
また、フラッシュ制御レジスタを操作する前に STCRの OSROMEビットを 1にセット
してください。 

 

7.5.1 プログラムモード（対象アドレス H'00000～H'3FFFFのとき、n
＝1、対象アドレス H'40000～H'47FFFのとき、n＝2） 

フラッシュメモリへのデータ／プログラムの書き込みを行う場合は、図 7.12に示すプログラム／
プログラムベリファイフローチャートに従って行ってください。このフローチャートに沿って書き込
み動作を行えば、デバイスへの電圧ストレスやプログラムデータの信頼性を損なうことなく、フラッ
シュメモリへデータ／プログラムの書き込みを行うことができます。また、1回の書き込みは、128
バイト単位で行ってください。 
フラッシュメモリコントロールレジスタ n（FLMCRn）の SWEnビットを 1にセットした後、1.0

μs以上の時間が経過してから、128バイトの書き込みデータを書き込みデータエリアと再書き込み
データエリアに格納し、書き込むアドレス（書き込む先頭アドレスの下位 8ビットは、H'00、H'80で
なければなりません）に RAM上の書き込みデータエリアの 128バイトのデータを連続書き込みます
（データ転送はバイト単位で 128回連続して行います）。フラッシュメモリは、プログラムアドレス
とプログラムデータをそれぞれフラッシュメモリ内にラッチします。128バイト以下の書き込みでも
128バイトのデータ転送を行う必要があり、必要ないアドレスへの書き込みは、データを H'FFにし
て書き込みを行う必要があります。 
次に、プログラムの暴走等により過剰時間書き込みを行わないようにするために、ウォッチドッグ

タイマを設定します。WDTのオーバフロー周期は 6.6msにしてください。その後、FLMCRnの PSUn
ビットをセットすることで、プログラムモードへの準備（プログラムセットアップ）を行い、50μs
以上の時間が経過してから、FLMCRnの Pnビットをセットすることで、動作モードはプログラムモ
ードへ遷移します。Pnビットがセットされている時間がフラッシュメモリの書き込み時間となりま
す。書き込み時間は、書き込みフロー中の表にしたがってください。 
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7.5.2 プログラムベリファイモード（対象アドレス H'00000～H'3FFFF
のとき、n＝1、対象アドレス H'40000～H'47FFFのとき、n＝2） 

プログラムベリファイモードは、プログラムモードでデータを書き込んだ後、そのデータを読み出
し、正しくデータがフラッシュメモリへ書き込まれているかを確認するモードです。 
一定の書き込み時間経過後、書き込みモードを解除（FLMCRnの Pnビットを解除後、5μs以上の

時間が経過してから PSUnビットを解除）します。ウォッチドッグタイマを 5μs以上の時間が経過し
てから解除し、FLMCRnの PVnビットをセットすることで、動作モードはプログラムベリファイモ
ードへ遷移します。プログラムベリファイモードでは、読み出す前に読み出すアドレスにデータ H'FF
をダミーライトしてください。ダミーライトは 4μs以上の時間が経過してから行ってください。こ
の状態でフラッシュメモリを読み出す（ベリファイデータは 16ビットで読み出す）とラッチしたア
ドレスのデータが読み出されます。このリード動作は、ダミーライト後、2μs以上おいてから行って
ください。次に書き込みデータとベリファイデータを比較し、再書き込みデータを演算（図 7.12参
照）し、再書き込みデータを再書き込みデータエリアに転送します。128バイト分のデータのベリフ
ァイが完了後、プログラムベリファイモードを解除し、2μs以上の待機時間を置いて、FLMCRnの
SWEnビットを解除してください。再度書き込みが必要な場合は、再度プログラムモードに設定し、
同様にプログラム／プログラムベリファイシーケンスを繰り返してください。ただし、同一ビットに
対するプログラム／プログラムベリファイシーケンスの繰り返しは、1,000回を超えないようにして
ください。 
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START

書き込み終了

End Sub

FLMCR1(2)のSWE1(2)-bitをセット

Wait 1μs

n＝1

m＝0

Sub-Routine-Call

パルス幅は【注】*6を参照

【注】*6 書き込みパルス編

書き込み開始

Sub-Routine Write Pulse

FLMCR1(2)のPSU1(2)-bitをセット

WDTイネーブル

FLMCR1(2)のP1(2)-bitをセット

Wait 50μstspsu:

FLMCR1(2)のP1(2)-bitをクリア

tsp10 or tsp30 or tsp200:
Wait 10μs or 30μs or 200μs

FLMCR1(2)のPSU1(2)-bitをクリア

Wait 5μs

WDTディスエーブル

Wait 5μs

書き込みパルス印加サブルーチン

No

No

No No

Yes

Yes

Wait 4μs

Wait 2μs

*2

*4

*5

*1

Wait 2μs

FLMCR1(2)のPV1(2)-bitをセット

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

ベリファイデータをリード

書き込みデータ
＝ベリファイデータ？

追加書き込みデータを追加書き込みデータエリアに転送

追加書き込みデータ演算

FLMCR1(2)のPV1(2)-bitをクリア

FLMCR1(2)のSWE1(2)-bitをクリア

m＝1

128Byteデータ
ベリファイ完了？

m＝0？

アドレスインクリメント

書き込み不良

Yes
FLMCR1(2)のSWE1(2)-bitをクリア

n≧1000？

n←n＋1

【注】

元データ(D)
0
0
1
1

Verifyデータ(V)
0
1
0
1

再書き込みデータ(X)
1
0

コメント
書き込み完了
書き込み未完了、再書き込み

消去状態のまま、なにもしない

*1

*2
*3

*4

*5

RAM上の再書き込みデータエリアの128Byte
データをフラッシュメモリに連続ライト

Write Pulse書き込みパルス
30μs or 200μs

書き込みは消去状態で行ってください。既に書き込まれたアドレスへの追加書き込みは行わないでください。

RAM

書き込みデータ
格納エリア (128Byte) 

再書き込みデータ
格納エリア (128Byte) 

128Byteの書き込みデータを書き込みデー
タエリアと再書き込みデータエリアに格納

書き込み回数n
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
.
.
.

998
999

1000

書き込み時間 (z) μs
30
30
30
30
30
30

200
200
200
200
200
200
200

.

.

.
200
200
200

6≧n？

再書き込みデータ演算

再書き込みデータを再書き込みデータエリアに転送 *4

*4

*3

6≧n？
No

Yes

RAM上の追加書き込みデータエリアの128Byte
データをフラッシュメモリに連続ライト

Write Pulse追加書き込みパルス 10μs

Wait 100μs Wait 100μs

*1

注：追加書き込みの場合は、書き込みパルス
       10μsとしてください。

書き込みデータ演算表

再書き込みデータ(X')
0
0
1
1

Verifyデータ(V)
0
1
0
1

追加書き込みデータ(Y)
0
1

コメント
追加書き込みを実施
追加書き込みを実施しない

追加書き込みを実施しない

追加書き込みデータ演算表

追加書き込みデータ
格納エリア (128Byte) 

Yes

Yes

No

1
1

1
1

データ転送はバイト転送で行います。ライトする先頭アドレスの下位8ビットは、H'00,H'80でなければなりません。128バイト以下の書き込みでも
128バイトのデータ転送を行う必要があります。必要無いアドレスへの書き込みは、データをH'FFにして書き込みを行う必要があります。
ベリファイデータは16ビット (ワード) で読み出します。
128バイトの書き込みループ内で、一度書き込みが完了したビットでも、次のベリファイでFAILした場合は、そのビットの追加書き込みを行ってく
ださい。
RAM上に書き込みデータを格納するエリア(128バイト)と再書き込みデータを格納するエリア(128バイト)と追加書き込みデータを格納するエリアが
必要です。再書き込みと、追加書き込みデータの内容は書き込みの進行に応じて書き換えられます。
書き込みパルスは、書き込みの進行に応じて、30μs or 200μsの書き込みパルスを印加してください。パルス幅に関しては、【注】*6を参照して
ください。追加書き込みデータの書き込みを実施する場合は、10μsの書き込みパルスを印加してください。再書き込みデータX'は、書き込みパル
スを印加した時の再書き込みデータを意味します。

tcp:

tcpsu:

tsswe:

tspv:

tcpv:

tcswe: tcswe:

tspvr:

 
図 7.12 プログラム／プログラムベリファイフロー 
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7.5.3 イレースモード（対象アドレス H'00000～H'3FFFFのとき、n＝1、
対象アドレス H'40000～H'47FFFのとき、n＝2） 

フラッシュメモリの消去は 1ブロックごとに、図 7.13に示すイレース／イレースベリファイフロ
ー（単一ブロック消去）チャートに沿って行ってください。 
データ／プログラムの消去は、フラッシュメモリコントロールレジスタ n（FLMCRn）の SWEnビ

ットを 1にセット後、1μs以上の時間が経過してから、ブロック指定レジスタ 1、2（EBR1、2）で
消去するフラッシュメモリのエリアを 1ビット設定してください。次にプログラムの暴走等により過
剰時間消去を行わないようにするために、ウォッチドッグタイマを設定します。WDTのオーバフロ
ー周期は 19.8msに設定してください。その後、FLMCRnの ESUnビットをセットすることで、イレ
ースモードへの準備（イレースセットアップ）を行い、100μs以上の時間が経過後、FLMCRnの En
ビットをセットすることで、動作モードはイレースモードへ遷移します。Enビットが設定されてい
る時間が消去時間となり、消去時間は 10msを超えないようにしてください。 
【注】 フラッシュメモリの消去において、消去を開始する前に、消去するメモリの全メモリデータ

をすべて 0にするプレライトを行う必要はありません。 
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消去終了

START

FLMCR1(2)のSWE1(2)-bitをセット

FLMCR1(2)のESU1(2)-bitをセット

FLMCR1(2)のE1(2)-bitをセット

Wait 1μstsswe:

Wait 100μs

n＝1

EBR1(2)を設定する

WDTイネーブル

*3

*5

Wait 10ms

Wait 10μs

Wait 10μs

Wait 20μs

ブロック先頭アドレスを
ベリファイアドレスにセット

Wait 2μs

Wait 4μs

*4

*2

FLMCR1(2)のE1(2)-bitをクリア

FLMCR1(2)のESU1(2)-bitをクリア

FLMCR1(2)のEV1(2)-bitをセット

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

ベリファイデータをリード

FLMCR1(2)のEV1(2)-bitをクリア

Wait 4μs

FLMCR1(2)のEV1(2)-bitをクリア

FLMCR1(2)のSWE1(2)-bitをクリア

WDTディスエーブル

*1

ベリファイデータ
＝all "1"？

ブロック最終
アドレス？

消去対象全ブロックの
消去終了？

消去不良

FLMCR1(2)のSWE1(2)-bitをクリア

n≧ (N) ？

No

No

No No

Yes

Yes

Yes

Yes

【注】 プレライト（消去ブロックのデータをall "0"にする）は必要ありません。
ベリファイデータは16ビット（W）で読み出します。
消去マット選択レジスタ（EBR）は1ビットのみ設定してください。2ビット以上を設定しないでください。
消去はブロック単位で行います。複数のブロックを消去する場合は各ブロック単位で順次消去を行ってください。
Nの値は、表31.32「フラッシュメモリ特性」を参照してください。

*1
*2
*3
*4
*5

アドレス
インクリメント

n←n＋1

�

Wait 100μs Wait 100μs

tsesu:

tse:

tce:

tcesu:

tsev:

tsevr:

tcev: tcev:

tcswe: tcswe:

 
図 7.13 イレース／イレースベリファイフロー 
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7.5.4 イレースベリファイモード（対象アドレス H'00000～H'3FFFFの
とき、n＝1、対象アドレス H'40000～H'47FFFのとき、n＝2） 

イレースベリファイモードは、メモリを消去した後データを読み出し、正常に消去されているかど
うかを確認するモードです。 
消去時間経過後、イレースモードを解除（FLMCRnの Enビットを解除後、10μs以上の時間が経

過してから ESUnビットを解除）し、ウォッチドッグタイマを 10μs以上の時間が経過してから解除
し、FLMCRnの EVnビットをセットすることで、動作モードはイレースベリファイモードへ遷移し
ます。イレースベリファイモードでは、読み出す前に読み出すアドレスにデータ H'FFをダミーライ
トしてください。ダミーライトは 6.0μs以上の時間が経過してから行ってください。この状態でフラ
ッシュメモリをリード（ベリファイデータは 16ビットで読み出す）するとラッチしたアドレスのデ
ータが読み出されます。このリード動作は、ダミーライト後、2μsおいてから行ってください。読み
出したデータが消去（データがすべて 1）されていた場合、次のアドレスをダミーライトし、イレー
スベリファイを行います。読み出したデータが未消去の場合、再度イレースモードに設定し、同様に
イレース／イレースベリファイシーケンスを繰り返します。ただし、この繰り返し回数が 100回を超
えないようにしてください。ベリファイ完了後、イレースベリファイモードを解除し、4μs以上の待
機時間を置いてください。消去対象全ブロックの消去が完了している場合は、FLMCRnの SWEnビ
ットを解除してください。未消去のブロックが存在する場合は、消去するフラッシュメモリのエリア
を 1ビット設定し、同様にイレース／イレースベリファイシーケンスを繰り返します。 
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7.6 フラッシュメモリのプロテクト 
フラッシュメモリに対する書き込み・消去プロテクトは、ハードウェアプロテクト、ソフトウェア

プロテクトとエラープロテクトの 3種類あります。 
 

7.6.1 ハードウェアプロテクト 
ハードウェアプロテクトとは、フラッシュメモリに対する書き込み／消去が強制的に禁止、中断さ

れた状態のことで、フラッシュメモリコントロールレジスタ 1、2（FLMCR1、FLMCR2）および消去
ブロック指定レジスタ 1、2（EBR1、EBR2）の設定はリセットされます（表 7.6参照）。エラープロ
テクト状態では FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2の設定は保持します。 
 

表 7.6 ハードウェアプロテクト 
項 目 説 明 機 能 

  書き込み 消去 

FWE端子 

プロテクト 

・FWE端子に Lowレベルが入力されている時には、FLMCR1、FLMCR2（FLER
ビットを除く）、EBR1、EBR2は初期化され、書き込み／消去プロテクト
状態になります。 

○ ○ 

リセット、 

スタンバイ 

プロテクト 

・リセット（WDTのオーバフローリセットも含む）スタンバイモード、ウォ
ッチモード時は、FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2は初期化され、書き
込み／消去プロテクト状態になります。 

・RES端子によるリセットでは、電源投入後発振が安定するまで RES端子を
Lowレベルに保持しないとリセット状態になりません。また、動作中のリセ
ットは AC特性に規定したRESパルス幅の間RES端子を Lowレベルに保持
してください。 

○ ○ 

 

7.6.2 ソフトウェアプロテクト 
ソフトウェアプロテクトは、FLMCR1の SWE1ビット、FLMCR2の SWE2ビット、消去ブロック

指定レジスタ 1、2（EBR1、EBR2）をセットすることで行えます。ソフトウェアプロテクトでは、フ
ラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の P1ビットおよび E1ビットまたはフラッシュ
メモリコントロールレジスタ 2（FLMCR2）の P2ビットおよび E2ビットをセットしても、プログラ
ムモードまたはイレースモードへは遷移しません（表 7.7参照）。 
 

表 7.7 ソフトウェアプロテクト 
項 目 説 明 機 能 

  書き込み 消去 

SWEビット 

プロテクト 

・FLMCR1の SWEビットを 0にセットすることにより、全ブロックの書き込
み／消去プロテクト状態になります。 
（内蔵 RAM上で実行してください。） 

○ ○ 

ブロック 

指定 

プロテクト 

・消去ブロック指定レジスタ 1、2（EBR1、EBR2）の設定により、ブロック
ごとに消去プロテクトが可能。 

・EBR1と EBR2を H'00に設定すると全ブロックが消去プロテクト状態にな
ります。 

－ ○ 
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7.6.3 エラープロテクト 
エラープロテクトは、フラッシュメモリへの書き込み／消去中のマイコンの暴走や書き込み／消去

アルゴリズムに沿っていない動作をした場合に発生する異常を検出し、書き込み／消去動作を強制的
に中断するプロテクトです。書き込み／消去動作を中断することで、過剰書き込みや過剰消去による
フラッシュメモリへのダメージを防止します。 
フラッシュメモリへの書き込み／消去中にマイコンが異常動作すると、FLMCR2の FLERビットが

1にセットされ、エラープロテクト状態へ遷移します。この時、FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2
の設定は保持されますが、エラーが発生した時点でプログラムモードまたはイレースモードは強制的
に中断されます。Pビット、Eビットの再設定を行ってもプログラムモードまたはイレースモードへ
遷移することはできません。ただし、PV1ビット、PV2ビット、EV1ビット、EV2ビットの設定は有
効なので、ベリファイモードへの遷移は可能です。 

FLERビットのセット条件は、 
（1） 書き込み／消去中にフラッシュメモリをリードしたとき（ベクタリードおよび命令フェッチ

を含む） 
（2） 書き込み／消去中の例外処理（リセットは除く）開始直後 
（3） 書き込み／消去中にSLEEP命令（スタンバイを含む）を実行したとき 
エラープロテクト解除は、リセットのみで行われます。 
図 7.14にフラッシュメモリの状態遷移図を示します。 

 

：メモリリード可
：ベリファイリード可
：プログラム可
：イレース可

RD
VF
PR
ER

：メモリリード不可
：ベリファイリード不可
：プログラム不可
：イレース不可

RD
VF
PR
ER

RD VF PR ER FLER＝0

エラー発生

エラー発生

（SLEEP命令）�

RES＝0

RES＝0

RE
S＝

0

RD VF PR ER FLER＝0

プログラムモード
イレースモード

リセット
（ハードウェアプロテクト）

RD VF PR ER FLER＝1 RD VF PR ER FLER＝1

エラープロテクトモード
エラープロテクトモード
（低消費電力モード）低消費電力モード

FLMCR1、FLMCR2（FLERビットを除く）、
EBR1、EBR2の初期化状態

FLMCR1、FLMCR2、
EBR1、EBR2の
初期化状態

低消費電力モード解除

 
図 7.14 フラッシュメモリの状態遷移図 
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7.7 フラッシュメモリの書き込み／消去時の割り込み処理 
フラッシュメモリへの書き込み、消去中（FLMCR1の P1ビットまたは E1ビットあるいは FLMCR2

の P2ビットまたは E2ビットがセット）、およびブートモードでのブートプログラム実行中*1は書き
込み、消去動作を最優先とするためすべての割り込みを禁止してください。 
これは以下のような動作状態を回避することを目的としています。 

 
（1） 書き込み、消去中に割り込みが発生することにより、書き込み／消去アルゴリズムに違反し、

正常な動作が保証できなくなる。 
（2） 書き込み／消去中の割り込み例外処理ではベクタリードが正常にできない*2ため、結果とし

てマイコンが暴走してしまう。 
（3） ブートプログラム実行中に割り込みが発生すると正常なブートモードのシーケンスが実行

できなくなる。 
 
以上のような理由から、オンボードプログラミングモードにおいてのみ例外的に割り込み入力を禁

止する条件が存在しますが、これによって正常な書き込み、消去およびマイコン動作が保証されるも
のではありません。 
このため、FWE印加状態では、マイコンの内部と外部ですべての要求を禁止する必要があります。

また、エラープロテクト状態で FLMCR1の P1ビットまたは E1ビットあるいは FLMCR2の P2ビッ
トまたは E2ビットが保持された状態でも NMI割り込みは禁止状態となります。 

 
【注】 *1 書き込み制御プログラムによる書き込みが完了するまでは、マイコン内部と外部で割り

込み要求を禁止する必要があります。 
 *2 この場合、以下の二つの理由によってベクタリードが正常に行われません。 
  ・書き込み、消去中（FLMCR1、2の Pビットまたは Eビットがセット）にフラッシュ

メモリのリードを行っても正しい値を読み出すことはできません（値は不定）。 
  ・割り込みベクタテーブルに値がまだ書き込まれていない場合、割り込み例外処理が正

しく実行されません。 
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7.8 フラッシュメモリのライタモード 

7.8.1 ライタモードの設定 
プログラム／データの書き込み／消去可能なモードとして、オンボードプログラミングモード以外

にライタモードがあります。ライタモードでは、フラッシュメモリ読み出しモード、自動書き込みモ
ード、自動消去モード、ステータス読み出しモードをサポートしています。自動書き込みモード／自
動消去モード／ステータス読み出しモードではステータスポーリング方式を採用しており、また、ス
テータス読み出しモードでは自動書き込み／自動消去を実行した後に、その詳細な内部信号を出力し
ます。 
 

7.8.2 ソケットアダプタとメモリマップ 
このライタモードでは、PROMライタにソケットアダプタを取り付けて行います。表 7.8にソケッ

トアダプタの型名を示します。 
図 7.15にライタモード時のメモリマップを示します。 

 

表 7.8 ソケットアダプタ型名 
製品型名 パッケージ名称 ソケットアダプタ型名 

HD64F2199R 112ピン QFP ME2199ESHF1H（ミナトエレクトロニクス製） 

 

H8S/2199R

H'000000

MCUモード ライタモード

H'047FFF

H'00000

H'47FFF

内蔵ROM領域

 
図 7.15 ライタモード時のメモリマップ 
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7.8.3 ライタモードの動作 
表 7.9にライタモード時の各動作モードの設定方法、表 7.10にライタモード時の各コマンドを示

します。また、各モードの詳細情報を以下に示します。 
 

(1) メモリ読み出しモード 

メモリ読み出しモードは、バイト読み出しをサポートします。 
 

(2) 自動書き込みモード 

自動書き込みモードでは、128バイト同時書き込みをサポートします。自動書き込み終了確認にス
テータスポーリング方式を採用しております。 
 

(3) 自動消去モード 

自動消去モードでは、フラッシュメモリマット全面の自動消去のみサポートします。自動消去終了
確認にステータスポーリング方式を採用しております。 
 

(4) ステータス読み出しモード 

自動書き込み／自動消去方式はステータスポーリング方式を採用しており、正常終了の確認は IO6
番の信号をリードすることで行えます。ステータス読み出しモードはエラーが発生したときのエラー
情報を出力します。 

表 7.9 ライタモード時の各動作モードの設定方法 
モード ピン名 

 FWE CE OE WE IO0～IO7 A0～A18 

リード H or L L L H データ出力 Ain 

出力ディスエーブル H or L L H H Hi-z X 

コマンド書き込み H or L*3 L H L データ入力 Ain*2 

チップディスエーブル*1 H or L H X X Hi-z X 

【注】 *1 チップディスエーブルは、スタンバイ状態ではありません。内部は動作状態です。 

 *2 Ainは、自動書き込みモードにおいてアドレスの入力もあることを示しています。 

 *3 自動書き込み／自動消去モードに遷移するときのコマンド書き込みは、FWE端子に Highレベルを

入力してください。 

表 7.10 ライタモード時の各コマンド 
コマンド名 サイクル 第 1サイクル 第 2サイクル 

 数 モード アドレス データ モード アドレス データ 

メモリ読み出しモード 1+n write X H'00 read RA Dout 

自動書き込みモード 129 write X H'40 write WA Din 

自動消去モード 2 write X H'20 write X H'20 

ステータス読み出し 

モード 

2 write X H'71 write X H'71 

【注】 1. 自動書き込みモードでは、128バイト同時書き込みにより、コマンド書き込みが 129サイクル必要

となります。 

 2. メモリ読み出しモードでは、アドレス書き込みサイクル数（n）によって、サイクル数が変化します。 
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7.8.4 メモリ読み出しモード 
（1）自動書き込み／自動消去／ステータス読み出し終了後は、コマンド待ち状態に遷移しています。

メモリの内容を読み出す場合は、コマンド書き込みでメモリ読み出しモードに遷移させた後
に、メモリの内容を読み出す必要があります。 

（2）メモリ読み出しモードでは、コマンド待ち状態と同様にコマンド書き込みが行えます。 
（3）一度メモリ読み出しモードに遷移させた後は、連続リードが可能です。 
（4）電源投入後は、メモリ読み出しモードに遷移します。 

 

表 7.11 メモリ読み出しモード時の AC特性（1） －暫定－ 
（条件：VCC=5.0V±10％、VSS=0V、Ta=25℃±5℃） 

項 目 記 号 Min Max 単 位 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 － μs 

CEホールド時間 tceh 0 － ns 

CEセットアップ時間 tces 0 － ns 

データホールド時間 tdh 50 － ns 

データセットアップ時間 tds 50 － ns 

書き込みパルス幅 twep 70 － ns 

WE立ち上がり時間 tr － 30 ns 

WE立ち下がり時間 tf － 30 ns 

 

CE

A18-A0

IO7-IO0 H'00

OE

WE

コマンド書き込み

twep tceh

tdh

tds

tf tr

tnxtc

【注】　データのラッチタイミングは、WEの立ち上がりエッジで行います。

tces

メモリ読み出しモード

ADDRESS STABLE

DATA

 
図 7.16 コマンド書き込み後メモリ読み出しタイミング波形 
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表 7.12 メモリ読み出しモードから他のモードへ遷移時の AC特性 －暫定－ 
（条件：VCC=5.0V±10％、VSS=0V、Ta=25℃±5℃） 

項 目 記 号 Min Max 単 位 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 － μs 

CEホールド時間 tceh 0 － ns 

CEセットアップ時間 tces 0 － ns 

データホールド時間 tdh 50 － ns 

データセットアップ時間 tds 50 － ns 

書き込みパルス幅 twep 70 － ns 

WE立ち上がり時間 tr － 30 ns 

WE立ち下がり時間 tf － 30 ns 

 

CE

A18-A0

IO7-IO0 H'XX

OE

WE

他モードコマンド書き込み

twep tceh

tdh

tds

tnxtc

【注】　WE、OEを同時にイネーブルしないでください。

tces

ADDRESS STABLE

DATA

tf tr

 
図 7.17 メモリ読み出しモードから他のモードへ遷移時のタイミング波形 

表 7.13 メモリ読み出しモード時の AC特性（2） －暫定－ 
（条件：VCC=5.0V±10％、VSS=0V、Ta=25℃±5℃） 

項 目 記 号 Min Max 単 位 

アクセス時間 tacc － 20 μs 

CE出力遅延時間 tce － 150 ns 

OE出力遅延時間 toe － 150 ns 

出力ディスエイブル遅延時間 tdf － 100 ns 

データ出力ホールド時間 toh 5 － ns 
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CE

A18-A0

IO7-IO0

VIL

VIL

VIH

OE

WE
tacc tohtoh

tacc

ADDRESS STABLE ADDRESS STABLE

DATADATA

 
図 7.18 CE、OEイネーブル状態リード時のタイミング波形 

 

CE

A18-A0

IO7-IO0

VIH

OE

WE

tce

tacc

toe

toh toh

tdf

tce

tacc

toe

ADDRESS STABLE ADDRESS STABLE

DATA DATA

tdf

 
図 7.19 CE、OEクロック方式リード時のタイミング波形 
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7.8.5 自動書き込みモード 

(1) AC特性 

表 7.14 自動書き込みモード時の AC特性 －暫定－ 
（条件：VCC=5.0V±10％、VSS=0V、Ta=25℃±5℃） 

項 目 記 号 Min Max 単 位 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 － μs 

CEホールド時間 tceh 0 － ns 

CEセットアップ時間 tces 0 － ns 

データホールド時間 tdh 50 － ns 

データセットアップ時間 tds 50 － ns 

書き込みパルス幅 twep 70 － ns 

ステータスポーリング開始時間 twsts 1 － ms 

ステータスポーリングアクセス時間 tspa － 150 ns 

アドレスセットアップ時間 tas 0 － ns 

アドレスホールド時間 tah 60 － ns 

メモリ書き込み時間 twrite 1 3000 ms 

WE立ち上がり時間 tr － 30 ns 

WE立ち下がり時間 tf － 30 ns 

書き込みセットアップ時間 tpns 100 － ns 

書き込み終了セットアップ時間 tpnh 100 － ns 

 

CE

FWE

A18-A0

IO7

OE

WE

tnxtc

twrite（1～3000ms）
twsts tspa

tnxtc

tces

tds

tdh

twep

tas

tpnhtpns

tahtceh

ADDRESS STABLE

書き込み動作終了判定信号

データ転送
1byte…128byte

IO6

書き込みウェイト

書き込み正常終了判定信号

DATAIO5-IO0 H'40 DATA H'00

tf tr

 
図 7.20 自動書き込みモードのタイミング波形 
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(2) 自動書き込みモードにおける注意事項 

（a）自動書き込みモードでは、128バイト同時書き込みを行います。これは、バイトデータを128
回連続で転送してください。 

（b）128バイト以下の書き込みでも128バイトのデータ転送を行う必要があります。必要ないアドレ
スへのメモリ書き込みは、データをH'FFにして書き込みを行う必要があります。 

（c）転送するアドレスの下位8ビットは、H'00、H'80でなければなりません。有効アドレス以外を
入力した場合は、メモリ書き込み動作に移行しますが、書き込みエラーとなります。 

（d）メモリアドレスの転送は、第2サイクルで行います（図7.20）。第3サイクル以降では転送し
ないでください。 

（e）書き込み動作中は、コマンド書き込みを行わないでください。 
（f）書き込みは、各アドレスの128バイト単位のブロックに対して、1回の自動書き込みで行ってく

ださい。2回以上の書き込みについては特性保証できません。 
（g）自動書き込み正常終了の確認には、IO6を調べることにより行います。または、ステータス読

み出しモードを使用しても確認することができます（IO7番のステータスポーリングは、自
動書き込み動作終了判定用端子です）。 

（h）ステータスポーリングのIO6、IO7端子情報は、次のコマンド書き込みまで保持されます。次
のコマンド書き込みが行われてなければ、CE、OEをイネーブルにすることにより読み出し
可能となります。 
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7.8.6 自動消去モード 

(1) AC特性 

表 7.15 自動消去モード時の AC特性 －暫定－ 
（条件：VCC=5.0V±10％、VSS=0V、Ta=25℃±5℃） 

項 目 記 号 Min Max 単 位 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 － μs 

CEホールド時間 tceh 0 － ns 

CEセットアップ時間 tces 0 － ns 

データホールド時間 tdh 50 － ns 

データセットアップ時間 tds 50 － ns 

書き込みパルス幅 twep 70 － ns 

ステータスポーリング開始時間 tests 1 － ms 

ステータスポーリングアクセス時間 tspa － 150 ns 

メモリ消去時間 terase 100 40000 ms 

WE立ち上がり時間 tr － 30 ns 

WE立ち下がり時間 tf － 30 ns 

消去セットアップ時間 tens 100 － ns 

消去終了セットアップ時間 tenh 100 － ns 

 

CE

FWE

A18-A0

IO5-IO0

IO6

IO7

OE

WE terase（100～40000ms）

tests

tspa

tnxtc

tnxtc

tces tceh

tdh

CLin DLin

tds

twep

tens

H'00H'20 H'20

tenh

消去終了判定信号

消去正常終了確認信号

tf tr

 
図 7.21 自動消去モードのタイミング波形 
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(2) 自動消去モードにおける注意事項 

（a）自動消去モードは、メモリ全面消去のみサポートします。 
（b）自動消去中はコマンド書き込みを行わないでください。 
（c）自動消去正常終了の確認には、IO6を調べることにより行います。または、ステータス読み出

しモードを使用しても確認することができます（IO7番のステータスポーリングは、自動消
去動作終了判定用端子です）。 

（d）ステータスポーリングのIO6、IO7端子情報は、次のコマンド書き込みまで保持されます。次
のコマンド書き込みが行われてなければ、CE、OEをイネーブルにすることにより読み出し
可能となります。 

 

7.8.7 ステータス読み出しモード 
（1） ステータス読み出しモードは、異常終了の種類を特定させるためのモードです。自動書き込

みモード／自動消去モードで異常終了が起きた場合に使用してください。 
（2） リターンコードは、ステータス読み出しモード以外のコマンド書き込みが行われるまで保持

されます。 
 

表 7.16 ステータス読み出しモード時の AC特性 －暫定－ 
（条件：VCC=5.0V±10％、VSS=0V、Ta=25℃±5℃） 

項 目 記 号 Min Max 単 位 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 － μs 

CEホールド時間 tceh 0 － ns 

CEセットアップ時間 tces 0 － ns 

データホールド時間 tdh 50 － ns 

データセットアップ時間 tds 50 － ns 

書き込みパルス幅 twep 70 － ns 

OE出力遅延時間 toe － 150 ns 

ディスエーブル遅延時間 tdf － 100 ns 

CE出力遅延時間 tce － 150 ns 

WE立ち上がり時間 tr － 30 ns 

WE立ち下がり時間 tf － 30 ns 
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CE

A18-A0

IO7-IO0

OE

WE tces

tnxtc tnxtc

tdf

【注】　IO2、IO3は未定義です。

tces

tdh

tceh

tds

twep twep

DATA

tdh

tceh

tds

toe

tce

tnxtc

H'71 H'71

tf tr tf tr

 
図 7.22 ステータス読み出しモードのタイミング波形 

表 7.17 ステータス読み出しモードのリターンコマンド 
ピン名 IO7 IO6 IO5 IO4 IO3 IO2 IO1 IO0 

属性 正常終了 

判定 

コマンド

エラー 

書き込み 

エラー 

消去エラー － － 書き込み 

or 

消去回数 

オーバー 

有効 

アドレス 

エラー 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

内容 正常終了：0 

異常終了：1 

コマンド 

エラー：1

その他：0

書き込み 

エラー：1 

その他：0 

消去 

エラー：1

その他：0

－ － 回数オーバー
時：1 

その他：0 

有効アドレス 

エラー：1 

その他：0 

【注】 IO2、IO3は未定義です。 

 

7.8.8 ステータスポーリング 
（1） IO7のステータスポーリングは、自動書き込み／自動消去モード時の動作状態を示すフラグ

です。 
（2） IO6のステータスポーリングは、自動書き込み／自動消去モード時の正常、または異常終了

を示すフラグです。 

表 7.18 ステータスポーリング出力の真理値表 
端子名 内部動作中 異常終了 － 正常終了 

IO7 0 1 0 1 

IO6 0 0 1 1 

IO0～IO5 0 0 0 0 
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7.8.9 ライタモードへの遷移時間 
発振安定時間、ライタモードセットアップ期間は、コマンドを受けつけることができません。ライ

タモードセットアップ時間後、メモリ読み出しモードに遷移します。 

表 7.19 コマンド待ち状態までの遷移時間規定 －暫定－ 
項 目 記号 Min Max 単 位 

スタンバイ解除（発振安定時間） tosc1 10 － ms 

ライタモードセットアップ時間 tbmv 10 － ms 

VCCホールド時間 tdwn 0 － ms 

 

VCC

RES

FWE

メモリ読み出
しモード
コマンド待ち
状態

コマンド待ち
状態
正常異常終了
判定

自動書き込みモード
自動消去モード

tosc1 tbmv tdwn

【注】　FWE入力端子のレベルは、自動書き込みモード、自動消去モード以外は、Low状態にしてください。

Don't care

Don't care

 
図 7.23 発振安定時間とブートプログラム転送時間、電源立ち下げシーケンス 

 

7.8.10 メモリ書き込み注意事項 
（1） すでに書き込まれたアドレスへの書き換えは、自動消去を行った後に自動書き込みをしてく

ださい。 
（2） オンボードプログラミングモードにて書き込み／消去を行ったチップに対して、ライタモー

ドを用いて書き換えを行う場合は、自動消去を行った後に自動書き込みを行うことを推奨し
ます。 

【注】 1. ルネサス出荷品の初期状態は、消去状態です。これ以外の消去来歴不明チップに対して、
初期化（消去）レベルをチェック、補正するために自動消去実施を推奨します。 

 2. 同一アドレスブロックへの自動書き込みは、1回のみとします。 
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7.9 F-ZTATマイコンのマスク ROM化時の注意事項 
マスク ROM版には、F-ZTAT版に存在するフラッシュメモリのコントロール用内部レジスタが存

在しません。表 7.20に F-ZTAT版に存在して、マスク ROM版に存在しないレジスタを示します。表
7.20に示したレジスタをリードした場合、マスク ROM版では、不定値が読み出されます。このため、
F-ZTAT版で開発したアプリケーションソフトをマスク ROM版に変更する場合、表 7.20に示したレ
ジスタの影響がないようアプリケーションソフトを変更してください。 

表 7.20 F-ZTAT版に存在してマスク ROM版に存在しないレジスタ 
レジスタ名称 略称 アドレス 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 1 FLMCR1 H'FFF8 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 2 FLMCR2 H'FFF9 

消去ブロック指定レジスタ 1 EBR1 H'FFFA 

消去ブロック指定レジスタ 2 EBR2 H'FFFB 
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8. RAM 

8.1 概要 
H8S/2199R、H8S/2198R、H8S/2197R、H8S/2196Rは 4kバイト、H8S/2197S、H8S/2196Sは 3kバイ

ト、H8S/2199R F-ZTATは 8kバイトの高速スタティック RAMを内蔵しています。内蔵 RAMは、バ
スマスタと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイトデータ、ワードデータにかかわらず、
１ステートでアクセスできます。したがって、ワードデータの高速転送が可能です。 
 

8.1.1 ブロック図 
RAMのブロック図を図 8.1に示します。 

 

内部データバス（上位8ビット）

内部データバス（下位8ビット）

H'FFEFB0

H'FFEFB2

H'FFEFB4

H'FFFFAE

H'FFEFB1

H'FFEFB3

H'FFEFB5

H'FFFFAF

 
図 8.1 RAMのブロック図（H8S/2199Rの場合） 
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9. クロック発振器 

9.1 概要 
本 LSIは、クロック発振器（CPG：Clock Pulse Generator）を内蔵しており、システムクロック（φ）、

バスマスタクロック、および内部クロックを生成します。 
クロック発振器はシステムクロック発振器、デューティ補正回路、クロック選択回路、中速クロッ

ク分周器、サブクロック発振器、サブクロック分周回路から構成されます。 
 

9.1.1 ブロック図 
クロック発振器のブロックを図 9.1に示します。 

 

システム
クロック
発振器

デューティ
補正回路

クロック
選択回路

中速クロック
分周器

サブクロック
発振回路

サブクロック
分周回路

OSC1

OSC2

X1

X2

φ/16、φ/32、φ/64
φw/2、φw/4、φw/8

φSUB

φまたはφSUB

タイマA
カウントクロック

内部クロック
周辺モジュールへ

バスマスタクロック
CPUへ

φSUB（φw/2、φw/4、φw/8）
 

図 9.1 クロック発振器のブロック図 

 

9.1.2 レジスタ構成 
クロック発振器は、SBYCR、LPWRCRで制御されます。レジスタ構成を表 9.1に示します。 

表 9.1 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

スタンバイコントロールレジスタ SBYCR R/W H'00 H'FFEA 

ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR R/W H'00 H'FFEB 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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9.2 各レジスタの説明 

9.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 
7

SSBY

0

R/W

6

STS2

0

R/W

5

STS1

0

R/W

4

STS0

0

R/W

3

―

0

―�

0

SCK0

0

R/W

2

―

0

―�

1

SCK1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

 
 

SBYCRは 8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、低消費電力モードの制御を行います。 
ここではビット 1、0についてのみ説明します。その他のビットの詳細については「4.2.1スタンバ

イコントロールレジスタ（SBYCR）」を参照してください。SBYCRはリセット時に H'00に初期化
されます。 
 

ビット1、0：システムクロックセレクト1、0（SCK1、SCK0） 

高速モード、および中速モードでのバスマスタのクロックを選択します。 
 
ビット 1 ビット 0 

SCK1 SCK0 

説  明 

0 バスマスタは高速モード （初期値） 0 

1 中速クロックはφ/16 

0 中速クロックはφ/32 1 

1 中速クロックはφ/64 
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9.2.2 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） 
7

DTON

0

R/W

6

LSON

0

R/W

5

NESEL

0

R/W

4

―

0

―�

3

―

0

―�

0

SA0

0

R/W

2

―

0

―�

1

SA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

LPWRCRは 8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、低消費電力モードの制御を行います。 
ここでは、ビット 1、0についてのみ説明します。その他のビットの詳細については「4.2.2ローパ

ワーコントロールレジスタ（LPWRCR）」を参照してください。 
LPWRCRはリセット時に H'00に初期化されます。 

 

ビット1、0：サブアクティブモードクロックセレクト（SA1、SA0） 

サブアクティブモード時の CPUの動作クロックを選択します。サブアクティブモードではライト
は無効です。 
 
ビット 1 ビット 0 

SA1 SA0 

説  明 

0 CPU動作クロックはφw/8 （初期値） 0 

1 CPU動作クロックはφw/4 

1 ＊ CPU動作クロックはφw/2 

【注】 ＊：Don’t care. 
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9.3 発振器 
クロックを供給する方法には、水晶発振子を接続する方法と外部クロックを入力する方法の 2通り

があります。 
 

9.3.1 水晶発振子を接続する方法 

(1) 回路構成 

水晶発振子を接続する場合の接続例を図 9.2に示します。水晶発振子は、ATカット並列共振形を
使用してください。 
 

OSC1

OSC2
CL2

CL1

CL1＝CL2=10～22pF
 

図 9.2 水晶発振子の接続例 

(2) 水晶発振子 

図 9.3に水晶発振子の等価回路を示します。水晶発振子は表 9.2に示す特性のものを使用してくだ
さい。 
水晶発振子は、システムクロック（φ）と同一の周波数のものを使用してください。 

 

OSC1

CL

ATカット並列共振形

OSC2

C0

L Rs

 
図 9.3 水晶発振子の等価回路 

表 9.2 水晶発振子の特性 
周波数（MHz） 8 10 

RＳmax（Ω） 80 60 

CＯmax（pF） 7 
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(3) ボード設計上の注意 

水晶発振子を接続して発振させる場合、次の点に注意してください。 
発振回路部の近くに信号線を通過させないでください（図 9.4）。誘導により正しい発振ができな

くなる場合があります。 
また、ボード設計に際しては、水晶発振子および負荷容量はできるだけ OSC1、OSC2端子の近く

に配置してください。 
 

CL2

信号A 信号B

CL1 本LSI

OSC1

OSC2

禁止

 
図 9.4 発振回路部のボード設計に関する注意事項 
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9.3.2 外部クロックを入力する方法 

(1) 回路構成 

外部クロック入力の接続例を図 9.5に示します。OSC2端子をオープン状態にする場合は、寄生容
量 10pF以下としてください。 
図 9.5（b）の場合、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープ

モード時には外部クロックは Highレベルになるようにしてください。 
 

OSC1

OSC2

外部クロック入力

オープン状態

（a）　OSC2端子をオープンにする接続例

OSC1

OSC2

外部クロック入力

（b）　OSC2端子に逆相クロックを入力する接続例
 

図 9.5 外部クロックの接続例 

 

(2) 外部クロック 

外部クロックは、システムクロック（φ）と同一の周波数としてください。 
外部クロックの入力条件を表 9.3および図 9.6に示します。 

表 9.3 外部クロック入力条件 
VCC＝4.0～5.5V 項 目 記号 

min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力 
パルス幅 Lowレベル 

tEXL 40 － ns 

外部クロック入力 
パルス幅 Highレベル 

tEXH 40 － ns 

外部クロック 
立ち上がり時間 

tEXr － 10 ns 

外部クロック 
立ち下がり時間 

tEXf － 10 ns 

図 9.6 
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tEXH tEXL

tEXr tEXf

OSC1

 
図 9.6 外部クロック入力タイミング 

 
表 9.4に外部クロック安定遅延時間、図 9.7に外部クロック安定遅延時間タイミングを示します。

発振器とデューティ補正回路は、OSC1端子に入力した外部クロックの入力の波形を調整する機能を
持っています。OSC1端子に規定のクロック信号出力を入力すると、外部クロック安定遅延時間（t

DEXT
）

経過後に内部クロック信号が確定します。t
DEXT
期間中は内部クロック信号が確定していないので、リ

セット信号を Lowレベルにし、リセット状態に保持してください。 

表 9.4 外部クロック安定遅延時間 
条件：VCC＝4.0V～5.5V、AVCC＝4.0V～5.5V、VSS＝AVSS＝0V 

項 目 記号 Min Max 単位 備考 

外部クロック安定遅延時間 tDEXT* 500 － μs 図 9.7 

【注】 *：tDEXTは、RESパルス幅（tRESW）を 20tCYC含みます。 

 

tDEXT*

（内部）

OSC1

VCC 4.0V

φ

【注】　*　tDEXTは、 パルス幅（tRESW）を20 tcyc含みます。
 

図 9.7 外部クロック安定遅延時間タイミング 



9. クロック発振器 

Rev.2.00 2006.1.11   9-8 
RJJ09B0303-0200 

 

9.4 デューティ補正回路 
デューティ補正回路は、発振周波数 5MHz以上の場合に有効になり、発振器の出力するクロックの

デューティを補正し、システムクロック（φ）を生成します。 
 

9.5 中速クロック分周器 
中速分周器は、システムクロックを分周し、φ/16、φ/32、φ/64を生成します。 

 

9.6 バスマスタクロック選択回路 
バスマスタクロック選択回路はバスマスタ（CPU）に供給するクロックを、SBYCRの SCK2～SCK0

ビットに従って、システムクロック（φ）、または中速クロック（φ/16、φ/32、φ/64）から選択し
ます。 
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9.7 サブクロック発振回路 

9.7.1 32.768kHz水晶発振子を接続する方法 
サブクロックを使用する場合は、図 9.8に示すように X1、X2端子へ 32.768kHz水晶発振子を接続

してください。 
接続する場合の注意事項については、「9.3.1（3）ボード設計上の注意」と同様です。 
サブクロックの入力条件を図 9.10に示します。 

 

X1

X2
C2

C1

C1＝C2＝15pF (Typ)
 

図 9.8 32.768kHz水晶発振子の接続例 

 
図 9.9に 32.768kHz水晶発振子の等価回路を示します。 

 

X1

CS

C0＝1.5pF (Typ)
RS＝14kΩ (Typ)
fW＝32.768kHz
型名：MX38T（日本電波工業）

【注】定数の値は参考値です。

X2

C0

Ls Rs

 
図 9.9 32.768kHz水晶発振子の等価回路 
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9.7.2 サブクロックを必要としない場合 
サブクロックを必要としない場合には、図 9.10に示すように X1端子を VCLに接続し、X2端子

をオープンとしてください。 
 

X1

X2

VCL

オープン

 
図 9.10 サブクロックを使用しない場合の端子処理 

 

9.8 サブクロック波形成形回路 
X1端子から入力されたサブクロックのノイズ除去のため、φクロックの分周クロックでサンプリ

ングします。サンプリング周波数は、LPWRCRの NESELビットで設定します。詳細は、「4.2.2 ロ
ーパワーコントロールレジスタ（LPWRCR）」を参照してください。サブアクティブモード、サブ
スリープモード、およびウォッチモードでは、サンプリングされません。 
 

9.9 発振子に関する注意事項 
発振子に関する諸特性は、お客様のボード設計に密接に関係しますので、本章で案内する発振子の

接続例を参考に、マスク版、F-ZTATTM版共にお客様での十分な評価を実施してご使用ください。発
振子の回路定格は発振子、実施回路の浮遊容量などにより異なるため、発振子メーカと十分ご相談の
上決定してください。発振端子に印加される電圧が最大定格を超えないような設計を行ってください。 
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10. I/Oポート 

10.1 概要 

10.1.1 ポートの機能 
本 LSIは、8ビット入出力ポート 7本（内 1本は CMOS大電流ポート）、8ビット入力ポート 1本

を備えています。各ポートの機能一覧を表 10.1に示します。 
入出力ポートは、入出力を制御するポートコントロールレジスタ（PCR）と出力データを格納する

ポートデータレジスタ（PDR）とで構成され、ビット単位で入出力を制御できます。また、周辺機能
が兼用されている端子は、ポートモードレジスタ（PMR）により、ビット単位での端子機能の設定が
可能です。 
 

10.1.2 ポートの入力 

(1) ポートのリード動作 

(a) PCR＝0（入力）の汎用ポートをリードすると、端子のレベルを読み出します。 
(b) PCR＝1（出力）の汎用ポートをリードすると、PDRの当該ビットの値を読み出します。 
(c) 周辺機能に設定された端子（AN7～AN0、RPB～RP0端子を除く）をリードすると、PCRの値に

よって上記（a）、（b）のとおりになります。 
 

(2) 入力端子の処理 

汎用入力ポートまたは汎用入出力ポートは、リード信号によりゲートされています。未使用の端子
は、リードしなければ開放（オープン）のままでかまいません。しかし、開放の端子をリードすると、
中間レベルにより、リードの期間に貫通電流が流れることがあります。リードの期間は約 1ステート
です。 
該当ポート：P0、P1、P2、P3、P4、P6、P7、P8 

 
兼用端子が、汎用入出力以外の兼用入力機能に設定されている場合、端子レベルは必ず Highまた

は Lowレベルに固定してください。開放のままにすると、中間レベルにより貫通電流が流れ、信頼
性に悪影響を与え、誤動作の原因になり、最悪の場合、破壊に至ることがあるので注意が必要です。 

PMRは低消費電力モード時に初期化されないので、低消費電力モードに遷移した後も端子の入力
レベルに注意が必要です。 
該当端子：IC、IRQ0～IRQ5、SCK

1
、SI

1
、SDA

1
、SCL

1
、SDA

0
*、SCL

0
*、SYNCI*、FTIA*、FTIB*、

FTIC*、FTID*、RPTRG、TMBI、ADTRG、EXCTL、COMP、DPG、EXCAP、EXTTRG 
 

【注】 * H8S/2197S、H8S/2196Sには存在しません。 
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表 10.1 ポートの機能一覧 
ポート 概要 端子 兼用機能 機能切り替え

レジスタ 

ポート０ P07～P00入力専用ポート P07/AN7～ 
P00/AN0 

アナログデータ入力チャネル 7～0 PMR0 

P17/TMOW プリスケーラユニット分周クロック出力 

P16/IC プリスケーラユニットインプットキャプ
チャ入力 

ポート１ P17～P10入出力ポート 

（プルアップMOS内蔵） 

P15/IRQ5～ 
P10/IRQ0 

外部割り込み要求入力 

PMR1 

P27/SYNCI フォーマットレスシリアルクロック入力* 

P26/SCL0 I2Cバスインタフェースクロック入出力* 

P25/SDA0 I2Cバスインタフェースデータ入出力* 

STCR 

ICCR 

P24/SCL1 I2Cバスインタフェースクロック入出力 

P23/SDA1 I2Cバスインタフェースデータ入出力 

 

P22/SCK1 SCI1クロック入出力 

P21/SO1 SCI1送信データ出力 

ポート 2 P27～P20入出力ポート 

（プルアップMOS内蔵） 

P20/SI1 SCI1受信データ入力 

SMR 

SCR 

P37/TMO タイマ Jタイマ出力 

P36/BUZZ タイマ Jブザー出力 

P35/PWM3 8ビット PWM3出力* 

P34/PWM2 8ビット PWM2出力* 

P33/PWM1 8ビット PWM1出力 

P32/PWM0 8ビット PWM0出力 

P31/SV2 

ポート 3 P37～P30入出力ポート 

（プルアップMOS内蔵） 

P30/SV1 

サーボモニタ出力 

PMR3 

P47/RPTRG リアルタイム出力ポートトリガ入力 PMR4 

P46/FTOB タイマ Xアウトプットコンペア B出力* 

P45/FTOA タイマ Xアウトプットコンペア A出力* 

TOCR 

P44/FTID タイマ Xインプットキャプチャ D入力* 

P43/FTIC タイマ Xインプットキャプチャ C入力* 

P42/FTIB タイマ Xインプットキャプチャ B入力* 

P41/FTIA タイマ Xインプットキャプチャ A入力* 

－ 

ポート 4 P47～P40入出力ポート 

P40/PWM14 14ビット PWM出力* PMR4 

P67/RP7/TMBI リアルタイム出力ポート 

 タイマ Bイベント入力 

P66/RP6 リアルタイム出力ポート 

/ADTRG A/D変換開始外部トリガ入力 

P65/RP5～ リアルタイム出力ポート 

ポート 6 

 

 

P63～P60入出力ポート 

P60/RP0  

PMR6 

PMRA 

 

 
 
 



10. I/Oポート 

Rev.2.00 2006.1.11   10-3 
RJJ09B0303-0200 

 

ポート 概要 端子 兼用機能 機能切り替え
レジスタ 

P77/PPG7 PPG出力 

/RPB～ 

P74/PPG4/RP8

リアルタイム出力ポート 

ポート 7 P77～P70入出力ポート 

P73/PPG3～ 

P70/PPG0 

PPG出力 

PMR7 

PMRB 

P87/DPG DPG信号入力 

P86/EXTTRG 外部基準信号入力 

P85/COMP プリアンプ出力結果信号入力 

/B 色信号出力(B) 

P84/H.Amp 
SW 

プリアンプ出力選択信号入力 

/G 色信号出力(G) 

P83/C.Rotary 色信号処理制御信号出力 

/R 色信号出力(R) 

P82/EXCTL 外部 CTL信号入力 

P81/EXCAP 外部キャプスタン信号入力 

/YBO OSD文字表示位置出力 

ポート 8 P87～P80入出力ポート 

P80/YCO OSDキャラクタデータ出力 

PMR8 

PMRC 

【注】 本製品には、ポート 5はありません。 

 * H8S/2197S、H8S/2196Sには、これらの兼用機能はありません。 
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10.1.3 プルアップ MOS 
ポート 1～3は、プルアップMOSセレクトレジスタ 1～3（PUR1～PUR3）により、ビット単位で

プルアップMOSの ON/OFFを設定できます。PUR1～PUR3の設定は、PCR1～PCR3により端子機能
を入力に設定しているときに有効になります。出力に設定している場合、プルアップMOSは OFFに
なります。プルアップMOS付き端子の回路構成を図 10.1に示します。 

 

VCC

PUR

STBY

STBY

PCR

PDR

PUR
PCR
PDR

：低消費電力モード信号
（スリープモードを除く低消費電力モード時には、STBY信号により、 
 プルアップMOSはOFFとなります。）
：プルアップMOSセレクトレジスタ
：ポートコントロールレジスタ
：ポートデータレジスタ

入力データ

VCC

VSS

 
図 10.1 プルアップMOS付き端子の回路構成 
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10.2 ポート 0 

10.2.1 概要 
ポート 0は 8ビットの入力専用ポートです。ポート 0の構成を表 10.2に示します。 
ポート 0は、標準入力ポート（P07～P00）とアナログ入力チャネル（AN7～AN0）との兼用端子に

なっています。切り替えは、ポートモードレジスタ 0（PMR0）で行います。 

表 10.2 ポート 0の構成 
ポート 機   能 兼用機能 

P07（標準入力ポート） AN7（アナログ入力チャネル） 

P06（標準入力ポート） AN6（アナログ入力チャネル） 

P05（標準入力ポート） AN5（アナログ入力チャネル） 

P04（標準入力ポート） AN4（アナログ入力チャネル） 

P03（標準入力ポート） AN3（アナログ入力チャネル） 

P02（標準入力ポート） AN2（アナログ入力チャネル） 

P01（標準入力ポート） AN1（アナログ入力チャネル） 

ポート 0 

P00（標準入力ポート） AN0（アナログ入力チャネル） 

 

10.2.2 レジスタの構成 
ポート 0のレジスタ構成を表 10.3に示します。 

表 10.3 ポート 0のレジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

ポートモードレジスタ 0 PMR0 R/W バイト H'00 H'FFCD 

ポートデータレジスタ 0 PDR0 R バイト － H'FFC0 

【注】 *アドレスは下位 16ビットを示します。 

 

(1) ポートモードレジスタ 0（PMR0） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/WR/W

6

PMR04 PMR03 PMR02 PMR01 PMR00PMR07 PMR06 PMR05
ビット

初期値

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ 0（PMR0）は、ポート 0の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMR0は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR0は H'00に初期化さ

れます。 
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ビット7～0：P07/AN7～P00/AN0端子切り替え（PMR07～PMR00） 

P0n/ANn端子を P0n入力端子として使用するか、A/D変換器のアナログ入力チャネルの ANn端子
として使用するかを設定します。 
 
ビット n 

PMR0n 

説   明 

0 P0n/ANn端子は、P0n入力端子として機能 （初期値） 

1 P0n/ANn端子は、ANn入力端子として機能 

【注】 n＝7～0 

 

(2) ポートデータレジスタ 0（PDR0） 

01

R

2

R

34

RR

57

PDR04

― 

PDR03

― 

PDR02

― 

PDR01

― 

PDR00

― 
R

PDR07

― 
RRR

PDR06

― 

PDR05

― 

6ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートデータレジスタ 0（PDR0）は、ポートの状態を読み出すレジスタです。PMR0の対応するビ

ットが 0（汎用入力ポート）のとき、PDR0をリードすると端子の状態が読み出されます。PMR0の
対応するビットが 1（アナログ入力チャネル）のとき、PDR0をリードすると 1が読み出されます。 

PDR0は、8ビットのリード専用レジスタです。リセット時、値は不定になります。 
 

10.2.3 端子機能 
ポート 0の端子機能とその選択方法を示します。 

 

(1) P07/AN7～P00/AN0 

PMR0のPMR0nビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR0n 端子機能 

0 P0n入力端子 

1 ANn入力端子 

【注】 n＝7～0 

 

10.2.4 端子状態 
ポート 0の各動作モードにおける端子状態を表 10.4に示します。 

表 10.4 ポート 0の端子状態 
端子名 リセット アクティブ スリープ スタンバイ ウォッチ サブアクティブ サブスリープ 

P07/AN7～
P00/AN0 

Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z 

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス 
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10.3 ポート 1 

10.3.1 概要 
ポート 1は 8ビットの入出力ポートです。ポート 1の構成を表 10.5に示します。 
ポート 1は、標準入出力ポート（P17～P10）と、分周クロック出力（TMOW）、インプットキャ

プチャ入力（IC）、外部割り込み要求入力（IRQ5～IRQ0）との兼用端子になっています。切り替え
は、ポートモードレジスタ 1（PMR1）とポートコントロールレジスタ 1（PCR1）とで行います。 
ポート 1は、プルアップMOS機能の選択が可能です。 

表 10.5 ポート 1の構成 
ポート 機   能 兼用機能 

P17（標準入出力ポート） TMOW（分周クロック出力） 

P16（標準入出力ポート） IC（インプットキャプチャ入力） 

P15（標準入出力ポート） IRQ5（外部割り込み要求入力） 

P14（標準入出力ポート） IRQ4（外部割り込み要求入力） 

P13（標準入出力ポート） IRQ3（外部割り込み要求入力） 

P12（標準入出力ポート） IRQ2（外部割り込み要求入力） 

P11（標準入出力ポート） IRQ1（外部割り込み要求入力） 

ポート 1 

P10（標準入出力ポート） IRQ0（外部割り込み要求入力） 

 

10.3.2 レジスタの構成 
ポート 1のレジスタ構成を表 10.6に示します。 

表 10.6 ポート 1のレジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

ポートモードレジスタ 1 PMR1 R/W バイト H'00 H'FFCE 

ポートコントロールレジスタ 1 PCR1 W バイト H'00 H'FFD1 

ポートデータレジスタ 1 PDR1 R/W バイト H'00 H'FFC1 

プルアップMOSセレクトレジスタ 1 PUR1 R/W バイト H'00 H'FFE1 

【注】 *アドレスは下位 16ビットを示します。 

 

(1) ポートモードレジスタ 1（PMR1） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PMR14 PMR13 PMR12 PMR11 PMR10PMR17 PMR16 PMR15
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ 1（PMR1）は、ポート 1の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMR1は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR1は H'00に初期化さ

れます。 
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PMR1により端子機能を切り替える場合は以下の点に注意してください。 
 
（1） PMR1により、ポート1をIC入力端子、IRQ5～IRQ0入力端子に設定した場合は、アクティブ

モード、低消費電力モードにかかわらず、端子レベルはHighまたはLowレベルが入力されて
いる必要があります。端子のレベルが中間レベルにならないようにしてください。 

（2） PMR1により、P16/IC、P15/IRQ5～P10/IRQ0の端子機能を切り替えると、端子の信号の状態
によってはエッジ検出と誤認し、検出信号が発生することがあります。これを防止するため
に、次の手順で操作を行ってください。 

（a） 端子機能を切り替える前に、割り込み許可フラグを割り込み禁止にしてください。 
（b）端子機能を切り替えた後、一命令おいて当該割り込み要求フラグを0にクリアしてください。 

 
（プログラム例） 

： 
 MOV.B R0L,@IENR …… 割り込み禁止 

 MOV.B R1L,@PMR1 …… 端子機能変更 

 NOP …… 任意の一命令 

 BCLR m @IRQR …… 当該割り込みクリア 

 MOV.B R1L,@IENR …… 割り込み許可 

 ： 
 

ビット7：P17/TMOW端子切り替え（PMR17） 

P17/TMOW端子を P17入出力端子として使用するか、分周クロック出力の TMOW端子として使用
するかを設定します。 
 
ビット 7 

PMR17 

説   明 

0 P17/TMOW端子は、P17入出力端子として機能 （初期値） 

1 P17/TMOW端子は、TMOW出力端子として機能 

 

ビット6：P16/IC端子切り替え（PMR16） 

P16/IC端子を P16入出力端子として使用するか、プリスケーラユニットのインプットキャプチャ
入力の IC端子として使用するかを設定します。IC端子には、ノイズキャンセル回路が内蔵されてい
ます。「第 21章 プリスケーラユニット」を参照してください。 
 
ビット 6 

PMR16 

説   明 

0 P16/IC端子は、P16入出力端子として機能 （初期値） 

1 P16/IC端子は、IC入力端子として機能 
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ビット5～0：P15/IRQ5～P10/IRQ0端子切り替え（PMR15～PMR10） 

P1n/IRQn端子を P1n入出力端子として使用するか、外部割り込み要求入力の IRQn端子として使用
するかを設定します。 
 
ビット n 

PMR1n 

説   明 

0 P1n/IRQn端子は、P1n入出力端子として機能 （初期値） 

1 P1n/IRQn端子は、IRQn入力端子として機能 

【注】 n＝5～0 

 

(2) ポートコントロールレジスタ 1（PCR1） 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

5

0

7

0
W WWW

6

PCR14 PCR13 PCR12 PCR11 PCR10PCR17 PCR16 PCR15
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートコントロールレジスタ 1（PCR1）は、ポート 1の各端子 P17～P10の入出力をビット単位で

制御します。PCR1を 1にセットすると対応する P17～P10端子は出力端子となり、0にクリアすると
入力端子となります。PMR1により当該端子が汎用入出力に設定されている場合に、PCR1および
PDR1の設定が有効になります。 

PCR1は 8ビットのライト専用レジスタです。PCR1をリードすると 1が読み出されます。リセッ
ト時、PCR1は H'00に初期化されます。 
 

ビット7～0：P17～P10端子入出力切り替え（PCR17～PCR10） 

ビット n 

PCR1n 

説   明 

0 P1n端子は、入力端子として機能 （初期値） 

1 P1n端子は、出力端子として機能 

【注】 n＝7～0 

 

(3) ポートデータレジスタ 1（PDR1） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PDR14 PDR13 PDR12 PDR11 PDR10PDR17 PDR16 PDR15
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートデータレジスタ 1（PDR1）は、ポート 1の各端子 P17～P10のデータを格納するレジスタで

す。PCR1が 1（出力）のとき、ポート 1のリードを行うと PDR1の値を直接リードします。そのた
め、端子の状態の影響を受けません。PCR1が 0（入力）のとき、ポート 1のリードを行うと端子の
状態が読み出されます。 

PDR1は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PDR1は H'00に初期化され
ます。 
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(4) プルアップMOSセレクトレジスタ 1（PUR1） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PUR14 PUR13 PUR12 PUR11 PUR10PUR17 PUR16 PUR15
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
プルアップMOSセレクトレジスタ 1（PUR1）は、ポート 1のプルアップMOSの ON/OFFを制御

します。PCR1の当該ビットが 0（入力）に設定された端子のみ有効となります。PCR1の当該ビット
が 1（出力）に設定されているとき、PUR1の当該ビットは無効となり、プルアップMOSは OFFに
なります。 

PUR1は 8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PUR1は H'00に初期化されま
す。 
 

ビット7～0：P17～P10端子プルアップMOS制御（PUR17～PUR10） 

ビット n 

PUR1n 

説   明 

0 P1n端子は、プルアップMOSなしとなります。 （初期値） 

1 P1n端子は、プルアップMOS付き端子となります。 

【注】 n＝7～0 

 

10.3.3 端子機能 
ポート 1の端子機能とその選択方法を示します。 

 

(1) P17/TMOW 

PMR1のPMR17ビットおよびPCR1のPCR17により、次のように切り替わります。 
 

PMR17 PCR17 端子機能 

0 P17入力端子 0 

1 P17出力端子 

1 ＊ TMOW出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(2) P16/IC 

PMR1のPMR16ビット、プリスケーラユニットコントロール/ステータスレジスタ（PCSR）の
NCon/offビット、およびPCR1のPCR16により、次のように切り替わります。 

 
PMR16 PCR16 NC on/off 端子機能 

0 P16入力端子 0 

1 

＊ 

P16出力端子 

0 ノイズキャンセル無効 1 ＊ 
1 

IC入力端子 
ノイズキャンセル有効 

【注】 ＊： Don’t care. 
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(3) P15/IRQ5～P10/IRQ0 

PMR1のPMR1nビットおよびPCR1のPCR1nにより、次のように切り替わります。 
 

PMR1n PCR1n 端子機能 

0 P1n入力端子 0 

1 P1n出力端子 

1 ＊ IRQn入力端子 
（n＝5～0） 

【注】 ＊： Don’t care. 

 1. IRQ5～IRQ0入力端子は、エッジセンスとして立ち上がりエッジ/立ち下がりエッジの選択が可能で

す（IRQ0端子は両エッジも選択可能）。「6.2.4 IRQエッジセレクトレジスタ（IEGR）」を参照し

てください。 
 2. IRQ1、IRQ2はタイマ Jのイベント入力、IRQ3はタイマ Rのインプットキャプチャ入力として使用

できます。詳細は、「第 13章 タイマ J」、または、「第 15章 タイマ R」を参照してください。 

 

10.3.4 端子状態 
ポート 1の各動作モードにおける端子状態を表 10.7に示します。 

表 10.7 ポート 1の端子状態 
端子名 リセット アクティブ スリープ スタンバイ ウォッチ サブアクティブ サブスリープ 

P17/TMOW 

P16/IC 

P15/IRQ5 

Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

〜 

P10/IRQ0        

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス 

 IC入力端子、IRQ5～IRQ0入力端子に設定した場合は、アクティブモード、低消費電力モードにかかわら
ず、端子レベルは Highまたは Lowレベルが入力されている必要があります。端子のレベルが中間レベル

にならないようにしてください。 
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10.4 ポート 2 

10.4.1 概要 
ポート 2は 8ビットの入出力ポートです。ポート 2の構成を表 10.8に示します。 
ポート 2は、標準入出力ポート（P27～P20）と、SCIクロック入出力（SCK1）、受信データ入力（SI1）、

送信データ出力（SO1）、I2Cバスインタフェースクロック入出力（SCL0、SCL1）、データ入出力（SDA0、
SDA1）との兼用端子になっています。切り替えは、シリアルモードレジスタ（SMR）、シリアルコ
ントロールレジスタ（SCR）、およびポートコントロールレジスタ 2（PCR2）で行います。 
ポート 2は、プルアップMOS機能の選択が可能です。 

表 10.8 ポート 2の構成 
ポート 機  能 兼用機能 

P27（標準入出力ポート） SYNCI（フォーマットレスシリアルクロック入力） 

P26（標準入出力ポート） SCL0（I2Cバスインタフェースクロック入出力） 

P25（標準入出力ポート） SDA0（I2Cバスインタフェースデータ入出力） 

P24（標準入出力ポート） SCL1（I2Cバスインタフェースクロック入出力） 

P23（標準入出力ポート） SDA1（I2Cバスインタフェースデータ入出力） 

P22（標準入出力ポート） SCK1（SCI1クロック入出力） 

P21（標準入出力ポート） SO1（SCI1送信データ出力） 

ポート 2 

P20（標準入出力ポート） SI1（SCI1受信データ入力） 

【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには SYNCI、SCL0、SDA0端子機能はありません。 

 

10.4.2 レジスタの構成 
ポート 2のレジスタ構成を表 10.9に示します。 

表 10.9 ポート 2のレジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

ポートコントロールレジスタ 2 PCR2 W バイト H'00 H'FFD2 

ポートデータレジスタ 2 PDR2 R/W バイト H'00 H'FFC2 

プルアップMOSセレクトレジスタ 2 PUR2 R/W バイト H'00 H'FFE2 

【注】 *アドレスは下位 16ビットを示します。 

 

(1) ポートコントロールレジスタ 2（PCR2） 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

5

0

7

0
W WWW

6

PCR24 PCR23 PCR22 PCR21 PCR20PCR27 PCR26 PCR25
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートコントロールレジスタ 2（PCR2）は、ポート 2の各端子 P27～P20の入出力をビット単位で

制御します。PCR2を 1にセットすると対応する P27～P20端子は出力端子となり、0にクリアすると
入力端子となります。当該端子が汎用入出力に設定されている場合に、PCR2および PDR2の設定が
有効になります。 

PCR2は 8ビットのライト専用レジスタです。PCR2をリードすると 1が読み出されます。リセッ
ト時、PCR2は H'00に初期化されます。 
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ビット7～0：P27～P20端子入出力切り替え（PCR27～PCR20） 

ビット n 

PCR2n 

説   明 

0 P2n端子は、入力端子として機能 （初期値） 

1 P2n端子は、出力端子として機能 

【注】 n＝7～0 

 

(2) ポートデータレジスタ 2（PDR2） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PDR24 PDR23 PDR22 PDR21 PDR20PDR27 PDR26 PDR25
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートデータレジスタ 2（PDR2）は、ポート 2の各端子 P27～P20のデータを格納するレジスタで

す。PCR2が 1（出力）のとき、ポート 2のリードを行うと PDR2の値を直接リードします。そのた
め、端子の状態の影響を受けません。PCR2が 0（入力）のとき、ポート 2のリードを行うと端子の
状態が読み出されます。 

PDR2は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PDR2は H'00に初期化され
ます。 

 

(3) プルアップMOSセレクトレジスタ 2（PUR2） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PUR24 PUR23 PUR22 PUR21 PUR20PUR27 PUR26 PUR25
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
プルアップMOSセレクトレジスタ 2（PUR2）は、ポート 2のプルアップMOSの ON/OFFを制御

します。PCR2の当該ビットが 0（入力）に設定された端子のみ有効となります。PCR2の当該ビット
が 1（出力）に設定されているとき、PUR2の当該ビットは無効となり、プルアップMOSは OFFに
なります。 

PUR2は 8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PUR2は H'00に初期化されま
す。 
 

ビット7～0：P27～P20端子プルアップMOS制御（PUR27～PUR20） 

ビット n 

PUR2n 

説   明 

0 P2n端子は、プルアップMOSなしとなります （初期値） 

1 P2n端子は、プルアップMOS付き端子となります 

【注】 n＝7～0 
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10.4.3 端子機能 
ポート 2の端子機能とその選択方法を示します。 

 

(1) P27/SYNCI 

PCR2のPCR27ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PCR27 端子機能 

0 P27入力端子 

1 P27出力端子 

【注】 SYNCIは常に機能するので、兼用されている端子は、アクティブモード、低消費電力モードにかかわら

ず、端子レベルは Highまたは Lowレベルが入力されている必要があります。 

 H8S/2197S、H8S/2196Sには SYNCI端子機能はありません。 
 

(2) P26/SCL0 

I2Cバスコントロールレジスタ0（ICCR0）のICEビット、PCR2のPCR26ビットにより、次のよ
うに切り替わります。 

 
ICE PCR26 端子機能 

0 P26入力端子 0 

1 P26出力端子 

1 ＊ SCL0入出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 H8S/2197S、H8S/2196Sには SCL0端子機能はありません。 
 

(3) P25/SDA0 

I2Cバスコントロールレジスタ0（ICCR0）のICEビット、PCR2のPCR25ビットにより、次のよ
うに切り替わります。 

 
ICE PCR25 端子機能 

0 P25入力端子 0 

1 P25出力端子 

1 ＊ SDA0入出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 H8S/2197S、H8S/2196Sには SDA0端子機能はありません。 
 

(4) P24/SCL1 

I2Cバスコントロールレジスタ1（ICCR1）のICEビット、PCR2のPCR24ビットにより、次のよ
うに切り替わります。 

 
ICE PCR24 端子機能 

0 P24入力端子 0 

1 P24出力端子 

1 ＊ SCL1入出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 
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(5) P23/SDA1 

I2Cバスコントロールレジスタ1（ICCR1）のICEビット、PCR2のPCR23ビットにより、次のよ
うに切り替わります。 

 
ICE PCR23 端子機能 

0 P23入力端子 0 

1 P23出力端子 

1 ＊ SDA1入出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(6) P22/SCK1 

PCR2のPCR22ビット、SMRのC/Aビット、およびSCRのCKE1、CKE0ビットにより、次のよ
うに切り替わります。 

 
CKE1 C/A CKE0 PCR22 端子機能 

0 P22入力端子 0 

1 P22出力端子 

0 

1 

0 

1 

SCK1出力端子 

1 ＊ 

＊ 

＊ 

SCK1入力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(7) P21/SO1 

PCR2のPCR21ビットおよびSCRのTEビットにより、次のように切り替わります。 
 

TE PCR21 端子機能 

0 P21入力端子 0 

1 P21出力端子 

1 ＊ SO1出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(8) P20/SI1 

PCR2のPCR20ビットおよびSCRのREビットにより、次のように切り替わります。 
 

RE PCR20 端子機能 

0 P20入力端子 0 

1 P20出力端子 

1 ＊ SI1入力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 
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10.4.4 端子状態 
ポート 2の各動作モードにおける端子状態を表 10.10に示します。 

表 10.10 ポート 2の端子状態 
端子名 リセット アクティブ スリープ スタンバイ ウォッチ サブアクティブ サブスリープ 

P27SYNCI 
P26/SCL0 
P25/SDA0 
P24/SCL1 
P23/SDA1 
P22/SCK1 
P21/SO1 
P20/SI1 

Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス 
 SYNCI、SCL0、SDA0、SCL1、SDA1は常に機能するため、兼用されている端子は、アクティブモード、

低消費電力モードにかかわらず、Highまたは Lowレベルの端子レベルが入力されている必要があります。 
 SCK1、SI1入力端子に設定した場合は、アクティブモード、低消費電力モードにかかわらず、Highまた

は Lowレベルの端子レベルが入力されている必要があります。端子レベルが中間レベルにならないよう
にしてください。 

 

10.5 ポート 3 

10.5.1 概要 
ポート 3は 8ビットの入出力ポートです。ポート 3の構成を表 10.11に示します。 
ポート 3は、標準入出力ポート（P37～P30）と、タイマ Jタイマ出力（TMO）、ブザー出力（BUZZ）、

8ビット PWM出力（PWM0～PWM3）、サーボモニタ出力（SV1、SV2）との兼用端子になっていま
す。切り替えは、ポートモードレジスタ 3（PMR3）とポートコントロールレジスタ 3（PCR3）とで
行います。ポート 3は、プルアップMOS機能の選択が可能です。 

表 10.11 ポート 3の構成 
ポート 機  能 兼用機能 

P37（標準入出力ポート） TMO（タイマ Jタイマ出力） 

P36（標準入出力ポート） BUZZ（タイマ Jブザー出力） 

P35（標準入出力ポート） PWM3（8ビット PWM出力） 

P34（標準入出力ポート） PWM2（8ビット PWM出力） 

P33（標準入出力ポート） PWM1（8ビット PWM出力） 

P32（標準入出力ポート） PWM0（8ビット PWM出力） 

P31（標準入出力ポート） SV2（サーボモニタ出力） 

ポート 3 

P30（標準入出力ポート） SV1（サーボモニタ出力） 

【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには PWM3、PWM2端子機能はありません。 
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10.5.2 レジスタの構成 
ポート 3のレジスタ構成を表 10.12に示します。 

表 10.12 ポート 3のレジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

ポートモードレジスタ 3 PMR3 R/W バイト H'00 H'FFD0 

ポートコントロールレジスタ 3 PCR3 W バイト H'00 H'FFD3 

ポートデータレジスタ 3 PDR3 R/W バイト H'00 H'FFC3 

プルアップMOSセレクトレジスタ 3 PUR3 R/W バイト H'00 H'FFE3 

【注】 *アドレスは下位 16ビットを示します。 

 

(1) ポートモードレジスタ 3（PMR3） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PMR34 PMR33 PMR32 PMR31 PMR30PMR37 PMR36 PMR35
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ 3（PMR3）は、ポート 3の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMR3は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR3は H'00に初期化さ

れます。 
 

ビット7：P37/TMO端子切り替え（PMR37） 

P37/TMO端子を P37入出力端子として使用するか、タイマ Jタイマ出力の TMO端子として使用す
るかを設定します。 
 
ビット 7 

PMR37 

説   明 

0 P37/TMO端子は、P37入出力端子として機能 （初期値） 

1 P37/TMO端子は、TMO出力端子として機能 

【注】 TMO端子をリモコン送信に使用する場合、TMO出力に切り替えた後に、リモコンモードに設定すると、

タイマ出力の不用意なパルスが出力されることがあります。切り替え、設定は次の順序で行ってください。 

 [1] リモコンモード設定 

 [2] タイマ Jの TMJ-1、2のカウンタデータ設定 

 [3] P37/TMO端子を TMO出力端子に切り替え 

 [4] STビットを 1にセット 
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ビット6：P36/BUZZ端子切り替え（PMR36） 

P36/BUZZ端子を P36入出力端子として使用するか、タイマ Jブザー出力の BUZZ端子として使用
するかを設定します。BUZZ出力の選択は、「13.2.2 タイマ Jコントロールレジスタ（TMJC）」を
参照してください。 
 
ビット 6 

PMR36 

説   明 

0 P36/BUZZ端子は、P36入出力端子として機能 （初期値） 

1 P36/BUZZ端子は、BUZZ出力端子として機能 

 

ビット5～2：P35/PWM3～P32/PWM0端子切り替え（PMR35～PMR32） 

P3n/PWMm端子を P3n入出力端子として使用するか、8ビット PWM出力の PWMm端子として使
用するかを設定します。 
 
ビット n 

PMR3n 

説   明 

0 P3n/PWMm端子は、P3n入出力端子として機能 （初期値） 

1 P3n/PWMm端子は、PWMm出力端子として機能 

【注】 n＝5～2、m＝3～0 

 H8S/2197S、H8S/2196Sには PWM3、PWM2端子機能はありません。 

 

ビット1：P31/SV2端子切り替え（PMR31） 

P31/SV2端子を P31入出力端子として使用するか、サーボモニタ出力の SV2端子として使用する
かを設定します。 
 
ビット 1 

PMR31 

説   明 

0 P31/SV2端子は、P31入出力端子として機能 （初期値） 

1 P31/SV2端子は、SV2出力端子として機能 

 

ビット0：P30/SV1端子切り替え（PMR30） 

P30/SV1端子を P30入出力端子として使用するか、サーボモニタ出力の SV1端子として使用する
かを設定します。 
 
ビット 0 

PMR30 

説   明 

0 P30/SV1端子は、P30入出力端子として機能 （初期値） 

1 P30/SV1端子は、SV1出力端子として機能 
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(2) ポートコントロールレジスタ 3（PCR3） 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

5

0

7

0
W WWW

6

PCR34 PCR33 PCR32 PCR31 PCR30PCR37 PCR36 PCR35
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートコントロールレジスタ 3（PCR3）は、ポート 3の各端子 P37～P30の入出力をビット単位で

制御します。PCR3を 1にセットすると対応する P37～P30端子は出力端子となり、“0”にクリアす
ると入力端子となります。PMR3により当該端子が汎用入出力に設定されている場合に、PCR3およ
び PDR3の設定が有効になります。 

PCR3は 8ビットのライト専用レジスタです。PCR3をリードすると 1が読み出されます。リセッ
ト時、PCR3は H'00に初期化されます。 
 

ビット7～0：P37～P30端子入出力切り替え（PCR37～PCR30） 

ビット n 

PCR3n 

説   明 

0 P3n端子は、入力端子として機能 （初期値） 

1 P3n端子は、出力端子として機能 

【注】 n＝7～0 
 

(3) ポートデータレジスタ 3（PDR3） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PDR34 PDR33 PDR32 PDR31 PDR30PDR37 PDR36 PDR35
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートデータレジスタ 3（PDR3）は、ポート 3の各端子 P37～P30のデータを格納するレジスタで

す。PCR3が 1（出力）のとき、ポート 3のリードを行うと PDR3の値を直接リードします。そのた
め、端子の状態の影響を受けません。PCR3が 0（入力）のとき、ポート 3のリードを行うと端子の
状態が読み出されます。 

PDR3は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PDR3は H'00に初期化され
ます。 
 

(4) プルアップMOSセレクトレジスタ 3（PUR3） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PUR34 PUR33 PUR32 PUR31 PUR30PUR37 PUR36 PUR35
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
プルアップMOSセレクトレジスタ 3（PUR3）は、ポート 3のプルアップMOSの ON/OFFを制御

します。PCR3の当該ビットが 0（入力）に設定された端子のみ有効となります。PCR3の当該ビット
が 1（出力）に設定されているとき、PUR3の当該ビットは無効となり、プルアップMOSは OFFに
なります。 

PUR3は 8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PUR3は H'00に初期化されま
す。 
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ビット7～0：P37～P30端子プルアップMOS制御（PUR37～PUR30） 

ビット n 

PUR3n 

説   明 

0 P3n端子は、プルアップMOSなしとなります。 （初期値） 

1 P3n端子は、プルアップMOS付き端子となります。 

【注】 n＝7～0 

 

10.5.3 端子機能 
ポート 3の端子機能とその選択方法を示します。 

 

(1) P37/TMO 

PMR3のPMR37ビットおよびPCR3のPCR37ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR37 PCR37 端子機能 

0 P37入力端子 0 

1 P37出力端子 

1 ＊ TMO出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(2) P36/BUZZ 

PMR3のPMR36ビットおよびPCR3のPCR36ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR36 PCR36 端子機能 

0 P36入力端子 0 

1 P36出力端子 

1 ＊ BUZZ出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(3) P35/PWM3 

PMR3のPMR35ビットおよびPCR3のPCR35ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR35 PCR35 端子機能 

0 P35入力端子 0 

1 P35出力端子 

1 ＊ PWM3出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 H8S/2197S、H8S/2196Sには PWM3端子機能はありません。 
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(4) P34/PWM2 

PMR3のPMR34ビットおよびPCR3のPCR34ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR34 PCR34 端子機能 

0 P34入力端子 0 

1 P34出力端子 

1 ＊ PWM2出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 H8S/2197S、H8S/2196Sには PWM2端子機能はありません。 

 

(5) P33/PWM1 

PMR3のPMR33ビットおよびPCR3のPCR33ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR33 PCR33 端子機能 

0 P33入力端子 0 

1 P33出力端子 

1 ＊ PWM1出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(6) P32/PWM0 

PMR3のPMR32ビットおよびPCR3のPCR32ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR32 PCR32 端子機能 

0 P32入力端子 0 

1 P32出力端子 

1 ＊ PWM0出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(7) P31/SV2 

PMR3のPMR31ビットおよびPCR3のPCR31ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR31 PCR31 端子機能 

0 P31入力端子 0 

1 P31出力端子 

1 ＊ SV2出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 
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(8) P30/SV1 

PMR3のPMR30ビットおよびPCR3のPCR30ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR30 PCR30 端子機能 

0 P30入力端子 0 

1 P30出力端子 

1 ＊ SV1出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

10.5.4 端子状態 
ポート 3の各動作モードにおける端子状態を表 10.13に示します。 

表 10.13 ポート 3の端子状態 
端子名 リセット アクティブ スリープ スタンバイ ウォッチ サブアクティブ サブスリープ 

P37/TMO 

P36/BUZZ 

P35/PWM3 

P34/PWM2 

P33/PWM1 

P32/PWM0 

P31/SV2 

P30/SV1 

Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス 

 

10.6 ポート 4 

10.6.1 概要 
ポート 4は 8ビットの入出力ポートです。ポート 4の構成を表 10.14に示します。 
ポート 4は、標準入出力ポート（P47～P40）と、リアルタイム出力ポートトリガ入力（RPTRG）、

アウトプットコンペア出力（FTOA、FTOB）、インプットキャプチャ入力（FTIA、FTIB、FTIC、FTID）、
14ビット PWM出力（PWM14）との兼用端子になっています。切り替えは、ポートモードレジスタ
4（PMR4）、タイマアウトプットコンペアコントロールレジスタ（TOCR）、およびポートコントロ
ールレジスタ 4（PCR4）で行います。 

表 10.14 ポート 4の構成 
ポート 機  能 兼用機能 

P47（標準入出力ポート） RPTRG（リアルタイム出力ポートトリガ入力） 

P46（標準入出力ポート） FTOB（タイマ Xアウトプットコンペア出力） 

P45（標準入出力ポート） FTOA（タイマ Xアウトプットコンペア出力） 

P44（標準入出力ポート） FTID（タイマ Xインプットキャプチャ入力） 

P43（標準入出力ポート） FTIC（タイマ Xインプットキャプチャ入力） 

P42（標準入出力ポート） FTIB（タイマ Xインプットキャプチャ入力） 

P41（標準入出力ポート） FTIA（タイマ Xインプットキャプチャ入力） 

ポート 4 

P40（標準入出力ポート） PWM14（14ビット PWM出力） 

【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには PWM14、FTIA、FTIB、FTIC、FTID、FTOA、FTOB端子機能はありませ

ん。 
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10.6.2 レジスタの構成 
ポート 4のレジスタ構成を表 10.15に示します。 

表 10.15 ポート 4のレジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

ポートモードレジスタ 4 PMR4 R/W バイト H'7E H'FFDB 

ポートコントロールレジスタ 4 PCR4 W バイト H'00 H'FFD4 

ポートデータレジスタ 4 PDR4 R/W バイト H'00 H'FFC4 

【注】 *アドレスは下位 16ビットを示します。 

 

(1) ポートモードレジスタ 4（PMR4） 
0

0

1

―�

�

―�
1

2

―�

�

―�
1

3

―�

�

―�
1

4

―�

�

―�
11

5

―�

�

―�
1

7

R/W

6

―�

�

―�

PMR40

0
R/W

PMR47
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ 4（PMR4）は、P47/RPTRG端子と P40/PWM14端子の機能の切り替えを制

御します。 
P46/FTOB、P45/FTOA端子の機能の切り替えは、TOCRで制御します。「第 16章 タイマ X1」を

参照してください。また、FTIA、FTIB、FTIC、FTID入力は、常に機能します。 
PMR4は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR4は H'7Eに初期化さ

れます。 
RPTRG入力端子に設定した場合は、アクティブモード、低消費電力モードにかかわらず、端子レ

ベルは Highまたは Lowレベルが入力されている必要があります。端子レベルが中間レベルにならな
いようにしてください。 

FTIA、FTIB、FTIC、FTID入力は常に機能するので、兼用されている端子は、アクティブモード、
低消費電力モードにかかわらず、常に Highまたは Lowレベルが入力されている必要があります。端
子レベルが中間レベルにならないようにしてください。 

FTIA、FTIB、FTIC、FTID入力は常に機能するので、それぞれは、兼用されている端子の汎用入出
力 P44、P43、P42、P41のエッジを入力信号としてとります。 
 

ビット7：P47/RPTRG端子切り替え（PMR47） 

P47/RPTRG端子を P47入出力端子として使用するか、リアルタイム出力ポートトリガ入力の
RPTRG端子として使用するかを設定します。 
 
ビット 0 

PMR47 

説   明 

0 P47/RPTRG端子は、P47入出力端子として機能 （初期値） 

1 P47/RPTRG端子は、RPTRG入力端子として機能 

 

ビット6～1：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット0：P40/PWM14端子切り替え（PMR40） 

P40/PWM14端子を P40入出力端子として使用するか、14ビット PWM方形波出力の PWM14端子
として使用するかを設定します。 
 
ビット 0 

PMR40 

説   明 

0 P40/PWM14端子は、P40入出力端子として機能 （初期値） 

1 P40/PWM14端子は、PWM14出力端子として機能 

【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには PWM14端子機能はありません。 

 

(2) ポートコントロールレジスタ 4（PCR4） 
0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

5

0

7

0
W WWW

6
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:

:
:  

 
ポートコントロールレジスタ 4（PCR4）は、ポート 4の各端子 P47～P40の入出力をビット単位で

制御します。PCR4を 1にセットすると対応する P47～P40端子は出力端子となり、0にクリアすると
入力端子となります。当該端子が汎用入出力に設定されている場合に、PCR4および PDR4の設定が
有効になります。 

PCR4は 8ビットのライト専用レジスタです。PCR4をリードすると 1が読み出されます。リセッ
ト時、PCR4は H'00に初期化されます。 
 

ビット7～0：P47～P40端子入出力切り替え（PCR47～PCR40） 

ビット n 

PCR4n 

説   明 

0 P4n端子は、入力端子として機能 （初期値） 

1 P4n端子は、出力端子として機能 

【注】 n＝7～0 

 

(3) ポートデータレジスタ 4（PDR4） 
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:
:  

 
ポートデータレジスタ 4（PDR4）は、ポート 4の各端子 P47～P40のデータを格納するレジスタで

す。PCR4が 1（出力）のとき、ポート 4のリードを行うと PDR4の値を直接リードします。そのた
め、端子の状態の影響を受けません。PCR4が 0（入力）のとき、ポート 4のリードを行うと端子の
状態が読み出されます。 

PDR4は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PDR4は H'00に初期化され
ます。 
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10.6.3 端子機能 
ポート 4の端子機能とその選択方法を示します。 

 

(1) P47/RPTRG 

PMR4のPMR47ビットおよびPCR4のPCR47ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR47 PCR47 端子機能 

0 P47入力端子 0 

1 P47出力端子 

1 ＊ RPTRG入力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(2) P46/FTOB 

PCR4のPCR46ビットおよびTOCRのOEBビットにより、次のように切り替わります。 
 

OEB PCR46 端子機能 

0 P46入力端子 0 

1 P46出力端子 

1 ＊ FTOB出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 H8S/2197S、H8S/2196Sには FTOB端子機能はありません。 

 

(3) P45/FTOA 

PCR4のPCR45ビットおよびTOCRのOEAビットにより、次のように切り替わります。 
 

OEA PCR45 端子機能 

0 P45入力端子 0 

1 P45出力端子 

1 ＊ FTOA出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 H8S/2197S、H8S/2196Sには FTOA端子機能はありません。 

 

(4) P44/FTID 

PCR4のPCR44ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PCR44 端子機能 

0 P44入力端子 

1 P44出力端子 

FTID入力端子 

【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには FTID端子機能はありません。 
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(5) P43/FTIC 

PCR4のPCR43ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PCR43 端子機能 

0 P43入力端子 

1 P43出力端子 

FTIC入力端子 

【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには FTIC端子機能はありません。 

 

(6) P42/FTIB 

PCR4のPCR42ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PCR42 端子機能 

0 P42入力端子 

1 P42出力端子 

FTIB入力端子 

【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには FTIB端子機能はありません。 

 

(7) P41/FTIA 

PCR4のPCR41ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PCR41 端子機能 

0 P41入力端子 

1 P41出力端子 

FTIA入力端子 

【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには FTIA端子機能はありません。 

 

(8) P40/PWM14 

PMR4のPMR40ビットおよびPCR4のPCR40ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR40 PCR40 端子機能 

0 P40入力端子 0 

1 P40出力端子 

1 ＊ PWM14出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 H8S/2197S、H8S/2196Sには PWM14端子機能はありません。 
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10.6.4 端子状態 
ポート 4の各動作モードにおける端子状態を表 10.16に示します。 

表 10.16 ポート 4の端子状態 
端子名 リセット アクティブ スリープ スタンバイ ウォッチ サブアクティブ サブスリープ 

P47/RPTRG 

P46/FTOB 

P45/FTOA 

P44/FTID 

P43/FTIC 

P42/FTIB 

P41/FTIA 

P40/PWM14 

Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス 

 RPTRG入力端子に設定した場合はアクティブモード、低消費電力モードにかかわらず、常に Highまた

は Lowレベルが入力されている必要があります。 

 FTIA、FTIB、FTIC、FTID入力が常に機能するので、兼用されている端子は、アクティブモード、低消費

電力モードにかかわらず、常に Highまたは Lowレベルが入力されている必要があります。端子レベルが

中間レベルにならないようにしてください。 
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10.7 ポート 6 

10.7.1 概要 
ポート 6は 8ビットの入出力ポートです。ポート 6の構成を表 10.17に示します。 
ポート 6は、大電流入出力ポートです。シンク電流は 20mA max.（VOL=1.7V）となっており、同

時 ONは 4本まで可能です。ポート 6は、大電流入出力ポート（P67～P60）とリアルタイム出力ポー
ト（RP7～RP0）との兼用端子になっています。切り替えは、ポートモードレジスタ 6（PMR6）、ポ
ートモードレジスタ A（PMRA）とポートコントロールレジスタ 6（PCR6）とで行います。 
リアルタイム出力機能とは、外部または内部トリガ入力によって瞬時に出力データを切り替えるこ

とのできる機能です。 

表 10.17 ポート 6の構成 
ポート 機  能 兼用機能 

P67（大電流入出力ポート） RP7/TMBI（タイム Bイベント入力端子） 

P66（大電流入出力ポート） RP6/ADTRG（A/D変換開始外部トリガ入力端子） 

P65（大電流入出力ポート） RP5（リアルタイム出力ポート端子） 

P64（大電流入出力ポート） RP4（リアルタイム出力ポート端子） 
P63（大電流入出力ポート） RP3（リアルタイム出力ポート端子） 
P62（大電流入出力ポート） RP2（リアルタイム出力ポート端子） 
P61（大電流入出力ポート） RP1（リアルタイム出力ポート端子） 

ポート 6 

P60（大電流入出力ポート） RP0（リアルタイム出力ポート端子） 

 

10.7.2 レジスタの構成 
ポート 6のレジスタ構成を表 10.18に示します。 

表 10.18 ポート 6のレジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス*1 

ポートモードレジスタ 6 PMR6 R/W バイト H'00 H'FFDD 

ポートモードレジスタ A PMRA R/W バイト H'3F H'FFD9 

ポートコントロールレジスタ 6 PCR6 W バイト H'00 H'FFD6 

ポートデータレジスタ 6 PDR6 R/W バイト H'00 H'FFC6 

リアルタイム出力トリガ選択レジスタ 1 RTPSR1 R/W バイト H'00 H'FFE5 

リアルタイム出力トリガエッジ選択レジ
スタ 

RTPEGR*2 R/W バイト H'FC H'FFE4 

ポートコントロールレジスタスレーブ 6 PCRS6 － バイト H'00 － 

ポートデータレジスタスレーブ 6 PDRS6 － バイト H'00 － 

【注】 *1 アドレスは下位 16ビットを示します。 

 *2 RTPEGRはポート 7と共通です。 
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(1) ポートモードレジスタ 6（PMR6） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PMR64 PMR63 PMR62 PMR61 PMR60

0
R/W

PMR67

R/WR/WR/W

PMR66 PMR65
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ 6（PMR6）は、ポート 6の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMR6は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR6は H'00に初期化さ

れます。 
 

ビット7～0：P67/RP7～P60/RP0端子切り替え（PMR67～PMR60） 

P6n/RPn端子を P6n入出力端子として使用するか、リアルタイム出力ポートの RPn端子として使用
するかを設定します。 
 
ビット n 

PMR6n 

説   明 

0 P6n/RPn端子は、P6n入出力端子として機能 （初期値） 

1 P6n/RPn端子は、RPn出力端子として機能 

【注】 n＝7～0 

 

(2) ポートモードレジスタ A（PMRA） 
0

1

1

― 

 

― 
1

2

― 

 

― 
1

3

― 

 

― 
1

4

― 

 

― 
11

5

― 

 

― 
0

7 6

PMRA6

 

R/W ― 

― 

 0
R/W

PMRA7
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ A（PMRA）は、ポート 6の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMR6は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR6は H’3Fに初期化さ

れます。 
 

ビット7：P67/RP7/TMBI端子切り替え（PMRA7） 

P6n/RPn端子を P6n入出力端子として使用するか、タイマ Bイベント入力の TMBI端子として使用
するかを設定します。 
 
ビット 7 

PMRA7 

説   明 

0 P67/RP7/TMBI端子は、P67/RP7入出力端子として機能 （初期値） 

1 P67/RP7/TMBI端子は、TMBI入力端子として機能 
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ビット6：タイマBイベント入力エッジ切り替え（PMRA6） 

TMBI端子の入力エッジセンスを選択します。 
 
ビット 6 

PMRA6 

説   明 

0 タイマ Bイベント入力は立ち下がりエッジを検出 （初期値） 

1 タイマ Bイベント入力は立ち上がりエッジを検出 

 

(3) ポートコントロールレジスタ 6（PCR6） 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PCR64 PCR63 PCR62 PCR61 PCR60

0
W

PCR67

WWW

PCR66 PCR65
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートコントロールレジスタ 6（PCR6）は、PMR6とあわせて、ポート 6の汎用入出力の選択、リ

アルタイム出力の制御をビット単位で行います。 
PMR6=0のとき、PCR6を 1にセットすると対応する P67～P60端子は汎用出力端子となり、0にク

リアすると汎用入力端子となります。 
PMR6=1のとき、PCR6は対応する RP7～RP0リアルタイム出力端子の制御を行います。詳細は、

「10.7.4 動作説明」を参照してください。 
PCR6は、8ビットのライト専用レジスタです。PCR6をリードすると 1が読み出されます。リセッ

ト時、PCR6は H'00に初期化されます。 
 

PMR6 PCR6 

ビット n ビット n 

PMR6n PCR6n 

 

説   明 

0 P6n/RPn端子は、P6n汎用入力端子として機能 （初期値）0 

1 P6n/RPn端子は、P6n汎用出力端子として機能 

1 ＊ P6n/RPn端子は、RPnリアルタイム出力端子として機能 

【注】 ＊： Don’t care. 

 n＝7～0 

 

(4) ポートデータレジスタ 6（PDR6） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PDR64 PDR63 PDR62 PDR61 PDR60

0
R/W

PDR67

R/WR/WR/W

PDR66 PDR65
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートデータレジスタ 6（PDR6）は、ポート 6の各端子 P67～P60のデータを格納するレジスタで

す。 
PMR=0のとき、PCR6が 1（出力）であれば、ポート 6のリードを行うと PDR6の値を直接リード

します。そのため、端子の状態の影響を受けません。PCR6が 0（入力）であれば、ポート 6のリー
ドを行うと端子の状態が読み出されます。 

PMR=1のとき、ポート 6はリアルタイム出力端子となります。詳細は「10.7.4 動作説明」を参照
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してください。 
PDR6は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PDR6は H'00に初期化され

ます。 
 

(5) リアルタイム出力トリガ選択レジスタ（RTPSR1） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

RTPSR14 RTPSR13 RTPSR12 RTPSR11 RTPSR10

0
R/W

RTPSR17

R/WR/WR/W

RTPSR16 RTPSR15
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
リアルタイム出力トリガ選択レジスタ 1（RTPSR1）は、リアルタイム出力のトリガ入力として、

外部トリガ（RPTRG端子入力）を使用するか、内部トリガ（HSW）を使用するかをビット単位で設
定します。内部トリガ HSWについては、「26.4 HSW（ヘッドスイッチ）タイミング生成回路」を
参照してください。 

RTPSR1は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、RTPSR1は H'00に初期化
されます。 
 

ビット7～0：RP7～RP0端子トリガ切り替え（RTPSR17～RTPSR10） 

ビット n 

RTPSR1n 

説   明 

0 トリガ入力として、外部トリガ（RPTRG端子入力）を選択 （初期値） 

1 トリガ入力として、内部トリガ（HSW）を選択 

【注】 n＝7～0 

 

(6) リアルタイム出力トリガエッジ選択レジスタ（RTPEGR） 

0

0

1

0
R/W

2

― 

 

― 
1

3

― 

 

― 
1

4

― 

 

― 
11

5

― 

 

― 

6

― 

 

― 
1

7

― 

 

― 

RTPEGR1 RTPEGR0

1
R/W

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
リアルタイム出力トリガエッジ選択レジスタ（RTPEGR）は、リアルタイム出力の外部または内部

トリガ入力のエッジセンスの指定を行います。 
RTPEGRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、RTPEGRは H'FCに初期

化されます。 
 

ビット7～2：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット1、0：リアルタイム出力トリガエッジセレクト（RTPEGR1、RTPEGR０） 

リアルタイム出力の外部または内部トリガ入力のエッジセンスを選択します。 
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ビット 1 ビット 0 

RTPEGR1 RTPEGR0

説   明 

0 トリガ入力を禁止 （初期値）0 

1 トリガ入力の立ち上がりエッジを選択 

0 トリガ入力の立ち下がりエッジを選択 1 

1 トリガ入力の立ち上がり／立ち下がり両エッジを選択 

 

10.7.3 端子機能 
ポート 6の端子機能とその選択方法を示します。 

 

(1) P67/RP7/TMBI 

PMRAのPMRA7ビット、PMR6のPMR67ビットおよびPCR6のPCR67ビットにより、次のよう
に切り替わります。 

 
PMRA7 PMR67 PCR67 端子機能 出力値 PDR6nをリード 

したときの値 

0 P67入力端子 － P67端子 0 0 

1 P67出力端子 PDR67 PDR67 

0 Hi-Z*1,*2 0 1 

1 

RP7出力端子 

PDRS67*2 

PDR67 

0 P67端子 1 ＊ 

1 

TMBI入力端子 － 

PDR67 

【注】 *1 Hi-Z：ハイインピーダンス 

 *2 PMR67=1（リアルタイム出力端子）のときは、PCR67の設定値がトリガ入力により PCRS67に転

送された後の状態を示します。 

 

(2) P66/RP6/ADTRG 

PMR6のPMR66ビットおよびPCR6のPCR66ビットにより、次のように切り替わります。 
ADTRG端子機能の切り替えは、ADTSRで制御します。「第24章 A/D変換器」を参照して
ください。 

 
PMR66 PCR66 端子機能 出力値 PDR66をリードしたときの値 

0 P66入力端子 － P66端子 0 

1 P66出力端子 PDR66 PDR66 

0 Hi-Z*1,*2 1 

1 

RP6出力端子 

PDRS66*2 

PDR66 

【注】 *1 Hi-Z：ハイインピーダンス 

 *2 PMR66=1（リアルタイム出力端子）のときは、PCR66の設定値がトリガ入力により PCRS66に転

送された後の状態を示します。 
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(3) P65/RP5/～P60/RP0 

PMRAのPMRAnビット、PMR6のPMR6nビットおよびPCR6のPCR6nビットにより、次のよう
に切り替わります。 

 
PMR6ｎ PCR6ｎ 端子機能 出力値 PDR6nをリードしたときの値 

0 P6n入力端子 － P6n端子 0 

1 P6n出力端子 PDR6n PDR6n 

0 Hi-Z*1,*2 1 

1 

RPn出力端子 

PDRS6n*2 

PDR6n 

【注】 n=5～0 

 *1 Hi-Z：ハイインピーダンス 

 *2 PMR6n=1（リアルタイム出力端子）のときは、PCR6nの設定値がトリガ入力により PCRS6nに転

送された後の状態を示します。 
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10.7.4 動作説明 
ポート 6は、PMR6によって、リアルタイム出力ポートまたは汎用入出力ポートとして使用するこ

とができます。PMR6=1のときリアルタイム出力ポートとして、PMR6=0のとき汎用入出力ポートと
して機能します。図 10.2にポート 6の機能ブロック図を示します。 
 

P6/RP

RTPEGRライト

【記号説明】

PMR6

PCR6

PDR6

PCRS6

PDRS6

RTPSR1

RTPEGR

HSW

RPTRG

：ポートモードレジスタ6

：ポートコントロールレジスタ6

：ポートデータレジスタ6

：ポートコントロールレジスタスレーブ6

：ポートデータレジスタスレーブ6

：リアルタイム出力トリガ選択レジスタ

：リアルタイム出力トリガエッジ選択レジスタ

：内部トリガ信号

：外部トリガ端子

RTPSRライト

PMR6ライト

PDR6ライト

PCR6ライト

PDR6リード

RTPEGR

選択回路

選択回路

内 

部 

デ 

ー 

タ 

バ 

ス

外部トリガ
RPTRG

内部トリガ
HSW

CK

RTPSR1
CK

PMR6
CK

PDR6
CK

PCR6
CK

PDRS6
CK

PCRS6
CK

 
図 10.2 ポート 6の機能ブロック図 

 
ポート 6の機能別の動作は次のとおりです。 

 

(1) リアルタイム出力ポートの動作（PMR6=1） 

PMR6が 1のときは、リアルタイム出力ポートとして動作します。トリガが入力されると、PDR6
のデータを PDRS6に、PCR6のデータを PCRS6に転送します。このとき、PCRS6が 1であれば、対
応するビットの PDRS6のデータを RP端子に出力します。また、PCRS6が 0であれば、対応するビ
ットの RP端子はハイインピーダンス状態となります。すなわち、トリガ入力によって、端子の出力
状態（High/Low）またはハイインピーダンスを瞬時に切り替えることができます。 
一方、PDR6をリードすると、PCR6および PCRS6の値とは無関係に PDR6の値をリードします。 
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(2) 汎用入出力ポートの動作（PMR6=0） 

PMR6が 0のときは、汎用入出力ポートとして動作します。PDR6にデータを書き込むと、PDRS6
にも同じデータが書き込まれます。また、PCR6にデータを書き込むと、PCRS6にも同じデータが書
き込まれます。したがって、PDR6と PDRS6、PCR6と PCRS6はそれぞれ一つのレジスタとして扱え
るので、通常の汎用入出力ポートと同様に使用できます。すなわち、PCR6が 1であれば、対応する
ビットの PDR6のデータが P6端子に出力されます。また、PCR6が 0であれば、対応するビットの
P6端子は入力となります。 
一方、PDR6をリードすると、PCR6が 1のときには PDR6の値をリードし、PCR6が 0のときには

端子の値をリードします。 
 

10.7.5 端子状態 
ポート 6の各動作モードにおける端子状態を表 10.19に示します。 

表 10.19 ポート 6の端子状態 
端子名 リセット アクティブ スリープ スタンバイ ウォッチ サブアクティブ サブスリープ 

P67/RP7/TMBI 

P66/RP6/ADTRG 

P65/RP5 

Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

〜        

P60/RP0        

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス 

 TMBI、ADTRG入力端子に設定した場合はアクティブモード、低消費電力モードにかかわらず、端子レベ
ルは Highまたは Lowレベルが入力されている必要があります。端子レベルが中間レベルにならないよう

にしてください。 

 

10.8 ポート 7 

10.8.1 概要 
ポート 7は 8ビットの入出力ポートです。ポート 7の構成を表 10.20に示します。 
ポート 7は、標準入出力ポート（P77～P70）、HSWタイミング生成回路（プログラマブルパター

ンジェネレータ：PPG）の出力（PPG7～PPG0）、リアルタイム出力ポート（RPB～RP8)との兼用端
子になっています。切り替えは、ポートモードレジスタ 7（PMR7）、ポートモードレジスタ B（PMRB）
とポートコントロールレジスタ 7（PCR7）とで行います。 
プログラマブルパターンジェネレータ（PPG）については、「26.4 HSW（ヘッドスイッチ）タイ

ミング生成回路」を参照してください。 
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表 10.20 ポート 7の構成 
ポート 機  能 兼用機能 

PPG7（HSWタイミング出力） P77（標準入出力ポート） 

RPB（リアルタイム出力ポート端子） 

PPG6（HSWタイミング出力） P76（標準入出力ポート） 

RPA（リアルタイム出力ポート端子） 

PPG5（HSWタイミング出力） P75（標準入出力ポート） 

RP9（リアルタイム出力ポート端子） 

PPG4（HSWタイミング出力） P74（標準入出力ポート） 

RP8（リアルタイム出力ポート端子） 

P73（標準入出力ポート） PPG3（HSWタイミング出力） 

P72（標準入出力ポート） PPG2（HSWタイミング出力） 

P71（標準入出力ポート） PPG1（HSWタイミング出力） 

ポート 7 

P70（標準入出力ポート） PPG0（HSWタイミング出力） 

 

10.8.2 レジスタの構成 
ポート 7のレジスタ構成を表 10.21に示します。 

表 10.21 ポート 7のレジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

ポートモードレジスタ 7 PMR7 R/W バイト H'00 H'FFDE 

ポートモードレジスタ B PMRB R/W バイト H'0F H'FFDA 

ポートコントロールレジスタ 7 PCR7 W バイト H'00 H'FFD7 

ポートデータレジスタ 7 PDR7 R/W バイト H'00 H'FFC7 

リアルタイム出力トリガ選択レジスタ 2 RTPSR2 R/W バイト H'0F H'FFE6 

リアルタイム出力トリガエッジ選択レジスタ RTPEGR R/W バイト H'FC H'FFE4 

ポートコントロールレジスタスレーブ 7 PCRS7 － バイト H'00 － 

ポートデータレジスタスレーブ 7 PDRS7 － バイト H'00 － 

【注】 *アドレスは下位 16ビットを示します。 

 

(1) ポートモードレジスタ 7（PMR7） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PMR74 PMR73 PMR72 PMR71 PMR70

0
R/W

PMR77

R/WR/WR/W

PMR76 PMR75
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ 7（PMR7）は、ポート 7の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMR7は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR7は H'00に初期化さ

れます。 
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ビット7～0：P77/PPG77～P70/PPG0端子切り替え（PMR77～PMR70） 

P7n/PPGn端子を P7n入出力端子として使用するか、HSWタイミング生成回路出力の PPGn端子と
して使用するかを設定します。 
 

ビット n 

PMR7n 

説   明 

0 P7n/PPGn端子は、P7n入出力端子として機能 （初期値） 

1 P7n/PPGn端子は、PPGn出力端子として機能 

【注】 n＝7～0 

 

(2) ポートモードレジスタ B（PMRB） 
0

1

1

― 

 

― 
1

2

― 

 

― 
1

3

― 

 

― 
1

4

PMRB4 

 

R/W
00

5

PMRB5

 

R/W
0

7 6

PMRB6

 

R/W ― 

― 

 0
R/W

PMRB7
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ B（PMRB）は、ポート 7の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMRBは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMRBは H'0Fに初期化さ

れます。 
 

ビット7～4：P77/RP7B～P74/RP8端子切り替え（PMRB7～PMRB4） 

P7n/RPGm端子を P7n入出力端子として使用するか、リアルタイム出力ポートの RPm端子として
使用するかを設定します。（n=7～4、m=B、A、9、8） 
 

ビット n 

PMRBn 

説   明 

0 P7n/RPm端子は、P7n入出力端子として機能 （初期値） 

1 P7n/RPm端子は、RPm出力端子として機能 

【注】 n＝7～4、m=B、A、9、8 

 

ビット3～0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

(3) ポートコントロールレジスタ 7（PCR7） 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PCR74 PCR73 PCR72 PCR71 PCR70

0
W

PCR77

WWW

PCR76 PCR75
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートコントロールレジスタ 7（PCR7）は、PMRBとあわせて、ポート 7の汎用入出力の選択、

リアルタイム出力の制御をビット単位で行います。 
PMRB＝0のとき、PCR7を 1にセットすると対応する P77～P70端子は汎用出力端子となり、0に
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クリアすると汎用入力端子となります。 
PMRB＝1のとき、PCR6は対応する RPB～RP8リアルタイム出力端子の制御を行います。詳細は、

「10.8.4 動作説明」を参照してください。 
PCR7は、8ビットのライト専用レジスタです。PCR7をリードすると 1が読み出されます。リセッ

ト時、PCR7は H'00に初期化されます。 
 

ビット7～0：P77～P70端子入出力切り替え（PCR77～PCR70） 

PMRB PCR7 

ビット n ビット n 

PMRBn PCR7n 

説   明 

0 P7n/RPm端子は、P7n汎用入力端子として機能 （初期値） 0 

1 P7n/RPm端子は、P7n汎用出力端子として機能 

1 ＊ P7n/RPm端子は、RPmリアルタイム出力端子として機能 

【注】 ＊： Don’t care. 

 n＝7～4、m=B、A、9、8 
 

(4) ポートデータレジスタ 7（PDR7） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PDR74 PDR73 PDR72 PDR71 PDR70

0
R/W

PDR77

R/WR/WR/W

PDR76 PDR75
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートデータレジスタ 7（PDR7）は、ポート 7の各端子 P77～P70のデータを格納するレジスタで

す。 
PMRB＝0のとき、PCR7が 1（出力）であれば、ポート 7のリードを行うと PDR7の値を直接リー

ドします。そのため、端子の状態の影響を受けません。PCR7が 0（入力）であれば、ポート 7のリ
ードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PMRB＝1のとき、ポート 7はリアルタイム出力端子となります。詳細は、「10.8.4 動作説明」を
参照してください。 

PDR7は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PDR7は H'00に初期化され
ます。 
 

(5) リアルタイム出力トリガ選択レジスタ 2（RTPSR2） 
0

1

1

― 

 

― 
1

2

― 

 

― 
1

3

― 

 

― 
1

4

RTPSR24 

 

R/W
00

5

RTPSR25 

R/W
0

7 6

RTPSR26

 

R/W ― 

― 

 0
R/W

RTPSR27
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
リアルタイム出力トリガ選択レジスタ（RTPSR2）は、リアルタイム出力のトリガ入力として、外

部トリガ（RPTRG端子入力）を使用するか、内部トリガ（HSW）を使用するかをビット単位で設定
します。内部トリガ HSWについては、「26.4 HSW（ヘッドスイッチ）タイミング生成回路」を参
照してください。 

RTPSR2は 8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、RTPSR2は H'0Fに初期化
されます。 
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ビット7～4：RPB～RP8端子トリガ切り替え（RTPSR27～RTPSR24） 

ビット n 

RTPSR2n 

説   明 

0 トリガ入力として、外部トリガ（RPTRG端子入力）を選択 （初期値） 

1 トリガ入力として、内部トリガ（HSW）を選択 

【注】 n＝7～4 

 

(6) リアルタイム出力トリガエッジ選択レジスタ（RTPEGR） 
0

0

1

RTPEGR1

R/W
0

2

― 

 

― 
1

3

― 

 

― 
1

4

― 

 

― 
11

5

― 

 

― 
1

7 6

― 

― R/W

RTPEGR0

1
― 

― 
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
リアルタイム出力トリガエッジ選択レジスタ（RTPEGR）は、リアルタイム出力の外部または内部

トリガ入力のエッジセンスの指定を行います。 
RTPEGRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、RTPEGRは H'FCに初期

化されます。 
 

ビット7～2：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット1、0：リアルタイム出力トリガエッジセレクト（RTPEGR1、RTPEGR0） 

リアルタイム出力の外部または内部トリガ入力のエッジセンスを選択します。 
 
ビット 1 ビット 0 

RTPEGR1 RTPEGR0 

説   明 

0 トリガ入力を禁止 （初期値） 0 

1 トリガ入力の立ち上がりエッジを選択 

0 トリガ入力の立ち下がりエッジを選択 1 

1 トリガ入力の立ち上がり/立ち下がり両エッジを選択 
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10.8.3 端子機能 
ポート 7の端子機能とその選択方法を示します。 

 

(1) P77/PPG7/RPB～P74/PPG4/RP8 

PMR7のPMR7nビット、PMRBのPMRBnビットおよびPCR7のPCR7nビットにより、次のよう
に切り替わります。 

 
PMRBn PMR7n PCR7n 端子機能 出力値 PDR7nをリード 

したときの値 

0 P7n入力端子 － P7n端子 0 0 

1 P7n出力端子 PDR7n PDR7n 

0 P7n端子 0 1 

1 

PPGn出力端子 PPGn 

PDR7n 

0 Hi-Z* 1 ＊ 

1 

RPm出力端子

PDRS7n* 

PDR7n 

（n＝7～4、m=B、A、9、8） 

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス 

 ＊： Don’t care. 

 * PMRBn＝1（リアルタイム出力端子）のときは、PCR7nの設定値がトリガ入力により PCRS7nに

転送された後の状態を示します。 

 

(2) P73/PPG3～P70/PPG0 

PMR7のPMR7nビット、PCR7のPCR7nビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR7n PCR7n 端子機能 出力値 PDR7nをリードしたときの値 

0 P7n入力端子 － P7n端子 0 

1 P7n出力端子 PDR7n PDR7n 

0 P7n端子 1 

1 

PPGn出力端子 PPGn 

PDR7n 
（n＝3～0） 
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10.8.4 動作説明 
ポート 7は、PMRBによって、リアルタイム出力ポートまたは汎用入出力ポートとして使用するこ

とができます。PMRB＝1のときリアルタイム出力ポートとして、PMRB＝0のとき汎用入出力ポート
として機能します。図 10.3にポート 7の機能ブロック図を示します。 

 

P7/RP

RTPEGRライト

【記号説明】

PMRB

PCR7

PDR7

PCRS7

PDRS7

RTPSR2

RTPEGR

HSW

RPTRG

：ポートモードレジスタB

：ポートコントロールレジスタ7

：ポートデータレジスタ7

：ポートコントロールレジスタスレーブ7

：ポートデータレジスタスレーブ7

：リアルタイム出力トリガ選択レジスタ

：リアルタイム出力トリガエッジ選択レジスタ

：内部トリガ信号

：外部トリガ端子

RTPSR2ライト

PMRAライト

PDR7ライト

PCR7ライト

PDR7リード

RTPEGR

選択回路

選択回路

内 

部 

デ 

ー 

タ 

バ 

ス

外部トリガ
RPTRG

内部トリガ
HSW

CK

RTPSR2
CK

PMRB
CK

PDR7
CK

PCR7
CK

PDRS7
CK

PCRS7
CK

 
図 10.3 ポート 7の機能ブロック図 
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ポート 7の機能別の動作は次のとおりです。 
 

(1) リアルタイム出力ポートの動作（PMRB＝1） 

PMRBが 1のときは、リアルタイム出力ポートとして動作します。トリガが入力されると、PDR7
のデータを PDRS7に、PCR7のデータを PCRS6に転送します。このとき、PCRS7が 1であれば、対
応するビットの PDRS7のデータを RP端子に出力します。また、PCRS7が 0であれば、対応するビ
ットの RP端子はハイインピーダンス状態となります。すなわち、トリガ入力によって、端子の出力
状態（High/Low）またはハイインピーダンスを瞬時に切り替えることができます。 
一方、PDR7をリードすると、PCR7および PCRS7の値とは無関係に PDR7の値をリードします。 

 

(2) 汎用入出力ポートの動作（PMRB＝0） 

PMRBが 0のときは、汎用入出力ポートとして動作します。PDR7にデータを書き込むと、PDRS7
にも同じデータが書き込まれます。また、PCR7にデータを書き込むと、PCRS7にも同じデータが書
き込まれます。したがって、PDR7と PDRS7、PCR7と PCRS7はそれぞれ一つのレジスタとして扱え
るので、通常の汎用入出力ポートと同様に使用できます。すなわち、PCR7が 1であれば、対応する
ビットの PDR7のデータが P7端子に出力されます。また、PCR7が 0であれば、対応するビットの
P7端子は入力となります。 
一方、PDR7をリードすると、PCR7が 1のときには PDR7の値をリードし、PCR7が 0のときには

端子の値をリードします。 
 

10.8.5 端子状態 
ポート 7の各動作モードにおける端子状態を表 10.22に示します。 

表 10.22 ポート 7の端子状態 
端子名 リセット アクティブ スリープ スタンバイ ウォッチ サブアクティブ サブスリープ 

P77/PPG7/RPB 

〜 
P74/PPG4/RP8 

P73/PPG3 
〜 

P70/PPG0 

Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス 

 

10.9 ポート 8 

10.9.1 概要 
ポート 8は 8ビットの入出力ポートです。ポート 8の構成を表 10.23に示します。 
ポート 8は、標準電流入出力ポート（P87～P80）と、外部 CTL信号入力（EXCTL）、プリアンプ

出力結果信号入力（COMP）、色信号出力（R、G、B）、プリアンプ出力選択信号出力（H.Amp SW）、
色信号処理制御信号出力（C. Rotary）、DPG信号入力（DPG）、キャプスタン外部同期信号入力（EXCAP）、
OSD文字表示位置出力（YBO）、OSDキャラクタデータ出力（YCO）、外部基準信号入力（EXTTRG）
との兼用端子になっています。切り替えは、ポートモードレジスタ 8（PMR8）、ポートモードレジ
スタ C（PMRC）とポートコントロールレジスタ 8（PCR8）とで行います。 
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表 10.23 ポート 8の構成 
ポート 機  能 兼用機能 

P87（標準入出力ポート） DPG（DPG信号入力） 

P86（標準入出力ポート） EXTTRG（外部基準信号入力） 

COMP（プリアンプ出力結果信号入力） P85（標準入出力ポート） 

B（色信号出力） 

H. Amp SW（プリアンプ出力選択信号出力） P84（標準入出力ポート） 

G（色信号出力） 

C. Rotary（色信号処理制御信号出力） P83（標準入出力ポート） 

R（色信号出力） 

P82（標準入出力ポート） EXCTL（外部 CTL信号入力） 

EXCAP（キャプスタン外部同期信号入力） P81（標準入出力ポート） 

YBO（OSD文字表示位置出力） 

ポート 8 

P80（標準入出力ポート） YCO（OSDキャラクタデータ出力） 

 

10.9.2 レジスタの構成 
ポート 8のレジスタ構成を表 10.24に示します。 

表 10.24 ポート 8のレジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

ポートモードレジスタ 8 PMR8 R/W バイト H'00 H'FFDF 

ポートモードレジスタ C PMRC R/W バイト H'C5 H'FFE0 

ポートコントロールレジスタ 8 PCR8 W バイト H'00 H'FFD8 

ポートデータレジスタ 8 PDR8 R/W バイト H'00 H'FFC8 

【注】 *アドレスは下位 16ビットを示します。 

 

(1) ポートモードレジスタ 8（PMR8） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

PMR84 

 

R/W
00

5

PMR85 

 

R/W

6

PMR86 

 

R/W
0

7

PMR87 

 

R/W

PMR83 PMR82 PMR81 PMR80

0
R/WR/W

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ 8（PMR8）は、ポート 8の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMR8は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR8は H'00に初期化さ

れます。 
EXCTL、COMP、DPG、EXTTRG入力端子に設定した場合は、アクティブモード、低消費電力モ

ードにかかわらず、端子レベルは Highまたは Lowレベルが入力されている必要があります。端子レ
ベルが中間レベルにならないようにしてください。 
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ビット7：P87/DPG端子切り替え（PMR87） 

P87/DPG端子を P87入出力端子として使用するか、DPG信号入力端子として使用するかを設定し
ます。 
 
ビット 7 

PMR87 

説   明 

0 P87/DPG端子は、P87入出力端子として機能 （初期値） 

（ドラム制御系入力を重畳入力とする） 

1 P87/DPG端子は、DPG入力端子として機能 

（ドラム制御系入力を分離入力とする） 

 

ビット6：P86/EXTTRG端子切り替え（PMR86） 

P86/EXTTRG端子を P86入出力端子として使用するか、外部基準信号入力端子として使用するかを
設定します。 
 
ビット 6 

PMR86 

説   明 

0 P86/EXTTRG端子は、P86入出力端子として機能 （初期値） 

1 P86/EXTTRG端子は、EXTTRG入力端子として機能 

 

ビット5：P85/COMP端子切り替え（PMR85） 

P85/COMP端子を P85入出力端子として使用するか、プリアンプ出力結果信号入力の COMP端子
として使用するかを設定します。 
 
ビット 5 

PMR85 

説   明 

0 P85/COMP端子は、P85入出力端子として機能 （初期値） 

1 P85/COMP端子は、COMP入力端子として機能 

 

ビット4：P84/H. Amp SW端子切り替え（PMR84） 

P84/H. Amp SW端子を P84入出力端子として使用するか、プリアンプ出力選択信号出力の H. Amp 
SW端子として使用するかを設定します。 
 
ビット 4 

PMR84 

説   明 

0 P84/H. Amp SW端子は、P84入出力端子として機能 （初期値） 

1 P84/H. Amp SW端子は、H. Amp SW出力端子として機能 
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ビット3：P83/C. Rotary端子切り替え（PMR83） 

P83/C. Rotary端子を P83入出力端子として使用するか、色信号処理制御信号出力の C. Rotary端子
として使用するかを設定します。 
 
ビット 3 

PMR83 

説   明 

0 P83/C. Rotary端子は、P83入出力端子として機能 （初期値） 

1 P83/C. Rotary端子は、C. Rotary出力端子として機能 

 

ビット2：P82/EXCTL端子切り替え（PMR82） 

P82/EXCTL端子を P82入出力端子として使用するか、外部 CTL信号入力の EXCTL入力端子とし
て使用するかを設定します。 
 
ビット 2 

PMR82 

説   明 

0 P82/EXCTL端子は、P82入出力端子として機能 （初期値） 

1 P82/EXCTL端子は、EXCTL入力端子として機能 

 

ビット1：P81/EXCAP端子切り替え（PMR81） 

P81/EXCAP端子を P81入出力端子として使用するか、キャプスタン外部同期信号入力の EXCAP
端子として使用するかを設定します。 
 
ビット 1 

PMR81 

説   明 

0 P81/EXCAP端子は、P81入出力端子として機能 （初期値） 

1 P81/EXCAP端子は、EXCAP入力端子として機能 

 

ビット0：P80/YCO端子切り替え（PMR80） 

P80/YCO端子を P80入出力端子として使用するか、OSDキャラクタデータ出力の YCO端子として
使用するかを設定します。 
 
ビット 0 

PMR80 

説   明 

0 P80/YCO端子は、P80入出力端子として機能 （初期値） 

1 P80/YCO端子は、YCO出力端子として機能 
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(2) ポートモードレジスタ C（PMRC） 
0

1

1

PMRC1 

R/W
0

2

― 

 

― 
1

3

PMRC3 

 

R/W
0

4

PMRC4 

 

R/W
00

5

PMRC5

 

R/W
1

7 6

―

 

― ― 

― 

 1
― 

― 
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ C（PMRC）は、ポート 8の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMRCは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMRCは H'C5に初期化さ

れます。 
 

ビット7、6、2、0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット5：P85/B端子切り替え（PMRC5） 

P85/B端子を P85入出力端子として使用するか、OSD色信号出力の B端子として使用するかを設
定します。 
 
ビット 5 

PMRC5 

説   明 

0 P85/B端子は、P85入出力端子として機能 （初期値） 

1 P85/B端子は、B出力端子として機能 

 

ビット4：P84/G端子切り替え（PMRC4） 

P84/G端子を P84入出力端子として使用するか、OSD色信号出力の G端子として使用するかを設
定します。 
 
ビット 4 

PMRC4 

説   明 

0 P84/G端子は、P84入出力端子として機能 （初期値） 

1 P84/G端子は、G出力端子として機能 

 

ビット3：P83/R端子切り替え（PMRC3） 

P83/R端子を P83入出力端子として使用するか、OSD色信号出力の R端子として使用するかを設
定します。 
 
ビット 3 

PMRC3 

説   明 

0 P83/R端子は、P83入出力端子として機能 （初期値） 

1 P83/R端子は、R出力端子として機能 
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ビット1：P81/YBO端子切り替え（PMRC1） 

P81/YBO端子を P81入出力端子として使用するか、OSD文字表示位置出力の YBO端子として使用
するかを設定します。 
 
ビット 1 

PMRＣ１ 

説   明 

0 P81/YBO端子は、P81入出力端子として機能 （初期値） 

1 P81/YBO端子は、YBO出力端子として機能 

 

(3) ポートコントロールレジスタ 8（PCR8） 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PCR84 PCR83 PCR82 PCR81 PCR80

0
W

PCR87

WWW

PCR86 PCR85
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートコントロールレジスタ 8（PCR8）は、ポート 8の各端子 P87～P80の入出力をビット単位で

制御します。PCR8を 1にセットすると対応する P87～P80端子は出力端子となり、0にクリアすると
入力端子となります。当該端子が汎用入出力に設定されている場合に、PCR8および PDR8の設定が
有効になります。 

PCR8は 8ビットのライト専用レジスタです。PCR8をリードすると 1が読み出されます。リセッ
ト時、PCR8は H'00に初期化されます。 
 

ビット7～0：P87～P80端子入出力切り替え（PCR87～PCR80） 

ビット n 

PCR8n 

説   明 

0 P8n端子は、入力端子として機能 （初期値） 

1 P8n端子は、出力端子として機能 
（n＝7～0） 

 

(4) ポートデータレジスタ 8（PDR8） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PDR84 PDR83 PDR82 PDR81 PDR80

0
R/W

PDR87

R/WR/WR/W

PDR86 PDR85
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートデータレジスタ 8（PDR8）は、ポート 8の各端子 P87～P80のデータを格納するレジスタで

す。PCR8が 1（出力）のとき、ポート 8のリードを行うと PDR8の値を直接リードします。そのた
め、端子の状態の影響を受けません。PCR8が 0（入力）のとき、ポート 8のリードを行うと端子の
状態が読み出されます。 

PDR8は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PDR8は H'00に初期化され
ます。 
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10.9.3 端子機能 
ポート 8の端子機能とその選択方法を示します。 

 

(1) P87/DPG 

PMR8のPMR87ビットおよびPCR8のPCR87ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR87 PCR87 端子機能 

0 P87入力端子 0 

1 P87出力端子 

1 ＊ DPG入力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(2) P86/EXTTRG 

PMR8のPMR86ビットおよびPCR8のPCR86ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR86 PCR86 端子機能 

0 P86入力端子 0 

1 P86出力端子 

1 ＊ EXTTRG入力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(3) P85/COMP/B 

PMR8のPMR85ビット、PMRCのPMRC5ビットおよびPCR8のPCR85ビットにより、次のよう
に切り替わります。 

 
PMRC5 PMR85 PCR85 端子機能 

0 P85入力端子 0 0 

1 P85出力端子 

＊ 1 ＊ COMP入力端子 

1 0 ＊ B出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(4) P84/H. Amp SW/G 

PMR8のPMR84ビット、PMRCのPMRC4ビットおよびPCR8のPCR84ビットにより、次のよう
に切り替わります。 

 
PMRC4 PMR84 PCR84 端子機能 

0 P84入力端子 0 0 

1 P84出力端子 

＊ 1 ＊ H. Amp SW出力端子 

1 0 ＊ G出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 
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(5) P83/C. Rotary/R 

PMR8のPMR83ビット、PMRCのPMRC3ビットおよびPCR8のPCR83ビットにより、次のよう
に切り替わります。 

 
PMRC3 PMR83 PCR83 端子機能 

0 P83入力端子 0 0 

1 P83出力端子 

＊ 1 ＊ C. Rotary出力端子 

1 0 ＊ R出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(6) P82/EXCTL 

PMR8のPMR82ビットおよびPCR8のPCR82ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR82 PCR82 端子機能 

0 P82入力端子 0 

1 P82出力端子 

1 ＊ EXCTL入力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(7) P81/EXCAP/YBO 

PMR8のPMR81ビット、PMRCのPMRC1ビットおよびPCR8のPCR81ビットにより、次のよう
に切り替わります。 

 
PMRC1 PMR81 PCR81 端子機能 

0 P81入力端子 0 0 

1 P81出力端子 

＊ 1 ＊ EXCAP出力端子 

1 0 ＊ YBO出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

(8) P80/YCO 

PMR8のPMR80ビットおよびPCR8のPCR80ビットにより、次のように切り替わります。 
 

PMR80 PCR80 端子機能 

0 P80入力端子 0 

1 P80出力端子 

1 ＊ YCO出力端子 

【注】 ＊： Don’t care. 
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10.9.4 端子状態 
ポート 8の各動作モードにおける端子状態を表 10.25に示します。 

表 10.25 ポート 8の端子状態 
端子名 リセット アクティブ スリープ スタンバイ ウォッチ サブアクティブ サブスリープ 

P87/DPG 

P86/EXTTRG 

P85/COMP/B 

P84/H.Amp SW/G 

P83/C.Rotary/R 

P82/EXCTL 

P81/EXCAP/YBO 

P80/YCO 

Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス 

 EXCTL、COMP、DPG、EXTTRG入力端子に設定した場合は、アクティブモード、低消費電力モードに

かかわらず、端子レベルは Highまたは Lowレベルが入力されている必要があります。端子レベルが中間

レベルにならないようにしてください。 

 DPGは常に機能するため、兼用されている端子はアクティブモード、低消費電力モードにかかわらず、

Highまたは Lowレベルの端子レベルが入力されている必要があります。 
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11. タイマ A 

11.1 概要 
タイマ Aは 8ビットのインターバルタイマです。32.768kHzの水晶発振子を接続すると時計用タイ

マとして使用できます。 
 

11.1.1 特長 
タイマ Aの特長を以下に示します。 

• 8種類の内部クロック（φ/16384、φ/8192、φ/4096、φ/1024、φ/512、φ/256、φ/64、φ/16）
が選択可能です。 

• 時計用タイマとして 4種類のオーバフロー周期（1s、0.5s、0.25s、0.03125s）が選択可能
（32.768kHz水晶発振子を使用） 

• カウンタのオーバフローで割り込み要求を発生 
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11.1.2 ブロック図 
タイマ Aのブロック図を図 11.1に示します。 

 

【記号説明】

TMA

32kHz
水晶発振

インターバルタイマ
のオーバフロー

システム
クロック

φw

φw/128

φ/16384、φ/8192、
φ/4096、φ/1024、
φ/512、φ/256、
φ/64、φ/16

φ�

TCA

：タイマモードレジスタA

：タイマカウンタA

【注】*　TCAの入力クロックがプリスケーラW出力(φw/128 )の
　　　　 場合のみ、選択可能です。

プリスケーラS
(PSS) 割り込み�

発生回路�

プリスケーラユニット

プリスケーラW
(PSW)

TCA

1/4
TMA

割り込み
要求

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

÷
8 

*

÷
64

 *

÷
12

8 
*

÷
25

6 
*

 
図 11.1 タイマ Aブロック図 

 

11.1.3 レジスタ構成 
タイマ Aのレジスタ構成を表 11.1に示します。 

表 11.1 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

タイマモードレジスタ A TMA R/W バイト H'30 H'FFBA 

タイマカウンタ A TCA R バイト H'00 H'FFBB 

【注】 *アドレスは下位 16ビットを示します。 
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11.2 各レジスタの説明 

11.2.1 タイマモードレジスタ A（TMA） 
0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

―�

�

―�

1

5

―�

�

―�

1

6

0

7

R/WR/WR/W

TMAIE

0

R/(W)*

TMAOV TMA3 TMA2 TMA1 TMA0

【注】*　フラグをクリアするための 0 ライトのみ可能です。

ビット

初期値

R/W

:

:

:

 
 
タイマモードレジスタ A（TMA）は、タイマ Aの割り込みの制御、入力クロックの選択を行いま

す。 
TMAは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、TMAは H'30に初期化され

ます。 
 

ビット7：タイマAオーバフローフラグ（TMAOV） 

TCAがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示すステータスフラグです。 
 
ビット 7 

TMAOV 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
TMAOV＝1の状態で、TMAOVフラグをリード後、TMAOVフラグに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
TCAがオーバフローしたとき 

 

ビット6：タイマA割り込みイネーブル（TMAIE） 

TCAがオーバフローし、TMAの TMAOVが 1にセットされたとき、タイマ Aによる割り込み
（TMAI）の発生を許可/禁止します。 
 
ビット 6 

TMAIE 

説   明 

0 タイマ Aによる割り込み（TMAI）の発生を禁止 （初期値） 

1 タイマ Aによる割り込み（TMAI）の発生を許可 
 

ビット5、4：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット3：クロックソース、プリスケーラ選択（TMA3） 

タイマ Aのクロックソースを PSSとするか PSWとするかを選択します。 
 
ビット 3 

TMA3 

説   明 

0 タイマ Aのクロックソースは PSS （初期値） 

1 タイマ Aのクロックソースは PSW 
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ビット2～0：クロックセレクト（TMA2～TMA0） 

TCAに入力するクロックを選択します。TMA3ビットとの組み合わせで以下のようになります。 
 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

TMA3 TMA2 TMA1 TMA0 

プリスケーラ分周比（インターバルタイマ）、
またはオーバフロー周期（タイムベース） 

動作モード 

0 PSS、φ/16384（初期値） 0 

1 PSS、φ/8192 

0 PSS、φ/4096 

0 

1 

1 PSS、φ/1024 

0 PSS、φ/512 0 

1 PSS、φ/256 

0 PSS、φ/64 

0 

1 

1 

1 PSS、φ/16 

インターバル
タイマモード 

0 1s 0 

1 0.5s 

0 0.25s 

0 

1 

1 0.03125s 

0 0 

1 

0 

1 

1 

1 

1 

PSWおよび TCAを H'00にクリア 

時計用タイム
ベースモード 

【注】 φ＝f osc 

 

11.2.2 タイマカウンタ A（TCA） 
0

0

1

0

R

2

0

R

3

0

4567

RR

TCA3

0

R

TCA4

0

R

TCA5

0

R

TCA6

0

R

TCA7 TCA2 TCA1 TCA0

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマカウンタ A（TCA）は、8ビットのアップカウンタで、入力する内部クロックによりカウン

トアップされます。入力するクロックは、TMAの TMA3～TMA0ビットにより選択されます。 
TCAがオーバフローすると TMAの TMAOVビットが 1にセットされます。 
TCAは、TMAの TMA3、TMA2ビットを 11に設定することでクリアできます。 
TCAは、常にリード可能です。リセット時、TCAは H'00に初期化されます。 
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11.2.3 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

1

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

1

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

:

:

:  
 

MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御
を行います。 

MSTP15ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でタイマ Aは動作を停止してモジュ
ールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5モジュールストップモード」を参照してください。
MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
 

ビット7：モジュールストップ（MSTP15） 

タイマ Aのモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRH 

ビット 7 

MSTP15 

説   明 

0 タイマ Aのモジュールストップモード解除 

1 タイマ Aのモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

11.3 動作説明 
タイマ Aは 8ビットのタイマで、インターバルタイマとして、また、32.768kHzの水晶発振子を接

続すると時計用タイムベースとして使用できます。 
 

11.3.1 インターバルタイマの動作 
TMAの TMA3ビットを 0にクリアすると、タイマ Aは 8ビットインターバルタイマとして動作し

ます。 
リセット時は、TCAは H'00に、また、TMA3ビットは 0にクリアされるため、リセット直後は、

インターバルカウンタとして停止することなくカウントアップを続けます。タイマ Aの動作クロック
は、TMAの TMA2～TMA0ビットにより、PSSの出力する 8種類の内部クロックを選択できます。 

TCAのカウント値が H'FFになった後、クロックが入力されると、タイマ Aはオーバフローし、TMA
の TMAOVビットが 1にセットされます。このとき、TMAの TMAIEビットが 1ならば割り込みを
発生します。 
オーバフロー時には、TCAのカウント値は H'00に戻り、再びカウントアップを開始します。した

がって、256の入力クロックごとに、周期的にオーバフロー出力を発生するインターバルタイマとし
て動作します。 
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11.3.2 時計用タイマの動作 
TMAの TMA3ビットを 1にセットすると、タイマ Aは時計用タイムベースとして動作します。タ

イマ Aのオーバフロー周期は TMAの TMA1、TMA0ビットにより、PSWの出力するクロックをカウ
ントして 4種類を選択できます。 

11.3.3 カウントの初期化 
TMA3、TMA2ビットを 11に設定すると、PSWおよび TCAは H'00にクリアされて停止します。

この状態から TMA3、TMA2ビットに 10を書き込むことにより、タイマ Aは時計用タイムベースモ
ードで H'00からカウントを開始します。 

TMA3、TMA2ビットによる PSWおよび TCAのクリア後、TMA3、TMA2ビットに 00または 01
を書き込むと、タイマ Aはインターバルタイマモードで H'00からカウントを開始しますが、PSSは
クリアされていないので、最初のカウントまでの期間は一定ではありません。 
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12. タイマ B 

12.1 概要 
タイマ Bは、8ビットのアップカウンタです。タイマ Bには、インターバル機能、オートリロ－ド

機能の 2種類の機能があります。 
 

12.1.1 特長 
• 7種類の内部クロック（φ/16384、φ/4096、φ/1024、φ/512、φ/128、φ/32、φ/8）と外部
クロックからの選択が可能です。 

• カウンタのオーバフローで割り込み要求を発生します。 
 

12.1.2 ブロック図 
タイマ Bのブロック図を図 12.1に示します。 
 

【記号説明】

TMB

φ/16384

φ/4096

φ/1024

φ/512

φ/128

φ/32

φ/8

TMBI

TCB
：タイマモードレジスタB
：タイマカウンタB

TLB
TMBI

：タイマリロードレジスタB
：タイマBイベント入力端子

リロード

クロックソース

オーバフロー

タイマB
割り込み要求

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

TCB

TMB

TLB

割り込み�
発生回路�

 
図 12.1 タイマ Bブロック図 
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12.1.3 端子構成 
タイマ Bの端子構成を表 12.1に示します。 

表 12.1 端子構成 
名   称 略 称 入出力 機   能 

タイマ Bイベント入力 TMBI 入 力 TCBに入力するイベント入力端子 

 

12.1.4 レジスタ構成 
タイマ Bのレジスタ構成を表 12.2に示します。 
TCBと TLBとは、同じアドレスに割り付けられています。リード/ライトによりそれぞれのレジス

タがアクセスされます。 

表 12.2 レジスタ構成 
名   称 略 称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

タイマモードレジスタ B TMB R/W バイト H'18 H'D110 

タイマカウンタ B TCB R バイト H'00 H'D111 

タイマロードレジスタ B TLB W バイト H'00 H'D111 

ポートモードレジスタ A PMRA R/W バイト H'3F H'FFD9 

【注】 *アドレスは下位 16ビットを示します。 

 

12.2 各レジスタの説明 

12.2.1 タイマモードレジスタ B（TMB） 
0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

―�

�

―�

1

4

―�

�

―�

1

5

0

6

0

7

R/WR/W

TMBIE

R/(W)*

TMBIF

0

R/W

TMB17 TMB12 TMB11 TMB10

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

:

:

:

 
 
TMBは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、割り込みの制御、オートリロード機能の選

択および入力クロックの選択を行います。 
リセット時に TMBは H'18に、初期化されます。 

 

ビット7：オートリロード機能選択（TMB17） 

タイマ Bのオートリロード機能を選択します。 
ビット 7 

TMB17 

説   明 

0 インターバル機能を選択 （初期値） 

1 オートリロード機能を選択 
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ビット6：タイマB割り込み要求フラグ（TMBIF） 

タイマ B割り込み要求フラグです。TCBがオーバフローしたことを示します。 
ビット 6 

TMBIF 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

TCBがオーバフローしたとき 

 

ビット5：タイマB割り込みイネーブル（TMBIE） 

TCBがオーバフローし、TMBIFが 1にセットされたとき、タイマ B割り込みの発生を許可/禁止し
ます。 
ビット 5 

TMBIE 

説   明 

0 タイマ B割り込みの発生を禁止 （初期値） 

1 タイマ B割り込みの発生を許可 

 

ビット4、3：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット2～0：クロックセレクト（TMB12～TMB10） 

TCBに入力するクロックを選択します。外部からのイベント入力は、立ち上がり/立ち下がりエッ
ジの選択が可能です。 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 

TMB12 TMB11 TMB10 

説   明 

0 0 0 内部クロック：φ/16384でカウント （初期値） 

0 0 1 内部クロック：φ/4096 でカウント 

0 1 0 内部クロック：φ/1024でカウント 

0 1 1 内部クロック：φ/512でカウント 

1 0 0 内部クロック：φ/128でカウント 

1 0 1 内部クロック：φ/32でカウント 

1 1 0 内部クロック：φ/8でカウント 

1 1 1 外部イベント（TMBI）の立ち上がり/立ち下がりエッジでカウント* 

【注】 * 外部イベントのエッジ選択は、ポートモードレジスタ A（PMRA）の PMRA6により設定します。

「12.2.4ポートモードレジスタ A（PMRA）」を参照してください。 
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12.2.2 タイマカウンタ B（TCB） 
0

0

1

0

R

2

0

R

345

0

6

0

7

RR

TCB15

0

R

TCB14

0

R

TCB13

R

TCB16

0

R

TCB17 TCB12 TCB11 TCB10

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 

TCBは、8ビットのリード可能なレジスタで、入力する内部クロック/外部イベントによりカウン
トアップされます。入力ロックは、TMBの TMB12～TMB10により選択します。 

TCBがオーバフロー（H'FF→H'00または H'FF→TLBの設定値）すると、タイマ B割り込み要求が
発生します。 
リセット時に TCBは H'00に、初期化されます。 

 

12.2.3 タイマロードレジスタ B（TLB） 
0

0

1

0

W

2

0

W

345

0

6

0

7

WW

TLB15

0

W

TLB14

0

W

TLB13

W

TLB16

0

W

TLB17 TLB12 TLB11 TLB10

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 

TLBは、8ビットのライト専用のレジスタで、TCBのリロード値を設定します。 
TLBにリロード値を設定すると、同時にその値は TCBにもロードされ、TCBはその値からカウン

トアップを開始します。また、オートリロード動作時、TCBがオーバフローすると TCBに TLBの値
がロードされます。したがって、オーバフロー周期を 1～256入力クロックの範囲で設定することが
できます。 
リセット時に TLBは H'00に、初期化されます。 

 

12.2.4 ポートモードレジスタ A（PMRA） 
0

―�

�

―�

1

1

―

2

1

―

34

―�

�

―�

1

5

―�

�

―�

6

PMRA6�

�

R/W

7

PMRA7�

�

R/W

―

1

―

― ―

ビット

初期値

R/W

1100

:

:

:  
 
ポートモードレジスタ A（PMRA）は、ポート 6の端子機能の切り替え、および、タイマ Bイベン

ト入力（TMBI）のエッジセンスの指定を行います。 
PMRAは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMRAは H'3Fに初期化さ

れます。 
ビット 6以外については、「10.7 ポート 6」を参照してください。 
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ビット6：タイマBイベント入力エッジセレクト（PMRA6） 

TMBI端子の入力エッジセンスを選択します。 
ビット 6 

PMRA6 

説   明 

0 タイマ Bイベント入力は立ち下がりエッジを検出 （初期値） 

1 タイマ Bイベント入力は立ち上がりエッジを検出 

 

12.2.5 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

1

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

1

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

:

:

:  
 

MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御
を行います。 

MSTP14ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でタイマ Bは動作を停止してモジュ
ールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
 

ビット6：モジュールストップ（MSTP14） 

タイマ Bのモジュールストップモードを指定します。 
MSTPCRH 

ビット 6 

MSTP14 

説   明 

0 タイマ Bのモジュールストップモード解除 

1 タイマ Bのモジュールストップモード設定 （初期値） 
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12.3 動作説明 

12.3.1 インターバルタイマの動作 
TMBの TMB17を 0に設定すると、タイマ Bは 8ビットインターバルタイマとして動作します。 
リセット時、TCBは H'00、TMB17は 0にクリアされるため、リセット直後は、インターバルタイ

マとして停止することなくカウントアップを続けます。クロックソースは、TMBの TMB12～TMB10
により、プリスケーラユニットの出力する 7種類の内部クロック、TMBI入力端子からの外部クロッ
クを選択できます。 

TCBのカウント値が H'FFになったあと、クロックが入力されると、タイマ Bはオーバフローし、
TMBの TMBIFが 1にセットされます。このとき、TMBの TMBIEが 1ならば、割り込みを発生しま
す。 
オーバフロー時には、TCBのカウント値は H'00に戻り、再び、カウントアップを開始します。イ

ンターバルタイマ動作時に、TLBに値を設定すると、同時に TCBにも TLBの値をロードします。 
 

12.3.2 オートリロードタイマの動作 
TMBの TMB17を 1に設定すると、タイマ Bは 8ビットオートリロードタイマとして動作します。

TLBにリロード値を設定すると、同時にその値が TCBにロードされ、TCBはその値からカウントア
ップを開始します。 

TCBのカウント値が H'FFになったあと、クロックが入力されると、タイマ Bはオーバフローし、
TLB の値が TCBにロードされ、その値からカウントアップを続けます。したがって、TLBの値によ
り、オーバフロー周期を 1～256入力クロックの範囲で設定できます。 
オートリロード動作時のクロックソース、割り込みについてはインターバル動作時と同様です。オ

ートリロード動作時に、TLBの値を再設定すると、同時に TCBにも TLBの値をロードします。 
 

12.3.3 イベントカウンタ 
タイマ Bは、TMBI端子をイベント入力端子とするイベントカウンタとして動作します。TMBの

TMB12～TMB10を 111に設定すると、クロックソースとして外部イベントが選択され、TCBは TMBI
端子入力の立ち上がりまたは立ち下がりエッジでカウントアップします。 
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13. タイマ J 

13.1 概要 
タイマ Jは 2本のカウンタで構成されています。リロード、イベントカウントなどの動作モードが

あります。 
 

13.1.1 特長 
タイマ Jは、8ビットのリロードタイマと 8/16ビットの切り替え可能なリロードタイマから構成さ

れており、次の各種機能を切り替えて使用できます。また、2本のタイマは独立または連結して動作
させることができます。 

• リロードタイマ 
•  イベントカウンタ 
•  リモコン送信 
•  Take up/Supply Reel Pulse分周 

 

13.1.2 ブロック図 
タイマ Jのブロック図を図 13.1に示します。TMJ-1と TMJ-2との 2本のリロードタイマにより構

成されています。 
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図 13.1 タイマ Jのブロック図 
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13.1.3 端子構成 
タイマ Jの端子構成を表 13.1に示します。 

表 13.1 端子構成 
名称 略称 入出力 機能 

イベント入力端子 IRQ1 入力 TMJ-1イベント入力 

イベント入力端子 IRQ2 入力 TMJ-2イベント入力 

 

13.1.4 レジスタの構成 
タイマ Jのレジスタ構成を表 13.2に示します。 
TCJと TLJ、TCKと TLKは、それぞれ同一のアドレスに割り付けられています。 
リードまたはライトによってアクセス対象が選択されます。 

表 13.2 レジスタ構成 
名称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス*2 

タイマモードレジスタ J TMJ R/W バイト H'00 H'D13A 

タイマ Jコントロールレジスタ TMJC R/W バイト H'09 H'D13B 

タイマ Jステータスレジスタ TMJS R/(W) *1 バイト H'3F H'D13C 

タイマカウンタ J TCJ R バイト H'FF H'D139 

タイマカウンタ K TCK R バイト H'FF H'D138 

タイマロードレジスタ J TLJ W バイト H'FF H'D139 

タイマロードレジスタ K TLK W バイト H'FF H'D138 

【注】 *1 フラグクリアのための 0ライトのみ可能です。 

 *2 アドレスは下位 16ビットを示します。 
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13.2 各レジスタの説明 

13.2.1 タイマモードレジスタ J（TMJ） 
0

0

1

0

R

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/WR/W

ST

R/W

PS10

0

R/W

PS11 8/16 PS21 PS20 TGL T/R

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマモードレジスタ J（TMJ）は、TMJ-1、TMJ-2の入力クロックの選択や、動作モードの設定

を行います。 
TMJは、8ビットのレジスタで、ビット 1はリード専用、他のビットはリード/ライト可能です。

リセット時、TMJは H'00に初期化されます。 
リモコンモード以外のモードでは、TMJにライトするとカウンタ（TCJ、TCK）が H'FFに初期化

されます。 
 

ビット7、6：TMJ-1入力クロック選択（PS11、PS10） 

TMJ-1に入力するクロックを選択します。外部クロックによるカウントは立ち上がりエッジまたは
立ち下がりエッジの選択が可能です。 
 
ビット 7 ビット 6 

PS11 PS10 

説   明 

 

0 PSS、φ/512でカウント （初期値） 0 

1 PSS、φ/256でカウント 

0 PSS、φ/4でカウント 1 

1 外部クロック（IRQ1）の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジでカウント
* 

【注】 * 外部クロックのエッジ選択は、IRQエッジセレクトレジスタ（IEGR）により設定します。「6.2.4 IRQ

エッジセレクトレジスタ（IEGR）」を参照してください。 

  リモコンモードで外部クロックを使用するときは、IRQ1のエッジと IRQ2のエッジとを逆のエッジ

に設定してください。（IRQ1↓のときは IRQ2↑、IRQ1↑のときは IRQ2↓としてください。） 

 

ビット5：リモコン動作スタート（ST） 

リモコン送信動作時のスタートビットです。1にセットすると TMJ-1にクロックが供給され、送信
動作を開始します。0にクリアするとクロックの供給が止まり、動作が中断します。STビットは、リ
モコンモードのとき、すなわち、ビット 0（T/Rビット）が 1、ビット 4（8/16ビット）が 0のとき、
有効になります。リモコンモード以外のモードでは、0に固定されます。リモコン動作中に低消費電
力モードへ遷移すると、STビットは 0にクリアされます。アクティブモードへ復帰後、再スタート
時には、1をライトしてください。 
 
ビット 5 

ST 

説   明 

0 リモコンモードのとき、TMJ-1のクロック供給を止めます （初期値） 

1 リモコンモードのとき、TMJ-1にクロックを供給します 
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ビット4：8ビット/16ビット動作切り替え（8/16） 

タイマ Jを 2本の 8ビットタイマ/カウンタとして使用するか、16ビットのタイマ/カウンタとして
使用するかを設定します。16ビット動作時のときにも、TMJ-1からの TMJ1I割り込み要求は有効で
す。 
 
ビット 4 

8/16 

説   明 

0 TMJ-1、TMJ-2は、別々に動作します （初期値） 

1 TMJ-1と TMJ-2とで、16ビットとして動作します 

 

ビット3、2：TMJ-2入力クロック選択（PS21、PS20） 

タイマ Jコントロールレジスタ（TMJC）の PS22と組み合わせて TMJ-2に入力するクロックを選
択します。外部クロックによるカウントは立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジの選択が可能で
す。詳細は、「13.2.2 タイマ Jコントロールレジスタ（TMJC）」を参照してください。 
 

ビット1：TMJ-2トグルフラグ（TGL） 

TMJ-2のアンダフローをトグルした結果の状態を示すフラグです。リードのみ可能です。 
低消費電力モード時には、0クリアされます。 

 
ビット 1 

TGL 

説   明 

0 TMJ-2のトグル出力は 0 （初期値） 

1 TMJ-2のトグル出力は 1 

 

ビット0：タイマ出力/リモコン出力切り替え（T/R） 

TMO端子の出力信号を TMJ-1によるタイマ出力とするか、TMJ-2によるトグル出力（リモコン送
信データ）とするかを選択します。 
 
ビット 0 

T/R 

説   明 

0 TMJ-1のタイマ出力 （初期値） 

1 TMJ-2のトグル出力（リモコン送信データ） 
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動作モードの選択 

タイマ Jの動作モードはタイマ Jコントロールレジスタ（TMJC）のビット 3（EXN）とタイマモ
ードレジスタ J（TMJ）のビット 4（8/16）およびビット 0（T/R）によって決まります。 

 
TMJC TMJ 

ビット 3 ビット 4 ビット 0 

EXN 8/16 T/R 

説   明 

0 8ビットタイマ＋16ビットタイマ 0 

1 リモコンモード（TMJ-2は 16ビットタイマ） 

0 

1 ＊ 24ビットタイマ 

0 8ビットタイマ×2 （初期値） 0 

1 リモコンモード（TMJ-2は 8ビットタイマ） 

1 

1 ＊ 16ビットタイマ 

【注】 ＊：Don’t care. 

 
タイマモードで TMJにライトすると、カウンタ（TCJ、TCK）は、初期化（H'FF）されます。リロ

ードレジスタ（TLJ、TLK）へのライトは、TMJを設定した後に行ってください。 
リモコンモードでは、TMJのライトによる TLJ、TLKの初期化は行われませんが、リモコン動作

の開始は次の順序で行ってください。 
（1） TMJでリモコンモードに設定 
（2） TLJ、TLKにデータをライト 
（3） TMJでリモコンスタート（STビット＝1） 
16ビット動作時のときにも、TMJ-1からの TMJ1I割り込み要求は有効です。 

 



13. タイマ J 

Rev.2.00 2006.1.11   13-7 
RJJ09B0303-0200 

 

13.2.2 タイマ Jコントロールレジスタ（TMJC） 
01

0

2

0

R/W

34

0

R/W R/W

5

0

6

0

7

R/W R/WR/W

MON1

R/W

BUZZ0

0

R/W

BUZZ1 MON0 EXN TMJ2IE PS22TMJ1IE

ビット

初期値

R/W

1 1

:

:

:  
 
タイマ Jコントロールレジスタ（TMJC）は、ブザー出力周波数の選択、割り込みの許可/禁止の制

御を行うレジスタです。 
TMJCは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、TMJCは H'09に初期化され

ます。 
 

ビット7、6：ブザー出力選択（BUZZ1、BUZZ0） 

BUZZ端子の出力をブザー出力とするか、モニタ用信号とするかを選択します。 
モニタ用信号出力に設定した場合、MON1、MON0ビットによりモニタ信号を選択します。 

 
ビット 7 ビット 6 

BUZZ1 BUZZ0 

出力信号 φ＝10MHzの
ときの周波数 

0 φ/4096 （初期値） 2.44kHz 0 

1 φ/8192 1.22kHz 

0 モニタ用信号出力 1 

1 タイマ Jの BUZZ出力 

 

ビット5、4：モニタ出力選択（MON1、MON0） 

BUZZ端子からモニタ用として出力する信号を選択します。BUZZ1、BUZZ0ビットが 10に設定さ
れているときのみ有効です。 

PB-CTLまたは REC-CTLは、信号のデューティがそのまま出力されます。 
DVCTL信号は、CTL分周回路からの信号をトグルして出力します。CTL分周回路によりｎ分周し

た信号をさらに 2分周した波形になります。（2n分周、50%デューティの波形）。 
TCA7は、タイマ Aのカウンタのビット 7を出力します。（50%デューティ）。タイマ Aでプリス

ケーラW使用時は、1Hz出力が可能です。 
 
ビット 5 ビット 4 

MON1 MON0 

説   明 

0 PBまたは REC-CTL （初期値） 0 

1 DVCTL 

1 ＊ TCA7を出力 

【注】 ＊：Don’t care. 
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ビット3：拡張機能制御ビット（EXN） 

TMJ-2の拡張機能を制御します。 
拡張機能を有効にすると TMJ-2は 16ビットカウンタとして動作し、より多くの入力クロックソー

スを選択できます。 
 
ビット 3 

EXN 

説   明 

0 TMJ-2の拡張機能が有効 

1 TMJ-2の拡張機能が無効 （初期値） 

 

ビット2：TMJ2I割り込みイネーブル（TMJ2IE） 

TMJSの TMJ2Iの 1セットによる TMJ2I割り込みの発生を許可/禁止します。 
 
ビット 2 

TMJ2IE 

説   明 

0 TMJ2I割り込みの発生を禁止 （初期値） 

1 TMJ2I割り込みの発生を許可 

 

ビット1：TMJ1I割り込みイネーブル（TMJ1IE） 

TMJSの TMJ1Iの 1セットによる TMJ1I割り込みの発生を許可/禁止します。 
 
ビット 1 

TMJ1IE 

説   明 

0 TMJ1I割り込みの発生を禁止 （初期値） 

1 TMJ1I割り込みの発生を許可 
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ビット0：TMJ-2入力クロック選択（PS22） 

EXNビットおよびタイマモードレジスタ J（TMJ）の PS21、PS20ビットと組み合わせて TMJ-2の
入力クロックを選択します。 
 

TMJC TMJ 

ビット 3 ビット 0 ビット 3 ビット 2 

EXN PS22 PS21 PS20 

説   明 

0 PSS、φ/128でカウント 0 

1 PSS、φ/64でカウント 

0 TMJ-1アンダフローでカウント 

1 

1 

1 外部クロック（IRQ2）立ち上がりエッジまた
は立ち下がりエッジでカウント*1 

0 

0 ＊ ＊ リザーブ 

0 PSS、φ/16384でカウント （初期値） 0 

1 PSS、φ/2048でカウント 

0 TMJ-1アンダフローでカウント 

1 

1 

1 外部クロック（IRQ2）立ち上がりエッジまた
は立ち下がりエッジでカウント*1 

0 PSS、φ/1024でカウント 0 

1 PSS、φ/1024でカウント 

0 TMJ-1アンダフローでカウント 

1 

0 

1 

1 外部クロック（IRQ2）立ち上がりエッジまた
は立ち下がりエッジでカウント*1 

【注】 ＊： Don’t care. 

 *1 外部クロックのエッジ選択はエッジセレクトレジスタ（IEGR）により設定します。「6.2.4 IRQエ

ッジセレクトレジスタ（IEGR）」を参照してください。 
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13.2.3 タイマ Jステータスレジスタ（TMJS） 
0
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�
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―�

�
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―�

�

―�

6

0

7

R/(W)*

TMJ1I

0

R/(W)*

TMJ2I

ビット

初期値

R/W

1 1111 1

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

:

:

:

 
 
タイマ Jステータスレジスタ（TMJS）は、タイマ Jの割り込み要求の発生を示すレジスタです。 
TMJSは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、TMJSは H'3Fに初期化され

ます。 
 

ビット7：TMJ2I割り込み要求フラグ（TMJ2I） 

TMJ2I割り込み要求フラグです。TMJ-2のアンダフローによりセットされます。 
 
ビット 7 

TMJ2I 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

TMJ-2がアンダフローしたとき 

 

ビット6：TMJ1I割り込み要求フラグ（TMJ1I） 

TMJ1I割り込み要求フラグです。TMJ-1のアンダフローによりセットされます。16ビット動作の
ときにも、TMJ1I割り込み要求は発生します。 
 
ビット 6 

TMJ1I 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

TMJ-1がアンダフローしたとき 

 

ビット5～0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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13.2.4 タイマカウンタ J（TCJ） 
0
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1

1

R

2

1

R
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1
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1
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ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマカウンタ J（TCJ）は、8ビットのリード可能なダウンカウンタで、入力する内部クロックま

たは外部クロックによりカウントダウンされます。入力するクロックは、TMJの PS11、PS10ビット
により選択します。TCJ の値は、常にリードできます。ただし、TMJCの EXNビットが 1で TMJの
8/16ビットが 1に設定されているとき（16ビット動作に設定されているとき）は、ワード命令のみ
でのリードとなります。このとき、上位 8ビットに TMJ-2の TCK、下位 8ビットに TCJがリードさ
れます。TMJCの EXNビットが 0に設定されている場合、TCJはバイト命令のみでのリードとなり
ます。 

TCJがアンダフローすると（H'00→リロード値）、8/16ビットの動作モードにかかわらず、TMJS
の TMJ1Iビットが 1にセットされます。 

TCJは、TLJと同一のアドレスに割り付けられています。 
TCJは、リセット時、H'FFに初期化されます。 

 

13.2.5 タイマカウンタ K（TCK） 
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ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマカウンタ K（TCK）は、8ビットまたは 16ビットのリード可能なダウンカウンタで、入力

する内部クロックまたは外部クロックによりカウントダウンされます。入力するクロックは、TMJ
の EXN、PS22ビット、TMJの PS21、PS20ビットにより選択します。TCKの値は、常にリードでき
ます。ただし、TMJCの EXNビットが 1で TMJの 8/16ビットが 1に設定されているとき（16ビッ
ト動作に設定されているとき）は、ワード命令のみでのリードとなります。このとき、上位 8ビット
に TCK、下位 8ビットに TMJ-1の TCJがリードされます。TMJCの EXNビットが 0に設定されてい
る場合、TCKは 16ビットのカウンタとなり、ワード命令のみでのリードとなります。 

TCKがアンダフローすると（H'00→リロード値）、TMJSの TMJ2Iビットが 1にセットされます。 
TCKは、TLKと同一のアドレスに割り付けられています。 
TCKは、リセット時、H'FFに初期化されます。 
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13.2.6 タイマロードレジスタ J（TLJ） 
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タイマロードレジスタ J（TLJ）は、8ビットのライト専用のレジスタで、TCJのリロード値を設定

します。 
TLJにリロード値を設定すると、同時にその値は TCJにもロードされ、TCJはその値からカウント

ダウンを開始します。また、オートリロードモード時、TCJがアンダフローすると、TCJに TLJの値
がロードされます。したがって、アンダフロー周期を 1～256入力クロックの範囲で設定することが
できます。ただし、TMJCの EXNビットが 1で TMJの 8/16ビットが 1に設定されているとき（16
ビット動作に設定されているとき）は、ワード命令のみでのライトとなります。このとき、上位 8ビ
ットが TMJ-2の TLK、下位 8ビットが TLJにライトされます。TMJCの EXNビットが 0に設定され
ている場合はバイト命令のみのライトとなります。このとき 8ビットのリロード値が TLJにライトさ
れます。 

TLJは、TCJと同一のアドレスに割り付けられています。 
TLJは、リセット時、H'FFに初期化されます。 

 

13.2.7 タイマロードレジスタ K（TLK） 
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タイマロードレジスタ K（TLK）は、8ビットまたは 16ビットのライト専用のレジスタで、TCK

のリロード値を設定します。 
TLKにリロード値を設定すると、同時にその値は TCKにもロードされ、TCKはその値からカウン

トダウンを開始します。また、オートリロードモード時、TCKがアンダフローすると、TCKに TLK の
値がロードされます。したがって、アンダフロー周期を 1～256入力クロックの範囲で設定すること
ができます。ただし、TMJCの EXNビットが 1で TMJの 8/16ビットが 1に設定されているとき（16
ビット動作時に設定されているとき）は、ワード命令のみでのライトとなります。このとき、上位 8
ビットが TLK、下位 8ビットが TMJ-1の TLJにライトされます。TMJCの EXNビットが 0に設定さ
れている場合は、ワード命令のみでのライトとなります。このとき 16ビットの値が TLKにライトさ
れます。 

TLKは、TCKと同一のアドレスに割り付けられています。 
TLKは、リセット時、H'FFに初期化されます。 
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13.2.8 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 
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:  
 

MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御
を行います。 

MSTR13ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でタイマ Jは動作を停止してモジュ
ールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
 

ビット5：モジュールストップ（MSTP13） 

タイマ Jのモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRH 

ビット 5 

MSTP13 

説   明 

0 タイマ Jのモジュールストップモード解除 

1 タイマ Jのモジュールストップモード設定 （初期値） 
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13.3 動作説明 

13.3.1 8ビットリロードタイマ（TMJ-1） 
TMJ-1は、8ビットリロードタイマです。クロックソースは、分周クロックまたは IRQ1端子のエ

ッジ信号となっています。TMJ-1は、IRQ1端子のエッジ信号を選択することにより、イベントカウ
ンタとしても使用可能です。イベントカウンタ動作時もリロード機能が同時に動作可能です。 
リロードレジスタにデータを書き込むと、カウンタ（イベントカウンタ、タイマカウンタ）にも同

時にデータが書き込まれます。 
また、カウンタのアンダフロー信号が発生すると、リロードレジスタのデータがカウンタにリロー

ドされ、同時に TMJ1I割り込み要求が発生します。 
カウンタのアンダフロー信号が発生するたびにトグル出力が反転します。適切な分周クロックを選

ぶことにより、アンダフロー信号はブザー出力またはリモコン送信時のキャリア周波数として出力さ
れます。 

TMJ-1は、TMJ-2と組み合わせて、16ビットまたは 24ビットのリロードタイマとして使用できま
す。16ビットタイマとして使用する場合はワード命令のみ有効で、TCKが上位 8ビット、TCJが下
位 8ビットの計 16ビットのダウンカウンタとして、また TLKが上位 8ビット、TLJが下位 8ビット
の計 16ビットのリロードレジスタとして動作します。 

16ビットリロードレジスタにデータを書き込むと、16ビットのダウンカウンタにも同時にデータ
が書き込まれます。また、16ビットダウンカウンタのアンダフロー信号により、16ビットリロード
レジスタのデータがダウンカウンタにリロードされます。 

TMJCの EXNビットを 0に設定することにより TMJ-2の拡張機能を選択した場合、TMJ-2が 16
ビットのリロードタイマとなるため、TMJ-1は TMJ-2と組み合わせて 24ビットのリロードタイマと
しても使用できます。24ビットのリロードタイマとして使用するときは、TCKが上位 16ビット、TCJ
が下位 8ビットの計 24ビットのダウンカウンタとして、また TLKが上位 16ビット、TLJが下位 8
ビットの計 24ビットのリロードレジスタとして動作します。 

16ビット動作または 24ビット動作のときにも、TMJ-1の TMJ1I割り込み要求およびブザー出力は
有効です。不要の場合は、プログラムで無効にしてください。 

TMJ-1は、TMJ-2と組み合わせて、リモコン送信動作が可能です。リモコン送信動作については、
「13.3.3 リモコン送信動作」を参照してください。 
 

13.3.2 8ビットリロードタイマ（TMJ-2） 
TMJ-2は、ダウンカウント動作の 8ビットまたは 16ビットのリロードタイマです。クロックソー

スは、分周クロック、IRQ2端子のエッジ信号、または、TMJ-1のアンダフロー信号となっています。
IRQ2端子のエッジ信号を選択することにより、イベントカウンタとしても使用可能です。 
イベントカウンタ動作時もリロード機能が同時に動作可能です。 
リロードレジスタにデータを書き込むと、カウンタにも同時に書き込まれます。また、カウンタの

アンダフローにより、リロードレジスタのデータがカウンタにリロードされます。 
カウンタのアンダフローにより、TMJ2I割り込み要求が発生します。 
TMJ-2は、TMJ-1と組み合わせて、16ビットまたは 24ビットのリロードタイマとして動作可能で

す。16ビットまたは 24ビットのリロードタイマ動作については、「13.3.1  8ビットリロードタイ
マ（TMJ-1）」を参照してください。 

TMJ-2は、TMJ-1と組み合わせて、リモコン送信動作が可能です。リモコン送信動作については、
「13.3.3 リモコン送信動作」を参照してください。 
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13.3.3 リモコン送信動作 
タイマ Jでリモコン送信動作が可能です。TMJ-1でリモコン信号のキャリア周波数を作成し、TMJ-2

でバースト幅、スペース幅の期間を作成します。 
TMJ-1リロードレジスタ、TMJ-2のバースト/スペース幅のレジスタ（TLK）に書き込んだ値は、

リモコンスタート（リモコン動作スタートビット（ST）←1）と同時に、カウンタにロードされます。
送信中は、バースト/スペース幅レジスタの内容は、アンダフロー信号によるリロード時のみカウン
タにロードされます。送信中にバースト/スペース幅レジスタに書き込みを行っても、アンダフロー
信号が発生するまで、リロード動作は行われません。TMJ-2はアンダフロー信号により TMJ2I割り込
み要求を発生します。TMJ-1は通常のリロード動作（TMJ1I割り込み要求も含む）を行います。 
リモコン送信機能の出力波形を図 13.2に示します。 
リモコン動作中に低消費電力モードへ遷移すると、STビットは 0にクリアされます。アクティブ

モードへ復帰後、再スタート時には、1をライトしてください。 
 

バースト幅 スペース幅 バースト幅

TMJ-2トグル出力
＝ 1 

TMJ-2トグル出力
＝ 0 

TMJ-2トグル出力
＝ 1 

スペース幅設定 バースト幅設定 スペース幅設定

STビット ← 1 アンダフロー アンダフロー アンダフロー

TMJ-1により
キャリア周波数発生

リモコン送信出力

リモコンモード設定
バースト幅設定

 
図 13.2 リモコン送信出力波形 
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図 13.3 タイマ出力のタイミング 
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タイマ Jをリモコンモードにすると、スタートビット（ST）は TMJ-2の入力クロックに同期して
セット/クリアされるため、STビットを 1にセットしてからリモコン送信動作に入るまで、最大で入
力クロックの周期分だけ遅延が生じます。そのため、STビットを 1にセットしてから、入力クロッ
クの次の周期が来るまでの間に、TLKを書き換えると、最初のバースト幅が図 13.4に示すように変
わってしまいます。 
リモコン送信を行う場合は、必ず一回目のバースト幅制御のときのみ TGLビットの 1/0を判定し

てください。（または、入力クロックの一周期分待ってから TLKにスペース幅を設定してください。） 
それ以降は割り込みによる方法で操作できます。 
同様にリモコン送信を終了するときの制御にも注意してください。 

 
例） 1） TLKにバースト幅設定 
 2） STビット←1 
 3） TGLフラグ＝1ならば 4）を実行 
 4） TGLフラグ＝1の状態で TLKにスペース幅を設定 
 5） TMJ-2割り込み 
 6） TLKにバースト幅設定 
   ： 
 n） TMJ-2割り込み後、TGLフラグ＝0の状態で ST←0 

 

スペース幅設定可
の期間(S)

遅延

割り込み割り込み

TLK設定
（バースト幅）

(B)

(B)による
バースト幅

(S)による
スペース幅

リモコンストップ

TGLフラグ

TMJ-2
入力クロック

ST ← 0

遅延

ST ← 1

リモコンスタート

この期間にTLKを変更すると、
バースト幅が変わってしまう。

 
図 13.4 リモコン送信の制御 
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13.3.4 TMJ-2の拡張機能 
タイマ Jコントロールレジスタ（TMJC）の EXNビットに 0を設定すると、TMJ-2の拡張機能が選

択されます。 
TMJ-2の拡張機能とは、通常 8ビットカウンタとして動作する TMJ-2を 16ビットカウンタとして

動作させる機能です。 
TMJ-2の拡張機能を選択した場合には、タイマカウンタ K（TCK）とタイマロードレジスタ K（TLK）

のアクセスは次のようになります。 
 

(1) TCKのリード動作 

TCKのリードはワードサイズのMOV命令を使用してください。このとき、TCKの上位 8ビット
が内部データバスの下位側に、TCKの下位 8ビットが内部データバスの上位側にリードされます。 
すなわち、 

MOV.W @TCK, Rn 
を実行した場合、RnHに TCKの下位 8ビットのデータが、RnLに TCKの上位 8ビットのデータ

がリードされます。 
 

(2) TLKのライト動作 

TLKへのライトはワードサイズのMOV命令を使用してください。このとき、上位 8ビットのデー
タが TLKの下位側に、下位 8ビットのデータが TLKの上位側にライトされます。 
すなわち、 

MOV.W Rn, @TLK 
を実行した場合、RnHが TLKの下位側に、RnLが TLKの上位側にライトされます。 
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14. タイマ L 

14.1 概要 
タイマ Lは、コントロールパルス、または、CFGの分周信号をクロックソースとする 8ビットの

アップ/ダウンカウンタです。 
 

14.1.1 特長 
タイマ Lの特長を以下に示します。 

• 2種類の内部クロック（φ/128、φ/64）、DVCFG2（CFG分周信号 2）、PBおよびREC-CTL（コ
ントロールパルス）のうちから選択が可能 

− 無記録のテープの再生時など、PB-CTLがないときは、DVCFG2により、テープカウント
が行えます。 

− CTLパルスによるカウントは立ち上がりエッジ/立ち下がりエッジの選択が可能です。 
• カウンタのオーバフロー、アンダフロー、またはコンペアマッチクリアで割り込みを発生 
• カウンタのアップカウント/ダウンカウントの切り替えが可能 
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14.1.2 ブロック図 
タイマ Lのブロック図を図 14.1に示します。 

 

【記号説明】

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

DVCFG2：CFGの分周信号2

PBおよびREC-CTL：再生/記録時のコントロールパルス

LMR：タイマLモードレジスタ

LTC：リニアタイムカウンタ

RCR：リロード/コンペアマッチレジスタ

OVF：オーバフロー

UDF：アンダフロー

LMR

LTC

RCR

比較器

ライト

リード

OVF/UDF

リロード

マッチクリア

割り込み
要求

割り込み
発生回路�

DVCFG2

PBおよび
REC-CTL

内部クロック
　φ/128
　φ/64

 
図 14.1 タイマ Lブロック図 

14.1.3 レジスタ構成 
タイマ Lのレジスタ構成を表 14.1に示します。リニアタイムカウンタ（LTC）とリロード/コンペ

アマッチレジスタ（RCR）は、同じアドレスに割り当てられています。リードとライトによりそれぞ
れのレジスタがアクセスされます。 

表 14.1 レジスタ構成 
名 称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

タイマ Lモードレジスタ LMR R/W バイト H'30 H'D112 

リニアタイムカウンタ LTC R バイト H'00 H'D113 

リロード/コンペアマッチレジスタ RCR W バイト H'00 H'D113 

【注】 * アドレスは下位 16ビットを示します。 
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14.2 各レジスタの説明 

14.2.1 タイマ Lモードレジスタ（LMR） 
0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

―�

�

―�

1

5

―�

�

―�

1

6

0

7

R/WR/WR/W

LMIE

0

R/(W)*

LMIF LMR3 LMR2 LMR1 LMR0

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

:

:

:

 
 
タイマ Lモードレジスタ（LMR）は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、割り込みの制

御、アップカウント/ダウンカウントの選択、クロックソースの選択を行うレジスタです。リセット
時、LMRは H'30に初期化されます。 
 

ビット7：タイマL割り込み要求フラグ（LMIF） 

タイマ L割り込み要求フラグです。LTCのオーバフロー、アンダフロー、または、コンペアマッ
チクリアが発生したことを示します。 
 
ビット 7 

LMIF 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

LTCのオーバフロー、アンダフロー、または、コンペアマッチクリアが発生したとき 

 

ビット6：タイマL割り込みイネーブル（LMIE） 

LTCのオーバフロー、アンダフロー、または、コンペアマッチクリアが発生し、LMIFが 1にセッ
トされたとき、タイマ L割り込みの発生を許可/禁止します。 
 
ビット 6 

LMIE 

説   明 

0 タイマ L割り込みの発生を禁止 （初期値） 

1 タイマ L割り込みの発生を許可 

 

ビット5、4：リザーブビット 

リードすると 1が読み出されます。ライトは無効となります。 
 

ビット3：アップカウント/ダウンカウント制御（LMR3） 

タイマ Lをアップカウントに制御するか、ダウンカウントに制御するかを選択するビットです。 
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（1） アップカウント制御時 
• RCRにH'00以外の値を入力すると、LTCはH'00にクリアされてからカウントアップを行います。

LTCとRCR値との一致で、LTCはH'00にクリアされます。また、一致信号により割り込み要求
を発生します。（コンペアマッチクリア機能） 

• RCRにH'00を設定すると、カウンタは 8ビットのインターバルタイマ動作を行い、オーバフロ
ーで割り込み要求を発生します。（インターバルタイマ機能） 

 
（2） ダウンカウント制御時 

• RCRに値を設定すると、RCRの設定値を LTCへリロードし、その値からカウントダウンを行い
ます。LTCのアンダフローで、RCRの値を LTCへリロードします。また、LTCのアンダフロー
により割り込み要求を発生します。（オートリロードタイマ機能） 

 
ビット 3 

LMR3 

説   明 

0 アップカウント制御 （初期値） 

1 ダウンカウント制御 

 

ビット2～0：クロック選択（LMR2～LMR0） 

LMR2～LMR0は、タイマ Lに入力するクロックを選択します。PBおよび REC-CTLによるカウン
トは立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジのいずれかを選択できます。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 1 

LMR 2 LMR1 LMR0 

説   明 

0 PBおよび REC-CTLの立ち上がりエッジでカウント 
 （初期値） 

0 

1 PBおよび REC-CTLの立ち下がりエッジでカウント 

0 

1 ＊ DVCFG2をカウント 

0 ＊ 内部クロックφ/128でカウント 1 

1 ＊ 内部クロックφ/64でカウント 

【注】 ＊：Don’t care. 

 

14.2.2 リニアタイムカウンタ（LTC） 
0

0

1

0

R

2

0

3

0

456

0

7

RR RR

LTC6

0

R

LTC5

0

R

LTC4

0

R

LTC7 LTC3 LTC2 LTC1 LTC0

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
リニアタイムカウンタ（LTC）は、8ビットのリード可能なアップ/ダウンカウンタです。入力クロ

ックは、LMRの LMR2～LMR0ビットにより選択します。 
LTCは、リセット時、H'00に初期化されます。 
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14.2.3 リロード/コンペアマッチレジスタ（RCR） 
0

0

1

0

W

2

0

3

0

456

0

7

WW WW

RCR6

0

W

RCR5

0

W

RCR4

0

W

RCR7 RCR3 RCR2 RCR1 RCR0

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
リロード/コンペアマッチレジスタ（RCR）は、8ビットのライト専用のレジスタです。 
タイマ Lが、アップカウント制御時、RCRにコンペアマッチの値を設定すると、同時に LTCはク

リアされ、LTCは初期値（H'00）からカウントアップを開始します。 
タイマ Lが、ダウンカウント制御時、RCRにリロード値を設定すると、同時にその値は LTCにも

ロードされ、LTCはその値からカウントダウンを開始します。また、LTCがアンダフローすると LTC
に RCRの値がリロードされます。 

RCRは、リセット時、H'00に初期化されます。 
 

14.2.4 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

1

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

1

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

:

:

:  
 

MSTCPRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御
を行います。 

MSTP12ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でタイマ Lは動作を停止してモジュ
ールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
 

ビット4：モジュールストップ（MSTP12） 

タイマ Lのモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRH 

ビット 4 

MSTP12 

説   明 

0 タイマ Lのモジュールストップモード解除 

1 タイマ Lのモジュールストップモード設定 （初期値） 
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14.3 動作説明 
タイマ Lは、8ビットのアップ/ダウンカウンタです。 
タイマ Lの入力クロックは、LMRの LMR2～LMR0ビットにより、内部クロック（φ/128、φ/64）、

DVCDG2、PBおよび REC-CTLから選択できます。 
タイマ Lには、アップカウント制御でコンペアマッチクリア、ダウンカウント制御でオートリロー

ド、インターバルタイマ動作の 3種類の動作モードがあります。それぞれの動作モード、および、使
用方法について以下に説明します。 
 

14.3.1 コンペアマッチクリアの動作 
LMRの LMR3ビットを 0にクリアすると、タイマ Lはアップカウント制御になります。 
RCRに H'00以外の値を書き込むと、LTCは同時に H'00にクリアされてからカウントアップを開

始します。RCRへのライト、および、LTCクリアタイミングを図 14.2に示します。 
LTCと RCRの値が一致（コンペアマッチ）すると、LTCのカウント値はクリアされ、再び H'00

からカウントアップを開始します。コンペアマッチクリアタイミングを図 14.3に示します。 
 

RCR

LTC

φ�

ライト信号

1ステート

N

H' 00

 
図 14.2 RCRライト、LTCクリアタイミング 

LTC

RCR

N H' 00N-1

N

割り込み要求

カウントアップ
信号

コンペアマッチ
クリア信号

φ�

PB-CTL

 
図 14.3 コンペアマッチクリアタイミング（PB-CTLの立ち上がりエッジ選択時） 
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14.3.2 オートリロードの動作 
LMRの LMR3ビットを 1にセットすると、LTCはダウンカウント制御になります。 
RCRにリロード値を書き込むと、同時にその値が LTCにリロードされ、LTCはその値からカウン

トダウンを開始します。RCRへのライト、およびリロードタイミングを図 14.4に示します。 
LTCのアンダフローで RCRの値を LTCヘリロードします。 
リロードタイミングを、図 14.5に示します。 

 

1ステート

ライト信号

RCR

LTC

φ

N 

N

 
図 14.4 RCRライト、リロードタイミング 

 

PB-CTL

RCR

LTC

N

H'00H'01 N

φ

割り込み要求

リロード
アンダフロー

カウントダウン
信号

 
図 14.5 リロードタイミング（PB-CTLの立ち上がりエッジ選択時） 

 

14.3.3 インターバルタイマの動作 
LMRの LMR3ビットを 0にクリアすると、タイマ Lはアップカウント制御になります。 
RCRに H'00を設定すると、コンペアマッチは行われずインターバルのアップカウンタとして動作

します。 
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14.3.4 割り込み要求 
タイマ Lは、次の条件で割り込み要求を発生します。 

• アップカウント制御時のコンペアマッチクリア 
• ダウンカウント制御時のアンダフロー 
• リロード／コンペアマッチレジスタ（RCR）がH'00のときのオーバフローまたはアンダフロー 
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14.4 使用例 
タイマ Lの使用例を図 14.6に示します。 

 

H'FF

RCRの設定値

H'00 

※ ※ ※

LTC=RCR
コンペアマッチクリア

アンダフロー
（リロード）

アンダフロー
（リロード）

アップカウント制御RCR
にH'00以外の
設定値をライト

ダウンカウント制御
（LMR3ビットに1をライト）

（REW,REVなど）（REC,PB,FFなど）

＜記号説明＞

　  ※↓は割り込み要求です。
 

図 14.6 タイマ Lの使用例 

 



14. タイマ L 

Rev.2.00 2006.1.11   14-10 
RJJ09B0303-0200 

 

14.5 リロードタイマの割り込み要求信号 
リロード付きタイマカウンタは、カウントダウン（またはカウントアップ）の直前のサイクルで、

アンダフロー（またはオーバフロー）が発生します。そして、このアンダフロー（またはオーバフロ
ー）により、リロード信号と割り込み要求信号を発生します。 
そのため、アンダフロー（またはオーバフロー）と同時タイミング（リロードのタイミング）でリ

ロードレジスタを書き換えると、カウンタのリロードと同時に割り込み要求が発生します。リロード
値の書き換えにより割り込みを回避する場合には、余裕を持ったタイミングでリロードレジスタの書
き換えを行ってください。 
アンダフローとリロードレジスタ書き換えのタイミングが競合した場合の例を図 14.7 に示します。 

 

1サイクル

サイクル

ライト

リロードレジスタ

カウンタ

UDF

H'01 H'00 H'nn   H'nn-1 

IRR

H'zz H'nn

リロード→ライトにより無効になる。

＜記号説明＞

　  UDF

　  IRR

：カウンタのアンダフロー

：割り込み要求信号

リロードレジスタ書き換え

 
図 14.7 リロードタイマのアンダフローとリロードレジスタ書き換えの競合 
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15. タイマ R 

15.1 概要 
タイマ Rは 3本の 8ビットダウンカウンタで構成されています。リロード、イベントカウンタの

他に、VTRのモード判別やスロー処理の機能を持っています。 
 

15.1.1 特長 
タイマ Rは 3本のリロードタイマで構成されています。3本のリロードタイマ/カウンタとしての

機能と、3本のタイマを組み合わせて用いることにより、次の処理が行えます。 
•  3本のリロードタイマ 
•  VTRモードの判別 
•  リール制御 
•  間欠動作時のキャプスタンモータの加減速処理 
•  スロートラッキングモノマルチ 

 

15.1.2 ブロック図 
タイマ Rは、2本のキャプチャ付きリロードタイマカウンタ（TMRU-1、TMRU-2）と 1本のリロ

ードタイマカウンタ（TMRU-3）との、3本のリロードタイマカウンタで構成されています。タイマ
Rのブロック図を図 15.1に示します。 
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図 15.1 タイマ Rのブロック図 
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15.1.3 端子構成 
タイマ Rの端子構成を表 15.1に示します。 

表 15.1 端子構成 
名 称 略称 入出力 機能 

インプットキャプチャ入力端子 IRQ3 入力 タイマ Rインプットキャプチャ入力 

 

15.1.4 レジスタ構成 
タイマ Rのレジスタ構成を表 15.2に示します。 

表 15.2 レジスタ構成 
名 称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

タイマ Rモードレジスタ 1 TMRM1 R/W バイト H'00 H'D118 

タイマ Rモードレジスタ 2 TMRM2 R/W バイト H'00 H'D119 

タイマ Rコントロール/ステータスレジスタ TMRCS R/W バイト H'03 H'D11F 

タイマ Rキャプチャレジスタ 1 TMRCP1 R バイト H'FF H'D11A 

タイマ Rキャプチャレジスタ 2 TMRCP2 R バイト H'FF H'D11B 

タイマ Rロードレジスタ 1 TMRL1 W バイト H'FF H'D11C 

タイマ Rロードレジスタ 2 TMRL2 W バイト H'FF H'D11D 

タイマ Rロードレジスタ 3 TMRL3 W バイト H'FF H'D11E 

【注】 低消費電力モード時、各レジスタの内容は保持されます。ただし、TMRM2の CAPFフラグおよび SLW

フラグは、0にクリアされます。 

 

15.2 各レジスタの説明 

15.2.1 タイマ Rモードレジスタ 1（TMRM1） 
0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/WR/W

RLD

R/W

AC/BR

0

R/W

CLR2 RLCK PS21 PS20 RLD/CAP CPS

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマ Rモードレジスタ 1（TMRM1）は、加減速処理の制御や TMRU-2の入力クロックの選択を

行います。8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。 
TMRM1は、リセット時、H'00に初期化されます。 

 

ビット7：TMRU-2クリア有無選択（CLR2） 

TMRU-2のカウンタをキャプチャと同時にクリアするか、クリアしないかの選択を行います。 
 
ビット 7 

CLR2 

説   明 

0 TMRU-2はキャプチャと同時にクリアされない （初期値） 

1 TMRU-2はキャプチャと同時にクリアする 

 



15. タイマ R 

Rev.2.00 2006.1.11   15-4 
RJJ09B0303-0200 

 

ビット6：加速/減速処理の選択（AC/BR） 

キャプスタンモータの間欠処理時に、加速または減速が完了したことを検知するための割り込み要
求の発生を制御します。詳細は「15.3.6 キャプスタンモータの加減速処理」を参照してください。 
 
ビット 6 

AC/BR 

説   明 

0 減速処理 （初期値） 

1 加速処理 

 

ビット5：TMRU-2のリロードの有無（RLD） 

TMRU-2のリロード機能の有無を選択します。 
 
ビット 5 

RLD 

説   明 

0 TMRU-2をリロードタイマとして使用しない （初期値） 

1 TMRU-2をリロードタイマとして使用する 

 

ビット4：TMRU-2リロードタイミングの選択（RLCK） 

TMRU-2は、CFGでリロードを行うか、TMRU-2カウンタのアンダフローでリロードを行うかど
うかを選択します。ビット 5の RLDが 1のときのみ有効です。 
 
ビット 4 

RLCK 

説   明 

0 CFGの立ち上がりエッジでリロード （初期値） 

1 TMRU-2アンダフローでリロード 

 

ビット3、2：TMRU-2クロックソースの選択（PS21、PS20） 

TMRU-2の入力クロックを選択します。 
 
ビット 3 ビット 2 

PS21 PS20 

説   明 

0 TMRU-1のアンダフローでカウント （初期値） 0 

1 PSS、φ/256でカウント 

0 PSS、φ/128でカウント 1 

1 PSS、φ/64でカウント 
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ビット1：TMRU-1動作モードの選択（RLD/CAP） 

TMRU-1動作が、リロードタイマモードか、キャプチャタイマモードかを選択します。 
キャプチャタイマモードのときは、リロード動作は行いません。また、キャプチャと同時に、カウ

ンタがクリアされます。 
 
ビット 1 

RLD/CAP 

説   明 

0 TMRU-1はリロードタイマとして動作 （初期値） 

1 TMRU-1はキャプチャタイマとして動作 

 

ビット0：TMRU-1キャプチャ信号の選択（CPS） 

TMRM2の LATビット（ビット 7）とともに、TMRU-1のキャプチャ信号を選択します。LATビ
ットが 1の場合には、このビットが有効になります。また、ビット 1の RLD/CAPビットが 1のとき
には有効になります。また、ビット 1の RLD/CAPビットが 0のときには無効になります。 
 
ビット 0 

CPS 

説   明 

0 CFGの立ち上がりエッジによるキャプチャ信号 （初期値） 

1 IRQ3のエッジによるキャプチャ信号 

 

15.2.2 タイマ Rモードレジスタ 2（TMRM2） 
0

0

1

0

R/(W)*

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/(W)*R/WR/W

PS10

R/W

PS11

0

R/W

LAT PS31 PS30 CP/SLM CAPF SLW

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマ Rモードレジスタ 2（TMRM2）は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、モード判

別やスロートラッキングの制御を行います。 
TMRM2は、リセット時、H'00に初期化されます。 

 
【注】 * CAPF、SLWの各ビットは、割り込み要因をラッチするビットとなっており、0ライト

のみ有効となっています。各割り込み要因が発生したとき、当該ビットが 1であると、
割り込み要求が発生しません。割り込み処理ルーチンの中で当該ビットをチェックして、
クリアする必要があります。 

  また、セット優先となっており、ビットをクリアする命令（BCLR、MOVなど）を実行
中に割り込みの要因が発生すると、CAPF、SLW各ビットがクリアされないため、クリ
アのタイミングに注意する必要があります。 
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ビット7：TMRU-2キャプチャ信号の選択（LAT） 

TMRM1のビット 0（CPSビット）と組み合わせて、TMRU-2のキャプチャの信号を選択します。 
 

TMRM2 TMRM1 

ビット 7 ビット 0 

LAT CPS 

説   明 

0 ＊ TMRU-3のアンダフローでキャプチャ （初期値） 

0 CFGの立ち上がりエッジでキャプチャ 1 

1 IRQ3のエッジでキャプチャ 

【注】 ＊：Don’t care. 

 

ビット6、5：TMRU-1クロックソース選択（PS11、PS10） 

TMRU-1の入力クロックを選択します。 
 
ビット 6 ビット 5 

PS11 PS10 

説   明 

0 CFGの立ち上がりエッジでカウント （初期値） 0 

1 PSS、φ/4でカウント 

0 PSS、φ/256でカウント 1 

1 PSS、φ/512でカウント 

 

ビット4、3：TMRU-3クロックソース選択（PS31、PS30） 

TMRU-3の入力クロックを選択します。 
 
ビット 4 ビット 3 

PS31 PS30 

説   明 

0 分周回路からの DVCTLの立ち上がりエッジでカウント （初期値） 0 

1 PSS、φ/4096でカウント 

0 PSS、φ/2048でカウント 1 

1 PSS、φ/1024でカウント 

 

ビット2：割り込み選択（CP/SLM） 

TMRI3の割り込み要因を選択します。 
 
ビット 2 

CP/SLM 

説   明 

0 TMRU-2のキャプチャ信号による割り込み要求を有効とします （初期値） 

1 スロートラッキングモノマルチ終了による割り込み要求を有効とします 
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ビット1：キャプチャ信号フラグ（CAPF） 

TMRU-2キャプチャ信号によりセットされるフラグです。リード/ライト可能ですが、ライトは 0
ライトのみ有効です。セット優先となっており、キャプチャ信号と 0ライトが同時に起きた場合は、
フラグは 1のままとなり、割り込み要求が発生しないので注意が必要です。 
ビット 2の CP/SLMビットが、1のとき、CAPFビットは、常に 0となります。 
CAPFフラグは、低消費電力モード時に、0クリアされます。 

 
ビット 1 

CAPF 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

CP/SLMビット＝0で、TMRU-2キャプチャ信号が発生したとき 

 

ビット0：スロートラッキングモノマルチフラグ（SLW） 

スロートラッキングモノマルチの終了時にセットされます。リード/ライト可能ですが、ライトは 0
ライトのみ有効です。セット優先となっており、スロートラッキングモノマルチの終了と 0ライトが
同時に起きた場合は、フラグは 1のままとなり、割り込み要求が発生しないので注意が必要です。 
ビット 2の CP/SLMビットが、0のとき、SLWビットは、常に 0となります。 
SLWフラグは、低消費電力モード時に、0クリアされます。 

 
ビット 0 

SLW 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

CP/SLMビット＝1で、スロートラッキングモノマルチが終了したとき 

 

15.2.3 タイマ Rコントロール/ステータスレジスタ（TMRCS） 
0

―�

�

―�

1

1

―�

�

―�

1

2

0

R/(W)*

3

0

4

0

R/(W)*

5

0

6

0

7

R/(W)*R/W

TMRI1E

R/W

TMRI2E

0

R/W

TMRI3E TMRI3 TMRI2 TMRI1

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

:

:

:

 
 
タイマ Rコントロール/ステータスレジスタ（TMRCS）は、タイマ Rの割り込み制御を行います。 
TMRCSは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時には、H'03に初期化されま

す。 
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ビット7：TMRI3割り込みイネーブル（TMRI3E） 

TMRU-2のキャプチャ信号発生、あるいは、スロートラッキングモノマルチの終了のうち、TMRM2
の CP/SLMビットで選択されている割り込み要因が発生し、TMRI3が 1にセットされたとき、TMRI3
割り込みの発生を許可/禁止します。 
 
ビット 7 

TMRI3E 

説   明 

0 TMRI3割り込みの発生を禁止 （初期値） 

1 TMRI3割り込みの発生を許可 

 

ビット6：TMRI2割り込みイネーブル（TMRI2E） 

TMRU-2のアンダフロー信号、または、キャプスタンモータ加減速処理の終了によって、TMRI2
が 1にセットされたとき、TMRI2割り込みの発生を許可/禁止します。 
 
ビット 6 

TMRI2E 

説   明 

0 TMRI2割り込みの発生を禁止 （初期値） 

1 TMRI2割り込みの発生を許可 

 

ビット5：TMRI1割り込みイネーブル（TMRI1E） 

TMRU-1のアンダフローによって、TMRI1が 1にセットされたとき、TMRI1割り込みの発生を許
可/禁止します。 
 
ビット 5 

TMRI1E 

説   明 

0 TMRI1割り込みの発生を禁止 （初期値） 

1 TMRI1割り込みの発生を許可 

 

ビット4：TMRI3割り込み要求フラグ（TMRI3） 

TMRI3割り込み要求フラグです。 TMRU-2のキャプチャ信号発生、あるいは、スロートラッキン
グモノマルチの終了のうち、TMRM2の CP/SLMビットで選択されている割り込み要因が発生したこ
とを示します。 
 
ビット 4 

TMRI3 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

TMRM2の CP/SLMビットで選択されている割り込み要因が発生したとき 
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ビット3：TMRI2割り込み要求フラグ（TMRI2） 

TMRI2割り込み要求フラグです。 TMRU-2のアンダフロー信号が発生したこと、または、キャプ
スタンモータ加減速処理の終了したことを示します。 
 
ビット 3 

TMRI2 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

TMRU-2のアンダフロー信号が発生したとき、または、キャプスタンモータ加減速処理が終了し
たとき 

 

ビット2：TMRI1割り込み要求フラグ（TMRI1） 

TMRI1割り込み要求フラグです。 TMRU-1のアンダフローしたことを示します。 
 
ビット 2 

TMRI1 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

TMRU-1がアンダフローしたとき 

 

ビット1、0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

15.2.4 タイマ Rキャプチャレジスタ 1（TMRCP1） 
0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

R

TMRC17

R

TMRC16

R

TMRC15

R

TMRC14

R

TMRC13

R

TMRC12

R

TMRC11

R

TMRC10

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマ Rキャプチャレジスタ 1（TMRCP1）は、TMRU-1のキャプチャデータを格納します。 
キャプチャ動作時、CFGのエッジまたは IRQ3のエッジにより、TMRU-1カウンタの値を TMRCP1

にキャプチャします。TMRU-1のキャプチャ動作は TMRU-2とあわせて 16ビットで行われます。 
TMRCP1は、8ビットのリード専用レジスタです。リセット後は、H'FFに初期化されます。 

【注】 1. キャプチャ信号と同時に TMRCP1をリードすると、リードデータが不定になります。リ
ードタイミングに注意してください。 

 2. キャプチャ動作時、低消費電力モードに遷移した場合、カウンタの値は不定になります。
アクティブモードに復帰した後は、TMRL1に H'FFをライトし、カウンタを初期化して
ください。 
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15.2.5 タイマ Rキャプチャレジスタ 2（TMRCP2） 
0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

R

TMRC27

R

TMRC26

R

TMRC25

R

TMRC24

R

TMRC23

R

TMRC22

R

TMRC21

R

TMRC20

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマ Rキャプチャレジスタ 2（TMRCP2）は、TMRU-2のキャプチャデータを格納します。 
CFGのエッジ、IRQ3のエッジ、または、TMRU-3のアンダフローにより、TMRU-2カウンタの値

を TMRCP2にキャプチャします。 
TMRCP2は、8ビットのリード専用レジスタです。リセット後は、H'FFに初期化されます。 

【注】 1. キャプチャ信号と同時に TMRCP2をリードすると、リードデータが不定になります。リ
ードタイミングに注意してください。 

 2. 低消費電力モードに遷移した場合、カウンタの値は不定になります。アクティブモード
に復帰した後は、TMRL2に H'FFをライトし、カウンタを初期化してください。 

 

15.2.6 タイマ Rロードレジスタ 1（TMRL1） 
0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

W

TMR17

W

TMR16

W

TMR15

W

TMR14

W

TMR13

W

TMR12

W

TMR11

W

TMR10

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマ Rロードレジスタ 1（TMRL1）は、8ビットのライト専用レジスタで、TMRU-1のロード値

を設定します。 
TMRL1にロード値を設定すると、同時にその値は TMRU-1カウンタにも設定され、カウンタはそ

の値からカウントダウンを開始します。また、リロードタイマ動作時、カウンタがアンダフローする
と、カウンタに TMRL1の値が設定されます。 

TMRL1は、リセット時、H'FFに初期化されます。 
 

15.2.7 タイマ Rロードレジスタ 2（TMRL2） 
0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

W

TMR27

W

TMR26

W

TMR25

W

TMR24

W

TMR23

W

TMR22

W

TMR21

W

TMR20

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマ Rロードレジスタ 2（TMRL2）は、8ビットのライト専用レジスタで、TMRU-2のロード値

を設定します。 
TMRL2にロード値を設定すると、同時にその値は TMRU-2カウンタにも設定され、カウンタはそ

の値からカウントダウンを開始します。また、リロードタイマ動作時、カウンタのアンダフローまた
は CFGエッジにより、カウンタに TMRL2の値が設定されます。 

TMRL2は、リセット時、H'FFに初期化されます。 
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15.2.8 タイマ Rロードレジスタ 3（TMRL3） 
0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

W

TMR37

W

TMR36

W

TMR35

W

TMR34

W

TMR33

W

TMR32

W

TMR31

W

TMR30

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
タイマ Rロードレジスタ 3（TMRL3）は、8ビットのライト専用レジスタで、TMRU-3のロード値

を設定します。 
TMRL3にロード値を設定すると、同時にその値は TMRU-3カウンタにも設定され、カウンタはそ

の値からカウントダウンを開始します。また、カウンタのアンダフローまたは DVCTLのエッジによ
り、カウンタに TMRL2の値が設定されます。（クロックソースの選択により、DVCTL信号を選択
した場合はアンダフロー信号でリロード、分周クロックを選択した場合は DVCTL信号でリロードし
ます。） 

TMRL3は、リセット時、H'FFに初期化されます。 
 

15.2.9 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

1

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

1

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

:

:

:  
 

MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御
を行います。 

MSTP11ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でタイマ Rは動作を停止してモジュ
ールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5 モジュールストップモード」を参照してくださ
い。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
 

ビット3：モジュールストップ（MSTP11） 

タイマ Rのモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRH 

ビット 3 

MSTP11 

説   明 

0 タイマ Rのモジュールストップモード解除 

1 タイマ Rのモジュールストップモード設定 （初期値） 
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15.3 動作説明 

15.3.1 キャプチャ付きリロードタイマカウンタ TMRU-1 
キャプチャ付きリロードタイマカウンタ TMRU-1は、8ビットのダウンカウンタ、リロードレジス

タおよびキャプチャレジスタから構成されています。クロックソースは CFG信号の立ち上がりエッ
ジと 3種類の分周クロックから選択できます。また、リロードカウンタとして動作するか、キャプチ
ャカウンタとして動作するかは選択できます。キャプチャ機能を選択しても、リロードレジスタに値
を書き込むことによりカウンタ値を設定することができます。 
カウンタのアンダフローで、TMRI1割り込み要求が発生します。 
TMRU-1カウンタ、リロードレジスタおよびキャプチャレジスタの初期値は H'FFです。 

 

(1) リロードタイマ動作 

リロードレジスタに値を書き込むと、同時にカウンタにもその値が書き込まれます。また、カウン
タのアンダフローにより、リロードレジスタの値がカウンタにリロードされます。 

TMRU-1は、CFGの分周回路です。TMRU-2、TMRU-3と組み合わせて使い、モードの判別を行う
ことができます。 
 

(2) キャプチャ動作 

TMRU-2とあわせて 16ビットで行われます。キャプチャ信号によりカウンタをクリアすることが
できます。キャプチャ信号は、CFGのエッジまたは IRQ3のエッジです。キャプチャ信号により、TMRI3
割り込み要求を発生することが可能です。 

TMRU-1は、TMRU-2のキャプチャ機能と共に、16ビットの CFGカウンタとして用いることがで
きます。キャプチャ信号に IRQ3を選択し、IRQ3端子に入力されるリールパルスの期間中の CFGを
カウントすることができます。 
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15.3.2 キャプチャ付きリロードタイマカウンタ TMRU-2 
キャプチャ付きリロードタイマカウンタ TMRU-2は、8ビットのダウンカウンタ、リロードレジス

タ、キャプチャレジスタから構成されています。クロックソースは TMRU-1のアンダフロー信号と 3
種類の分周クロックから選択できます。また、キャプチャ動作中もリロード機能は動作可能ですが、
リロード機能の有無は選択することができます。リロード機能無しを選択しても、リロードレジスタ
に値を書き込むことによりカウンタ値を設定することができます。 
カウンタのアンダフローで、TMRI2割り込み要求が発生します。 
TMRU-2のカウンタ、リロードレジスタおよびキャプチャレジスタの初期値は H'FFです。 

 

(1) リロードタイマ動作 

リロードレジスタに値を書き込むと、同時にカウンタにもその値が書き込まれます。また、カウン
タのアンダフローまたは CFGのエッジにより、リロードレジスタの値がカウンタにリロードされま
す。 

TMRU-2は、リロードタイマ動作によりキャプスタンモータの加減速処理が可能です。 
 

(2) キャプチャ動作 

キャプチャ信号により、カウンタの値をキャプチャレジスタにラッチします。キャプチャ信号は、
CFGのエッジ、IRQ3のエッジ、または、TMRU-3のアンダフロー信号から選択できます。キャプチ
ャ信号で、TMRI3割り込み要求を発生することが可能です。 

TMRU-2のキャプチャ動作（リロード機能停止）と TMRU-1、TMRU-3を組み合わせて使用するこ
とにより、モード判別が可能です。 
 

15.3.3 リロードカウンタタイマ TMRU-3 
リロードカウンタタイマ TMRU-3は、8ビットのダウンカウンタとリロードレジスタから構成され

ています。クロックソースは DVCTL信号のエッジと 3種類の分周クロックから選択できます。 
リロード信号は、カウンタのアンダフロー信号または DVCTL信号のエッジから選択できます（ク

ロックソース選択により、DVCTL信号を選択した場合はアンダフロー信号でリロード、分周クロッ
クを選択した場合は DVCTL信号でリロードです）。リロード信号によりリロードレジスタの値がカ
ウンタにリロードされます。また、リロードレジスタの値を書き込むと、同時にカウンタにもその値
が書き込まれます。 
カウンタおよびリロードレジスタの初期値は H'FFです。 
アンダフロー信号は TMRU-2のキャプチャ信号として利用できます。 
TMRU-3は、DVCTLの分周回路として使用できます。TMRU-1、TMRU-2（キャプチャ機能）と組

み合わせて使い、モード判別を行うことができます。クロックソースは、DVCTLの分周信号となっ
ており、サーチ時には倍速に対応した CTL信号（DVCTL）を入力できます。この DVCTL信号は、
キャプスタンモータの位相制御にも用います。 
また、クロックソースに分周クロックを選択することにより、DVCTLのエッジを遅らせることが

でき、スロートラッキングモノマルチ機能が実現できます。 
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15.3.4 モード判別 
再生テープの SP/LP/EPモードを判別（2/4/6判別）するために、タイマ Rの TMRU-1（CFG分周

回路）、TMRU-2（キャプチャ機能/リロード無し）、TMRU-3（DVCTL分周回路）を用います。タ
イマ Rはリセット後、この状態になります。 

TMRU-1のリロードレジスタには CFG分周値、TMRU-3のリロードレジスタには DVCTLの分周
値を書き込みます。TMRU-3のアンダフローにより TMRU-2のカウンタ値をキャプチャします。この
キャプチャレジスタの値が DVCTL周期内の CFGの数になります。 
このように、タイマ Rにより、DVCTLの n発分の CFG数をカウントすることや、サーチ中のモ

ード判別を行うことが可能です。 
レジスタの設定例は、「15.5.1 モード判別」を参照してください。 

 

15.3.5 リール制御 
TMRU-1と TMRU-2とをあわせて 16ビットでキャプチャ動作させることにより、CFGのカウント

値をキャプチャすることができます。キャプチャ信号に IRQ3を選択し、IRQ3端子に入力されるリー
ルパルスの期間中の CFGをカウントすることにより、巻き取り制御等に利用できます。 
レジスタの設定例は、「15.5.2 リール制御」を参照してください。 

 

15.3.6 キャプスタンモータの加減速処理 
スロー再生やスチル再生などの間欠動作では、キャプスタンモータの急加速、急停止を行う必要が

あります。加減速処理は、キャプスタンモータの回転速度が、加速または減速時に、規定速度に達し
たことを確認するための機能です。この処理は、TMRU-2（リロード機能）を用います。 
 

加速時 

（1） TMRM1のAC/BRビットを加速に（1にセット）します。また、CFGの立ち上がりエッジをリ
ロード信号として用います。 

（2） リロードレジスタにCFG周波数の加速完了とする規定時間を設定します。 
（3） TMRU-2はリロードデータをダウンカウントします。 
（4） 加速が完了していないとき（規定時間になってもCFG信号が入力されない＝ダウンカウンタ

のアンダフローが発生）は、アンダフローによりCFGマスクF/Fによりセットされ（マスク動
作）、リロードタイマはCFGによりクリアされます。 

（5） 加速が完了したとき（規定時間より前にCFG信号が入力＝ダウンカウンタのアンダフローが
発生する前にリロード動作）は、CFGにより割り込み要求が発生します。 
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減速時 

（1） TMRM1のAC/BRビットを減速に（0にクリア）します。また、CFGの立ち上がりエッジをリ
ロード信号として用います。 

（2） リロードレジスタにCFG周波数の減速完了とする規定時間を設定します。 
（3） TMRU-2はリロードデータをダウンカウントします。 
（4） 減速が完了していないとき（規定時間より前にCFG信号が入力＝ダウンカウンタのアンダフ

ローが発生する前にリロード動作）は、リロードタイマ動作を続行します。 
（5） 減速が完了したとき（規定時間になってもCFG信号が入力されない＝ダウンカウンタのアン

ダフローが発生）は、アンダフロー信号により割り込み要求が発生します。 
 
加減速処理は、次のスロートラッキングモノマルチと組み合わせて特殊再生時に用います。レジス

タの設定例は「15.5.4 キャプスタンモータの加減速処理」を参照してください。 
 

15.3.7 スロートラッキングモノマルチ 
スロー再生やスチル再生などでは、DVCTLのエッジからキャプスタンモータのブレーキをかける

タイミングを決定します。スロートラッキングモノマルチは、DVCTLの立ち上がりエッジから、任
意の時点までの時間を計測し、割り込み要求を発生します。プログラムでは、この割り込みによりキ
ャプスタンモータのブレーキをかけます。スロートラッキングモノマルチの時間計測には、TMRU-3
を用います。また、減速処理は TMRU-2を用いて行うことができます。図 15.2にスロー再生時の時
系列動作例を示します。 
レジスタの設定例は、「15.5.3 スロートラッキングモノマルチ」を参照してください。 
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HSW

FG加速検出

縦ユレ補正（付加Vパルス）

DVCTL↑ 割り込み�

リロード
反転

フレーム送り

横ユレ補正 横ユレ補正

減速処理

加速処理

スロートラッキング
ディレイ

C.Rotary

H.AmpSW

キャプスタンモータ
加速

ドラムモータ
減速

スロートラッキング
モノマルチ

キャプスタンモータ
減速

サーボ

Hi-Z

【記号説明】
Hi-Z：ハイインピーダンス状態

4ヘッドSPモードの場合。2ヘッドのときは、
H.AmpSW、C.Rotaryは Low

FG停止検出

正転

 
図 15.2 スロー再生時の時系列動作例 

 



15. タイマ R 

Rev.2.00 2006.1.11   15-17 
RJJ09B0303-0200 

 

15.4 割り込み要因 
タイマ Rの割り込み要因は、タイマ Rコントロール/ステータスレジスタ（TMRCS）の TMRI3ビ

ット～TMRI1ビットの 3要因があります。 
 

(1) TMRU-1のアンダフローによる割り込み（TMRI1） 

この割り込みはTMRU-1のリロードのタイミングとなります。 
 

(2) TMRU-2のアンダフローまたは加減速処理終了による割り込み（TMRI2） 

TMRU-2のリロードタイミングで割り込みを発生する場合は、タイマRモードレジスタ1
（TMRM1）のAC/BR（加減速）ビットを0にクリアしてください。 

 

(3) TMRU-3のキャプチャ信号およびスロートラッキングモノマルチ終了による割り込み
（TMRI3） 

この二つの割り込み要因は論理和となっているため、ソフトウェアにより、どちらの割り込
みかを判断する必要があります。タイマRモードレジスタ2（TMRM2）のCAPFフラグあるい
はSLWフラグに各割り込み要因がセットされるので、ソフトウェアにより判定してくださ
い。 
CAPFフラグ、SLWフラグは自動的にクリアされないので、ソフトウェアによりクリアして
ください（このフラグは、0ライトのみ有効）。これらのフラグがクリアされていないと、
次の要因が検出されません。また、これらのフラグをクリアしないままCP/SLMビットを切
り替えると、フラグはクリアされます。 
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15.5 各動作の設定例 

15.5.1 モード判別 
再生テープの SP/LP/EPモードを判別（2/4/6判別）するために、タイマ Rの TMRU-1（CFG分周

回路）、TMRU-2（キャプチャ機能/リロード無し）、TMRU-3（DVCTL分周回路）を用います。タ
イマ Rはリセット後、この状態になります。 

TMRU-1のリロードレジスタには CFG分周値、TMRU-3のリロードレジスタには DVCTLの分周
値を書き込みます。TMRU-3のアンダフローにより TMRU-2のカウンタ値をキャプチャします。この
キャプチャレジスタの値が DVCTL周期内の CFGの数になります。 
このように、タイマ Rにより、DVCTLの n発分の CFG数をカウントすることや、サーチ中のモ

ード判別を行うことが可能です。 
 

• 設定例 

（1） タイマRモードレジスタ1（TMRM1）を設定 
CLR2ビット（ビット7）＝1：TMRU-2をキャプチャ後、クリア。 
RLDビット（ビット5）＝0：TMRU-2のリロード機能無し。 
PS21、PS20（ビット3、2）＝（0、0）：TMRU-2のクロックソースは、TMRU-1のアンダフ
ロー信号 
RLD/CAPビット（ビット1）＝0：TMRU-1は、リロードタイマ動作。 

 
（2） タイマRモードレジスタ2（TMRM2）を設定 

LATビット（ビット7）＝0：TMRU-2のキャプチャ信号は、TMRU-3のアンダフロー信号。 
PS11、PS10（ビット6、5）＝（0、0）：TMRU-1のクロックソースは、CFGの立ち上がりエ
ッジ。 
PS31、PS30（ビット4、3）＝（0、0）：TMRU-3のクロックソースは、DVCTL信号の立ち上
がりエッジ。 
CP/SLMビット（ビット2）＝0：TMRI3の割り込み要求は、キャプチャ信号。 

 
（3） タイマRロードレジスタ1（TMRL1）を設定 

CFGの分周値を設定。n分周のとき、設定値は（n－1）。 
 
（4） タイマRロードレジスタ3（TMRL3）を設定 

DVCTLの分周値を設定。n分周のとき、設定値は（n－1）。 
 



15. タイマ R 

Rev.2.00 2006.1.11   15-19 
RJJ09B0303-0200 

 

15.5.2 リール制御 
TMRU-1と TMRU-2とをあわせて 16ビットでキャプチャ動作させることにより、CFGのカウント

値をキャプチャすることができます。キャプチャ信号に IRQ3を選択し、IRQ3端子に入力されるリー
ルパルスの期間中の CFGをカウントすることにより、巻き取り制御等に利用できます。 
 

• 設定例 

（1） P13/IRQ3端子をIRQ3端子に設定 
ポートモードレジスタ1（PMR1）のPMR13ビット（ビット3）に1を設定する。「10.3.2(1) ポ
ートモードレジスタ1（PMR1）」を参照してください。 

 
（2） タイマRモードレジスタ1（TMRM1）を設定 

CLR2ビット（ビット7）＝1：TMRU-2をキャプチャ後、クリア。 
PS21、PS20（ビット3、2）＝（0、0）：TMRU-2のクロックソースは、TMRU-1のアンダフ
ロー信号 
RLD/CAPビット（ビット1）＝1：TMRU-1は、キャプチャ動作。 
CPSビット（ビット0）＝1：TMRU-1、TMRU-2のキャプチャ信号は、IRQ3のエッジ信号。 

 
（3） タイマRモードレジスタ2（TMRM2）を設定 

LATビット（ビット7）＝1：TMRU-1、TMRU-2のキャプチャ信号は、IRQ3のエッジ信号。 
PS11、PS10（ビット6、5）＝（0、0）：TMRU-1のクロックソースは、CFGの立ち上がりエ
ッジ。 
CP/SLMビット（ビット2）＝0：TMRI3の割り込み要求は、キャプチャ信号による。 

 

15.5.3 スロートラッキングモノマルチ 
スロー再生やスチル再生などでは、DVCTLのエッジからキャプスタンモータのブレーキをかける

タイミングを決定します。スロートラッキングモノマルチは、DVCTLの立ち上がりエッジから、任
意の時点までの時間を計測し、割り込み要求を発生します。プログラムでは、この割り込みによりキ
ャプスタンモータのブレーキをかけます。スロートラッキングモノマルチの時間計測には、TMRU-3
を用います。また、減速処理は TMRU-2を用いて行うことができます。 
 

• 設定例 

（1） タイマRモードレジスタ2（TMRM2）を設定 
PS31、PS30（ビット4、3）＝（0、0）以外：TMRU-3のクロックソースは、分周クロック。 
CP/SLMビット（ビット2）＝1：TMRI3の割り込み要求は、スロートラッキングディレイ信
号による。 

 
（2） タイマRロードレジスタ3（TMRL3）を設定 

スロートラッキングディレイ値を設定。ディレイカウントをnとすると、設定値は（n－1）。 
ディレイ期間については、図15.2「スロー再生時の時系列動作例」を参考にしてください。 
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15.5.4 キャプスタンモータの加減速処理 
スロー再生やスチル再生などの間欠動作では、キャプスタンモータの急加速、急停止を行う必要が

あります。加減速処理は、キャプスタンモータの回転速度が、加速または減速時に、規定速度に達し
たことを確認するための機能です。この処理は、TMRU-2（リロード機能）を用います。 
加減速処理は、スロートラッキングモノマルチと組み合わせて特殊再生時に用います。 

 

• 加速処理の設定例 

（1） タイマRモードレジスタ1（TMRM1）を設定 
AC/BRビット（ビット6）＝1：加速処理 
RLDビット（ビット5）＝1：TMRU-2をリロードタイマとして使用。 
RLCKビット（ビット4）＝0：TMRU-2は、CFGの立ち上がりエッジでリロード。 
PS21、PS20（ビット3、2）＝（0、0）以外：TMRU-2のクロックソースは、分周クロック 

 
（2） タイマRロードレジスタ2（TMRL2）を設定 

加速完了期間のカウント値を設定。カウントをnとすると、設定値は（n－1）。 
加速完了期間については、図15.2「スロー再生時の時系列動作例」を参考にしてください。 

 

• 減速処理の設定例 

（1） タイマRモードレジスタ1（TMRM1）を設定 
AC/BRビット（ビット6）＝0：減速処理 
RLDビット（ビット5）＝1：TMRU-2をリロードタイマとして使用。 
RLCKビット（ビット4）＝0：TMRU-2は、CFGの立ち上がりエッジでリロード。 
PS21、PS20（ビット3、2）＝（0、0）以外：TMRU-2のクロックソースは、分周クロック 

 
（2） タイマRロードレジスタ2（TMRL2）を設定 

減速完了期間のカウント値を設定。カウントをnとすると、設定値は（n－1）。 
減速完了期間については、図15.2「スロー再生時の時系列動作例」を参考にしてください。 
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16. タイマ X1 

 
【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには内蔵していません。 
 

16.1 概要 
タイマ X1は 16ビットのフリーランニングカウンタ（FRC）をベースにして、2種類の独立した波

形出力が可能であり、また入力パルスの幅や外部クロックの周期を測定できます。 
 

16.1.1 特長 
タイマ X1の特長を以下に示します。 

 
• 4種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

3種類の内部クロック（φ/4、φ/16、φ/64）とDVCFGの中から選択できます。 
• 2本の独立したアウトプットコンペア機能 

2種類の波形を出力できます。 
• 4本の独立したインプットキャプチャ機能 
立ち上がり/立ち下がりエッジを選択できます。バッファ動作を指定できます。 

• カウンタのクリア指定が可能 
コンペアマッチAにより、カウンタの値をクリアできます。 

• 7種類の割り込み要因 
コンペアマッチ×2要因、インプットキャプチャ×4要因、オーバフロー×1要因があり、そ
れぞれ独立に要求できます。 
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16.1.2 ブロック図 
タイマ X1のブロック図を図 16.1に示します。 
 

内
　
部
　
デ
　
ー
　
タ
　
バ
　
ス

【記号説明】
TIER

ICRA

ICRB

ICRC

ICRD

TCRX

OCRB

比較回路

FRC

比較回路

OCRA

TOCR

TCSRX

TIER

インプット
キャプチャ
制御

アウトプットコンペア出力

【注】*は外部端子
　　（ ）は内部信号

割り込み
要求
×7

FTOA
FTOB

FTIA*
(HSW)
FTIB*

(VD)
FTIC*

(DVCTL)
FTID*

(NHSW)

(DVCFG)

φ/ 4
φ/ 16
φ/ 64

TCSRX
FRC
OCRA
OCRB
TCRX
TOCR
ICRA
ICRB
ICRC
ICRD

：タイマインタラプトイネーブルレジスタ
：タイマコントロール/ステータスレジスタX
：フリーランニングカウンタ
：アウトプットコンペアレジスタA
：アウトプットコンペアレジスタB
：タイマコントロールレジスタX
：アウトプットコンペアコントロールレジスタ
：インプットキャプチャレジスタA
：インプットキャプチャレジスタB
：インプットキャプチャレジスタC
：インプットキャプチャレジスタD

 
図 16.1 タイマ X1ブロック図 
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16.1.3 端子構成 
タイマ X1の端子構成を表 16.1に示します。 

表 16.1 端子構成 
名  称 略称 入出力 機  能 

アウトプットコンペア A出力 FTOA 出力 アウトプットコンペア Aの出力端子 

アウトプットコンペア B出力 FTOB 出力 アウトプットコンペア Bの出力端子 

インプットキャプチャ A入力 FTIA 入力 インプットキャプチャ Aの入力端子 

インプットキャプチャ B入力 FTIB 入力 インプットキャプチャ Bの入力端子 

インプットキャプチャ C入力 FTIC 入力 インプットキャプチャ Cの入力端子 

インプットキャプチャＤ入力 FTID 入力 インプットキャプチャ Dの入力端子 

 

16.1.4 レジスタ構成 
タイマ X1のレジスタ構成を表 16.2に示します。 

表 16.2 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*3 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER R/W H'00 H'D100 

タイマコントロール/ステータスレジスタ X TCSRX R/（Ｗ）*1 H'00 H'D101 

フリーランニングカウンタ H FRCH R/W H'00 H'D102 

フリーランニングカウンタ L FRCL R/W H'00 H'D103 

アウトプットコンペアレジスタ AH OCRAH R/W H'FF H'D104*2 

アウトプットコンペアレジスタ AL OCRAL R/W H'FF H'D105*2 

アウトプットコンペアレジスタ BH OCRBH R/W H'FF H'D104*2 

アウトプットコンペアレジスタ BL OCRBL R/W H'FF H'D105*2 

タイマコントロールレジスタ X TCRX R/W H'00 H'D106 

タイマアウトプットコンペアコントロールレジスタ TOCR R/W H'00 H'D107 

インプットキャプチャレジスタ AH ICRAH R H'00 H'D108 

インプットキャプチャレジスタ AL ICRAL R H'00 H'D109 

インプットキャプチャレジスタ BH ICRBH R H'00 H'D10A 

インプットキャプチャレジスタ BL ICRBL R H'00 H'D10B 

インプットキャプチャレジスタ CH ICRCH R H'00 H'D10C 

インプットキャプチャレジスタ CL ICRCL R H'00 H'D10D 

インプットキャプチャレジスタ DH ICRDH R H'00 H'D10E 

インプットキャプチャレジスタ DL ICRDL R H'00 H'D10F 

【注】 *1 ビット 7～1はフラグをクリアするための 0ライトのみが可能です。ビット 0はリード/ライトが可

能です。 

 *2 OCRAと OCRBのアドレスは同一です。これらの切り替えは TOCRの OCRS ビットで行います。 

 *3 アドレスは下位 16ビットを示します。 
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16.2 各レジスタの説明 

16.2.1 フリーランニングカウンタ（FRC） 
フリーランニングカウンタ H（FRCH） 
フリーランニングカウンタ L（FRCL） 

0

3

0

R/W

5

0

R/W

7

0

9

0

R/W

11

0

13

0

15

R/WR/WR/W

0

R/W R/W

ビット

初期値

R/W

1

0

2

0

R/W

4

0

R/W

6

0

8

0

R/W

10

0

12

0

14

F R C

F R C H F R C L

R/WR/WR/WR/W

0

R/W

0:

:

:

 
 

FRCは、16ビットのリード/ライト可能なアップカウンタで、入力する内部クロック/外部クロック
によりカウントアップされます。入力するクロックは、TCRXの CKS1、CKS0により、選択します。 

TCSRXの CCLRAの設定によりコンペアマッチ Aで FRCをクリアできます。 
FRCがオーバフロー（H'FFFF→H'0000）すると、TCSRXの OVFが 1にセットされます。 
このとき TIERの OVIEが 1ならば CPUに割り込みを要求します。 
FRCは、CPUから 8ビットおよび 16ビットのリード/ライトが可能です。 
リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブスリープモード、モジュールストップモード

またはサブアクティブモード時に FRCは H'0000に、初期化されます。 
 

16.2.2 アウトプットコンペアレジスタ A、B（OCRA、OCRB） 
アウトプットコンペアレジスタ AH、BH（OCRAH、OCRBH） 
アウトプットコンペアレジスタ AL、BL（OCRAL、OCRBL） 

1

3

1

R/W

5

1

R/W

7

1

9

1

R/W

11

1

13

1

15

R/WR/WR/W

1

R/W R/W

ビット

初期値

R/W

1

1

2

1

R/W

4

1

R/W

6

1

8

1

R/W

10

1

12

1

14

O C R A ,O C R B

O C R A H, O C R B H O C R A L, O C R B L

R/WR/WR/WR/W

1

R/W

0:

:

:

 
 

OCRは、16ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタ（OCRA、OCRB）から構成されます。
OCRの内容は FRCと常に比較されており、両者の値が一致すると、TCSRXの OCFA、OCRBが 1に
セットされます。このとき TIERの OCIAE、OCIBが 1ならば CPUに割り込みを要求します。 
コンペアマッチ時、TOCRの OEA、OEBが 1にセットされていると、TOCRの OLVLA、OLVLB

で設定したレベル値が、FTOA、FTOB端子に出力されます。リセット後、最初のコンペアマッチが
起こるまで FTOA、FTOB端子から 0が出力されます。 

OCRは、CPUから 8ビットおよび 16ビットのリード/ライトが可能です。 
リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブスリープモード、モジュールストップモード

またはサブアクティブモード時に OCRは H'FFFFに初期化されます。 
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16.2.3 インプットキャプチャレジスタ A～D（ICRA～ICRD） 
インプットキャプチャレジスタ AH～DH（ICRAH～ICRDH） 
インプットキャプチャレジスタ AL～DL（ICRAL～ICRDL） 

0

3

0

R

5

0

R

7

0

9

0

R

11

0

13

0

15

RRR

0

R R

ビット

初期値

R/W

1

0

2

0

R

4

0

R

6

0

8

0

R

10

0

12

0

14

I C R A, I C R B, I C R C, I C R D

ICRAH, ICRBH, ICRCH, ICRDH ICRAL, ICRBL, ICRCL, ICRDL

RRRR

0

R

0:

:

:

 
 

ICRは、16ビットのリード専用の 4本のレジスタ（ICRA～ICRD）から構成されます。 
インプットキャプチャ入力信号の立ち下がりエッジが検出されると、そのときの値が ICRA～ICRD

に転送されます。このとき同時に、TCSRXの ICFA～ICFDが 1にセットされます。このとき同時に、
TCRXの IDIAE～IDIDEが 1ならば、CPUに割り込みを要求します。入力信号のエッジは、TCRXの
IEDGA～IEDGDにより選択できます。 
また ICRC、ICRDは、TCRXの BUFEA、BUFEBにより、それぞれ ICRA、ICRBのバッファレジ

スタとして使用し、バッファ動作を行わせることができます。ICRCを ICRAのバッファレジスタと
して使用した場合（BUFEA＝1）の接続を、図 16.2に示します。ICRCを ICRAのバッファとして使
用した場合、外部入力信号の変化として IEDGA≠IEDGCと設定することにより、立ち上がり/立ち下
がり両方のエッジを指定することができます。IEDGA＝IEDGCの場合には立ち上がりまたは立ち下
がりエッジのいずれかとなります。入力エッジの選択については、表 16.3を参照してください。 
【注】FRCから ICRへの転送は ICFの値にかかわらず行われます。 
 

エッジ検出および
キャプチャ信号
発生回路

BUFEAIEDGA

FTIA

IEDGC

ICRC ICRA FRC

 
図 16.2 バッファ動作（例） 

表 16.3 バッファ動作時の入力エッジの選択 
IEDGA IEDGC 入力エッジの選択 

0 0 インプットキャプチャ入力 Aの立ち下がりエッジでキャプチャ （初期値） 

0 1 

1 0 

インプットキャプチャ入力 Aの立ち下がり/立ち上がり両エッジでキャプチャ 

1 1 インプットキャプチャ入力 Aの立ち上がりエッジでキャプチャ 

 
ICRは、CPUから 8ビットおよび 16ビットのリードが可能です。 
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インプットキャプチャ動作を確実に行うために、インプットキャプチャ入力信号のパルス幅は、単
エッジの場合 1.5システムクロック（φ）以上、両エッジの場合 2.5システムクロック（φ）以上に
してください。リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブスリープモード、モジュールス
トップモードまたはサブアクティブモード時に ICRは H'0000に初期化されます。 
 

16.2.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER） 
0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/WR/W

ICICE

R/W

ICIBE

0

R/W

ICIAE ICIDE OCIAE OCIBE OVIE ICSA

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 

TIERは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、各割り込み要求の許可/禁止を制御します。
リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブスリープモード、モジュールストップモードま
たはサブアクティブモード時に TIERは H'00に初期化されます。 
 

ビット7：インプットキャプチャ割り込みAイネーブル（ICIAE） 

TCSRXの ICFAが 1にセットされたとき、ICFAによる割り込み要求（ICIA）の許可/禁止を選択し
ます。 
 
ビット 7 

ICIAE 

説   明 

0 ICFAによる割り込み要求（ICIA）を禁止 （初期値） 

1 ICFAによる割り込み要求（ICIA）を許可 

 

ビット6：インプットキャプチャ割り込みBイネーブル（ICIBE） 

TCSRXの ICFBが 1にセットされたとき、ICFBによる割り込み要求（ICIB）の許可/禁止を選択し
ます。 
 
ビット 6 

ICIBE 

説   明 

0 ICFBによる割り込み要求（ICIB）を禁止 （初期値） 

1 ICFBによる割り込み要求（ICIB）を許可 

 

ビット5：インプットキャプチャC割り込みイネーブル（ICICE） 

TCSRXの ICFCが 1にセットされたとき、ICFCによる割り込み要求（ICIC）の許可/禁止を選択し
ます。 
 
ビット 5 

ICICE 

説   明 

0 ICFCによる割り込み要求（ICIC）を禁止 （初期値） 

1 ICFCによる割り込み要求（ICIC）を許可 
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ビット4：インプットキャプチャD割り込みイネーブル（ICIDE） 

TCSRXの ICFDが 1にセットされたとき、ICFDによる割り込み要求（ICID）の許可/禁止を選択し
ます。 
 
ビット 4 

ICIDE 

説   明 

0 ICFDによる割り込み要求（ICID）を禁止 （初期値） 

1 ICFDによる割り込み要求（ICID）を許可 

 

ビット3：アウトプットコンペア割り込みAイネーブル（OCIAE） 

TCSRXの OCFAが 1にセットされたとき、OCFAによる割り込み要求（OCIA）の許可/禁止を選
択します。 
 
ビット 3 

OCIAE 

説   明 

0 OCFAによる割り込み要求（OCIA）を禁止 （初期値） 

1 OCFAによる割り込み要求（OCIA）を許可 

 

ビット2：アウトプットコンペア割り込みBイネーブル（OCIBE） 

TCSRXの OCFBが 1にセットされたとき、OCFBによる割り込み要求（OCIB）の許可/禁止を選択
します。 
 
ビット 2 

OCIBE 

説   明 

0 OCFBによる割り込み要求（OCIB）を禁止 （初期値） 

1 OCFBによる割り込み要求（OCIB）を許可 

 

ビット1：タイマオーバフロー割り込みイネーブル（OVIE） 

TCSRXの OVFが 1にセットされたとき、OVFによる割り込み要求（FOVI）の許可/禁止を選択し
ます。 
 
ビット 1 

OVIE 

説   明 

0 OVFによる割り込み要求（FOVI）を禁止 （初期値） 

1 OVFによる割り込み要求（FOVI）を許可 

 

ビット0：インプットキャプチャ入力セレクトA（ICSA） 

インプットキャプチャ Aの入力を選択します。 
 
ビット 0 

ICSA 

説   明 

0 インプットキャプチャ Aの入力は FTIA端子入力を選択 （初期値） 

1 インプットキャプチャ Aの入力は HSWを選択  
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16.2.5 タイマコントロール/ステータスレジスタ X（TCSRX） 
0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

5

0

6

0

7

R/WR/(W)*

ICFB

0

R/(W)*

ICFA

R/(W)*

ICFD

R/(W)*

ICFC

R/(W)*

OCFB

R/(W)*

OCFA CCLRA

R/(W)*

OVF

ビット

初期値

R/W

【注】*　ビット7～1はフラグをクリアするための 0 ライトのみ可能です。

:

:

:

 
 

TCSRXは、8ビットのレジスタで、カウンタクリアの選択、各割り込み要求信号の制御を行いま
す。リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブスリープモード、モジュールストップモー
ドまたはサブアクティブモード時に、TCSRXは H'00に初期化されます。なお、タイミングについて
は「16.3 動作説明」を参照してください。 

FTIA～FTID端子は、スリープモードを除く低消費電力モード時に LSI内部で入力を固定していま
す。このため、アクティブモード→低消費電力モード→アクティブモードのような遷移を行った場合、
端子状態や検出エッジによっては、誤エッジが検出されることがあります。 
低消費電力モードからアクティブモードへ遷移した直後にいったん割り込み要求フラグをクリア

してください。 
 

ビット7：インプットキャプチャフラグA（ICFA） 

インプットキャプチャ信号によって、FRCの値が ICRAに転送されたことを示すステータスフラグ
です。TCRXの BUFEAが 1にセットされているときは、ICFAは、インプットキャプチャ信号により、
FRCの値が ICRAに転送され、また更新される前の ICRAの値が ICRCに転送されたことを示します。 
本フラグは、ソフトウェアでクリアします。セットはハードウェアで行われます。ソフトウェアで

セットすることはできません。 
 
ビット 7 

ICFA 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

ICFA＝1の状態で、ICFAをリードした後、ICFAに 0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

インプットキャプチャ信号により、FRCの値が ICRAに転送されたとき 
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ビット6：インプットキャプチャフラグB（ICFB） 

インプットキャプチャ信号によって、FRCの値が ICRBに転送されたことを示すステータスフラグ
です。TCRXの BUFEBが 1にセットされているときは、ICFBは、インプットキャプチャ信号により、
FRCの値が ICRBに転送され、また更新される前の ICRBの値が ICRCに転送されたことを示します。 
本フラグは、ソフトウェアでクリアします。セットはハードウェアで行われます。ソフトウェアで

セットすることはできません。 
 
ビット 6 

ICFB 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

ICFB＝1の状態で、ICFBをリードした後、ICFBに 0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

インプットキャプチャ信号により、FRCの値が ICRBに転送されたとき 

 

ビット5：インプットキャプチャフラグC（ICFC） 

インプットキャプチャ信号によって、FRCの値が ICRCに転送されたことを示すステータスフラグ
です。TCRXの BUFEAが 1にセットされているときは、インプットキャプチャ信号が発生したとき、
ICFCはセットされますが、ICRCへのデータ転送は行われません。したがって、バッファ動作では、
ICFCは、ICICEビットを 1にセットすることにより、外部割り込みとして使用することができます。 
本フラグは、ソフトウェアでクリアします。セットはハードウェアで行われます。ソフトウェアで

セットすることはできません。 
 
ビット 5 

ICFC 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

ICFC＝1の状態で、ICFCをリードした後、ICFCに 0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

インプットキャプチャ信号が発生したとき 
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ビット4：インプットキャプチャフラグD（ICFD） 

インプットキャプチャ信号によって、FRCの値が ICRDに転送されたことを示すステータスフラグ
です。TCRXの BUFEBが 1にセットされているときは、インプットキャプチャ信号が発生したとき、
ICFDはセットされますが、ICRDへのデータ転送は行われません。したがって、バッファ動作では、
ICFDは、ICIDEビットを 1にセットすることにより、外部割り込みとして使用することができます。 
本フラグは、ソフトウェアでクリアします。セットはハードウェアで行われます。ソフトウェアで

セットすることはできません。 
 
ビット 4 

ICFD 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

ICFD＝1の状態で、ICFDをリードした後、ICFDに 0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

インプットキャプチャ信号が発生したとき 

 

ビット3：アウトプットコンペアフラグA（OCFA） 

FRCと OCRAがコンペアマッチしたことを示すステータスフラグです。本フラグは、ソフトウェ
アでクリアします。セットはハードウェアで行われます。ソフトウェアでセットすることはできませ
ん。 
 
ビット 3 

OCFA 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

OCFA＝1の状態で、OCFAをリードした後、OCFAに 0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

FRCと OCRAがコンペアマッチしたとき 

 

ビット2：アウトプットコンペアフラグB（OCFB） 

FRCと OCRBがコンペアマッチしたことを示すステータスフラグです。本フラグは、ソフトウェ
アでクリアします。セットはハードウェアで行われます。ソフトウェアでセットすることはできませ
ん。 
 
ビット 2 

OCFB 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

OCFB＝1の状態で、OCFBをリードした後、OCFBに 0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

FRCと OCRBがコンペアマッチしたとき 
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ビット1：タイマオーバフロー（OVF） 

FRCがオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したことを示すステータスフラグです。本フラグは、ソ
フトウェアでクリアします。セットはハードウェアで行われます。ソフトウェアでセットすることは
できません。 
 
ビット 1 

OVF 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

OVF＝1の状態で、OVFをリードした後、OVFに 0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

FRCの値が H'FFFF→H'0000になったとき 

 

ビット0：カウンタクリア（CCLRA） 

コンペアマッチ A（FRCと OCRAの一致信号）により、FRCをクリアするかしないかを選択しま
す。 
 
ビット 0 

CCLRA 

説   明 

0 コンペアマッチ Aによる FRCのクリア禁止 （初期値） 

1 コンペアマッチ Aによる FRCのクリア許可 

 

16.2.6 タイマコントロールレジスタ X（TCRX） 
0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

5

0

6

0

7

R/WR/W

IEDGB

0

R/W

IEDGA

R/W

IEDGD

R/W

IEDGC

R/W

BUFEB

R/W

BUFEA CKS0

R/W

CKS1

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 

TCRXは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。インプットキャプチャ入力エッジの選択、
バッファ動作の指定、FRCの入力クロックの選択を行います。 
リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブスリープモード、モジュールストップモード

またはサブアクティブモード時に TCRXは H'00に初期化されます。 
 

ビット7：インプットキャプチャエッジセレクトA（IEDGA） 

インプットキャプチャ入力 A（FTIA）の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択します。 
 
ビット 7 

IEDGA 

説   明 

0 インプットキャプチャ入力 Aの立ち下がりエッジでキャプチャ （初期値） 

1 インプットキャプチャ入力 Aの立ち上がりエッジでキャプチャ 
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ビット6：インプットキャプチャエッジセレクトB（IEDGB） 

インプットキャプチャ入力 B（FTIB）の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択します。 
 
ビット 6 

IEDGB 

説   明 

0 インプットキャプチャ入力 Bの立ち下がりエッジでキャプチャ （初期値） 

1 インプットキャプチャ入力 Bの立ち上がりエッジでキャプチャ 

 

ビット5：インプットキャプチャエッジセレクトC（IEDGC） 

インプットキャプチャ入力 C（FTIC）の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択します。
ただし、インプットキャプチャ入力 Cの入力 DVCTLに選択した場合、本ビットは動作に影響しませ
ん。 
 
ビット 5 

IEDGC 

説   明 

0 インプットキャプチャ入力 Cの立ち下がりエッジでキャプチャ （初期値） 

1 インプットキャプチャ入力 Cの立ち上がりエッジでキャプチャ 

 

ビット4：インプットキャプチャエッジセレクトD（IEDGD） 

インプットキャプチャ入力 D（FTID）の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択します。 
 
ビット 4 

IEDGD 

説   明 

0 インプットキャプチャ入力 Dの立ち下がりエッジでキャプチャ （初期値） 

1 インプットキャプチャ入力 Dの立ち上がりエッジでキャプチャ 

 

ビット3：バッファイネーブルA（BUFEA） 

ICRCを ICRAのバッファレジスタとして使用するかしないかを選択します。 
 
ビット 3 

BUFEA 

説   明 

0 ICRCを ICRAのバッファレジスタとして使用しない （初期値） 

1 ICRCを ICRAのバッファレジスタとして使用する 

 

ビット2：バッファイネーブルB（BUFEB） 

ICRDを ICRBのバッファレジスタとして使用するかしないかを選択します。 
 
ビット 6 

BUFEB 

説   明 

0 ICRDを ICRBのバッファレジスタとして使用しない （初期値） 

1 ICRDを ICRBのバッファレジスタとして使用する 
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ビット1、0：クロックセレクト（CKS1、0） 

FRCに入力するクロックを 3種類の内部クロックおよび DVCFGから選択します。 
DVCFGは、CFG分周タイマで選択されたエッジ検出パルスです。 

 
ビット 1 

CKS1 

ビット 0 

CKS0 

説   明 

0 0 内部クロック：φ/4でカウント （初期値） 

0 1 内部クロック：φ/16でカウント 

1 0 内部クロック：φ/64でカウント 

1 1 DVCFG：CFG分周タイマで選択されたエッジ検出パルスです 

 

16.2.7 タイマアウトプットコンペアコントロールレジスタ（TOCR） 
0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

5

0

6

0

7

R/WR/W

ICSC

0

R/W

ICSB

R/W

OCRS

R/W

ICSD

R/W

OEB

R/W

OEA OLVLB

R/W

OLVLA

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 

TOCRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。インプットキャプチャ入力の選択、アウ
トプットコンペア出力レベルの選択、アウトプットコンペア出力の許可、および OCRA、OCRBのア
クセスの切り替え制御を行います。インプットキャプチャ入力 Aについてはタイマインタラプトイネ
ーブルレジスタ（TIER）を参照してください。 
リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブスリープモード、モジュールストップモード

またはサブアクティブモード時に TOCRは H'00に初期化されます。 
 

ビット7：インプットキャプチャ入力セレクトB（ICSB） 

インプットキャプチャ Bの入力を選択します。 
 
ビット 7 

ICSB 

説   明 

0 インプットキャプチャ Bの入力は FTIB端子入力を選択 （初期値） 

1 インプットキャプチャ Bの入力は VDを選択 

 

ビット6：インプットキャプチャ入力セレクトC（ICSC） 

インプットキャプチャ Cの入力を選択します。 
DVCTLは CTL分周タイマで選択されたエッジ検出パルスです。 

 
ビット 6 

ICSC 

説   明 

0 インプットキャプチャ Cの入力は FTIC端子入力を選択 （初期値） 

1 インプットキャプチャ Cの入力は DVCTLを選択 
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ビット5：インプットキャプチャ入力セレクトD（ICSD） 

インプットキャプチャ Dの入力を選択します。 
 
ビット 5 

ICSD 

説   明 

0 インプットキャプチャ Dの入力は FTID端子入力を選択 （初期値） 

1 インプットキャプチャ Dの入力は NHSWを選択 

 

ビット4：アウトプットコンペアレジスタセレクト（OCRS） 

OCRAと OCRBのアドレスは同一です。OCRSは、このアドレスをリード/ライトする時にどちら
のレジスタを選択するかを制御します。OCRAと OCRBの動作には影響を与えません。 
 
ビット 4 

OCRS 

説   明 

0 OCRAレジスタを選択 （初期値） 

1 OCRBレジスタを選択 

 

ビット3：アウトプットイネーブルA（OEA） 

アウトプットコンペア A出力を制御します。 
 
ビット 3 

OEA 

説   明 

0 アウトプットコンペア A出力を禁止 （初期値） 

1 アウトプットコンペア A出力を許可 

 

ビット2：アウトプットイネーブルB（OEB） 

アウトプットコンペア B出力を制御します。 
 
ビット 2 

OEB 

説   明 

0 アウトプットコンペア B出力を禁止 （初期値） 

1 アウトプットコンペア B出力を許可 

 

ビット1：アウトプットレベルA（OLVLA） 

コンペアマッチ A（FRCと OCRAの一致による信号）により、FTOA端子に出力する出力レベル
を選択します。 
 
ビット 1 

OLVLA 

説   明 

0 Lowレベル （初期値） 

1 Highレベル 
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ビット0：アウトプットレベルB（OLVLB） 

コンペアマッチ B（FRCと OCRABの一致による信号）により、FTOB端子に出力する出力レベル
を選択します。 
 
ビット 0 

OLVLB 

説   明 

0 Lowレベル （初期値） 

1 Highレベル 

 

16.2.8 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

0

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

0

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

:

:

:  
 

MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御
を行います。 

MSTP10ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でタイマ X1は動作を停止してモジ
ュールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5モジュールストップモード」を参照してくださ
い。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
 

ビット2：モジュールストップ（MSTP10） 

タイマ X1のモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRH 

ビット 2 

MSTP10 

説   明 

0 タイマ X1のモジュールストップモード解除 

1 タイマ X1のモジュールストップモード設定 （初期値） 
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16.3 動作説明 

16.3.1 タイマ X1の動作 

(1) アウトプットコンペア動作 

リセット直後、FRCは H'0000に初期化され、カウントアップを開始します。入力するクロックは、
TCRXの CKS1、CKS0により、3種類の内部クロックまたは外部クロックから選択できます。FRC
の内容は、OCRA、OCRBと常に比較されており、両者の値が一致すると、TOCRの OLVLA、OLVLB
で設定したレベルが、FTOA、FTOB端子に出力されます。リセット後、最初のコンペアマッチが起
こるまで、FTOA、FTOB端子からは、0が出力されます。また、TCSRXの CCLRAが 1にセットさ
れていると、コンペアマッチ Aにより、FRCが H'0000にクリアされます。 
 

(2) インプットキャプチャ動作 

リセット直後、FRCは H'0000に初期化され、カウントアップを開始します。入力するクロックは、
TCRXの CKS1、CKS0により、3種類の内部クロックまたは外部クロックから選択できます。FTIA
～FTID端子から、TCRXの IEDGA～IEDGDに転送され、同時に TCSRXの ICFA～ICFDが 1にセッ
トされます。このとき、TIERの ICIAE～ICIEDが 1ならば、CPUに割り込みを要求します。TCRX
の BUFEA、BUFEBを 1にセットすると、ICRC、ICRDはそれぞれ ICRA、ICRBのバッファレジスタ
として動作します。FTIA、FTIB端子から、TCRXの IEDGA～IEDGDで選択したエッジが入力され
ると、そのときの FRCの値が ICRA、ICRBに転送され、同時に、更新される前の ICRA、ICRBの値
が ICRC、ICRDに転送されます。このとき、ICFA、ICFBが 1にセットされ、TIERの ICIAE、ICIBE
が 1ならば、CPUに割り込みを要求します。 
 

16.3.2 FRCのカウントタイミング 
FRCは、入力されたクロックによりカウントアップされます。TCRXの CKS1、CKS0より 3種類

のクロック（φ/4、φ/16、φ/64）と DVCFGから選択されます。 
 

(1) 内部クロック動作の場合 

TCRXの CKS1、CKS0ビットの設定により、システムクロック（φ）を分周して作られる 3種類
の内部クロック（φ/4、φ/16、φ/64）が選択されます。このときのタイミングを図 16.3に示します。 
 

FRC

内部クロック

φ�

FRC入力
クロック

NN-1 N+1

 
図 16.3 内部クロック動作時のカウントタイミング 
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(2) DVCFGクロック動作の場合 

TCRXの CKS1、CKS0ビットを 1にセットすると、DVCFGクロック入力が選択されます。DVCFG
クロックは CFG分周タイマで選択されたエッジ検出パルスでカウントします。 
このときのタイミングを図 16.4に示します。 

 

FRC

CFG

FRC入力
クロック

φ�

N N+1

DVCFG

 
図 16.4 CFGクロック動作時のカウントタイミング 
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16.3.3 アウトプットコンペア出力タイミング 
コンペアマッチが発生したとき、TOCRの OLVLで設定される出力レベルがアウトプットコンペア

出力端子（FTOA、FTOB）に出力されます。図 16.5にアウトプットコンペア Aの場合の出力タイミ
ングを示します。 
 

FRC

OLVLA

FTOA
アウトプトコンペアA
出力端子

N

N

↓クリア*

N

N

N+1N+1

コンペアマッチ
信号

φ�

OCRA

【注】*　ソフトウェアによる命令実行を指示します。
 

図 16.5 アウトプットコンペア A出力タイミング 

 

16.3.4 FRCのクリアタイミング 
FRCは、コンペアマッチ Aでクリアできます。このときのタイミングを図 16.6に示します。 

 

FRC

コンペアマッチA
信号

φ�

N H' 0000
 

図 16.6 コンペアマッチ Aによるクリアタイミング 



16. タイマ X1 

Rev.2.00 2006.1.11   16-19 
RJJ09B0303-0200 

 

16.3.5 インプットキャプチャ入力タイミング 

(1) インプットキャプチャ入力タイミング 

インプットキャプチャ入力は、TCRXの IEDGA～IEDGDビットで立ち上がり/立ち下がりエッジを
選択します。立ち上がりエッジを選択した（IEDGA～IEDGD＝1）の場合のタイミングを図 16.7に示
します。 
 

インプットキャプチャ
入力端子

φ�

インプットキャプチャ
信号

 
図 16.7 インプットキャプチャ信号タイミング（通常時） 

 

(2) バッファ動作時のインプットキャプチャ入力タイミング 

ICRCまたは ICRDを、ICRAまたは ICRBのバッファとしてバッファ動作を行わせることができま
す。 

ICRCを ICRAのバッファレジスタとして使用し、（BUFEA＝1）、立ち上がり/立ち下がり両エッ
ジ指定（IEDGA＝1、IEDGC＝0または IEDGA＝0、IEDGC＝1）とした場合のインプットキャプチャ
入力タイミングを図 16.8に示します。 
 

インプット
キャプチャ信号

FTIA

FRC

ICRA

ICRC

n n＋1 N

M n

m M

n

M

N

n

φ�

 
図 16.8 バッファモード時のインプットキャプチャ信号タイミング（通常時） 
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ICRCまたは ICRDをバッファとしてバッファレジスタとして使用した場合でも、インプットキャ
プチャフラグは、各インプットキャプチャ入力の指定されたエッジ変化に対応してセットされます。
例えば、ICRCを ICRAのバッファレジスタとして使用しているときでも、インプットキャプチャ入
力 Cに IEDGCビットで指定したエッジ変化があると ICFCがセットされ、ICIECビットがセットさ
れていれば割り込み要求が発生します。ただし、この場合は、FRCの値は ICRCには転送されません。 
 

16.3.6 インプットキャプチャフラグ（ICFA～ICFD）のセットタイミング 
インプットキャプチャ入力により ICFA～ICFDは 1にセットされ、同時に FRCの値が対応する

ICRA～ICRDに転送されます。このタイミングを図 16.9に示します。 
 

インプット
キャプチャ信号

ICFA～ICFD

ICRA～ICRD

FRC

N

N

φ�

 
図 16.9 ICFA～ICFDのセットタイミング 
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16.3.7 アウトプットコンペアフラグ（OCFA、OCFB）のセットタイミン
グ 

OCFA、OCFBは、OCRA、OCRBと FRCの値が一致したとき出力されるコンペアマッチ信号によ
り 1にセットされます。コンペアマッチ信号は、値が一致した最後のステート（FRCが一致したカウ
ント値を更新するタイミング）で発生します。 

FRCと OCRA、OCRBが一致した後、カウントアップクロックが発生するまでコンペアマッチ信
号は発生しません。OCFA、OCFBのセットタイミングを図 16.10に示します。 
 

コンペアマッチ信号

OCFA、OCFB

OCRA、OCRB

FRC N

N

N＋1

φ�

 
図 16.10 OCFセットタイミング 

 

16.3.8 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 
OVFは、FRCがオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 1にセットされます。このときのタイ

ミングを図 16.11に示します。 
 

オーバフロー信号

FRC H'FFFF H'0000

OVF

φ�

 
図 16.11 OVFセットタイミング 
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16.4 タイマ X1の動作モード 
タイマ X1の動作モードを表 16.4に示します。 

表 16.4 タイマ X1の動作モード 
動作モード リセット アクティブ スリープ ウォッチ サブ 

アクティブ
スタンバイ サブ 

スリープ 
モジュール
ストップ 

FRC リセット 動作 動作 リセット リセット リセット リセット リセット 

OCRA、OCRB リセット 動作 動作 リセット リセット リセット リセット リセット 

ICRA～ICRD リセット 動作 動作 リセット リセット リセット リセット リセット 

TIER リセット 動作 動作 リセット リセット リセット リセット リセット 

TCRX リセット 動作 動作 リセット リセット リセット リセット リセット 

TOCR リセット 動作 動作 リセット リセット リセット リセット リセット 

TCSRX リセット 動作 動作 リセット リセット リセット リセット リセット 

 

16.5 割り込み要因 
タイマ X1割り込み要因には、ICIA～ICID、OCIA、OCIB、および FOVIの合計 7本あります。表

16.5に各割り込み要求の内容を示します。各割り込み要求は、TIERの各割り込みイネーブルビット
により許可または禁止ができます。また各割り込みには独立したベクタアドレスが割り付けられてい
ます。 

表 16.5 タイマ X1割り込み要因 
割り込みの略称 内  容 優先順位 

ICIA ICFAによる割り込み要求 

ICIB ICFBによる割り込み要求 

ICIC ICFCによる割り込み要求 

ICID ICFDによる割り込み要求 

OCIA OCFAによる割り込み要求 

OCIB OCFBによる割り込み要求 

FOVI OVFによる割り込み要求 

高 

 

 

 

 

 

低 
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16.6 タイマ X1の使用例 
デューティ 50%のパルスを任意の位相差で出力させた例を図 16.12に示します。これは次に示すよ

うに設定します。 
（1） TCSRXのCCLRAビットを1にセットします。 
（2） 各コンペアマッチが発生するたびにOLVLA、OLVLBビットをソフトウェアにより反転させ

ます。 
 

H'FFFF

OCRA

OCRB

H'0000

FTOA

FTOB

カウンタクリア

FRC

 
図 16.12 パルス出力例 
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16.7 使用上の注意 
タイマ X1の動作中、次のような競合や動作が起こりますので注意してください。 

 

16.7.1 FRCのライトとクリアの競合 
FRCのライトサイクル中の T2ステートで、カウンタクリア信号が発生すると、FRCへの書き込み

は行われず FRCクリアが優先されます。 
このタイミングを図 16.13に示します。 

 

アドレス FRCアドレス

内部ライト信号

カウンタクリア
信号

FRC N H'0000

T1 T2

FRCのライトサイクル

φ�

 
図 16.13 FRCのライトとクリアの競合 
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16.7.2 FRCのライトとカウントアップの競合 
FRCのライトサイクル中の T2ステートで、カウントアップが発生しても、カウントアップされず

カウントライトが優先されます。 
このタイミングを図 16.14に示します。 

 

アドレス

φ�

FRCアドレス

内部ライト信号

FRC入力
クロック

ライトデータ

FRC N M

T1 T2

FRCのライトサイクル

 
図 16.14 FRCのライトとカウントアップの競合 
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16.7.3 OCRのライトとコンペアマッチの競合 
OCRA、OCRBライトサイクル中の T2ステートで、コンペアマッチが発生した場合 OCRのライト

が優先され、コンペアマッチ信号は禁止されます。 
このタイミングを図 16.15に示します。 

 

φ�

アドレス OCRアドレス

内部ライト信号

コンペア
マッチ信号

FRC

ライトデータ

禁止されます

OCR N M

N N＋1

T1 T2

OCRのライトサイクル

 
図 16.15 OCRとコンペアマッチの競合 
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16.7.4 内部クロックの切り替えとカウンタの動作 
内部クロックを切り替えるタイミングによっては、FRCがカウントアップされてしまう場合があ

ります。内部クロックの切り替えタイミング（CKS1、CKS0書き換え）と FRC動作の関係を表 16.6
に示します。 
内部クロックを使用する場合、システムクロック（φ）を分周した内部クロックの立ち下がりエッ

ジで検出してカウントクロックを発生しています。そのため表 16.6の No.3のように切り替え前のタ
イミングを立ち下がりエッジとみなしてカウントクロックが発生し、FRCがカウントアップされてい
ます。 
また、内部クロックと外部クロックを切り替えるときも、FRCがカウントアップされることがあ

ります。 

表 16.6 内部クロックの切り替えと FRC動作 
№ CKS1、CKS0 

書き換えタイミング

FRC動作 

1 Low→Lowレベルの 
切り替え 

 

切り替え前
のクロック

切り替え後
のクロック

カウント
クロック

FRC

CKS1、CKS0の書き換え

N N＋1

 
 

2 Low→Highレベルの
切り替え 

 

切り替え前
のクロック

切り替え後
のクロック

カウント
クロック

FRC

CKS1、CKS0の書き換え

N N＋1 N＋2
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№ CKS1、CKS0 

書き換えタイミング

FRC動作 

3 High→Lowレベルの
切り替え 

 

切り替え前
のクロック

切り替え後
のクロック

カウント
クロック

FRC

CKS1、CKS0の書き換え

N

*

N＋1 N＋2

 
 

4 High→Highレベルの
切り替え 

 

切り替え前
のクロック

切り替え後
のクロック

カウント
クロック

FRC

CKS1、CKS0の書き換え

N N＋1 N＋2

 
 

【注】 * 切り替えのタイミングを立ち下がりエッジとみなすために発生し、FRCはカウントアップされてし

まいます。 
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17. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

17.1 概要 
本 LSIは 1チャネルのウォッチドッグタイマ（WDT）を内蔵しています。ウォッチドッグタイマ

は、システムの暴走などによりカウンタの値をCPUが正しく書き換えられずにオーバフローすると、
内部リセット信号または内部 NMI割り込み信号を発生することができます。 
ウォッチドッグタイマとして使用しないときは、インターバルタイマとして使用することもできま

す。インターバルタイマモードの場合は、カウンタがオーバフローするごとにインターバルタイマ割
り込みを発生します。 
 

17.1.1 特長 
WDTには次のような特長があります。 

• ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替え可能 
− インターバルタイマモード時期には、WOVI割り込みを発生 

• タイマカウンタがオーバフローすると内部リセットまたは内部割り込みを発生 
− ウォッチドックタイマモード時には、内部をリセットするか NMI割り込みを発生するかを
選択可能 

• 8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 
− WDTの最大インターバルはシステムクロック周期×131072×256 

 



17. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

Rev.2.00 2006.1.11   17-2 
RJJ09B0303-0200 

 

17.1.2 ブロック図 
WDTのブロック図を図 17.1に示します。 

 

オーバフロー

割り込み
コントロール

・
リセット
コントロール

WOVI
（割り込み要求信号）

内部リセット信号*

WTCNT WTCSR

φ／2
φ／64
φ／128
φ／512
φ／2048
φ／8192
φ／32768
φ／131072

クロック
クロック
選択

内部クロック

バス
インタフェースモジュールバス

WTCSR
WTCNT

【注】* 内部リセット信号は、レジスタの設定により発生させることができます。

：タイマコントロール／ステータスレジスタ
：タイマカウンタ

内
部
バ
ス

WDT

【記号説明】

内部NMI
割り込み要求信号

 
図 17.1 WDTのブロック図 
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17.1.3 レジスタ構成 
WDTは、表 17.1に示すように 2本のレジスタがあります。これらのレジスタにより、クロックの

選択、WDTのモードの切り替え、リセット信号の制御などを行います。 

表 17.1 レジスタ構成 
アドレス*1 名称 略称 R/W 初期値 

ライト時*2 リード時 

ウォッチドッグタイマコントロール/
ステータスレジスタ 

WTCSR R/（W）*3 H'00 H'FFBC H'FFBC 

ウォッチドッグタイマカウンタ WTCNT R/W H'00 H'FFBC H'FFBD 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'09 H'FFE8 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 ライトについては、「17.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 *3 ビット 7は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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17.2 各レジスタの説明 

17.2.1 ウォッチドッグタイマカウンタ（WTCNT） 
7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

WTCNTは、リード/ライト*可能な 8ビットのアップカウンタです。WTCSRの TMEビットを１に
すると、WTCSRの CKS2～CKS0ビットで選択した内部クロックにより、WTCNTはカウントアップ
を開始します。WTCNTの値がオーバフロー（H'FF→H'00）すると、WTCSRの OVFフラグが 1にセ
ットされます。 

WTCNTは、リセット、または TMEビットが 0のとき、H'00に初期化されます。 
【注】 * WTCNTは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なってい

ます。詳細は、「17.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
 

17.2.2 ウォッチドッグタイマコントロール/ステータスレジスタ
（WTCSR） 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

―

0

―

3

RST/NMI

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。  
 

WTCSRは、リード/ライト*可能な 8ビットのレジスタで、WTCNTに入力するクロック、モード
の選択などを行います。 

WTCSRは、リセット時に H'00に初期化されます。 
【注】 * WTCNTは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なってい

ます。詳細は、「17.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
 

ビット7：オーバフローフラグ（OVF） 

WTCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示すステータスフラグです。 
 
ビット 7  

OVF 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

（1）TMEビットに 0をライトしたとき 

（2）OVF＝1の状態で、WTCSRをリード*後、OVFに 0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

WTCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 

ただし、ウォッチドッグタイマモードで内部リセット要求を選択した場合、セット後、内部リセ
ットにより自動的にクリアされます。 
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【注】 インターバルタイマ割り込みを禁止して OVFをポーリングして使用する場合、OVF＝1の状態を 2回以

上リードしてください。 

ビット6：タイマモードセレクト（WT/IT） 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用するかを選択します。こ
の選択によって、WTCNTがオーバフローしたとき、ウォッチドッグタイマモード時はリセットまた
は NMI割り込みを、インターバルタイマモード時はWOVI割り込みを、CPUに対して要求します。 
 
ビット 6 

WT/IT 

説   明 

0 インターバルタイマモード：WTCNTがオーバフローしたとき 

CPUインターバルタイマ割り込み（WOVI）を要求 （初期値） 

1 ウォッチドッグタイマモード：WTCNTがオーバフローしたとき 

CPUへリセットまたは NMI割り込みを要求 

 

ビット5：タイマイネーブル（TME） 

タイマ動作の開始または停止を設定します。 
 
ビット 5 

TME 

説   明 

0 WTCNTを H'00に初期化し、カウント動作を停止 （初期値） 

1 WTCNTはカウント動作 

 

ビット4：リザーブビット 

1にセットしないでください。 
 

ビット3：リセットまたはNMI（RST/NMI） 

ウォッチドッグタイマモードでのWTCNTオーバフロー時に、内部リセットと NMI割り込み要求
のいずれを要求するかを選択します。 
 
ビット 3 

RST/NMI 
説   明 

0 NMI割り込みを要求 （初期値） 

1 内部リセットを要求 

 

ビット2～0：クロックセレクト2～0（CKS2～CKS0） 

システムクロック（φ）を分周して得られる内部クロックから、WTCNTに入力するクロックを選
択します。 
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WDTの入力クロック選択 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CSK2 CSK1 CSK0 クロック オーバフロー周期* 

（φ＝10MHz の場合） 

0 φ/2（初期値） 51.2μs 0 

1 φ/64 1.6ms 

0 φ/128 3.3ms 

0 

1 

1 φ/512 13.1ms 

0 φ/2048 52.4ms 0 

1 φ/8192 209.7ms 

0 φ/32768 838.9ms 

1 

1 

1 φ/131072 3.36s 

【注】 * オーバフロー周期は、WTCNTが H'00からカウントアップを開始し、オーバフローするまでの時間

です。 
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17.2.3 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 
7

―

0

―�

6

―

0

―�

5

INTM1

0

R

4

INTM0

0

R/W

3

XRST

1

R

0

―

1

―�

2

―

0

―

1

―

0

―

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 
ここではビット 3のみ説明します。ウォッチドッグタイマ以外の詳細は、「3.2.2 システムコント

ロールレジスタ（SYSCR）」、「6.2.1 システムコントロールレジスタ（SYSCR）」、および関連
するモジュールの説明を参照してください。 
 

ビット3：外部リセット（XRST） 

XRSTはリセット要因を表わすビットです。リセットは、外部リセット入力に加えて、ウォッチド
ッグタイマを利用しているときには、ウォッチドッグタイマオーバフローにより発生できます。 

XRSTビットはリード専用です。外部リセットにより 1にセット、ウォッチドッグタイマオーバフ
ローにより 0にクリアされます。 
 
ビット 3 

XRST 

説   明 

0 リセットがウォッチドッグタイマのオーバフローで発生 

1 リセットが外部リセット入力で発生 （初期値） 

 

17.2.4 レジスタアクセス時の注意 
WTCNT、WTCSRは、容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっ

ています。次の方法で、リード/ライトを行ってください。 

(1) WTCNT、WTCSRへのライト 

WTCNT、WTCSRへライトするときは、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送命
令では、ライトできません。 
ライト時は、WTCNTとWTCSRが同一アドレスに割り当てられています。このため、図 17.2に

示すように、WTCNTへライトするときは上位バイトを H'5Aにし、下位バイトをライトデータにし
て転送してください。WTCSRへライトするときは上位バイトを H'A5にし、下位バイトをライトデ
ータにして転送してください。このように転送すると、下位バイトのデータがWTCNTまたはWTCSR
へライトされます。 
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＜WTCNTライト時＞

＜WTCSRライト時＞

アドレス： H'FFBC

アドレス： H'FFBC

H'5A ライトデータ

15 8 7 0

0

H'A5 ライトデータ

15 8 7 0

0
 

図 17.2 WTCNT、WTCSRへのライト 

(2) WTCNT、WTCSRからのリード 

リードは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。WTCSRはアドレス H'FFBCに、
WTCNTはアドレス H'FFBDにそれぞれ割り当てられています。 
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17.3 動作説明 

17.3.1 ウォッチドッグタイマモード時の動作 
ウォッチドッグタイマとして使用するときは、WTCSRのWT/ITビットと TMEビットの両方を 1

に設定してください。また、WTCNTがオーバフローする前に必ずWTCNTの値を書き換えて（通常
は H'00を書き込む）、オーバフローを発生させないようにプログラムしてください。このようにす
ると、システムが正常に動作している間は、WTCNTのオーバフローが発生しませんが、システムの
暴走などによりWTCNTの値が書き換えられずオーバフローすると、518システムクロック（518φ）
の間、本 LSIをリセットするか、または NMI割り込み要求を発生します。これを図 17.3に示します。 
ウォッチドッグタイマからの内部リセット要求と RES端子からのリセット入力は、同一ベクタで

処理されます。リセット要因は SYSCRの XRSTビットの内容によって判別できます。 
RES端子からの入力信号によるリセットとWDTのオーバフローによるリセットが同時に発生した

ときは、RES端子によるリセットが優先され、SYSCRの XRSTビットは 1にセットされます。 
 

WTCNTの値

H'00 時間

H'FF

WT/IT＝1
TME＝1

WTCNTにH'00
を書き込み

WT/IT＝1
TME＝1

WTCNTにH'00
を書き込み

518システムクロック

内部リセット信号

WT/IT
TME

オーバフロー

内部リセット
を発生

OVF＝1*

：タイマモードセレクトビット
：タイマイネーブルビット

【注】*　OVF＝1となった後、内部リセットにより0にクリアされます。
　　　　 また、XRSTは0にクリアされます。

 
図 17.3 ウォッチドッグタイマモード時の動作（リセットの場合） 
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17.3.2 インターバルタイマモード時の動作 
インターバルタイマモードとして使用するときは、WTCSRのWT/ITビットを 0に、TMEビット

を 1に設定してください。インターバルタイマとして動作しているときは、図 17.4に示すように、
WTCNTがオーバフローするごとにインターバルタイマ割り込み（WOVI）が発生します。したがっ
て、一定時間ごとに、割り込みを発生させることができます。 
 

WTCNTの値

H'00 時間

H'FF

WT/ ＝0
TME＝1

WOVI

オーバフロー オーバフロー オーバフロー オーバフロー

WOVI：インターバルタイマ割込み要求発生

WOVI WOVI WOVI

 
図 17.4 インターバルタイマモード時の動作 

 

17.3.3 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 
インターバルタイマモードでWTCNTがオーバフローすると、WTCSRの OVFビットが 1にセッ

トされ、同時にインターバルタイマ割り込み（WOVI）が要求されます。このタイミングを図 17.5
に示します。 
また、ウォッチドッグタイマモードで NMI要求を選択した場合、WTCNTがオーバフローすると、

WTCSRの OVFビットが 1にセットされ、同時に NMI割り込みが要求されます。 
 

CK

WTCNT H'FF H'00

オーバフロー信号
（内部信号）

OVF

 
図 17.5 OVFのセットタイミング 
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17.4 割り込み 
インターバルタイマモード時、オーバフローによりインターバルタイマ割り込み（WOVI）を発生

します。インターバルタイマ割り込みは、WTCSRの OVFフラグが 1にセットされると常に要求され
ます。割り込み処理ルーチンで必ず OVFを 0にクリアしてください。 
ウォッチドッグタイマモードで NMI割り込み要求選択時、オーバフローにより NMI割り込み要求

を発生します。 
 

17.5 使用上の注意 

17.5.1 ウォッチドッグタイマカウンタ（WTCNT）のライトとカウントア
ップの競合 

WTCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップされ
ずにWTCNTへのカウンタライトが優先されます。これを図 17.6に示します。 
 

内部アドレス

内部φ

内部ライト信号

WTCNT入力クロック

WTCNT N M

T1 T2

WTCNTライトサイクル

カウンタライトデータ
 

図 17.6 WTCNTのライトとカウントアップの競合 

17.5.2 CKS2～CKS0ビットの書き換え 
WDTの動作中にWTCSRの CKS2～CKS0ビットを書き換えると、カウントアップが正しく行われ

ない場合があります。CKS2～CKS0ビットを書き換えるときは、必ずWDTを停止させてから（TME
ビットを 0にクリアしてから）行ってください。 
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17.5.3 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り
替え 

WDTの動作中にウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替えると、正し
い動作が行われない場合があります。タイマモードの切り替えは、必ずWDTを停止させてから（TME
ビットを 0にクリアしてから）行ってください。 
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18. 8ビット PWM 

18.1 概要 
デューティ制御方式の PWMを 4チャネル（H8S/2197S、H8S/2196Sは 2チャネル）内蔵していま

す。リールモータ、ローディングモータなどの制御に使用できます。 
 

18.1.1 特長 
• 変換周期：1変換周期 256ステート 
• デューティ制御方式 

 

18.1.2 ブロック図 
8ビット PWMのブロック図（1チャネル分）を図 18.1に示します。 

 

PWMn

(n=3~0)、(H8S/2197S、H8S/2196Sはn=1、0)

2027OVF

一致信号

【記号説明】

PWRn

φ�

PW8CR

：8ビットPWMデータレジスタn

：8ビットPWMコントロールレジスタ

PWMn

OVF

：8ビットPWM方形波出力端子n

：FRC下位8ビットのオーバフロー信号

PWRn

フリーランニングカウンタ（FRC）

比較回路

PW8CR

極性指定

内部データバス

R

S
Q

 
図 18.1 8ビット PWMのブロック図（1チャネル分） 
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18.1.3 端子構成 
8ビット PWMの端子構成を表 18.1に示します。 

表 18.1 端子構成 
名  称 略称 入出力 機  能 

8ビット PWM方形波出力端子 0 PWM0 出力 8ビット PWM方形波出力 0 

8ビット PWM方形波出力端子 1 PWM1 出力 8ビット PWM方形波出力 1 

8ビット PWM方形波出力端子 2 PWM2 出力 8ビット PWM方形波出力 2 

8ビット PWM方形波出力端子 3 PWM3 出力 8ビット PWM方形波出力 3 

 

18.1.4 レジスタ構成 
8ビット PWMのレジスタ構成を表 18.2に示します。 

表 18.2 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

8ビット PWMデータレジスタ 0 PWR0 W バイト H'00 H'D126 

8ビット PWMデータレジスタ 1 PWR1 W バイト H'00 H'D127 

8ビット PWMデータレジスタ 2 PWR2 W バイト H'00 H'D128 

8ビット PWMデータレジスタ 3 PWR3 W バイト H'00 H'D129 

8ビット PWMコントロールレジスタ PW8CR R/W バイト H'F0 H'D12A 

ポートモードレジスタ 3 PMR3 R/W バイト H'00 H'FFD0 

【注】* アドレスは下位 16ビットを示します。 
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18.2 各レジスタの説明 

18.2.1 8ビット PWMデータレジスタ 0、1、2、3（PWR0、PWR1、PWR2、
PWR3） 

(1) PWR0 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PW04 PW03 PW02 PW01 PW00

0
W

PW07

WWW

PW06 PW05
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 

(2) PWR1 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PW14 PW13 PW12 PW11 PW10

0
W

PW17

WWW

PW16 PW15
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 

(3) PWR2 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PW24 PW23 PW22 PW21 PW20

0
W

PW27

WWW

PW26 PW25
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 

(4) PWR3 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7:

:
:

PW34 PW33 PW32 PW31 PW30

0
W

PW37

WWW

PW36 PW35
ビット

初期値
R/W  

 
8ビット PWMデータレジスタ 0、1、2、3（PWR0、PWR1、PWR2、PWR3）は、8ビット PWM

のデューティ設定レジスタです。PWR0、PWR1、PWR2、PWR3に設定された内容が、各 PWM出力
波形 1周期（256ステート）の Highレベル幅に対応します。 

PWR0、PWR1、PWR2、PWR3にデータを設定すると、その内容が各 PWM波形生成部に取り込ま
れ、PWM波形生成のデータの更新が行われます。 

PWR0、PWR1、PWR2、PWR3は、8ビットのライト専用のレジスタです。リードすると、常に 0
が読み出されます。リセット時、H'00に初期化されます。 
【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには PWR2、PWR3はありません。 
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18.2.2 8ビット PWMコントロールレジスタ（PW8CR） 
0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

―�
�
―�

5

―�
�
―�

6

―�
�
―�

7

―�
�
―�

PWC3 PWC2 PWC1 PWC0

R/WR/W

ビット

初期値
R/W

1 1 1 1

:

:
:  

 
8ビットＰＷＭコントロールレジスタ（PW8CR）は、8ビット PWMの制御を行います。PW8CR

は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PW8CRは H'F0に初期化されます。 
 

ビット7～4：リザーブビット 

リードすると、常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット3～0：出力極性指定（PWC3～PWC0） 

PWMn端子の出力極性を正極性にするか、負極性（反転極性）にするかを指定します。 
 
ビット n 

PWCn 

説   明 

0 PWMn端子の出力は、正極性 （初期値） 

1 PWMn端子の出力は、反転極性 

【注】 n＝3～0（H8S/2197S、H8S/2196Sは n＝1、0） 

 

18.2.3 ポートモードレジスタ 3（PMR3） 
0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PMR34 PMR33 PMR32 PMR31 PMR30

0
R/W

PMR37

R/WR/WR/W

PMR36 PMR35
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ 3（PMR3）は、ポート 3の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMR3は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR3は H'00に初期化さ

れます。 
ビット 5～2以外は、「10.5 ポート 3」を参照してください。 

 

ビット5～2：P35/PWM3～P32/PWM0端子切り替え（PMR35～PMR32） 

P3n/PWMm端子を P3n入出力端子として使用するか、8ビット PWM出力の PWMm端子として使
用するかを設定します。 
 
ビット n 

PMR3n 

説   明 

0 P3n/PMWm端子は、P3n入出力端子として機能 （初期値） 

1 P3n/PMWm端子は、PWMm出力端子として機能 

【注】 n＝5～2、m＝3～0 

 H8S/2197S、H8S/2196Sには PWM2、PWM3端子機能はありません。 
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18.2.4 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

1

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

1

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

:

:

:  
 

MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御
を行います。 

MSTP4ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で 8ビット PWMは動作を停止して
モジュールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5モジュールストップモード」を参照してく
ださい。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
 

ビット4：モジュールストップ（MSTP4） 

8ビット PWMのモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRL 

ビット 4 

MSTP4 

説   明 

0 8ビットＰＷＭのモジュールストップモード解除 

1 8ビットＰＷＭのモジュールストップモード設定 （初期値） 
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18.3 動作説明 
8ビット PWMは、256ステートのパルス周期と、データレジスタ（PWR）の設定値で決まるパル

ス幅を持つ PWMパルスを出力します。 
この PWM出力パルスは、ローパスフィルタで積分することにより、DC電圧に変換することがで

きます。 
8ビット PWMの出力波形例を図 18.2に示します。パルス幅（Twidth）は、次の式で求められます。 
Twidth＝（1/φ）×（PWRの設定値） 

 

T width

パルス幅
T width

パルス周期
(256ステート)

T width

パルス幅
T width

パルス周期
(256ステート)

H'00

PWRn
設定値

H'FFFRC下位
8ビットの値

PWRn端子
出力

（正極性
　　の場合）

(n=3~0)

（反転極性
　　の場合）

 
図 18.2 8ビット PWMの出力波形例 
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19. 12ビット PWM 

19.1 概要 
パルスピッチ制御方式の PWMを、2チャネル内蔵しています。ドラムモータ、キャプスタンモー

タのサーボ制御用の PWMです。 
 

19.1.1 特長 
12ビット PWM信号発生器がモータ制御用に 2チャネル内蔵されています。出力パルスのピッチ

を変化させる方式（出力の一部を周期的に欠落させる）であり、出力パルスの低域周波数成分を減少
させ、クロック周波数を高くすることなく高速応答を可能にしています。誤差データ（規定の速度/
位相との進みまたは遅れ）に応じて PWM信号のピッチを補正します。 
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19.1.2 ブロック図 
12ビット PWMのブロック図（1チャネル分）を図 19.1に示します。12ビットのパルスジェネレ

ータとデータレジスタの内容とを合成し、PWM信号を発生します。量子パルスの発生頻度の異なる
ものを合成して出力しているために、低域周波数成分が減少します。差データは、12ビットの符号
なしの 2進数で表されます。 
 

内部データバス

【記号説明】

CAPPWM
または

DRMPWM

CAPPWM

φ/2
φ/4
φ/8
φ/16
φ/32
φ/64
φ/128

DRMPWM

：キャプスタンミックス端子

：ドラムミックス端子

PWMコントロールレジスタ

ディジタル
フィルタ回路

誤差データ

PTON

PWMデータレジスタ

出力制御回路

パルスジェネレータ

カウンタ

DFUCR*

CP/DP

【注】*　「第26章 サーボ回路」を参照してください。�
 

図 19.1 12ビット PWMのブロック図（1チャネル分） 

 

19.1.3 端子構成 
12ビット PWMの端子構成を表 19.1に示します。 

表 19.1 端子構成 
名  称 略称 入出力 機  能 

キャプスタンミックス CAPPWM 

ドラムミックス DRMPWM 

出力 12ビット PWM方形波出力 
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19.1.4 レジスタ構成 
12ビット PWMのレジスタ構成を表 19.2に示します。 

表 19.2 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

CPWCR W バイト H'42 H'D07B 12ビット PWMコントロールレジスタ 

DPWCR W バイト H'42 H'D07A 

CPWDR R/W ワード H'F000 H'D07C 12ビット PWMデータレジスタ 

DPWDR R/W ワード H'F000 H'D078 

【注】 * アドレスは下位 16ビットを示します。 

 

19.2 各レジスタの説明 

19.2.1 12ビット PWMコントロールレジスタ（CPWCR、DPWCR） 

(1) CPWCR 

0

0

1

1
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

1

7

CH/L CSF/DF CCK2 CCK1 CCK0

0
W

CPOL

WWW

CDC CHiZ
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 

(2) DPWCR 

0

0

1

1
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

1

7

DH/L DSF/DF DCK2 DCK1 DCK0

0
W

DPOL

WWW

DDC DHiZ
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
CPWCRは、キャプスタンモータ用 PWM出力のコントロールレジスです。DPWCRは、ドラムモ

ータ用 PWM出力のコントロールレジスタです。いずれも 8ビットのライト専用レジスタです。 
CPWCRと DPWCRは、リセット、中速アクティブモードを除く低消費電力状態時、H'42に初期化

されます。 
 

ビット7：極性反転ビット（POL） 

ノイズ防止などの目的から、PWM変調した信号の極性を、反転することができます。固定出力が
選択（DCビットが 1）されているとき、本ビットは無効です。 
 
ビット 7 

POL 

説   明 

0 正極性で出力 （初期値） 

1 極性を反転して出力 

 

ビット6：固定出力ビット（DC） 

PWM変調出力と、出力ビット（ビット 5、4）による端子制御を切り替えることができます。 
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ビット5、4：PWM端子出力ビット（HiZ、H/L） 

DCビットが 1のとき、12ビット PWM出力端子（CAPPWM、DRMPWM）は HiZ、H/Lビットに
よる値を出力します。POLビットには影響されません。 
低消費電力モード時、12ビット PWMの回路および端子状態は保持されます。低消費電力モード

に遷移するときは、12ビット PWMコントロールレジスタのビット 6（DC）、ビット 5（HiZ）、ビ
ット 4（H/L）により、出力レベルを固定してから行ってください。CPWCR、DPWCRによる端子状
態を示します。 
 
ビット 6 ビット 5 ビット 4 

DC HiZ H/L 

出力状態 

0 PWM出力端子に Lowレベルを出力 （初期値） 0 

1 PWM出力端子に Highレベルを出力 

1 

1 ＊ PWM出力端子はハイインピーダンス 

0 ＊ ＊ PWM変調信号を出力 

【注】 ＊： Don’t care. 

 

ビット3：出力データ選択ビット（SF/DF） 

PWM変調するデータを、データレジスタに書き込まれているデータにするか、デジタルフィルタ
回路からの誤差データにするかを選択します。 
 
ビット 3 

SF/DF 

説   明 

0 デジタルフィルタ回路からの誤差データを変調 （初期値） 

1 データレジスタに書き込まれているデータを変調 

【注】 デジタルフィルタ回路からのデータを PWM出力するとき、CAPPWM、DRMPWM端子の出力は、速度、

位相のフィルタ結果を足し合わせたデータを PWM変調した出力となります。ただし、デジタルフィルタ

回路の DFUCRの設定により、CAPPWM端子からドラム位相のみのフィルタ結果、DRMPWM端子から

キャプスタン位相のみのフィルタ結果を PWM出力可能です。「26.11 デジタルフィルタ演算回路」を参

照してください。 

 

ビット2～0：搬送周波数選択ビット（CK2～CK0） 

PWM変調信号の搬送波周波数を選択します。ただし、111には設定しないでください。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 

CK2 CK1 CK0 

説   明 

0 搬送周波数はφ/2 0 

1 搬送周波数はφ/4 

0 搬送周波数はφ/8 （初期値） 

0 

1 

1 搬送周波数はφ/16 

0 搬送周波数はφ/32 0 

1 搬送周波数はφ/64 

0 搬送周波数はφ/128 

1 

1 

1 （設定しないでください） 



19. 12ビット PWM 

Rev.2.00 2006.1.11   19-5 
RJJ09B0303-0200 

 

19.2.2 12ビット PWMデータレジスタ（DPWDR、CPWDR） 
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�
―�
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―�
�
―�

1

:

:
:  

 

(2) DPWDR 
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ビット

初期値

R/W
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15
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1

:

:

:  
 

12ビット PWMデータレジスタ（DPWDR、CPWDR）は、PWM変調するデータを書き込むレジス
タです。12ビットのリード/ライト可能なレジスタです。 
コントロールレジスタの SF/DFビットが 1のとき、データレジスタに書き込まれているデータが

PWM変調されます。また、SF/DFビットが 0のときは、ディジタルフィルタ回路からの誤差データ
がデータレジスタに書き込まれ、それが PWM変調されます。したがって、このときにデータレジス
タをリードすると、ディジタルフィルタ回路からの誤差データをモニタすることができます。 
本レジスタは、ワードアクセス専用となっており、バイトアクセスはできません。バイトアクセス

を実行したときの動作は保証されません。 
リセット、中速アクティブモードを除く低消費電力状態時に、H'F000に初期化されます。 

 

19.2.3 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

1

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

1

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

:

:

:  
 

MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御
を行います。 

MSTP1ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で 12ビット PWMは動作を停止して
モジュールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5モジュールストップモード」を参照してく
ださい。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
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ビット1：モジュールストップ（MSTP1） 

12ビット PWMのモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRL 

ビット 1 

MSTP1 

説   明 

0 12ビット PWMおよびサーボ回路のモジュールストップモード解除 

1 12ビット PWMおよびサーボ回路のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

19.3 動作説明 

19.3.1 出力波形 
PWM信号発生器は、誤差データと発生器内パルスジェネレータ出力とを合成し、PWM信号に変

調します。基準を Vcc/2とした場合、モータが、 
（1） 規定の速度/位相で回転しているときは、50%デューティのPWM信号を出力します。 
（2） 規定の速度/位相により遅いときは、PWM信号の一部を誤差に応じて周期的にLowに落とし

て速度を補正します。 
（3） 規定の速度/位相より速いときは、PWM信号の一部を誤差に応じて周期的にHighに上げて速

度を補正します。 
モータが定速度および定位相で回転しているとき、誤差データは、12ビットで表される値の 1/2

（1000 0000 0000）となります。このとき、PWM出力は選択した分周クロックの周波数と同じになり
ます。 

PWM信号に変換された誤差データは、外部のローパスフィルタ（LPF）により DC電圧に平滑し
ます。平滑された誤差データにより、モータの制御が可能です。 
出力波形の例を図 19.2に示します。 
12ビット PWMの端子はリセット、低消費電力モード、モジュールストップ時、Low出力となり

ます。 
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図 19.2 12ビット PWMの出力波形例（4ビットの例） 
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20. 14ビット PWM 

 
【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには内蔵していません。 
 

20.1 概要 
パルス分割方式の PWMです。電子チューナの制御などに使用できます。 

 

20.1.1 特長 
14ビット PWMの特長を以下に示します。 

 
• 2種類の変換周期を選択可能 
一変換周期16384/φ、最小変化幅1/φ、または、一変換周期32768/φ、最小変化幅2/φの選択
が可能です。 

• リップル低減を図ったパルス分割方式 
 

20.1.2 ブロック図 
14ビット PWMのブロック図を図 20.1に示します。 
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【記号説明】

PWCR

φ/4

φ/2

PWDRL

：PWMコントロールレジスタ

：PWMデータレジスタL

PWDRU

PWM14

：PWMデータレジスタU

：PWM14出力端子

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

PWCR

PWDRL

PWDRU

PWM波形
生成部

PWM14

 
図 20.1 14ビット PWMのブロック図 

 

20.1.3 端子構成 
14ビット PWMの端子構成を表 20.1に示します。 

表 20.1 端子構成 
名  称 略称 入出力 機  能 

14ビット PWM方形波出力端子 PWM 14* 出力 14ビット PWM方形波出力 

【注】 * P4０汎用入出力端子と兼用されています。使用する場合は、ポートモードレジスタ 4（PMR 4）によ

り、端子機能の設定を行ってください。詳細は、「10.6 ポート 4」を参照してください。 

 

20.1.4 レジスタ構成 
14ビット PWMのレジスタ構成を表 20.2に示します。 

表 20.2 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

PWMコントロールレジスタ PWCR R/W バイト H'FE H'D122 

PWMデータレジスタ U PWDRU W バイト H'00 H'D121 

PWMデータレジスタ L PWDRL W バイト H'00 H'D120 

【注】 * アドレスは下位 16ビットを示します。 
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20.2 各レジスタの説明 

20.2.1 PWMコントロールレジスタ（PWCR） 
0

0

1

―�
�
―�
1

2

―�
�
―�
1

3

―�
�
―�
1

4

―�
�
―�
1

5

―�
�
―�
1

6

―�
�
―�
1

7

―�
�
―� R/W

PWCR0

1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
PWMコントロールレジスタ（PWCR）は、14ビット PWMの制御を行うレジスタです。 
PWCRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PWCRは H'FEに初期化さ

れます。 
 

ビット7～1：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット0：クロックセレクト（PWCR0） 

14ビット PWMの入力クロックを選択します。 
 
ビット 0 

PWCR0 

説   明 

0 入力クロックはφ/2（tφ＝2/φ） （初期値） 

一変換周期 16384/φ、最小変化幅 1/φの PWM波形を生成 

1 入力クロックはφ/4（tφ＝4/φ） 

一変換周期 32768/φ、最小変化幅 2/φの PWM波形を生成 

【注】 tφ：PWM入力クロックの周期 
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20.2.2 PWMデータレジスタ U、L（PWDRU、PWDRL） 
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(2) PWDRL 
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PWMデータレジスタ U、L（PWDRU、PWDRL）は PWM波形一周期の Highレベル幅を表します。

ライト専用の 14ビットのレジスタで PWDRUが上位 6ビット、PWDRLが下位 8ビットの構成にな
っています。PWDRU、PWDRLともバイトアクセス専用のレジスタです。ワードアクセスをすると
動作が保証されません。PWDRU、PWDRLに書き込まれた内容は PWM波形一周期の Highレベル幅
の合計に対応します。 

PWDRU、PWDRLに計 14ビットのデータをライトすると、PWDRU、PWDRLの内容が PWM波形
生成部に取り込まれ、PWM波形生成のデータの更新が行われます。14ビットデータの設定は次のよ
うに行ってください。 
 
（1） PWDRLへ下位8ビットのデータをライトする。 
（2） PWDRUへ上位6ビットのデータをライトする。 

 
上記のように、データの設定は、必ず PWDRL→PWDRUの順序で行ってください。 
PWDRU、PWDRLは、ライト専用レジスタです。リードした場合には、常に 1が読み出されます。 
PWDRU、PWDRLは、リセット時は、H'C000に初期化されます。 
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20.2.3 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 
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MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタでモジュールストップモードの制御を
行います。 

MSTP5ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で 14ビット PWMは動作を停止して
モジュールストップモードへ遷移します。詳細は「4.5モジュールストップモード」を参照してくだ
さい。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
 

ビット5：モジュールストップ（MSTP5） 

14ビット PWMのモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRL 

ビット 5 

MSTP5 

説   明 

0 14ビット PWMのモジュールストップモード解除 

1 14ビット PWMのモジュールストップモード設定 （初期値） 
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20.3 動作説明 
14ビット PWMを使用する場合、以下の順序でレジスタ設定を行ってください。 

 
（1） ポートモードレジスタ4（PMR4）のPMR40ビット＝1としてP40/PWM14端子をPWM出力端子

に設定します。 
 
（2） PWMコントロールレジスタ（PWCR）のPWCR0ビットにより、一変換周期を32768/φ（PWCR0

ビット＝1）、16384/φ（PWCR0ビット＝0）から選択します。 
 
（3） PWMデータレジスタU、L（PWDRU、PWDRL）に出力波形データを設定します。このとき、

必ずPWDRL→PWDRUの順序でバイト単位で書き込んでください。PWDRUへのライトと同
時にPWM波形生成部にデータが取り込まれ、内部信号と同期をとってPWM波形生成の更新
が行われます。 

 
一変換周期は図 20.2に示すように 64個のパルスで構成され、この一変換周期中の Highレベル幅

合計（T
H
）が、PWDRU、PWDRLのデータに対応しています。この関係は次式で示されます。 

 
 TH＝（PWDRU、PWDRLのデータ値＋64）×tφ/2 

 
ここでは tφは、PWM入力クロックの周期で、2/φ（PWCR0ビット＝0）または 4/φ（PWCR0ビ

ット＝1）となります。 
PWDRU、PWDRLのデータ値 H'3FC0～H'3FFFでは PWM出力は Highレベルとなります。H'C000

では、T
H
＝64×tφ/2＝32･tφとなります。 

 

t H64t H63t H3t H2t H1

T H = t H1 + t H2 + t H3  + ... + t H64

t f1 = t f2 = t f3 = ... = t f64

t f1 t f2 t f63 t f64

一変換周期

 
図 20.2 14ビット PWM出力波形 
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21. プリスケーラユニット 

21.1 概要 
プリスケーラユニット（PSU）は、φをクロックソースとした 18ビットのフリーランニングカウ

ンタ（FRC）と、φWをクロックソースとした 5ビットのカウンタを備えています。 
 

21.1.1 特長 
• プリスケーラ S（PSS）： 
周辺機能へ入力する分周クロックを生成します。 

 
• プリスケーラW（PSW）： 
タイマAを時計用タイムベースとして使用するとき、サブクロックを分周して入力クロック
を生成します。 

 
• 発振安定待機時間カウント： 
スリープモードを除く低消費電力モードからの復帰時、FRCによって、発振安定待機時間を
カウントします。 

 
• 8ビット PWM： 

FRCの下位8ビットは、8ビットPWMの周期およびデューティ期間生成用カウンタとして用い
られます。（変換周期：256ステート） 

 
• IC端子による 8ビットインプットキャプチャ： 
リモコン受信用にIC端子のエッジにより、FRCの215～28の8ビットをキャプチャします。 

 
• 分周クロック出力： 
分周クロック出力端子（TMOW）から、システムクロックの分周クロックまたはサブクロッ
クの分周クロックを出力可能です。 
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21.1.2 ブロック図 
プリスケーラユニットのブロック図を図 21.1に示します。 
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217 28
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端子

MSB LSB
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6ビット 8ビット

PWM2
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【記号説明】

ICR1
PCSR

：インプットキャプチャレジスタ1
：プリスケーラユニットコントロール/ステータスレジスタ

IC
TMOW

：インプットキャプキャ入力端子
：分周クロック出力端子

 
図 21.1 プリスケーラユニットのブロック図 
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21.1.3 端子構成 
プリスケーラユニットの端子構成を表 21.1に示します。 

表 21.1 端子構成 
名  称 略称 入出力 機  能 

インプットキャプチャ入力 IC 入力 プリスケーラユニットインプットキャプチャ入力端子 

分周クロック出力 TMOW 出力 プリスケーラユニット分周クロック出力端子 

 

21.1.4 レジスタ構成 
プリスケーラユニットのレジスタ構成を表 21.2に示します。 

表 21.2 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス* 

インプットキャプチャレジスタ 1 ICR1 R バイト H'00 H'D12C 

プリスケーラユニットコントロール/ステータスレジスタ PCSR R/W バイト H'08 H'D12D 

【注】 * アドレスは下位 16ビットを示します。 

 

21.2 各レジスタの説明 

21.2.1 インプットキャプチャレジスタ 1（ICR1） 
0

0

1

0
R

2

0
R

3

0

4

0
R

0
R

56

0

7

ICR14 ICR13 ICR12 ICR11 ICR10

0
R

ICR17

RRR

ICR16 ICR15
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
インプットキャプチャレジスタ 1（ICR1）は IC端子のエッジにより、FRCの 215～28の 8ビットの

データをキャプチャします。 
ICR1は、8ビットのリード専用レジスタです。ライトは無効となります。スタンバイモード、ウ

ォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード後は、最初のキャプチャが発生するまで、
ICR1の値は不定です。リセット時、H'00に初期化されます。 
 

21.2.2 プリスケーラユニットコントロール/ステータスレジスタ（PCSR） 
0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

―�

�

―�
1

4

0
R/W

5

0

6

0

7

R/WR/W

ICEG

R/W

ICIE

0
R/(W)*

ICIF NCon/off DCS2 DCS1 DCS0
ビット

初期値
R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

:

:
:

 
 
プリスケーラユニットコントロール/ステータスレジスタ（PCSR）は、インプットキャプチャ機能

の制御、TMOW端子から出力する分周クロックの選択を行います。 
PCSRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PCSRは H'08に初期化され

ます。 
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ビット7：インプットキャプチャインタラプトフラグ（ICIF） 

インプットキャプチャによる割り込み要求フラグです。IC端子のエッジにより、インプットキャ
プチャが行われたことを示します。 

 
ビット 7 

ICIF 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

IC端子のエッジにより、インプットキャプチャが行われたとき 

 

ビット6：インプットキャプチャインタラプトイネーブル（ICIE） 

IC端子のエッジによるインプットキャプチャによって、ICIFが 1にセットされたとき、インプッ
トキャプチャによる割り込みの発生を許可/禁止します。 
 
ビット 6 

ICIE 

説   明 

0 インプットキャプチャによる割り込みの発生を禁止 （初期値） 

1 インプットキャプチャによる割り込みの発生を許可 

 

ビット5：IC端子エッジセレクト（ICEG） 

IC端子の入力エッジセンスを選択します。 
 
ビット 5 

ICEG 

説   明 

0 IC端子入力の立ち下がりエッジを検出 （初期値） 

1 IC端子入力の立ち上がりエッジを検出 

 

ビット4：ノイズキャンセルON/OFF（NCon/off） 

IC端子のノイズキャンセル機能の有効/無効の選択を行います。ノイズキャンセル機能については、
「21.3 ノイズキャンセル回路」を参照してください。 
 
ビット 4 

NCon/off 

説   明 

0 IC端子のノイズキャンセル機能は無効 （初期値） 

1 IC端子のノイズキャンセル機能は有効 

 

ビット3：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット2～0：分周クロック出力セレクト（DCS2～DCS0） 

TMOW端子から出力する 8種類の分周クロックを選択します。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 

DCS2 DCS1 DCS0 

説   明 

0 PSS、φ/32を出力 （初期値） 0 

1 PSS、φ/16を出力 

0 PSS、φ/8を出力 

0 

1 

1 PSS、φ/4を出力 

0 PSW、φW/32を出力 0 

1 PSW、φW/16を出力 

0 PSW、φW/8を出力 

1 

1 

1 PSW、φW/4を出力 

 

21.2.3 ポートモードレジスタ 1（PMR1） 
7

PMR17

0

R/W

6

PMR16

0

R/W

5

PMR15

0

R/W

4

PMR14

0

R/W

3

PMR13

0

R/W

0

PMR10

0

R/W

2

PMR12

0

R/W

1

PMR11

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 
ポートモードレジスタ 1（PMR1）は、ポート 1の各端子の機能の切り替えを制御します。切り替

えはビット単位で指定します。 
PMR1は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR1は H'00に初期化さ

れます。詳細は「10.3.2(1) ポートモードレジスタ 1」を参照してください。 
 

ビット7：P17/TMOW端子切り替え（PMR17） 

P17/TMOW端子を P17入出力端子として使用するか、分周クロック出力の TMOW端子として使用
するかを設定します。 
 
ビット 7 

PMR17 

説   明 

0 P17/TMOW端子は、P17入出力端子として機能 （初期値） 

1 P17/TMOW端子は、TMOW出力端子として機能 

 

ビット6：P16/IC端子切り替え（PMR16） 

P16/IC端子を P16入出力端子として使用するか、プリスケーラユニットのインプットキャプチャ
入力の IC端子として使用するかを設定します。 
 
ビット 6 

PMR16 

説   明 

0 P16/IC端子は、P16入出力端子として機能 （初期値） 

1 P16/IC端子は、IC入力端子として機能 
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21.3 ノイズキャンセル回路 
IC端子には、ノイズキャンセル回路が内蔵されています。リモコン受信などのノイズのプロテク

トに使用できます。ノイズキャンセル回路は、IC端子の入力値を 256ステートの間隔で二度サンプ
リングし、入力値が異なっていればノイズと見なします。 

IC端子は、プリスケーラユニットコントロール/ステータスレジスタ（PCSR）のビット 4（NCon/off）
により、ノイズキャンセル機能の有効/無効を指定することができます。 
 

21.4 動作説明 

21.4.1 プリスケーラ S（PSS） 
PSSはシステムクロック（φ＝fosc）を入力クロックとする 17ビットのカウンタで、周辺機能の分

周クロック（φ/131072～φ/2）を生成します。18ビットのフリーランニングカウンタ（FRC）の下位
17ビットが PSSとなります。FRCは 1クロックごとにカウントアップします。PSSの出力は、タイ
マ、シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）などで共有しており、分周比は各内蔵周辺
機能で独立に設定できます。 
リセット時、FRCは H'00000に初期化され、リセット解除後、カウントアップを開始します。スタ

ンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、および、サブスリープモードでは、システ
ムクロック発振器が停止するため、PSSの動作も停止します。このときも、FRCは H'00000に初期化
されます。 

CPUから FRCのリードまたはライトはできません。 
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21.4.2 プリスケーラW（PSW） 
PSWはサブクロックを入力クロックとするカウンタです。また PSWは、タイマ Aの入力クロック

を生成します。このとき、タイマ Aは時計用タイムベースとして機能します。 
リセット時、PSWは H'00に初期化され、リセット解除後、カウントアップを開始します。スタン

バイモード*、ウォッチモード*、サブアクティブモード*、および、サブスリープモード*に遷移して
も、X1、X2端子によりクロックが供給されている限り、PSWは動作を継続します。 
また、PSWは、タイマモードレジスタ A（TMA）の TMA3、TMA2ビットを 11に設定することで

H'00に初期化できます。 
【注】* タイマ Aがモジュールストップモードの時は、動作を停止します。 

PSS、PSWによる周辺機能へのクロックの供給を図 21.2に示します。 
 

φ/131072~φ/2
φ タイマ

SCI
OSC1

fosc

OSC2

φw/128φw/4

φw
タイマA

プリスケーラS

X1

(fx)

X2
CPU
ROM
RAM

TMOW端子

周辺レジスタ
I/Oポート

中速クロック
分周器

プリスケーラW

システムクロック
選択

サブ
クロック
分周器

（1/2、1/4、1/8）

サブ
クロック
発振器

システム
クロック
発振器

システム
クロック
デューティ
補正回路

 
図 21.2 クロック供給 

 

21.4.3 発振安定待機時間カウント 
スリープモードを除く低消費電力モードからの復帰時の発振安定待機時間のカウントについては、

「第 4章 低消費電力状態」を参照してください。 
 

21.4.4 8ビット PWM 
変換周期 256ステートのデューティ制御 PWM信号を制御します。FRCの 27～20で、周期およびデ

ューティ期間をカウントします。リールモータ、ローディングモータの制御などに利用できます。詳
細は、「第 18章 8ビット PWM」を参照してください。 
 



21. プリスケーラユニット 

Rev.2.00 2006.1.11   21-8 
RJJ09B0303-0200 

 

21.4.5 IC端子による 8ビットインプットキャプチャ 
IC端子のエッジにより、FRCの 215～28の 8ビットをキャプチャします。リモコン受信などに利用

できます。 
IC端子のエッジは、立ち上がり/立ち下がりエッジの選択が可能です。 
IC端子には、ノイズキャンセル回路が内蔵されています。「21.3 ノイズキャンセル回路」を参照

してください。 
IC端子によるインプットキャプチャで、割り込み要求が発生します。 

【注】  ICEGビット、NCon/offビットまたは、PMR16ビットの書き換え時、IC端子の状態、検出
エッジの組み合わせによっては、エッジ検出と誤認し、最大 384φ後に ICIFビットがセット
されることがあります。 

 

21.4.6 分周クロック出力 
TMOW端子から、分周クロックの出力が可能です。分周クロックは、PCSRの DCS2～DCS0ビッ

トにより、8種類のクロックが選択できます。 
システムクロックを分周したクロックは、アクティブモードおよびスリープモードで出力され、サ

ブクロックを分周したクロックは、アクティブモード*、スリープモード*、サブアクティブモードで
出力されます。 
【注】* タイマ Aがモジュールストップモードの時は、クロックが出力されません。 
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22. シリアルコミュニケーションインタフェース 1 
（SCI1） 

22.1 概要 
シリアルコミュニケーションインタフェース 1（SCI：Serial Communication Interface）は、調歩同

期式通信とクロック同期式通信の 2方式でシリアル通信ができます。また、複数のプロセッサ間のシ
リアル通信機能（マルチプロセッサ通信機能）を備えています。 

 

22.1.1 特長 
SCI1の特長を以下に示します。 
（1） シリアル通信モードを調歩同期式モード/クロック同期式モードから選択可能 
（a） 調歩同期式モード 

• キャラクタ単位で同期をとる調歩同期式方式でシリアルデータの通信実行 
Universal Asynchronous Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface 
Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式通信用LSIとのシリアルデータ通信が可能 

• 複数のプロセッサとシリアルデータ通信ができるマルチプロセッサ間通信機能 
• シリアルデータ通信フォーマットを 12種類のフォーマットから選択可能 
データ長 ：7ビット/8ビット 
ストップビット長 ：1ビット/2ビット 
パリティ ：偶数パリティ/奇数パリティ/パリティなし 
マルチプロセッサビット ：1/0 

• 受信エラーの検出：パリティエラー、オーバランエラー、フレーミングエラー 
• ブレークの検出：フレーミングエラー発生時に SI1端子のレベルを直接リードすることに
よりブレークを検出可能 

（b） クロック同期式モード 
• クロックに同期してシリアルデータ通信を実行 
クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアルデータ通信が可能 

• シリアルデータ通信フォーマットは 1種類 
データ長 ：8ビット 

• 受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 
（2） 全二重通信が可能 

• 独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に実行可能 
• 送信部および受信部ともにダブルバッファ構造になっているのでシリアルデータの連続
送信、連続受信が可能 

（3） 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 
（4） 送受信クロックソースを、ボーレートジェネレータからの内部クロック、またはSCK1端子か

らの外部クロックから選択可能 
（5） 4種類の割り込み要因 

• 送信データエンプティ、送信終了、受信データフル、受信エラーの 4種類の割り込み要因
があり、それぞれ独立に要求可能 
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22.1.2 ブロック図 
図 22.1に SCIのブロック図を示します。 
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図 22.1 SCIのブロック図 
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22.1.3 端子構成 
SCI1は、表 22.1に示すシリアル端子を持っています。 

表 22.1 端子構成 
チャネル 名  称 記号 入出力 機  能 

シリアルクロック端子 1 SCK1 入出力 SCI1のクロック入出力 

レシーブデータ端子 1 SI1 入力 SCI1の受信データ入力 

1 

トランスミットデータ端子 1 SO1 出力 SCI1の送信データ出力 

 

22.1.4 レジスタ構成 
SCI1には、表 22.2に示す内部レジスタがあります。これらのレジスタにより調歩同期式モード/

クロック同期式モードの指定、データフォーマットの指定、ビットレートの指定、および送信部/受
信部の制御を行うことができます。 

表 22.2 レジスタ構成 
チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

シリアルモードレジスタ 1 SMR1 R/W H'00 H'D148 

ビットレートレジスタ 1 BRR1 R/W H'FF H'D149 

シリアルコントロールレジスタ 1 SCR1 R/W H'00 H'D14A 

トランスミットデータレジスタ 1 TDR1 R/W H'FF H'D14B 

シリアルステータスレジスタ 1 SSR1 R/(W)*2 H'84 H'D14C 

レシーブデータレジスタ 1 RDR1 R H'00 H'D14D 

1 

シリアルインタフェースモードレジスタ 1 SCMR1 R/W H'F2 H'D14E 

MSTPCRH R/W H'FF H'FFEC 共通 モジュールストップ 

コントロールレジスタ MSTPCRL R/W H'FF H'FFED 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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22.2 各レジスタの説明 

22.2.1 レシーブシフトレジスタ（RSR1） 
7

―

6

―

5

―

4

―

3

―

0

―

2

―

1

―

ビット

R/W

：

：  
 
RSR1は、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 
SCIは、RSR1に SI1端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセ

ットし、パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に RDR1
へ転送されます。 

CPUから RSR1を直接リード/ライトすることはできません。 
 

22.2.2 レシーブデータレジスタ 1（RDR1） 
7

0

R

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

0

0

R

2

0

R

1

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

RDR1は、受信したシリアルデータを格納するレジスタです。 
SCIは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、RSR1から RDR1へ受信したシリアルデ

ータを転送して格納し、受信動作を完了します。この後、RSR1は受信可能になります。 
このように、RSR1と RDR1はダブルバッファになっているため連続した受信動作が可能です。 
RDR1は、リード専用レジスタです。CPUからライトすることはできません。 
RDR1は、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープ

モード、またはモジュールストップモード時に H'00に初期化されます。 
 

22.2.3 トランスミットシフトレジスタ（TSR1） 
7

―�

6

―�
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―�

3
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1

―�

ビット

R/W

：

：  
 

TSR1は、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 
SCIは、TDR1から送信データをいったん TSR1に転送し、LSB（ビット 0）から順に SO1端子に

送り出すことでシリアルデータ送信を行います。 
1バイトのデータ送信を終了すると自動的に TDR1から TSR1へ次の送信データを転送し、送信を

開始します。ただし SSR1の TDREビットが 1にセットされている場合には、TDR1から TSR1への
データ転送は行いません。 

CPUから、直接 TSR1をリード/ライトすることはできません。 
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22.2.4 トランスミットデータレジスタ 1（TDR1） 
7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

TDR1は、シリアル送信するデータを格納する 8ビットのレジスタです。 
SCIは、TSR1の空を検出すると、TDR1にライトされた送信データを TSR1に転送してシリアル送

信を開始します。TSR1のシリアルデータ送信中に TDR1に次の送信データをライトしておくと、連
続シリアル送信ができます。 

TDR1は、常に CPUによるリード/ライトが可能です。 
TDR1は、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープ

モード、またはモジュールストップモード時に H'FFに初期化されます。 
 

22.2.5 シリアルモードレジスタ 1（SMR1） 
7

C/

0

R/W

6

CHR

0

R/W

5

PE

0

R/W

4

O/

0

R/W

3

STOP

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

MP

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

SMR1は、SCIのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソース
を選択するための 8ビットのレジスタです。 

SMR1は、常に CPUによるリード/ライトが可能です。 
SMR1は、リセットでは H'00に初期化されます。モジュールストップモード、スタンバイモード、

ウォッチモード、サブアクティブモード、またはサブスリープモードでは、直前の状態を保持します。 
 

ビット7：コミュニケーションモード（C/A） 

SCIの動作モードを調歩同期式モード/クロック同期式モードのいずれかから選択します。 
 
ビット 7 

C/A 

説   明 

0 調歩同期式モード （初期値） 

1 クロック同期式モード 
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ビット6：キャラクタレングス（CHR） 

調歩同期式モードのデータ長を 7ビット/8ビットデータのいずれかから選択します。クロック同期
式モードでは CHRの設定にかかわらず、データ長は 8ビットデータ固定です。 

 
ビット 6 

CHR 

説   明 

0 8ビットデータ （初期値） 

1 7ビットデータ* 

【注】 * 7ビットデータを選択した場合、TDR1のMSB（ビット 7）は送信されません。 

  また、LSBファースト/MSBファーストの選択はできません。 

 

ビット5：パリティイネーブル（PE） 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリティビットのチェックを
行うかどうかを選択します。クロック同期式モードおよびマルチプロセッサフォーマットでは、PE
ビットの設定にかかわらずパリティビットの付加、およびチェックは行いません。 
 
ビット 5 

PE 

説   明 

0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止 （初期値） 

1 パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】 * PEビットに 1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを送信
データに付加して送信します。受信時には、受信したパリティビットが O/Eビットで指定した偶数、
または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。 

 

ビット4：パリティモード（O/E） 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ/奇数パリティのいずれで行うかを選択します。 
O/Eビットの設定は、調歩同期式モードで PEビットに 1を設定しパリティビットの付加やチェッ

クを許可したときのみ有効になります。クロック同期式モードや、調歩同期式モードでパリティの付
加やチェックを禁止している場合、およびマルチプロセッサフォーマットでは、O/Eビットの指定は
無効です。 
 
ビット 4 

O/E 

説   明 

0 偶数パリティ*1 （初期値） 

1 奇数パリティ*2 

【注】 *1 偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタをあわせて、その中の 1

の数の合計が偶数になるようにパリティビットを付加して送信します。 

  受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が偶数であるか

どうかをチェックします。 

 *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタをあわせて、その中の 1

の数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加して送信します。 

  受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が奇数であるか

どうかをチェックします。 
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ビット3：ストップビットレングス（STOP） 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを1ビット/2ビットのいずれかから選択します。STOP
ビットの設定は調歩同期式モードでのみ有効になります。クロック同期式モードに設定した場合には
ストップビットは付加されませんので、このビットの設定は無効です。 
 
ビット 3 

STOP 

説   明 

0 1ストップビット*1 （初期値） 

1 2ストップビット*2 

【注】 *1 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストップビット）を付加して送信します。 

 *2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストップビット）を付加して送信します。 

 
なお、受信時には STOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビットの 1ビット目のみを

チェックします。ストップビットの 2ビット目が 1の場合は、ストップビットとして扱いますが、0
の場合は、次の送信キャラクタのスタートビットとして扱います。 
 

ビット2：マルチプロセッサモード（MP） 

マルチプロセッサフォーマットを選択します。マルチプロセッサフォーマットを選択した場合、PE
ビット、および O/Eビットにおけるパリティの設定は無効になります。また、MPビットの設定は、
調歩同期式モードのときのみ有効です。クロック同期式モードでは、MPビットの設定は無効です。 
マルチプロセッサ通信機能については、｢22.3.3 マルチプロセッサ通信機能｣を参照してください。 

 
ビット 2 

MP 

説   明 

0 マルチプロセッサ機能の禁止 （初期値） 

1 マルチプロセッサフォーマットを選択 

 

ビット1、0：クロックセレクト1、0（CKS1、CKS0） 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。CKS1、CKS0ビットの設定により、
φ、φ/4、φ/16、φ/64の 4種類からクロックソースを選択できます。 
クロックソースと、ビットレートレジスタの設定値、およびボーレートの関係については、｢22.2.8 

ビットレートレジスタ｣を参照してください。 
 
ビット 1 ビット 0 

CKS1 CKS0 

説   明 

0 φクロック （初期値） 0 

1 φ/4クロック 

0 φ/16クロック 1 

1 φ/64クロック 
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22.2.6 シリアルコントロールレジスタ 1（SCR1） 
7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

SCR1は、SCIの送信/受信動作、調歩同期式モードでのシリアルクロック出力、割り込み要求の許
可または禁止、および送信/受信クロックソースの選択を行うレジスタです。 

SCR1は、常に CPUによるリード/ライトが可能です。 
SCR1は、リセットでは H'00に初期化されます。モジュールストップモード、スタンバイモード、

ウォッチモード、サブアクティブモード、またはサブスリープモードでは、直前の状態を保持します。 
 

ビット7：トランスミットインタラプトイネーブル（TIE） 

TDR1から TSR1へシリアル送信データが転送され SSR1の TDREフラグが 1にセットされたとき
に、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の発生を許可または禁止します。 
 
ビット 7 

TIE 

説   明 

0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止* （初期値） 

1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可 

【注】 * TXI割り込み要求の解除は、TDREフラグから 1をリードした後、0にクリアするか、または TIEビ

ットを 0にクリアすることで行うことができます。 

 

ビット6：レシーブインタラプトイネーブル（RIE） 

シリアル受信データが RSR1から RDR1へ転送されて SSR1の RDRFフラグが 1にセットされたと
き、受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求の発生を許可ま
たは禁止します。 
 
ビット 6 

RIE 

説   明 

0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止* 
 （初期値） 

1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を許可 

【注】 * RXI、および ERI割り込み要求の解除は、RDRF、または FER、PER、ORERの各フラグから 1を

リードした後、0にクリアするか、RIEビットを 0にクリアすることで行うことができます。 
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ビット5：トランスミットイネーブル（TE） 

SCIのシリアル送信動作の開始を許可または禁止します。 
 
ビット 5 

TE 

説   明 

0 送信動作を禁止*1 （初期値） 

1 送信動作を許可*2 

【注】 *1 SSR1の TDREフラグは 1に固定されます。 

 *2 この状態で、TDR1に送信データをライトして、SSR1の TDREフラグを 0にクリアするとシリア

ル送信を開始します。 

  なお、TEビットを 1にセットする前に必ず SMR1の設定を行い、送信フォーマットを決定してく

ださい。 

 

ビット4：レシーブイネーブル（RE） 

SCIのシリアル受信動作の開始を許可または禁止します。 
 
ビット 4 

RE 

説   明 

0 受信動作を禁止*1 （初期値） 

1 受信動作を許可*2 

【注】 *1 REビットを 0にクリアしても RDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保

持します。 

 *2 この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同期クロ

ック入力をそれぞれ検出すると、シリアル受信を開始します。 

  なお、REビットを 1にセットする前に必ず SMR1の設定を行い、受信フォーマットを決定してく

ださい。 
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ビット3：マルチプロセッサインタラプトイネーブル（MPIE） 

マルチプロセッサ割り込みを許可または禁止します。MPIEビットの設定は、調歩同期式モードで、
かつ、SMR1のMPビットが 1に設定されている受信時にのみ有効です。 
クロック同期式モードのとき、あるいはMPビットが 0のときには、MPIEビットの設定は無効で

す。 
 
ビット 3 

MPIE 

説   明 

0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態（通常の受信動作をします） （初期値） 

［クリア条件］ 

（1）MPIEビットを 0にクリア 

（2）MPB＝1のデータを受信したとき 

1 マルチプロセッサ割り込み許可状態* 

マルチプロセッサビットが 1のデータを受け取るまで受信割り込み（RXI）要求、受信エラー割
り込み（ERI）要求、および SSR1の RDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。 

【注】 * MPB＝0を含む受信データを受信しているときは、RSR1から RDR1への受信データの転送、およ

び受信エラーの検出と SSR1の RDRF、FER、ORERの各フラグのセットは行いません。MPB＝1

を含む受信データを受信すると、SSR1のMPBビットを 1にセットし、MPIEビットを自動的に 0

にクリアし、RXI、ERI割り込み要求の発生（SCRの TIE、RIEビットが 1にセットされている場合）

と FER、ORERフラグのセットが許可されます。 

 

ビット2：トランスミットエンドインタラプトイネーブル（TEIE） 

MSBデータ送出時に有効な送信データが TDRにないとき、送信終了割り込み（TEI）要求の発生
を許可または禁止します。 
 
ビット 2 

TEIE 

説   明 

0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止* （初期値） 

1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可* 

【注】 * TEIの解除は、SSR1の TDREフラグから 1をリードした後、0にクリアして TENDフラグを 0に

クリアするか、TEIEビットを 0にクリアすることで行うことができます。 
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ビット1、0：クロックイネーブル1、0（CKE1、CKE0） 

SCIのクロックソースの選択、および SCK端子からのクロック出力の許可または禁止を設定しま
す。CKE1ビットと CKE0ビットの組み合わせによって SCK端子を入出力ポートにするか、シリアル
クロック出力端子にするか、またはシリアルクロック入力端子にするかが決まります。 
ただし、CKE0ビットの設定は調歩同期式モードで内部クロック動作（CKE1＝0）時のみ有効です。

クロック同期式モードのとき、および外部クロック動作（CKE1＝1）の場合は CKE0ビットの設定は
無効です。また、SMR1で SCIの動作モードを決定したのち、CKE1、CKE0の設定を行ってください。 

SCIのクロックソースの選択についての詳細は「22.3 動作説明」の表 22.9を参照してください。 
 
ビット 1 ビット 0 

CKE1 CKE0 

説   明 

調歩同期式モード 内部クロック/SCK1端子は入出力ポート*1 0 

クロック同期式モード 内部クロック/SCK1端子は同期クロック出力*1 

調歩同期式モード 内部クロック/SCK1端子はクロック出力*2 

0 

1 

クロック同期式モード 内部クロック/SCK1端子は同期クロック出力 

調歩同期式モード 外部クロック/SCK1端子はクロック入力*3 0 

クロック同期式モード 外部クロック/SCK1端子は同期クロック入力 

調歩同期式モード 外部クロック/SCK1端子はクロック入力*3 

1 

1 

クロック同期式モード 外部クロック/SCK1端子は同期クロック入力 

【注】 *1 初期値 

 *2 ビットレートと同じ周波数のクロックを出力 

 *3 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 

 

22.2.7 シリアルステータスレジスタ 1（SSR1） 
7
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ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

 
 

SCIの動作状態を示すステータスフラグと、マルチプロセッサビットを内蔵した 8ビットのレジス
タです。 

SSR1は常に CPUからリード/ライトできます。ただし、TDRE、RDRF、ORER、PER、FERの各フ
ラグへ 1をライトすることはできません。また、これらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1を
リードしておく必要があります。また、TENDフラグおよびMPBフラグはリード専用であり、ライ
トすることはできません。 

SSR1は、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープ
モード、またはモジュールストップモード時に H'84に初期化されます。 
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ビット7：トランスミットデータレジスタエンプティ（TDRE） 

TDR1から TSR1にデータ転送が行われ、TDR1に次のシリアル送信データをライトすることが可
能になったことを示します。 
 
ビット 7 

TDRE 

説   明 

0 ［クリア条件］ 

TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ （初期値） 

（1）SCR1の TEビットが 0のとき 

（2）TDR1から TSR1にデータ転送が行われ、TDR1にデータライトが可能になったとき 

 

ビット6：レシーブデータレジスタフル（RDRF） 

受信したデータが RDR1に格納されていることを示します。 
 
ビット 6 

RDRF 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 

RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

シリアル受信が正常終了し、RSR1から RDR1へ受信データが転送されたとき 

【注】 受信時にエラーを検出したとき、およびSCR1のREビットを0にクリアしたときにはRDR1およびRDRF

フラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 RDRFフラグが 1にセットされたまま次のデータを受信完了するとオーバランエラーを発生し、受信デー

タが失われますので注意してください。 

 

ビット5：オーバランエラー（ORER） 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 
 
ビット 5 

ORER 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 

ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1 

1 ［セット条件］ 

RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき*2 

【注】 *1 SCR1の REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持し

ます。 

 *2 RDR1ではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われ

ます。さらに、ORER＝1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはできません。

なお、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。 
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ビット4：フレーミングエラー（FER） 

調歩同期式モードで受信時にフレーミングエラーが発生して異常終了したことを示します。 
 
ビット 4 

FER 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 

FER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1 

1 ［セット条件］ 

SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかどうかをチェックし、ス
トップビットが 0であったとき*2 

【注】 *1 SCR1の REビットを 0にクリアしたときには、FERフラグは影響を受けず以前の状態を保持しま

す。 

 *2 2ストップビットモードのときは、1ビット目のストップビットが 1であるかどうかのみを判定し、

2ビット目のストップビットはチェックをしません。なお、フレーミングエラーが発生したときの

受信データは RDR1に転送されますが、RDRFフラグはセットされません。さらに、FERフラグが

1にセットされた状態においては、以降のシリアル受信を続けることはできません。また、クロッ

ク同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。 

 

ビット3：パリティエラー（PER） 

調歩同期式モードで、パリティを付加した受信時にパリティエラーが発生して異常終了したことを
示します。 
 
ビット 3 

PER 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 

PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1 

1 ［セット条件］ 

受信時の受信データとパリティビットをあわせた 1の数が、SMR1の O/Eビットで指定した偶
数パリティ/奇数パリティの設定と一致しなかったとき*2 

【注】 *1 SCR1の REビットを 0にクリアしたときには、PERフラグは影響を受けず以前の状態を保持しま

す。 

 *2 パリティエラーが発生したときの受信データは RDR1に転送されますが、RDRFフラグはセットさ

れません。なお、PERフラグが 1にセットされた状態では、以降のシリアル受信を続けることはで

きません。さらに、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。 
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ビット2：トランスミットエンド（TEND） 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に TDRに有効なデータがなく、送信を終了したことを示
します。 

TENDフラグはリード専用です。ライトは無効です。 
 
ビット 2 

TEND 

説   明 

0 ［クリア条件］ 

TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ （初期値） 

（1）SCR1の TEビットが 0のとき 

（2）1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に TDRE＝1であったとき 

 

ビット1：マルチプロセッサビット（MPB） 

調歩同期式モードで受信をマルチプロセッサフォーマットで行うときに、受信データ中のマルチプ
ロセッサビットを格納します。 

MPBビットは、リード専用です。ライトは無効です。 
 
ビット 1 

MPB 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 

マルチプロセッサビットが 0のデータを受信したとき* 

1 ［セット条件］ 

マルチプロセッサビットが 1のデータを受信したとき 

【注】 * マルチプロセッサフォーマットで SCR1の REビットを 0にクリアしたときには、以前の状態を保

持します。 

 

ビット0：マルチプロセッサビットトランスファ（MPBT） 

調歩同期式モードで送信をマルチプロセッサフォーマットで行うときに、送信データに付加するマ
ルチプロセッサビットを格納します。 
マルチプロセッサフォーマットではないとき、あるいは送信でないとき、およびクロック同期式モ

ードにはMPBTビットの設定は無効です。 
 
ビット 0 

MPBT 

説   明 

0 マルチプロセッサビットが 0のデータを送信したとき （初期値） 

1 マルチプロセッサビットが 1のデータを送信したとき 
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22.2.8 ビットレートレジスタ 1（BRR1） 
7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

BRR1は、SMR1の CKS1、CKS0ビットで選択されるボーレートジェネレータの動作クロックとあ
わせて、シリアル送信/受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 

BRR1は、常に CPUによるリード/ライトが可能です。 
BRR1は、リセットでは H’FFに初期化されます。モジュールストップモード、スタンバイモード、

ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモードでは、直前の状態を保持します。 
表 22.3に調歩同期式モードの BRR1の設定例を表 22.4にクロック同期式モードの BBR1の設定例

を示します。 
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表 22.3 ビットレートに対する BRR1の設定例〔調歩同期式モード〕 
動作周波数φ（MHz） 

2 2.097152 2.4576 3 

ビットレート 
（bit/s） 

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 1 141 0.03 1 148 －0.04 1 174 －0.26 1 212 0.03 

150 1 103 0.16 1 108 0.21 1 127 0.00 1 155 0.16 

300 0 207 0.16 0 217 0.21 0 255 0.00 1 77 0.16 

600 0 103 0.16 0 108 0.21 0 127 0.00 0 155 0.16 

1200 0 51 0.16 0 54 －0.70 0 63 0.00 0 77 0.16 

2400 0 25 0.16 0 26 1.14 0 31 0.00 0 38 0.16 

4800 0 12 0.16 0 13 －2.48 0 15 0.00 0 19 －2.34 

9600 － － － 0 6 －2.48 0 7 0.00 0 9 －2.34 

19200 － － － － － － 0 3 0.00 0 4 －2.34 

31250 0 1 0.00 － － － 0 － － 0 2 0.00 

38400 － － － － － － 0 1 0.00 － － － 

 
動作周波数φ（MHz） 

3.6864 4 4.9152 5 

ビットレート 
（bit/s） 

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 64 0.70 2 70 0.03 2 86 0.31 2 88 －0.25 

150 1 191 0.00 1 207 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 

300 1 95 0.00 1 103 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 

600 0 191 0.00 0 207 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 

1200 0 95 0.00 0 103 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 

2400 0 47 0.00 0 51 0.16 0 63 0.00 0 64 0.16 

4800 0 23 0.00 0 25 0.16 0 31 0.00 0 32 －1.36 

9600 0 11 0.00 0 12 0.16 0 15 0.00 0 15 1.73 

19200 0 5 0.00 － － － 0 7 0.00 0 7 1.73 

31250 － － － 0 3 0.00 0 4 －1.70  0 4 0.00 

38400 0 2 0.00 － － － 0 3 0.00  0 3 1.73 

 



22. シリアルコミュニケーションインタフェース 1（SCI1） 

Rev.2.00 2006.1.11   22-17 
RJJ09B0303-0200 

 

動作周波数φ（MHz） 

6 6.144 7.3728 8 

ビットレート 

（bit/s） 

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 106 －0.44 2 108 0.08 2 130 －0.07 2 141 0.03 

150 2 77 0.16 2 79 0.00 2 95 0.00 2 103 0.16 

300 1 155 0.16 1 159 0.00 1 191 0.00 1 207 0.16 

600 1 77 0.16 1 79 0.00 1 95 0.00 1 103 0.16 

1200 0 155 0.16 0 159 0.00 0 191 0.00 0 207 0.16 

2400 0 77 0.16 0 79 0.00 0 95 0.00 0 103 0.16 

4800 0 38 0.16 0 39 0.00 0 47 0.00 0 51 0.16 

9600 0 19 －2.34 0 19 0.00 0 23 0.00 0 25 0.16 

19200 0 9 －2.34 0 9 0.00 0 11 0.00 0 12 0.16 

31250 0 5 0.00 0 5 2.40 － － － 0 7 0.00 

38400 0 4 －2.34 0 4 0.00 0 5 0.00 － － － 

 
動作周波数φ（MHz） 

9.8304 10 

ビットレート 

（bit/s） 

n N 誤差（%） n N 誤差（%）

110 2 174 －0.26 2 177 －0.25

150 2 127 0.00 2 129 0.16

300 1 255 0.00 2 64 0.16

600 1 127 0.00 1 129 0.16

1200 0 255 0.00 1 64 0.16

2400 0 127 0.00 0 129 0.16

4800 0 63 0.00 0 64 0.16

9600 0 31 0.00 0 32 －1.36

19200 0 15 0.00 0 15 1.73

31250 0 9 －1.70 0 9 0.00

38400 0 7 0.00 0 7 1.73
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表 22.4 ビットレートに対する BRR1の設定例〔クロック同期式モード〕 
動作周波数φ（MHz） 

2 4 8 10 

ビットレート 

（bit/s） 

n N n N n N n N 

110 3 70 － －     

250 2 124 2 249 3 124 － － 

500 1 249 2 124 2 249 － － 

1k 1 124 1 249 2 124 － － 

2.5k 0 199 1 99 1 199 1 249 

5k 0 99 0 199 1 99 1 124 

10k 0 49 0 99 0 199 0 249 

25k 0 19 0 39 0 79 0 99 

50k 0 9 0 19 0 39 0 49 

100k 0 4 0 9 0 19 0 24 

250k 0 1 0 3 0 7 0 9 

500k 0 0* 0 1 0 3 0 4 

1M   0 0* 0 1   

2.5M       0 0* 

5M         

【注】 誤差は、なるべく 1%以内になるように設定してください。 

【記号説明】 

空欄 ：設定できません 

－ ：設定可能ですが誤差がでます 

* ：連続送信/受信はできません 
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BRR1の設定値は以下の計算式で求められます。 
 

• 調歩同期式モード 
 

N＝
 φ 

×106－1
 

  64×22n－1×B 
 

• クロック同期式モード 
 

N＝
 φ 

×106－1
 

  8×22n－1×B 
 

B ：ビットレート（bit/s） 
N ：ボーレートジェネレータの BRR1の設定値（0≦N≦255） 
φ ：動作周波数（MHz） 
n ：ボーレートジェネレータ入力クロック（n＝0～3） 

  （nとクロックの関係は下表を参照してください。） 
 

SMR1の設定値 n クロック 

CKS1 CKS0 

0 φ 0 0 

1 φ/4 0 1 

2 φ/16 1 0 

3 φ/64 1 1 
 
調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

 

誤差（%）＝｛
 φ×106 

－1  }×100
 

 (N+1)×B×64×22n－1 
 
表 22.5に調歩同期式モードの各周波数における最大ビットレートを示します。また、表 22.6、表

22.7に外部クロック入力時の最大ビットレートを示します。 

表 22.5 各周波数における最大ビットレート（調歩同期式モード） 
φ（MHz） 最大ビットレート（bit/s） n N 

2 62500 0 0 

2.097152 65536 0 0 

2.4576 76800 0 0 

3 93750 0 0 

3.6864 115200 0 0 

4 125000 0 0 

4.9152 153600 0 0 

5 156250 0 0 

6 187500 0 0 

6.144 192000 0 0 

7.3728 230400 0 0 

8 250000 0 0 

9.8304 307200 0 0 

10 312500 0 0 
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表 22.6 外部クロック入力時の最大ビットレート（調歩同期式モード） 
φ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

2 0.5000 31250 

2.097152 0.5243 32768 

2.4576 0.6144 38400 

3 0.7500 46875 

3.6864 0.9216 57600 

4 1.0000 62500 

4.9152 1.2288 76800 

5 1.2500 78125 

6 1.5000 93750 

6.144 1.5360 96000 

7.3728 1.8432 115200 

8 2.0000 125000 

9.8304 2.4576 153600 

10 2.5000 156250 

 

表 22.7 外部クロック入力時の最大ビットレート（クロック同期式モード） 
φ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

2 0.3333 333333.3 

4 0.6667 666666.7 

6 1.0000 1000000.0 

8 1.3333 1333333.3 

10 1.6667 1666666.7 
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22.2.9 シリアルインタフェースモードレジスタ 1（SCMR1） 
7

―

1

―�

6

―

1

―�

5

―

1

―�

4

―

1

―�

3

SDIR

0

R/W

0

―

0

―�

2

SINV

0

R/W

1

―

1

―�

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

SCMR1は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタで、SCIの機能の選択を行います。 
SCMR1は、リセットでは H'F2に初期化されます。モジュールストップモード、スタンバイモード、

ウォッチモード、サブアクティブモード、またはサブスリープモードでは直前の状態を保持します。 
 

ビット7～4：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット3：データトランスファディレクション（SDIR） 

シリアル/パラレル変換のフォーマットを選択します。 
 
ビット 3 

SDIR 

説   明 

0 TDR1の内容を LSBファーストで送信 （初期値） 

受信データを LSBファーストとして RDR1に格納 

1 TDR1の内容を MSBファーストで送信 

受信データをMSBファーストとして RDR1に格納 

 

ビット2：データインバート（SINV） 

データのロジックレベルの反転を指定します。SINVビットは、パリティビットのロジックレベル
には影響しません。パリティビットの反転のためには、SMR1の O/Eビットを反転する必要がありま
す。 
 
ビット 2 

SINV 

説   明 

0 TDR1の内容をそのまま送信 （初期値） 

受信データをそのまま RDR1に格納 

1 TDR1の内容を反転してデータを送信 

受信データを反転して RDR1に格納 

 

ビット1：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット0：リザーブビット 

1をライトしないでください。 
 

22.2.10 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6
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5

1

R/W

4

1
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1

R/W

2

1
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1

1

R/W

0

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

MSTPCRH MSTPCRL

MSTP15 MSTP14 MSTP13 MSTP12 MSTP11 MSTP10 MSTP9 MSTP8 MSTP7 MSTP6 MSTP5 MSTP4 MSTP3 MSTP2 MSTP1 MSTP0

 
 

MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御
を行います。 

MSTP8ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で SCI1はそれぞれ動作を停止してモ
ジュールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5 モジュールストップモード」を参照してくだ
さい。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
 

ビット0：モジュールストップ（MSTP8） 

SCI1のモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRH 

ビット 0 

MSTP8 

説   明 

0 SCI1のモジュールストップモード解除 

1 SCI1のモジュールストップモード設定 （初期値） 
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22.3 動作説明 

22.3.1 概要 
SCIは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより

同期をとりながら通信するクロック同期式モードの 2方式で、シリアル通信ができます。 
調歩同期式モードと、クロック同期式モードの選択および送信フォーマットの選択は、SMR1で行

います。これを表 22.8に示します。また、SCIのクロックソースは、SMR1の C/Aビットおよび SCR1
の CKE1、CKE0ビットの組み合わせで決まります。これを表 22.9に示します。 
 

(1) 調歩同期式モード 

• データ長：7ビット/8ビットから選択可能 
• パリティの付加、マルチプロセッサビットの付加、および 1ビット/2ビットのストップビッ
トの付加を選択可能（これらの組み合わせにより送信/受信フォーマットおよび、キャラクタ
長を決定） 

• 受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、オーバランエラー、およびブレークの検出
が可能 

• SCIのクロックソース：内部クロック/外部クロックから選択可能 
− 内部クロックを選択した場合： 

SCIはボーレートジェネレータのクロックで動作し、ビットレートと同じ周波数のクロック
を出力することが可能 

− 外部クロックを選択した場合： 
ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力することが必要（内蔵ボーレートジェネレ
ータを使用しない） 

 

(2) クロック同期式モード 

• 送信/受信フォーマット：8ビットデータ固定 
• 受信時にオーバランエラーの検出可能 
• SCIのクロックソース：内部クロック/外部クロックから選択可能 

− 内部クロックを選択した場合： 
SCIはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロックを外部へ出力 

− 外部クロックを選択した場合： 
内部ボーレートジェネレータを使用せず、入力された同期クロックで動作 

 



22. シリアルコミュニケーションインタフェース 1（SCI1） 

Rev.2.00 2006.1.11   22-24 
RJJ09B0303-0200 

 

表 22.8 SMR1の設定値とシリアル送信/受信フォーマット 
SMR1の設定値 SCIの送信/受信フォーマット 

ビット 
7 

ビット 
6 

ビット
2 

ビット
5 

ビット
3 

C/A CHR MP PE STOP

モード 

データ長 マルチプロセッサ
ビット 

パリティ 
ビット 

ストップ 
ビット長 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

8ビット 

データ 

あり 

2ビット 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

1 

0 

1 

1 

調歩同期式 

モード 

7ビット 

データ 

なし 

あり 

2ビット 

－ 0 1ビット 0 

－ 1 

8ビット 

データ 2ビット 

－ 0 1ビット 

0 

1 

1 

－ 1 

調歩同期式 

モード 

（マルチプロ 

セッサフォーマ
ット） 

7ビット 

データ 

あり 

2ビット 

1 － － － － クロック 

同期式モード

8ビット 
データ 

なし 

なし 

なし 

 

表 22.9 SMR1、SCR1の設定と SCIのクロックソースの選択 
SMR1 SCR1の設定 SCIの送信/受信クロック 

ビット 
7 

ビット 
1 

ビット
0 

C/A CKE1 CKE0

モード 

クロック
ソース

SCK端子の機能 

0 SCIは、SCK端子を使用しません 0 

1 

内部 

ビットレートと同じ周波数のクロックを出力 

0 

0 

1 

1 

調歩同期式モード 

外部 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 

0 0 

1 

内部 同期クロックを出力 

0 

1 

1 

1 

クロック同期式モード 

外部 同期クロックを入力 
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22.3.2 調歩同期式モード時の動作 
調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットと

をデータに付加したキャラクタを送信または受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル
通信を行うモードです。 

SCI内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、
送信部と受信部が共にダブルバッファ構造になっていますので、送信および受信中にデータのリード
/ライトができ、連続送信/受信が可能です。 
調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 22.2に示します。 
調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常、マーク状態（Highレベル）に保たれています。

SCIは通信回線を監視し、スペース（Lowレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリ
アル通信を開始します。 
シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（Lowレベル）から始まりデータ（LSBファー

スト：最下位ビットから）、パリティビット（High/Lowレベル）、最後にストップビット（Highレ
ベル）の順で構成されています。 
調歩同期式モードでは、SCIは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。

また SCIは、データを 1ビット期間の 16倍の周波数のクロックの 8番目でサンプリングしますので、
各ビットの中央で通信データが取り込まれます。 
 

LSB

スタート
ビット

MSB

アイドル状態
（マーク状態）

ストップ
ビット

0

送信／受信データ

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

1 1

シリアル
データ

パリティ
ビット

1ビット 1ビット
または　
2ビット

7ビットまたは8ビット 1ビット
または
なし

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

 
図 22.2 調歩同式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ/パリティあり/2ストップビットの例） 
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(1) 送信/受信フォーマット 

調歩同期式モードで設定できる送信/受信フォーマットを、表 22.10に示します。 
送信/受信フォーマットは 12種類あり、SMR1の選定により選択できます。 

表 22.10 シリアル送信/受信フォーマット（調歩同期式モード） 

PE

0

0

1

1

0

0

1

1

－

－

－

－

S 8ビットデータ STOP

S 7ビットデータ STOP

S 8ビットデータ STOP STOP

S 8ビットデータ P STOP

S 7ビットデータ STOPP

S 8ビットデータ MPB STOP

S 8ビットデータ MPB STOP STOP

S 7ビットデータ STOPMPB

S 7ビットデータ STOPMPB STOP

S 7ビットデータ STOPSTOP

CHR

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

1

1

MP

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

STOP

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

SMR1の設定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

STOPS 8ビットデータ P STOP

S 7ビットデータ STOPP STOP

 
【注】 

S ：スタートビット 

STOP ：ストップビット 

P ：パリティビット 

MPB ：マルチプロセッサビット 
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(2) クロック 

SCIの送受信クロックは、SMR1の C/Aビットと SCR1の CKE1、CKE0ビットの設定により、内
蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロック、または SCK端子から入力された外部クロック
の 2種類から選択できます。SCIのクロックソースの選択については表 22.9を参照してください。 
外部クロックを SCK端子に入力する場合には、使用するビットレートの 16倍の周波数のクロック

を入力してください。 
内部クロックで動作させるとき、SCK端子からクロックを出力することができます。このとき出

力されるクロックの周波数はビットレートと等しく、位相は図 22.3に示すように送信データの中央
にクロック立ち上がりエッジがくるようになります。 
 

0

1フレーム

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

 
図 22.3 出力クロックと通信データの位相関係（調歩同期式モード） 
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(3) データの送信/受信動作 

(a) SCIの初期化（調歩同期式） 

データの送信/受信前には、まず SCR1の TE、REビットを 0にクリアした後、以下の順で SCIを
初期化してください。 

 
動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TEビットおよび REビットを 0

にクリアしてから次の手順で変更を行ってください。TEビットを 0にクリアすると TDREフラグは
1にセットされ、TSR1が初期化されます。REビットを 0にクリアしても、RDRF、PER、FER、ORER
の各フラグ、および RDR1の内容は保持されますので注意してください。 
外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので初期化を含めた動作中にクロ

ックを止めないでください。 
図 22.4に SCIの初期化フローチャートの例を示します。 

 

Wait

〈初期化完了〉

初　期　化　開　始

SMR1、SCMR1に送信／
受信フォーマットを設定

［1］SCR1のCKE1、CKE0ビットを設定
（TE、REはビット0）

No

Yes

BRR1に値を設定

SCR1のTE、REビットを0にクリア

［2］

［3］

SCR1のTE、REビットを1にセット、
および、RIE、TIE、TEIE、MPIEビット

を設定
［4］

1ビット期間経過

［1］ SCR1にクロックの選択を設定してく
ださい。
なお、RIE、TIE、TEIE、MPIE、およ
びTE、REビットは必ず0にクリアして
ください。
調歩同期式モードでクロックを選択し
た場合には、SCR1の設定後、直ちに出
力されます。

［2］ SMR1、SCMR1に送信／受信フォーマッ
トを設定します。

［3］ BRR1にビットレートに対応する値を
ライトします。ただし、外部クロック
を使用する場合には必要ありません。

［4］ 少なくとも1ビット期間待ってから、�
SCR1のTEビットまたはREビットを
1にセットします。また、RIE、TIE、
TEIE、MPIEビットを設定してください。
TE、REビットを設定するとことにより
SO1、SI1端子が使用可能となります。

 
図 22.4 SCIの初期化フローチャートの例 
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(b) シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 22.5にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 
シリアルデータ送信は以下の手順にしたがい行ってください。 

 

No

〈終　　了〉

［1］

Yes

初　期　化

送　信　開　始

SSR1のTDREフラグをリード ［2］

TDR1に送信データをライトし、
SSR1のTDREフラグを0にクリア

No

Yes

No

Yes

SSR1のTENDフラグをリード

［3］

No

Yes

［4］

PDRを0にクリア、
PCRを1にセット

SCR1のTEビットを0にクリア

TDRE＝1

全データ送信

TEND＝1

ブレーク出力

［1］SCIを初期化：
SO1端子は自動的に送信データ出
力端子になります。

［2］SCIの状態を確認して、送信データ
をライト：
SSR1をリードして、TDREフラグ
が 1であることを確認した後、
TDR1に送信データをライトし、
TDREフラグを0にクリアします。

［3］シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、
TDREフラグの1をリードしてライ
ト可能であることを確認した後に
TDR1にデータをライトし、続いて
TDREフラグを0にクリアしてくだ
さい。

［4］シリアル送信の終了時にブレークを
出力： シリアル送信時にブレーク
を出力するときには、SO1端子に
対応するポートのPCRを1にセット、
PDRを0にクリアした後にSCR1の
TEビットを0にクリアします。

 
図 22.5 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIはシリアル送信時に以下のように動作します。 
 
［1］ SCIは、SSR1のTDREフラグを監視し、0であるとTDR1にデータがライトされたと認識し、

TDR1からTSR1にデータを転送します。 
［2］ TDR1からTSR1へデータを転送した後にTDREフラグを1にセットし、送信を開始します。 

このとき、SCR1のTIEビットが1にセットされていると送信データエンプティ割り込み（TXI）
要求を発生します。 
シリアル送信データは、以下の順にSO1端子から送り出されます。 

［a］ スタートビット： 
1ビットの0が出力されます。 

［b］ 送信データ： 
8ビット、または7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

［c］ パリティビットまたはマルチプロセッサビット： 
1ビットのパリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）、または1ビットのマル
チプロセッサビットが出力されます。 
なお、パリティビット、またはマルチプロセッサビットを出力しないフォーマットも選択
できます。 

［d］ ストップビット： 
1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

［e］ マーク状態： 
次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

［3］ SCIは、ストップビットを送出するタイミングでTDREフラグをチェックします。 
TDREフラグが0であるとTDR1からTSR1にデータを転送し、ストップビットを送り出した後、
次フレームのシリアル送信を開始します。 
TDREフラグが1であるとSSR1のTENDフラグに1をセットし、ストップビットを送り出した
後、1を出力するマーク状態になります。このときSCR1のTEIEビットが1にセットされてい
るとTEI割り込み要求を発生します。 

 
調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 22.6に示します。 
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TDRE

TEND

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1 1
データスタート

ビット
パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理
ルーチンでTDR1に
データをライトし、
TDREフラグを0に
クリア

TEI割り込み
要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

TXI割り込み
要求の発生

 
図 22.6 調歩同期式モードでの送信時の動作例 

（8ビットデータ/パリティあり/1ストップビットの例） 
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(c) シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図 22.7、図 22.8にシリアル受信フローチャートの例を示します。 
シリアルデータ受信は以下の手順にしたがい行ってください。 

 

Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

受　信　開　始

［2］

No

Yes

SSR1のRDRFフラグをリード ［4］

［5］

SCR1のREビットを0にクリア

SSR1のORER、PER、
FERフラグをリード

エラー処理

（次頁に続く）

［3］

RDR1の受信データをリードし、�
SSR1のRDRFフラグを0にクリア

No

Yes

PER∨FER∨ORER＝1

RDRF＝1

全数受信

［1］SCIの初期化：
SI1端子は自動的に受信データ入
力端子になります。

［2］［3］受信エラー処理とブレークの
検出：
受信エラーが発生したときには、
SSR1のORER、PER、FERの各
フラグをリードしてエラーを判定
します。所定のエラー処理を行っ
た後、必ず、ORER、PER、FER
フラグをすべて0にクリアしてく
ださい。ORER、PER、FERフラ
グのいずれかが1にセットされた
状態では受信を再開できません。
また、フレーミングエラー時に
SI1端子に対応する入力ポートの
値をリードすることでブレークの
検出ができます。

［4］SCIの状態を確認して受信データ
のリード：
SSR1をリードして、RDRF＝1で
あることを確認した後、RDR1の
受信データをリードし、RDRFフ
ラグを0にクリアします。RDRF
フラグが0から1に変化したことは、
RXI割り込みによっても知ること
ができます。

［5］シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、
現在のフレームのストップビット
を受信する前に、RDRFフラグの
リード、RDR1のリード、RDRF
フラグを0にクリアしておいてく
ださい。

 
図 22.7 シリアル受信データフローチャートの例（1） 
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〈終　　了〉

［3］

エラー処理

パリティエラー処理

Yes

No

SSR1のORER、PER、
FERフラグを0にクリア

No

Yes

No

Yes

フレーミングエラー処理

No

Yes

オーバランエラー処理

ORER＝1

FER＝1

ブレーク

PER＝1

SCR1のREビットを0にクリア

 
図 22.8 シリアル受信データフローチャートの例（2） 
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SCIは受信時に以下のように動作します。 
 
［1］ SCIは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始しま

す。 
［2］ 受信したデータをRSR1のLSBからMSBの順に格納します。 
［3］ パリティビットおよびストップビットを受信します。 

受信後、SCIは以下のチェックを行います。 
［a］ パリティチェック： 

受信データの1の数をチェックし、これがSMR1のO/Eビットで設定した偶数/奇数パリティ
になっているかをチェックします。 

［b］ ストップビットチェック： 
ストップビットが1であるかをチェックします。 
ただし、2ストップビットの場合、1ビット目のみをチェックします。 

［c］ ステータスチェック： 
RDRFフラグが0であり、受信データをRSR1からRDR1に転送できる状態であるかをチェッ
クします。 
以上のチェックをすべて満足したとき、RDRFフラグが1にセットされ、RDR1に受信データ
が格納されます。 
エラーチェックで受信エラー*を発生すると表22.11のように動作します。 

［4］ RDRFフラグが1になったとき、SCR1のRIEビットが1にセットされていると受信データフル
割り込み（RXI）要求を発生します。 
また、ORER、PER、FERフラグのいずれかが1になったとき、SCR1のRIEビットが1にセット
されていると受信エラー割り込み（ERI）要求を発生します。 

【注】 * 受信エラーが発生した状態では、以後の受信動作ができません。 
  また、受信時に RDRFフラグが 1にセットされませんので、必ずエラーフラグを 0にク

リアしてください。 

表 22.11 受信エラーと発生条件 
受信エラー名 略称 発生条件 データ転送 

オーバランエラー ORER SSR1のRDRFフラグが 1にセットされ
たまま次のデータ受信を完了したとき

RSR1からRDR1に受信データは転送さ
れません。 

フレーミングエラー FER ストップビットが 0のとき RSR1からRDR1に受信データが転送さ
れます。 

パリティエラー PER SMR1で設定した偶数/奇数パリティの
設定と受信したデータが異なるとき 

RSR1からRDR1に受信データが転送さ
れます。 

 
調歩同期式モード受信時の動作例を図 22.9に示します。 
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RDRF

FER

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 0

1 1
データスタート

ビット
パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

フレーミング
エラーでERI
割り込み要求
の発生

アイドル状態
（マーク状態）

RXI割り込み処理
ルーチンでRDR1の
データをリードし
RDRFフラグを0に
クリア

RXI割り込み
要求の発生

 
図 22.9 SCIの受信時の動作例 

（8ビットデータ/パリティあり/1ストップビットの例） 
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22.3.3 マルチプロセッサ通信機能 
マルチプロセッサ通信機能とは、調歩同期式モードでマルチプロセッサビットを付加したフォーマ

ット（マルチプロセッサフォーマット）でシリアル通信をする機能です。この機能を使用すると、複
数のプロセッサ間でシリアル通信回線を共有したデータの送受信ができます。 
マルチプロセッサ通信を行うとき、受信局は各々固有の IDコードでアドレッシングされています。 
シリアル通信サイクルは、受信局を指定する ID送信サイクルとデータ送信サイクルの 2つから構

成されます。この ID送信サイクルとデータ送信サイクルの区別は、マルチプロセッサビットで行い
ます。 
送信局は、まずシリアル通信を行いたい受信局の IDを、マルチプロセッサビット 1を付加したデ

ータにして送信します。続いて、送信データを、マルチプロセッサビット 0を付加したデータにして
送信します。 
受信局は、マルチプロセッサビット 1のデータが送信されるまでは、データを読み飛ばします。 
マルチプロセッサビット 1のデータを受信したとき、受信局は自局の IDと比較します。そして、

一致した局は続いて送信されるデータを受信します。一方、一致しなかった局は、再びマルチプロセ
ッサビット 1のデータが送信されるまでは、データを読み飛ばします。このようにして複数のプロセ
ッサ間のデータ送受信が行われます。 
図 22.10にマルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ間通信の例を示します。 

 

(1) 送信/受信フォーマット 

送信/受信フォーマットは 4種類です。 
マルチプロセッサフォーマットを指定した場合は、パリティビットの指定は無効です。 
詳細は表 22.10を参照してください。 

 

(2) クロック 

調歩同期式モードの項を参照してください。 
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送信局

受信局A

（ID＝01）

受信局B

（ID＝02）

受信局C

（ID＝03）

受信局D

（ID＝04）

シリアル通信回線

シリアル
データ

ID送信サイクル
＝受信局の指定

データ送信サイクル
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　へのデータ送信
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H'01 H'AA

【記号説明】
　MPB：マルチプロセッサビット

 
図 22.10 マルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ間通信の例 

（受信局 Aへのデータ H'AAの送信の例） 

 

(3) データの送信/受信動作 

(a) マルチプロセッサシリアルデータ送信 

図 22.11にマルチプロセッサシリアルデータ送信のフローチャートの例を示します。 
マルチプロセッサシリアルデータ送信は、以下の手順にしたがい行ってください。 
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No

〈終　　了〉

［1］

Yes

初　期　化

送　信　開　始

SSR1のTDREフラグをリード ［2］

TDR1に送信データをライトし、
SSR1のMPBTビットを設定　　

No

Yes

No

Yes

SSR1のTENDフラグをリード

［3］

No

Yes

［4］

PDRを0にクリア、PCRを
  1にセット

SCR1のTEビットを0にクリア

TDRE＝1

送信終了

TEND＝1

ブレーク出力

TDREフラグを0にクリア

［1］SCIの初期化：
SO1端子は自動的に送信データ出
力端子になります。

［2］SCIの状態を確認して、送信デー
タをライト：
SSR1をリードして、TDREフラ
グが1であることを確認した後、
TDR1に送信データをライトします。
また、SSR1のMPBTビットを0ま
たは 1に設定します。最後に
TDREフラグを0にクリアしてく
ださい。

［3］シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、
必ずTDREフラグの1をリードし
てライト可能であることを確認し
た後にTDR1にデータをライトし、
続いてTDREフラグを0にクリア
してください。

［4］シリアル送信の終了時にブレーク
を出力：
シリアル送信時にブレークを出力
するときには、ポートのPCRを1
にセットし、PDRを0にクリアし
た後にSCR1のTEビットを0にク
リアします。

 
図 22.11 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例 
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SCIは、シリアル送信時に以下のように動作します。 
 
［1］ SCIは、SSR1のTDREフラグを監視し、0であるとTDR1にデータがライトされたと認識し、

TDR1からTSR1にデータを転送します。 
［2］ TDR1からTSR1へデータを転送した後にTDREフラグを1にセットし、送信を開始します。 

このとき、SCR1のTIEビットが1にセットされていると送信データエンプティ割り込み（TXI）
要求を発生します。 
シリアル送信データは、以下の順にSO2端子から送り出されます。 

［a］ スタートビット： 
1ビットの0が出力されます。 

［b］ 送信データ： 
8ビット／7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

［c］ マルチプロセッサビット： 
1ビットのマルチプロセッサビット（MPBTの値）が出力されます。 

［d］ ストップビット： 
1ビット／2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

［e］ マーク状態： 
次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

［3］ SCIは、ストップビットを送り出すタイミングでTDREフラグをチェックします。 
TDREフラグが0であるとTDR1からTSR1にデータを転送し、ストップビットを送り出した後、
次のフレームのシリアル送信を開始します。 
TDREフラグが1であるとSSR1のTENDフラグを1にセットし、ストップビットを送り出した
後、1を出力するマーク状態になります。このときSCR1のTEIEビットが1にセットされてい
ると送信終了割り込み（TEI）要求を発生します。 

 
図 22.12にマルチプロセッサフォーマットの SCIの送信時の動作例を示します。 

 

TDRE

TEND

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1 1
データ データ

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理ルーチン
でTDR1にデータをライト
し、TDREフラグを0に
クリア

TEI割り込み
要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

TXI割り込み
要求の発生

スタート
ビット

マルチ
プロセッサ
ビット

マルチ
プロセッサ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

ストップ
ビット

 
図 22.12 SCIの送信時の動作例 

（8ビットデータ/マルチプロセッサビットあり/1ストップビットの例） 
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(b) マルチプロセッサシリアルデータ受信 

図 22.13、22.14にマルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例を示します。 
マルチプロセッサシリアルデータ受信は、以下の手順にしたがい行ってください。 
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Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

受　信　開　始

No

Yes

［4］

SCR1のREビットを0にクリア

エラー処理

（次頁に続く）

［5］
No

Yes

FER∨ORER＝1

RDRF＝1

全数受信

SCR1のMPIEビットを1にセット ［2］

SSR1のORER、FERフラグをリード

SSR1のRDRFフラグをリード ［3］

RDR1の受信データをリード

No

Yes

自局のID

SSR1のORER、FERフラグをリード

Yes

No

SSR1のRDRFフラグをリード

No

Yes

FER∨ORER＝1

RDR1の受信データをリード

RDRF＝1

［1］SCIの初期化：
SI1端子は自動的に受信データ入
力端子になります。

［2］ID受信サイクル：
SCR1のMPIEビットを1にセット
しておきます。

［3］SCIの状態を確認して、IDの受信
と比較：
SSR1をリードして、RDRFフラグ
が1であることを確認した後、
RDR1のデータをリードし、自局
のIDと比較します。
自局の IDでないときには、再び
M P I Eビットを1にセットし、
RDRFフラグを0にクリアします。
自局のIDのときには、RDRFフラ
グを0にクリアします。

［4］SCIの状態を確認してデータの受信：
SSR1をリードして、RDRFフラグ
が1であることを確認した後、
RDR1のデータをリードします。

［5］受信エラー処理とブレークの検出：
受信エラーが発生したときには、
SSR1のORER、FERフラグをリー
ドしてエラーを判定します。所定
のエラー処理を行った後、必ず 
ORER、FERフラグをすべて0に
クリアしてください。
ORER、FERフラグのいずれかが
1にセットされた状態では受信を
再開できません。
また、フレーミングエラー時に
SI1端子の値をリードすることで
ブレークの検出ができます。

 
図 22.13 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（1） 
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〈終　　了〉

エラー処理

Yes

No

SSR1のORER、PER、FERフラグを
0にクリア

No

Yes

No

Yes

フレーミングエラー処理

オーバランエラー処理

ORER＝1

FER＝1

ブレーク

SCR1のREビットを0にクリア

［5］

 
図 22.14 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（2） 

 
図 22.15にマルチプロセッサフォーマットの SCIの受信時の動作例を示します。 
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RXI割り込み要求
（マルチプロセ
 ッサ割込み）
の発生

アイドル状態
（マーク状態）

RDRF

RXI割り込み処理
ルーチンでRDR1の
データをリードし、
RDRFフラグを0に
クリア

自局のIDでない場合
再びMPIEビットを
1にセット

RXI割り込み要求は
発生しません。
またRDR1は状態を
保持します。

ID1

（a）自局のIDと一致しないとき

MPIE

RDR1
の値

0 D0 D1 D7 1 1 0 D0 D1 D7 0 1

1 1
データ（ID2）スタート

ビット MPB
ストップ
ビット
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ビット

データ（Data2）
MPB
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ビット

RXI割り込み要求
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（マーク状態）

RDRF

RXI割り込み処理
ルーチンでRDR1の
データをリードし、
RDRFフラグを0に
クリア

自局のIDなので、
そのまま受信を続け、
RXI割り込み処理ルー
チンでデータを受信

再びMPIEビットを
1にセット

ID2

（b）自局のIDと一致したとき

Data2ID1

MPIE＝0

MPIE＝0

 
図 22.15 SCIの受信時の動作例 

（8ビットデータ/マルチプロセッサビットあり/1ストップビットの例） 
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22.3.4 クロック同期式モード時の動作 
クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信または受信するモードで、高速

シリアル通信に適しています。 
SCI内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信がで

きます。 
また、送信部と受信部が共にダブルバッファ構造になっていますので送信および受信中にデータの

リード/ライトができ、連続送信/受信が可能です。 
クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 22.16に示します。 

 

Don't careDon't care

通信データの1単位（キャラクタ、または、フレーム）

ビット0シリアル
データ

同期
クロック

ビット1 ビット3 ビット4 ビット5

LSB MSB

ビット2 ビット6 ビット7

**

【注】*　連続送信／受信のとき以外はHighレベル
 

図 22.16 クロック同期式通信のデータフォーマット 

 
クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下

がりまで出力されます。また、同期クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 
シリアル通信の 1キャラクタは、データの LSBから始まり最後にMSBが出力されます。MSB出

力後の通信回線の状態はMSBの状態を保ちます。 
クロック同期式モードでは、SCIは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 

 

(1) 送信/受信フォーマット 

8ビットデータ固定です。 
パリティビットやマルチプロセッサビットの付加はできません。 

 

(2) クロック 

SMR1の C/Aビットと SCR1の CKE1、CKE0ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの
生成した内部クロック、または、SCK端子から入力された外部同期クロックの 2種類から選択できま
す。SCIのクロックソースの選択については表 22.9を参照してください。 
内部クロックで動作させるとき、SCK端子からは同期クロックが出力されます。 
同期クロックは 1キャラクタの送受信で 8パルス出力され、送信/受信を行わないときには Highレ

ベルに固定されます。ただし、受信のみの動作のときは、オーバランエラーが発生するか、REビッ
トを 0にクリアするまで同期クロックは出力されます。1キャラクタ単位の受信動作を行いたいとき
は、クロックソースは外部クロックを選択してください。 
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(3) データの送信/受信動作 

(a) SCIの初期化（クロック同期式） 

データの送信／受信前には、SCR1の TE、REビットを 0にクリアした後、以下の手順に従い SCI
を初期化してください。 
 
モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、REビットを 0にクリアしてか

ら下記手順で変更してください。TEビットを 0にクリアすると TDREフラグは 1にセットされ、TSR1
が初期化されます。 

REビットを 0にクリアしても RDRF、PER、FER、ORERの各フラグ、および RDR1の内容は保持
されますので注意してください。 
図 22.17に SCIの初期化フローチャートの例を示します。 

 

Wait

〈送信／受信開始〉

初　期　化　開　始

SMR1、SCMR1に送信／受信
フォーマットを設定

No

Yes

BRR1に値を設定

SCR1のTE、REビットを0にクリア

［2］

［3］

SCR1のTE、REビットを1にセット
また、RIE、TIE、TEIE、
MPIEビットを設定

［4］

1ビット期間経過

SCR1のCKE1、CKE0ビットを
設定（TE、REビットは0）

［1］

［1］SCR1にクロックの選択を設定し
てください。なお、RIE、TIE、    
TEIE、MPIE、TE、REビットに
は必ず0を設定してください。

［2］SMR1、SCMR1に送信／受信フォー
マットを設定します。

［3］BRR1にビットレートに対応する
値をライトします。ただし、外部
クロックを使用する場合にはこの
作業は必要ありません。

［4］少なくとも1ビット期間待ってから、
SCR1のTE、またはREビットを  
1にセットします。
また、RIE、TIE、TEIE、MPIEビッ
トを設定してください。
TE、REビットの設定でSO1、
SI1端子が使用可能になります。

【注】* 送受信同時動作の場合は、TEビット、REビットの0クリア、1セットの設定は、�
同時に行ってください。�

 
図 22.17 SCIの初期化フローチャートの例 
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(b) シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 22.18にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 
シリアルデータ送信は以下の手順に従い行ってください。 

 

No

〈終　　了〉

［1］

Yes

初　期　化

送　信　開　始

SSR1のTDREフラグをリード ［2］

TDR1の送信データをライトし、
SSR1のTDREフラグを0にクリア

No

Yes

No

Yes

SSR1のTENDフラグをリード

［3］

SCR1のTEビットを
0にクリア

TDRE＝1

全データ送信

TEND＝1

［1］SCIの初期化：
SO1端子は自動的に送信デー
タ出力端子になります。

［2］SCIの状態を確認して、送信
データをライト：
SSR1をリードして、TDRE
フラグが1であることを確認
した後、TDR1に送信デー
タをライトし、TDREフラ
グを0にクリアします。

［3］シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるとき
には、必ずTDREフラグの 
1をリードしてライト可能で
あることを確認した後に
TDR1にデータをライトし、
続いてTDREフラグを0にク
リアしてください。

 
図 22.18 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIはシリアル送信時に以下のように動作します。 
 
［1］ SCIは、SSR1のTDREフラグを監視し、0であるとTDR1にデータがライトされたと認識し、

TDR1からTSR1にデータを転送します。 
［2］ TDR1からTSR1へデータを転送した後にTDREフラグを1にセットし、送信を開始します。こ

のとき、SCR1のTIEビットが1にセットされていると送信データエンプティ割り込み（TXI）
要求を発生します。 
クロック出力モードに設定したときには、SCIは同期クロックを8パルス出力します。外部ク
ロックに設定したときには、入力クロックに同期してデータを出力します。 
シリアル送信データは、LSB（ビット0）からMSB（ビット7）の順にSO1端子から送り出さ
れます。 

［3］ SCIは、MSB（ビット7）を送り出すタイミングでTDREフラグをチェックします。 
TDREフラグが0であるとTDR1からTSR1にデータを転送し、次フレームのシリアル送信を開
始します。 
TDREフラグが1であるとSSR1のTENDフラグを1にセットし、MSB（ビット7）を送り出した
後、SO1端子は状態を保持します。 
このときSCR1のTEIEビットが1にセットされていると送信終了割り込み（TEI）要求を発生
します。 

［4］ シリアル送信終了後は、SCK端子は固定になります。 
 
図 22.19に SCIの送信時の動作例を示します。 

 

転送方向

ビット0シリアル
データ

同期
クロック

1フレーム

TDRE

TEND

TXI割り込み処理ルー
チンでTDR1にデータ
をライトし、TDREフ
ラグを0にクリア

TXI割り込み
要求の発生

ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

TXI割り込み
要求の発生

TEI割り込み
要求の発生

 
図 22.19 SCIの送信時の動作例 
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(c) シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 22.20にシリアル受信フローチャートの例を示します。 
シリアルデータ受信は以下の手順に従い行ってください。 
動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際には、必ず、ORER、PER、

FERの各フラグが 0にクリアされていることを確認してください。 
FER、PERフラグが 1にセットされていると RDRFフラグがセットされません。また、送信動作お

よび受信動作のいずれも行うことができません。 
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Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

受　信　開　始

［2］

No

Yes

SSR1のRDRFフラグをリード ［4］

［5］

SCR1のREビットを0にクリア

エラー処理

（下図に続く）

［3］

RDR1の受信データをリードし、
SSR1のRDRFフラグを0にクリア

No

Yes

ORER＝1

RDRF＝1

全数受信

SSR1のORERフラグをリード

〈終　　了〉

エラー処理

SSR1のORERフラグを
0クリア

オーバランエラー処理

［3］

［1］SCIの初期化：
SI1端子は自動的に受信データ入
力端子になります。

［2］［3］受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、
SSR1のORERフラグをリードし
てから、所定のエラー処理を行っ
た後、ORERフラグを0にクリア
してください。ORERフラグが 
1にセットされた状態では、送信
／受信を再開できません。

［4］SCIの状態を確認して受信データ
のリード：
SSR1をリードして、RDRFフラ
グが1であることを確認した後、
RDR1の受信データをリードし、
RDRFフラグを0にクリアします。
RDRFフラグが0から1に変化し
たことは、RXI割り込みによって
も知ることができます。

［5］シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、
現在のフレームのMSB（ビット  
7）を受信する前に、RDRFフラ
グのリード、RDR1のリード、
RDRFフラグの0クリアを終了し
ておいてください。

 
図 22.20 シリアルデータ受信フローチャートの例 
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SCIは受信時に以下のように動作します。 
 
［1］ SCIは同期クロックの入力または出力に同期して内部を初期化します。 
［2］ 受信したデータをRSR1のLSBからMSBの順に格納します。 

受信後、SCIは、RDRFフラグが0であり、受信データをRSR1からRDR1に転送できる状態で
あるかをチェックします。 
このチェックを満足したときRDRFフラグが1にセットされ、RDR1に受信データが格納され
ます。エラーチェックで受信エラーを発生すると、表22.11のように動作します。 
エラーチェックで受信エラーを発生した状態では以後の送信動作、受信動作のいずれも行う
ことができません。 

［3］ RDRFフラグが1になったとき、SCR1のRIEビットが1にセットされていると受信データフル
割り込み（RXI）要求を発生します。 
また、ORERフラグが1になったとき、SCR1のRIEビットが1にセットされていると受信エラ
ー割り込み（ERI）要求を発生します。 

 
図 22.21に SCIの受信時の動作例を示します。 

 

ビット7シリアル
データ

同期
クロック

1フレーム

RDRF

ORER

オーバランエラーで
ERI割り込み要求の
発生

RXI割り込み
要求の発生

RXI割り込み処理ルー
チンでRDR1のデータ
をリードし、RDRFフ
ラグを0にクリア

RXI割り込み
要求の発生

ビット0 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

 
図 22.21 SCIの受信時の動作例 

 

(d) シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 22.22にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 
シリアルデータ送受信同時動作は、以下の手順に従い行ってください。 
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Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

送　受　信　開　始

［5］

エラー処理

［3］

RDR1の受信データをリードし、
SSR1のRDRFフラグを0にクリア

No

Yes

ORER＝1

全数受信

［2］SSR1のTDREフラグをリード

No

Yes

TDRE＝1

TDR1に送信データをライトし、
SSR1のTDREフラグを0にクリア

No

Yes

RDRF＝1

SSR1のORERフラグをリード

［4］SSR1のRDRFフラグをリード

SCR1のTE、REビットを
0にクリア

【注】 送信、または受信動作から同時送受信に切り替えるときには、
TEビットとREビットを0にクリアしてからTEビットとREビッ
トを同時に1にセットしてください。

［1］初期化：
SO1端子は送信データ出力端
子に、SI1端子は受信データ
入力端子になり送受信同時動
作可能状態になります。

［2］SCIの状態確認と送信データ
のライト：
SSR1をリードしてTDREフラ
グが1であることを確認した後、
TDR1に送信データをライトし、
TDREフラグを0にクリアしま
す。
TDREフラグが0から1に変化
したことは、TXI割り込みによっ
ても知ることができます。

［3］受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、
SSR1のORERフラグをリー
ドしてから、所定のエラー処
理を行った後、ORERフラグ
を0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットさ
れた状態では送信／受信を再
開できません。

［4］SCIの状態を確認して受信デー
タのリード：
SSR1をリードして、RDRFフ
ラグが1であることを確認し
た後、RDR1の受信データをリー
ドし、RDRFフラグを0にクリ
アします。RDRFフラグが0か
ら1に変化したことは、RXI割
り込みによっても知ることが
できます。

［5］シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるとき
には、現在のフレームのMSB
（ビット7）を受信する前に、
R D R Fフラグのリード、
RDR1のリード、RDRFフラ
グの0クリアを終了しておい
てください。また、現在のフレー
ムのMSB（ビット7）を送信
する前にTDREフラグの1をリー
ドしてライト可能であること
を確認してください。さらに
TDR1にデータをライトし、
TDREフラグを0にクリアして
おいてください。

 
図 22.22 シリアル送受信同時動作のフローチャートの例 

 



22. シリアルコミュニケーションインタフェース 1（SCI1） 

Rev.2.00 2006.1.11   22-52 
RJJ09B0303-0200 

 

22.4 SCI割り込み 
SCIには、送信終了割り込み（TEI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、受信データフル割り

込み（RXI）要求、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の 4種類の割り込み要因があります。
表 22.12に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCR1の TIEビット、RIEビ
ット、および TEIEビットで許可または禁止できます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り
込みコントローラに送られます。 

SSR1の TDREフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要求が発生します。また、SSR1の TEND
フラグが 1にセットされると、TEI割り込み要求が発生します。 

SSR1のRDRFフラグが 1にセットされるとRXI割り込み要求が発生します。SSR1のORER、PER、
FERフラグのいずれかが 1にセットされると、ERI割り込み要求が発生します。 

表 22.12 SCI割り込み要因 
チャネル 割り込み要因 内   容 優先順位 

ERI 受信エラー（ORER、FER、PER）による割り込み 

RXI 受信データフル（RDRF）による割り込み 

TXI 送信データエンプティ（TDRE）による割り込み 

1 

TEI 送信終了（TEND）による割り込み 

高 

 

 

低 

 
TEI割り込みは、TEIEビットが 1にセットされた状態で TENDフラグが 1にセットされると要求

されます。この TENDフラグのクリアは TDREフラグと同時に行われます。このため、TEI割り込み
と TXI割り込みが同時に要求されると TXI割り込みが先に受けつけられ、TDREフラグと TENDフ
ラグがクリアされてしまう場合があります。このとき TEI割り込みは受けつけられませんので注意し
てください。 
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22.5 使用上の注意 
SCIを使用する際は、以下のことに注意してください。 

 

(1) TDR1へのライトと TDREフラグの関係について 

SSR1の TDREフラグは TDR1から TSR1に送信データの転送が行われたことを示すステータスフ
ラグです。SCIが TDR1から TSR1にデータを転送すると、TDREフラグが 1にセットされます。 

TDR1へのデータのライトは、TDREフラグの状態にかかわらず行うことができます。しかし、TDRE
フラグが 0の状態で新しいデータを TDR1にライトすると、TDR1に格納されていたデータは、まだ
TSR1に転送されていないため失われてしまいます。したがって TDR1への送信データのライトは、
必ず TDREフラグが 1にセットされていることを確認してから行ってください。 
 

(2) 複数の受信エラーが同時に発生した場合の動作について 

複数の受信エラーが同時に発生した場合、SSR1の各ステータスフラグの状態は、表 22.13のよう
になります。また、オーバランエラーが発生した場合には RSR1から RDR1へのデータ転送は行われ
ず、受信データは失われます。 

表 22.13 SSR1のステータスフラグの状態と受信データの転送 
SSR1のステータスフラグ 

RDRF ORER FER PER

受信データ転送 
RSR1→RDR1 

受信エラーの状態 

1 1 0 0 × オーバランエラー 

0 0 1 0 ○ フレーミングエラー 

0 0 0 1 ○ パリティエラー 

1 1 1 0 × オーバランエラー＋フレーミングエラー 

1 1 0 1 × オーバランエラー＋パリティエラー 

0 0 1 1 ○ フレーミングエラー＋パリティエラー 

1 1 1 1 × オーバランエラー＋フレーミングエラー＋パリティエラー 

【注】 ○：RSR1→RDR1に受信データを転送します。 

 ×：RSR1→RDR1に受信データを転送しません。 

 

(3) ブレークの検出と処理について 

フレーミングエラー（FER）検出時に SI1端子の値を直接リードすることで、ブレークを検出でき
ます。ブレークでは、SI1端子からの入力がすべて 0になりますので FERフラグがセットされ、また
パリティエラー（PER）もセットされる場合があります。 

SCIは、ブレークを受信した後も受信動作を続けますので、FERフラグを 0にクリアしても再び 1
にセットされますので、注意してください。 
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(4) ブレークの送り出し 

SO1端子は、PDRと PCRにより入出力方向とレベルが決まる I/Oポートと兼用になっています。
これを利用してブレークの送り出しができます。 
シリアル送信の初期化から TEビットを 1にセットするまでは、マーク状態を PDRの値で代替し

ます（TEビットを 1にセットするまで、SO1端子として機能しません）。このため、最初は SO1端
子に対応するポートの PCRと PDRを 1に設定しておきます。 
シリアル送信時にブレークを送り出したいときは PDRを 0にクリアした後、TEビットを 0にクリ

アします。 
TEビットを 0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化され、SO1端子は I/O

ポートになり、SO1端子から 0が出力されます。 
 

(5) 受信エラーフラグと送信動作について（クロック同期式モードのみ） 

受信エラーフラグ（ORER、PER、FER）が 1にセットされた状態では、TDREフラグを 0にクリ
アしても送信を開始できません。必ず送信開始時には、受信エラーフラグを 0にクリアしておいてく
ださい。 
また、REビットを 0にクリアしても受信エラーフラグは 0にクリアできませんので注意してくだ

さい。 
 

(6) 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

調歩同期式モードでは、SCIは転送レートの 16倍の周波数の基本クロックで動作しています。 
受信時に SCIは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化

します。また、受信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。
これを図 22.23に示します。 
 

内部基本
クロック

16クロック
8クロック

受信データ

同期化
サンプリング
タイミング

スタートビット D0 D1

データ
サンプリング
タイミング

15 0 7 15 00 7

 
図 22.23 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング 
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したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M＝｜（0.5－
 1 

）－（L－0.5）F－
 ｜D－0.5｜ 

（1＋F）｜×100％
 

 2N  N 
 …式（1） 

 
M：受信マージン（%） 
N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 
D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 
L：フレーム長（L＝9～12） 
F：クロック周波数の偏差の絶対値 

 
式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875%となります。 

 
D＝0.5、F＝0のとき、 

M＝（0.5－
 1 

）×100%
 

 2×16 
＝46.875% …式（2） 

 
ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30%の余裕を持たせ

てください。 
 

(7) モード遷移時の動作について 

(a) 送信 

モジュールストップモード、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブス
リープモード遷移時には、動作を停止（TE=TIE=TEIE=0）してから行ってください。TSR1、TDR1、
SSR1はリセットされます。モジュールストップモード、スタンバイモード、ウォッチモード、サブ
アクティブモード、サブスリープモード期間中の出力端子の状態は、ポートの設定に依存し、解除後
High出力となります。もし送信中に遷移したときは、その送信中のデータは不確定なものになりま
す。解除後に送信モードを変えないで送信する場合は、TE=1に戻し、SSR1リード→TDR1ライト→
TDREクリアで送信開始できます。解除後に送信モードを変えて送信する場合は、初期設定から行っ
てください。図 22.24に送信時のモード遷移フローチャートの例を示します。なお、ポート端子状態
を図 22.25、図 22.26に示します。 

(b) 受信 

モジュールストップモード、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブス
リープモード遷移時には、受信動作を停止（RE=0）してから行ってください。RSR1、RDR1、SSR1
はリセットされます。停止しないで遷移すると受信中の受信データは無効になります。 
モード解除後、受信モードを変えないで受信する場合は、RE=1に設定してから受信を開始してく

ださい。受信モードを変えて受信する場合は、初期設定から行ってください。 
図 22.27に受信時のモード遷移フローチャートの例を示します。 
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［1］

［2］

［3］

〈送信〉�

〈送信開始〉�

全データ送信完了

SSR1のTENDフラグをリード

TEND=1

TE=0

TE=1

No

No

No

Yes

Yes

Yes

スタンバイモード等へ遷移

スタンバイモード等の解除

動作モードの変更

初期化

［1］送信中のデータは途切れます。
なお、スタンバイモード等
の解除後TE=1にしてSSR1リー
ド、TDR1ライト、TDRE=0
クリアで送信できます。

［2］TIE、TEIEを1に設定してい
る場合は同様に0クリアして
ください。

［3］モジュールストップモード、
ウォッチモード、サブアクティ
ブモード、サブスリープモー
ドも含みます。

 
図 22.24 送信時のモード遷移フローチャートの例 
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送信開始 送信終了
スタンバイ
に遷移

スタンバイ
解除

SCIの
TxD出力

ポート入出力

ポート入出力 High出力ポート入出力

ポート

ストップHigh出力 スタート

SCIのTxD出力 ポート

TEビット

SCK1
出力端子

SO1
出力端子

 
図 22.25 内部クロック、調歩同期送信の場合 

 

送信開始 送信終了
スタンバイ
に遷移

スタンバイ�
解除

SCIの
TxD出力

ポート入出力

ポート入出力 High出力*ポート入出力 マーキング出力 最終TxDビット保持

【注】*ソフトウェアスタンバイにより初期化されます。

ポート

TEビット

SO1
出力端子

SCK1�
出力端子

SCIのTxD出力 ポート

 
図 22.26 内部クロック、クロック同期送信の場合 
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［1］

［2］

〈受信〉�

〈受信開始〉�

RDR1の受信データをリード

SSR1のRDRFフラグをリード

RDRF=1

RE=0

RE=1

No

No

Yes

Yes

スタンバイモード等へ遷移

スタンバイモード等の解除

動作モードの変更

初期化

［1］受信中の受信データは無効
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�
�
［2］モジュールストップモード、

ウォッチモード、サブアクティ
ブモード、サブスリープモー
ドも含みます。�

 
図 22.27 受信時のモード遷移フローチャートの例 
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23. I2Cバスインタフェース（IIC） 

23.1 概要 
本 LSIは、2チャネル（H8S/2197S、H8S/2196Sは 1チャネル）の I2Cバスインタフェースを内蔵し

ています。 
I2Cバスインタフェースは、Philips社の提唱している I2Cバス（Inter IC Bus）インタフェース方式

に準拠しており、サブセット機能を備えています。ただし､I2Cバスを制御するレジスタの構成が一部
Philips社と異なりますので注意してください。 

I2Cバスインタフェースを用いたデータ転送は、データライン（SDA）1本、クロックライン（SCL）
1本で構成され、コネクタやプリント基板の面積等を経済的に使用できます。 
 

23.1.1 特長 
• アドレッシングフォーマット、ノンアドレッシングフォーマットを選択可能 

− I2Cバスフォーマット：アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットあり、マスタ、
スレーブ動作 

− シリアルフォーマット：ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットなし、マ
スタ動作専用 

• I2Cバスフォーマットは、Philips社提唱の I2Cバスインタフェースに準拠 
• I2Cバスフォーマットで、スレーブアドレスを 2通り設定可能 
• I2Cバスフォーマットで、マスタモード時、開始、停止条件の自動生成 
• I2Cバスフォーマットで、受信時、アクノリッジの出力レベルを選択可能 
• I2Cバスフォーマットで、送信時、アクノリッジビットの自動ロード機能 
• I2Cバスフォーマットで、マスタモード時のウェイト機能 

− アクノリッジを除くデータ転送後、SCLを Lowレベルにしてウェイト状態にすることが可
能。ウェイト状態は、割り込みフラグをクリアすることで解除。 

• I2Cバスフォーマットで、スレーブモード時のウェイト機能 
− アクノリッジを除くデータ転送後、SCLを Lowレベルにしてウェイト要求を発生すること
が可能。ウェイト要求は、次の転送が可能になった時点で解除。 

• 3種類の割り込み要因 
− データ転送終了時（I2Cバスフォーマットで送信モード遷移時、および、マスタ競合負け後
のアドレス受信を含む） 

− アドレス一致時：I2Cバスフォーマット、スレーブ受信モードで、いずれかのスレーブアド
レスが一致したときまたはゼネラルコールアドレスを受信したとき 

− 停止条件検出時 
• マスタモード時、16種類の内部クロック選択可能 
• バスを直接駆動（SCL／SDA端子） 

− P26/SCL
0
、P25/SDA

0
、P24/SCL

1
、P23/SDA

1
の 4端子は、通常時は CMOS端子、バス駆動機

能選択時は NMOSのみで出力。 
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23.1.2 ブロック図 
I2Cバスインタフェースのブロック図を図 23.1に示します。 
入出力端子の外部回路接続例を、図 23.2に示します。入出力端子は NMOSのみにより駆動される

ため、見かけ上 NMOSオープンドレインと同様の動作をします。しかし、入力端子に印加可能な電
圧は、本 LSIの電源（Vcc）電圧に依存します。 
 

φ�

SCL

PS

ノ イ ズ
除去回路

バス状態
判定回路

出力データ
制御回路

ICCR

クロック
制御

ICMR

ICSR

ICDRS

アドレス比較回路

アービ
トレーション
判定回路

SAR, SARX

SDA

ノ イ ズ
除去回路

割り込み
発生回路 割り込み要求

内

部

デ

｜

タ

バ

ス

【記号説明】
ICCR
ICMR
ICSR
ICDR
SAR
SARX
PS

:
:
:
:
:
:
:

I2Cコントロールレジスタ
I2Cモードレジスタ
I2Cステータスレジスタ
I2Cデータレジスタ
スレーブアドレスレジスタ
スレーブアドレスレジスタＸ
プリスケーラ

ICDRR

ICDRT

 
図 23.1 I2Cバスインタフェースのブロック図 
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VCC

SCLin  

SCLout

SCL

SDAin  

SDAout

（マスタ）

本LSI

SDA

SCL

SDA

SCLin  

SCLout

S
C

L

SDAin  

SDAout

（スレーブ1）

S
D

A
SCLin  

SCLout

S
C

L

SDAin  

SDAout

（スレーブ2）

S
D

A
 

図 23.2 I2Cバスインタフェース接続例（本 LSIがマスタの場合） 

 

23.1.3 端子構成 
I2Cバスインタフェースで使用する端子を表 23.1に示します。 

表 23.1 端子構成 
チャネル 名  称 記号* 入出力 機  能 

シリアルクロック端子 SCL0 入出力 IIC0シリアルクロック入出力端子 

シリアルデータ端子 SDA0 入出力 IIC0シリアルデータの入出力端子 

0 

フォーマットレス 
シリアルクロック端子 

SYNCI 入力 IIC0フォーマットレスシリアル 
クロック入力端子 

シリアルクロック端子 SCL1 入出力 IIC1シリアルクロック入出力端子 1 

シリアルデータ端子 SDA1 入出力 IIC1シリアルデータの入出力端子 

【注】* 本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SCL、SDAと略称します。 

 H8S/2197S、H8S/2196Sにはチャネル 0は内蔵していません。 
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23.1.4 レジスタ構成 
I2Cバスインタフェースのレジスタ構成を表 23.2に示します。 

表 23.2 レジスタ構成 
チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

I2Cバスコントロールレジスタ ICCR0 R/W H'01 H'D0E8 

I2Cバスステータスレジスタ ICSR0 R/W H'00 H'D0E9 

I2Cバスデータレジスタ ICDR0 R/W － H'D0EE*2 

I2Cバスモードレジスタ ICMR0 R/W H'00 H'D0EF*2 

スレーブアドレスレジスタ SAR0 R/W H'00 H'D0EF*2 

0*3 

第 2スレーブアドレスレジスタ SARX0 R/W H'01 H'D0EE*2 

I2Cバスコントロールレジスタ ICCR1 R/W H'01 H'D158 

I2Cバスステータスレジスタ ICSR1 R/W H'00 H'D159 

I2Cバスデータレジスタ ICDR1 R/W － H'D15E*2 

I2Cバスモードレジスタ ICMR1 R/W H'00 H'D15F*2 

スレーブアドレスレジスタ SAR1 R/W H'00 H'D15F*2 

1 

第 2スレーブアドレスレジスタ SARX1 R/W H'01 H'D15E*2 

DDCスイッチレジスタ DDCSWR R/W H'0F H'D0E5 共通 

モジュールストップコントロールレジスタ MSTPCRH
MSTPCRL

R/W 
R/W 

H'FF 
H'FF 

H'FFEC 
H'FFED 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示します。 

 *2 I2Cバスコントロールレジスタの ICEビットによりリード／ライトできるレジスタが変わります。

ICE=0のときスレーブアドレスレジスタ、ICE=1のとき I2Cバスモードレジスタとなります。 

 *3 H8S/2197S、H8S/2196Sにはチャネル 0は内蔵していません。 
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23.2 各レジスタの説明 

23.2.1 I2Cバスデータレジスタ（ICDR） 
7

ICDR7

―

R/W

6

ICDR6

―

R/W

5

ICDR5

―

R/W

4

ICDR4

―

R/W

3

ICDR3

―

R/W

0

ICDR0

―

R/W

2

ICDR2

―

R/W

1

ICDR1

―

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ICDRR 
7

ICDRR7

―

R

6

ICDRR6

―

R

5

ICDRR5

―

R

4

ICDRR4

―

R

3

ICDRR3

―

R

0

ICDRR0

―

R

2

ICDRR2

―

R

1

ICDRR1

―

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ICDRS 
7

ICDRS7

―

―�

6

ICDRS6

―

―�

5

ICDRS5

―

―�

4

ICDRS4

―

―�

3

ICDRS3

―

―�

0

ICDRS0

―

―�

2

ICDRS2

―

―�

1

ICDRS1

―

―�

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ICDRT 
7

ICDRT7

―

W

6

ICDRT6

―

W

5

ICDRT5

―

W

4

ICDRT4

―

W

3

ICDRT3

―

W

0

ICDRT0

―

W

2

ICDRT2

―

W

1

ICDRT1

―

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

TDRE、RDRF（内部フラグ） 
―

RDRF

0

―�

―

TDRE

0

―�

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ICDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、送信時は送信用データレジスタとして、
受信時は受信用データレジスタとして使用します。ICDRは、内部的に、シフトレジスタ（ICDRS）、
受信バッファ（ICDRR）および送信バッファ（ICDRT）に分かれています。それぞれ CPUからのリ
ード／ライト不可、リード専用およびライト専用となっています。3本のレジスタ間のデータ転送は、
バス状態の変化に関連づけられて自動的に行われ、TDREや RDRFなどの内部フラグの状態に影響を
与えます。 

ICDRSで 1フレームのデータを送信／受信後、送信モードで ICDRTの次のデータがある場合
（TDREフラグが 0の場合）自動的に ICDRTから ICDRSへデータが転送されます。ICDRSで 1フレ
ームのデータを送信／受信後、受信モードで ICDRRに以前のデータがない場合（RDRFフラグが 0
の場合）、自動的に ICDRSから ICDRRにデータが転送されます。 
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1フレームのアクノリッジを除いたビット数が 8ビットに満たない場合、送受信データの格納され
る位置が異なります。送信データは、MLS＝0のときMSB側に、MLS＝1のとき LSB側に詰めて書
き込んでください。受信データは、MLS＝0のとき LSB側から、MLS＝1のときMSB側から読み出
したビットを有効にしてください。 

ICDRは、SARXと同じアドレスに割り付けられており、ICCRの ICEビットを 1に設定したとき
のみ、ICDRのリード／ライトが可能です。 

ICDRのリセット時の値は不定です。 
TDRE、RDRFフラグは、次のような条件でセット／クリアされます。TDRE、RDRFフラグのセッ

トは、割り込みフラグの状態に影響を与えます。 
 

TDRE 説  明 

0 送信開始不可、または、ICDR（ICDRT）に次の送信データが存在 （初期値） 

〔クリア条件〕 

（1） 送信モード（TRS＝1）で ICDR（ICDRT）に送信データをライトしたとき 

（2） I2Cバスフォーマットまたはシリアルフォーマットで停止条件を発行後、バスラインの状態
から停止条件成立を検出したとき 

（3） I2Cバスフォーマットで停止条件を検出したとき 

（4） 受信モード（TRS＝0）のとき 
（転送中の TRSの 0ライトは、アクノリッジを含めたフレーム受信後に有効） 

1 ICDR（ICDRT）に次の送信データをライト可能 

〔セット条件〕 

（1） 送信モード（TRS=1）のとき、I2Cバスフォーマット、シリアルフォーマットのマスタモ
ードで開始条件を発行後、バスラインの状態から開始条件成立を検出したとき 

（2） フォーマットレスで送信モード（TRS=1）に設定したとき 

（3） ICDRTから ICDRSにデータが転送されたとき 
（TRS＝1かつ TDRE＝0で ICDRSが空の場合、ICDRT→ICDRSへデータ転送） 

（4） 開始条件検出後、受信モード（TRS=0）から送信モード（TRS=1）に切り替えたとき 

 
RDRF 説  明 

0 ICDR（ICDRR）にあるデータは無効 （初期値） 

〔クリア条件〕 

受信モードで ICDR（ICDRR）の受信データをリードしたとき 

1 ICDR（ICDRR）の受信データをリード可能 

〔セット条件〕 

ICDRSから ICDRRにデータが転送されたとき 

（TRS＝0かつ RDRF＝0で受信正常終了の場合、ICDRS→ICDRRへデータ転送） 
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23.2.2 スレーブアドレスレジスタ（SAR） 
7

SVA6

0

R/W

6

SVA5

0

R/W

5

SVA4

0

R/W

4

SVA3

0

R/W

3

SVA2

0

R/W

0

FS

0

R/W

2

SVA1

0

R/W

1

SVA0

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

SARは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、フォーマットの設定およびスレーブアドレ
スを格納します。アドレッシングフォーマットでスレーブモードの場合、開始条件後に送られてきた
第 1フレームの上位 7ビットと SARの上位 7ビットを比較して一致したとき、マスタデバイスに指
定されたスレーブデバイスとして動作します。SARは、ICMRと同じアドレスに割り付けられており、
ICCRの ICEビットを 0に設定したときのみ、SARのリード／ライトが可能です。 
リセット時、SARは H'00に初期化されます。 

 

ビット7～1：スレーブアドレス（SVA6～SVA0） 

SVA6～SVA0ビットには I2Cバスにつながっている他のスレーブと異なるユニークなアドレスを
設定します。 
 

ビット0：フォーマットセレクト（FS） 

SARXの FSXビット、DDCSWRの SWビットとともに、転送フォーマットを選択します。 
 

• I2Cバスフォーマット：アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットあり 
• クロック同期式シリアルフォーマット： 
ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットなし、マスタモード専用 

• フォーマットレス（チャネル 0のみ）： 
ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットありまたはアクノリッジビットな
し、スレーブモード専用、開始条件／停止条件の検出なし 
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また、FSビットは、スレーブモード時に SARのスレーブアドレスの認識を行うか否かを選択しま
す。 
 

DDCSWR 

ビット 6 

SAR 

ビット 0 

SARX 

ビット 0

SW FS FSX 

動作モード 

0 I2Cバスフォーマット 

・SARと SARXのスレーブアドレスを認識 

0 

1 I2Cバスフォーマット （初期値）

・SARのスレーブアドレスを認識 

・SARXのスレーブアドレスを無視 

0 I2Cバスフォーマット 

・SARのスレーブアドレスを無視 

・SARXのスレーブアドレスを認識 

0 

1 

1 クロック同期式シリアルフォーマット 

・SARと SARXのスレーブアドレスを無視 

0 0 

1 

0 

フォーマットレス（開始条件／停止条件を検出しない） 

・アクノリッジビットあり 

1 

1 

1 フォーマットレス*（開始条件／停止条件を検出しない） 

・アクノリッジビットなし 

【注】* DDCSWRの設定により I2Cバスフォーマットへの自動切り替えを行う場合は、本モードに設定しないで

ください。 

 

23.2.3 第 2スレーブアドレスレジスタ（SARX） 
7

SVAX6

0

R/W

6

SVAX5

0

R/W

5

SVAX4

0

R/W

4

SVAX3

0

R/W

3

SVAX2

0

R/W

0

FSX

1

R/W

2

SVAX1

0

R/W

1

SVAX0

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

SARXは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、フォーマットの設定および第 2スレーブ
アドレスを格納します。アドレッシングフォーマットでスレーブモードの場合、開始条件後に送られ
てきた第 1フレームの上位 7ビットと SARXの上位 7ビットを比較して一致したとき、マスタデバイ
スに指定されたスレーブデバイスとして動作します。SARXは、ICDRと同じアドレスに割り付けら
れており、ICCRの ICEビットを 0に設定したときのみ、SARXのリード／ライトが可能です。 
リセットまたはハードウェアスタンバイモード時、SARXは H'01に初期化されます。 

 

ビット7～1：第2スレーブアドレス（SVAX6～SVAX0） 

SVAX6～SVAX0ビットには I2Cバスにつながっている他のスレーブと異なるユニークなアドレス
を設定します。 
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ビット0：フォーマットセレクトX（FSX） 

SARの FSビット、DDCSWRの SWビットとともに、転送フォーマットを選択します。 
 

• I2Cバスフォーマット：アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットあり 
• クロック同期式シリアルフォーマット： 
ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットなし、マスタモード専用 

• フォーマットレス： 
ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットありまたはアクノリッジビットな
し、スレーブモード専用、開始条件・停止条件の検出なし 

 
また、FSXビットは、スレーブモード時に SARXのスレーブアドレスの認識を行うか否かを選択

します。詳細は SARの FSビットの項を参照してください。 
 

23.2.4 I2Cバスモードレジスタ（ICMR） 
7

MLS

0

R/W

6

WAIT

0

R/W

5

CKS2

0

R/W

4

CKS1

0

R/W

3

CKS0

0

R/W

0

BC0

0

R/W

2

BC2

0

R/W

1

BC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ICMRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、MSBファースト／LSBファーストの選択、
マスタモードウェイトの制御、マスタモード転送クロック周波数の選択、転送ビットの数の選択を行
います。ICMRは、SARと同じアドレスに割り付けられており、ICCRの ICEビットを 1に設定した
ときのみ、ICMRのリード／ライトが可能です。 
リセット時、ICMRは H'00に初期化されます。 

 

ビット7：MSBファースト／LSBファースト選択（MLS） 

MSBファーストでデータ転送するか、LSBファーストでデータ転送するかを選択します。 
1フレームのアクノリッジを除いたビット数が 8ビットに満たない場合、送受信データの格納され

る位置が異なります。送信データは、MLSビットが 0のときMSB側に、MLSビットが 1のとき LSB
側に詰めて書き込んでください。受信データは、MLSビットが 0のとき LSB側から、MLSビットが
1のときMSB側から読み出したビットを有効にしてください。 
なお、I2Cバスフォーマットで使用するときは、本ビットを 1にセットしないでください。 

 
ビット 7 

MLS 

説   明 

0 MSBファースト （初期値） 

1 LSBファースト 
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ビット6：ウェイト挿入ビット（WAIT） 

I2Cバスフォーマットでマスタモード時に、アクノリッジビットを除いたデータ転送後をウェイト
状態にするかどうかを設定します。WAIT＝1を設定した場合、データの最終ビットのクロックが立
ち下がった後、ICCRの IRICフラグは 1にセットされ、ウェイト状態（SCL＝Lowレベル）となりま
す。ICCRの IRICフラグを 0にクリアすることでウェイト状態を解除しアクノリッジの転送を行いま
す。WAIT＝0を設定した場合、ウェイト状態を挿入せず、データとアクノリッジを連続的に転送し
ます。ICCRの IRICフラグは、WAITの設定に関係なく、アクノリッジの転送が完了した時点で 1に
セットされます。 
スレーブモード時は、本ビットの設定は無効になります。 

 
ビット 6 

WAIT 

説   明 

0 データとアクノリッジを連続的に転送 （初期値） 

1 データとアクノリッジの間にウェイトを挿入 

 

ビット5～3：転送クロック選択（CKS2～CKS0） 

CKS2～CKS0ビットは、STCRレジスタの IICX1ビット（チャネル 1）IICX0ビット（チャネル 0）
との組み合わせにより、転送クロックの周波数を選択するビットで、マスタモード時に使用します。
必要な転送レートに合わせて設定をしてください。 
 

STCR 
ビット 5、6 

ビット 5 ビット 4 ビット 3 転送レート 

IICX CKS2 CKS1 CKS0 

クロック 

φ=8MHz φ=10MHz 

0 φ/28 286kHz 357kHz 0 

1 φ/40 200kHz 250kHz 

0 φ/48 167kHz 208kHz 

0 

1 

1 φ/64 125kHz 156kHz 

0 φ/80 100kHz 125kHz 0 

1 φ/100 80.0kHz 100kHz 

0 φ/112 71.4kHz 89.3kHz 

0 

1 

1 

1 φ/128 62.5kHz 78.1kHz 

0 φ/56 143kHz 179kHz 0 

1 φ/80 100kHz 125kHz 

0 φ/96 83.3kHz 104kHz 

0 

1 

1 φ/128 62.5kHz 78.1kHz 

0 φ/160 50.0kHz 62.5kHz 0 

1 φ/200 40.0kHz 50.0kHz 

0 φ/224 35.7kHz 44.6kHz 

1 

1 

1 

1 φ/256 31.3kHz 39.1kHz 
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ビット2～0：ビットカウンタ（BC2～BC0） 

BC2～BC0ビットは、次に転送するデータのビット数を指定します。I2Cバスフォーマット（SAR
の FSビットまたは SARXの FSXビットが 0のとき）では、データにアクノリッジ分 1ビットが加算
されて転送されます。BC2～BC0ビットの設定は転送フレーム間で行ってください。また、BC2～BC0
ビットに 000以外を設定する場合は、SCLが Low状態のときに行ってください。 
ビットカウンタは、リセット時および開始条件検出時 000に初期化されます。また、アクノリッジ

を含むデータ転送終了後、000に再び戻ります。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 ビット／フレーム 

BC2 BC1 BC0 クロック同期式 

シリアルフォーマット 

I2Cバスフォーマット 

0 8 9（初期値） 0 

1 1 2 

0 2 3 

0 

1 

1 3 4 

0 4 5 0 

1 5 6 

0 6 7 

1 

1 

1 7 8 

 

23.2.5 I2Cバスコントロールレジスタ（ICCR） 
7

ICE

0

R/W

6

IEIC

0

R/W

5

MST

0

R/W

4

TRS

0

R/W

3

ACKE

0

R/W

0

SCP

1

W

2

BBSY

0

R/W

1

IRIC

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。  
 

ICCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、I2Cバスインタフェースの動作／非動作、
割り込みの許可／禁止、マスタモード／スレーブモード、送信／受信、アクノリッジの有効／無効の
選択、I2Cバスインタフェースのバス状態の確認、開始／停止条件の発行、および割り込みフラグの
確認を行います。 
リセット時、ICCRは H'01に初期化されます。 
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ビット7：I2Cバスインタフェースイネーブル（ICE） 

ICEビットは、I2Cバスインタフェースを使用する／使用しないを選択します。ICEビットを 1に
セットすると、本モジュールは転送動作可能状態となり、ポートは SCL、SDA入出力端子となりま
す。ICEビットを 0にクリアすると、本モジュールは機能を停止し、内部状態をクリアします。 

ICE＝0のとき SARおよび SARXが有効になり、ICE＝1のとき ICMRおよび ICDRが有効になり
ます。 
 
ビット 7 

ICE 

説   明 

0 本モジュールは非動作状態（SCL/SDA端子はポート機能） （初期値） 

本モジュールの内部状態の初期化 

SAR、SARXがアクセス可能 

1 本モジュールは転送動作可能状態（SCL/SDA端子はバス駆動状態） 

ICMR、ICDRがアクセス可能 

 

ビット6：I2Cバスインタフェース割り込みイネーブル（IEIC） 

IEICビットは、I2Cバスインタフェースから CPUに対する割り込みの許可／禁止を選択します。 
 
ビット 6 

IEIC 

説   明 

0 割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 割り込み要求を許可 

 

ビット5：マスタ／スレーブ選択（MST） 

ビット4：送信／受信選択（TRS） 

MSTビットは、I2Cバスインタフェースをマスタモードで使用するか、スレーブモードで使用する
かを選択するビットです。 

TRSビットは、I2Cバスインタフェースを受信モードで使用するか、送信モードで使用するかを選
択するビットです。 

I2Cバスフォーマットのマスタモードでバス競合負けをするとMST、TRSビットは共にハードウェ
アによってリセットされ、スレーブ受信モードに変わります。また、スレーブ受信モードでアドレッ
シングフォーマット（FS＝0または FSX＝0）のとき、開始条件直後の第 1フレームの R/Wビットに
より、ハードウェアで自動的に受信／送信モードが設定されます。 
転送中の TRSビットの変更は、アクノリッジを含めたフレーム転送完了まで保留され、転送完了

後に切り替わります。 
MSTと TRSビットとの組み合せにより下表のような動作モードになります。 

 
ビット 5 ビット 4 

MST TRS 

動作モード 

0 スレーブ受信モード （初期値） 0 

1 スレーブ送信モード 

0 マスタ受信モード 1 

1 マスタ送信モード 
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ビット 5 

MST 

説   明 

0 スレーブモード （初期値） 

〔クリア条件〕 

（1）ソフトウェアにより 0をライトしたとき 

（2）I2Cバスフォーマットのマスタモードで、送信を開始したのちバス競合負けしたとき 

1 マスタモード 

〔セット条件〕 

（1）ソフトウェアにより 1をライトしたとき（クリア条件（2）以外の場合） 

（2）MST＝0をリード後、1をライトしたとき（クリア条件（2）の場合） 

 
ビット 4 

TRS 

説   明 

0 受信モード （初期値） 

〔クリア条件〕 

（1）ソフトウェアにより 0をライトしたとき（セット条件（3）以外の場合） 

（2）TRS＝1をリード後、0をライトしたとき（セット条件（3）の場合） 

（3）I2Cバスフォーマットのマスタモードで、送信を開始したのちバス競合負けしたとき 

（4）DDCSWRの SWビットが 1から 0に変化したとき 

1 送信モード 

〔セット条件〕 

（1） ソフトウェアにより 1をライトしたとき（クリア条件（3）以外の場合） 

（2） TRS＝0をリード後、1をライトしたとき（クリア条件（3）の場合） 

（3） I2Cバスフォーマットのスレーブモードで第 1フレームの R/Wビットとして 1を受信した
とき 

 

ビット3：アクノリッジビット判定選択（ACKE） 

ACKEビットは、I2Cバスフォーマットで受信デバイスから返されるアクノリッジビットの内容を
無視して連続的に転送を行うか、アクノリッジビットが 1ならば転送を中断してエラー処理等を行う
かを選択します。ACKEビットが 0の場合には、受信したアクノリッジビットの内容は ACKBビッ
トに反映されず、ACKBビットは常に 0となります。 

ACKEビットが 0の場合、アクノリッジビットの内容にかかわらずデータ送信完了時に TDREフラ
グ、IRICフラグと IRTRフラグがセットされます。ACKEビットが 1の場合、アクノリッジビットが
0でデータ送信が完了すると TDREフラグ、IRICフラグと IRTRフラグがセットされ、アクノリッジ
ビットが 1でデータ送信が完了すると IRICフラグだけがセットされます。 
アクノリッジビットは、受信デバイスによって、受信したデータの処理完了などの意味をもたせる

場合と、全く意味をもたず 1固定の場合があります。 
 
ビット 3 

ACKE 

説   明 

0 アクノリッジビットの内容を無視して、連続的に転送を行う （初期値） 

1 アクノリッジビットが 1の場合、連続的な転送を中断する 
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ビット2：バスビジー（BBSY） 

BBSYフラグをリードすることにより、I2Cバス（SCL､SDA）が占有されているか解放されている
かを確認できます。また、マスタモードでは開始条件、停止条件を発行する際に使用します。 

BBSYフラグは、SCL＝Highレベルの状態で SDAが Highレベルから Lowレベルに変化すると開
始条件が発行されたと認識し、1にセットされます。SCL＝Highレベルの状態で SDAが Lowレベル
から Highレベルに変化すると停止条件が発行されたと認識し、0にクリアされます。 
開始条件を発行する場合、BBSY＝1かつ SCP＝0をライトします。開始条件の再送信時も同様に

行います。また、停止条件の発行は BBSY＝0かつ SCP＝0をライトすることで行います。開始条件
／停止条件の発行は、MOV命令を用います。 
スレーブモード時の BBSYフラグのライトは無効です。すなわち、開始条件の発行に先立って、I2C

バスインタフェースをマスタ送信モードに設定する必要があります。 BBSY＝1かつ SCP＝0をライ
トする以前に、MST＝1かつ TRS＝1を設定してください。 
 
ビット 2 

BBSY 

説   明 

0 バス解放状態 （初期値） 

〔クリア条件〕・停止条件検出時 

1 バス占有状態 

〔セット条件〕・開始条件検出時 
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ビット1：I2Cバスインタフェース割り込み要求フラグ（IRIC） 

IRICフラグは､I2Cバスインタフェースが CPUに対して割り込み要求を発生させたことを示します。
IRICフラグは、データ転送終了時、スレーブ受信モードでスレーブアドレスまたはゼネラルコール
アドレスを検出したとき、マスタ送信モードでバス競合負けをしたとき、または停止条件検出時に 1
にセットされます。SARの FSビットと ICMRのWAITビットの組合せにより IRICフラグのセット
タイミングが異なりますので、「23.3.6 IRICセットタイミングと SCL制御」の項を参照してくださ
い。また、ICCRの ACKEビットの設定によっても、IRICフラグがセットされる条件が異なります。 

IRICフラグのクリアは、IRIC＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。 
 
ビット 1 

IRIC 

説   明 

0 転送待ち状態、または転送中 （初期値） 

〔クリア条件〕 

（1）IRIC＝1の状態でリードした後、0をライトしたとき 

（1） 割り込みが発生 

〔セット条件〕 

■I2Cバスフォーマットでマスタモード 

（1） 開始条件を発行後、バスラインの状態から開始条件を検出したとき 
（第 1フレーム送信のため TDREフラグが 1にセットされたとき） 

（2） WAIT＝1の場合、データとアクノリッジの間にウェイトを挿入したとき 

（3） データ転送終了時 
（送受信クロックの 9クロック目の立ち上がりのとき、およびウェイト挿入時の送受信ク
ロックの 8クロック目の立ち下がりのとき） 

（4） バス競合負けの後、スレーブアドレスを受信したとき 
（ALフラグが 1にセットされたとき） 

（5） ACKEビットが 1のとき、アクノリッジビットとして 1を受信したとき 
（ACKBビットが 1にセットされたとき） 

■I2Cバスフォーマットでスレーブモード 

（1） スレーブアドレス（SVA、SVAX）が一致したとき 
（AAS、AASXフラグが 1にセットされたとき）、 
および、その後の再送開始条件または停止条件検出までのデータ転送終了時 
（TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき） 

（2） ゼネラルコールアドレスを検出したとき 
（FS＝0かつ ADZフラグが 1にセットされたとき）、 
および、その後の再送開始条件または停止条件検出までのデータ転送終了時 
（TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき） 

（3） ACKEビットが 1のとき、アクノリッジビットとして 1を受信したとき 
（ACKBビットが 1にセットされたとき） 

（4） 停止条件を検出したとき 
（STOPまたは ESTPフラグが 1にセットされたとき） 

■クロック同期式シリアルフォーマット、およびフォーマットレス 

（1） データ転送終了時 
（TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき） 

（2） シリアルフォーマットで開始条件を検出したとき 

（3） DDCSWRの SWビットを 1にセットしたとき 

 

上記の他、TDREあるいは RDRFが 1にセットされる条件が発生したとき 
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I2Cバスフォーマットで IRIC＝1となり割り込みが発生した場合には、IRIC＝1となった要因を調
べるために、他のフラグを調べる必要があります。各要因には、それぞれ対応するフラグがあります
が、データ転送終了時に関しては注意が必要です。 
内部フラグである TDREまたは RDRFフラグがセットされたとき、リード可能な IRTRフラグがセ

ットされる場合とされない場合があります。DTC起動要求フラグである IRTRフラグがデータ転送終
了時にセットされないのは、I2Cバスフォーマットでスレーブモードの場合に、スレーブアドレス
（SVA）またはゼネラルコールアドレスが一致した後の再送開始条件または停止条件検出までの期間
です。 

IRICフラグ、IRTRフラグがセットされているときでも、内部フラグである TDREまたは RDRFフ
ラグがセットされていない場合があります。DTCを利用した連続的な転送の場合、設定した回数の
転送終了時には、IRICフラグおよび IRTRフラグはクリアされません。一方、設定した回数の ICDR
のリード／ライトは完了しているため TDREまたは RDRFフラグはクリアされています。 
各フラグと転送状態の関係を表 23.3に示します。 

【注】* 本 LSIでは DTCは内蔵していません。 

表 23.3 フラグと転送状態の関係 
MST TRS BBSY ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB 状態 

1／0 1／0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 アイドル状態 

（フラグクリア要） 

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 開始条件発行 

1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 開始条件成立 

1 1／0 1 0 0 0 0 0 0 0 0／1 マスタモードウェイト 

1 1／0 1 0 0 1 0 0 0 0 0／1 マスタモード送信／受信終了 

0 0 1 0 0 0 1／0 1 1／0 1／0 0 アービトレーションロスト 

0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 スレーブモード第 1フレームで
SARに一致 

0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 ゼネラルコールアドレスに一致 

0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 SARXに一致 

0 1／0 1 0 0 0 0 0 0 0 0／1 スレーブモード送信／受信終了 

（SARX一致後以外） 

0 

0 

1／0 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

スレーブモード送信／受信終了 

（SARX一致後） 

0 1／0 0 1／0 1／0 0 0 0 0 0 0／1 停止条件検出 

 

ビット0：開始条件／停止条件発行禁止ビット（SCP） 

SCPビットは、マスタモードでの開始条件／停止条件の発行を制御します。開始条件を発行する場
合、BBSY＝1かつ SCP＝0をライトします。開始条件の再送信時も同様に行います。また、停止条件
の発行は BBSY＝0かつ SCP＝0をライトすることで行います。本ビットは、リードすると常に 1が
読み出されます。また、1をライトしてもデータは格納されません。 
 
ビット 0 

SCP 

説   明 

0 ライト時、BBSYフラグと組み合わせて開始条件、停止条件を発行 

1 リード時、常に 1をリード （初期値） 

ライト時、無効 
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23.2.6 I2Cバスステータスレジスタ（ICSR） 
7

ESTP

0

R/(W)*

6

STOP

0

R/(W)*

5

IRTR

0

R/(W)*

4

AASX

0

R/(W)*

3

AL

0

R/(W)*

0

ACKB

0

R/W

2

AAS

0

R/(W)*

1

ADZ

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。  
 

ICSRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、フラグの確認、アクノリッジの確認およ
び制御を行います。 
リセット時、ICSRは H'00に初期化されます。 

 

ビット7：エラー停止条件検出フラグ（ESTP） 

ESTPフラグは、I2Cバスフォーマットのスレーブモードで、フレームの転送の途中で停止条件を検
出したことを示します。 
 
ビット 7 

ESTP 

説   明 

0 エラー停止条件なし （初期値） 
〔クリア条件〕 
（1）ESTP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 
（2）IRICフラグが 0にクリアされたとき 

1 ■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき 
エラー停止条件を検出 
〔セット条件〕 
・フレームの転送の途中で停止条件を検出したとき 
■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外 
意味なし 

 

ビット6：正常停止条件検出フラグ（STOP） 

STOPフラグは、I2Cバスフォーマットのスレーブモードで、フレームの転送の完了後に停止条件
を検出したことを示します。 
 
ビット 6 

STOP 

説   明 

0 正常停止条件なし （初期値） 
〔クリア条件〕 
（1）STOP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 
（2）IRICフラグが 0にクリアされたとき 

1 ■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき 
正常停止条件を検出 
〔セット条件〕 
・フレームの転送の完了後に停止条件を検出したとき 
■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外 
意味なし 
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ビット5：I2Cバスインタフェース連続送受信割り込み要求フラグ（IRTR） 

IRTRフラグは､I2Cバスインタフェースが CPUに対して割り込み要求を発生させており、その要因
が DTC起動可能な連続送受信動作の 1フレーム送受信の完了であることを示します。IRTRフラグが
1にセットされると、同時に IRICフラグも 1にセットされます。 

IRTRフラグのセットは、TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたときに行われます。IRTR
フラグのクリアは、IRTR＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。また、IRICフラグ
を 0にクリアすると IRTRフラグは自動的にクリアされます。 
【注】* 本 LSIでは DTCは内蔵されていません。 
 
ビット 5 

IRTR 

説   明 

0 転送待ち状態、または転送中 （初期値） 

〔クリア条件〕 

（1）IRTR＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

（2）IRICフラグが 0にクリアされたとき 

1 連続転送状態 

〔セット条件〕 

■I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき 

・AASX＝1の状態で、TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき 

■I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき以外 

・TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき 

 

ビット4：第2スレーブアドレス認識フラグ（AASX） 

AASXフラグは、I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードで、開始条件直後の第 1フレームが
SARXの SVAX6～SVAX0と一致した場合、AASX＝1となります。 

AASXフラグのクリアは、AASX＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。また、
開始条件を検出すると自動的にクリアされます。 
 
ビット 4 

AASX 

説   明 

0 第 2スレーブアドレスを未認識 （初期値） 

〔クリア条件〕 

（1）AASX＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

（2）開始条件を検出したとき 

（3）マスタモードのとき 

1 第 2スレーブアドレスを認識 

〔セット条件〕 

・スレーブ受信モードかつ FSX＝0で第 2スレーブアドレスを検出したとき 
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ビット3：アービトレーションロストフラグ（AL） 

ALフラグは、マスタモード時にバス競合負けをしたことを示します。 
複数のマスタがほぼ同時にバスを占有しようとしたときに I2Cバスインタフェースは SDAをモニ

タし、自分が出したデータと異なった場合、ALフラグを 1にセットしてバスが他のマスタによって
占有されたことを示します。 

ALフラグのクリアは、AL＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。また、ICDRを
ライト（送信時）またはリード（受信時）すると自動的にリセットされます。 
 
ビット 3 

AL 

説   明 

0 バスを確保 （初期値） 

〔クリア条件〕 

（1）ICDRにデータをライト（送信時）、データをリード（受信時）したとき 

（2）AL＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 バス競合負け（アービトレーションロスト） 

〔セット条件〕 

（1）マスタ送信モードで SCLの立ち上がりで内部 SDAと SDA端子が不一致のとき 

（2）マスタ送信モードで SCLの立ち下がりで内部 SCLが Highレベルのとき 

 

ビット2：スレーブアドレス認識フラグ（AAS） 

AASフラグは、I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードで、開始条件直後の第 1フレームが SAR
の SVA6～SVA0と一致した場合、またはゼネラルコールアドレス（H'00）を検出した場合、AAS＝1
となります。 

AASフラグのクリアは、AAS＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。また ICDR
をライト（送信時）またはリード（受信時）すると自動的にリセットされます。 
 
ビット 2 

AAS 

説   明 

0 スレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを未認識 （初期値） 

〔クリア条件〕 

（1）ICDRにデータをライト（送信時）、または ICDRのデータをリード（受信時）したとき 

（2）AAS＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

（3）マスタモードのとき 

1 スレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを認識 

〔セット条件〕 

・スレーブ受信モードかつ FS＝0でスレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを検出し
たとき 
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ビット1：ゼネラルコールアドレス認識フラグ（ADZ） 

ADZフラグは、I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードで、開始条件直後の第 1フレームでゼ
ネラルコールアドレス（H'00）を検出した場合、ADZ＝1となります。 

ADZフラグのクリアは、ADZ＝1をリードした後、0をライトすることで行われます。また ICDR
をライト（送信時）またはリード（受信時）すると自動的にリセットされます。 
 
ビット 1 

ADZ 

説   明 

0 ゼネラルコールアドレスを未認識 （初期値） 

〔クリア条件〕 

（1）ICDRにデータをライト（送信時）、または ICDRのデータをリード（受信時）したとき 

（2）ADZ＝1の状態をリード後、0をライトしたとき 

（3）マスタモードのとき 

1 ゼネラルコールアドレスを認識 

〔セット条件〕 

・スレーブ受信モードかつ（FSX＝0または FS＝0）でゼネラルコールアドレスを検出したとき 

 

ビット0：アクノリッジビット（ACKB） 

ACKBビットは、アクノリッジデータを格納するビットです。 
送信モードでは、受信デバイスがデータを受信した後、アクノリッジデータを返してくるので、そ

のデータを ACKBビットにロードします。また、受信モードでは送信デバイスに対し、データを受
信した後、あらかじめ本ビットに設定されたアクノリッジデータを送出します。 
本ビットをリードすると、送信時（TRS＝1のとき）にはロードした値（受信デバイスから返って

きた値）が読み出され、受信時（TRS＝0のとき）には設定した値が読み出されます。 
 
ビット 0 

ACKB 

説   明 

0 受信時、アクノリッジ出力タイミングで 0出力 （初期値） 

送信時、受信デバイスからアクノリッジがあった（0だった）ことを示す 

1 受信時、アクノリッジ出力タイミングで 1出力 

送信時、受信デバイスからアクノリッジがなかった（1だった）ことを示す 
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23.2.7 シリアルタイマコントロールレジスタ（STCR） 
7

―

0

―�

6

IICX1

0

R/W

5

IICX0

0

R/W

4

―

0

―�

3

FLSHE

0

R/W

0

―

0

―�

2

OSROME

0

R/W

1

―

0

―�

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

STCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、IICの動作モードの制御の選択を行います。 
STCRはリセット時に H'00に初期化されます。 

 

ビット7：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット6、5：I 2 Cトランスファレートセレクト1、0（IICX1、0） 

ICMRの CKS2～CKS0と組み合わせて、マスタモードでの転送レートを選択します。 
転送レートの詳細は「23.2.4 I2Cバスモードレジスタ（ICMR）」の項を参照してください。 

 

ビット3：フラッシュメモリコントロールレジスタイネーブル（FLSHE） 

フラッシュメモリの制御レジスタを選択するビットです。詳細は、「7.3.5 シリアルタイマコント
ロールレジスタ（STCR）」を参照してください。 
 

ビット2：OSD ROMイネーブル（OSROME） 

OSD ROMを制御するビットです。詳細は、「第 7章 ROM」を参照してください。 
 

ビット4、1、0：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
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23.2.8 DDCスイッチレジスタ（DDCSWR） 
7

SWE*3

0

R/W

6

SW*3

0

R/W

5

IE*3

0

R/W

4

IF*3

0

R/(W)*

3

CLR3

1

W* 

0

CLR0

1

W*

2

CLR2

1

W*

1

CLR1

1

W*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*1　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。�
� *2　リードすると常に1が読み出されます。�

*3　本ビットはH8S/2197S、H8S/2196Sにはありません。�

21 2 2 2

 
 

DDCSWRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、IICチャネル 0のフォーマット自動切り
替え機能の制御を行います。 

DDCSWRはリセット時に H'0Fに初期化されます。 
 

ビット7：DDCモードスイッチイネーブル（SWE） 

IICチャネル 0で、フォーマットレスから I2Cバスフォーマットへの自動切り替え機能を選択しま
す。 
 
ビット 7 

SWE 

説   明 

0 IICチャネル 0の、フォーマットレスから I2Cバスフォーマットへの自動切り替えを禁止する 

 （初期値） 

1 IICチャネル 0の、フォーマットレスから I2Cバスフォーマットへの自動切り替えを許可する 

 

ビット6：DDCモードスイッチ（SW） 

IICチャネル 0でフォーマットレスと、I2Cバスフォーマットを選択します。 
 
ビット 6 

SW 

説   明 

0 IICチャネル 0を I2Cバスフォーマットで使用する （初期値） 

〔クリア条件〕 

（1） ソフトウェアにより 0をライトしたとき 

（2）SWE=1で、SCLに立ち下がりエッジを検出したとき 

1 IICチャネル 0をフォーマットレスで使用する 

〔セット条件〕 

・SW=0の状態をリードした後、1をライトしたとき 
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ビット5：DDCモードスイッチ割り込み許可ビット（IE） 

IICチャネル 0でフォーマットの自動切り替えが実行された場合のCPUへの割り込み要求を許可／
禁止します。 
 
ビット 5 

IE 

説   明 

0 フォーマット自動切り替え実行時の割り込みを禁止 （初期値） 

1 フォーマット自動切り替え実行時の割り込みを許可 

 

ビット4：DDCモードスイッチ割り込みフラグ（IF） 

IICチャネル 0でフォーマットの自動切り替えが実行された場合のCPUへの割り込み要求フラグで
す。 
 
ビット 4 

IF 

説   明 

0 フォーマット自動切り替え実行時の割り込み要求なし （初期値） 

〔クリア条件〕 

・IF=1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 フォーマット自動切り替え実行時の割り込み要求あり 

〔セット条件〕 

・SWE=1で、SCLに立ち下がりエッジを検出したとき 

 

ビット3～0：IICクリア3～0（CLR3～CLR0） 

本ビットは IIC0、IIC1の内部状態の初期化を制御します。 
本ビットはライト動作のみ可能で、リードすると常に 1が読み出されます。 
本ビットのライト動作により対応するモジュールの内部ラッチ回路へのクリア信号が発生し、IIC

モジュールの内部状態が初期化されます。 
なお、本ビットへのライトデータは保持されません。IICクリアを行う場合は、必ずMOV命令を

使用し、CLR3～CLR0ビットを同時に書き込んでください。BCLRなどのビット操作命令は使用しな
いでください。 
再度クリアが必要な場合は、全てのビットとも設定に従い書き込みする必要があります。 

 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

CLR3 CLR2 CLR1 CLR0 

説   明 

0 0 － － 設定無効 

0 1 0 0 設定無効 

0 1 0 1 IIC0内部ラッチクリア 

0 1 1 0 IIC1内部ラッチクリア 

0 1 1 1 IIC0、1内部ラッチクリア 

1 － － － 設定無効 
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23.2.9 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

1

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

1

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

:

:

:  
 

MSTPCRは 8ビットのリード／ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制
御を行います。 

MSTPCRの対応するビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で IICは動作を停止して
モジュールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5 モジュールストップモード」を参照してく
ださい。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。スタンバイモードでは初期化されません。 
 

MSTPCRLビット7：モジュールストップ（MSTP7） 

IICチャネル 0のモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRL 

ビット 7 

MSTP7 

説   明 

0 IICチャネル 0のモジュールストップモード解除 

1 IICチャネル 0のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

MSTPCRLビット6：モジュールストップ（MSTP6） 

IICチャネル 1のモジュールストップモードを指定します。 
 

MSTPCRL 

ビット 6 

MSTP6 

説   明 

0 IICチャネル 1のモジュールストップモード解除 

1 IICチャネル 1のモジュールストップモード設定 （初期値） 
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23.3 動作説明 

23.3.1 I2Cバスデータフォーマット 
I2Cバスインタフェースには、シリアルフォーマットと I2Cバスフォーマットがあります。 
I2Cバスフォーマットは、「アドレッシングフォーマット、アクノリッジビットあり」です。これ

を図 23.3(1)、(2)に示します。開始条件に続く第 1フレームは必ず 8ビット構成となります。 
IICチャネル 0のみフォーマットレスでの動作が可能です。これを図 23.3(3)に示します。 
シリアルフォーマットは、「ノンアドレッシングフォーマット、アクノリッジビットなし」です。

これを図 23.4に示します。また、I2Cバスのタイミングを図 23.5に示します。 
図 23.3～図 23.5の記号説明を表 23.4に示します。 

 

S ASLA
7 n

R/W DATA A
1

1 m

1 11
A/A
1

P
1 転送ビット数

（n＝1～8）
転送フレーム数
（m＝1～）

S SLA
7 n1 7

R/W A DATA
1 1

1 m1

1
A/A
1

S
1

SLA R/W
1

1 m2

A
1

DATA
n2

A/A
1

P
1

上段：転送ビット数（n1、n2＝1～8）
下段：転送フレーム数（m1、m2＝1～）

（1）FS＝0またはFSX＝0

ADATA
8 1

DATA A

1 m

1 n
A/A

1 転送ビット数
（n＝1～8）
転送フレーム数
（m＝1～）

（3）フォーマットレス（IICチャネル0のみ、FS＝0またはFSX＝0）�

（2）開始条件再送時、FS＝0またはFSX＝0

 
図 23.3 I2Cバスデータフォーマット（I2Cバスフォーマット） 

 

S DATA

8 n

DATA

1

1 m

P

1 転送ビット数
（n＝1～8）

転送フレーム数
（m＝1～）

FS＝1かつFSX＝1

 
図 23.4 I2Cバスデータフォーマット（シリアルフォーマット） 
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SDA

SCL

S SLA R/ A

981-7 981-7 981-7

DATA A DATA A/ P
 

図 23.5 I2Cバスタイミング 

表 23.4 I2Cバスデータフォーマット記号説明 
S 開始条件を示します。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Highレベルから Lowレ

ベルに変化させます。 

SLA スレーブアドレスを示します。マスタデバイスがスレーブデバイスを選択します。 

R/W 送信／受信の方向を示します。R/Wビットが 1の場合スレーブデバイスからマスタデバイス、R/W
ビットが 0の場合マスタデバイスからスレーブデバイスへデータを転送します。 

A アクノリッジを示します。受信デバイスが SDAを Lowレベルにします（マスタ送信モード時スレー
ブが、マスタ受信モード時マスタがアクノリッジを返します）。 

DATA 送受信データを示します。送受信するデータのビット長は ICMRの BC2～BC0ビットで設定します。
またMSBファースト／LSBファーストの切り替えは ICMRのMLSビットで選択します。 

P 停止条件を示します。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Lowレベルから High
レベルに変化させます。 

 

23.3.2 マスタ送信動作 
I2Cバスフォーマットによるマスタ送信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データ

を出力し、スレーブデバイスがアクノリッジを返します。 
以下に ICDRのライト動作に同期して、データを逐次的に送信する送信手順と動作を示します。 

 
[1] ICCRのICEビットを1に設定します。ICMRのMLS、WAITビット、CKS2～CKS0ビット、お

よびSTCRのIICXビットを動作モードに合わせて設定します。 
[2] ICCRのBBSYフラグをリードし、バスがフリー状態であることを確認します。 
[3] ICCRのMST、TRSビットをそれぞれ1にセットしてマスタ送信モードに設定します。 
[4] ICCRにBBSY=1かつSCP=0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをHigh

レベルからLowレベルに変化させ、開始条件を生成します。 
[5] 開始条件の生成に伴いIRIC、IRTRフラグが1にセットされます。このとき、ICCRのIEICビッ

トが1にセットされているとCPUに対して割り込み要求を発生します。 
[6] ICDRにデータ（スレーブアドレス+R/W）をライトします。開始条件発行命令実行後、ICDR

へのデータのライトは必ず開始条件生成後に行ってください。開始条件生成前にライトする
と、データが正しく出力されなくなることがあります。 

 I2Cバスフォーマット（SARのFSビットまたはSARXのFSXビットが0のとき）では、開始条件
に続く第1フレームデータは7ビットのスレーブアドレスと送信／受信の方向を示します。 

 次に転送終了を判断するためIRICフラグを0にクリアします。 
 ここでICDRのライトとIRICフラグのクリアは連続的に行い、他の割込み処理が入らないよう

にしてください。 
 もしIRICフラグのクリアまでに1バイト分の転送時間が経過した場合には転送終了を判定す

ることができなくなります。 
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 マスタデバイスは図23.6で示すタイミングで送信クロックとICDRにライトされたデータを
順次送出します。選択された（スレーブアドレスが一致した）スレーブデバイスは、送信ク
ロックの9クロック目にSDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。 

[7] 1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグが
1にセットされます。 

 SCLは1フレーム転送終了後、次の送信データをライトするまで内部クロックに同期して自動
的にLowレベルに固定されます。 

[8] ICSRのACKBビットをリードしてACKB=0であることを確認します。 
 スレーブデバイスがアクノリッジを返さずACKB=1となっている場合は、[12]の送信終了処

理を行い、再度送信動作をやり直してください。 
[9] ICDRに送信データをライトします。 
 次に転送終了を判断するためIRICフラグを0にクリアします。 
 ここで[6]同様にICDRのライトとIRICフラグのクリアは連続的に行ってください。 
 次フレームの送信は内部クロックに同期して行われます。 
[10] 1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグが

1にセットされます。 
 SCLは1フレーム転送終了後、次の送信データをライトするまで内部クロックに同期して自動

的にLowレベルに固定されます。 
[11] ICSRのACKBビットをリードします。 
 スレーブデバイスがアクノリッジを返しACKB=0となっていることを確認します。引き続き

データを送信する場合には、[9]に戻り次の送信動作に移ります。一方、スレーブデバイスが
アクノリッジを返さずACKB=1となっている場合は、[12]の送信終了処理を行います。 

[12] IRICフラグを0にクリアします。 
 ICCRにBBSY=0かつSCP=0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをLow

レベルからHighレベルに変化させ、停止条件を生成します。 
 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21

R/W

43 65 87 1 29

A

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7ビット6

IRIC

IRTR

ICDR

正常動作�

注意：�
ICDRへの�
データ設定タイミング�

この間は設定しない�
でください�

SCL
（マスタ出力）

開始条件生成�

スレーブアドレス データ1

データ1

［9］ICDRライト�［9］IRICクリア�［6］ICDRライト�［6］IRICクリア�［4］BBSY=1かつ
  SCP=0をライト
（開始条件発行）

ユーザの処理�

アドレス+R/W

［7］

［5］

連続的に行います� 連続的に行います�
 

図 23.6 マスタ送信モード動作タイミング例（MLS＝WAIT＝0のとき） 
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23.3.3 マスタ受信動作 
I2Cバスフォーマットによるマスタ受信モードでは、マスタデバイスが受信クロックを出力し、デ

ータを受信し、アクノリッジを返します。スレーブデバイスはデータを送信します。 
I2Cバスインタフェースモジュールのデータバッファは、ICDRRと ICDRSで構成されているため

連続受信が可能ですが、最終データの受信完了処理が遅れた場合に、停止条件発行命令と次のデータ
の受信のための SCLクロック出力とが競合し、余分なクロックの発生や SDAラインの出力 Low固定
などの現象が発生することがあります。 
また、I2Cシステムでは、マスタの最終データ受信時、アクノリッジを返さないというアクノリッ

ジビットの切り替え制御が必要になるため、ICSRレジスタの ACKBビットの切り替えタイミングを
制御する必要があります。 
これらについては、ウェイト機能を用いることで回避することが可能となります。 
以下にウェイト動作を利用し、ICDRのリード動作に同期してデータを逐次的に受信する受信手順

と動作を示します。 
 

[1] ICCRのTRSビットを0にクリアし、送信モードから受信モードに切り替えます。 
 ICMRのWAITビットを1にセットします。 
 ICSRのACKBビットを0にクリアします。（アクノリッジデータの設定） 
[2] ICDRをリード（ダミーデータリード）すると受信を開始し、内部クロックに同期して受信ク

ロックを出力し、データを受信します。 
 次にウェイトを判断するためIRICフラグを0にクリアします。 
 ここでICDRのリードとIRICフラグのクリアは連続的に行い、他の割込み処理が入らないよう

にしてください。 
 もしIRICフラグのクリアまでに1バイト分の転送時間が経過した場合には転送終了を判定す

ることができなくなります。 
[3] 1フレームの受信クロックの8クロック目の立ち下がりでIRICフラグが1にセットされます。

このとき、ICCRのIEICビットが1にセットされているとCPUに対して割込み要求を発生しま
す。 

 SCLはIRICフラグがクリアされるまで内部クロックに同期して自動的にLowレベルに固定さ
れます。 

 1フレーム目が最後の受信データの場合は、[10]の終了処理を行ってください。 
[4] ウェイトを解除するためIRICフラグを0にクリアします。 
 マスタデバイスは受信クロックの9クロック目を出力するとともに、SDAをLowレベルにし、

アクノリッジを返します。 
[5] 1フレームのデータ受信が終了し、受信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグ、

およびIRTRフラグが1にセットされます。 
 マスタデバイスは引き続き次の受信データの受信クロックを出力します。 
[6] ICDRの受信データをリードします。 
[7] 次のウェイトを判断するためIRICフラグを0にクリアします。 
 [4]（または[9]）のウェイト解除のため、IRICフラグクリアから[5]～[7]のデータ受信完了処

理までは、1バイト分の転送時間内で行うようにしてください。 
[8] 1フレームの受信クロックの8クロック目の立ち下がりでIRICフラグが1にセットされます。 
 SCLはIRICフラグがクリアされるまで内部クロックに同期して自動的にLowレベルに固定さ

れます。 
 このフレームが最後の受信データの場合は、[10]の終了処理を行ってください。 
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[9] ウェイトを解除するためIRICフラグを0にクリアします。 
 マスタデバイスは受信クロックの9クロック目を出力するとともに、SDAをLowレベルにし、

アクノリッジを返します。 
 
 [5]から[9]を繰り返し行うことにより、データを受信することができます。 
 
[10] ICSRのACKBビットを1にセットし、最後の受信用アクノリッジデータを設定します。 
 ICCRのTRSビットを1にセットし、受信モードから送信モードに切り替えます。 
[11] ウェイトを解除するためIRICフラグを0にクリアします。 
[12] 1フレームのデータ受信が終了し、受信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグが

1にセットされます。 
[13] ICMRのWAITビットを0にクリアし、ウェイトモードを解除します。 
 その後、ICDRの受信データをリードし、IRICフラグを0にクリアします。 
 IRICフラグのクリアはWAIT=0の状態で行ってください。 
 （IRICフラグを0にクリア後にWAITビットを0にクリアし、停止条件発行命令を実行した場

合、SDAラインがLow固定され、停止条件が発行できなくなります。） 
[14] ICCRにBBSY=0かつSCP=0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをLow

レベルからHighレベルに変化させ、停止条件を生成します。 
 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21 43 65 87 1 2 3 4 599

A

A ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3

IRIC

IRTR

ICDR

SCL
（マスタ出力）

マスタ送信モード� マスタ受信モード�

データ1

データ1 データ2

［2］ICDRリード�
（ダミーリード）�

［1］TRS=0クリア�
� WAIT=1セット�
� ACKB=0クリア�

［2］IRICクリア ［7］IRICクリア［4］IRICクリア�［6］ICDRリード�
　　（データ1）�

ユーザの処理

［5］［3］

連続的に行います� 連続的に行います�
 

図 23.7 マスタ受信モード動作タイミング例（MLS=ACKB＝0、WAIT=1のとき） 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21 43 65 87 1 2998

AA

ビット7ビット0 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7 ビット6

IRIC

IRTR

ICDR

SCL
（マスタ出力）

データ3

データ2

データ1 データ2

データ3 データ4

［9］IRICクリア�［6］ICDRリード�
　　（データ2）�

［7］IRICクリア ［7］IRICクリア［6］ICDRリード�
　　（データ3）�

ユーザの処理

［5］［8］［5］［8］

［9］IRICクリア�

連続的に行います� 連続的に行います�
 

図 23.8 マスタ受信モード動作タイミング例（MLS=ACKB＝0、WAIT=1のとき）（続き） 

 

23.3.4 スレーブ受信動作 
スレーブ受信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力し、スレーブデバイ

スがアクノリッジを返します。以下にスレーブ受信モードの受信手順と動作を示します。 
 
［1］ ICCRのICEビットを1にセットします。また、ICMRのMLSビットおよびICCRのMST、TRS

ビットを動作モードに合わせて設定します。 
［2］ マスタデバイスの出力した開始条件を検出すると、ICCRのBBSYフラグが1にセットされま

す。 
［3］ 開始条件後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、マスタデバイスに指定され

たスレーブデバイスとして動作します。8ビット目のデータ（R/W）が0のときICCRのTRSビ
ットは0のまま変化せず、スレーブ受信動作を行います。 

［4］ 受信フレームの9クロック目でスレーブデバイスはSDAをLowレベルにし、アクノリッジを返
します。同時にICCRのIRICフラグが1にセットされます。このとき、ICCRのIEICビットが1
にセットされていると、CPUに対し割込み要求を発生します。このとき、RDRF内部フラグ
が0にクリアされていると、RDRF内部フラグを1にセットして引き続き受信動作を行います。
RDRF内部フラグが1にセットされていると、スレーブデバイスは受信クロックの立ち下がり
からICDRにデータをリードするまでSCLをLowレベルにします。 

［5］ ICDRをリードし、ICCRのIRICフラグを0にクリアします。このときRDRFフラグが0にクリア
されます。 

 
［4］から［5］を繰り返し行うことにより、受信動作を継続できます。SCLが Highレベルのとき、

SDAが Lowレベルから Highレベルに変化し停止条件を検出すると、ICCRの BBSYフラグが 0にク
リアされます。 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21 2143 65 87 9

ビット7 ビット6 ビット7 ビット6ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

IRIC

ICDRS

ICDRR

RDRF

SCL
（マスタ出力）

開始条件発行

SCL
（スレーブ出力）

割り込み�
要求発生

アドレス＋R/W

アドレス＋R/W

［5］ICDRリード［5］IRICクリアユーザの処理

スレーブアドレス データ1［4］

A

R/W

 
図 23.9 スレーブ受信モード動作タイミング例 1（MLS＝ACKB＝0のとき） 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

21 43 65 87 987 9

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0ビット1 ビット0

IRIC

ICDRS

ICDRR

RDRF

SCL
（マスタ出力）

SCL
（スレーブ出力）

割り込み�
要求発生

割り込み�
要求発生

データ2

データ2

データ1

データ1

［5］ICDRリード［5］IRICクリアユーザの処理

データ2データ1 ［4］ ［4］

A

 
図 23.10 スレーブ受信モード動作タイミング例 2（MLS＝ACKB＝0のとき） 

 

23.3.5 スレーブ送信動作 
スレーブ送信モードでは、スレーブデバイスが送信データを出力し、マスタデバイスが受信クロッ

クを出力し、アクノリッジを返します。以下にスレーブ送信モードの送信手順と動作を示します。 
 
［1］ ICCRのICEビットを1にセットします。また、ICMRのMLSビットおよびICCRのMST、TRS

ビットを動作モードに合わせて設定します。 
［2］ 開始条件を検出後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、9クロック目でスレー

ブデバイスはSDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。同時にICCRのIRICフラグが
1にセットされ、このとき、ICCRのIEICビットが1にセットされているとCPUに対し割り込み
要求を発生します。また、8ビット目のデータ（R/W）が1のときICCRのTRSビットが1にセ
ットされ、自動的にスレーブ送信モードに変化します。このときTDREフラグが1にセットさ
れます。スレーブデバイスは送信クロックの立ち下がりからICDRデータをライトするまで
SCLをLowレベルにします。 

［3］ IRICフラグを0にクリア後、ICDRにデータをライトします。このときTDRE内部フラグは0に
クリアされます。ライトされたデータはICDRSに転送され、TDRE内部フラグおよびIRIC、
IRTRフラグが再び1にセットされます。IRICフラグを0にクリア後、ICDRに次のデータをラ
イトします。スレーブデバイスは図23.11で示すタイミングでマスタデバイスが出力するク
ロックにしたがい、ICDRにライトされたデータを順次送信します。 
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［4］ 1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでICCRのIRIC
フラグが1にセットされます。またこのスレーブデバイスは、TDRE内部フラグが1にセット
されていると、送信クロックの立ち下がりからICDRにデータライトするまでSCLをLowレベ
ルにします。マスタデバイスは9クロック目にSDAをLowレベルにし、アクノリッジを返しま
す。このアクノリッジはICSRのACKBビットに格納されるので転送動作が正常に行われたか
どうかを確認できます。TDRE内部フラグが0のときは、ICDRにライトされたデータはICDRS
に転送され送信を開始し、TDRE内部フラグおよびIRIC、IRTRフラグが再び1にセットされま
す。 

［5］ 送信を続ける場合は、IRICフラグを0にクリア後、次に送信するデータをICDRにライトしま
す。このときTDRE内部フラグは0にクリアされます。 

 
［4］から［5］を繰り返し行うことにより、送信動作を継続できます。送信を終了する場合はスレ

ーブ側で SDAを開放するために ICDRに H'FFをライトします。SCLが Highレベルのとき SDAが
Lowレベルから Highレベルに変化し停止条件を検出すると、ICCRの BBSYフラグが 0にクリアさ
れます。 
 

SDA
（スレーブ出力）

SDA
（マスタ出力）

SCL
（スレーブ出力）

21 2143 65 87 998

ビット7 ビット6 ビット5 ビット7 ビット6ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

IRIC

ICDRS

ICDRT

TDRE

SCL
（マスタ出力）

割り込み�
要求発生

割り込み�
要求発生

割り込み�
要求発生

スレーブ受信モード スレーブ送信モード

データ1 データ2

［3］IRICクリア ［5］IRICクリア［3］ICDRライト ［3］ICDRライト ［5］ICDRライトユーザの処理

データ1

データ1 データ2

データ2

AR/W

A

［3］

［2］

 
図 23.11 スレーブ送信モード動作タイミング例（MLS＝0のとき） 
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23.3.6 IRICセットタイミングと SCL制御 
割り込み要求フラグ（IRIC）セットタイミングは ICMRのWAITビット、SARの FSビットおよび

SARXの FSXビットの組み合わせにより異なります。また SCLは、TDREや RDRF内部フラグが 1
にセットされていると、1フレーム転送終了後内部クロックに同期して自動的に Lowレベルに固定し
ます。図 23.12に IRICセットタイミングと SCL制御を示します。 

SCL

SDA

IRIC

ユーザの
処理 IRICクリア ICDRライト（送信時）または

ICDRリード（受信時）

1A87

1987

SCL

SDA

IRIC

ユーザの
処理 IRICクリアICDRライト（送信時）または

ICDRリード（受信時）

1A8

198

IRICクリア

SCL

SDA

IRIC

ユーザの
処理 IRICクリア ICDRライト（送信時）または

ICDRリード（受信時）

187

187

（a）WAIT＝0かつ、FS＝0またはFSX＝0のとき（I2Cバスフォーマット、ウェイトなし）

（b）WAIT＝1かつ、FS＝0またはFSX＝0のとき（I2Cバスフォーマット、ウェイトあり）

（c）FS＝1かつFSX＝1のとき（クロック同期式シリアルフォーマット）

 
図 23.12 IRICセットタイミングと SCL制御 
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23.3.7 フォーマットレスから I2Cバスフォーマットへの自動切り替え 
DDCSWRの SWビットを 1にセットすると、IIC0の動作モードを、フォーマットレスにすること

ができます。フォーマットレスから I2Cバスフォーマット（スレーブモード）へは、SCLの立ち下が
りを検出すると自動的に切り替えられます。 
この動作の前提として、以下の 4つの条件が必要です。 

 
(1) フォーマットレスとI2Cバスフォーマットのデータ端子（SDA）が共通 
(2) フォーマットレスとI2Cバスフォーマットのクロック端子が独立 

（フォーマットレス：SYNCI、I2Cバスフォーマット：SCL） 
(3) フォーマットレス時にはSCL端子は1固定 
(4) ICCRのTRSビット以外が、I2Cバスフォーマットでの動作可能な設定 

 
自動切り替えは、SCLの立ち下がりエッジ検出して DDCSWRの SWビットを自動的に 0にクリア

することにより、フォーマットレス→I2Cバスフォーマットの方向で行われます。I2Cバスフォーマッ
ト→フォーマットレスの切り替えは、DDCSWRの SWビットをソフトウェアで 1にセットすること
によって行います。 
フォーマットレス時には、I2Cバスインタフェースの動作モードを制御するビット（MSLビット、

TRSビット等）を書き換えないでください。I2Cバスフォーマット→フォーマットレスの切り替え時
には、フォーマットレスでの転送方向（送信／受信）に合せて TRSビットを 1にセットまたは 0に
クリアした後に SWビットを 1にセットしてください。フォーマットレス→I2Cバスフォーマット（ス
レーブモード）の自動切り替え後はスレーブアドレス受信待ちとするため、TRSビットは自動的に 0
にクリアされます。 
フォーマットレスで動作中に SCLの立ち下がりを検出すると、I2Cバスインタフェースは、停止条

件を待たず、その時点でフォーマットを切り替えます。 
【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sには IIC0は内蔵していません。 
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23.3.8 ノイズ除去回路 
SCL端子およびSDA端子の状態はノイズ除去回路を経由して内部に取り込まれます｡図23.13にノ

イズ除去回路のブロック図を示します。 
ノイズ除去回路は 2段直列に接続されたラッチ回路と一致検出回路で構成されます。SCL端子入力

信号（または SDA端子入力信号）がシステムクロックでサンプリングされ、2つのラッチ出力が一
致したときはじめて後段へそのレベルを伝えます。一致しない場合は前の値を保持します。 
 

SCL入力信号
または

SDA入力信号
内部SCL信号
または

内部SDA信号

サンプリングクロック

サンプリング
クロック

システムクロック
周期

C

ラッチ

QD

C

ラッチ

QD 一致検出
回路

 
図 23.13 ノイズ除去回路のブロック図 

 

23.3.9 使用例 
I2Cバスインタフェースを使用する場合の各モードでのフローチャート例を図 23.14～図 23.17に

示します。 
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開始

終了

初期設定

ICCRのBBSYフラグをリード

ICCRのIRICフラグをリード

ICCRのIRICフラグをリード

ICSRのACKBビットをリード

ICDRに送信データをライト

ICCRのIRICフラグをクリア�

ICSRのACKBビットをリード

ICCRのIRICフラグをクリア�

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをリード

ICDRに送信データをライト

マスタ受信モード

MST＝1、TRS＝1
（ICCR）を設定

BBSY＝0、SCP＝0
（ICCR）をライト

BBSY＝1、SCP＝0
（ICCR）をライト

BBSY＝0？
No

IRIC＝1？

ACKB＝0？

No

No

Yes

Yes

IRIC＝1？
No

Yes

Yes

送信モード？

IRIC＝1？

送信を終了？または
ACKB＝1？

No

No

No

Yes

Yes

Yes

［2］　SCL、SDAラインの状態判定�

［3］　マスタ送信モードに設定

［4］　開始条件発行

［6］　第１バイト（スレーブアドレス+R/W）の�
　　　  送信データの設定�
　　　（ICDRライトとIRICフラグクリア動作は�
　　　　連続的に行ってください）�

［1］　初期設定

［8］　指定したスレーブデバイスからの�
  　　　アクノリッジの判定

［5］　開始条件生成待ち�

［7］　1バイト送信終了待ち�

［10］　1バイト送信終了待ち�

［11］　転送終了判定�

［12］　停止条件発行�

［9］　2バイト目以降の送信データの設定�
　　　（ICDRライトとIRICフラグクリア動作は�
　　　　連続的に行ってください）�

 
図 23.14 マスタ送信モードのフローチャート例 
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終了

TRS＝0（ICCR）を設定

ACKB＝1（ICSR）を設定

WAIT＝0（ICMR）を設定

ICCRのIRICフラグをリード

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをクリア

ICDRをリード

ICCRのIRICフラグをクリア

ACKB＝0（ICSR）を設定

WAIT＝1（ICMR）を設定

BBSY＝0、SCP＝0
（ICCR）をライト

最後の受信？

IRIC＝1？

No

No

Yes

最後の受信？

No

Yes

Yes

ICCRのIRICフラグをリード

IRIC＝1？
No

Yes

ICCRのIRICフラグをリード

IRIC＝1？
No

Yes

TRS＝1（ICCR）を設定�

ICDRをリード

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをクリア

［4］　IRICフラグクリア（ウェイト解除）�

［1］ 受信モードの設定�

［2］　受信開始、ダミーリード�
　　　（ICDRリードとIRICフラグクリア動作は�
　　　　連続的に行ってください）�

［3］　1バイト目受信ウェイト�

［9］　IRICフラグクリア（ウェイト解除）�

［10］　最後の受信用アクノリッジデータ設定

［11］　IRICフラグクリア（ウェイト解除）�

［5］　1バイト受信終了待ち�

［8］　2バイト目以降の受信データウェイト�

［7］　IRICフラグクリア�

ICDRをリード ［6］　受信データのリード�

［13］　ウェイトモード解除�
　　　　 受信データのリード�
　　　　 IRICフラグクリア�
　　　　（IRICフラグクリアはWAIT＝0の状態で�
 　　　　行ってください）�

［14］　停止条件発行�

マスタ受信モード

ICCRのIRICフラグをリード

IRIC＝1？
No

Yes

［12］　1バイト受信終了待ち�

 
図 23.15 マスタ受信モードのフローチャート例 
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開始

終了

初期設定

ICCRのIRICフラグをリード

ICSRのAAS、ADZフラグをリード

ICCRのTRSビットをリード

ICCRのIRICフラグをリード

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをクリア

ICDRをリード

ICDRをリード

ICDRをリード

ACKB＝0（ICSR）を設定

ゼネラルコールアドレス処理

※説明省略

MST＝0、TRS＝0
（ICCR）を設定

IRIC＝1？
No

Yes

ICCRのIRICフラグをリード

ACKB＝0（ICSR）を設定

IRIC＝1？
No

Yes

TRS＝0？

IRIC＝1？

No

No

Yes

Yes

Yes

AAS＝1かつ
ADZ＝0？

［2］

［1］

［3］

［8］

［5］

［6］

［4］

［7］

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

スレーブ受信モードに設定

1バイト受信終了待ち（スレーブアドレス）

受信開始、ただし1回目はダミーリード

受信終了待ち

最後の受信用アクノリッジデータ設定

最後の受信開始

受信終了待ち

最後の受信データをリード

スレーブ送信モード

最後の受信？

No

No

Yes

 
図 23.16 スレーブ受信モードフローチャート例 
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終了

ICDRに送信データをライト

ICCRのIRICフラグをクリア

ICCRのIRICフラグをクリア

ICSRのACKBビットをリード

TRS＝0（ICCR）を設定

ICDRをリード

ICCRのIRICフラグをリード

IRIC＝1？

Yes

Yes

No

No

［1］

［4］

［5］

［2］

［3］

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

2バイト目以降の送信データの設定

1バイト送信終了待ち

転送終了判定

スレーブ受信モードに設定

ダミーリード（SCLラインを解放）

スレーブ送信モード

送信を終了？
（ACKB＝1？）

ICCRのIRICフラグをクリア

 
図 23.17 スレーブ送信モードフローチャート例 

 

23.3.10 内部状態の初期化 
本 I2Cは、通信動作中のデッドロック発生時に、強制的に I2C内部状態を初期化させる機能を持っ

ています。 
初期化は、（1）DDCSWRレジスタの CLR3～CLR0ビットの設定、または（2）ICEビットのクリ

アにより実行されます。CLR3～CLR0ビットの設定の詳細は、「23.2.8 DDCスイッチレジスタ
（DDCSWR）」を参照してください。 
 

(1) 初期化の範囲 

本機能により初期化されるのは、次の範囲となります。 
• TDRE、RDRF内部フラグ 
• 送信／受信シーケンサ、内部動作クロックのカウンタ 
• SCL、SDA端子出力状態を保持するための内部ラッチ（ウェイト、クロック、データ出力な
ど） 

なお、以下の内容は初期化されません。 
• レジスタ自体の値（ICDR、SAR、SARX、ICMR、ICCR、ICSR、DDCSWR、STCR） 
• ICMR、ICCR、ICSR、DDCSWR各レジスタのフラグのセット／クリアのためのレジスタリ
ード情報保持用内部ラッチ 

• ICMRレジスタのビットカウンタ（BC2～BC0）の値 
• 発生した割り込み要因（割り込みコントローラに転送された割り込み要因） 
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(2) 初期化における注意事項 

• 割り込みフラグ、割り込み要因はクリアされませんので、必要に応じてフラグをクリアする
処置が必要です。 

• その他のレジスタフラグも基本的にクリアされませんので、必要に応じてフラグをクリアす
る処置が必要です。 

• DDCSWRレジスタにより初期化を行う場合、CLR3～CLR0ビットのライトデータは保持さ
れません。I2Cクリアを行う場合は、必ずMOV命令を使用し、CLR3～CLR0ビットを同時
に書き込んでください。BCLRなどのビット操作命令は使用しないでください。 
また、再度クリアが必要な場合は、同様に全てのビットとも設定に従い、同時に書き込みす
る必要があります。 

• 送受信中にフラグのクリア設定を行うと、その時点で I2Cモジュールは送受信を中止し SCL、
SDA端子を開放します。再度送受信を開始する際には、システムとして正しく通信できるよ
う、必要に応じてレジスタの初期化などを行ってください。 

 
なお、本モジュールクリア機能により直接 BBSYビットの値を書き換えませんが、SCL、SDA端

子の状態、開放するタイミングにより、停止条件の端子波形が生成され、結果的に BBSYビットをク
リアする場合があります。また、他のビット、フラグも同様に、状態の切り替わりに伴い影響が発生
する場合があります。 
これらによる問題を回避するため、I2Cの状態を初期化するときは、以下の手順に従ってください。 
（1）CLR3～CLR0ビットの設定、またはICEビットによる内部状態の初期化実行 
（2）BBSYビットを0にクリアするための、停止条件発行命令実行（BBSY＝0かつSCP＝0ライト）

および、転送レートの2クロック分の期間ウエイト 
（3）CLR3～CLR0ビットの設定、またはICEビットによる内部状態の初期化の再実行 
（4）IICの各レジスタの初期化（再設定） 
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23.4 使用上の注意 
（1） マスタモードで、開始条件生成のための命令と停止条件生成のための命令を連続的に発行す

ると、開始条件も停止条件も正常に出力されなくなります。開始条件と停止条件を連続的に
出力する場合は、開始条件生成のための命令を発行後、ポートをリードし、SCL、SDAが共
にLowレベルになっていることを確認してください。その後、停止条件生成のための命令を
発行してください。BBSY=0となったタイミングでは、まだSCLがLowレベルになっていない
場合がありますのでご注意ください。 

 
（2） 次転送のスタート条件が次の2条件となっています。ICDRをリード／ライトする場合は注意

してください。 
（a） ICE＝1かつTRS＝1かつICDRにライトしたとき（ICDRT→ICDRSの自動転送を含む） 
（b） ICE＝1かつTRS＝0かつICDRをリードしたとき（ICDRS→ICDRRの自動転送を含む） 

 
（3） SCL、SDA出力は、内部クロックに同期して表23.5に示すタイミングで出力されます。バス

上でのタイミングは、バスの負荷容量、直列抵抗、および並列抵抗に影響される信号の立ち
上がり／立ち下がり時間によって定まります。 

表 23.5 I2Cバスタイミング（SCL、SDA出力） 
項 目 記号 出力タイミング 単位 備考 

SCL出力サイクル時間 tSCLO 28tcyc～256tcyc ns 

SCL出力 Highパルス幅 tSCLHO 0.5tSCLO ns 

SCL出力 Lowパルス幅 tSCLLO 0.5tSCLO ns 

SDA出力バスフリー時間 tBUFO 0.5tSCLO-1tcyc ns 

開始条件出力ホールド時間 tSTAHO 0.5tSCLO-1tcyc ns 

再送開始条件出力セットアップ時間 tSTASO 1tSCLO ns 

停止条件出力セットアップ時間 tSTOSO 0.5tSCLO+2tcyc ns 

データ出力セットアップ時間（マスタ時） 1tSCLLO-3tcyc ns 

データ出力セットアップ時間（スレーブ時） 

tSDASO

1tSCLL- (6tcycまたは 12tcyc*) ns 

データ出力ホールド時間 tSDAHO 3tcyc ns 

図 31.8（参考） 

【注】 * IICXが 0のとき 6tcyc、1のとき 12tcycとなります。 

 
（4） SCL、SDA入力は、内部クロックに同期してサンプリングされます。そのため、ACタイミン

グは、「第31章 電気的特性」の表31.6に示すように、システムクロック周期t
cyc
に依存して

います。システムクロック周波数が5MHzに満たないと、I2CバスインタフェースのACタイミ
ング仕様を満足しなくなりますのでご注意ください。 

 
（5） SCLの立ち上がり時間t

Sr
は、I2Cバスインタフェースの仕様で1000ns（高速モード時は300ns）

以内と定められています。本I2Cバスインタフェースは、マスタモード時SCLをモニタし、ビ
ットごとに同期をとりながら通信を行います。そのためSCLの立ち上がり時間t

Sr
（Lowレベル

からV
IH
まで変化する時間）が、I2Cバスインタフェースの入力クロックで決まる時間を越え

た場合、SCLのHigh期間が延長されます。SCLの立ち上がり時間は、SCLラインのプルアッ
プ抵抗、負荷容量で決定されますので、設定した転送レートで動作させるためには、表23.6
に示す時間以下になるようにプルアップ抵抗、負荷容量を設定してください。 
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表 23.6 SCL立ち上がり時間（tSr）の許容範囲 
IICX tcyc表示 時間表示 [ns] 

   I2Cバス 
仕様(max.) 

φ= 
8MHz 

φ= 
10MHz 

標準モード 1000 937 750 0 7.5tcyc 

高速モード 300 ← ← 

標準モード 1000 ← ← 1 17.5tcyc 

高速モード 300 ← ← 

 
（6） SCL、SDAの立ち上がり、立ち下がり時間は、I2Cバスインタフェースの仕様で1000nsおよび

300ns以内と定められています。一方、本I2CバスインタフェースのSCL、SDA出力タイミン
グは、表23.5に示すようにt

cyc
によって規定されますが、立ち上がり、立ち下がり時間の影響

で最大の転送レートではI2Cバスインタフェースの仕様を満足しない場合があります。表23.7
は出力タイミングを各動作周波数で計算し、ワーストケースの立ち上がり、立ち下がり時間
の影響を加えたものです。 
t

BUFO
はどの周波数でもI2Cバスインタフェースの仕様を満足しません。これに対しては、(a)停

止条件発行後、開始条件の発行まで必要なインターバル（1μs程度）を確保するようにプロ
グラミングする必要があります。あるいは、(b)I2Cバスに接続されるスレーブデバイスとして、
入力タイミングがこの出力タイミングを許容するものを選択してください。 
高速モード時のt

SCLLO
、標準モード時のt

STASO
では、t

Sr
／t

Sf
をワーストケースとして計算した場合

にI2Cバスインタフェースの仕様を満足しません。(a)プルアップ抵抗、容量負荷により立ち上
がり、立ち下がり時間を調整するか、(b)転送レートを下げて仕様を満足するよう調整するな
どの対応を検討してください。あるいは、(c)I2Cバスに接続されるスレーブデバイスとして、
入力タイミングがこの出力タイミングを許容するものを選択してください。 

 
（7） マスタ受信終了時におけるICDRリードの注意 

マスタ受信モードでの受信動作完了後、受信をやめる場合は、TRSビットを1にセットし、
ICCRのBBSY＝0かつSCP＝0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのとき、SDA
をLowレベルからHighレベルに変化させ、停止条件を生成します。この後で受信データは
ICDRのリードにより読み出すことができますが、バッファにデータが残っている場合、
ICDRSの受信データはICDRに転送されなくなりますので、第2バイト目のデータは、読み出
すことができなくなります。 
第2バイト目のデータを読み出す必要があるときは、マスタ受信モードの状態（TRSビットが
0の状態）で停止条件の発行を行ってください。受信データの読み出しは、必ずICCRレジス
タのBBSYビットが0になり、停止条件が生成され、パスが開放されていることを確認後に、
TRSが0の状態でICDRレジスタをリードしてください。このとき、停止条件発行のための命
令実行（ICCRのBBSY＝0かつSCP＝0をライト）から実際に停止条件が生成されるまでの期
間において、受信データ（ICDRのデータ）を読み出すと、次のマスタ送信時に正しくクロッ
クが出なくなる場合がありますので注意が必要です。 
 
なお、マスタ送受信完了後のMSTビットのクリアなど、送受信の動作モード、設定変更のた
めのIIC制御ビットの書き替えについては、必ず図23.18の（a）期間中（ICCRレジスタのBBSY
ビットの0クリア確認後）に行ってください。 
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マスタ受信モード

BBSYビット

ビット0

SCL
8 9

A
SDA

(a)

内部クロック

停止条件

停止条件発行命令実行�
（BBSY=0かつ�
　SCP=0ライト）

停止条件発生確認�
（BBSY=0リード）

ICDRリード�
 禁止期間

開始条件発行�

開始条件

 
図 23.18 マスタ受信データの読み出しにおける注意 

 
（8） 再送のための開始条件発行時の注意事項 

図23.19に、再送のための開始条件発行のタイミングと、それに連続してICDRにデータを書
き込むタイミングおよびフローチャートを示します。再送開始条件を発行し、開始条件が生
成した後にICDRへ送信データをライトしてください。 
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SCLを端子をリード

ICDRに送信データをライト

ICSRのIRICをクリア

BBSY＝1、SCP＝0
（ICSR）をライト

IRIC＝1？
No

SCL＝Low？
No

Yes

開始条件発行？ No

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［注］

1バイト転送終了待ち

SCLがLowレベルであるか判定

再送のための開始条件命令発行

開始条件の生成を確認

送信データ（スレーブアドレス＋R/ ）設定

［3］から［5］の処理は連続して実行される
ようにプログラムしてください。

その他処理

Yes

Yes

IRIC＝1？�
No

Yes

開始条件（再送）

SCL

bit7ACK

IRIC

［1］IRIC判定 ［2］SCL＝Low判定

［3］（再送）開始条件命令発行

［4］IRIC判定

［5］ICDRライト

SDA

 
図 23.19 再送のための開始条件命令発行フローチャートおよびタイミング 
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（9）I2Cバスインタフェース停止条件命令発行時の注意事項 
バス負荷容量が大きいため、SCLの9クロック目の立ち上がり時間が規定を超えてしまう場合
や、SCLをLowにしてウェイトをかけるタイプのスレーブデバイスがある場合は、下記のよ
うにSCLをリードしてLowを判定してから停止条件命令を発行してください。 

 

停止条件

SCL

IRIC

［1］SCL＝Low判定

9クロック目
VIH

High期間を確保

［2］停止条件命令発行

SDA

波形の立ち上りが遅いため
SCL＝Lowとして検出

 
図 23.20 停止条件発行タイミング 
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表 23.7 I2Cバスタイミング（tSr/tSf影響最大の場合） 
時間表示（最大転送レート時）[ns] 項目 tcyc表示 

 tSr／tSf 
影響(max.) 

I2Cバス 
仕様(min.) 

φ= 
8MHz 

φ= 
10MHz 

標準モード –1000 4000 ← ← tSCLHO 0.5tSCLO 

( -tSr ) 高速モード –300 600 ← ← 

標準モード –250 4700 ← ← tSCLLO 0.5tSCLO 

( -tSf ) 高速モード –250 1300 ← ← 

標準モード –1000 4700 3875*1 3900*1 tBUFO 0.5tSCLO-1tcyc

( -tSr ) 高速モード –300 1300 825*1 850*1 

標準モード –250 4000 4625 4650 tSTAHO 0.5tSCLO-1tcyc

( -tSf ) 高速モード –250 600 875 900 

標準モード –1000 4700 9000 9000 tSTASO 1tSCLO 

( -tSr ) 高速モード –300 600 2200 2200 

標準モード –1000 4000 4250 4200 tSTOSO 0.5tSCLO+2tcyc

( -tSr ) 高速モード –300 600 1200 1150 

標準モード –1000 250 3325 3400 tSDASO 

マスタ時 

1tSCLLO*3-3tcyc

( -tSr ) 高速モード –300 100 625 700 

標準モード –1000 250 2200 2500 tSDASO 

スレーブ時 

1tSCLL*
3-12tcyc*

2

( -tSr ) 高速モード –300 100 –500*1 –200*1 

標準モード 0 0 375 300 tSDAHO 3tcyc 

高速モード 0 0 ↑ ↑ 

【注】 *1 I2Cバスインタフェースの仕様を満足しません。（1）開始／停止条件発行のインターバルを確保す

る。（2）プルアップ抵抗・容量負荷により、立ち上がり、立ち下がり時間を調整する。（3）転送

レートを下げて調整する。（4）入力タイミングが本出力タイミングを許容するスレーブデバイスを

選択する、などの対応が必要です。 

なお、上表の値は、IICXビット、CKS2～CKS0ビットの設定値により変わります。周波数により最

大転送レートを実現できない場合もありますので、実際の設定条件に合わせ、I2Cバスインタフェー

スの仕様を満足するか検討してください。 

 *2 IICXビットが 1のときです。IICXビットを 0に設定すると、（tSCLL-6tcyc）となります。 

 *3 I2Cバス仕様値（標準モード：4700ns min.、高速モード：1300ns min.）で計算しています。 
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24. A/D変換器 

24.1 概要 
逐次比較方式で動作する 10ビットの A/D変換器が内蔵されており、最大 12チャネルのアナログ

入力を選択できます。 
 

24.1.1 特長 
A/D変換器の特長を以下に示します。 

• 10ビットの分解能 
• 入力 12チャネル 
• サンプル＆ホールド機能 
• ソフトウェアトリガ、ハードウェアトリガ（内部信号）、外部トリガ入力による A/D変換開
始が可能 

• A/D変換終了割り込み要求を発生 
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24.1.2 ブロック図 
A/D変換器のブロック図を図 24.1に示します。 
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図 24.1 A/D変換器ブロック図 
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24.1.3 端子構成 
A/D変換器の端子構成を表 24.1に示します。 

表 24.1 端子構成 
名  称 略称 入出力 機  能 

アナログ電源端子 Avcc 入力 アナログ部の電源および基準電圧 

アナロググラウンド端子 Avss 入力 アナログ部のグラウンドおよび基準電圧 

アナログ入力端子 0 AN0 入力 アナログ入力チャネル 0 

アナログ入力端子 1 AN1 入力 アナログ入力チャネル 1 

アナログ入力端子 2 AN2 入力 アナログ入力チャネル 2 

アナログ入力端子 3 AN3 入力 アナログ入力チャネル 3 

アナログ入力端子 4 AN4 入力 アナログ入力チャネル 4 

アナログ入力端子 5 AN5 入力 アナログ入力チャネル 5 

アナログ入力端子 6 AN6 入力 アナログ入力チャネル 6 

アナログ入力端子 7 AN7 入力 アナログ入力チャネル 7 

アナログ入力端子 8 AN8 入力 アナログ入力チャネル 8 

アナログ入力端子 9 AN9 入力 アナログ入力チャネル 9 

アナログ入力端子 A ANA 入力 アナログ入力チャネル A 

アナログ入力端子 B ANB 入力 アナログ入力チャネル B 

A/D外部トリガ入力端子 ADTRG 入力 A/D変換開始の外部トリガ入力 

 

24.1.4 レジスタ構成 
A/D変換器のレジスタ構成を表 24.2に示します。 

表 24.2 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス*2 

ソフトトリガ A/Dリザルトレジスタ H ADRH R バイト H'00 H'D130 

ソフトトリガ A/Dリザルトレジスタ L ADRL R バイト H'00 H'D131 

ハードトリガ A/Dリザルトレジスタ H AHRH R バイト H'00 H'D132 

ハードトリガ A/Dリザルトレジスタ L AHRL R バイト H'00 H'D133 

A/Dコントロールレジスタ ADCR R/W バイト H'40 H'D134 

A/Dコントロール/ステータスレジスタ ADCSR R（Ｗ）*1 バイト H'01 H'D135 

A/Dトリガ選択レジスタ ADTSR R/W バイト H'FC H'D136 

ポートモードレジスタ 0 PMR0 R/W バイト H'00 H'FFCD 

【注】 *1 ビット 7、6は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。ビット 3～1は、リードのみ可

能です。 

 *2 アドレスは下位 16ビットを示します。 
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24.2 各レジスタの説明 

24.2.1 ソフトトリガ A/Dリザルトレジスタ（ADR） 
ADRH ADRL

1

―�

�

―�

ビット

初期値

R/W

0

―�

�

―�

3

―�

�

―�

2

―�

�

―�

5

―�

�

―�

4

―�

�

―�

7

0

R

6

0

R

9

0

R

8

0

R

11

0

R

10

0

R

0

R

0

R

0

R

ADR9 ADR8 ADR7 ADR6 ADR5 ADR4 ADR3 ADR2 ADR1 ADR0

0

R

12131415

000000

:

:

:  
 
ソフトトリガ A/Dリザルトレジスタ（ADR）は、ソフトウェアトリガにより変換が開始された A/D

変換の結果を格納するレジスタです。 
A/D変換されたデータは 10ビットデータです。ソフトウェアトリガによる A/D変換終了時に、変

換結果の 10ビットデータが ADRへ転送され、次のソフトウェアトリガによる A/D変換終了まで、
このデータが保持されます。データの上位 8ビットが ADRの上位バイト（ビット 15～8）に、下位 2
ビットが下位バイト（ビット 7、6）に格納されます。ビット 5～0はリードすると常に 0が読み出さ
れます。 

ADRは、常にリード可能ですが、A/D変換中は ADRの値は不定です。上位バイトは直接リードで
きますが、下位バイトはテンポラリレジスタ（TEMP）を介してデータ転送が行われます。詳細は、
「24.3 バスマスタとのインタフェース」を参照してください。 

ADRは、16ビットのリード専用のレジスタです。ADRはリセット時、モジュールストップモード
時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時に
H'0000に初期化されます。 
 

24.2.2 ハードトリガ A/Dリザルトレジスタ（AHR） 
AHRH AHRL

1

―�

�

―�

ビット

初期値

R/W

0

―�

�

―�

3

―�

�

―�

2

―�

�

―�

5

―�

�

―�

4

―�

�

―�

7

0

R

6

0

R

9

0

R

8

0

R

11

0

R

10

0

R

0

R

0

R

0

R

AHR9 AHR8 AHR7 AHR6 AHR5 AHR4 AHR3 AHR2 AHR1 AHR0

0

R

12131415

000000

:

:

:  
 
ハードトリガ A/Dリザルトレジスタ（AHR）は、ハードウェアトリガ（内部信号：ADTRG、DFG）、

または、外部トリガ入力（ADTRG）により変換が開始された A/D変換の結果を格納するレジスタで
す。 

A/D変換されたデータは 10ビットデータです。ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による
A/D変換終了時に、変換結果の 10ビットデータが AHRへ転送され、次のハードウェアトリガまたは
外部トリガ入力による A/D変換終了まで、このデータが保持されます。データの上位 8ビットが AHR
の上位バイト（ビット 15～8）に、下位 2ビットが下位バイト（ビット 7、6）に格納されます。ビッ
ト 5～0はリードすると常に 0が読み出されます。AHRは、常にリード可能ですが、A/D変換中は
AHRの値は不定です。上位バイトは直接リードできますが、下位バイトはテンポラリレジスタ
（TEMP）を介してデータ転送が行われます。詳細は、「24.3 バスマスタとのインタフェース」を参
照してください。 

AHRは、16ビットのリード専用レジスタです。AHRはリセット時、モジュールストップモード時、
スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時に H'0000
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に初期化されます。 
 

24.2.3 A/Dコントロールレジスタ（ADCR） 
0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

0

6

―�

�

―�
1

7

R/WR/WR/W

HCH1

0
R/W

CK HCH0 SCH3 SCH2 SCH1 SCH0
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
A/Dコントロールレジスタ（ADCR）は、A/D変換スピードの設定、アナログ入力チャネルの選択

を行います。ADCRの設定時は、ADCSRの SSTフラグおよび HSTフラグが 0の状態で行ってくださ
い。 

ADCRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。ADCRはリセット時、モジュールストッ
プモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモー
ド時に H'40に初期化されます。 
 

ビット7：クロックセレクト（CK） 

A/D変換スピードの設定を行います。 
 
ビット 7 

CK 

説   明 

0 変換周期＝266ステート （初期値） 

1 変換周期＝134ステート 

【注】 ADCSRの SSTフラグに 1をライトしてから、または、HSTフラグが 1にセットされてから、A/D変換

がスタートします。変換周期は、スタートフラグがセットされてから、変換終了によりクリアされるまで

の時間としています。実際にサンプル＆ホールドを繰り返す期間は、図 24.2に示す変換期間です。 
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変換期間

【注】　IRQサンプリング：変換終了によりスタートフラグがクリアされ、割り込み要求フラグがセットさ
　　　　　　　　　　　　   れます。割り込みは、命令実行の最後のステートでCPUに認識され、その命
　　　　　　　　　　　　   令の終了後、割り込み例外処理を実行します。

変換周期（134 or 266 ステート）

割り込み要求フラグ

IRQサンプリング
(CPU)

ステート

命令実行 MOV.B

WRITE

スタートフラグ

 
図 24.2 A/D変換器の内部動作 

 

ビット6：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット5、4：ハードウェアチャネルセレクト（HCH1、HCH0） 

ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換を行うための、アナログ入力チャネルの選択
を行います。 
ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換は、AN8～ANB端子のみ、使用可能です。 

 
ビット 5 ビット 4 

HCH1 HCH0 

アナログ入力チャネル 

0 AN8 （初期値） 0 

1 AN9 

0 ANA 1 

1 ANB 
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ビット3～0：ソフトウェアチャネルセレクト（SCH3～SCH0） 

ソフトウェアトリガによる変換を行うための、アナログ入力チャネルの選択を行います。 
AN0～AN7端子を使用する場合は、ポートモードレジスタ 0（PMR0）により該当端子の設定を行

ってください。端子の設定に関しては、「24.2.6 ポートモードレジスタ 0（PMR0）」を参照してく
ださい。 
 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

SCH3 SCH2 SCH1 SCH0 

アナログ入力チャネル 

0 AN0 （初期値） 0 

1 AN1 

0 AN2 

0 

1 

1 AN3 

0 AN4 0 

1 AN5 

0 AN6 

0 

1 

1 

1 AN7 

0 AN8 0 

1 AN9 

0 ANA 

0 

1 

1 ANB 

1 

1 ＊ ＊ ソフトウェアトリガによる変換チャネルは選択されません 

【注】 1. SCH3～SCH0が 11＊＊でソフトウェアトリガによる変換を行うと、変換結果は不定になります。

ただし、ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換の場合は、HCH1、HCH0により選択

されたチャネルで行います。 

 2. ＊：Don’t care. 
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24.2.4 A/Dコントロール/ステータスレジスタ（ADCSR） 
0

―�

�

―�
0

1

0
R

2

0
R

3

0

4

0
R/W

5

0

67

R/(W)* RR/W

ADIE

0
R/(W)*

SEND SST HST BUSY SCNLHEND

1

ビット

初期値
R/W

:

:
:

【注】*　ビット7、6はフラグをクリアするための0ライトのみ可能です。  
 

A/Dコントロール/ステータスレジスタ（ADCSR）は、A/D変換の開始または停止の指定、A/D変
換器の状態の表示を行います。 

SSTフラグに 1をライトすることにより、A/D変換を開始します。また、ハードウェアトリガある
いは外部トリガ入力により HSTフラグを１にセットし、A/D変換を開始することも可能です。 
ハードウェアトリガによる変換開始のうち、HSWタイミング生成回路による ADTRGの開始は、

「26.4 HSWタイミング生成回路」を参照してください。 
変換が終了すると変換データは、ADRまたは AHRに格納され、それと同時に、SSTフラグまたは

HSTフラグは 0にクリアされます。ソフトウェアトリガによる変換開始と、ハードウェアトリガまた
は外部トリガ入力による変換開始とが競合した場合は、ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力に
よる変換が優先されます。 

ADCSRは 8ビットのレジスタです。ADCSRはリセット時、モジュールストップモード時、スタ
ンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時に H'01に初
期化されます。 
 

ビット7：ソフトウェアA/D終了フラグ（SEND） 

ソフトウェアトリガによる A/D変換が終了したことを示します。 
 
ビット 7 

SEND 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

ソフトウェアトリガによる A/D変換が終了したとき 

 

ビット6：ハードウェアA/D終了フラグ（HEND） 

ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による A/D変換が終了したことを示します。 
 
ビット 6 

HEND 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリード後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による A/D変換が終了したとき 
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ビット5：A/Dインタラプトイネーブル（ADIE） 

A/D変換終了による割り込み（ADI）発生の許可/禁止を選択します。 
 
ビット 5 

ADIE 

説   明 

0 A/D変換終了による割り込み（ADI）発生を禁止 （初期値） 

1 A/D変換終了による割り込み（ADI）発生を許可 

 

ビット4：ソフトウェアA/Dスタートフラグ（SST） 

ソフトウェアトリガによる A/D変換の開始および停止の、確認/制御を行います。ソフトウェアト
リガによる A/D変換中は 1を保持します。 
また、0をライトすると、ソフトウェアトリガによる変換動作を強制的に終了することができます。 

 
ビット 4 

SST 

説   明 

〔リード時〕ソフトウェアトリガによる A/D変換の停止、終了を示します。 （初期値） 0 

〔ライト時〕ソフトウェアトリガによる A/D変換を強制終了します。 

〔リード時〕ソフトウェアトリガによる A/D変換実行中を示します。 1 

〔ライト時〕ソフトウェアトリガによる A/D変換を開始します。 

 

ビット3：ハードウェアA/Dステータスフラグ（HST） 

ハードウェアトリガまたは外部トリガによるA/D変換の状態を示します。また、0をライトすると、
ハードウェアトリガ、あるいは、外部トリガ入力の変換開始にかかわらず、変換動作を強制的に終了
することができます。 
 
ビット 3 

HST 

説   明 

〔リード時〕ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による A/D変換中でないことを示しま
す。 （初期値） 

0 

〔ライト時〕ハードウェアトリガまたは外部トリガによる A/D変換を強制終了します。 

1 ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による A/D変換実行中であることを示します。 
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ビット2：ビジーフラグ（BUSY） 

ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による A/D変換中に、ソフトウェアトリガによる A/D
変換を開始しようとすると、SSTフラグに対するライトは無効となり、BUSYフラグが 1にセットさ
れます。 
本フラグは、AHRをリードすると、クリアされます。 

 
ビット 2 

BUSY 

説   明 

0 A/D変換の競合はありません （初期値） 

1 ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による A/D変換実行中に、ソフトウェアトリガによる
変換を開始しようとしたことを示します 

 

ビット1：ソフト変換キャンセルフラグ（SCNL） 

ソフトウェアトリガによる A/D変換中に、ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による A/D
変換が開始されたため、ソフトウェアトリガによる A/D変換がキャンセルされたことを示すフラグで
す。 
本フラグは、次のソフトウェアトリガによる A/D変換を開始するときにクリアされます。 

 
ビット 1 

SCNL 

説   明 

0 A/D変換の競合はありません （初期値） 

1 ソフトウェアトリガによる A/D変換が、ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換開
始によりキャンセルされたことを示します 

 

ビット0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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24.2.5 A/Dトリガ選択レジスタ（ADTSR） 
012

―�

�

―�

3

―�

�

―�
0

4

―�

�

―� R/W

5

―�

�

―�

6

―�

�

―�

7

―�

�

―�

TRGS1

0
R/W

TRGS0

1 1 1 1 1 1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
A/Dトリガ選択レジスタ（ADTSR）は、ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による A/D変

換の開始要因を選択します。 
ADTSRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。ADTSRはリセット時、モジュールスト

ップモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモ
ード時に H'FCに初期化されます。 
 

ビット7～2：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット1、0：トリガセレクト（TRGS1、TRGS0） 

ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による A/D変換の開始要因を選択します。 
TRGS1、TRGS0の設定は、A/D変換停止中に行ってください。 

 
ビット 1 ビット 0 

TRGS1 TRGS0 

説   明 

0 ハードウェアトリガおよび外部トリガ入力による変換の開始を禁止（初期値） 0 

1 ハードウェアトリガ（ADTRG）による変換の開始を選択 

0 ハードウェアトリガ（DFG）による変換の開始を選択 1 

1 外部トリガ入力（ADTRG）による変換開始を選択 
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24.2.6 ポートモードレジスタ 0（PMR0） 
0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PMR04 PMR03 PMR02 PMR01 PMR00

0
R/W

PMR07

R/WR/WR/W

PMR06 PMR05
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ポートモードレジスタ 0（PMR0）は、ポート 0の各端子の機能の切り替えを制御します。 
切り替えはビット単位で指定します。 
PMR0は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット時、PMR0は H'00に初期化さ

れます。 
 

ビット7～0：P07/AN7～P00/AN0端子切り替え（PMR07～PMR00） 

P0n/ANn端子を P0n入力端子として使用するか、A/D変換器のアナログ入力チャネルの ANn端子
として使用するかを設定します。 
 
ビット n 

PMR0n 

説   明 

0 P0n/ANn端子は、P0n汎用入力端子として機能 （初期値） 

1 P0n/ANn端子は、ANnアナログ入力チャネルとして機能 

【注】 n＝7～0 
 

24.2.7 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

1

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

1

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

:

:

:  
 

MSTPCRは 8ビットのリード/ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制御
を行います。 

MSTP2ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で A//D変換器は動作を停止してモジ
ュールストップモードへ遷移します。詳細は、「4.5 モジュールストップモード」を参照してくださ
い。 

MSTPCRは、リセット時に H'FFFFに初期化されます。 
 

ビット2：モジュールストップ（MSTP2） 

A/D変換器のモジュールストップモードを設定します。 
 

MSTPCRL 

ビット 2 

MSTP2 

説   明 

0 A/D変換器のモジュールストップモード解除 

1 A/D変換器のモジュールストップモード設定 （初期値） 



24. A/D変換器 

Rev.2.00 2006.1.11   24-13 
RJJ09B0303-0200 

 

24.3 バスマスタとのインタフェース 
ADR、AHRは 16ビットレジスタで、バスマスタとの間のデータバスは 8ビット幅です。 
そのため、バスマスタからのアクセスは、上位バイトは直接行われますが、下位バイトは 8ビット

のテンポラリレジスタ（TEMP）を介して行われます。 
ADR、AHRからのデータのリードは次のように行われます。上位バイトのリードで上位バイトの

値は CPUへ、下位バイトの値は TEMPへ転送されます。次に下位バイトのリードで TEMPの内容が
CPUへ転送されます。 

ADR、AHRをリードする場合は、必ず、上位バイト、下位バイトの順で行ってください。また、
上位バイトのみのリードが可能ですが、下位バイトのみのリードでは内容が保証されませんので注意
してください。 

ADRのアクセス時のデータの流れを図 24.3に示します。AHRのアクセスデータの流れも同様で
す。 
 

バスマスタ
(H'AA)

ADRH
(H'AA)

ADRL
(H'40)

下位バイトのリード

バスマスタ
(H'40)

ADRH
(H'AA)

ADRL
(H'40)

TEMP
(H'40)

TEMP
(H'40)

モジュールデータバス

モジュールデータバス
バスインタ
フェース

バスインタ
フェース

上位バイトのリード

 
図 24.3 ADRのアクセス動作（H'AA40リード時） 
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24.4 動作説明 
A/D変換器は逐次比較方式で動作し、10ビットの変換結果が得られます。 

 

24.4.1 ソフトウェアトリガによる A/D変換 
ADCSRの SSTフラグを 1にセットすると、A/D変換を開始します。SSTフラグは、A/D変換中は

1を保持しており、変換が終了すると自動的に 0にクリアされます。ソフトウェアトリガにより変換
可能なアナログ入力端子は、AN0～ANBの 12チャネルで、ADCRの SCH3～SCH0ビットにより設定
します。また、AN8～ANB端子は、ハードウェアトリガあるいは外部トリガ入力による変換にも使
用できます。 
変換が終了すると、ADCSRの SENDフラグが 1にセットされます。このとき、ADCSRの ADIE

ビットが 1にセットされていると、A/D変換終了割り込みが発生します。 
A/D変換中に、ADCRにより、変換スピードや入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避

けるために、SSTフラグを 0にクリアして、A/D変換を強制終了させてから行ってください。 
ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換実行中に、ソフトウェアトリガによる変換を

開始しようとすると、ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換が優先されるので、ソフ
トウェアによる変換は実行されません。このとき、ADCSRの BUSYフラグが 1にセットされます。
BUSYフラグは、AHRをリードするとクリアされます。また、ソフトウェアトリガによる変換実行
中に、ハードウェアトリガあるいは外部トリガ入力による変換が開始されると、ソフトウェアトリガ
による変換はただちにキャンセルされ、SSTフラグは 0にクリアされます。同時に、ADCSRの SCNL
フラグが 1にセットされます。SCNLフラグは、ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変
換終了後、ソフトウェアトリガによる変換開始を行うとクリアされます。 
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24.4.2 ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による A/D変換 
ハードウェアトリガ（内部信号：ADTRG、DFG）および外部トリガ入力（ADTRG）により、決ま

ったタイミングで A/D変換を開始できまるハードウェアトリガ機能を内蔵しています。この機能を用
いて、外部信号に同期して変化するアナログ信号を一定のタイミングで測定できます。 
ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による場合は、ADTSRの TRGS1、TRGS0ビットで、

変換開始要因を選択してください。選択されたトリガが発生すると、ADCSRの HSTフラグが 1にセ
ットされ、A/D変換を開始します。HSTフラグは、A/D変換中は 1を保持しており、変換が終了する
と自動的に 0にクリアされます。ハードウェアトリガによる変換開始のうち、HSWタイミング生成
回路による ADTRGの開始は「26.4 HSWタイミング生成回路」を参照してください。ハードウェア
トリガまたは外部トリガ入力により変換可能なアナログ入力端子は、AN8～ANBの 4チャネルで、
ADCRの HCH1、HCH0ビットにより設定します。また、AN8～ANB端子はソフトウェアトリガによ
る変換にも使用できます。 
変換が終了すると、ADCSRの HENDフラグが 1にセットされます。このとき、ADCSRの ADIE

ビットが 1にセットされていると、A/D変換終了割り込みが発生します。 
A/D変換中に、ADCRにより、変換スピードや入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避

けるために、HSTフラグを 0にクリアして、A/D変換を強制終了させてから行ってください。 
ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換実行中に、ソフトウェアトリガによる変換を

開始しようとすると、ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換が優先されるので、ソフ
トウェアによる変換は実行されません。このとき、ADCSRの BUSYフラグが 1にセットされます。
BUSYフラグは、AHRをリードするとクリアされます。 
また、ソフトウェアトリガによる変換実行中に、ハードウェアトリガあるいは外部トリガ入力によ

る変換が開始されると、ソフトウェアトリガによる変換はただちにキャンセルされ、SSTフラグは 0
にクリアされます。同時に、ADCSRの SCNLフラグが 1にセットされます（SCNLフラグは、ハー
ドウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換終了後、ソフトウェアトリガによる変換開始を行う
とクリアされます。）アナログ入力チャネルは、ソフトウェアトリガによる変換中のチャネル（SCH3
～SCH0ビットによる選択）からハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換チャネル
（HCH1、HCH0ビットによる選択）に自動的に切り替わります。ハードウェアトリガまたは外部ト
リガ入力による変換終了後は、元のチャネル（SCH3～SCH0ビットによる選択）に戻ります。 
ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変換は、ソフトウェアトリガによる変換より優先

されるため、A/D変換終了割り込み処理ルーチンでは、BUSYフラグと SCNLフラグとを確認しなが
ら、データ処理を行ってください。 
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24.5 割り込み要因 
A/D変換終了時、ADCSRの SENDフラグまたは HENDフラグが 1にセットされます。A/D変換終

了割り込み（ADI）の発生は、ADCSRの ADIEビットにより、許可/禁止を指定できます。 
A/D変換終了割り込みのブロック図を図 24.4に示します。 

 

A/D変換終了割り込み
(ADI)

割り込みコントローラへ

A/Dコントロール/ステータスレジスタ(ADCSR)

SEND HEND ADIE

 
図 24.4 A/D変換終了割り込みブロック図 
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25. アドレストラップコントローラ（ATC） 

25.1 概要 
アドレストラップコントローラ（ATC）は、トラップするアドレスを設定することにより、バスサ

イクル中に設定したアドレスが出現すると、割り込みを発生することができます。 
 

25.1.1 特長 
トラップするアドレスは、3ヶ所独立に設定可能。 

 

25.1.2 ブロック図 
アドレストラップコントローラのブロック図を図 25.1に示します。 

 

ATCR
TAR0～2

：アドレストラップコントロールレジスタ
：トラップアドレスレジスタ0～2

割り込み要求

モジュールバス

内
　
部
　
バ
　
ス

ATCR TAR0 TAR1 TAR2

トラップ条件コンパレータ

バスインタ
フェース

 
図 25.1 ATCのブロック図 
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25.1.3 レジスタ構成 

表 25.1 レジスタ一覧表 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

アドレストラップコントロールレジスタ ATCR R/W H'F8 H'FFB9 

トラップアドレスレジスタ 0 TAR0 R/W H'F00000 H'FFB0～H'FFB2 

トラップアドレスレジスタ 1 TAR1 R/W H'F00000 H'FFB3～H'FFB5 

トラップアドレスレジスタ 2 TAR2 R/W H'F00000 H'FFB6～H'FFB8 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

25.2 レジスタの説明 

25.2.1 アドレストラップコントロールレジスタ（ATCR） 
0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

―�

�

―�

1

4

―�

�

―�

1

5

―�

�

―�

1

6

―�

�

―�

1

7

―�

�

―� R/W

TRC2 TRC1 TRC0

1

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 

ビット7～3：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット2：トラップコントロール2（TRC2） 

アドレストラップ機能 2の動作 ON/OFFを設定します。 
 
ビット 2 

TRC2 

説   明 

0 アドレストラップ機能 2は動作禁止 （初期値） 

1 アドレストラップ機能 2の動作を許可します 

 

ビット1：トラップコントロール1（TRC1） 

アドレストラップ機能 1の動作 ON/OFFを設定します。 
 
ビット 1 

TRC1 

説   明 

0 アドレストラップ機能 1は動作禁止 （初期値） 

1 アドレストラップ機能 1の動作を許可します 
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ビット0：トラップコントロール0（TRC0） 

アドレストラップ機能 0の動作 ON/OFFを設定します。 
 
ビット 0 

TRC0 

説   明 

0 アドレストラップ機能 0は動作禁止 （初期値） 

1 アドレストラップ機能 0の動作を許可します 

 

25.2.2 トラップアドレスレジスタ 2～0（TAR2～TAR0） 
0
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R/W R/W
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R/W R/W

A4 A3

ビット
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R/W

0

:

:

:

:

:

:

:

:

:  
 

TARは、8ビットのリード/ライト可能な 3本のレジスタ（TARnA、B、C）で構成されています（n
＝2～0）。 

TARは、トラップするアドレスを設定します。また TAR2～TAR0は同一の機能です。 
TARはリセット時に H'00に初期化されます。 

 
TARAビット 7～0：アドレス 23～16（A23～A16） 
TARBビット 7～0：アドレス 15～8（A15～A8） 
TARCビット 7～0：アドレス 7～1（A7～A1） 

 
本レジスタに設置された値と内部アドレスバスの A23～A1が比較され、一致した場合割り込みを

発生します。 
トラップするアドレスは、命令の第一バイトが存在するアドレスに設定してください。その他のア

ドレスでは、条件成立とみなされない場合があります。 
なお、本レジスタのビット 0は 0固定です。トラップされるアドレスは、偶数アドレスとなります。 
比較されるアドレス範囲は、H'000000～H'FFFFFEとなります。 
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25.3 使用上の注意 
アドレストラップ割り込みは、トラップアドレスをプリフェッチしてから 2ステート後に発生しま

す。トラップアドレス設定直前の命令の組み合わせによっては、トラップする命令を実行してからト
ラップ割り込みが発生する場合があります。 
またトラップする命令が分岐命令や条件分岐命令の直後の場合、条件成立または不成立で動作が異

なったり、スタックされるアドレスが分岐先になったりすることがあります。図 25.2～図 25.22に具
体的な動作例を示します。 
次の命令のプリフェッチが命令実行サイクル中どこで行われるかは、本マニュアル「付録 A.5 命

令実行中のバス状態」または「H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフトウェアマニュアル」
「2.7 命令実行中のバス状態」を参照してください。（R:W NEXTが次命令のプリフェッチに当たり
ます。） 
 

25.3.1 基本動作 
トラップアドレスがプリフェッチされてから 2ステート目に実行中の命令が実行終了後、アドレス

トラップ割り込み例外処理が開始されます。 
 
（1） トラップアドレスの直前の命令が実行サイクル3ステート以上の命令で、かつ次命令のプリ

フェッチが後ろ2ステート以前のステートで行われる場合を図25.2に示します。スタックされ
るアドレスは0260番地です。 

 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

MOV�
実行�

MOV
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP�
命令�
プリ�
フェッチ�

内部�
動作�

データ�
リード�例外処理開始�

直前の命令→�
アドレス�

025E    MOV.B  @ER3+,R2L
0260    NOP

(ER3 = H'0000)

0262    NOP
0264    NOP025E 0260 0000 0262

�

*

*:�トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタックされるアドレス�

【注】　図中のNOP命令は、実行サイクル1ステート命令の代表として使用していますが、�
　　　　他の実行サイクルが1ステートの命令でも同様です。（EX  MOV.B   Rs,Rd）

 
図 25.2 基本動作（1） 
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（2） トラップアドレスの直前の命令が実行サイクル2ステート以上の命令で、かつ次命令のプリ
フェッチが後ろから2ステート目で行われる場合を図25.3に示します。スタックされるアドレ
スは0268番地です。 

 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

MOV�
実行�

NOP�
実行�

MOV�
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP�
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP�
命令�
プリ�
フェッチ�

データ�
リード� 例外処理開始�

直前の命令→�
アドレス�

0266    MOV.B  R2L,  @0000
0268    NOP
026A    NOP
026C    NOP

�

*

0266 026A0268 0000 026C

* �トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタックされるアドレス�

 
図 25.3 基本動作（2） 

 
（3） トラップアドレスの直前の命令が1ステート命令または2ステート以上の命令で命令の最後

のステートでプリフェッチを行う場合を図25.4に示します。スタックされるアドレスは025C
番地です。 

 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

NOP�
実行�

NOP�
実行�

NOP�
実行�

NOP�
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

例外処理開始�

直前の命令→�
アドレス�

0256    NOP
0258    NOP
025A    NOP
025C    NOP
025E    NOP

�

*

0256 025C0258 025A 025E

* �トラップアドレス�
�下線部は実際にスタックされるアドレス�

 
図 25.4 基本動作（3） 
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25.3.2 イネーブル 
アドレストラップ機能は、アドレストラップコントロールレジスタ（ATCR）のイネーブルビット

を 1にセットした後、1命令実行後に有効になります。 
 

 029C    BSET  #0,  @TRCR
*029E    MOV.W  R0,  R1
 02A0    MOV.B  R1L,  R3H
 02A2    NOP
 02A4    CMP.W  R0,  R1
 02A6    NOP

* トラップ設定アドレス�

MOV命令実行後、アドレストラップ割り込みは�
発生せず、次命令を実行します。�

 
図 25.5 イネーブル 

 

25.3.3 Bcc命令 

(1) Bcc命令で条件成立時（8ビットディスプレースメント） 

トラップアドレスが Bcc命令の次の命令で、かつ Bcc命令で条件が成立して分岐する場合は、分岐
先命令の実行後アドレストラップ割り込みに移ります。スタックされるアドレスは 02A8番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

BEQ�
実行�

CMP�
実行�

BEQ
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

CMP
命令�
プリ�
フェッチ�

例外処理開始�

�

029C 02A8029E 02A6 02AA

029C    BEQ  NEXT:8
029E    NOP
02A0    NOP
02A2    NOP
02A4    NOP
02A6    CMP.W  R0,  R1
02A8    NOP

(NEXT = H'02A6)

*

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタックされるアドレス�

 
図 25.6 Bcc命令で条件成立時（8ビットディスプレースメント） 
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(2) Bcc命令で条件不成立時（8ビットディスプレースメント） 

トラップアドレスが Bcc命令の次の命令で、かつ Bcc命令で条件が不成立で分岐しない場合は、ト
ラップアドレスの命令を実行し、次の命令のプリフェッチ後、アドレストラップ割り込みに移ります。
スタックされるアドレスは 02A2番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

BEQ�
実行�

NOP�
実行�

BEQ
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

CMP
命令�
プリ�
フェッチ� 例外処理開始�

�

029E 02A202A0 02A8 02A4

029E    BEQ  NEXT:8
02A0    NOP
02A2    NOP
02A4    NOP
02A6    NOP
02A8    CMP.W  R0,  R1
02AA    NOP

(NEXT = H'02A8)

*

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタックされるアドレス�

NEXT：�

 
図 25.7 Bcc命令で条件不成立時（8ビットディスプレースメント） 

 

(3) Bcc命令で条件不成立時（16ビットディスプレースメント） 

トラップアドレスが Bcc命令の次の命令で、かつ Bcc命令で条件が不成立で分岐しない場合は、ト
ラップアドレスの命令を実行後（トラップアドレスの命令が 2ステート以上の場合。命令が 1ステー
トの場合は 2命令実行後。）、アドレストラップ割り込みに移ります。スタックされるアドレスは
02C0番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

BEQ実行� NOP�
実行�

NOP�
実行�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

BEQ
命令�
プリ�
フェッチ�

データ�
フェッチ� 例外処理開始�

�

02B8 02C002BC 02BE 02C202BA

02B8    BEQ  NEXT:16
02BC    NOP
02BE    NOP
02C0    NOP
02C2    NOP
02C4    NOP

(NEXT = H'02C4)

*

内部�
動作�

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

NEXT：�

 
図 25.8 Bcc命令で条件不成立時（16ビットディスプレースメント） 
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(4) Bcc命令で条件不成立時（分岐先にトラップアドレス） 

トラップアドレスが Bcc命令の分岐先で、かつ Bcc命令で条件が不成立で分岐しない場合は、次の
命令実行後（次の命令が 2ステート以上の場合。次の命令が 1ステートの場合は 2命令実行後。）、
アドレストラップ割り込みに移ります。スタックされるアドレスは 0262番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

BEQ
実行�

NOP�
実行�

NOP�
実行�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

BEQ
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

CMP
命令�
プリ�
フェッチ� 例外処理開始�

�

025C 02620266025E 0260 0264

025C    BEQ  NEXT:8
025E    NOP
0260    NOP
0262    NOP
0264    NOP
0266    CMP.W  R0,  R1
0268    NOP

(NEXT = H'0266)

*

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

NEXT：�

 
図 25.9 Bcc命令で条件不成立時（分岐先にトラップアドレス） 

 

25.3.4 BSR命令 

(1) BSR命令（8ビットディスプレースメント） 

トラップアドレスが BSR命令の次の命令で、かつアドレッシングモードが 8ビットディスプレー
スメントの場合は、分岐先命令のプリフェッチ後アドレストラップ割り込みに移ります。スタックさ
れるアドレスは 02C2番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

BSR実行�

スタック退避�

BSR
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

MOV
命令�
プリ�
フェッチ� 例外処理開始�

0294 SP-402C20296 SP-2 02C4

0294    BSR  @ER0
0296    NOP
0298    NOP

02C2    MOV.W  R4,  @OUT
02C4    NOP

　:            :

(@ER0 = H'02C2)

*

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

 
 

25.10 BSR命令（8ビットディスプレースメント） 
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25.3.5 JSR命令 

(1) JSR命令（レジスタ間接） 

トラップアドレスが JSR命令の次の命令で、かつアドレッシングモードがレジスタ間接の場合は、
分岐先命令のプリフェッチ後アドレストラップ割り込みに移ります。スタックされるアドレスは
02C8番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

JSR実行�

スタック退避�

JSR
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

MOV
命令�
プリ�
フェッチ� 例外処理開始�

029A SP-402C8029C SP-2 02CA

029A    JSR  @ER0
029C    NOP
029E    NOP

02C8    MOV.W  R4,  @OUT
02CE    NOP

　:            :

(@ER0 = H'02C8)

*

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

 
図 25.11 JSR命令（レジスタ間接） 

 

(2) JSR命令（メモリ間接） 

トラップアドレスが JSR命令の次の命令で、かつアドレッシングモードがメモリ間接の場合は、分
岐先命令のプリフェッチ後アドレストラップ割り込みに移ります。スタックされるアドレスは 02EA
番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

JSR実行�

スタック退避�

JSR
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�例外処理開始�

�

0294 SP-2 SP-4 02EA006C0296 006E 02EC

0294    JSR  @@H'6C:8
0296    NOP
0298    NOP

02EA    NOP
02EC    NOP

　:            :

006C    H'02EA
　:            :

*

データフェッチ�

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

�

 
図 25.12 JSR命令（メモリ間接） 
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25.3.6 JMP命令 

(1) JMP命令（レジスタ間接） 

トラップアドレスが JMP命令の次の命令で、かつアドレッシングモードがレジスタ間接の場合は、
分岐先命令の実行後アドレストラップ割り込みに移ります。スタックされるアドレスは 02AA番地で
す。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

JMP
実行�

MOV.L
実行�

データフェッチ�

JMP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

MOV
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ� 例外処理開始�

�

029A 02A8 02AA02A4029C 02A6 02AC

029A    JMP  @ER0
029C    NOP
029E    NOP
02A0    NOP
02A2    NOP
02A4    MOV.L  #DATA,  ER1
02AA    NOP

(@ER0 = H'02A4)

*

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

 
図 25.13 JMP命令（レジスタ間接） 

 

(2) JMP命令（メモリ間接） 

トラップアドレスが JMP命令の次の命令で、かつアドレッシングモードがメモリ間接の場合は、
分岐先命令のプリフェッチ後アドレストラップ割り込みに移ります。スタックされるアドレスは
02E4番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

JMP実行�

JMP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�例外処理開始�

�

0294 006C 02E4006C0296 006E 02E6

0294    JMP  @@H'6C:8
0296    NOP
0298    NOP

02E4    NOP
02E6    NOP

　:            :

006C    H'02E4
　:            :

*

データフェッチ�
内部�
動作�

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

 
図 25.14 JMP命令（メモリ間接） 
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25.3.7 RTS命令 
トラップアドレスが RTS命令の次の命令の場合は、CCR、PCをスタックからリード、リターン先

命令のプリフェッチ後、アドレストラップ割り込みに移ります。スタックされるアドレスは 0298番
地です。 
 

φ�

アドレスバス�

ブレーク�
要求信号�

RTS実行�

RTS
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�例外処理開始�

�

02AC SP 0298SP02AE SP+2 029A

内部�
動作�

スタック退避�

0296    BSR  SUB
0298    NOP
029A    NOP

02AC    RTS

(@ER0 = H'02C8)

02AE    NOP*

　:            :

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

 
図 25.15 RTS命令 

 

25.3.8 SLEEP命令 

(1) SLEEP命令 1 

トラップアドレスが SLEEP命令であり、SLEEP命令の直前の命令の実行サイクルが 2ステート以
上でプリフェッチを最後のステートで行わないとき、SLEEP命令は実行されず、スリープモードにな
らずにアドレストラップ割り込み処理へ移ります。スタックされるアドレスは 0274番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

MOV
命令�
プリ�
フェッチ�

SLEEP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ� 例外処理開始�

�

0272 FFF90274 SP-4SP-20276

0272    MOV.B  R2L,  @FFF8
0274    SLEEP
0276    NOP
0278    NOP
　:            :

*

データ�
ライト�

MOV�
実行�

SLEEP�
キャンセル�

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

 
図 25.16 SLEEP命令（1） 
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(2) SLEEP命令 2 

トラップアドレスが SLEEP命令であり、SLEEP命令の直前の命令の実行サイクルが 1ステート命
令または 2ステート以上の命令で命令の最後のステートでプリフェッチを行う場合、SLEEP命令実行
後スリープモードに入るが、アドレストラップ割り込みによってスリープモードが解除され、例外処
理に移ります。スタックされるアドレスは 0264番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

SLEEP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

例外処理開始�

�

0260 0262 SP-2 SP-40264

0260    NOP
0262    SLEEP
0264    NOP
0266    NOP
　:            :

*

NOP�
実行�

SLEEP�
  実行�

スリープモード�

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

 
図 25.17 SLEEP命令（2） 

 

(3) SLEEP命令 3 

トラップアドレスが SLEEP命令の次の命令の場合は、SLEEP命令実行後スリープモードに入りま
すが、アドレストラップ割り込みによってスリープモードが解除され、例外処理に移ります。スタッ
クされるアドレスは 0282番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

SLEEP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP�
命令�
プリ�
フェッチ�

例外処理開始�

�

0280 SP-2 SP-40282

027E    NOP
0280    SLEEP
0282    NOP
0284    NOP
　:            :

*

SLEEP�
  実行�

スリープモード�

* トラップ設定アドレス�
�下線部は実際にスタック
されるアドレス�

 
図 25.18 SLEEP命令（3） 
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(4) SLEEP命令 4（スタンバイまたはウォッチモード設定） 

トラップアドレスが SLEEP命令であり、SLEEP命令の直前の命令が 1ステート命令または 2ステ
ート以上の命令で命令の最後のステートでプリフェッチを行う場合、SLEEP命令実行後スタンバイ
（ウォッチ）モードに入ります。その後、NMI割り込みによってスタンバイ（ウォッチ）モードを解
除すると、CCR、PC（0266番地）のスタック退避、ベクタ読み込みを経て、NMI割り込みに移りま
す。しかし、NMI割り込み処理の実行開始前にアドレストラップ割り込みが入ると、アドレストラッ
プ例外処理に移ります。スタックされるアドレスは NMI割り込み処理先頭番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

SLEEP
命令�
プリ�
フェッチ�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

アドレストラップ�
割込み�

�

0262 0264 0266 SP-2SPCASP-2

0262    NOP
0264    SLEEP
0266    NOP

* トラップ設定アドレス�

*

SLEEP�
  実行�

NMI割込み�

スタンバイ�
　モード�

 
図 25.19 SLEEP命令（4）（スタンバイまたはウォッチモード設定） 

 

(5) SLEEP命令 5（スタンバイまたはウォッチモード設定） 

トラップアドレスが SLEEP命令の次の命令の場合、SLEEP命令実行後スタンバイ（ウォッチ）モ
ードに入ります。その後、NMI割り込みによってスタンバイ（ウォッチ）モードを解除すると、CCR、
PC（0266番地）のスタック退避、ベクタ読み込みを経て、NMI割り込みに移ります。しかし、NMI
割り込み処理の実行開始前にアドレストラップ割り込みが入ると、アドレストラップ例外処理に移り
ます。スタックされるアドレスは NMI割り込み処理先頭番地です。 
 

φ�

アドレスバス�

割り込み�
要求信号�

NOP
命令�
プリ�
フェッチ�

SLEEP
命令�
プリ�
フェッチ�

アドレストラップ�
割込み�

�

0280 0282 0284 SP-2SPCASP-2

0280    NOP
0282    SLEEP
0284    NOP

* トラップ設定アドレス�

*

NMI割込み�

SLEEP�
  実行�

スタンバイ�
　モード�

 
図 25.20 SLEEP命令（5）（スタンバイまたはウォッチモード設定） 
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25.3.9 割り込みの競合 

(1) 一般割り込み（NMI以外の割り込み） 

一般割り込みの割り込み要求に対し、ATCの割り込み要求が（1）の（A）の期間のタイミングで
入るとき、ATC割り込み処理が優先されるため、見かけ上通常よりも早いタイミングで割り込みが
入ります（一般割り込みと同時の場合は影響なし）。スタックされるアドレスは 029E番地です。 
比較として、一般割り込み要求が無い場合にトラップアドレスを 02A0番地に設定した場合を（2）

に示します。スタックされるアドレスは、02A4番地です。 
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図 25.21 割り込みの競合（一般割り込み） 
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(2) NMIの場合 

ATCの割り込み要求に対し、NMIの割り込み要求が（1）の（A）の期間のタイミングで入るとき、
NMI割り込み処理が優先されるため、見かけ上通常よりも早いタイミング NMIで割り込みが入りま
す。NMI割り込み処理の先頭番地の命令をフェッチ後、ATC割り込み処理が開始されます。スタッ
クされるアドレスは NMIが 02E0、ATCが 340番地です。 

NMIの割り込み要求に対し、ATCの割り込み要求が（2）の（B）のタイミングで入るとき、NMI
割り込み処理の先頭番地の命令をフェッチ後、ATC割り込み処理が開始されます。スタックされる
アドレスは NMIが 02E6、ATCが 0340番地です。 
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図 25.22 割り込みの競合（NMIの場合） 
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26. サーボ回路 

26.1 概要 

26.1.1 機能 
本 LSIは VTRサーボ回路を内蔵しています。 
サーボ回路の機能は、表 26.1のとおり 4つに分けることができます。 

表 26.1 サーボ回路の機能 
区 分 機 能 説 明 

CTL入出力アンプ ゲイン可変入力アンプ 
書き換えモード付き出力アンプ 

CFGDuty補正入力 Duty精度 50±2％ 
（ゼロクロスタイプコンパレータ） 

DFG、DPG分離/重畳入力 重畳入力可能：三値入力方式、DFGノイズマスク機能 

基準信号生成回路 V補完、フィールド検出、外部信号同期、REC時 V同
期、REF30信号外部出力 

HSWタイミング生成回路 ヘッドスイッチ切り替え信号、FIFO20段 
DFGカウンタ・ソフトリセット対応 

4ヘッド特殊再生用 
高速切り替え回路 

クロマロータリー/ヘッドアンプ切り替え出力 

12ビット PWM 搬送波周波数の高速化 

分周回路 CFGマスク付き、位相用 CFG、CTLマスク無し 

入力、出力回路 

同期検出回路 ノイズカウント、フィールド判別、Hsync補完、Hsync
検出ノイズマスク 

ドラム速度誤差検出回路 ロック検出機能、カウンタオーバフロー時停止、誤差
ラッチレジスタ R/W可能、リミッタ機能 

ドラム位相誤差検出回路 ラッチ信号選択可能、誤差ラッチレジスタ R/W可能 

キャプスタン速度誤差検出回路 ロック検出機能、カウンタオーバフロー時停止、誤差
ラッチレジスタ R/W可能、リミッタ機能 

キャプスタン位相誤差検出回路 誤差ラッチレジスタ R/W可能 

誤差検出回路 

X値補正/トラッキング補正回路 （単独設定可能） 

位相補償、 
ゲイン補正 

デジタルフィルタ演算回路 ハードウェアにより自動演算を行う 
出力ゲインの可変化×2～×64（但し 2のベキ乗） 
（Z－1への部分書き込み（上位 8ビット）可能） 

付加 V信号回路 特殊再生時有効 その他 

CTL回路 デューティ判別回路、CTLヘッド R/W制御、ワイド
アスペクト対応 
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26.1.2 ブロック図 
サーボブロック図を図 26.1に示します。 
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図 26.1 サーボブロック図 
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26.2 サーボポート 

26.2.1 概要 
本 LSIは、サーボモジュール専用の端子を 17本、汎用ポートとの兼用端子を 29本備えています。

また、CTL信号増幅用の入力アンプ、CTL出力アンプ、CTLシュミットコンパレータ、および CFG
ゼロクロスタイプコンパレータを内蔵しています。CTL入力アンプはソフトウェアによりゲインの調
整が可能です。ドラム制御系信号のDFGおよびDPG信号は、分離入力と重畳入力の選択が可能です。 

SV1、SV2端子でサーボ部の内部信号をモニタ出力することが可能です。モニタ出力する信号は 8
種類の信号を選択できます。「26.2.5（2）サーボモニタコントロールレジスタ（SVMCR）」を参照
してください。 
 

26.2.2 ブロック図 

(1) DFG、DPG入力回路 

DFG、DPG入力端子はシュミット回路を内蔵しています。図 26.2に DFG、DPGの入力回路を示
します。 
 

DPG SW
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DPG

DFG

DPG

DPG SW
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図 26.2 DFG、DPG入力回路 
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(2) CFG入力回路 

CFG入力端子はアンプおよびゼロクロスタイプコンパレータを内蔵しています。図 26.3に CFGの
入力回路を示します。 
 

+

-

+

-

+

-

CFGCOMP

CFGCOMP

P250

REF

M250
S

R

F
/F O

stp

VREF

VREF

CFG

B
IA

S

CFG
RES+ModuleSTOP

 
図 26.3 CFG入力回路 
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(3) CTL入力回路 

CTL入力端子はアンプ回路を内蔵しています。図 26.4に CTLの入力回路を示します。 
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図 26.4 CTL入力回路 
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26.2.3 端子構成 
サーボ部の端子構成を表 26.2に示します。ただし、P30、P31、P6n、P7n、P81～P87は汎用ポート

です。P3、P6、P7、P8については「第 10章 I/Oポート」を参照してください。 

表 26.2 端子構成 
名 称 略 称 入出力 機 能 

サーボ VCC端子 SVCC 入力 サーボ部電源端子 

サーボ VSS端子 SVSS 入力 サーボ部電源端子 

オーディオヘッド切り替え端子 Audio FF 出力 オーディオヘッドの切り替え信号出力 

ビデオヘッド切り替え端子 Video FF 出力 ビデオヘッドの切り替え信号出力 

キャプスタンミックス端子 CAPPWM 出力 12ビット PWM方形波出力 

ドラムミックス端子 DRMPWM 出力 12ビット PWM方形波出力 

付加 Vパルス端子 Vpulse 出力 付加 V信号出力 

カラーロータリー信号出力端子 P83/C.Rotary 入出力/出力 汎用ポート/色信号処理制御信号出力 

ヘッドアンプスイッチ端子 P84/H.Amp SW 入出力/出力 汎用ポート/プリアンプ出力選択信号出力 

コンペア信号入力端子 P85/COMP 入出力/入力 汎用ポート/プリアンプ出力結果信号入力 

CTL（＋）入出力端子 CTL（＋） 入出力 CTL信号入出力 

CTL（－）入出力端子 CTL（－） 入出力 CTL信号入出力 

CTL Bias入力端子 CTLBias 入力 CTL 1次アンプバイアス供給 

CTL Amp（O）出力端子 CTLAMP（O） 出力 CTLアンプ出力 

CTL SMT（i）入力端子 CTLSMT（i） 入力 CTLシュミットアンプ入力 

CTL FB入力端子 CTLFB 入力 CTLアンプ高域特性制御 

CTL REF出力端子 CTLREF 出力 CTLアンプリファレンス電圧出力 

キャプスタン FGアンプ入力端子 CFG 入力 CFG信号アンプ入力 

ドラム FG入力端子 DFG 入力 DFG信号入力 

ドラム PG入力端子 P87/DPG 入出力/入力 汎用ポート/DPG信号入力 

外部 CTL信号入力端子 P82/EXCTL 入出力/入力 汎用ポート/外部 CTL信号入力 

複合同期信号入力端子 Csync 入力 複合同期信号入力 

外部基準信号入力端子 P86/EXTTRG 入出力/入力 汎用ポート/外部基準信号入力 

外部キャプスタン信号入力端子 P81/EXCAP 入出力/入力 汎用ポート/外部キャプスタン信号入力 

サーボモニタ信号出力端子 1 P30/SV1 入出力/出力 汎用ポート/サーボモニタ信号出力 

サーボモニタ信号出力端子 2 P31/SV2 入出力/出力 汎用ポート/サーボモニタ信号出力 

PPG出力端子 P7n/PPGn 入出力/出力 汎用ポート/PPG出力 

RTP出力端子 P6n/RPn、 
P7n/RPn 

入出力/出力 汎用ポート/RTP出力 
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26.2.4 レジスタ構成 
サーボポート部のレジスタ構成を表 26.3に示します。 

表 26.3 レジスタ構成 
名 称 略 称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

サーボポートモードレジスタ SPMR R/W バイト H'5F H'D0A0 

サーボモニタコントロールレジスタ SVMCR R/W バイト H'C0 H'D0A3 

CTLゲインコントロールレジスタ CTLGR R/W バイト H'C0 H'D0A4 

 

26.2.5 レジスタの説明 

(1) サーボポートモードレジスタ（SPMR） 

0
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CFG入力方式の切り替えを行うレジスタです。 
SPMRは 8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット、スタンバイ時、H'5Fに初期化

されます。 
 

ビット7：CTLSTOPビット（CTLSTOP） 

CTL回路を動作させるか、停止させるかを制御します。 
 
ビット 7 

CTLSTOP 

説   明 

0 CTL回路が動作します （初期値） 

1 CTL回路の動作を停止します 

 

ビット6：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット5：CFG入力方式切り替えビット（CFGCOMP） 

CFG入力信号方式をゼロクロスタイプコンパレータ方式とするか、デジタル信号入力方式とする
かを選択します。 
 
ビット 5 

CFGCOMP 

説   明 

0 CFG信号入力方式をゼロクロスタイプコンパレータ方式とします （初期値） 

1 CFG信号入力をデジタル信号入力方式とします 

 

ビット4～0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 



26. サーボ回路 

Rev.2.00 2006.1.11   26-8 
RJJ09B0303-0200 

 

(2) サーボモニタコントロールレジスタ（SVMCR） 
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P30/SV1端子を SV1モニタ出力端子、または P31/SV2端子を SV2モニタ出力端子として使用した

とき、SV1、SV2端子に出力するモニタ信号を選択します。 
SVMCRは 8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット、スタンバイ時、H'C0に初期

化されます。 
 

ビット7、6：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット5～3：SV2端子サーボモニタ出力コントロールビット（SVMCR5～SVMCR3） 

SV2端子に出力するサーボモニタ信号を選択します。 
 
ビット 5 ビット 4 ビット 3 

SVMCR5 SVMCR4 SVMCR3 

説   明 

0 SV2出力端子に REF30信号を出力 （初期値） 0 

1 SV2出力端子に CAPREF30信号を出力 

0 SV2出力端子に CREF信号を出力 

0 

1 

1 SV2出力端子に CTLMONI信号を出力 

0 SV2出力端子に DVCFG信号を出力 0 

1 SV2出力端子に CFG信号を出力 

0 SV2出力端子に DFG信号を出力 

1 

1 

1 SV2出力端子に DPG信号を出力 

 

ビット2～0：SV1端子サーボモニタ出力コントロールビット（SVMCR2～SVMCR0） 

SV1端子に出力するサーボモニタ信号を選択します。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 

SVMCR2 SVMCR1 SVMCR0 

説   明 

0 SV1出力端子に REF30信号を出力 （初期値） 0 

1 SV1出力端子に CAPREF30信号を出力 

0 SV1出力端子に CREF信号を出力 

0 

1 

1 SV1出力端子に CTLMONI信号を出力 

0 SV1出力端子に DVCFG信号を出力 0 

1 SV1出力端子に CFG信号を出力 

0 SV1出力端子に DFG信号を出力 

1 

1 

1 SV1出力端子に DPG信号を出力 
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(3) CTLゲインコントロールレジスタ（CTLGR） 

0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

56

―�

�

―�

7

―�

�

―�

CTLFB CTLGR3 CTLGR2 CTLGR1 CTLGR0
ビット

初期値
R/W

11
R/WR/WR/W

0

CTLE/A

R/W R/WR/W

:

:
:  

 
CTLアンプ回路にある CTLFBスイッチの ON/OFFと、CTLアンプゲインを設定します。 
CTLGRは 8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット、スタンバイ時、H'C0に初期

化されます。 
 

ビット7、6：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット5：CTL選択ビット（CTLE/A） 

CTL回路に供給する CTLP信号にアンプ出力を使用するか EXCTLを使用するか制御します。 
 
ビット 5 

CTLE/A 

説   明 

0 AMP出力 （初期値） 

1 EXCTL 

 

ビット4：CTLアンプのフィードバック部SWビット（CTLFB） 

フィードバック部の SWを ON/OFFすることで、ゲインの調整ができます。 
「図 26.4 CTL入力回路」を参照してください。 

 
ビット 4 

CTLFB 

説   明 

0 CTLFB SWを OFF （初期値） 

1 CTLFB SWを ON 
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ビット3～0：CTLアンプゲイン設定ビット（CTLGR3～CTLGR0） 

CTLアンプの出力ゲインを設定します。 
 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

CTLGR3 CTLGR2 CTLGR1 CTLGR0 

CTL出力ゲイン 

0 34.0 dB （初期値） 0 

1 36.5 dB 

0 39.0 dB 

0 

1 

1 41.5 dB 

0 44.0 dB 0 

1 46.5 dB 

0 49.0 dB 

0 

1 

1 

1 51.5 dB 

0 54.0 dB 0 

1 56.5 dB 

0 59.0 dB 

0 

1 

1 61.5 dB 

0 64.0 dB 0 

1 66.5 dB* 

0 69.0 dB* 

1 

1 

1 

1 71.5 dB* 

【注】 * 65.0dB以上の設定では、CTLAMPは非常に敏感な状態になります。コントロールヘッド信号入力周

辺のノイズ対応をセット基板上で考慮してください。また、CTLAMP、CTLSMT間のフィルタ設定

については十分な検討をお願いします。 
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26.2.6 DFG/DPG入力信号 
DFG、DPG信号は、分離入力または重畳入力が可能です。重畳入力を選択（PMR87＝1）した場合、

DFG、DPGの入力レベルに注意が必要です。図 26.5に DFG/DPG入力信号を示します。 
 

DPG
DPGシュミットレベル

3.45/3.55
VIL/VIH

DFGシュミットレベル
1.85/1.95

VIL/VIH

DFG

（1）DPG/DFG 分離入力(PMR87=0)

DPGシュミットレベル
DFG/DPG

（2）DPG/DFG 重畳入力(PMR87=1)

DFGシュミットレベル

 
図 26.5 DFG/DPG入力信号 

 

26.3 基準信号生成回路 

26.3.1 概要 
基準信号生成回路は、REF30信号生成回路、CREF信号生成回路で構成され、位相比較などに用い

る基準信号（REF30信号および CREF信号）を生成します。REF30信号は、ドラムおよびキャプスタ
ンの位相制御に用います。RECモード時にキャプスタン位相制御用の基準信号が REF30信号と共用
できない場合は、CREF信号を用います。各信号生成回路は、サーボクロックφs/2（またはφs/4）を
クロックソースとする 16ビットタイマカウンタ、REF30カウンタレジスタ（REF30信号生成回路の
み）、基準周期レジスタ、比較器により構成されています。基準周期レジスタには、基準周期の 1/2
の値を設定してください。 
 

26.3.2 ブロック図 
REF30信号生成回路のブロック図を図 26.6に、CREF信号生成回路のブロック図を図 26.7に示し

ます。 
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図 26.6 REF30信号生成回路 
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φs/2

φs/4

W W

CREF

DVCFG2

PB(ASM)
↓

REC

一致

クリア

カウンタクリア�

トグル ↑エッジ
 検出

CRD

W

RCS 基準周期バッファ2 (16bit)

基準周期レジスタ2 (16bit)

比較器 (16bit)

カウンタ (16bit)

内　部　バ　ス

S

R

Q

ダミーリード

φs = fosc/2
 

図 26.7 CREF信号生成回路のブロック図 

 

26.3.3 レジスタ構成 
基準信号生成回路のレジスタ構成を表 26.4に示します。 

表 26.4 レジスタ構成 
名 称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

基準周期モードレジスタ RFM W バイト H'00 H'D096 

基準周期レジスタ 1 RFD W ワード H'FFFF H'D090 

基準周期レジスタ 2 CRF W ワード H'FFFF H'D092 

REF30カウンタレジスタ RFC R/W ワード H'0000 H'D094 

基準周期モードレジスタ 2 RFM2 R/W バイト H'FE H'D097 
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26.3.4 レジスタの説明 

(1) 基準周期モードレジスタ（RFM） 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

REX CRD OD/EV VST VEG

0
W

RCS

WWW

VNA CVS
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
RFMは基準信号生成回路の動作状態を決定する 8ビットのライト専用レジスタです。リードする

と不定値が読み出されます。 
リセット、スタンバイおよびモジュールストップ時に H'00に初期化されます。 
RFMはバイトアクセス専用のレジスタです。ワードアクセスすると動作が保証されません。 

 

ビット7：クロックソース選択ビット（RCS） 

カウンタに供給するクロックソースを選択します。（φs＝fosc/2） 
 
ビット 7 

RCS 

説   明 

0 φs/2 （初期値） 

1 φs/4 

 

ビット６：モード指定ビット（VNA） 

RECモード時に REF30信号の生成を VD信号同期で行っているとき、フリーラン動作への遷移を
同期信号検出回路で検出した、Vノイズ検出信号により自動制御するか、ソフトウェアでマニュアル
制御するかを選択します。 
 
ビット６ 

VNA 

説   明 

0 マニュアルモード （初期値） 

1 オートモード 

 

ビット5：マニュアル選択ビット（CVS） 

マニュアルモード（VNA＝0）の時、REF30信号の生成を VD同期とするか、フリーラン動作させ
るかを選択します（PBモード時は反映されません。ただし TBCモード時は除く）。 
 
ビット 5 

CVS 

説   明 

0 VD同期 （初期値） 

1 フリーラン動作 
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ビット4：外部信号同期選択ビット（REX） 

REF30信号を VD信号またはフリーランで生成するか、外部信号同期とするかを選択します。（PB
および RECモード共に有効） 
 
ビット 4 

REX 

説   明 

0 VD信号またはフリーラン （初期値） 

1 外部信号同期 

 

ビット3：DVCFG2同期選択ビット（CRD） 

PB（ASM）モードから RECモードに切り替えた時、CREF信号生成のリセットタイミングをモー
ド切り替え直後とするか、切り替え直後の DVCFG2信号に同期させるかを選択します。 
 
ビット 3 

CRD 

説   明 

0 モード切り替え時 （初期値） 

1 DVCFG2信号同期 

 

ビット2：ODD/EVENエッジ切り替え選択ビット（OD/EV） 

REC時のREF30P信号をフィールド信号のODDで生成するか、EVENで生成するかを選択します。 
 
ビット 2 

OD/EV 

説   明 

0 フィールド信号の立ち上がり（EVEN）で生成 （初期値） 

1 フィールド信号の立ち下がり（ODD）で生成 

 

ビット1：Video FFカウンタセット（VST） 

PBモードでドラム位相 FIX ON時にVideo FF信号で REF30カウンタレジスタの値をカウンタにセ
ットするかセットしないかを選択します。 
 
ビット 1 

VST 

説   明 

0 Video FF信号でカウンタセット OFF （初期値） 

1 Video FF信号でカウンタセット ON 

 

ビット0：Video FFエッジ選択ビット（VEG） 

Video FF信号で REF30カウンタをセット（VST＝1）する際のエッジを選択します。 
 
ビット 0 

VEG 

説   明 

0 Video FF信号の立ち上がりでセット （初期値） 

1 Video FF信号の立ち下がりでセット 
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(2) 基準周期レジスタ 1（RFD） 

15
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REF15

W

ビット

初期値

R/W
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3

1
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W

2

1

REF2

W

1

1

REF1

W

0

1

REF0

W

:

:

:  
 
基準周期レジスタ 1（RFD）は、再生時の基準信号（REF30）生成、記録時の VD補完およびフリ

ーラン動作時の基準信号を生成するバッファレジスタです。RFDは、ライト専用の 16ビットのレジ
スタでワードアクセスのみとなっています。リードすると不定値が読み出されます。 

RFDは、基準信号周期の 1/2の値を設定します。記録時に弱電界状態等により VDが不安定な時は
注意が必要です（記録時に 1/2以下の値を設定すると同期がかかりません）。RFDにデータをライト
すると、一度バッファに格納され比較器のマッチ信号により RFDに取り込まれます（基準信号生成
のデータの更新はマッチ信号により随時行われます）。初期設定等の強制書き込みは RFDのダミー
リードにより行ってください。 
また、RFDにバイトライトすると、動作が保証されません。リセット、スタンバイ、およびモジュ

ールストップ時に H'FFFFに初期化されます。 
REC/PBモードの切り替えは、CTL回路の CTLモードレジスタ（CTLM）のビット 7（ASM）およ

びビット 6（REC/PB）により行ってください。また、キャプスタン位相制御での、REF30と CREF
との切り替えは、キャプスタン位相誤差検出コントロールレジスタ（CPGCR）のビット 4（CR/RFビ
ット）により行ってください。 
 

(3) 基準周期レジスタ 2（CRF） 

15
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:

:  
 
基準周期レジスタ 2（CRF）は、16ビットのライト専用のバッファレジスタで、キャプスタン位相

制御用の基準信号（CREF）を生成します。CRFはワードアクセス専用であり、リード時は不定値が
読み出されます。CRFの値は、基準信号周期の 1/2を設定します。 

CRFにデータをライトすると、一度バッファに格納され比較器のマッチ信号により CRFに取り込
まれます（基準信号生成のデータの更新はマッチ信号により随時行われます）。初期設定等の強制書
き込みは CRFのダミーリードにより行ってください。また、CRFにバイトライトすると、動作が保
証されません。リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時に H'FFFFに初期化されます。 
キャプスタン位相制御での REF30と CREFとの切り替えは、キャプスタン位相誤差検出コントロ

ールレジスタ（CPGCR）のビット 4（CR/RFビット）により行ってください。（「26.9 キャプスタ
ン位相誤差検出回路」参照） 
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(4) REF30カウンタレジスタ（RFC） 
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REF30カウンタレジスタ（RFC）は、再生時に REF30信号をフリーランニングカウンタで生成す
る際、カウンタの初期値を決定するレジスタです。RFCにデータライトすると、比較器のマッチ信号
により RFCの値がカウンタにライトされます。また、RFMのビット 1（VST）を 1に設定すると、
ドラム位相 FIX ON時に Video FF信号でカウンタをセットします。Video FF信号によるカウンタセッ
トは RFMのビット 1（VST）およびビット 0（VEG）により行ってください。RFCの値は基準周期レ
ジスタ 1（RFD）の 1/2以上の値を設定しないでください。 

RFCはリードライト可能なレジスタですが、リードするとカウンタの値が読み出されます。RFC
にバイトアクセスすると動作が保証されません。リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ
時に H'0000に初期化されます。 
 

(5) 基準周期モードレジスタ 2（RFM2） 
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RFM2は基準信号生成回路の動作状態を決定する 8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。 
リセット、スタンバイおよびモジュールストップ時に H'FEに初期化されます。RFM2はバイトア

クセス専用のレジスタです。ワードアクセスすると動作が保証されません。 
 

ビット7：TBC選択ビット（TBC） 

PBモード時、VDにより基準信号を生成するか、フリーランニングカウンタで基準信号を生成す
るかを決定します。 
 
ビット 7 

TBC 

説   明 

0 VDにより基準信号を生成 

1 フリーランニングカウンタで基準信号を生成 （初期値） 

 

ビット6～1：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット0：フィールド選択ビット（FDS） 

PBモードから RECモードに切り替えた時、フィールド信号の ODD/EVEN選択を行うか、位相差
90度以内の VD信号に同期させるかを決定します。 
 
ビット 0 

FDS 

説   明 

0 選択された ODDまたは EVENの VD信号で生成 （初期値） 

1 モード遷移位相差 90度以内の VD信号で生成 

 

26.3.5 動作説明 

(1) REF30信号生成回路の動作 

REF30信号生成回路は、ドラム、キャプスタンの位相制御に必要な基準信号を生成します。 
REF30信号の生成には、基準周期レジスタ 1（RFD）に基準周期の 1/2の値を設定することにより、

デューティ 50％の基準信号となります。再生時は、REF30信号生成回路をフリーラン動作させるこ
とにより REF30信号が生成されます。また、外部信号同期化機能を内蔵しており、基準周期モード
レジスタ（RFM）のビット 4（REX）を 1にすることにより外部信号（EXTTGR）で REF30信号を生
成します。 
記録時は、同期信号検出回路で生成される VD信号により生成されます。弱電界等により VDが欠

落しても RFDの設定値により VDを補完します。また、VDノイズ対策として、VDにより REF30
信号変化後、RFD設定値の約 75％の期間 VDのマスク処理を自動的に行います。なお、記録時は、
同期信号検出回路で検出した Vノイズ検出信号により、VDによる基準信号生成とフリーラン動作に
よる基準信号生成を、自動またはソフトウェアにより制御が可能です。RFMのビット 6（VNA）、
ビット 5（CVS）により設定してください。 

REF30信号は、PBから REC（ASM）にモード遷移する場合、トグル出力の位相は Lレベルにクリ
アされます。また、フレームサーボ機能の設定が可能となっており、同期信号検出回路で検出したフ
ィールド信号により REF30信号の位相をコントロールできます。RFMのビット 2（OD/EV）により
行ってください。 

PB、ASMおよび RECの切り替えは、「26.13.5 (2) CTLモードレジスタ（CTLM）」を参照してく
ださい。 
 

(2) マスク回路の動作 

REF30信号生成回路は、トグルマスク回路とカウンタマスク（カウンタセット信号マスク）回路を
内蔵しています。各マスク回路は、記録時に弱電界等 VD信号が不安定な時に発生する不規則な VD
信号をマスクします。 
トグルマスク回路およびカウンタマスク回路は、VD信号検出から基準周期レジスタ 1（RFD）に

設定した値の 2倍の約 75％期間、VDを自動マスクします（図 26.9参照）。VD信号が欠落し Vの
補完が行われた場合、トグルマスク回路はマスクを開始しますが、カウンタマスク回路は約 25％の
期間マスクを行いません。この間にVD信号を検出した時はVD信号検出から約 75％の期間マスクし、
検出されない時は Vの補完から約 75％の期間マスクします（図 26.10、26.11参照）。 
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(3) REF30信号生成タイミング 

REF30、REF30P信号を図 26.8、図 26.9、図 26.10、図 26.11、図 26.12に示します。 
 

カウンタセット

基準周期レジスタ1
(RFD)設定値

カウンタ

REF30カウンタレジスタ
(RFC)設定値

REF30

REF30P

カウンタセット カウンタセット

 
図 26.8 再生時の REF30信号 
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サンプリング

基準周期レジスタ1
(RFD)設定値

選択されたVD
(OD/EV=0)

カウンタマスク
(クリア信号マスク)

カウンタ

REF30カウンタレジスタ
(RFC)設定値

REF30

VD

トグルマスク

フィールド信号

REF30P

HSW

ドラム位相カウンタ

サンプリング

T

約75％

マスク期間

マスク期間

サンプリング

 
図 26.9 記録時の基準信号の生成（正常動作） 
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図 26.10 記録時の基準信号の生成（Vの欠落） 
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カウンタ

REF30カウンタレジスタ
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図 26.11 記録時の基準信号の生成（Vのズレ） 
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クリア クリア

リセット

基準周期レジスタ1
(RFD)設定値

カウンタ

REF30カウンタレジスタ
(RFC)設定値

外部同期信号

REF30

REF30P

 
図 26.12 外部同期信号による REF30信号 

 

(4) CREF信号生成回路 

CREF信号生成回路は、キャプスタンの位相制御用の基準信号である CREF信号を生成します。 
CREF信号の生成には基準周期レジスタ 2（CRF）に基準信号周期の 1/2の値を設定します。設定

値とカウンタ値の一致により、デューティ 50％のトグル波形を生成し立ち上がりエッジで 1ショッ
トパルス信号を出力します。CREF信号生成回路のカウンタは、PB（ASM）から RECにモード遷移
した時、H'0000に初期化され、トグルの位相は Lレベルにクリアされます。クリアするタイミング
は PB（ASM）から RECに遷移した直後か、遷移後の DVCFG2のタイミングとするかを選択できま
す。基準周期モードレジスタ（RFM）のビット 3（CRD）により行ってください。 
キャプスタン位相誤差検出回路では、基準信号に REF30信号を用いるか、CREF信号を用いるかを

選択できます。システム用途に合わせて使用してください。 
ドラム位相制御と異なる周期でキャプスタン位相制御を行う場合は CREF信号を用います。キャプ

スタン位相制御での REF30と CREFの切り替えは「26.9.4 (3) キャプスタン位相誤差検出コントロー
ルレジスタ（CPGCR）」を参照してください。 
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(5) CREF信号生成タイミング図 

基準信号 CREF信号を図 26.13、図 26.14、図 26.15に示します。 
 

クリア クリア クリア

基準周期レジスタ2
(CRF)設定値

カウンタ

トグル信号

CREF
 

図 26.13 CREF信号の生成 

 

クリア クリア クリア

基準周期レジスタ2
(CRF)設定値

カウンタ

CRF設定期間

RECPB(ASM)

トグル信号

REC/PB

CREF

 
図 26.14 PB→REC時の CREF信号（CRDビット＝0の時） 
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クリア クリア クリア

基準周期レジスタ2
(CRF)設定値

カウンタ

CRF設定期間

トグル信号

REC/PB

CREF

DVCFG2

RECPB(ASM)

 
図 26.15 PB→REC時の CREF信号（CRDビット＝1の時） 
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PB→REC切り替え時の REF30（REF30P）を図 26.16、26.17に示します。 
 

クリアクリア

クリア

クリア クリア基準周期レジスタ1
(RFD)設定値
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(OD/EV=0)

*フィールド判別モード時�

カウンタマスク
(クリア信号マスク)

カウンタ
REF30カウンタレジスタ

(RFC)設定値
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VD(PBを除く)

REC(ASM)PB

トグルマスク

フィールド信号

REC/PB

REF30P

約75％

マスク期間

マスク期間

 
図 26.16 PB→REC切り替え時の基準信号の生成（1） 

 



26. サーボ回路 

Rev.2.00 2006.1.11   26-27 
RJJ09B0303-0200 

 

クリア

クリア
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(RFD)設定値
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カウンタマスク
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マスク期間
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図 26.17 PB→REC切り替え時の基準信号の生成（2） 
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PB→REC切り替え時（FDSビット＝1の時）の REF30（REF30P）を図 26.18、19、20、21に示し
ます。 
 

クリア クリア クリア基準周期レジスタ1
(RFD)設定値

FDSビット＝1

カウンタマスク
(クリア信号マスク)

カウンタ
REF30カウンタレジスタ

(RFC)設定値

REF30

VD(PBを除く)

REC(ASM)PB

トグルマスク

REC/PB

REF30P

マスク期間

マスク期間

 
図 26.18 RFDビット＝1の時、PB→REC切り替え時の基準信号の生成（1） 
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図 26.19 RFDビット＝1の時、PB→REC切り替え時の基準信号の生成（VD信号未検出時）（2） 
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図 26.20 RFDビット＝1の時、PB→REC切り替え時の基準信号の生成（3） 
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図 26.21 RFDビット＝1の時、PB→REC切り替え時の基準信号の生成（4） 

 

26.4 HSW（ヘッドスイッチ）タイミング生成回路 

26.4.1 概要 
HSWタイミング生成回路は、5ビット DFG計数カウンタと 16ビットタイマカウンタ、一致回路、

および 31ビット×10段の FIFO 2本により構成されています。 
5ビット DFG計数カウンタは DPGパルスを基準に DFGパルス数を計数します。それぞれフィー

ルドごとに 16ビットタイマカウンタをリセットするタイミングを決定します。16ビットタイマカウ
ンタはφs/4をクロックソースとするタイマで PPG（Programable Pattern Generator）、およびフリーラ
ンニングカウンタ（FRC）として使用可能です。FRCとして制御した場合、プリスケーラユニットの
オーバーフローでカウンタがクリアされるため、2つの FRCは同期して動作します。 
一致回路は FIFOのMSB側 16ビットのタイミングデータと 16ビットタイマカウンタとの比較を

行い、FIFOの LSB側 15ビットに設定したパターンデータの出力を制御します。 
 

26.4.2 ブロック図 
HSWタイミング生成回路のブロック図を図 26.22に示します。 
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図 26.22 HSWタイミング生成回路 
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26.4.3 回路構成 
HSWタイミング生成回路は表 26.5に示す要素で構成されています。 

表 26.5 HSWタイミング生成回路の構成 
要  素 機  能 

HSWモードレジスタ 1（HSM1） 本回路の動作状態の確認/決定 

HSWモードレジスタ 2（HSM2） 本回路の動作状態の確認/決定 

HSWループ段数設定レジスタ（HSLP） ループモード時のループ段数の設定 

FIFO出力パターンレジスタ 1（FPDRA） FIFO1の出力パターンデータレジスタ 

FIFO出力パターンレジスタ 2（FPDRB） FIFO2の出力パターンデータレジスタ 

FIFOタイミングパターンレジスタ 1（FTPRA） FIFO1の出力タイミングレジスタ 

FIFOタイミングパターンレジスタ 2（FTPRB） FIFO2の出力タイミングレジスタ 

DFG基準レジスタ 1（DFCRA） FIFO1の基準となる DFGエッジの設定 

DFG基準レジスタ 2（DFCRB） FIFO2の基準となる DFGエッジの設定 

FIFOタイマキャプチャレジスタ（FTCTR） タイマカウンタのキャプチャレジスタ 

DFG基準カウントレジスタ（DFCTR） DFGエッジカウント 

FIFO制御回路 FIFOの状態を制御 

DFGカウント比較回路（×2） DFCRと DFGカウントレジスタの一致検出 

16ビットタイマカウンタ 16ビットのフリーランタイマカウンタ 

31ビット×20段の FIFO First in First Outのデータバッファ 

31ビット FIFOデータバッファ 初段の FIFOデータ格納バッファ 

16ビット比較回路 タイマカウンタと FIFOデータバッファの一致検出 

 
FPDRAと FPDRBは中間バッファであり、FTPRA、FTPRBのライトにより 31ビット同時にライト

されます。FIFOは 31ビット×10段のデータバッファが 2つあり、HSM1、HSM2により動作状態を
制御します。データは 31ビットデータバッファに格納され、FTPRA、FTPRBとタイマカウンタの値
を比較し、一致すると 15ビットのパターンデータは各機能に出力されます。AudioFF、VideoFF、PPG
（P70～P77）は端子出力、ADTRGは A/D変換器のハードトリガ信号、Vpulse、Mlevel信号は付加 V
パルスの生成用信号、HSW、NHSW信号は VideoFF信号と同一の信号であり、ドラムの位相制御に
用います。16ビットタイマカウンタはフリーランモード（HSM2の FRTビット＝1）のとき、プリス
ケーラユニットのオーバフローにより初期化されます。DFG基準モードのときは DFCRA、DFCRB
と 5ビット DFG計数カウンタの一致信号により初期化されます。 
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26.4.4 レジスタ構成 
HSWタイミング生成回路のレジスタ構成を表 26.6に示します。 

表 26.6 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

HSWモードレジスタ 1 HSM1 R/W バイト H'30 H'D060 

HSWモードレジスタ 2 HSM2 R/W バイト H'00 H'D061 

HSWループ段数設定レジスタ HSLP R/W バイト 不定 H'D062 

FIFO出力パターンレジスタ 1 FPDRA W ワード 不定 H'D064 

FIFOタイミングパターンレジスタ 1* FTPRA W ワード 不定 H'D066 

FIFO出力パターンレジスタ 2 FPDRB W ワード 不定 H'D068 

FIFOタイミングパターンレジスタ 2 FTPRB W ワード H'FFFF H'D06A 

DFG基準レジスタ 1* DFCRA W バイト 不定 H'D06C 

DFG基準レジスタ 2 DFCRB W バイト 不定 H'D06D 

FIFOタイマキャプチャレジスタ* FTCTR R ワード H'0000 H'D066 

DFG基準カウントレジスタ* DFCTR R バイト H'E0 H'D06C 

【注】 *FTPRAと FTCTR、および DFCRAと DFCTRは同一アドレスに割り当て。 

 

26.4.5 レジスタの説明 

(1) HSWモードレジスタ 1（HSM1） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/(W)*

3

0

4

1
R

1
R

56

0

7

EMPA OVWB OVWA CLRB CLRA

0
R

FLB

R/WR/(W)*R

FLA EMPB
ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

:

:
:

 
 

HSWタイミング生成回路の動作状態を確認し、決定するレジスタです。 
HSM1は 8ビットのレジスタです。ビット 7～4はリード専用ビットです。ライトは無効です。そ

の他のビットはリード/ライト可能です。リセット、スタンバイ時、H'30に初期化されます。 
 

ビット7：FIFO2フルフラグ（FLB） 

FLBビットが 1のとき、FIFO2のタイミングパターンデータ、出力パターンデータが満杯であるこ
とを示します。 
この状態でさらにライトすると、ライト操作は無効になり割り込みを発生するとともに、OVWB

フラグ（ビット 3）を 1にします。このとき、ライトデータは消滅します。FIFO2に空きができてか
ら再度ライトしてください。 
 
ビット 7 

FLB 

説   明 

0 FIFO2に空きがありデータ入力ができます （初期値） 

1 FIFO2がデータで満たされた状態です 
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ビット6：FIFO1フルフラグ（FLA） 

FLAビットが 1のとき、FIFO1のタイミングパターンデータ、出力パターンデータが満杯であるこ
とを示します。 
この状態でさらにライトすると、ライト操作は無効になり割り込みを発生するとともに、OVWA

フラグ（ビット 2）を 1にします。このとき、ライトデータは消滅します。FIFO1に空きができてか
ら再度ライトしてください。 
 
ビット 6 

FLA 

説   明 

0 FIFO1に空きがありデータ入力ができます （初期値） 

1 FIFO1がデータで満たされた状態です 

 

ビット5：FIFO2エンプティフラグ（EMPB） 

FIFO2にデータがない、またはシングルモードで全データの出力が終了した状態を示します。 
 
ビット 5 

EMPB 

説   明 

0 FIFO2にデータが残っています 

1 FIFO2にデータが 1つもない状態です （初期値） 

 

ビット4：FIFO1エンプティフラグ（EMPA） 

FIFO1にデータがない、またはシングルモードで全データの出力が終了した状態を示します。 
 
ビット 4 

EMPA 

説   明 

0 FIFO1にデータが残っています 

1 FIFO1にデータが 1つもない状態です （初期値） 

 

ビット3：FIFO2オーバーライトフラグ（OVWB） 

FIFO2のタイミングパターンデータおよび出力パターンデータが満杯（FLBビットが 1）のとき、
さらにライトを行うと、ライトは無効になり割り込みが発生するとともに、OVWBフラグが 1にな
ります。このときライトデータは消滅します。FIFO2に空きができてから、再度ライトしてください。
また、OVWBフラグは、自動的にクリアされないので、0をライトしてクリアしてください。 
 
ビット 3 

OVWB 

説   明 

0 正常動作 （初期値） 

1 FIFO2がデータで満たされた状態で、FIFO2へのライトを行ったことを示します。本フラグは 0
ライトによりクリアしてください 
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ビット2：FIFO1オーバーライトフラグ（OVWA） 

FIFO1のタイミングパターンデータおよび出力パターンデータが満杯（FLAビット 1）のとき、さ
らにライトを行うと、ライトは無効になり割り込みが発生するとともに、OVWAフラグが 1になり
ます。このときライトデータは消滅します。FIFO1に空きができてから、再度ライトしてください。
また、OVWAフラグは、自動的にクリアされないので、0をライトしてクリアしてください。 
 
ビット 2 

OVWA 

説   明 

0 正常動作 （初期値） 

1 FIFO1がデータで満たされた状態で、FIFO1へのライトを行ったことを示します。本フラグは 0
ライトによりクリアしてください 

 

ビット1：FIFO2ポインタクリア（CLRB） 

FIFO2のライト位置をカウントするポインタをクリアします。1をライトすると直後に 0に戻りま
す。0をライトしても動作には影響しません。 
 
ビット 1 

CLRB 

説   明 

0 通常動作 （初期値） 

1 FIFO2のポインタをクリアします 

 

ビット0：FIFO1ポインタクリア（CLRA） 

FIFO1のライト位置をカウントするポインタをクリアします。1をライトすると直後に 0に戻りま
す。0をライトしても動作には影響しません。 
 
ビット 0 

CLRA 

説   明 

0 通常動作 （初期値） 

1 FIFO1のポインタをクリアします 
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(2) HSWモードレジスタ 2（HSM2） 

0

0

1

0
R

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

EDG ISEL1 SOFG OFG VFF/NFF

0
R/W

FRT

WR/WR

FGR2OFF LOP
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
HSWタイミング生成回路の動作状態を確認し、および決定するレジスタです。 
HSM2は 8ビットのレジスタです。ビット 6、1はリード専用ビットです。ライトは無効です。ビ

ット 0はライト専用です。リードすると不定値が読み出されます。その他のビットはリード/ライト
可能です。リセット、スタンバイ時、H'00に初期化されます。 
 

ビット7：フリーランビット（FRT） 

一致タイミングを DPG基準のカウンタとタイマで行うか、FRCで行うかを指定します。 
 
ビット 7 

FRT 

説   明 

0 5ビット DFG計数カウンタ＋16ビットタイマカウンタ （初期値） 

1 16ビット FRC 

 

ビット6：FRG2クリア停止ビット（FGR2OFF） 

DFG基準レジスタ 2によるカウンタのクリアをOFFします。ただし、FIFOグループは FIFO1、FIFO2
共に使用可能です。 
 
ビット 6 

FGR2OFF 

説   明 

0 DFG基準レジスタ 2による 16ビットタイマカウンタのクリアを有効にします （初期値） 

1 DFG基準レジスタ 2による 16ビットタイマカウンタのクリアを無効にします 

 

ビット5：モード指定ビット（LOP） 

FIFOの出力モードを指定します。ループモードにすると LOB3～LOB0ビット、および LOA3～
LOA0ビットが有効になります。LOPビットを書き換えると、FIFOのライト位置をカウントするポ
インタがクリアされます。このとき最終出力データは保持されます。 
 
ビット 5 

LOP 

説   明 

0 シングルモード （初期値） 

1 ループモード 

 



26. サーボ回路 

Rev.2.00 2006.1.11   26-38 
RJJ09B0303-0200 

 

ビット4：DFGエッジ選択ビット（EDG） 

DFGを計数するエッジを選択します。 
 
ビット 4 

EDG 

説   明 

0 DFGの立ち上がりエッジで計数します （初期値） 

1 DFGの立ち下がりエッジで計数します 
 

ビット3：割り込み選択ビット（ISEL1） 

割り込みの発生要因を選択します。（IRRHSW1） 
 
ビット 3 

ISEL1 

説   明 

0 FIFOの STRIG信号の立ち上がりによる割り込み要求を発生します （初期値） 

1 FIFOの一致信号による割り込み要求を発生します 
 

ビット2：FIFO出力グループ選択ビット（SOFG） 

FIFO1＋FIFO2の 20段を使用するか、FIFO1の 10段のみを使用するかを選択します。 
シングルモード時、20段出力モードを使用する場合、FIFO1、FIFO2へのデータ書き込みが必要と

なります。出力 FIFOグループフラグ（OFG）をモニタし、ソフトウェアによりコントロールしてく
ださい。FIFO1の全データ出力後、FIFO2の全データを出力し、再度 FIFO1の出力の順に繰り返しま
す。10段出力モードを使用する場合は、FIFO2のデータは反映されません。 

SOFGビットを 0→1→0に書き換えると、FIFO出力段制御信号を FIFO1側に初期化します。 
 
ビット 2 

SOFG 

説   明 

0 FIFO1＋FIFO2の 20段出力 （初期値） 

1 FIFO1のみの 10段出力 
 

ビット1：出力FIFOグループフラグ（OFG） 

出力を行っている FIFOグループを示します。 
 
ビット 1 

OFG 

説   明 

0 FIFO1によるパターン出力中 （初期値） 

1 FIFO2によるパターン出力中 
 

ビット0：VideoFF/NarrowFF出力切り替えビット（VFF/NFF） 

Video FF端子に出力する信号を切り替えます。 
 
ビット 0 

VFF/NFF 

説   明 

0 Video FF出力 （初期値） 

1 Narrow FF出力 
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(3) HSWループ段数設定レジスタ（HSLP） 

0

*

1

*

R/W

2

*

R/W

3

*

4

*

R/W

5

*

6

*

7

R/WR/WR/W

LOB1

R/W

LOB2

*

R/W

LOB3 LOB0 LOA3 LOA2 LOA1 LOA0

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 

HSLPは HSWタイミング生成回路がループモードのときのループ段数を設定するレジスタです。
HSM2のビット 5（LOP）が 1のとき有効になります。ビット 7～4で FIFO2の段数設定、ビット 3～
0で FIFO1の段数設定を行います。 

HSLPは 8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット、スタンバイ、およびモジュール
ストップ時に初期化されないので、ループモード使用時は必ず段数設定を行ってください。 
 

ビット7～4：FIFO2段数設定ビット（LOB3～LOB0） 

ループモード時の FIFO2の段数を設定します。ループモードに設定されているとき（HSM2の LOP
ビットが 1のとき）のみ、有効となります。 
 

HSM2 HSLP 

ビット 5 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 

LOP LOB3 LOB2 LOB1 LOB0 

説   明 

0 ＊ ＊ ＊ ＊ シングルモード （初期値） 

0 FIFO2の 0段目のみ出力 0 

1 FIFO2の 0、1段目を出力 

0 FIFO2の 0～2段目を出力 

0 

1 

1 FIFO2の 0～3段目を出力 

0 FIFO2の 0～4段目を出力 0 

1 FIFO2の 0～5段目を出力 

0 FIFO2の 0～6段目を出力 

0 

1 

1 

1 FIFO2の 0～7段目を出力 

0 FIFO2の 0～8段目を出力 

1 

1 0 0 

1 FIFO2の 0～9段目を出力 

0  1 

1 

0 0 

1 

0 

  

1 

1 

1 

設定禁止 

【注】 ＊：Don’t care. 
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ビット3～0：FIFO1段数設定ビット（LOA3～LOA0） 

ループモード時の FIFO1の段数を設定します。ループモードに設定されているとき（HSM2の LOP
ビットが 1のとき）のみ、有効となります。 
 

HSM2 HSLP 

ビット 5 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

LOP LOA3 LOA2 LOA1 LOA0 

説   明 

0 ＊ ＊ ＊ ＊ シングルモード （初期値） 

0 FIFO1の 0段目のみ出力 0 

1 FIFO1の 0、1段目を出力 

0 FIFO1の 0～2段目を出力 

0 

1 

1 FIFO1の 0～3段目を出力 

0 FIFO1の 0～4段目を出力 0 

1 FIFO1の 0～5段目を出力 

0 FIFO1の 0～6段目を出力 

0 

1 

1 

1 FIFO1の 0～7段目を出力 

0 FIFO1の 0～8段目を出力 

1 

1 0 0 

1 FIFO1の 0～9段目を出力 

0  1 

1 

0 0 

1 

0 

  

1 

1 

1 

設定禁止 

【注】 ＊：Don’t care. 
 

(4) FIFO出力パターンレジスタ 1（FPDRA） 

8

*

9

*
W

10

*
W

11

*

12

*
W

*
W

1314

*

15

―�

�

―�

NarrowFFA VFFA AFFA VpulseA MlevelA

1
WWW

ADTRGA STRIGA
ビット

初期値
R/W

0

*

1

*
W

2

*
W

3

*

4

*
W

*
W

56

*

7

PPGA4 PPGA3 PPGA2 PPGA1 PPGA0

*
W

PPGA7

WWW

PPGA6 PPGA5
ビット

初期値
R/W

:

:
:

:

:
:  

 
【注】 ＊：不定 
 

FIFO1の出力パターンレジスタのバッファレジスタです。FPDRAにライトされた出力パターンデ
ータは、FTPRAライト時に FIFO1のバッファポインタの示す位置に同時にライトされます。FTPRA
にライトする前に必ず出力パターンデータを FPDRAへライトしてください。 

FPDRAは 16ビットのライト専用レジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセス
時の動作は保証されません。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。リセット、
スタンバイ時に初期化されないので、使用前に必ずデータをライトしてください。 
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ビット15：リザーブビット 

リザーブビットです。リードもライトも無効です。 
 

ビット14：A/DトリガAビット（ADTRGA） 

A/D変換器のハードウェア・トリガ信号です。 
 

ビット13：S-TRIGAビット（STRIGA） 

パターンデータにより割り込みを発生するための信号です。ISELにより STRIGAを選択すると、
パターンデータを 0から 1に変化させることにより割り込みを発生します。 
 

ビット12：NarrowFFAビット（NarrowFFA） 

Narrow Video Head制御に用います。 
 

ビット11：VideoFFAビット（VFFA） 

Video Head制御に用います。 
 

ビット10：AudioFFAビット（AFFA） 

Audio Head制御に用います。 
 

ビット9：VpulseAビット（VpulseA） 

付加 V信号生成に用います。詳細は「26.12 付加 V信号生成回路」を参照してください。 
 

ビット8：MlevelAビット（MlevelA） 

付加 V信号生成に用います。詳細は「26.12 付加 V信号生成回路」を参照してください。 
 

ビット7～0：PPG出力信号Aビット（PPGA7～PPGA0） 

ポート 7（PPG）によるタイミングコントロール出力に用います。 
 

(5) FIFO出力パターンレジスタ 2（FPDRB） 

8

*

9

*
W

10

*
W

11

*

12

*
W

*
W

1314

*

15
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�
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NarrowFFB VFFB AFFB VpulseB MlevelB

1
WWW

ADTRGB STRIGB
ビット

初期値
R/W

0

*

1

*
W

2

*
W

3

*

4

*
W

*
W

56

*

7

PPGB4 PPGB3 PPGB2 PPGB1 PPGB0

*
W

PPGB7

WWW

PPGB6 PPGB5
ビット

初期値
R/W

:

:
:

:

:
:

 
 
【注】 ＊：不定 
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FIFO2の出力パターンレジスタのバッファレジスタです。FPDRBにライトされた出力パターンデ
ータは、FTPRBライト時に FIFO2のバッファポインタの示す位置に同時にライトされます。FTPRB
にライトする前に必ず出力パターンデータを FPDRBへライトしてください。 

FPDRBは 16ビットのライト専用レジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセス
時の動作は保証されません。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。リセット、
スタンバイ時に初期化されないので、使用前に必ずデータをライトしてください。 
 

ビット15：リザーブビット 

リザーブビットです。リードもライトも無効です。 
 

ビット14：A/DトリガBビット（ADTRGB） 

A/D変換器のハードウェア・トリガ信号です。 
 

ビット13：S-TRIGBビット（STRIGB） 

パターンデータにより割り込みを発生するための信号です。ISELにより STRIGBを選択すると、
パターンデータを 0から 1に変化させることにより割り込みを発生します。 
 

ビット12：NarrowFFBビット（NarrowFFB） 

Narrow Video Head制御に用います。 
 

ビット11：VideoFFBビット（VFFB） 

Video Head制御に用います。 
 

ビット10：AudioFFBビット（AFFB） 

Audio Head制御に用います。 
 

ビット9：VpulseBビット（VpulseB） 

付加 V信号生成に用います。詳細は「26.12 付加 V信号生成回路」を参照してください。 
 

ビット8：MlevelBビット（MlevelB） 

付加 V信号生成に用います。詳細は「26.12 付加 V信号生成回路」を参照してください。 
 

ビット7～0：PPG出力信号Bビット（PPGB7～PPGB0） 

ポート 7（PPG）によるタイミングコントロール出力に用います。 
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(6) FIFOタイミングパターンレジスタ 1（FTPRA） 

ビット

初期値

R/W

131415 1 03 25 47 69 811 1012:

:

:

FTPRA15 FTPRA14 FTPRA13 FTPRA12 FTPRA11 FTPRA10 FTPRA9 FTPRA8 FTPRA7 FTPRA6 FTPRA5 FTPRA4 FTPRA3 FTPRA2 FTPRA1 FTPRA0

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W W WW WW W

******

 
 

FIFO1のタイミングパターンデータを書き込むレジスタです。FTPRAのタイミングデータをライ
トすると FPDRAのバッファデータとともに、FIFO1のポインタの指し示す位置にライトされます。 

FTPRAは 16ビットのライト専用レジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセス
時の動作は保証されません。リセット、スタンバイ時に初期化されないため、使用前に必ずデータを
ライトしてください。 
【注】 ＊： 不定 
  アドレスが FIFOタイマキャプチャレジスタ（FTCTR）と兼用のため、リードすると

FTCTRの値が読み出されます。 
 

(7) FIFOタイミングパターンレジスタ 2（FTPRB） 

ビット

初期値

R/W

131415 1 03 25 47 69 811 1012:

:

:

FTPRB15 FTPRB14 FTPRB13 FTPRB12 FTPRB11 FTPRB10 FTPRB9 FTPRB8 FTPRB7 FTPRB6 FTPRB5 FTPRB4 FTPRB3 FTPRB2 FTPRB1 FTPRB0

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W

*

W W WW WW W

******

 
 
【注】 ＊：不定 

 
FIFO2のタイミングパターンデータを書き込むレジスタです。FTPRBにタイミングデータをライ

トすると FPDRBのバッファデータとともに、FIFO2のポインタの指し示す位置にライトされます。 
FTPRBは 16ビットのライト専用レジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセス

時の動作は保証されません。リードすると不定値が読み出されます。リセット、スタンバイ時に初期
化されないため、使用前に必ずデータをライトしてください。 
 

(8) DFG基準レジスタ 1（DFCRA） 

0
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*
W
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*
W

3

*

4

*
W

0
W
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0

7

DFCRA4 DFCRA3 DFCRA2 DFCRA1 DFCRA0

0
W

ISEL2

WWW

CCLR CKSL
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
HSWタイミング生成回路の動作と、FIFO1のタイミングの始点を決定するレジスタです。 
DFCRAは 8ビットのライト専用レジスタです。リセット、スタンバイ時に初期化されないので、

使用前に必ずデータをライトしてください。 
【注】 ＊： 不定 
  アドレスが DFG基準カウンタレジスタ（DFCTR）と兼用のため、リードすると下位 5

ビットに DFCTRの値が読み出されます。 
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ビット7：割り込み選択ビット（ISEL2） 

割り込みの発生要因を選択します。（IRRHSW2） 
 

ビット 7 

ISEL2 

説   明 

0 16ビットタイマカウンタのクリア信号による割り込み要求を発生します （初期値） 

1 PBモード時の VD信号による割り込み要求を発生します 

 

ビット6：DFGカウンタクリアビット（CCLR） 

5ビット DFG計数カウンタをソフトウェアにより強制クリアします。1をライトすると直後に 0
に戻ります。0をライトしても動作には影響しません。 
 
ビット 6 

CCLR 

説   明 

0 通常動作 （初期値） 

1 5ビット DFG計数カウンタをクリアします 

 

ビット5：16ビットタイマカウンタクロックソース選択ビット（CKSL） 

16ビットタイマカウンタのクロックソースを選択します。 
 
ビット 5 

CKSL 

説   明 

0 φs/4 （初期値） 

1 φs/8 

 

ビット4～0：FIFO1出力タイミング設定ビット（DFCRA4～DFCRA0） 

FIFO1のタイミングの始点を決定するビットです。初期値は不定なので、リセットおよびスタンバ
イ後は必ず値を設定してください。 

HSM2のビット 7（FRTビット）が 0のときにのみ有効となります。 
 

(9) DFG基準レジスタ 2（DFCRB） 
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―�
1

7

―�

�

―�

DFCRB4 DFCRB3 DFCRB2 DFCRB1 DFCRB0

WW

ビット

初期値
R/W

1 1

:

:
:  

 
【注】 ＊：不定 

 
FIFO2のタイミングの始点を決定するレジスタです。 
DFCRBは 8ビットのライト専用レジスタです。リードすると不定値が読み出されます。ビット 7

～5はリザーブビットです。リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。リセット、
スタンバイ時に初期化されないので、使用前に必ずデータをライトしてください。 
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ビット4～0：FIFO2出力タイミング設定ビット（DFCRB4～DFCRB0） 

FIFO2のタイミングの始点を決定するビットです。初期値は不定なので、リセットおよびスタンバ
イ後は必ず値を設定してください。 

HSM2のビット 7（FRTビット）が 0のときにのみ有効となります。 
 

(10) FIFOタイマキャプチャレジスタ（FTCTR） 

ビット

初期値

R/W

0

R

13

0

R

14

0

R

15 1 03 25 47

0

R

6

0

R

9

0

R

8

0

R

11

0

R

10

0

R

0

R R RR RR R

12

000000

:

:

:

FTCTR15 FTCTR14 FTCTR13 FTCTR12 FTCTR11 FTCTR10 FTCTR9 FTCTR8 FTCTR7 FTCTR6 FTCTR5 FTCTR4 FTCTR3 FTCTR2 FTCTR1 FTCTR0

 
 

16ビットタイマカウンタのカウント値を表示するレジスタです。 
FTCRTは 16ビットのリード専用レジスタです。PBモードで VD信号検出時、カウンタの値を格

納します。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセス時の動作は保証されません。リセット、
スタンバイ時、H'0000に初期化されます。 
【注】  アドレスが FIFOタイミングパターンレジスタ 1（FTPRA）と兼用のため、ライトすると

FTPRAに書き込まれます。 
 

(11) DFG基準カウントレジスタ（DFCTR） 

0

0

1

0
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2

0
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3

0

4

0
R

5
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6
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DFCTR4 DFCTR3 DFCTR2 DFCTR1 DFCTR0
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ビット

初期値
R/W

1 1

:

:
:  

 
DFGパルス数を計数するレジスタです。 
DFCTRは 8ビットのリード専用レジスタです。ビット 7～5はリザーブビットです。リードすると

常に 1が読み出されます。ライトは無効です。リセット、スタンバイ時、H'E0に初期化されます。 
【注】  アドレスが DFG基準レジスタ 1（DFCRA）と兼用のため、ライトすると DFCRAに書き込

まれます。 
 

ビット4～0：DFGパルス計数ビット（DFCTR4～DFCTR0） 

DFGのパルス数を計数するビットです。 
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26.4.6 動作説明 

(a) 5ビット DFG計数カウンタ 

5ビット DFG計数カウンタは、HSWモードレジスタ 2の EDGビットにより選択された、DFGの
エッジによりカウントアップを行います。 

5ビット DFG計数カウンタは、DPG信号の立ち上がりエッジ、または DFG基準レジスタ 1の CCLR
ビットの 1ライトでクリアされます。 
 

(b) 16ビットタイマカウンタ 

16ビットタイマカウンタは、DFG基準モードとフリーランモードの選択が可能です。 
 

• DFG基準モード 

DFG基準モードは、DFG信号基準で動作するモードで、DFG基準レジスタ 1、2と、5ビット DFG
計数カウンタの値が一致した場合、16ビットタイマカウンタが初期化され、FIFO出力タイミングの
始点となります。 

DFG基準モードでは、HSWモードレジスタ 2の FGR2OFFビットにより、DFG基準レジスタ 1の
みを使用して始点を設定する方法と、DFG基準レジスタ 1、2を使用して、FIFO1、FIFO2のそれぞ
れの始点を設定する方法が選択可能です。DFG基準レジスタ 1のみを使用して始点を設定する場合
は、FIFO1と FIFO2に設定するタイミングパターンは、連続した値を設定する必要があります。 

 

• フリーランモード 

フリーランモードは、プリスケーラユニットと連動して動作するモードで、プリスケーラユニット
の 18ビットフリーランニングカウンタのオーバフローで、16ビットタイマカウンタが初期化され、
FIFO出力タイミングの始点となります。 
 

(c) 一致回路 

一致回路は、FIFOのタイミングパターン値と 16ビットタイマカウンタ値を比較し、一致すると
FIFOの次段データを出力するトリガ信号を発生します。 
 

(d) FIFO 

FIFOは、VTRで使用されるヘッドスイッチ信号と、サーボ制御に必要なパターンを生成します。
FIFOへのデータ設定は、FIFOタイミングパターンレジスタ 1、2、および FIFO出力パターンレジス
タ 1、2により行います。 

FIFOにはシングルモードとループモードがあります。二つのモードでは、HSWモードレジスタ 2
の FIFO出力選択ビットにより、FIFO1＋FIFO2を使用した 20段出力と FIFO1のみを使用した 10段
出力が選択可能です。 

 

• シングルモード 

シングルモードでは時間データが一致するごとに出力パターンデータが出力されます。出力したデ
ータは消滅し、内部ポインタが－1されます。最後のデータが出力されると、再度データが書き込ま
れるまで動作を停止します。20段出力で使用する場合は、ソフトウェアにより FIFO1へのライト、
FIFO2へのライトを制御する必要があります。 
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• ループモード 

ループモードでは、HSWループ段数設定レジスタに出力段数を設定することにより、0段目から
設定段まで繰り返し出力します。時間データが一致するごとに出力パターンデータが出力されるのは
シングルモードと同様です。ループモード中は、FIFOデータは保存されます。 
ループモード動作中は、FIFOグループ単位でデータの書き換えが可能です。 
データを出力している FIFOグループを、HSWモードレジスタ 2のOFGビットにより確認した後、

データを出力していない側の FIFOグループをクリアしてから、全データをライトしてください。デ
ータの書き換えは、書き換える FIFOグループが動作を開始するまでに完了する必要があります。 
また、ライトのポインタはループ段数の外にあるため、FIFOグループ内を部分的に書き換えるこ

とはできません。 
 
HSWタイミング生成回路のタイミング波形例および動作例を、図 26.23、図 26.24に示します。 
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図 26.23 HSWタイミング波形例（DFGが 12発の場合） 
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出力データバッファ

出力パターンデータ
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FTPRB
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内　部　バ　ス

FPDRB

タイマカウンタ

 
図 26.24 HSWタイミング生成回路動作例 

 
（1） シングルモードの例（FIFO 20段使用） 
（a） シングルモードを設定。（LOP＝0） 
（b） FPDRAに出力パターンデータ（PA0）をライト。 
（c） RAに出力タイミング（t

A1
）をライト、t

A1
がPA0とともにFIFO1に書き込まれます。これによ

り出力パターンデータがPA0に初期化されます。 
（d） 以降、同作業を繰り返しPA1、PA2、・・・、を設定します。 
（e） FPDRBに出力パターンデータ（PB0）をライト。 
（f） FTPRBに出力タイミング（t

B1
）をライト、t

B1
がPB0とともにFIFO02に書き込まれます。これ

により出力パターンデータがPB0に初期化されます。 
（g） 以降、同作業を繰り返しPB1、PB2、・・・、を設定します。 
（c）により PA0のパターンデータが出力されます。 
 t

A1
とタイマカウンタが一致すると、 PA1のパターンデータが出力されます。 

 t
A2
とタイマカウンタが一致すると、 PA2のパターンデータが出力されます。 

   ・ 
   ・ 
   ・ 
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このシーケンスを繰り返し、FIFO1に設定したパターンデータがすべて出力されると FIFO2のパタ
ーンデータ出力となります。パターンデータが出力されるとポインタが－1されますが、t

A0
は FIFO2

にデータが書き込まれるまで一致検出を行わないので注意が必要です。同様に t
B0
も FIFO1に再度デ

ータが書き込まれるまで、一致検出を行いません。 
 
（2） ループモードの例 
（a） HSLPレジスタにループ段数を設定。（例：HSLP＝H'44） 
（b） FPDRAに出力パターンデータ（PA0）をライト。 
（c） FTPRAに出力タイミング（t

A1
）をライト。t

A1
がPA0とともにFIFO1に書き込まれます。これ

により出力パターンデータがPA0に初期化されます。 
（d） 以降、同作業を繰り返しPA1、PA2、・・・、を設定します。 
（e） FPDRBに出力パターンデータ（PB0）をライト。 
（f） FTPRBに出力タイミング（t

B1
）をライト。t

B1
がPB0とともにFIFO2に書き込まれます。これ

により出力パターンデータがPB0に初期化されます。 
（g） 以降、同作業を繰り返しPB1、PB2、・・・、を設定します。 
（c）により PA0のパターンデータが出力されます。 
 t

A1
とタイマカウンタが一致すると、 PA1のパターンデータが出力されます。 

 t
A2
とタイマカウンタが一致すると、 PA2のパターンデータが出力されます。 

   ・ 
   ・ 
   ・ 
 t

A4
とタイマカウンタが一致すると、PA4のパターンデータが出力されます。 

 t
A5
とタイマカウンタが一致すると、PB0のパターンデータが出力されます。 

 t
B1
とタイマカウンタが一致すると、PB1のパターンデータが出力されます。 

   ・ 
   ・ 
   ・ 
 t

B4
とタイマカウンタが一致すると、PB4のパターンデータが出力されます。 

 t
B5
とタイマカウンタが一致すると、PA0のパターンデータが出力されます。 

   ・ 
   ・ 
   ・ 

 

26.4.7 割り込み 
HSWタイミング生成回路は以下の条件で割り込みを発生します。 

 
（1） FIFOが満杯の状態（FULL）でパターンデータをライトしたとき（OVWA、OVWB＝1）に

IRRHSW1を発生 
（2） FIFOのSTRIGビットが1で一致検出したときにIRRHSW1を発生 
（3） 16ビットタイマカウンタと16ビットタイミングパターンレジスタの値が一致したときに

IRRHSW1を発生 
（4） 16ビットタイマカウンタをクリアしたときIRRHSW2を発生 
（5） PBモード時のVD信号（タイマキャプチャレジスタのキャプチャ信号）でIRRHSW2を発生 

 
（2）と（3）および（4）と（5）は ISEL1、ISEL2により切り替えとなっています。 
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26.4.8 注意事項 
（1） 5ビットDFG計数カウンタと16ビットタイマカウンタにより動作しているときにDPG、 

DFG信号が入力されなくなった場合、16ビットタイマカウンタはクリアされません。そのた
め、16ビットタイマカウンタがフリーランニング状態になり、16ビットタイマカウンタによ
る周期的な一致検出が行われます。この状態では、HSWタイミング生成回路による信号の出
力の周期は、DPGまたはDFGとは無関係の周期となります。 

（2） HSWモードレジスタ2（HSM2）のモード指定ビット（LOP）はFIFOデータをライトする直前
に指定してください。 

（3） DPGの立ち上がりエッジとDFG計数エッジは、同タイミングとならないように入力してくだ
さい。同タイミングで入力された場合、DFGの計数カウントアップと5ビットDFG計数カウ
ンタのクリアが同時に発生しカウンタのクリアが優先されます。これにより、5ビットDFG
計数カウンタの値が1カウントずれることになります。DPGとDFGの入力タイミングを図
26.25に示します。 

（4） FIFO出力を20段出力モードで使用中、ドラム系を停止させた場合は、HSM2レジスタのSOFG
ビットをソフトウェアで0→1→0と書き換え、FIFO出力段を必ずFIFO1側に初期化してくださ
い。また、FIFO1、FIFO2のデータをクリアし、全て書き直してください。 

 

DPG

I ± TP・FG　I >φ（1ステート）　

TP FG

DFG

【注】　5ビットDFG計数カウンタをDFGの立ち上がりエッジでカウントする場合
 

図 26.25 DPGと DFGの入力タイミング 
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26.5 4ヘッド特殊再生用高速切り替え回路 

26.5.1 概要 
4ヘッド特殊再生用切り替え回路は、カラーロータリー信号（C.Rotary）とヘッドアンプ切り替え

記号（H.Amp SW）を生成する回路です。 
COMP入力端子から、プリアンプ出力比較結果の信号を入力し、C.Rotary端子から色信号処理信号、

H.Amp SW端子からプリアンプ出力選択信号を出力します。ノイズバーをより細くするため、C.Rotary、
H.Amp SWの各信号は水平同期信号（OSCH）と同期が可能です。OSCHは同期信号検出回路で Csync
信号より分離した H（システムクロックに同期）に、補完された Hを加えた信号です。OSCHの詳細
は「26.15 同期信号検出回路」を参照してください。 

C.Rotary、H.AmpSW、COMP端子は、VTRシステムを構成する上で本回路を必要としない場合、
I/Oポートとして使用可能です。 
 

26.5.2 ブロック図 
ブロック図を図 26.26に示します。 

 

WW
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コントロール

・CHCR

W

・CHCR 

RTP0

H.Amp SW

C.Rotary

・OSCH
（同期化）

COMP
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W

・CHCR

内　部　バ　ス

内　部　バ　ス

HAHCRH

W

・CHCR

SIG3～0

HSWPOLV/N

デコード回路

 
図 26.26 4ヘッド特殊再生用高速切り替え回路 
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26.5.3 端子構成 
4ヘッド特殊再生用高速切り替え回路の端子構成を表 26.7に示します。本回路を使用しない場合

は I/Oポートとして使用可能です。「26.2 サーボポート」を参照してください。 

表 26.7 端子構成 
名  称 略称 入出力 機  能 

コンペア入力端子 COMP 入力 プリアンプ出力結果信号入力 

カラーロータリー信号出力端子 C.Rotary 出力 色信号処理制御信号出力 

ヘッドアンプスイッチ端子 H.Amp SW 出力 プリアンプ出力選択信号出力 

 

26.5.4 レジスタの説明 

(1) レジスタ構成 

4ヘッド特殊再生用高速切り替え回路のレジスタ構成を表 26.8に示します。 

表 26.8 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

特再制御レジスタ CHCR W バイト H'00 H'D06E 

 

(2) 特再制御レジスタ（CHCR） 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

HAH SIG3 SIG2 SIG1 SIG0

0
W

V/N

WWW

HSWPOL CRH
ビット

R/W
初期値

:

:
:  

 
特再制御レジスタ（CHCR）は、8ビットのライト専用レジスタです。リードは無効です。リード

すると不定値が読み出されます。 
リセット、スタンバイおよびモジュールストップ時に、H'00に初期化されます。 

 

ビット7：HSW出力信号選択ビット（V/N） 

特殊再生時に使用する HSW信号を選択します。 
 
ビット 7 

V/N 

説   明 

0 Video FF信号出力 （初期値） 

1 Narrow FF信号出力 

 

ビット6：COMP極性選択ビット（HSWPOL） 

COMP信号の極性を選択します。 
 
ビット 6 

HSWPOL 

説   明 

0 正転 （初期値） 

1 反転 
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ビット5：C.Rotary同期化コントロールビット（CRH） 

C.Rotary信号を OSCH信号に同期させます。 
 
ビット 5 

CRH 

説   明 

0 同期 （初期値） 

1 非同期 

 

ビット4：H.AmpSW同期化コントロールビット（HAH） 

H.Amp SW信号を OSCH信号に同期させます。 
 
ビット 4 

HAH 

説   明 

0 同期 （初期値） 

1 非同期 

 

ビット3～0：信号制御ビット（SIG3～SIG0） 

COMP入力端子の状態と組み合わせて C.Rotary端子、H.Amp SW端子の出力を決定します。 
 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 出力端子 

SIG3 SIG2 SIG1 SIG0 C.Rotary H.Amp SW  

0 ＊ ＊ L L （初期値） 

0 HSW L  0 

1 HSW H  

0 L HSW  

0 

1 

1 

1 H HSW  

0 HSW EX-OR COMP COMP  0 

1 HSW EX-NOR COMP COMP  

0 HSW EX-OR RTP0 RTP0  

1 

1 

1 

＊ 

HSW EX-NOR RTP0 RTP0  

【注】 ＊：Don’t care. 
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26.6 ドラム速度誤差検出回路 

26.6.1 概要 
ドラム速度誤差制御は、DFG信号の周期を測定することにより、ドラムの回転数を一定に保つ働

きをします。規定回転数との誤差はデジタルカウンタで検出されます。この速度誤差データと位相誤
差データとをデジタルフィルタ回路で処理加算をして、PWM出力を制御します。ドラムの回転速度
および位相は PWM出力により制御されます。 

DFG入力信号は、波形成形回路で波形成形され、DFG信号として速度誤差検出回路に送られます。 
速度誤差検出回路はシステムクロックで DFG信号の周期を計測し、あらかじめ設定されたプリセ

ットデータとの誤差を検出します。プリセットデータとは、ドラムモータが規定回転数で回転してい
るときの DFG信号の周期をクロック信号で計測した値です。 
誤差検出カウンタは DFG信号のエッジを中心にデータラッチ動作を行います。このデータを 16

ビットの速度誤差データとして、デジタルフィルタ回路が演算を行います。デジタルフィルタ回路は、
速度誤差データとドラム位相制御系からの位相誤差データとを処理および加算した後、ドラム系の誤
差データとして PWM変調回路に送ります。 
 

26.6.2 ブロック図 
ドラム速度誤差検出回路のブロック図を図 26.27に示します。 
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図 26.27 ドラム速度誤差検出回路 
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26.6.3 レジスタ構成 
ドラム速度誤差検出回路のレジスタ構成を表 26.9に示します。 

表 26.9 レジスタ構成 
名 称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

DFG規定速度 
プリセットデータレジスタ 

DFPR W ワード H'0000 H'D030 

DFG速度誤差データレジスタ DFER R/W ワード H'0000 H'D032 

DFGロック UPPER 
データレジスタ 

DFRUDR W ワード H'7FFF H'D034 

DFGロック LOWER 
データレジスタ 

DFRLDR W ワード H'8000 H'D036 

ドラム速度誤差検出 
コントロールレジスタ 

DFVCR R/W バイト H'00 H'D038 

 

26.6.4 レジスタの説明 

(1) DFG規定速度プリセットデータレジスタ（DFPR） 

ビット

初期値

R/W

0

W

13

0

W

14

0

W

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

0

W W WW WW W

12

000000

:

:

:

DFPR15 DFPR14 DFPR13 DFPR12 DFPR11 DFPR10 DFPR9 DFPR8 DFPR7 DFPR6 DFPR5 DFPR4 DFPR3 DFPR2 DFPR1 DFPR0

 
 

DFPRは DFG規定速度プリセットデータを設定します。データをライトすると、16ビットのプリ
セットデータがプリセット回路に取り込まれます。プリセットデータは H'8000を基準*として、次の
計算式により求められます。 

 φs/n 
DFG規定速度プリセットデータ＝H'8000－（ ─────── －２） 
 DFGの周波数 
φs ：サーボクロック（fosc/2）Hz 
DFGの周波数 ：単位は Hz 
定数 2はプリセット期間（図 26.28参照） 
φs/n ：選択されたカウンタのクロックソース 

 
DFPRは 16ビットのライト専用レジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセス

すると動作が保証されません。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。リセット、
スタンバイ、およびモジュールストップ時に H'0000に初期化されます。 
【注】* プリセットデータは H'8000基準です。カウンタは、誤差値＝0のとき H'8000となりますが、

誤差データとしてカウンタ値を DFG速度誤差データレジスタ（DFER）にラッチするとき、
H'0000基準の値に変換しています。 
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(2) DFG速度誤差データレジスタ（DFER） 

ビット

初期値

R/W

131415 1 03 25 47 69 811 1012:

:

:

【注】*　検出された誤差データのみリード可能です。�

DFER15 DFER14 DFER13 DFER12 DFER11 DFER10 DFER9 DFER8 DFER7 DFER6 DFER5 DFER4 DFER3 DFER2 DFER1 DFER0

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

 
 

DFERは DFG速度誤差データを格納するレジスタです。ドラムモータが規定速度で回転している
場合、H'0000がラッチされます。また、規定速度より速い場合は負の数、遅い場合は正の数がラッチ
されます。DFERの値は自動的にデジタルフィルタ回路に送られるモードと、ソフトウェアにより送
られるモードがあります。 

DFERは 16ビットのリード/ライト可能なレジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイト
アクセスすると動作が保証されません。リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時に H'0000
に初期化されます。 
「26.6.4 (1) DFG規定速度プリセットデータレジスタ（DFPR）」の【注】を参照してください。 

 

(3) DFGロック UPPERデータレジスタ（DFRUDR） 

ビット

初期値

R/W

131415 1 03 25 47 69 811 1012:

:

:

DFRUDR15 DFRUDR14 DFRUDR13 DFRUDR12 DFRUDR11 DFRUDR10 DFRUDR9 DFRUDR8 DFRUDR7 DFRUDR6 DFRUDR5 DFRUDR4 DFRUDR3 DFRUDR2 DFRUDR1 DFRUDR0

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

0

W  
 

DFRUDRはドラム速度ロック検出時の、UPPER側のロック範囲の設定、およびリミッタ機能使用
時の UPPER側リミット値の設定を行うレジスタです。DFRUDRには符号付きデータを設定してくだ
さい。（ビット 15は符号設定ビットです。） 
ロック検出時、ドラム速度がロック範囲内で検出されると DFVCRレジスタの DFRCS 1、0ビット

により設定されたロックカウンタがダウンカウントし、DFRCS 1、0の設定値とロック回数が一致す
るとドラム位相系のデジタルフィルタ演算処理を自動コントロールすることが可能です。また、リミ
ッタ機能使用時は DFG速度誤差データが DFRUDRの値を超えた場合、DFRUDRの値をデジタルフ
ィルタ演算用データとして使用することができます。 

DFRUDRは 16ビットのライト専用レジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセ
スすると動作が保証されません。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。リセッ
ト、スタンバイ、およびモジュールストップ時に H'7FFFに初期化されます。 
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(4) DFGロック LOWERデータレジスタ（DFRLDR） 

ビット

初期値

R/W

131415 1 03 25 47 69 811 1012:

:

:

DFRLDR15 DFRLDR14 DFRLDR13 DFRLDR12 DFRLDR11 DFRLDR10 DFRLDR9 DFRLDR8 DFRLDR7 DFRLDR6 DFRLDR5 DFRLDR4 DFRLDR3 DFRLDR2 DFRLDR1 DFRLDR0

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

1

W  
 

DFRLDRはドラム速度ロック検出時の、LOWER側のロック範囲の設定、およびリミッタ機能使用
時の LOWER側リミット値の設定を行うレジスタです。DFRLDRには符号付きデータを設定してく
ださい。（ビット 15は符号設定ビットです。） 
ロック検出時、ドラム速度がロック範囲内で検出されると DFVCRレジスタの DFRCS 1、0ビット

により設定されたロックカウンタがダウンカウントし、DFRCS 1、0の設定値とロック回数が一致す
るとドラム位相系のデジタルフィルタ演算処理を自動コントロールすることが可能です。また、リミ
ッタ機能使用時は DFG速度誤差データが DFRLDRの値に満たない場合、DFRLDRの値をデジタルフ
ィルタ演算用データとして使用できます。 

DFRLDRは 16ビットのライト専用レジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセ
スすると動作が保証されません。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。リセッ
ト、スタンバイ、およびモジュールストップ時に H'8000に初期化されます。 
 

(5) ドラム速度誤差検出コントロールレジスタ（DFVCR） 

0

0

1

0
(R)/W*2

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/(W)*1

56

0

7

DFRFON DF-R/UNR DPCNT DFRCS1 DFRCS0

0
R/W

DFCS1

(R)/W*2RR/W

DFCS0 DFOVF
ビット

R/W
初期値

【注】*1　 0 ライトのみ有効です。

　　　*2　リード時はカウンタの値が読み出されます。

:

:
:

 
 

 
ドラム速度誤差検出コントロールレジスタ（DFVCR）はドラム速度誤差検出時の動作制御を行い

ます。 
DFVCRはリードとライトが可能な 8ビットのレジスタです。ただし、ビット 3はリードのみ、ビ

ット 5はリードと 0ライトのみ可能です。 
リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時 H'00に初期化されます。 

 

ビット7、6：クロックソース選択ビット（DFCS1、DFCS0） 

カウンタに供給するクロックを選択するビットです。（φs＝fosc/2） 
 
ビット 7 ビット 6 

DFCS1 DFCS0 

説   明 

0 φs （初期値） 0 

1 φs/2 

0 Φs/4 1 

1 φs/8 
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ビット5：カウンタオーバフローフラグ（DFOVF） 

16ビットタイマカウンタがオーバフローしたことを示すフラグです。クリアは 0ライトにより行
います。1リードを行った後 0ライトの操作を行ってください。また、セット優先のフラグになって
おり、フラグセットと 0ライトが同時に起きた場合、0ライトは無効となります。 
 
ビット 5 

DFOVF 

説   明 

0 通常状態 （初期値） 

1 カウンタがオーバフローしたことを示します 

 

ビット4：誤差データリミット機能選択ビット（DFRFON） 

誤差データリミット機能を有効にします。（ロック範囲データレジスタ（DFRUDR、DFRLDR）に
設定した値がリミット値） 
 
ビット 4 

DFRFON 

説   明 

0 リミット機能 OFF （初期値） 

1 リミット機能 ON 

 

ビット3：ドラムロックフラグ（DF-R/UNR） 

ドラムロックカウンタのアンダフローでフラグをセットします。 
 
ビット 3 

DF-R/UNR 

説   明 

0 ドラム速度系がロックしていないことを示します （初期値） 

1 ドラム速度系がロックしたことを示します 

 

ビット2：ドラム位相系フィルタ演算自動開始ビット（DPCNT） 

ドラムロックカウンタのアンダフローにより、位相系のフィルタ演算を ONにします。 
 
ビット 2 

DPCNT 

説   明 

0 ドラムロック検出によるフィルタ演算を行いません （初期値） 

1 ドラムロック検出時に位相系のフィルタ演算を ONにします 
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ビット1、0：ドラムロックカウンタ設定ビット（DFRCS1、DFRCS0） 

ドラムのロック判定（ロック範囲データレジスタで設定した範囲内での DFG検出）数を設定しま
す。設定した回数を検出するとドラムロックフラグをセットします。DFRCS 1、0にデータをライト
後にロック範囲外で NCDFG信号を検出すると、ロックカウンタにデータが格納されます。 
【注】 DFRCS1、0をリードするとカウンタの値が読み出されます。ビット 3（ドラムロックフラ

グ）が 1でドラムロックカウンタ値が 3の場合ドラム速度系がロックしていることを示しま
す。ドラムロックカウンタはアンダフロー後ロックが解除されるまで停止します。 

 
ビット 1 ビット 0 

DFRCS1 DFRCS0 

説   明 

0 ロック検出 1回でアンダフロー （初期値） 0 

1 ロック検出 2回でアンダフロー 

0 ロック検出 3回でアンダフロー 1 

1 ロック検出 4回でアンダフロー 

 

26.6.5 動作説明 
ドラム速度誤差検出回路は、DFG規定速度プリセットデータレジスタ（DFPR）に設定された基準

値をもとに速度誤差を検出します。DFPRに設定した基準値は NCDFG信号によりカウンタにプリセ
ットされ、選択されたクロックによりダウンカウントします。カウンタのプリセットおよび誤差デー
タのラッチタイミングは、NCDFG信号の立ち上がりまたは立ち下がりを選択できます。「26.14.4 
DFGノイズ除去回路」を参照してください。検出された誤差データはデジタルフィルタ回路に送ら
れます。誤差データは符号付き 2進数であり、速度誤差 0（規定速度で回転）を中心に速度が規定速
度よりも遅いときは正（＋）の数、早いときは負（－）の数となります。図 26.28にドラム速度検出
の動作例を示します。 
 

(a) 誤差データリミット設定 

デジタルフィルタ回路に送られる誤差データは DFGロックデータレジスタ（DFRUDR、DFRLDR）
によりリミット設定が可能です。DFRUDRに誤差データの上限、DFRLDRに誤差データの下限を設
定し DFRFONビットに 1をライトしてください。誤差データがリミット範囲外のとき、デジタルフ
ィルタ回路には負の数でラッチの場合は DFRLDRの値を、正の数でラッチの場合は DFRUDRの値を
リミット値として送ります。リミット値の設定を行うときは、必ずリミット設定を OFF（DFRFON＝
0）の状態で行ってください。リミット設定 ON（DFRFON＝1）のままの状態で設定を行うと、演算
値は保証されません。 
 

(b) ロック検出 

ロックデータレジスタに設定したロック範囲内で誤差データを検出した場合、DFRCS1、0ビット
で設定したロック回数によりドラムロックフラグ（DF-R/UNR）をセットすると同時に割り込み要求
（IRRDRM2）を発生します。フラグのセットはロック検出回数を指定できます（1～4回）。DFRCS1、
0ビットにより行ってください。また、ドラム系デジタルフィルタコントロールレジスタ（DFIC）の
ビット 5（DPHAビット）が、0（位相系デジタルフィルタ演算 OFF）で、DPCNTビットが１のとき
はロック検出状態により、位相系デジタルフィルタ演算の ON/OFFを自動制御可能です。 
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(c) ドラム系速度誤差検出カウンタ 

ドラム系速度誤差検出カウンタは、オーバフロー時にカウンタを停止しオーバフローフラグ
（DFOVF）をセットします。また、同時に割り込み要求（IRRDRM1）を発生します。DFOVFのク
リアは 1リード後の 0ライトにより行ってください。フラグのセットと 0ライトが同時に起きた場合、
0ライトは無効となります。 
 

(d) 割り込み要求 

NCDFG信号ラッチおよび誤差検出カウンタのオーバフローにより IRRDRM1を発生します。また、
ロック検出（設定回数を検出後）により IRRDRM2を発生します。 
 

－値 +値

規定速度値

ラッチデータ0
（誤差なし）

プリセット値

プリセット期間
（2カウント分）

カウンタ

NCDFG信号

誤差データ
ラッチ信号

(DFG↑)

プリセット
データロード信号�

 
図 26.28 ドラム速度誤差検出の動作例（DFG立ち上がりエッジ選択） 
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26.6.6 トリックプレイモード時の fH補正の方法 
トリックプレイモードでは、テープとビデオヘッドとの間の相対速度が変化します。この相対速度

の変化は、水平同期信号（f
H
）を変化させスキューの原因となります。これを補正するため、ドラム

モータの回転速度を各トリックプレイモードで正規の水平同期周波数が得られる速度にシフトする
必要があります。ドラムモータの回転速度のシフトは、速度誤差検出回路の DFG規定速度プリセッ
トデータレジスタをソフトウェアにより書き換えることにより行ってください。 

f
H
補正時のドラム基準周波数 f

F
は、次の式で表されます。 

 
            N

0
 

f
F
 ＝ ──────── × f

F0
 

       N
0
＋α

H
（1－n） 

 
＜記号説明＞ 
 
n ：倍速数（FWD＝正数、REV＝負数） 
α

H
 ：H並び（VHSまたはβの場合、標準モードで 1.5H、2倍モードで 0.75H、3倍モードで

0.5H、8mmVTRの場合では 1Hです） 
N

0
 ：フィールド内基準 H数 

f
F0

 ：フィールド周波数 
 NTSCの場合 ：N

0
＝262.5、f

F0
＝59.94 

 PALの場合 ：N
0
＝312.5、f

F0
＝50.00 
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26.7 ドラム位相誤差検出回路 

26.7.1 概要 
ドラム位相制御系は、ドラムモータが速度制御系によって規定の回転数に達した後で動作を開始す

る必要があります。ドラム位相制御は記録/再生時に次の働きをします。 
記録時：記録するビデオ信号中の垂直ブランキング期間がテープの下端に揃うように制御します。 
再生時：記録されたトラックを正確にトレースする制御。 
基準位相との誤差はカウンタで検出されます。この位相誤差データと速度誤差データとデジタルフ

ィルタ回路で処理加算をして、PWM出力を制御します。ドラムの位相および回転速度は PWM出力
により制御されます。 

DPG信号は、波形成形回路で波形成形され、位相誤差検出回路に送られます。 
位相誤差検出回路は、ビデオヘッドの位置情報である DPGパルス（タックルパルスと呼ぶ）の位

相を基準信号と比較することにより行います。実際の回路では DPGでリセットされるカウンタによ
り、一定時間遅延した HSW（ヘッドスイッチ）信号を、基準値と比較します。 基準信号は REF30
信号であり、記録/再生時には次のような信号となります。 
記録時：記録するビデオ信号から抽出した Vsync信号（フレーム単位の 1/2Vsync）。 
再生時：システムクロックから分周した 30Hzまたは 25Hz信号。 
 

26.7.2 ブロック図 
ドラム位相誤差検出回路のブロック図を図 26.29に示します。 
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図 26.29 ドラム位相誤差検出回路 
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26.7.3 レジスタ構成 
ドラム位相誤差検出回路のレジスタ構成を表 26.10に示します。 

表 26.10 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

ドラム規定位相 

プリセットデータレジスタ１ 

DPPR1 W バイト H'F0 H'D03C 

ドラム規定位相 

プリセットデータレジスタ２ 

DPPR2 W ワード H'0000 H'D03A 

ドラム位相誤差 

データレジスタ１ 

DPER1 R/W バイト H'F0 H'D03D 

ドラム位相誤差 

データレジスタ２ 

DPER2 R/W ワード H'0000 H'D03E 

ドラム位相誤差検出 

コントロールレジスタ 

DPGCR R/W バイト H'07 H'D039 
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26.7.4 レジスタの説明 

(1) ドラム規定位相プリセットデータレジスタ（DPPR1、DPPR2） 

DPPR1 
0
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0
W
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0
W
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�
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�
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:
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DPPR2 
ビット

初期値
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0

W

13

0

W

14

0

W

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0
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0
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W W WW WW W
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000000

:

:

:

DPPR15 DPPR14 DPPR13 DPPR12 DPPR11 DPPR10 DPPR9 DPPR8 DPPR7 DPPR6 DPPR5 DPPR4 DPPR3 DPPR2 DPPR1 DPPR0

 
 

DPPR1と DPPR2の 20ビットでドラム規定位相プリセットデータを設定します。20ビットの重み
は、DPPR1のビット 3がMSBであり DPPR2のビット 0が LSBです。DPPR2にデータをライトする
と、DPPR1と合わせて 20ビットのプリセットデータがプリセット回路に取り込まれます。最初に
DPPR1、次に DPPR2の順にライトしてください。プリセットデータは H'80000を基準*として、次の
計算式により求められます。 
 
目標位相差 ＝（基準信号周期/2）－ 6.5H 
ドラム規定位相プリセットデータ ＝ H'80000 －（φs/n×目標位相差） 

 
φs ：サーボクロック（fosc/2）Hz 
φs/n ：選択されたカウンタのクロックソース 

 
DPPR2はワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセスすると動作が保証されません。DPPR1、

2共にリードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。リセット、スタンバイ時、それぞ
れ H'F0、H'0000に初期化されます。 
【注】* プリセットデータは H'80000基準です。カウンタは、誤差値＝0のとき H'80000となります

が、誤差データとしてカウンタ値をドラム位相誤差データレジスタ（DPER1、DPER2）に
ラッチするとき、H'00000基準の値に変換しています。  
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(2) ドラム位相誤差データレジスタ（DPER1、DPER2） 
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ドラム位相誤差データレジスタは DPER1と DPER2の 20ビットで構成されています。20ビットの

重みは、DPER1のビット 3がMSBであり DPER2のビット 0が LSBです。ドラムが規定位相で回転
している場合、H'00000がラッチされます。また、規定位相より速い場合は負の数、遅い場合は正の
数がラッチされます。DPER1、2の値はデジタルフィルタ回路に送られます。 

DPER1、2は 20ビットのリードとライトが可能なレジスタです。DPER1、2にデータをライトする
場合、最初に DPER1、次に DPER2の順にライトしてください。DPER2はワードアクセスのみ有効で
あり、バイトアクセスすると動作が保証されません。リセット、スタンバイ時にそれぞれ H'F0、H'0000
に初期化されます。 
「26.7.4（1）ドラム規定位相プリセットデータレジスタ（DPPR1、2）」の【注】を参照してく

ださい。 
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(3) ドラム位相誤差検出コントロールレジスタ（DPGCR） 
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0
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DPCS1 N/V HSWES

1

ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

:

:
:

 
 
ドラム位相誤差検出コントロールレジスタ（DPGCR）はドラム位相誤差検出時の動作制御を行い

ます。 
DPGCRはリードとライトが可能な 8ビットのレジスタです。ただし、ビット 2～0はリザーブビッ

ト、ビット 5はリードと 0ライトのみ可能です。 
リセット、スタンバイ時 H'07に初期化されます。 

 

ビット7、6：クロックソース選択ビット（DPCS1、DPCS0） 

カウンタに供給するクロックを選択するビットです。（φs＝fosc/2） 
 
ビット 7 ビット 6 

DPCS1 DPCS0 

説   明 

0 φs （初期値） 0 

1 φs/2 

0 φs/4 1 

1 φs/8 

 

ビット5：カウンタオーバフローフラグ（DPOVF） 

20ビットカウンタがオーバフローしたことを示すフラグです。クリアは 0ライトにより行います。
1リードを行った後 0ライトの操作を行ってください。また、セット優先のフラグになっており、フ
ラグセットと 0ライトが同時に起きた場合、0ライトは無効となります。 
 
ビット 5 

DPOVF 

説   明 

0 通常状態 （初期値） 

1 カウンタがオーバフローしたことを示します 

 

ビット4：誤差データラッチ信号選択ビット（N/V） 

誤差データのラッチ信号を選択します。 
 
ビット 4 

N/V 

説   明 

0 HSW（VideoFF）信号 （初期値） 

1 NHSW（NarrowFF）信号 
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ビット3：エッジ選択ビット（HSWES） 

誤差データラッチ信号（HSWまたは NHSW）のエッジを選択します。 
 
ビット 3 

HSWES 

説   明 

0 立ち上がりエッジでラッチ （初期値） 

1 立ち下がりエッジでラッチ 

 

ビット2～0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

26.7.5 動作説明 
ドラム位相誤差検出回路は、ドラム規定位相プリセットデータレジスタ 1、2（DPPR1、DPPR2）

に設定された基準値をもとに位相誤差を検出します。DPPR1、2に設定した基準値は REF30P信号に
よりカウンタにプリセットされ、選択されたクロックによりアップカウントします。誤差データのラ
ッチは、HSW（NHSW）の立ち上がりまたは立ち下がりエッジ選択が可能です。誤差データ自動送信
モード（DFUCRの DFEPSビット＝0）時に検出された誤差データは、自動的にデジタルフィルタ回
路に送られます。また、ソフト送信モード（DFUCRの DFEPSビット＝1）時は DPER1、2にデータ
をライトした時、デジタルフィルタ回路にデータを送信します。誤差データは符号付き 2進数であり、
位相誤差 0（規定位相で回転）を中心に位相が規定位相よりも遅れたときは正（＋）の数、進んでい
るときは負（－）の数となります。図 26.30、26.31にドラム位相誤差検出の動作例を示します。 
 

(a) ドラム位相誤差検出カウンタ 

ドラム位相誤差検出カウンタは、オーバフロー時およびラッチ時にカウンタを停止します。また、
同時に割り込み要求（IRRDM3）を発生し、オーバフロー時にはオーバフローフラグ（DPOVF）をセ
ットします。DPOVFのクリアは 1リード後の 0ライトにより行ってください。フラグのセットと 0
ライトが同時に起きた場合、0ライトは無効となります。 
 

(b) 割り込み要求 

HSW（NHSW）信号ラッチおよび誤差検出カウンタのオーバフローにより IRRDRM3を発生します。 
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ラッチ ラッチ

プリセット値

カウンタ

HSW (NHSW)*

REF30P

プリセット値

プリセット

【注】*エッジ選択可能

プリセット

 
図 26.30 再生時のドラム位相制御（HSW立ち上がりエッジを選択） 

 

ラッチ ラッチ

プリセット値

カウンタ

HSW (NHSW)*

VD

REF30P

プリセット値

プリセット

【注】*エッジ選択可能

プリセット

リセット リセット

 
図 26.31 記録時のドラム位相制御（HSW立ち上がりエッジを選択） 
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26.7.6 位相比較 
位相比較回路は、基準信号と比較信号との間の時間差をデジタルカウンタで計測します。基準信号

は REF30信号、比較信号は HSWタイミング生成回路からの HSW信号（VideoFF）または NHSW信
号（NarrowFF）を用います。ただし、記録時においては、基準信号生成回路（REF30信号生成回路）
がビデオ信号中の垂直同期信号（Vsync）でリセットされるため、REF30信号の位相は垂直同期信号
（Vsync）の位相と同じになります。 
誤差検出カウンタはHSW信号の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジでデータラッチ動作を

行います。このデータを 20ビットの位相誤差データとして、デジタルフィルタ回路が演算を行いま
す。デジタルフィルタ回路は、位相誤差データとドラム速度制御系からの速度誤差データとを処理加
算した後、ドラム系の誤差データとして PWM変調回路に送ります。 
 

26.8 キャプスタン速度誤差検出回路 

26.8.1 概要 
キャプスタン速度誤差制御は、CFG信号の周期を測定することにより、キャプスタンモータの回

転数を一定に保つ働きをします。規定回転数との誤差はデジタルカウンタで検出されます。この速度
誤差データと位相誤差データとをデジタルフィルタ回路で処理加算して、PWM出力を制御します。
キャプスタンモータの回転速度および位相は PWMにより出力で制御されます。 

CFG入力信号はコンパレータ回路で取り込み、波形成形回路で波形成形され、CFG分周回路で分
周されます。速度誤差検出回路には分周された信号（DVCFG）が送られます。 
速度誤差検出回路はシステムクロックで DVCFG信号の周期を計測し、あらかじめ設定されたプリ

セットデータとの誤差を検出します。プリセットデータとは、キャプスタンモータが規定回転数で回
転している時の DVCFG信号の周期をクロック信号で計測した値です。 
誤差検出カウンタは DVCFG信号のエッジを中心にデータラッチ動作を行います。このデータを

16ビットの速度誤差データとして、デジタルフィルタ回路が演算を行います。デジタルフィルタ回
路は、速度誤差データとキャプスタン位相制御系からの位相誤差データとを処理および加算した後、
キャプスタン系の誤差データとして PWM変調回路に送ります。 
 

26.8.2 ブロック図 
キャプスタン速度誤差検出回路のブロック図を図 26.32に示します。 
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図 26.32 キャプスタン速度誤差検出回路 

 



26. サーボ回路 

Rev.2.00 2006.1.11   26-74 
RJJ09B0303-0200 

 

26.8.3 レジスタ構成 
キャプスタン速度誤差検出回路のレジスタ構成を表 26.11に示します。 

 

表 26.11 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

CFG規定速度 
プリセットデータレジスタ 

CFPR W ワード H'0000 H'D050 

CFG速度誤差データレジスタ CFER R/W ワード H'0000 H'D052 

CFGロック UPPER 
データレジスタ 

CFRUDR W ワード H'7FFF H'D054 

CFGロック LOWER 
データレジスタ 

CFRLDR W ワード H'8000 H'D056 

キャプスタン速度誤差 
検出コントロールレジスタ 

CFVCR R/W バイト H'00 H'D058 

 

26.8.4 レジスタの説明 

(1) CFG規定速度プリセットデータレジスタ（CFPR） 

ビット

初期値

R/W
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W
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CFPRには CFG規定速度プリセットデータを設定します。データをライトすると、16ビットのプ
リセットデータがプリセット回路に取り込まれます。プリセットデータは H'8000を基準*として、次
の計算式により求められます。 
 

                                                φs/n 
CFG規定速度プリセットデータ＝H'8000－（ ───────── － 2） 
                                           DVCFGの周波数 

 
φs ：サーボクロック（fosc/2）Hz 
DVCFGの周波数 ：単位は Hz 
定数 2はプリセット期間（図 26.33参照） 
φs/n ：選択されたカウンタのクロックソース 

 
CFPRは 16ビットのライト専用レジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセス

すると動作が保証されません。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。リセット、
スタンバイおよびモジュールストップ時に H'0000に初期化されます。 
【注】* プリセットデータは H'8000基準です。カウンタは、誤差値＝0のとき H'8000となりますが、

誤差データとしてカウンタ値を CFG速度誤差データレジスタ（CFER）にラッチするとき、
H'0000基準の値に変換しています。  
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(2) CFG速度誤差データレジスタ（CFER） 

ビット

初期値

R/W

131415 1 03 25 47 69 811 1012:

:

:

【注】*　検出された誤差データのみリード可能です。�

CFER15 CFER14 CFER13 CFER12 CFER11 CFER10 CFER9 CFER8 CFER7 CFER6 CFER5 CFER4 CFER3 CFER2 CFER1 CFER0

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

0

*R/W

 
 

CFERは CFG速度誤差データレジスタです。キャプスタンモータが規定速度で回転している場合、
H'0000がラッチされます。また、規定速度より速い場合は負の数、遅い場合は正の数がラッチされま
す。CFERの値は自動的にデジタルフィルタ回路に送られるモードと、ソフトウェアにより送られる
モードがあります。 

CFERは 16ビットのリード/ライト可能なレジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイト
アクセスすると動作が保証されません。リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時に H'0000
に初期化されます。 
「26.8.4（1）CFG規定速度プリセットデータレジスタ（CFPR）」の【注】を参照してください。 

 

(3) CFGロック UPPERデータレジスタ（CFRUDR） 

ビット

初期値

R/W

131415 1 03 25 47 69 811 1012:

:

:

CFRUDR15 CFRUDR14 CFRUDR13 CFRUDR12 CFRUDR11 CFRUDR10 CFRUDR9 CFRUDR8 CFRUDR7 CFRUDR6 CFRUDR5 CFRUDR4 CFRUDR3 CFRUDR2 CFRUDR1 CFRUDR0

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

1

W

0

W  
 

CFRUDRはキャプスタン速度ロック検出時の、UPPER側のロック範囲の設定、およびリミッタ機
能使用時の UPPER側リミット値の設定を行うレジスタです。 
ロック検出時、キャプスタン速度がロック範囲内で検出されると CFVCRレジスタの CFRCS1、0

ビットにより設定されたロックカウンタがダウンカウントし、CFRCS1、0の設定値とロック回数が
一致するとキャプスタン位相系のデジタルフィルタ演算処理を自動コントロールすることが可能で
す。また、リミッタ機能使用時は CFG速度誤差データが CFRUDRの値を超えた場合、CFRUDRの値
をデジタルフィルタ演算用データとして使用することができます。 

CFRUDRは 16ビットのライト専用レジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセ
スすると動作が保証されません。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。リセッ
ト、スタンバイ、およびモジュールストップ時に H'7FFFに初期化されます。 
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(4) CFGロック LOWERデータレジスタ（CFRLDR） 

ビット

初期値

R/W

131415 1 03 25 47 69 811 1012:

:

:

CFRLDR15 CFRLDR14 CFRLDR13 CFRLDR12 CFRLDR11 CFRLDR10 CFRLDR9 CFRLDR8 CFRLDR7 CFRLDR6 CFRLDR5 CFRLDR4 CFRLDR3 CFRLDR2 CFRLDR1 CFRLDR0

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

1

W  
 

CFRLDRはキャプスタン速度ロック検出時の、LOWER側のロック範囲の設定、およびリミッタ機
能使用時の LOWER側リミット値の設定を行うレジスタです。 
ロック検出時、キャプスタン速度がロック範囲内で検出されると CFVCRレジスタの CFRCS1、0

ビットにより設定されたロックカウンタがダウンカウントし、CFRCS1、0の設定値とロック回数が
一致するとキャプスタン位相系のデジタルフィルタ演算処理を自動コントロールすることが可能で
す。また、リミッタ機能使用時は CFG速度誤差データが CFRLDRの値に満たない場合、CFRLDRの
値をデジタルフィルタ演算用データとして使用することができます。 

CFRLDRは 16ビットのライト専用レジスタです。ワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセ
スすると動作が保証されません。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。リセッ
ト、スタンバイ、およびモジュールストップ時に H'8000に初期化されます。 
 

(5) キャプスタン速度誤差検出コントロールレジスタ（CFVCR） 
0

0

1

0
(R)/W*2

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/(W)*1

56

0

7

CFRFON CF-R/UNR CPCNT CFRCS1 CFRCS0

0
R/W

CFCS1

(R)/W*2RR/W

CFCS0 CFOVF
ビット

R/W
初期値

【注】*1　 0 ライトのみ有効です。
　　　*2　リード時はカウンタの値が読み出されます。

:

:
:

 
 
キャプスタン速度誤差検出コントロールレジスタ（CFVCR）はキャプスタン速度誤差検出時の動

作制御を行います。 
CFVCRはリード/ライト可能な 8ビットのレジスタです。ただし、ビット 3はリードのみ、ビット

5はリードと 0ライトのみ可能です。 
リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時 H'00に初期化されます。 

 

ビット7、6：クロックソース選択ビット（CFCS1、CFCS0） 

カウンタに供給するクロックを選択するビットです。（φs＝fosc/2） 
 
ビット 7 ビット 6 

CFCS1 CFCS0 

説   明 

0 φs （初期値） 0 

1 φs/2 

0 φs/4 1 

1 φs/8 
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ビット5：カウンタオーバフローフラグ（CFOVF） 

16ビットタイマカウンタがオーバフローしたことを示すフラグです。クリアは 0ライトにより行
います。1リードを行った後 0ライトの操作を行ってください。また、セット優先のフラグになって
おり、フラグセットと 0ライトが同時に起きた場合、0ライトは無効となります。 
 
ビット 5 

CFOVF 

説   明 

0 通常状態 （初期値） 

1 カウンタがオーバフローしたことを示します 

 

ビット4：誤差データリミット機能選択ビット（CFRFON） 

誤差データリミット機能を有効にします。（ロック範囲データレジスタ（CFRUDR、CFRLDR）に
設定した値がリミット値） 
 
ビット 4 

CFRFON 

説   明 

0 リミット機能 OFF （初期値） 

1 リミット機能 ON 

 

ビット3：キャプスタンロックフラグ（CF-R/UNR） 

キャプスタンロックカウンタのアンダフローでフラグをセットします。 
 
ビット 3 

CF-R/UNR 

説   明 

0 キャプスタン速度系がロックしていないことを示します （初期値） 

1 キャプスタン速度系がロックしたことを示します 

 

ビット2：キャプスタン位相系フィルタ演算自動開始ビット（CPCNT） 

キャプスタンロックカウンタのアンダフローにより、位相系のフィルタ演算を ONにします。 
 
ビット 2 

CPCNT 

説   明 

0 キャプスタンロック検出によるフィルタ演算を行いません （初期値） 

1 キャプスタンロック検出時に位相系のフィルタ演算を ONにします 
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ビット1、0：キャプスタンロックカウンタ（CFRCS1、CFRCS0） 

キャプスタンのロック判定（ロック範囲データレジスタで設定した範囲内での DVCFG検出）数を
設定します。設定した回数を検出するとキャプスタンロックフラグをセットします。CFRCS1、0に
データをライト後にロック範囲外で DVCFG信号を検出すると、ロックカウンタにデータが格納され
ます。 
【注】 CFRCS1、0をリードするとカウンタの値が読み出されます。ビット 3（キャプスタンロッ

クフラグ）が 1でキャプスタンロックカウンタの値が 3の場合キャプスタン速度系がロック
していることを示します。キャプスタンロックカウンタはアンダフロー後ロックが解除され
るまで停止します。 

 
ビット 1 ビット 0 

CFRCS1 CFRCS0 

説   明 

0 ロック検出 1回でアンダフロー （初期値） 0 

1 ロック検出 2回でアンダフロー 

0 ロック検出 3回でアンダフロー 1 

1 ロック検出 4回でアンダフロー 

 

26.8.5 動作説明 
キャプスタン速度誤差検出回路は、CFG規定速度プリセットデータレジスタ（CFPR）に設定され

た基準値をもとに速度誤差を検出します。CFPRに設定した基準値は DVCFG信号によりカウンタに
プリセットされ、選択されたクロックによりダウンカウントします。カウンタのプリセットおよび誤
差データのラッチタイミングは、DVCFG信号により行われます。「26.14.3  CFG分周回路」を参
照してください。検出された誤差データはデジタルフィルタ回路に送られます。誤差データは符号付
き 2進数であり、速度誤差 0（規定速度で回転）を中心に速度が規定速度よりも遅いときは正（＋）
の数、速いときは負（－）の数となります。図 26.33にキャプスタン速度誤差検出の動作例を示しま
す。 
 

(1) 誤差データリミット設定 

デジタルフィルタ回路に送られる誤差データは CFGロックデータレジスタ（CFRUDR、CFRLDR）
によりリミット設定が可能です。CFRUDRに誤差データの上限、CFRLDRに誤差データの下限を設
定し CFRFONビットに 1をライトしてください。誤差データがリミット範囲外のとき、デジタルフ
ィルタ回路には負の数でラッチの場合は CFRLDRの値を、正の数でラッチの場合は CFRUDRの値を
リミット値として送ります。リミット値の設定を行うときは、必ずリミット設定を OFF（CFRFON＝
0）の状態で行ってください。リミット設定 ON（CFRFON＝1）のままの状態で設定を行うと、演算
値は保証されません。 
 

(2) ロック検出 

ロックデータレジスタに設定したロック範囲内で誤差データを検出した場合、CFRCS1、0ビット
で設定したロック回数によりキャプスタンロックフラグ（CF-R/UNR）をセットすると同時に割り込
み要求（IRRCAP2）を発生します。フラグのセットはロック検出回数を指定できます（1～4回）。
CFRCS1、0ビットにより行ってください。また、キャプスタン系デジタルフィルタコントロールレ
ジスタ（CFIC）のビット 5（CPHAビット）が、0（位相系デジタルフィルタ演算 off）で、DPCNT
ビットが１のときはロック検出状態により、位相系デジタルフィルタ演算の ON/OFFを自動制御可能
です。 
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(3) キャプスタン速度誤差検出カウンタ 

キャプスタン速度誤差検出カウンタは、オーバフロー時にカウンタを停止しオーバフローフラグ
（CFOVF）をセットします。また、同時に割り込み要求（IRRCAP1）を発生します。CFOVFのクリ
アは 1リード後の 0ライトにより行ってください。フラグのセットと 0ライトが同時に起きた場合、
0ライトは無効となります。 
 

(4) 割り込み要求 

DVCFG信号ラッチおよび誤差検出カウンタのオーバフローにより IRRCAP1を発生します。また
ロック検出（設定回数を検出後）により IRRCAP2を発生します。 
 

-値 +値

規定速度値

ラッチデータ0
（誤差なし）

プリセット値

プリセット期間
（2カウント分）

カウンタ

誤差データ
ラッチ信号
(DVCFG)

プリセット
データロード信号�

 
図 26.33 キャプスタン速度誤差検出の動作例 
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26.9 キャプスタン位相誤差検出回路 

26.9.1 概要 
キャプスタン位相制御系は、キャプスタンモータが速度制御系によって規定の回転数に達した後で

動作を開始する必要があります。キャプスタン位相制御は記録/再生時に次の働きをします。 
記録時：速度系とともにテープを一定の速度となるように制御します。 
再生時：記録されたトラックを正確にトレースできるようにテープ走行を制御します。 
基準位相との誤差はカウンタで検出されます。この位相誤差データと速度誤差データとをデジタル

フィルタ回路で処理加算をして、PWM出力を制御します。キャプスタンの位相および回転速度は
PWM出力により制御されます。 
キャプスタン位相制御は記録時と再生時で制御信号が異なります。記録時は基準信号（REF30Pま

たは CREF）と CFG信号を分周して生成する DVCFG2信号で制御します。再生時は基準信号
（CAPREF30）と再生コントロールパルス（PB-CTL）の立ち上がり分周信号（DVCTL）で制御しま
す。 
基準信号は記録/再生時には次のような信号となります。 
記録時：記録するビデオ信号から抽出した 1/2Vsync信号。 
再生時：PB-CTL信号の立ち上がりエッジを分周した信号（DVCTL）。 

 

26.9.2 ブロック図 
キャプスタン位相誤差検出回路のブロック図を図 26.34に示します。 
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図 26.34 キャプスタン位相誤差検出回路 
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26.9.3 レジスタ構成 
キャプスタン位相誤差検出回路のレジスタ構成を表 26.12に示します。 

表 26.12 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

キャプスタン規定位相 
プリセットデータレジスタ 1 

CPPR1 W バイト H'F0 H'D05C 

キャプスタン規定位相 
プリセットデータレジスタ 2 

CPPR2 W ワード H'0000 H'D05A 

キャプスタン位相誤差 
データレジスタ 1 

CPER1 R/W バイト H'F0 H'D05D 

キャプスタン位相誤差 
データレジスタ 2 

CPER2 R/W ワード H'0000 H'D05E 

キャプスタン位相誤差 
検出コントロールレジスタ 

CPGCR R/W バイト H'07 H'D059 
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26.9.4 レジスタの説明 

(1) キャプスタン規定位相プリセットデータレジスタ（CPPR1、CPPR2） 

CPPR1 
0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

―�

�

―�
1

5

―�

�

―�
1

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� WW
1

ビット

初期値
R/W

:

:
:

CPPR19 CPPR18 CPPR17 CPPR16

 
 

CPPR2 
ビット

初期値

R/W

0

W

13

0

W

14

0

W

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

0

W W WW WW W

12

000000

:

:

:

CPPR15 CPPR14 CPPR13 CPPR12 CPPR11 CPPR10 CPPR9 CPPR8 CPPR7 CPPR6 CPPR5 CPPR4 CPPR3 CPPR2 CPPR1 CPPR0

 
 

CPPR1と CPPR2の 20ビットでキャプスタン規定位相プリセットデータを設定します。20ビット
の重みは、CPPR1のビット 3がMSBであり CPPR2のビット 0が LSBです。CPPR2にデータをライ
トすると、CPPR1と合わせて 20ビットのプリセットデータがプリセット回路に取り込まれます。最
初に CPPR1、次に CPPR2の順にライトしてください。プリセットデータは H'80000を基準*として、
次の計算式により求められます。 
 
目標位相差＝基準信号周期/2 
キャプスタン規定位相プリセットデータ＝ H'80000 －（φs/n×目標位相差） 

 
φs ：サーボクロック（fosc/2）Hz 
φs/n ：選択されたカウンタのクロックソース 

 
CPPR2はワードアクセスのみ有効であり、バイトアクセスすると動作が保証されません。リード

は無効です。CPPR1、2共にリードすると不定値が読み出されます。リセット、スタンバイ時、それ
ぞれ H'F0、H'0000に初期化されます。 
【注】* プリセットデータは H'80000基準です。カウンタは、誤差値＝0のとき H'80000となります

が、誤差データとしてカウンタ値をキャプスタン位相誤差データレジスタ（CPER1、CPER2）
にラッチするとき、H'00000基準の値に変換しています。  
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(2) キャプスタン位相誤差データレジスタ（CPER1、CPER2） 

CPER1 
0

0

1

0
*R/W

2

0
*R/W

3

0

4

―�

�

―�
1

5

―�

�

―�
1

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� *R/W*R/W
1

ビット

初期値
R/W

:

:
:

CPER19 CPER18 CPER17 CPER16

 
 

CPER2 
ビット

初期値

R/W

0

*R/W

13

0

*R/W

14

0

*R/W

15 1 03 25 47

0

*R/W

6

0

*R/W

9

0

*R/W

8

0

*R/W

11

0

*R/W

10

0

*R/W

0

*R/W *R/W *R/W*R/W *R/W*R/W *R/W
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000000

:

:

:

CPER15 CPER14 CPER13 CPER12 CPER11 CPER10 CPER9 CPER8 CPER7 CPER6 CPER5 CPER4 CPER3 CPER2 CPER1 CPER0

 
 

キャプスタン位相誤差データレジスタは CPER1と CPER2の 20ビットで構成されています。20ビ
ットの重みは、CPER1のビット 3がMSBであり CPER2のビット 0が LSBです。キャプスタンが規
定位相で回転している場合、H'00000がラッチされます。また、規定位相より速い場合は負の数、遅
い場合は正の数がラッチされます。CPER1、2の値はデジタルフィルタ回路に送られます。 

CPER1、2は 20ビットのリード/ライト可能なレジスタです。CPER1、2にデータをライトする場
合、最初に CPER1、次に CPER2の順にライトしてください。CPPR2はワードアクセスのみ有効であ
り、バイトアクセスすると動作が保証されません。リセット、スタンバイ時にそれぞれ H'F0、H'0000
に初期化されます。 
「26.9.4（1）キャプスタン規定位相プリセットデータレジスタ（CPPR1、2）」の【注】を参照

してください。 
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(3) キャプスタン位相誤差検出コントロールレジスタ（CPGCR） 

0

―�

�

―�
1

1

―�

�

―�

2

―�

�

―�
1

3

0

4

0
R/W

5

0

6

0

7

R/WR/(W)*

CPOVF

R/W

CPCS0

0
R/W

CPCS1 CR/RF SELCFG2

1

ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

:

:
:

 
 
キャプスタン位相誤差検出コントロールレジスタ（CPGCR）はキャプスタン位相誤差検出時の動

作制御を行います。 
CPGCRはリード/ライト可能な 8ビットのレジスタです。ただし、ビット 2～0はリザーブビット、

ビット 5はリードと 0ライトのみ可能です。 
リセット、スタンバイ時 H'07に初期化されます。 

 

ビット7、6：クロックソース選択ビット（CPCS1、CPCS0） 

カウンタに供給するクロックを選択するビットです。（φs＝fosc/2） 
 
ビット 7 ビット 6 

CPCS1 CPCS0 

説   明 

0 φs （初期値） 0 

1 φs/2 

0 φs/4 1 

1 φs/8 

 

ビット5：カウンタオーバフローフラグ（CPOVF） 

20ビットカウンタがオーバフローしたことを示すフラグです。クリアは 0ライトにより行います。
1リードを行った後 0ライトの操作を行ってください。また、セット優先のフラグになっており、フ
ラグセットと 0ライトが同時に起きた場合、0ライトは無効となります。 
 
ビット 5 

CPOVF 

説   明 

0 通常状態 （初期値） 

1 カウンタがオーバフローしたことを示します 

 

ビット4：プリセット信号選択ビット（CR/RF） 

プリセット信号を選択します。 
 
ビット 4 

CR/RF 

説   明 

0 REF30P信号でプリセットします （初期値） 

1 CREF信号でプリセットします 
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ビット3：プリセット、ラッチ信号選択ビット（SELCFG2） 

PB（ASM）時のカウンタプリセット信号および誤差データラッチ信号を選択します。 
 
ビット 3 

SELCFG2 

説   明 

0 CAPREF30信号でプリセット、DVCTL信号でラッチ （初期値） 

1 REF30P（CREF）信号でプリセット、DVCFG2信号でラッチ 

 

ビット2～0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

26.9.5 動作説明 
キャプスタン位相誤差検出回路は、キャプスタン規定位相プリセットデータレジスタ 1、2（CPPR1、

CPPR2）に設定された基準値をもとに位相誤差を検出します。CPPR1、2に設定した基準値は REF30P
（CREF）または CAPREF30信号によりカウンタにプリセットされ、選択されたクロックによりアッ
プカウントします。誤差データのラッチは、DVCTLまたは DVCFG2により行われます。誤差データ
自動送信モード（DFUCRの CFEPSビット＝0）時に検出された誤差データは、自動的にデジタルフ
ィルタ回路に送られます。また、ソフト送信モード（DFUCRの CFEPSビット＝1）時は CPER1、2
にデータをライトした時、デジタルフィルタ回路にデータを送信します。誤差データは符号付き 2進
数であり、位相誤差 0（規定位相で回転）を中心に位相が規定位相よりも遅れたときは正（＋）の数、
進んでいるときは負（－）の数となります。図 26.35、26.36にキャプスタン位相誤差検出の動作例
を示します。 
 

(a) キャプスタン位相誤差検出カウンタ 

キャプスタン位相誤差検出カウンタは、オーバフロー時およびラッチ時にカウンタを停止します。
また同時に割り込み要求（IRRCAP3）を発生し、オーバフロー時にはオーバフローフラグ（CPOVF）
をセットします。CPOVFのクリアは 1リード後の 0ライトにより行ってください。フラグのセット
と 0ライトが同時に起きた場合、0ライトは無効となります。 
 

(b) 割り込み要求 

DVCTLまたは DVCFG2信号ラッチおよび誤差検出カウンタのオーバフローにより IRRCAP3を発
生します。 
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ラッチ ラッチ
プリセット値

カウンタ

PB-CTL

CAPREF30

DVCTL
or

DVCFG2

プリセット プリセット

 
図 26.35 再生時のキャプスタン位相制御 

 

ラッチ ラッチ

プリセット値

カウンタ

DVCFG2

REF30P
or

CREF

プリセット プリセット

 
図 26.36 記録時のキャプスタン位相制御 
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26.10 X値補正、トラッキング補正回路 

26.10.1 概要 
他の VTRとの互換性を保つため、再生時の基準信号（内部基準信号（REF30）または外部基準信

号（EXCAP））の位相を調整する補正回路を内蔵しています。取り付け精度により、ビデオヘッド
とコントロール・ヘッドの物理的な距離（X値：79.244mm）が異なる VTRで記録されたテープを再
生する場合、レジスタに補正値を設定することにより、基準信号の位相を調整できます。また、EP
ヘッドで記録されたトラックを幅広のヘッドでトレースする場合やオートトラッキングなども、エン
ベロープ信号を A/D変換器で取り込むことにより、キャプスタンモータの回転位相を調整し、ビデオ
ヘッドと記録済みトラックの位置関係（トラッキング）を一致させることができます。 
 

26.10.2 ブロック図 
補正回路は、サーボクロックφs（またはφs/2）をクロックソースとする 10ビットのカウンタと、

ロードレジスタ付きダウンカウンタ 2本で構成されています。X値補正は、X値データレジスタ（XDR）、
トラッキング補正は TRKデータレジスタ（TRDR）により個別に設定可能です。10ビットのカウン
タは基準信号によりクリアされます。2本のロードレジスタ付きダウンカウンタは、基準信号により
ロードレジスタの値が設定されます。補正された信号が発生するとクロックの供給を止め、次に基準
信号が入力されるまで停止します。REF30信号は必要に応じて分周することができます。 
ブロック図を図 26.37に示します。 
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図 26.37 X値補正回路 
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26.10.3 レジスタの説明 

(1) レジスタ構成 

X値補正、トラッキング補正回路のレジスタ構成を表 26.13に示します。 

表 26.13 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

X値、TRK値コントロールレジスタ XTCR R/W バイト H'80 H'D074 

X値データレジスタ XDR W ワード H'F000 H'D070 

TRK値データレジスタ TRDR W ワード H'F000 H'D072 

 

(2) X値、TRK値コントロールレジスタ（XTCR） 

0

0

1

0
R/W

2

0
W

3

0

4

0
W

5

0

6

0

7

―�

�

―� R/WWW

AT/

W

CAPRF TRK/ EXC/REF XCS DVREF1 DVREF0

1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
XTCRは X値補正、TRK値補正回路の動作を決定する 8ビットのレジスタです。ビット 6～2はラ

イト専用ビットです。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。ビット 1、0はリ
ード/ライト可能です。ただし、リードするとカウンタの値が読み出されます。XTCRはバイトアクセ
ス専用となっています。ワードアクセスすると動作が保証されません。 
リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時、H'80に初期化されます。 

 

ビット7：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット6：外部同期信号エッジ選択ビット（CAPRF） 

外部同期信号生成選択時に、EXCAPのエッジを選択します。 
 
ビット 6 

CAPRF 

説   明 

0 EXCAPの立ち上がりエッジで生成 （初期値） 

1 EXCAPの両エッジで生成 

 

ビット5：キャプスタン位相補正オート/マニュアル選択ビット（AT/MU） 

キャプスタン位相制御の補正基準信号（CAPREF30）の生成方式を CTLモードレジスタの ASMビ
ット、REC/PBビットの状態により、自動的にコントロールするかマニュアルでコントロールするか
を選択するビットです。 
 
ビット 5 

AT/MU 

説   明 

0 マニュアルモード （初期値） 

1 オートモード 
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ビット4：キャプスタン位相補正レジスタ選択ビット（TRK/X） 

AT/MUビットが 0のとき、CAPREF30信号の生成方式を決定するビットです。 
 
ビット 4 

TRK/X 

説   明 

0 XDRの設定値のみで CAPREF30を生成 （初期値） 

1 XDR＋TRDRの設定値で CAPREF30を生成 

 

ビット3：基準信号選択ビット（EXC/REF） 

補正基準信号（CAPREF30）を生成するための基準信号を選択するビットです。 
 
ビット 3 

EXC/REF 

説   明 

0 REF30P信号で生成 （初期値） 

1 外部基準信号で生成 

 

ビット2：クロックソース選択ビット（XCS） 

10ビットカウンタに供給するクロックソースを選択します。 
 
ビット 2 

XCS 

説   明 

0 φs （初期値） 

1 φs/2 

 

ビット1、0：REF30P分周比選択ビット（DVREF1、DVREF0） 

REF30Pの分周値を選択するビットです。リードするとカウンタの値が読み出されます。（選択さ
れた分周値は、カウンタの UDFにより設定されます。） 
 
ビット 1 ビット 0 

DVREF1 DVREF0 

説   明 

0 1分周 （初期値） 0 

1 2分周 

0 3分周 1 

1 4分周 
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(3) X値データレジスタ（XDR） 
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000000
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X値データレジスタ（XDR）は 16ビットのライト専用レジスタです。リードは無効です。リード
すると不定値が読み出されます。XDRはワードアクセス専用となっています。バイトアクセスする
と動作が保証されません。 

XDRには X値補正データを設定してください。ただし、CTLパルスの周期を超える値は設定しな
いでください。AT/MU＝0、TRK/X＝0を設定すると、XDRのみの設定で CAPREF30の生成が可能で
す。PBモード時は X値＋TRK補正値、RECモード時は X値の値を設定してください。 
リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時、H'F000に初期化されます。 

 

(4) TRK値データレジスタ（TRDR） 
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TRK値データレジスタ（TRDR）は 16ビットのライト専用レジスタです。リードは無効です。リ
ードすると不定値が読み出されます。TRDRはワードアクセス専用となっています。バイトアクセス
すると動作が保証されません。 

TRDRには TRK値補正データを設定してください。ただし、CTLパルスの周期を超える値は設定
しないでください。 
リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時、H'F000に初期化されます。 
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26.11 デジタルフィルタ演算回路 

26.11.1 概要 
サーボ制御には符号付きの整数（誤差データ）係数の積和演算が多用されます。この LSIにはソフ

トウェアの負担を軽減する、あるいは処理効率を上げる目的から、ハードウェアによるフィルタ演算
回路（デジタルフィルタ演算回路）が内蔵されています。デジタルフィルタ演算回路のブロック図を
図 26.38に示します。 
フィルタ演算回路は、24ビット×16ビットの高速積和演算回路、演算バッファ回路、入出力処理

回路により構成されています。高速積和演算回路はデジタルフィルタの演算処理を行います。演算バ
ッファ回路はフィルタ演算に必要な係数やゲイン定数を格納するバッファであり、演算回路により参
照されます。 
入出力処理回路は、FG信号により起動し、フィルタ演算動作を決定します。起動がかかると速度

誤差、位相誤差を各検出回路から読み出し、演算回路に送ります。 
フィルタ演算が終了すると演算回路から演算結果を読み出し、12ビット PWMに送ります。この

とき演算結果のゲインをコントロールすることが可能です。 
 

26.11.2 ブロック図 
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図 26.38 デジタルフィルタ演算回路ブロック図 
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図 26.39 デジタルフィルタの表現図 
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26.11.3 演算バッファ 
デジタルフィルタ回路で使用する演算データを格納するバッファです。演算バッファを表 26.14に

示します。この中でライト可能なものは、ゲイン、係数および Z-1のみであり、他はハードウェアで
使用します。どのデータもリードできません。 

表 26.14 レジスタ構成 
バッファのデータ長 

16ビット 16ビット 

 演算データ ゲイン、係数 処理データ 

  

16ビット 

位相系 Ep       

 Upn       

 Upn-1 (Zp-1)        

 Vpn        

 Tp       

 Y      

  Ap     

  Bp     

  GKp     

  Ofp     

   Ap×Epn     

   Bp×Vpn     

速度系 Es      

 Xsn       

 Usn       

 Usn-1 (Zs -1)        

 Vsn        

 Ws        

  As     

  Bs     

  GKs     

  Ofs     

   As×Xsn     

   Bs×Vsn     

誤差出力 PWM       

＜記号説明＞ ：有効ビット 

  ：存在しないビット 小数点位置 
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26.11.4 レジスタ構成 
デジタルフィルタ演算回路のレジスタ構成を表 26.15に示します。 

表 26.15 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

キャプスタン位相ゲイン定数 CGKp W ワード 不定 H'D010 

キャプスタン速度ゲイン定数 CGKs W ワード 不定 H'D012 

キャプスタン位相係数 A CAp W ワード 不定 H'D014 

キャプスタン位相係数 B CBp W ワード 不定 H'D016 

キャプスタン速度係数 A CAs W ワード 不定 H'D018 

キャプスタン速度係数 B CBs W ワード 不定 H'D01A 

キャプスタン位相オフセット COfp W ワード 不定 H'D01C 

キャプスタン速度オフセット COfs W ワード 不定 H'D01E 

ドラム位相ゲイン定数 DGKp W ワード 不定 H'D000 

ドラム速度ゲイン定数 DGKs W ワード 不定 H'D002 

ドラム位相係数 A DAp W ワード 不定 H'D004 

ドラム位相係数 B DBp W ワード 不定 H'D006 

ドラム速度係数 A DAs W ワード 不定 H'D008 

ドラム速度係数 B DBs W ワード 不定 H'D00A 

ドラム位相オフセット DOfp W ワード 不定 H'D00C 

ドラム速度オフセット DOfs W ワード 不定 H'D00E 

ドラム系速度遅延初期化レジスタ DZs W ワード H'F000 H'D020 

ドラム系位相遅延初期化レジスタ DZp W ワード H'F000 H'D022 

キャプスタン系速度遅延初期化 
レジスタ 

CZs W ワード H'F000 H'D024 

キャプスタン系位相遅延初期化 
レジスタ 

CZp W ワード H'F000 H'D026 

ドラム系デジタルフィルタ 
コントロールレジスタ 

DFIC R/W バイト H'80 H'D028 

キャプスタン系デジタルフィルタ 
コントロールレジスタ 

CFIC R/W バイト H'80 H'D029 

デジタルフィルタコントロール 
レジスタ 

DFUCR R/W バイト H'C0 H'D02A 
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26.11.5 レジスタの説明 

(1) ゲイン定数（CGKp、CGKs、DGKp、DGKs） 

ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:  
 
デジタルフィルタの演算ゲインを設定する 16ビットのライト専用バッファレジスタで、ワードア

クセス専用となっています。演算ゲインはゲイン 1を max値として設定可能です。バイトアクセスす
ると動作が保証されません。リードすると不定値が読み出されます。 
リセット、スタンバイ時に、初期化されません。使用前に必ずデータをライトしてから処理を行って
ください。 
本デジタルフィルタは、演算ゲインとは別に出力ゲイン調整が可能になっています。出力ゲインを

考慮して設定してください。 
 

(2) 係数（CAp、CBp、CAs、CBs、DAp、DBp、DAs、DBs） 

ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:  
 
カットオフ周波数 f1、f2を決定する 16ビットのライト専用バッファレジスタで、ワードアクセス

専用となっています。バイトアクセスすると動作が保証されません。リードすると不定値が読み出さ
れます。 
リセット、スタンバイ時に、初期化されません。使用前に必ずデータをライトしてから処理を行っ

てください。 
本デジタルフィルタは、演算ゲインとは別に出力ゲイン調整が可能になっています。出力ゲインを

考慮して設定してください。 
 

(3) オフセット（COfp、COfs、DOfp、DOfs） 

ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:  
 
デジタルフィルタ出力のオフセットレベルを設定する 16 ビットのライト専用バッファレジスタで、

ワードアクセス専用となっています。バイトアクセスすると動作が保証されません。リードすると不
定値が読み出されます。 
リセット、スタンバイ時に、初期化されません。使用前に必ずデータをライトしてから処理を行っ

てください。 
なお、本デジタルフィルタはオフセット加算後に出力ゲインの調整（×1、2、4、8、16、32、64）

が可能になっています。出力ゲインを考慮して設定してください。 
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(4) 遅延初期化レジスタ（CZp、CZs、DZp、DZs） 

ビット

初期値

R/W

131415 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W W WW WW W

12

0000001

―�

1

―�

1

―�

1

―�

:

:

:  
 

Z-1の初期値を設定する 16ビットのライト専用バッファレジスタで、ワードアクセス専用となって
います。バイトアクセスすると動作が保証されません。リードすると不定値が読み出されます。 
リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時に、H'F000に初期化されます。12ビットデ

ータのMSB（ビット 11）は符号ビットです。 
Z-1へのロードは CFIC、DFICのビット 4、3（CZPON、CZSON、DZPON、DZSON）により自動的

に行います。レジスタのライトは常に可能ですが、デジタルフィルタの当該演算処理時は、Z-1へのロ
ードができません。Z-1へのロードは次の演算開始時となります。 
 

(5) ドラム系デジタルフィルタコントロールレジスタ（DFIC） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

0

6

0

7

―�

�

―� R/WR/WR/(W)

DPHA

R/(W)*

DROV DZPON DZSON DSG2 DSG1 DSG0

1

ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

:

:
:

 
 

DFICはリード/ライト可能な 8ビットのレジスタです。ドラム系デジタルフィルタの状態や動作モ
ードを制御します。DFICはバイトアクセス専用となっています。ワードアクセスすると動作が保証
されません。 
リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時 H'80に初期化されます。 

 

ビット7：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット6：ドラム系レンジオーバフラグ（DROV） 

ドラム系デジタルフィルタ演算の結果が 12ビット幅に入らなかった場合、フラグがセットされま
す。1リード後、0ライトしてクリアしてください。 
 
ビット 6 

DROV 

説   明 

0 フィルタ演算結果が 12ビット幅に入ったことを示します （初期値） 

1 フィルタ演算結果が 12ビット幅を超えたことを示します 
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ビット5：ドラム位相系フィルタ演算開始ビット（DPHA） 

ドラム位相系のフィルタ演算処理の開始、または停止を制御します。 
 
ビット 5 

DPHA 

説   明 

0 位相系フィルタ演算を OFFにします 
位相系演算結果 Yを Esに加算しません（図 26.39参照） （初期値） 

1 位相系のフィルタ演算を ONにします 

 

ビット4：ドラム位相系Z-1初期化ビット（DZPON） 

ドラム位相系演算処理開始時に、位相系 Z-1に DZpの値を反映させます。1をライトすると演算反
映後、0にクリアされます。DZpにデータをライトした後に設定してください。 
 
ビット 4 

DZPON 

説   明 

0 位相系 Z-1に DZpの値は反映されません （初期値） 

1 位相系 Z-1に DZpの値が反映されます 

 

ビット3：ドラム速度系Z-1初期化ビット（DZSON） 

ドラム速度系演算処理開始時に、速度系 Z-1に DZsの値を反映させます。1をライトすると演算反
映後、0にクリアされます。DZsにデータをライトした後に設定してください。 
 
ビット 3 

DZSON 

説   明 

0 速度系 Z-1に DZsの値は反映されません （初期値） 

1 速度系 Z-1に DZsの値が反映されます 

 

ビット2～0：ドラム系出力ゲインコントロールビット（DSG2～DSG0） 

DRMPWMに出力するゲインを制御します。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 

DSG2 DSG1 DSG0 

説   明 

0 1倍 （初期値） 0 

1 2倍 

0 4倍 

0 

1 

1 8倍 

0 16倍 0 

1 （32倍）* 

0 （64倍）* 

1 

1 

1 無効（設定しないでください） 

【注】* オプション設定 
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(6) キャプスタン系デジタルフィルタコントロールレジスタ（CFIC） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

0

6

0

7

―�

�

―� R/WR/WR/(W)

CPHA

R/(W)*

CROV CZPON CZSON CSG2 CSG1 CSG0

1

ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

:

:
:

 
 

CFICはリード/ライト可能な 8ビットのレジスタです。キャプスタン系デジタルフィルタの状態や
動作モードを制御します。CFICはバイトアクセス専用となっています。ワードアクセスすると動作
が保証されません。 
リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時 H'80に初期化されます。 

 

ビット7：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット6：キャプスタン系レンジオーバフラグ（CROV） 

キャプスタン系デジタルフィルタ演算の結果が 12ビット幅に入らなかった場合、フラグがセット
されます。1リード後、0ライトしてクリアしてください。 
 
ビット 6 

CROV 

説   明 

0 フィルタ演算結果が 12ビット幅に入ったことを示します （初期値） 

1 フィルタ演算結果が 12ビット幅を超えたことを示します 

 

ビット5：キャプスタン位相系フィルタ演算開始ビット（CPHA） 

キャプスタン位相系のフィルタ演算処理の開始、または停止を制御します。 
 
ビット 5 

CPHA 

説   明 

0 位相系フィルタ演算を OFFにします 

位相系演算結果 Yを Esに加算しません（図 26.39参照） （初期値） 

1 位相系のフィルタ演算を ONにします 

 

ビット4：キャプスタン位相系Z-1初期化ビット（CZPON） 

キャプスタン位相系演算処理開始時に、位相系 Z-1に CZpの値を反映させます。1をライトすると
演算反映後、0にクリアされます。CZpにデータをライトした後に設定してください。 
 
ビット 4 

CZPON 

説   明 

0 位相系 Z-1に CZpの値は反映されません （初期値） 

1 位相系 Z-1に CZpの値が反映されます 
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ビット3：キャプスタン速度系Z-1初期化ビット（CZSON） 

キャプスタン速度系演算処理開始時に、速度系 Z-1に CZsの値を反映させます。1をライトすると
演算反映後、0にクリアされます。CZsにデータをライトした後に設定してください。 
 
ビット 3 

CZSON 

説   明 

0 速度系 Z-1に CZsの値は反映されません （初期値） 

1 速度系 Z-1に CZsの値が反映されます 

 

ビット2～0：キャプスタン系ゲインコントロールビット（CSG2～CSG0） 

CAPPWMに出力するゲインを制御します。 
 
ビット 1 ビット 2 ビット 0 

CSG2 CSG1 CSG0 

説   明 

0 1倍 （初期値） 0 

1 2倍 

0 4倍 

0 

1 

1 8倍 

0 16倍 0 

1 （32倍）* 

0 （64倍）* 

1 

1 

1 無効（設定しないでください） 

【注】* オプション設定 

 

(7) デジタルフィルタコントロールレジスタ（DFUCR） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

0

6

―�

�

―�

7

―�

�

―� R/WR/WR/W

PTON CP/DP CFEPS DFEPS CFESS DFESS

1 1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
DFUCRはリード/ライト可能な 8ビットのレジスタです。デジタルフィルタの動作を制御します。

DFUCRはバイトアクセス専用となっています。ワードアクセスすると動作が保証されません。 
リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時 H'00に初期化されます。 

 

ビット7、6：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット5：位相系演算結果PWM出力ビット（PTON） 

位相系のみの演算結果を PWMに出力します。（ドラム位相系演算結果は CAPPWM端子、キャプ
スタン位相系演算結果は DRMPWM端子に出力） 
 
ビット 5 

PTON 

説   明 

0 PWM端子に通常のフィルタ演算結果を出力します （初期値） 

1 PWM端子に位相系のみの演算結果を出力します 

 

ビット4：PWMに出力選択ビット（CP/DP） 

PTON＝1とした時の位相系演算結果出力をドラムとするかキャプスタンとするか選択します。 
選択された側の PWMの出力は通常のフィルタ演算結果（MIXの速度系）を出力します。 

 
ビット 4 

CP/DP 

説   明 

0 ドラム位相系演算結果を出力（CAPPWM） （初期値） 

1 キャプスタン位相系演算結果出力（DRMPWM） 

 

ビット3：キャプスタン位相系誤差データ転送ビット（CFEPS） 

キャプスタン位相系誤差データの強制ライト時に、データをデジタルフィルタに転送します。 
 
ビット 3 

CFEPS 

説   明 

0 DVCFG2信号ラッチによりデータ転送 （初期値） 

1 誤差データライト時にデータ転送 

 

ビット2：ドラム位相系誤差データ転送ビット（DFEPS） 

ドラム位相系誤差データの強制ライト時に、データをデジタルフィルタに転送します。 
 
ビット 2 

DFEPS 

説   明 

0 HSW（NHSW）信号ラッチによりデータ転送 （初期値） 

1 誤差データライト時にデータ転送 

 

ビット1：キャプスタン速度系誤差データ転送ビット（CFESS） 

キャプスタン速度系誤差データの強制ライト時に、データをデジタルフィルタに転送します。 
 
ビット 1 

CFESS 

説   明 

0 DVCFG信号ラッチによりデータ転送 （初期値） 

1 誤差データライト時にデータ転送 
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ビット0：ドラム速度系誤差データ転送ビット（DFESS） 

ドラム速度系誤差データの強制ライト時に、データをデジタルフィルタに転送します。 
 
ビット 0 

DFESS 

説   明 

0 NCDFG信号ラッチによりデータ転送 （初期値） 

1 誤差データライト時にデータ転送 

 

26.11.6 フィルタ特性 

(1) ラグリード・フィルタ 

サーボループに必要なフィルタがハードウェアで内蔵されています。デジタルフィルタには、非巡
回型（FIR：Finite Impulse Responce）と巡回型（IIR：Infinite Impulse Responce）がありますが、ここ
では IIRを用いています。デジタルフィルタ回路は、ラグリードフィルタを実現しています。ラグリ
ードフィルタを図 26.40に示します。 
 

R1

R2

C
+

INPUT OUTPUT

 
図 26.40 ラグリードフィルタ 

 
伝達関数 G（S）は、次の式で表されます。 

 
                                S 
                          1＋──── 
                               2πf

2
 

 伝達関数 G（S）＝ ──────                                 S 
                          1＋──── 
                               2πf

1
 

 
       f

1
＝1/2πC（R1＋R2） 

       f
2
＝1/2πCR2 
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(2) 周波数特性 

演算回路は s平面での伝達関数を双一次近似により、s-z変換を行った関数の繰り返し演算を行い
ます。ラグリードフィルタの周波数特性を図 26.41に示します。 
 

f1

0

f2
周波数[Hz]

20log(f1/f2)

ga
in

(d
B

)
ph

as
e(

de
g)

 
図 26.41 ラグリードフィルタの周波数特性 

 
伝達関数 G（S）を双一次近似法によりパルス伝達関数 G（Z）を求めます。 
伝達関数 G（S）において、 
 
           2    1－Z-1 
     S＝ ──・─── 
          Ts    1＋Z-1 

 
ここで、Z-1＝e-jωTsとすると、 

 
                    2    1＋AZ-1 
     G（Z）＝ G・──・────   
                    Ts   1＋BZ-1   
 
                  1                        1                        1 
             Ts＋──                 Ts－──                 Ts－── 
                 πf

2
                      πf

2
                      πf

1
 

     G（Z）＝─────           A＝─────            B＝───── 
                  1                        1                        1 
             Ts＋──                 Ts＋──                 Ts＋── 
                 πf

1
                      πf

2
                      πf

1
 

 
Ts：サンプリング周期（sec） 
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26.11.7 過渡応答時の操作 
デジタルフィルタ演算回路は、モータ起動時や過渡応答時の大きな誤差による演算を防止する必要

があります。繰り返し演算を行うフィルタ回路に大きな誤差が入力されると、演算の収束が遅くなり
サーボの引き込みが悪くなります。これを防止するためには、ある範囲の誤差まで速度位相を引き込
んでからフィルタを動作させる（定数 A、Bを設定する）方法、Z-1の初期化（CZp、CZs、DZp、DZs
に初期値を設定）を行う方法（「26.11.8 Z-1の初期化」参照）、誤差データリミット機能（「26.6 ド
ラム速度誤差検出回路」、「26.8 キャプスタン速度誤差検出回路」参照）を用いる方法があります。 
 

26.11.8 Z-1の初期化 
Z-1の遅延初期化レジスタ（CZp、CZs、DZp、DZs）により初期化が可能です。Z-1へのロードは、

CFIC、DFICのビット 4、3（CZPON、CZSON、DZPON、DZSON）により自動的に行います。ただし、
レジスタのライトは常に行えますが、デジタルフィルタの当該演算処理時は Z-1へのロードはできま
せん。Z-1へのロードは次の演算開始時となります。図 26.42に Z-1初期化回路を示します。 
遅延初期化レジスタは、12ビットのデータを設定しますが、MSB（ビット 11）は符号ビットにな

ります。Z-1は整数部 24ビット、小数部 8ビットなので、Z-1の設定値はMSB側 13ビットは符号ビッ
トと同じ値を設定し、小数部はすべて 0となります。 
 
例）遅延初期化レジスタ設定値 Z-1の設定値 
MSB

0

MSB

符号ビットの値を設定 固定

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 00000000000 0 0 0 0 0 0 0 0

 
 

W W

内　部　バ　ス

Z -1初期化
ビット

DZSON
DZPON
CZSON
CZSON

W

16 16

12

24 8

W

遅延初期化レジスタZ -1

USn

- +

Res

【注】　遅延初期化レジスタに書き込む12ビットのデータのMSBは符号ビット

Usn-1
+

+Xn Vn

DBs15~0
DBp15~0
CBs15~0
CBp15~0

DZs11~0
DZp11~0
CZs11~0
CZp11~0

DAs15~0
DAp15~0
CAs15~0
CAp15~0

A B

 
図 26.42 Z-1初期化回路 
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26.12 付加 V信号生成回路 

26.12.1 概要 
特殊再生時に Vsyncに代わる信号を出力します。HSWタイミング回路から出力される HSW信号

の両エッジで起動します。HSWタイミング回路では、付加 Vパルスの VD信号と等価パルスを含む
垂直同期信号の幅（Mlevel信号）を出力します。 

Vpulse端子は 3値レベル出力の端子です。 
付加 Vパルスの制御回路を図 26.43に示します。 

 

Csync

付加Vパルス

OSCHV
pu

ls
e信
号

M
le

ve
l信
号 同期信号検出回路

HSWタイミング
生成回路

付加Vパルス
生成回路

 
図 26.43 付加 Vパルス制御回路 

 

(1) HSWタイミング発生回路 

HSWに同期した信号を生成します。HSW信号（VideoFF）のエッジのタイミングからMlevel信号、
Vpulse信号を生成してください。詳細は「26.4 HSWタイミング生成回路」を参照してください。 
 

(2) 同期信号検出回路 

Csync端子より入力された信号（Csync）から VTR、HTRで指定した幅のパルスを検出し、内部の
水平同期信号（OSCH）を生成します。同期信号回路は、補完機能を持っており、Hsync信号が欠落
しても、周期的な同期信号を生成します。詳細は「26.15 同期信号検出回路」を参照してください。 
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26.12.2 端子構成 
付加 V信号の端子構成を表 26.16に示します。 

表 26.16 端子構成 
名 称 略称 入出力 機  能 

付加 Vパルス端子 Vpulse 出力 VideoFFに同期した付加 V信号出力 

 

26.12.3 レジスタ構成 
付加 V信号のレジスタ構成を表 26.17に示します。 

表 26.17 レジスタ構成 
名 称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

付加 Vコントロールレジスタ ADDVR R/W バイト H'E0 H'D06F 

 

26.12.4 レジスタの説明 

(1) 付加 Vコントロールレジスタ（ADDVR） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

―�

�

―�
1

6

―�

�

―�

7

―�

�

―� R/WR/W

HMSK HiZ CUT VPON POL

1 1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
ADDVRはリード/ライト可能な 8ビットのレジスタです。 
リセット、スタンバイ時 H'E0に初期化されます。 

 

ビット7～5：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット4：OSCHマスクビット（HMSK） 

付加 Vパルス中の OSCH信号をマスクするビットです。 
 
ビット 4 

HMSK 

説   明 

0 OSCHを付加する （初期値） 

1 OSCHを付加しない 

 

ビット3：ハイインピーダンスビット（HiZ） 

中間レベルの生成を外部回路で行う場合、1にセットします。 
 
ビット 3 

HiZ 

説   明 

0 Vpulse端子を 3値出力とする （初期値） 

1 Vpulse端子を H/L/HiZの 3状態端子とする 
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ビット2～0：付加V出力制御ビット（CUT、VPON、POL） 

付加 V端子の出力を制御します。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 

CUT VPON POL 

説   明 

0 ＊ Lowレベル （初期値） 

0 負極性（図 26.46） 

0 

1 

1 正極性（図 26.45） 

0 中間レベル（HiZビット＝1のときはハイインピーダンス） 1 ＊ 

1 Highレベル 

【注】＊：Don’t care. 

 

26.12.5 付加 Vパルスの信号 
付加 Vパルスの信号（Vpulse端子）を図 26.44に示します。Mlevel信号と Vpulse信号は、HSWタ

イミング生成回路で発生させます。等価パルスは、OSCH信号をそのまま重ねます。付加 Vパルスは
付加 Vコントロールレジスタ（ADDVR）の POLビットにより、極性を選択できます。 

Vpulse端子はリセット、スタンバイ、モジュールストップ時、Lowレベル出力となります。 
 

R/WR/W
・ADDVR ・ADDVR

R/W

内　部　バ　ス

R/W R/W

CUTVPON HMSK POL HiZ
STBY

VCC VCC

VSS VSS

Rs

Rs

Vpulse端子

OSCH

Vpulse

Mlevel

【記号説明】�
STBY：低消費電力モード信号
Vpulse、Mlevel：HSW生成回路からの信号
Rs：分圧抵抗（20kΩ：参考値）

 
図 26.44 付加 Vパルス端子 
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(1) 同期信号が検出されない時の付加 Vパルス 

付加 Vパルスは、HSWタイミング生成回路により生成した信号（Vpulse、Mlevel信号）に、同期
信号検出回路で検出されたパルス（OSCH）を重畳します。入力された同期信号（Csync）にノイズが
多かったり、パルス抜けがあったりする場合、OSCHは補完パルスとなるため HRTR、HPWRで設定
した周期の Hパルスが重畳されます。このとき、HRTR、HPWRの設定によっては通常の同期信号と
タイミングが少しずれ、不連続となることがあります。 
また、同期信号が入力されない場合、付加 Vパルスは補完パルスで生成します。同期信号検出回

路で各設定を行い、SYNCR（同期信号コントロールレジスタ）の SYCTビットの操作により同期信
号検出回路の起動を行ってください。「26.15.7 同期信号検出回路の起動」を参照してください。付
加 Vパルスを図 26.45、図 26.46に示します。 
 

HSW信号エッジ

OSCH

VPON=1、CUT=0、POL=1

付加V
パルス

Vpulse
信号

Mlevel
信号

 
図 26.45 正極を指定したときの付加 Vパルス 
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HSW信号エッジ

OSCH

VPON=1、CUT=0、POL=0

付加V
パルス

Vpulse
信号

Mlevel
信号

 
図 26.46 負極を指定したときの付加 Vパルス 
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26.13 CTL回路 

26.13.1 概要 
CTL回路には、入力部にシュミットアンプが内蔵されており、増幅、波形整形を行った後、PB-CTL

信号として、サーボ部、リニアタイムカウンタなどに送ります。 
PB-CTL信号は CTL回路内のデューティ判別回路にも送られ、VISS、VASS、および ASMマーク

検出、記録が可能です。記録部には REC-CTLアンプを内蔵しています。また、ワイドアスペクト対
応として、CTLパルスの Long/Shortの検出、記録が可能です。 

CTLモードレジスタの設定により、以下の動作が可能です。 
• デューティ判別 

VISS検出、VASS検出、ASM検出、L/Sビットパターン検出 
• CTL記録 

VISS記録、VASS記録、ASM記録、L/Sビットパターン記録 
• 再書き込み 
台形波出力 

 

26.13.2 ブロック図 
CTL回路のブロック図を、図 26.47に示します。 

 

+   -

PB-CTL

FW/RV

CTL(-)CTL(+)

シュミット
アンプ

CTLモード

CTL検出
回路

デューティ
判別回路

ビットパターン
レジスタ

VISS検出

VISS
コントロール回路

VISS書き込み

デューティI/Oフラグ
ライトコント
ロール回路

CTL
RECアンプ

内部バス

REF30X

IRRCTL

 
図 26.47 CTL回路のブロック図 
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26.13.3 端子構成 
CTL回路の端子構成を表 26.18に示します。 

表 26.18 端子構成 
名  称 略称 入出力 機  能 

CTL（＋）入出力端子 CTL（＋） 入出力 CTL信号入出力 

CTL（－）入出力端子 CTL（－） 入出力 CTL信号入出力 

CTL Bias入力端子 CTL Bias 入力 CTL1次アンプバイアス供給 

CTL Amp（O）出力端子 CTLAmp（O） 出力 CTLアンプ出力 

CTL SMT（i）入力端子 CTLSMT（i） 入力 CTLシュミットアンプ入力 

CTL FB入力端子 CTL FB 入力 CTLアンプ高域特性制御 

CTL REF出力端子 CTL REF 出力 CTLアンプリファレンス電圧出力 

 

26.13.4 レジスタ構成 
CTL回路のレジスタ構成を表 26.19に示します。 

表 26.19 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

CTLコントロールレジスタ CTCR R/W バイト H'30 H'D080 

CTLモードレジスタ CTLM R/W バイト H'00 H'D081 

REC-CTLデューティデータレジスタ 1 RCDR1 W ワード H'F000 H'D082 

REC-CTLデューティデータレジスタ 2 RCDR2 W ワード H'F000 H'D084 

REC-CTLデューティデータレジスタ 3 RCDR3 W ワード H'F000 H'D086 

REC-CTLデューティデータレジスタ 4 RCDR4 W ワード H'F000 H'D088 

REC-CTLデューティデータレジスタ 5 RCDR5 W ワード H'F000 H'D08A 

デューティ I/Oレジスタ DI/O R/W バイト H'F1 H'D08C 

ビットパターンレジスタ BTPR R/W バイト H'FF H'D08D 
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26.13.5 レジスタの説明 

(1) CTLコントロールレジスタ（CTCR） 

0

0

1

0

R

2

0

W

3

0

4

1

W

5

1

6

0

7

WW W

FSLB

W

FSLC

0

W

NT/PL FSLA CCS LCTL UNCTL SLWM

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 

CTLコントロールレジスタ（CTCR）は、PB-CTLの再書き込み動作の制御、スローモードの設定
をします。PB-CTL回路の CTLゲインコントロールレジスタ（CTLGR）により設定された入力アン
プゲインで CTLパルスを検出できない時、CTCRのビット 1（UNCTL）に 1をセットします。CTL
パルスを検出すると自動的に 0クリアされます。 

CTCRは、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。ただし、ビット 1はリードのみ、その他
のビットはライトのみ可能です。リードすると不定値が読み出されます。 
リセット、スタンバイ、モジュールストップおよび CTLストップ時に H'30に初期化されます。 

 

ビット7：NTSC/PAL選択ビット（NT/PL） 

再書き込み回路の一周期を決定するビットです。 
 
ビット 7 

NT/PL 

説   明 

0 NTSCモード（1フレーム 30Hz） （初期値） 

1 PALモード（1フレーム 25Hz） 

 

ビット6～4：動作周波数指定ビット（FSLC、FSLB、FSLA） 

CTL再書き込み回路の動作周波数を指定します。foscの周波数により指定してください。 
 
ビット 6 ビット 5 ビット 4 

FSLC FSLB FSLA 

説   明 

0 リザーブ（設定しないでください） 0 

1 リザーブ（設定しないでください） 

0 fosc＝8MHz 

0 

1 

1 fosc＝10MHz （初期値） 

1 ＊ ＊ リザーブ（設定しないでください） 

【注】 ＊：Don’t care. 

 

ビット3：クロックソース選択ビット（CCS） 

CTLのクロックソースを選択します。 
 
ビット 3 

CCS 

説   明 

0 φs （初期値） 

1 φs/2 
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ビット2：ロングCTLビット（LCTL） 

ロング CTL検出モードに設定するビットです。 
 
ビット 2 

LCTL 

説   明 

0 クロックソースを（CCS）設定値とします （初期値） 

1 クロックソースを（CCS）設定値よりさらに 8分周します 

 

ビット1：CTL未検出ビット（UNCTL） 

CTLゲインコントロールレジスタ（CTLGR）の設定で決められた、CTL入力アンプ感度での CTL
パルスの検出状態を示します。 
 
ビット 1 

UNCTL 

説   明 

0 検出 （初期値） 

1 未検出 

 

ビット0：モード選択ビット（SLWM） 

CTLのモードを選択します。 
 
ビット 0 

SLWM 

説   明 

0 ノーマルモード （初期値） 

1 スローモード 
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(2) CTLモードレジスタ（CTLM） 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/WR/W

FW/RV

R/W

REC/

0

R/W

ASM MD4 MD3 MD2 MD1 MD0

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 

CTLモードレジスタ（CTLM）は、CTL回路の動作状態を決定する 8ビットのリード/ライト可能
なレジスタです。MD3、MD2の 2ビットは 1をライトすると 1サイクル後（φ）に 0クリアされま
す。 
リセット、スタンバイ、モジュールストップ時に H'00に初期化されます。CTLストップ時はビッ

ト 7、6、5のみ動作します。 
【注】 各モードの設定値（「表 26.20 CTLモード機能」参照）以外の設定はしないでください。 
 

ビット7、6：録/再モードビット（ASM、REC/PB） 

記録/再生を切り替えます。ビット 4～0（MD4～MD0）と組み合わせて、VISS/VASS/ASMの各機
能に対応します。 
 
ビット 7 ビット 6 

ASM REC/PB 

説   明 

0 再生モード（PLAYBACK） （初期値） 0 

1 記録モード（RECORD） 

0 アセンブルモード 1 

1 無効（設定しないでください） 

 

ビット5：方向ビット（FW/RV） 

再生時の方向を指定します。記録時は 0を指定してください。FWD/REV時の PB-CTL信号を図
26.48に示します。 
 
ビット 5 

FW/RV 

説   明 

0 FORWARD （初期値） 

1 REVERSE 

 

CTL入力

PB-CTL

FWD

REV

 
図 26.48 FWD/REV時の PB-CTL信号 
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ビット4～0：CTLモードセレクトビット（MD4～MD0） 

VISS/VASS/ASMマークの検出、記録、再書き込みの各モードを指定します。MD3、MD2の 2ビ
ットは 1をライトすると、1サイクル（φ）後に 0クリアされます。 

MD4～MD0の 5ビットは、ビット 7、6（ASM、REC/PB）と組み合わせて使用します。 
表 26.20に各モードの説明を示します。 

表 26.20 CTLモード機能 
ビット 

ASM R/P F/R MD4 MD3 MD2 MD1 MD0 

モード 動 作 

0 0 0/1 0 0 0 0 0 VASS検出 

（デューティ検出）

PB-CTLのデューティ判別（初期値） 

・デューティ≧44％を検出すると、デ
ューティ I/Oフラグが 1になります。 

・デューティ＜44％を検出すると、デ
ューティ I/Oフラグが 0になります。 

・1CTL検出終了時、割り込み要求を発
生します。 

0 1 0 0 0 0 0 0 VASS記録 ・デューティ I/Oフラグに 0をライトす
ると、RCDR2または RCDR3レジス
タで決定されるデューティで
REC-CTLを発生し記録します。 

・デューティ I/Oフラグに 1をライトす
ると、RCDR4または RCDR5レジス
タで決定されるデューティで
REC-CTLを発生し記録します。 

0 0 0 1 0 0 1 0 VASS再書き込み 同上（VASS記録と同じ。ただし、台形
波回路動作） 

0 0 0/1 0 1 0 0 1 VISS検出 

（INDEX検出） 

・CTLMレジスタをライトした時点でデ
ューティ I/Oフラグが 1になります。 

・デューティ判別回路により判別した 1
データを VISSコントロール回路で
カウントします。 

・VCTRレジスタで設定した値を連続検
出すると VISS検出と判定しデュー
ティ I/Oフラグを 0にします。 

・VISS検出時点で、割り込み要求を発
生します。 

0 1 0 0 0 1 0 1 VISS記録 

（INDEX記録） 

・両端を 0パルスとする連続する 1パ
ルスデータを 64発書き込みます。
（INDEX記録） 

・ビット列（INDEX）はデューティ I/O
フラグを経由して書き込まれます。 

・VISS記録が終了すると、割り込み要
を発生します。 

0 0 0 0 0 1 0 1 VISS再書き込み 同上（VISS記録と同じ。ただし、台形
波回路動作） 

0 0 0 1 0 0 0 0 VISS初期化 VISS書き込みを強制的に中止します。 
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ビット 

ASM R/P F/R MD4 MD3 MD2 MD1 MD0 

モード 動 作 

1 0 0/1 0 0 0 0 0 ASMマーク検出 ASMマークを検出します。 

・PB-CTLのデューティ≧66％を検出
すると、デューティ I/Oフラグが 0
になります。 

・ASMマークを検出すると、割り込み
要求を発生します。 

0 1 0 1 0 0 0 0 ASMマーク記録 ・デューティ I/Oフラグに 0をライト
することにより、ASMマークを記録
します。 

・1CTLパルスごとに、割り込み要求
を発生します。 

・RCDR3レジスタで決定されるデュ
ーティで REC-CTLを発生し、記録
します。 
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(3) REC-CTLデューティデータレジスタ 1（RCDR1） 

1 1 1 1

ビット

初期値

R/W

13

―�

�

―�

14

―�

�

―�

15

―�

�

―�

1 03 25 47 69 811 10

CMT11

W

12

―�

�

―�

0

CMT10

W

0

CMT13

W

0

CMT12

W

0

CMT15

W

0

CMT14

W

0

CMT17

W

0

CMT16

W

0

CMT19

W

0

CMT18

W

0

CMT1B

W

0

CMT1A

W

0

:

:

:  
 

RCDR1は REC-CTLの立ち上がりのタイミングを設定するレジスタです。記録時のみ有効であり、
検出時には使用しません。 

12ビットのライト専用レジスタで、ワードアクセス専用となっています。バイトアクセスすると
動作が保証されません。リードすると不定値が読み出されます。ビット 15～12はリザーブビットで
あり、ライトは無効です。 
リセット、スタンバイ、モジュールストップ、および CTLストップ時に H'F000に初期化されます。 
設定時間 T1から、φsの周波数に応じて次の計算式で求められる値を設定します。「図 26.60 

REC-CTL信号生成タイミング」を参照してください。設定時間は任意ですが、再生時のトラッキン
グ補正値や位相制御のラッチタイミングなどを考慮して決定します。 

RCDR1＝T1×φs/64 
φsはサーボクロック（＝fosc/2）［Hz］、T1は設定時間［s］ 

【注】 RCDR1は 0の設定は無効です。1以上の値を設定してください。 
 

(4) REC-CTLデューティデータレジスタ 2（RCDR2） 

1 1 1 1

ビット

初期値

R/W

13

―�

�

―�

14

―�

�

―�

15

―�

�

―�

1 03 25 47 69 811 10

CMT21

W

12

―�

�

―�

0

CMT20

W

0

CMT23

W

0

CMT22

W

0

CMT25

W

0

CMT24

W

0

CMT27

W

0

CMT26

W

0

CMT29

W

0

CMT28

W

0

CMT2B

W

0

CMT2A

W

0

:

:

:  
 

RCDR2は記録時および再書き込み時に REC-CTLの 1パルス（Short）の立ち下がりのタイミング
を設定するレジスタです。検出時には Long/Shortパルス検出に使用します。 

12ビットのライト専用レジスタで、ワードアクセス専用となっています。バイトアクセスすると
動作が保証されません。リードすると不定値が読み出されます。ビット 15～12はリザーブビットで
あり、ライトは無効です。 
リセット、スタンバイ、モジュールストップ、および CTLストップ時に H'F000に初期化されます。 
記録時は設定時間 T2から、φsの周波数に応じて次の計算式で求められるデューティ 25％の値を

設定してください。「図 26.60 REC-CTL信号生成タイミング」を参照してください。 
 

RCDR2＝T2×φs/64 
φsはサーボクロック（＝fosc/2）［Hz］、T2は設定時間［s］ 

 
ビットパターン検出時は FWD時の 1パルス Long/Shortのしきい値を設定してください。 
「図 26.56 デューティ判別回路」を参照してください。 

 
RCDR2＝T2'×φs/64 
φsはサーボクロック（＝fosc/2）［Hz］、T2'は FWD時の 1パルス Long/Shortのしきい値［s］ 
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(5) REC-CTLデューティデータレジスタ 3（RCDR3） 

1 1 1 1

ビット

初期値

R/W

13

―�

�

―�

14

―�

�

―�

15

―�

�

―�

1 03 25 47 69 811 10

CMT31

W

12

―�

�

―�

0

CMT30

W

0

CMT33

W

0

CMT32

W

0

CMT35

W

0

CMT34

W

0

CMT37

W

0

CMT36

W

0

CMT39

W

0

CMT38

W

0

CMT3B

W

0

CMT3A

W

0

:

:

:  
 

RCDR3は記録時および再書き込み時に REC-CTLの 1パルス（Long）およびアセンブルマークの
立ち下がりのタイミングを設定するレジスタです。検出時には Long/Shortパルス検出に使用します。 

12ビットのライト専用レジスタで、ワードアクセス専用となっています。バイトアクセスすると
動作が保証されません。リードすると不定値が読み出されます。ビット 15～12はリザーブビットで
あり、ライトは無効です。 
リセット、スタンバイ、モジュールストップ、および CTLストップ時に H'F000に初期化されます。 
記録時は設定時間 T3から、φsの周波数に応じて次の計算式で求められる値を設定します。

REC-CTLの 1パルス（Long）に使用する場合は、デューティ 30％、アセンブルマークに使用する場
合は 67～70％の値を設定します。設定値は REF30Xの周期を超えて設定しないでください。「図 26.60 
REC-CTL信号生成タイミング」を参照してください。 
 

RCDR3＝T3×φs/64 
φsはサーボクロック（＝fosc/2）［Hz］、T3は設定時間［s］ 

 
ビットパターン検出時は FWD時の 0パルス Long/Shortのしきい値を設定してください。 
「図 26.56 デューティ判別回路」を参照してください。 

 
RCDR3＝T3'×φs/64 
φsはサーボクロック（＝fosc/2）［Hz］、T3'は FWD時の 0パルス Long/Shortのしきい値［s］ 
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(6) REC-CTLデューティデータレジスタ 4（RCDR4） 

1 1 1 1

ビット

初期値

R/W

13

―�

�

―�

14

―�

�

―�

15

―�

�

―�

1 03 25 47 69 811 10

CMT41

W

12

―�

�

―�

0

CMT40

W

0

CMT43

W

0

CMT42

W

0

CMT45

W

0

CMT44

W

0

CMT47

W

0

CMT46

W

0

CMT49

W

0

CMT48

W

0

CMT4B

W

0

CMT4A

W

0

:

:

:  
 

RCDR4は記録時および再書き込み時に REC-CTLの 0パルス（Short）の立ち下がりのタイミング
を設定するレジスタです。検出時には Long/Shortパルス検出に使用します。 

12ビットのライト専用レジスタで、ワードアクセス専用となっています。バイトアクセスすると
動作が保証されません。リードすると不定値が読み出されます。ビット 15～12はリザーブビットで
あり、ライトは無効です。 
リセット、スタンバイ、モジュールストップ、および CTLストップ時に H'F000に初期化されます。 
記録時は設定時間 T4から、φsの周波数に応じて次の計算式で求められるデューティ 57.5％の値

を設定してください。「図 26.60 REC-CTL信号生成タイミング」を参照してください。 
 

RCDR4＝T4×φs/64 
φsはサーボクロック（＝fosc/2）［Hz］、T4は設定時間［s］ 

 
ビットパターン検出時は REV時の 0パルス Long/Shortのしきい値を設定してください。 
「図 26.56 デューティ判別回路」を参照してください。 

 
RCDR4＝H'FFF－（T4'×φs/80） 
φsはサーボクロック（＝fosc/2）［Hz］、T4'は REV時の 0パルス Long/Shortのしきい値［s］ 
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(7) REC-CTLデューティデータレジスタ 5（RCDR5） 

1 1 1 1

ビット

初期値

R/W

13

―�

�

―�

14

―�

�

―�

15

―�

�

―�

1 03 25 47 69 811 10

CMT51

W

12

―�

�

―�

0

CMT50

W

0

CMT53

W

0

CMT52

W

0

CMT55

W

0

CMT54

W

0

CMT57

W

0

CMT56

W

0

CMT59

W

0

CMT58

W

0

CMT5B

W

0

CMT5A

W

0

:

:

:  
 

RCDR5は記録時および再書き込み時に REC-CTLの 0パルス（Long）の立ち下がりのタイミング
を設定するレジスタです。検出時には Long/Shortパルス検出に使用します。 

12ビットのライト専用レジスタで、ワードアクセス専用となっています。バイトアクセスすると
動作が保証されません。リードすると不定値が読み出されます。ビット 15～12はリザーブビットで
あり、ライトは無効です。 
リセット、スタンバイ、モジュールストップ、および CTLストップ時に H'F000に初期化されます。 
記録時は設定時間 T5から、φsの周波数に応じて次の計算式で求められるデューティ 62.5％の値

を設定してください。「図 26.60 REC-CTL信号生成タイミング」を参照してください。 
 

RCDR5＝T5×φs/64 
φsはサーボクロック（＝fosc/2）［Hz］、T5は設定時間［s］ 

 
ビットパターン検出時は REV時の 1パルス Long/Shortのしきい値を設定してください。 
「図 26.56 デューティ判別回路」を参照してください。 

 
RCDR5＝H'FFF－（T5'×φs/80） 
φsはサーボクロック（＝fosc/2）［Hz］、T5'は REV時の 1パルス Long/Shortのしきい値［s］ 
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(8) デューティ I/Oレジスタ（DI/O） 

0

1

1

0
R/(W)*

2

0
W

3

0

4

―�

�

―�

5

1

67

R/WWW

VCTR0

1
W

VCTR1

1
W

VCTR2 BPON BPS BPF DI/O

1

ビット

初期値
R/W

【注】* 0 ライトのみ有効です。

:

:
:

 
 
デューティ I/Oレジスタ（DI/O）は CTL回路の動作状態の確認または決定する 8ビットのレジス

タです。 
リセット、スタンバイ、モジュールストップ、および CTLストップ時に H'F1に初期化されます。 

 

ビット7～5：VISS割り込み設定ビット（VCTR2～VCTR0） 

VCTR2、VCTR1、VCTR0の組み合わせで、VISS検出モード時の 1パルス検出数を設定します。
設定した値を検出すると、VISS検出とみなし割り込み要求を発生します。 
【注】  VISS検出中に検出パルス数を変更する場合は、VISSの初期化を行った後、再度 VISS検出

モード設定してください。 
 
ビット 7 ビット 6 ビット 5 

VCTR2 VCTR1 VCTR0 

検出する 1パルス数 

0 2発 0 

1 4発（SYNCマーク） 

0 6発 

0 

1 

1 8発（Aマークショート） 

0 12発（Aマークロング） 0 

1 16発 

0 24発（Bマーク） 

1 

1 

1 32発 （初期値） 

 

ビット4：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット3：ビットパターン検出ON/OFFビット（BPON） 

ビットパターン検出の ON/OFFを決定します。 
【注】  BPONビットに 1をライトする時は、必ず RCDR2～5に各データを設定してから行ってく

ださい。 
 
ビット 3 

BPON 

説   明 

0 ビットパターン検出 OFF （初期値） 

1 ビットパターン検出 ON 
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ビット2：ビットパターン検出開始ビット（BPS） 

8ビットのビットパターン検出を開始します。1をライトすると 1サイクル後に 0に戻ります。0
をライトしても動作には影響しません。 
 
ビット 2 

BPS 

説   明 

0 通常状態 （初期値） 

1 8ビットのビットパターン検出を開始します 

 

ビット1：ビットパターン検出フラグ（BPF） 

PB、ASMモード時の PB-CTLを 8ビット検出するごとにフラグをセットします。フラグのクリア
は 1リード後の 0ライトにより行ってください。 
 
ビット 1 

BPF 

説   明 

0 ビットパターン（8ビット）未検出 （初期値） 

1 ビットパターン（8ビット）を検出したことを示します 

 

ビット0：デューティI/Oレジスタ（DI/O） 

検出時と記録時で機能が異なります。 
VISS検出、VASS検出、ASMマーク検出モード時は検出結果を示すフラグとなります。 
VISS記録および再書き込み時は、VISSコントロール回路からの制御信号により動作し、INDEX

コードを書き込むために、ライトコントロール回路を制御します。 
VISS記録、再書き込みおよび ASM記録モード時、1CTLパルスごとの書き込み制御となります。 
ライトは常に可能ですが、VISS記録、再書き込みおよび ASM記録モード時以外は、ライトコント

ロール回路には反映されません。 
 

VISS検出、VASS検出の各モード時： 
デューティ判別による検出結果を示すフラグとなります。 
PB-CTL信号のデューティが 44％以上（CTLが 0パルス）の時、デューティ I/Oフラグは 1になり

ます。 
PB-CTL信号のデューティが 43％以下（CTLが 1パルス）の時、デューティ I/Oフラグは 0になり

ます。 
 

ASMマーク検出モード時： 
デューティ判別による検出結果を示すフラグとなります。 
PB-CTL信号のデューティが 66％以上の時（ASMマーク検出時）、デューティ I/Oフラグは 0に

なります。 
PB-CTL信号のデューティが 65％以下の時（ASMマーク未検出時）、デューティ I/Oフラグは 1

になります。 
 

VISS記録、VISS再書き込みの各モード時： 
VISSコントロール回路からの制御信号により動作し、INDEXコードを書き込むためにライトコン

トロール回路を制御します。書き込みのタイミングは、REC-CTLデューティレジスタ（RCDR1～
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RCDR5）により設定します。VISS記録の場合は REF30Xを基準に RCDR1～RCDR5により設定しま
す。VISS再書き込みの場合は既に記録されている CTLの立ち上がりを基準に RCDR2～RCDR5によ
り設定され、台形波回路を経て書き込みます。 

RCDR2には 1パルス（Short）のデューティ、RCDR3には 1パルス（Long）のデューティ、RCDR4
には 0パルス（Short）のデューティ、RCDR5には 0パルス（Long）のデューティの時間値を設定し
てください。 

INDEXコード書き込み中にデューティ I/Oフラグをリードすると、書き込み中のビットを読み出
すことができます。 
書き込み中の CTLが 0パルスの時、デューティ I/Oフラグから 1が読み出されます。 
書き込み中の CTLが 1パルスの時、デューティ I/Oフラグから 0が読み出されます。 

 
VASS記録、VASS再書き込みの各モード時： 
1CTLパルスごとの書き込み制御となります。書き込みのタイミングは、REC-CTLデューティレジ

スタ（RCDR1～RCDR5）により設定します。VASS記録の場合は、REF30Xを基準に RCDR1～RCDR5
により設定します。VASS再書き込みの場合は、既に記録されている CTLの立ち上がりを基準に
RCDR2～RCDR5により設定され、台形波回路を通して書き込みます。 

RCDR2には 1パルス（Short）のデューティ、RCDR3には 1パルス（Long）のデューティ、RCDR4
には 0パルス（Short）のデューティ、RCDR5には 0パルス（Long）のデューティの時間値を設定し
てください。 
デューティ I/Oフラグに 0をライトすると、直後の REF30Xを基準に RCDR2、RCDR3に設定した

デューティで CTLパルスを書き込みます。 
デューティ I/Oフラグに 1をライトすると、直後の REF30Xを基準に RCDR4、RCDR5に設定した

デューティで CTLパルスを書き込みます。 
 

ASM記録モード時： 
1CTLパルスごとの書き込み制御となります。書き込みのタイミングは REC-CTLデューティレジ

スタ（RCDR1、RCDR3）により設定します。 
デューティ I/Oフラグに 0をライトすると、直後の REF30Xを基準に RCDR3に設定した 67～70％

のデューティで CTLパルスを書き込みます。 
 

(9) ビットパターンレジスタ（BTPR） 

0

1

1

1
*R/W

2

1
*R/W

3

1

45

1

67

*R/W*R/W*R/W

LSP5

1
*R/W

LSP4

1
*R/W

LSP6

1
*R/W

LSP7 LSP3 LSP2 LSP1 LSP0
ビット

初期値
R/W

【注】* ビットパターン検出時はライトできません。

:

:
:

 
 
ビットパターンレジスタ（BTPR）は、CTLパルスのビットパターン検出、および記録を行う 8ビ

ットのシフトレジスタです。PBおよび ASMモード時に CTLパルスを検出すると、PB-CTLの立ち上
がりでレジスタを左シフトし Long/Short判定結果をビット 0に反映させます（Longパルス：1、Short
パルス：0）。 

PBモード時にBPONビットを 1にすると直後のCTLパルスからビットパターン検出を開始します。
ビットパターン検出を終了する場合は BPONビットを 0にしてください。 
ビットパターン検出中に BPSビットに 1をライトすると、8ビットのビットパターンを検出時に、

BPFビットが 1にセットされます。連続して 8ビット検出を行う場合は BPFビットを 0ライトした
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後、BPSビットに 1をライトしてください。 
VISS検出時は、ビットパターン検出ができません。VISS検出時には、BPONビットを 0にしてく

ださい。 
RECモード時は、BTPRに設定したビットパターンで Long/Shortの記録を行います。記録時のパル

スは常に BTPRのビット 7（LSP7）により決定されます。BTPRは 1パルス記録後、左シフトしビッ
ト 7のデータをビット 0に格納します。 
リセット、スタンバイ、モジュールストップおよび CTLストップ時に H'FFに初期化されます。 
 

26.13.6 動作説明 

(1) CTL回路の動作 

CTL判別/記録回路は、図 26.49に示すように 16ビットのアップ/ダウンカウンタ、および 12ビッ
トレジスタ（×5）から構成されています。 

16ビットのアップ/ダウンカウンタは、再生（PB）時 PB-CTL信号が Highレベルの時φs/4のクロ
ックでアップカウントし、Lowレベルの時φs/5のクロックでダウンカウントします。記録（REC）
時およびスローモード時はφs/4のクロックでアップカウントします。ASMモード時は、PB-CTL信
号が Hレベルの時、φs/8のクロックでアップカウントし、Lレベルの時φs/4のクロックでダウンカ
ウントします。 
記録（REC）時およびスローモード時は常にアップカウントします。 
各カウンタのクリアは、再生（PB）時およびスローモード時は PB-CTL信号の立ち上がり、記録

（REC）時は REF30X信号の立ち上がりで行われます。 
 

 φs/4 
(φs/8)

 φs/5
  (φs/4) 

REC-CTL↓(L0)一致検出RCDR5

REC-CTL↓(S0)一致検出RCDR4

REC-CTL↓(L1およびASM)一致検出RCDR3

REC-CTL↓(S1)一致検出RCDR2

REC-CTL↑一致検出RCDR1

12ビットレジスタ

UDF : PB-CTLのデューティが43％以下
　　   の時アンダフロー

DOWN

UDF

上位12ビット

UP

アップダウンカウンタ(16bit) デューティ検出

カウンタクリア信号
REF30X↑(REC)
PB-CTL↑(PB、ASM)

UP/DOWN制御信号
REC時：UP
PB、ASM時：
PB-CTLがHighの期間UP
PB-CTLがLowの期間DOWN

 
図 26.49 CTL判別/記録回路 
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(2) CTLモードレジスタ（CTLM）の切り替わりタイミング 

CTLMは、レジスタにデータを書き込んだ直後から有効になります。動作状態の変更には注意が必
要です。 
キャプスタン位相制御は、ASMモード時は VD信号同期の REF30X（X値＋トラッキング値）と

PB-CTL、RECモード時は REF30Pまたは CREFと CFG分周信号（DVCFG2）との位相制御になりま
す。また、キャプスタン位相制御に用いる CAPREF30信号を常に XDRで生成する場合、PB、REC
の切り替え時に XDRの値を書き換える必要があります。図 26.50、26.51に CTLMおよび XDR切り
替えタイミング例を示します。 
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VD

DVCFG2

REF30X

16bit
アップダウン
カウンタ

HSW

CTL

Tx

ラッチ
プリセット

X値はREF30Pで更新されます。XDRの変更は、X値を変更するサイクルの
REF30P以前に行う必要があります。

X値
変更後の
X値

RCDR3RCDR1 RCDR2

REF30P

Ta

PB-CTL

Tb

1パルス

UDF

0パルス 0パルス

CDIVR2
レジスタ・ライト

【注】・TaはRCDR3から計算される期間
� ・TbはASMモードからRECモードに切り替えを行う期間
� ・TxはXDRの変更によりREF30X周期が短くなるサイクル

1パルス

このサイクルでX値
(XDR)を書き換え

RCDR1

キャプスタン位相制御
ASMモード、PBモード：REF30X-PB-CTL
RECモード　　　　　：REF30P-DVCFG2

φ/4
φ/5 φ/4

REC-CTL

 
図 26.50 CTLM切り替えタイミング例 

（REC時、REF30Pと DVCFG2で位相制御する場合） 

 



26. サーボ回路 

Rev.2.00 2006.1.11   26-128 
RJJ09B0303-0200 

 

VD

CREF

REF30X

16bit
アップダウン
カウンタ

HSW

CTL

Tx

ラッチ
プリセット

X値はREF30Pで更新されます。XDRの変更は、X値を変更するサイクルの
REF30P以前に行う必要があります。

X値
変更後の
X値

RCDR3RCDR1 RCDR2

REF30P

Ta

PB-CTL

Tb

1パルス0パルス 0パルス

ASM-REC
切り替え

【注】・TaはRCDR3から計算される期間
� ・TbはASMモードからRECモードに切り替えを行う期間
� ・TxはXDRの変更によりREF30X周期が短くなるサイクル�
� ・CREFとDVCFG2の位相合わせでは25Hzまたは30Hzである必要はありません。�

1パルス

このサイクルでX値
(XDR)を書き換え

DVCFG2

RCDR1

キャプスタン位相制御
ASMモード、PBモード：REF30X-PB-CTL

キャプスタン位相制御
RECモード：CREF-DVCFG2

φ/4
φ/5 φ/4

REC-CTL

CDIVR2
レジスタ・ライト

UDF

 
図 26.51 CTLM切り替えタイミング例 

（REC時、CREFと DVCFG2で位相制御する場合） 
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26.13.7 CTL入力部 
CTL入力部には、レジスタ設定によりゲインコントロール可能な入力アンプおよびシュミットア

ンプで構成されています。図 26.52に CTL入力回路を示します。 
CTLヘッドより微少な CTLパルス信号を取り込み、入力アンプで増幅します。シュミットアンプ

で波形成形した後 PB-CTL信号としてサーボ、タイマ Lに供給します。CTL入力アンプのゲインコン
トロールは、サーボポートの CTLゲインコントロールレジスタ（CTLGR）のビット 3～0により行っ
てください。 
 

－

+

+

－

CTLFB

CTLSMT(i)CTLFBCTLREF CTLBias

CTLGR0CTLGR3~1
AMPSHORT
(REC-CTL)

PB-CTL(+)

【注】CTLAmp(o)、CTLSMT(i)間には、必ずコンデンサを入れてください。

注

PB-CTL(-)

AMPON
(PB-CTL)

－  +

CTLAmp(o)CTL(+)CTL(-)

 
図 26.52 CTL入力回路 
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(1) CTL検出回路 

CTL検出回路は、一定期間に CTLパルスを検出できなかった場合、CTL未検出として CTLコント
ロールレジスタ（CTCR）のビット 1（UNCTL）に 1をセットします。CTLパルスを再度検出した場
合、自動的に 0にクリアされます。検出判定期間は、最後に検出されたパルスの基準位相からのズレ
（REF30と CTL信号との位相差）により異なり、基準期間の 3～4周期の期間で検出/未検出を判定
します。 

CTL未検出になった場合、CTLゲインコントロールレジスタの設定値をテーブル化しておき、
UNCTLビットの状態により CTLアンプゲインをコントロールすることで、記録された CTLパルス
の状態により最適な CTLアンプゲインの設定が可能になります。 

CTL入力パルスのゲインコントロール概念を図 26.53に示します。 
 

【注】�*　CTLゲインコントロールレジスタ（CTLGR）�
　   の設定によりCTLアンプゲイン可変

*

V+TH（固定）

*

V-TH（固定）

 
図 26.53 CTL入力パルスのゲインコントロール概念 
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(2) スローモード時の PB-CTL波形整形回路 

CTLコントロールレジスタ（CTCR）のビット 0をスローモードに設定するとスローリセット機能
が動作します。スローモード時の PB-CTLは、立ち上がりエッジを検出してから一定時間までに立ち
下がりエッジを検出できない場合、強制的に PB-CTLを立ち下げます（スローリセット）。 
立ち下がるまでの時間 T

FS
（s）は内部 CTL信号の立ち上がりエッジを検出してから 

T
FS
＝16384×4/φs（φs＝fosc/2）の期間となります。 

fosc＝10MHzの場合 T
FS
＝13.1msとなります。 

図 26.54にスローモード時の PB-CTL波形を示します。 
 

CTL波長

内部CTL信号

1コマ 1コマ 1コマ

スロートラッキング
ディレイ

スロートラッキング
ディレイ

スロートラッキング
ディレイ

加速

スローリセット

加速 加速減速 減速

停止 停止

CTLP↑ CTLP↑ CTLP↑

 
図 26.54 スローモード時の PB-CTL波形 

 

26.13.8 デューティ判別回路 
デューティ判別回路は、テープに記録されたコントロール信号（PB-CTL信号）の周期を測定し、

デューティを判別します。VISS/VASS検出時のデューティを判別結果により、デューティ I/Oフラグ
がセットまたはリセットされます。デューティ I/Oフラグは、PB-CTL信号のデューティが 44％以上
のとき 1に、43％以下のとき 0になります。 

ASM検出時は、66％以上のとき ASMマーク検出（デューティ I/Oフラグが 0になる）、65％以下
のとき未検出（デューティ I/Oフラグが 1になる）として判定します。 
検出方向は、CTLモードレジスタのビット 5（FW/RVビット）により、正転/反転を切り替えるこ

とができます。 
REC-CTLデューティデータレジスタ（RCDR2～RCDR5）とアップ/ダウンカウンタの比較により

Long/Shortパルスの検出が可能です。L/S判別は PB-CTL信号の立ち下がりで行われます。判別結果
はビットパターンレジスタ（BTPR）の 0ビット（LSP0）に格納され、同時に BTPRを左シフトしま
す。LSP0は Shortパルス検出のとき 0、Longパルス検出のとき 1になります。 

RCDR2～RCDR5には Long/Shortパルスのしきい値を設定してください（「（4）Long/Shortパル
ス検出」参照）。 
図 26.55に PB-CTL信号のデューティを示します。 
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入力信号

S1パルス

25±0.5%

PB-CTL

入力信号

L1パルス

30±0.5%

PB-CTL

入力信号

S0パルス

57.5±0.5%

62.5±0.5%

PB-CTL

入力信号

L0パルス

PB-CTL

入力信号

ASMマーク

67～70%

PB-CTL

 
図 26.55 PB-CTL信号のデューティ 
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図 26.56にデューティ判別回路を示します。16ビットのアップ/ダウンカウンタをアップカウント
時φs/4、ダウンカウント時φs/5でカウントすることにより 44％のデューティを判別します。PB-CTL
信号が Highレベルの時アップカウント、Lowレベルの時ダウンカウントを行います。また、RCDR2
～5との比較により L/S判定を行います。 
 

カウンタ

PB-CTL
1パルス

PB-CTL↑

PB-CTL

φs/4

φs/5

カウンタ

PB-CTL
0パルス

φs/4

φs/5

カウンタ

FWD

PB-CTL
Shortパルス
（0パルス）

φs/4

φs/5

RCDR3

RCDR2

0パルスL/Sしきい値

1パルスL/Sしきい値

カウンタ
REV

PB-CTL
Longパルス
（1パルス）

φs/5

φs/4
RCDR4

RCDR5

0パルスL/Sしきい値

1パルスL/Sしきい値

UP/DOWN

上位12bit比較

アップ/ダウンカウンタ（16bit）

* RCDR2or4 (12bit)

【注】*　FWD時、RCDR2およびRCDR3
　  　　　REV時、RCDR4およびRCDR5により判定

* RCDR3or5 (12bit)

0/1判定

L/S判定

UDF

クリア

R

S Q

φs/4

φs/5

 
図 26.56 デューティ判別回路 
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(1) VISS（INDEX）検出/記録モード 

VISS検出は、VISSコントロール回路により行います。VISSコントロール回路は、PB-CTL信号の
1パルスをカウントします。パルスカウントが VISS割り込み設定ビット（デューティ I/Oレジスタ
のビット 5、6、7）で設定した値を検出すると割り込み要求を発生し、デューティ I/Oフラグに 0を
送ります。 

VISS記録およびVISS再書き込み時は、INDEXコードを自動的に書き込みます。INDEXコードは、
両端の 0パルスと連続する 62ビットの 1データで構成されています。 

VISS検出/記録時のビット列とデューティ I/Oフラグを図 26.57に示します。 
 

0テープ方向

デューティI/O
フラグ

(a) VISS検出（INDEX：1パルス32発設定時）

1 1 1 1

61±3ビット

1パルスを32発検出

IRRCTL

63±3ビット

起点

1 1 1 1 0

0テープ方向

デューティI/O
フラグ

(b) VISS記録

1 1 1 1

62ビット

IRRCTL

64ビット

起点

1 1 1 1 0

1 2 3 62 63 64

 
図 26.57 VISSビット列とデューティ I/Oフラグ 
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(2) VASS検出モード 

VASS検出は、デューティ判別回路により行います。1CTLパルスごとに、ソフトウェアでデュー
ティ I/Oフラグをリードすることにより、INDEXの検出が可能です。 
デューティ判別回路は、1CTLパルスごとに、デューティ判別結果をデューティ I/Oフラグに送る

と同時に、割り込み要求を発生します。CTLパルスが 1（デューティ 43％以下）のとき、デューティ
I/Oフラグは 0に、CTLパルスが 0（デューティ 44％以上）のとき、デューティ I/Oフラグは 1にな
ります。 
デューティ I/Oフラグは、1CTLパルスごとに変化します。割り込み処理により、PB-CTL信号の

周期内にリードしてください。VASS検出のフォーマットを図 26.58に示します。 
 

1

テープ方向 3回書き込み

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
M
S
B

千ヘッダ（11ビット） 百

データ（4桁/4ビットBCD:16ビット）

十 一

L
S
B

M
S
B

L
S
B

M
S
B

L
S
B

M
S
B

L
S
B

 
図 26.58 VASS（INDEX）のフォーマット 

 

(3) アセンブル（ASM）マーク検出モード 

ASMマーク検出は、デューティ判別回路により行います。PB-CTLのデューティが 66％以上であ
ることを検出すると、割り込み要求を発生すると同時にデューティ I/Oフラグが 0になります。 
デューティ I/Oフラグは、1CTLパルスごとに変化します。割り込み処理により PB-CTL信号の周

期内にリードしてください。 
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(4) Long/Shortパルス検出 

Long/Shortパルス検出は、PBモード時に REC-CTLデューティレジスタ（RCDR2～5）とアップ/
ダウンカウンタの比較およびデューティ I/Oフラグの結果により L/S判定します。判定結果は PB-CTL
の立ち上がりでビットパターンレジスタ（BTPR）のビット 0（LSP0）に格納され、同時に BTPRを
左シフトします。 

RCDR2～5には FWD/REVそれぞれの L/Sのしきい値を設定します。RCDR2には FWD時の 1パル
ス L/Sのしきい値、RCDR3には FWD時の 0パルス L/Sのしきい値、RCDR4には REV時の 0パルス
L/Sのしきい値、RCDR5には REV時の 1パルス L/Sのしきい値を設定してください。図 26.59に
Long/Shortパルス検出を示します。 
また、BTPRにより 8ビットのビットパターン検出が可能です。デューティ I/Oレジスタのビット

1（BPFビット）で 8ビット検出を確認した後、BTPRをリードしてください。 
 

ビットパターンレジスタ（8bit）

UP/DOWNカウンタ（16bit）

RCDR2 (12bit)

上位12bitデータ

【注】PB-CTLの立ち上がりでL/S判定。
　　　判定後、ビットパターンレジスタを左シフトし、
　　　最下位ビットに判定結果を格納。

RCDR3 (12bit)

内　部　バ　ス

LSB

FW/RV DI/O

左シフトBTPR

R

R

S Q

RCDR4 (12bit)

RCDR5 (12bit)
R

S Q

φs/4

 
図 26.59 Long/Shortパルス検出 
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26.13.9 CTL出力部 
ライトコントロール回路で生成されたREC-CTL信号をテープに書き込むためのCTLヘッドアンプ

が内蔵されています。 
ライトコントロール回路は、VISS、VASS、ASMマークの書き込みおよび VISS、VASSの再書き

込み時に、REC-CTL信号のデューティを制御します。REC-CTL信号のデューティは REC-CTLデュ
ーティレジスタ 1～5（RCDR1～RCDR5）により設定します。φs（＝fosc/2）から時間を決め、換算
値を RCDRに設定してください。VISS、VASSモードのときは RCDR2に 25±0.5％、RCDR3に 30
±0.5％、RCDR4に 57.5±0.5％、RCDR5に 62.5±0.5％のデューティを設定してください。デューテ
ィ I/Oフラグに 1がライトされていると、ビットパターンレジスタ（BTPR）のビット 7（LSP7）が 0
のとき 25±0.5％、LSP7が 1のとき 30±0.5％のデューティでREC-CTL信号をテープに書き込みます。
表 26.21に REC-CTLデューティレジスタと CTL出力の関係を示します。 

ASMマーク書き込みモードのときは、RCDR3に 67～70％のデューティを設定してください。デ
ューティ I/Oフラグに 0をライトすると、ASMマークを書き込みます。 

1CTL書き込み後の基準信号の立ち上がりで、割り込み要求を発生します。書き込みに用いる基準
信号は、X値補正回路の出力信号（REF30X）による、1フレーム周期の信号です。REC-CTL信号の
生成タイミング図 26.60に示します。 

表 26.21 REC-CTLデューティレジスタと CTL出力 
MODE D/IO LSP7 パルス RCDR デューティ 

0 S1 RCDR2 25±0.5% 0 

1 L1 RCDR3 30±0.5% 

0 S0 RCDR4 57.5±0.5% 

VISS、VASSモード 

1 

1 L0 RCDR5 62.5±0.5% 

ASMモード 0 * － RCDR3 67～70% 

【注】 ＊： Don’t care. 
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W

内　部　バ　ス

RCDR2or4
(12bit)

W

RCDR1
(12bit)

アップダウンカウンタ (12bit)

カウンタ

　REF30X

REC-CTL

カウンタ
リセット

一致検出

一致検出

1CTL書き込み終了
（VISSを除く）
IRRCTL

RCDR2（VISS/VASSのS1パルス）
RCDR3（VISS/VASSのL1パルス、ASM）
RCDR4（VISS/VASSのS0パルス）
RCDR5（VISS/VASSのL0パルス）

RCDR1

クリア

上位12ビット

REC-CTL0パルス
立ち下がりタイミング

REC-CTL
立ち上がりタイミング

REC-CTL1パルス、ASM
立ち下がりタイミング

RESET
REF30X↑ W

RCDR3or5
(12bit)

φs/4

比較比較比較

 
図 26.60 REC-CTL信号生成タイミング 
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REC-CTL回路の 16ビットカウンタは、サーボクロックφs（＝fosc/2）の 4分周のクロックでカウ
ントを続けます。カウンタのクリアは、記録時は REF30Xの立ち上がり、再書き込み時は PB-CTLの
立ち上がりで行われます。REC-CTLの一致検出は、カウンタの値と RCDRの値を比較することによ
り行われます。 

RCDR1～5は、ソフトウェアから常に書き込み可能です。各一致検出が行われる以前に RCDRを
変更すると、変更後の値で一致検出が行われます。一致検出後に変更された値は、変更後の REF30X
の立ち上がりタイミングから有効になります。RCDRの変更タイミング例を図 26.61に示します。 
 

REF30X

REC-CTL
RCDR1 RCDR2 RCDR1

1パルス（Short） 0パルス（Short）
書き換えられた
0パルス（Short）

RCDR1 RCDR1

カウンタ

RCDR4

RCDR2
RCDR1

RCDR4 RCDR4

RCDR4
変更可能期間

 
図 26.61 RCDRの変更タイミング例（RCDR4） 
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26.13.10 台形波回路 
台形波回路は、再書き込み時に既に記録されている PB-CTLの立ち上がりエッジを残したままデュ

ーティのみを書き換える回路です。 
再書き込み時は、PB-CTLの立ち上がりを基準に CTLパルスを書き込みます。再書き込みの CTL

デューティは、REC-CTLデューティレジスタ（RCDR2～RCDR5）により設定できます。このときの
時間値 T2～T5は、PB-CTLの立ち上がりからの値です。 
再書き込みの波形を図 26.62に示します。 

 

W

内　部　バ　ス

RCDR3or5
(12bit)

W

再書き込み時
は未使用

RCDR2or4
(12bit)

アップダウンカウンタ (16bit)

クリア

上位12ビット

REC-CTL0パルス
立ち下がりタイミング

REC-CTL1パルス
立ち下がりタイミング

RESET
PB-CTL↑

W

T2~T5

消去される
パルス

ハイインビー
ダンス期間

1CTL書き込み終了
（VISSを除く）
IRRCTL

RCDR1
(12bit)

φs/4

比較比較

RCDR2（VISS/VASSのS1パルス）
RCDR3（VISS/VASSのL1パルス）
RCDR4（VISS/VASSのS0パルス）
RCDR5（VISS/VASSのL0パルス）

PB-CTL

再書き込み時の
REC-CTL

新規パルス

 
図 26.62 再書き込み時の REC-CTLと RCDR2～5の関係 
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26.13.11 CTL割り込みに関する注意事項 
CTL回路はリセット解除後 VASS検出（デューティ検出）モードになっています。 
CTLの端子状態によっては PB-CTLの入力パルスと誤認し、割り込み要求を発生することがありま

す。割り込み要求を許可する場合は、CTL割り込み要求フラグをクリアしてから行ってください。 
 

26.14 分周回路 

26.14.1 概要 
本 LSIは、PB-CTL信号（再生時のコントロールパルス信号）、CFG信号（キャプスタンモータの

パルス信号）を分周するための分周回路および DFG信号（ドラムモータのパルス信号）のノイズ除
去回路を内蔵しています。CTL分周回路は PB-CTL信号から倍速サーチ時のキャプスタン位相制御な
どに用いる CTL分周信号（DVCTL）を生成します。CFG分周回路はキャプスタンモータの速度制御、
位相制御に用いる DVCFG信号、DVCFG2信号の 2つの信号を生成します。DFGノイズ除去回路は 2
φ以下の信号をノイズとみなしマスクする回路です。 
 

26.14.2 CTL分周回路 

(1) ブロック図 

CTL分周回路のブロック図を図 26.63に示します。 
 

EXCTL

PB-CTL↑
↑、↓ DVCTL

UDF

W

(8bit)

W W

内　部　バ　ス

CEX CTL分周レジスタ

ダウンカウンタ（8bit）

CEG

エッジ
検出

・CTVC
・CTLR・CTVC

 
図 26.63 CTL分周回路 

 

(2) レジスタ説明 

(a) レジスタ構成 

CTL分周回路のレジスタ構成を表 26.22に示します。 

表 26.22 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

DVCTLコントロールレジスタ CTVC R/W バイト 不定 H'D098 

CTL分周レジスタ CTLR W バイト H'00 H'D099 
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(b) DVCTLコントロールレジスタ（CTVC） 

0

*

1

*
R

2

*
R

3

―�

�

―�

4

―�

�

―�

5

―�

�

―�

67

R

CFG HSW

0
W

0
W

CEX CEG CTL

11 1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
【注】 ＊：不定 

 
DVCTLコントロールレジスタ（CTVC）は外部入力信号選択ビットと、CFG、HSW、CTLのレベ

ルを示すフラグからなるレジスタです。リセット、スタンバイ時に不定値となります。 
 

ビット7：DVCTL信号生成選択ビット（CEX） 

DVCTL信号生成に PB-CTL信号を用いるか、外部入力信号を用いるかを選択します。 
 
ビット 7 

CEX 

説   明 

0 PB-CTL信号により生成 （初期値） 

1 外部入力信号により生成 

 

ビット6：外部同期信号エッジ選択ビット（CEG） 

外部信号生成選択時に、分周する外部信号のエッジを選択します。 
 
ビット 6 

CEG 

説   明 

0 立ち上がりエッジ （初期値） 

1 立ち下がりエッジ 

 

ビット5～3：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット2：CFGフラグ（CFG） 

CFGのレベルを示します。 
 
ビット 2 

CFG 

説   明 

0 CFGは Lowレベルです （初期値） 

1 CFGは Highレベルです 
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ビット1：HSWフラグ（HSW） 

HSWモードレジスタ 2（HSM2）の VFF/NFFビットで選択された HSW信号のレベルを示します。 
 
ビット 1 

HSW 

説   明 

0 HSWは Lowレベルです （初期値） 

1 HSWは Highレベルです 

 

ビット0：CTLフラグ（CTL） 

CTLのレベルを示します。 
 
ビット 0 

CTL 

説   明 

0 RECまたは PB-CTLは Lowレベルです （初期値） 

1 RECまたは PB-CTLは Highレベルです 

 

(c) CTL分周レジスタ（CTLR） 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

CTL4 CTL3 CTL2 CTL1 CTL0

0
W

CTL7

WWW

CTL6 CTL5
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
CTL分周レジスタ（CTLR）は、PB-CTLの分周値（N分周の時 N-1）を設定するための、8ビット

のライト専用レジスタです。リードすると不定値が読み出されます。 
PB-CTLは、立ち上がりエッジで、N分周されます。レジスタが 0の時は分周動作は行わず、PB-CTL

と同じ周期の DVCTL信号が出力されます。リセット、スタンバイ時に H'00に初期化されます。 
 



26. サーボ回路 

Rev.2.00 2006.1.11   26-144 
RJJ09B0303-0200 

 

(3) 動作説明 

再生時に、テープ上に記録されたコントロールパルス信号は、コントロールヘッドにより再生され、
CTL端子に入力されます。コントロールパルス信号は、シュミットアンプで増幅、波形整形された後、
PB-CTL信号として CTL分周回路に入力されます。 
この回路は、コントロールパルス信号（PB-CTL信号）により、キャプスタンモータの位相制御を

する場合に用います。分周された信号は、DVCTL信号としてサーボ回路のキャプスタン位相系およ
び、タイマ Rに送られます。 

CTL分周回路は、8ビットリロードタイマとなっており、リロードレジスタとダウンカウンタで構
成されています。分周動作は、CTL分周データレジスタ（CTLR）のビット 7～0に分周値を設定する
ことにより行います。分周値はリロードレジスタへの書き込みと同時に、ダウンカウンタにも書き込
まれます。ダウンカウンタは PB-CTL信号の立ち上がりで分周します。 

PB-CTL信号と分周波形（DVCTL）を図 26.64に示します。 
 

CTL入力信号

CTLR：CTL分周レジスタ

PB-CTL
または

外部同期信号

CTLR=00

CTLR=01

CTLR=02

 
図 26.64 CTL分周波形 
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26.14.3 CFG分周回路 

(1) ブロック図 

マスクタイマ付きの 7ビット CFG分周回路のブロック図を図 26.65に示します。 
 

WR/WWW

WWW W R

内　部　バ　ス

CMN

CRF

UDF

UDF

UDF

CFG
DVCFG

DVCFG2

↑、↑↓

MCGin

内　部　バ　ス

CPS1、0

CTMR(6bit)

CDIVR2(7bit)

DVTRG

ダウンカウンタ(6bit)

PB(ASM)→REC

【注】φs = fosc/2

φs/1024
φs/512
φs/256
φs/128

ダウンカウンタ(7bit)

ダウンカウンタ(7bit)

CDIVR(7bit)

CMK
S

R

エッジ
選択

・CDVC

・CDVC ・CDVC

・CDVC

・CDVC

 
図 26.65 CFG分周回路 
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(2) レジスタ説明 

(a) レジスタ構成 

CFG分周回路のレジスタ構成を表 26.23に示します。 

表 26.23 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

DVCFGコントロールレジスタ CDVC R/W バイト H'60 H'D09A 

CFG分周レジスタ 1 CDIVR1 W バイト H'80 H'D09B 

CFG分周レジスタ 2 CDIVR2 W バイト H'80 H'D09C 

DVCFGマスク期間レジスタ CTMR W バイト H'FF H'D09D 

 

(b) DVCFGコントロールレジスタ（CDVC） 

0

0

1

0
W

2

0
W

34

0
W

5

1

6

―�

�

―�
1

7

WR

CMK CMN

W

DVTRG

0
R/W*

MCGin CRF CPS1 CPS0

0

ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

:

:
:

 
 
キャプスタン分周回路を制御する 6ビットのレジスタです。 
リセット、スタンバイおよびモジュールストップ時に H'60に初期化されます。 

 

ビット7：マスクCFGフラグ（MCGin） 

マスク期間中に分周信号が発生したことを示すフラグです。クリアは 0ライトにより行います。ソ
フトウェアでは 1リードを行った後、0ライトの操作を行ってください。また、セット優先のフラグ
となっており、MCGinフラグのセット条件と 0ライトが同時に起きた場合、0ライトは無効になりま
す。 
 
 
ビット 7 

MCGin 

説   明 

0 CFG正常動作 （初期値） 

1 マスク中に DVCFGが検出されたことを示します（暴走検出） 

 

ビット6：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 



26. サーボ回路 

Rev.2.00 2006.1.11   26-147 
RJJ09B0303-0200 

 

ビット5：CFGマスク状態ビット（CMK） 

マスクの状態を示すフラグです。リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時には初期化
され、1になります。 
 
ビット 5 

CMK 

説   明 

0 キャプスタンマスクタイマがマスクを解除していることを示します 

1 キャプスタンマスクタイマがマスクを中であることを示します （初期値） 

 

ビット4：CFGマスク選択ビット（CMN） 

マスク機能の ON/OFFを選択するビットです。 
 
ビット 4 

CMN 

説   明 

0 キャプスタンマスクタイマ機能 ON （初期値） 

1 キャプスタンマスクタイマ機能 OFF 

 

ビット3：PB（ASM）→REC遷移タイミング同期ON/OFF選択ビット（DVTRG） 

DVCFG2信号生成時、PB（ASM）→REC遷移タイミング同期の ON/OFFを選択するビットです。 
 
ビット 3 

DVTRG 

説   明 

0 PB（ASM）→REC遷移タイミング同期 ON （初期値） 

1 PB（ASM）→REC遷移タイミング同期 OFF 

 

ビット2：CFG分周エッジ選択ビット（CRF） 

分周する CFG信号のエッジを選択するビットです。 
 
ビット 2 

CRF 

説   明 

0 CFGの立ち上がりエッジによる分周動作を行います （初期値） 

1 CFGの両エッジによる分周動作を行います 

 

ビット1、0：CFGマスクタイマクロック選択ビット（CPS1、CPS0） 

CFGマスクタイマのクロックソースを選択するビットです。（φs＝fosc/2） 
 
ビット 1 ビット 0 

CPS1 CPS0 

説   明 

0 φs/1024 （初期値） 0 

1 φs/512 

0 φs/256 1 

1 φs/128 
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(c) CFG分周レジスタ 1（CDIVR1） 

0

0

1

0
W

2

0
W

34

0
W

5

0

67

―�

�

―� WW

CDV15 CDV14

0
W

CDV16

0
W

CDV13 CDV12 CDV11 CDV10

1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
CFG分周レジスタ 1（CDIVR1）は、CFGの分周値（N分周の時 N-1）を設定するための、8ビッ

トのライト専用レジスタです。リードすると不定値が読み出されます。ビット 7はリザーブビットで
す。 
分周値はリロードレジスタへの書き込みと同時に、ダウンカウンタにも書き込まれます。 
CFGは立ち上がりまたは両エッジにより N分周されます。レジスタの値が 0のときは分周動作は

行わず、DVCFG信号と CFGの入力周期と同じ信号が出力されます。DVCFG信号は、キャプスタン
速度誤差検出回路に送られます。 
リセット、スタンバイ時にキャプスタン分周レジスタ、ダウンカウンタともに、H'80に初期化さ

れます。 
 

(d) CFG分周レジスタ 2（CDIVR2） 

0

0

1

0
W

2

0
W

34

0
W

5

0

67

―�

�

―� WW

CDV25 CDV24

0
W

CDV26

0
W

CDV23 CDV22 CDV21 CDV20

1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
CFG分周レジスタ 2（CDIVR2）は、CFGの分周値（N分周の時 N-1）を設定するための、8ビッ

トのライト専用レジスタです。リードすると不定値が読み出されます。ビット 7はリザーブビットで
す。 
分周値はリロードレジスタへの書き込みと同時に、ダウンカウンタにも書き込まれます。 
CFGは立ち上がりまたは両エッジにより N分周されます。レジスタの値が 0のときは分周動作は

行わず、DVCFG信号と CFGの入力周期と同じ信号が出力されます。DVCFG2信号は、キャプスタン
位相誤差検出回路およびタイマ Lに送られます。 

DVCFG2回路には、マスクタイマ機能はありません。 
DVCFG2信号用分周カウンタは、CDIVR2にデータをライトした時点から分周動作を開始します。

位相合せなど同期化が必要な場合は、CDIVR2へのライトにより行ってください。また、CDVCレジ
スタの DVTRGビットが 0の時、PB（ASM）から RECの切り替えタイミングに同期します。 
リセット、スタンバイおよびモジュールストップ時にキャプスタン分周レジスタ、ダウンカウンタ

ともに、H'80に初期化されます。 
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(e) DVCFGマスク期間レジスタ（CTMR） 

0

1

1

1
W

2

1
W

34

1
W

5

1

6

―�

�

―�

7

―�

�

―� WW

CPM5 CPM4

1
W

CPM3 CPM2 CPM1 CPM0

1 1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
DVCFGマスク期間レジスタ（CTMR）は、8ビットのライト専用レジスタです。リードすると不

定値が読み出されます。CTMRはマスクタイマ（ダウンカウンタ）のリロードレジスタとなっており、
CFGのマスク期間を設定してください。マスク期間は CDVCのビット 1、0で指定されたクロックと
設定値（N-1）により決まります。CTMRをライトするとマスクタイマにも同時に書き込まれます。 
リセット、スタンバイおよびモジュールストップ時に H'FFに初期化されます。 
マスク期間＝N×クロック周期 

 

(3) 動作説明 

(a) 分周回路 

キャプスタンモータから出力される CFGパルスは、ゼロクロスタイプコンパレータを経て CFG信
号として内部に送られます。波形整形回路により矩形波に整形された CFG信号は、CFG分周回路で
分周されサーボの制御に使用されます。分周回路では、CFG信号の立ち上がりエッジまたは両エッジ
を選択できます。 

CFG分周回路では、キャプスタン速度制御用のマスクタイマ付き 7ビット分周回路（DVCFG信号
生成回路）と、キャプスタン位相制御の 7ビット分周回路（DVCFG2信号生成回路）から構成されて
います。 

DVCFG信号生成回路は 7ビットのリロードレジスタ（CFG分周レジスタ 1：CDIVR1）、7ビット
のダウンカウンタ、6ビットのマスクタイマ（マスク期間設定可）で構成されています。分周動作は
7ビットの CDIVR1に分周値を設定することにより行います。分周値は CDIVR1へのライトと同時に
ダウンカウンタにも書き込まれます。エッジを選択された CFG信号は分周された後、マスクタイマ
を経て、DVCFG信号としてキャプスタン速度誤差検出回路に送られます。 

DVCFG2信号生成回路は 7ビットのリロードレジスタ（CFG分周レジスタ 2：CDIVR2）と 7ビッ
トのダウンカウンタで構成されています。7ビットの分周回路はマスクタイマは付属していません。
分周動作は 7ビットの CDIVR2に分周値を設定することにより行います。分周値は CDIVR2へのライ
トと同時にダウンカウンタにも書き込まれます。エッジを選択された CFG信号は分周された後、
DVCFG2信号としてキャプスタン位相誤差検出回路とタイマ Lに送られます。分周動作は分周値を
ライトした時点から開始します。 

CDVCレジスタの DVTRGビットが 0の時、PB（ASM）モードから RECモードへの切り替えタイ
ミングでリロードします。REF30と CREFとの切り替えは、キャプスタン位相誤差検出コントロール
レジスタ（CPGCR）のビット 4（CR/RFビット）により行ってください。その他、位相制御のために
同期化が必要な場合は、CDVIR2に分周値をライトすることにより可能です。 
ダウンカウンタは、DVCFGコントロールレジスタ（CDVC）の CRFビットが 0のとき CFGの立

ち上がりエッジで、CRFビットが 1のとき、両エッジで分周します。 
CFG分周波形例を図 26.66に示します。 
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CFG

 CRFビット=1
CDIVR=00

 CRFビット=0
CDIVR=00

 CRFビット=0
CDIVR=01

 CRFビット=0
CDIVR=02

 
図 26.66 CFG分周波形例 

 

(b) マスクタイマ 

キャプスタンマスクタイマは、分周クロックをクロックソースとする 6ビットのリロードタイマで
す。 
マスクタイマはキャプスタン速度制御用の DVCFG信号をマスクします。 
キャプスタンマスクタイマは、キャプスタンモータがスロー/スチルから高速サーチまで、回転速

度の変化する範囲が広いために起こるモータの異常回転（暴走）により、エッジ検出が必要以上に行
われないように一定時間エッジ検出をマスクするためのタイマです。 
キャプスタンマスクタイマは、CFGの分周後のエッジ検出によりタイマがスタートし、タイマ動

作中はエッジ検出信号をマスクします。マスク信号を図 26.67に示します。 
マスクタイマの状態は、DVCFGコントロールレジスタ（CDVC）の CMKフラグをリードするこ

とにより判断できます。 
 

マスク

 DVCFG

 マスクタイマ
アンダフロー

 
図 26.67 マスク信号 
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CFGマスクタイマの動作例を図 26.68および図 26.69に示します。 
 

CFG暴走時

エッジ検出

1リード後の
0ライトによる
クリア

キャプスタン
マスクタイマ マスク期間 マスク期間

DVCFG

MCGinフラグ

 
図 26.68 CFGマスクタイマの動作例（キャプスタンモータ暴走時） 

 

CFG

エッジ検出

キャプスタン
マスクタイマ マスク期間 マスク期間

 
図 26.69 CFGマスクタイマの動作例（キャプスタンモータ正常動作時） 
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26.14.4 DFGノイズ除去回路 

(1) ブロック図 

DFGノイズ除去回路のブロック図を図 26.70に示します。 
 

↑エッジ
 検出

↓エッジ
 検出delay回路

DFG
S Q

R

NCDFG

delay = 2φ
 

図 26.70 DFGノイズ除去回路 

 

(2) レジスタ説明 

(a) レジスタ構成 

DFGマスク回路のレジスタ構成を表 26.24に示します。 

表 26.24 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

FGコントロールレジスタ FGCR W バイト H'FE H'D09E 

 

(b) FGコントロールレジスタ（FGCR） 
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:

:

:  
 
ドラム速度誤差検出回路に送られる DFGノイズ除去信号（NCDFG）のエッジを選択します。リー

ドすると不定値が読み出されます。 
リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時に H'FEに初期化されます。 
エッジ選択回路は、ドラム速度誤差検出回路内にありレジスタ出力をドラム速度誤差検出回路に出

力します。 
 

ビット7～1：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット0：DFGエッジ選択ビット（DRF） 

ドラム速度誤差検出回路で NCDFG信号を使用する際のエッジを選択します。 
 
ビット 0 

DRF 

説   明 

0 NCDFG信号の立ち上がりエッジを選択 （初期値） 

1 NCDFG信号の立ち下がりエッジを選択 

 

(3) 動作説明 

DFGノイズ除去回路は、ディレイ回路により DFG信号のノイズ（2φ以下の信号変化）を除去し
た信号（NCDFG信号）を生成します。ただし、NCDFG信号は DFG信号検出時から 2φ遅れた信号
となります。NCDFG信号を図 26.71に示します。 
 

DFG

NCDFG

ノイズ

2φ 2φ 2φ
φ= fosc

 
図 26.71 NCDFG信号 

 

26.15 同期信号検出回路 

26.15.1 概要 
本ブロックは、複合同期信号（Csync）からの水平同期信号（Hsync）と垂直同期信号（Vsync）の

検出、ノイズカウント、およびフィールド検出を行います。 
水平、垂直同期信号はレジスタにしきい値を設定し、サーボクロック（φs＝fosc/2）により検出し

ます。水平同期信号検出時はノイズマスクが可能で、Hsyncが欠落している場合は補完することがで
きます。また、Csyncの 1フレーム期間のノイズ量を検出し、一定量以上のノイズを検出した場合、
ノイズ検出割り込みを発生します。 
【注】  本回路はしきい値レジスタにより設定されたある幅のパルスを検出するものであり、同期信

号を正規のものに分類または復元する動作は行いません。 
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26.15.2 ブロック図 
同期信号検出回路のブロック図を図 26.72に示します。 
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図 26.72 同期信号検出回路ブロック図 
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26.15.3 端子構成 
同期信号検出回路の端子構成を表 26.25に示します。 

表 26.25 端子構成 
名  称 略称 入出力 機  能 

複合同期信号入力端子 Csync 入力 複合同期信号入力 

 

26.15.4 レジスタ構成 
同期信号検出回路のレジスタ構成を表 26.26に示します。 

表 26.26 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

垂直同期信号しきい値レジスタ VTR W バイト H'C0 H'D0B0 

水平同期信号しきい値レジスタ HTR W バイト H'F0 H'D0B1 

H補完開始時間設定レジスタ HRTR W バイト H'00 H'D0B2 

補完 Hパルス幅設定レジスタ HPWR W バイト H'F0 H'D0B3 

ノイズ検出窓設定レジスタ NWR W バイト H'C0 H'D0B4 

ノイズ検出レジスタ NDR W バイト H'00 H'D0B5 

同期信号コントロールレジスタ SYNCR R/W バイト H'F8 H'D0B6 

 

26.15.5 レジスタの説明 

(1) 垂直同期信号しきい値レジスタ（VTR） 
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VTR5 VTR4 VTR3 VTR2 VTR1 VTR0

1

ビット

初期値
R/W
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複合同期信号から垂直同期信号の検出を行う時、垂直同期信号のしきい値を設定するレジスタです。

しきい値の設定はビット 5～0（VTR5～VTR0）で行います。ビット 7、6はリザーブビットです。 
VTRは 8ビットのライト専用レジスタです。リードすると不定値が読み出されます。リセット、

スタンバイ、およびモジュールストップ時、H'C0に初期化されます。 
 

(2) 水平同期信号しきい値レジスタ（HTR） 
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複合同期信号からと水平同期信号の検出を行う時、水平同期信号のしきい値を設定するレジスタで

す。しきい値の設定はビット 3～0（HTR3～HTR0）で行います。ビット 7～4はリザーブビットです。 
HTRは 8ビットのライト専用レジスタです。リードすると不定値が読み出されます。リセット、

スタンバイ、およびモジュールストップ時、H'F0に初期化されます。 
図 26.73に「しきい値と分離された同期信号」を示します。 
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〈記号説明〉
TH

Hpulse

T H

SEPV

Hpulse

：水平同期信号周期（NTSC:63.6,PAL:64 [μs] ）

：水平同期信号パルス幅（NTSC,PAL:4.7 [μs] ）

VVTH

HVTH

：垂直同期信号しきい値の設定値

：水平同期信号しきい値の設定値

SEPV

SEPH

：検出後の垂直同期信号

：検出後の水平同期信号（補完前）

T H

SEPH

Csync

H'00

カウンタ値

1/2・Hpulse

VD割り込み

Hpulse

VVTH

HVTH

 
図 26.73 しきい値と分離された同期信号 

 

(a) 例 

Csyncから垂直同期信号（SEPV）、水平同期信号（SEPH）を検出するための設定値は次の条件を
満たす必要があります。VTHRレジスタの設定値を VVTH、HVTHとすると 

 
（VVTH-1）× 2/φs ＞ Hpulse 
（HVTH-2）× 2/φs ≦ Hpulse/2 ＜ （HVTH-1）× 2/φs 
ただし、Hpulse：水平同期信号パルス幅（μs）、φs：サーボクロック（fosc/2） 

 
したがって、φs＝5MHz、NTSC方式の場合、 
（VVTH-1）× 0.4μs ＞ 4.7μs 
∴VVTH ≧ H'D 
（HVTH-2）× 0.4μs ≦ 2.35μs ＜ （HVTH-1）× 0.4μs 
∴HVTH ≧ H'7 
 
となります。 
 

【注】  本回路は VTHRレジスタで設定した幅のパルスを検出するものです。ノイズで設定値以上の
パルスが入力された場合でも、同期信号を検出したと認識します。 
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(3) H補完開始時間設定レジスタ（HRTR） 
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水平同期信号のパルス抜けが生じた場合の、補完パルスを発生するタイミングを設定するレジスタ

です。 
HRTRは 8ビットのライト専用レジスタです。リードすると不定値が読み出されます。リセット、

スタンバイ、およびモジュールストップ時、H'00に初期化されます。 
 
（（HRTR7～0の値）＋1）×2/φs＝TH 
ただし、TH：水平同期信号周期（μs）、φs：サーボクロック（fosc/2） 

 
水平同期信号の有無の判定を補完パルス発生の 1クロック前に行いますのでHRTR7～HRTR0は上

記計算式で求めた値に 1を加えた値を設定してください。 
また、HRTR7～HRTR0により、ノイズマスク期間を設定します。水平同期信号が正規のパルスの

ときはマスク期間でマスクがかかります。 
マスク期間の開始は、OSCHの立ち上がり、マスク期間の終了は SEPHの立ち上がりから計算され

ます。図 26.75を参照してください。 
 

(4) 補完 Hパルス幅設定レジスタ（HPWR） 
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水平同期信号のパルス抜けが生じた場合に生成する、補完パルスのパルス幅を設定するレジスタで

す。ビット 7～4はリザーブビットです。 
HPWRは 8ビットのライト専用レジスタです。リードすると不定値が読み出されます。リセット、

スタンバイ時、H'F0に初期化されます。 
 
（（HPWR3～0の値）＋1）×2/φs＝Hpulse 
ただし、Hpulse：水平同期信号パルス幅（μs）、φs：サーボクロック（fosc/2） 
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(5) ノイズ検出窓設定レジスタ（NWR） 
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水平同期信号のパルス抜けとノイズの数を検出するための期間（窓）を設定するレジスタです。ビ

ット 5～0にノイズ検出窓のタイミングを設定してください。ビット 7、6はリザーブビットです。 
NWRは 8ビットのライト専用レジスタです。リードすると不定値が読み出されます。リセット、

スタンバイおよびモジュールストップ時、H'C0に初期化されます。 
ノイズ検出窓タイミング（NWR5～0）の設定値は、次式となります。 

 
（（NWR5～0の値）＋1）×2/φs＝1/4×TH 
ただし、TH：水平同期信号周期（μs）、φs：サーボクロック（fosc/2） 

 
ノイズ検出窓のタイミングの設定値は、水平同期信号周期の 1/4程度にすることを推奨します。 

 

(6) ノイズ検出レジスタ（NDR） 
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水平同期信号ノイズ検出時（NWR設定期間）のノイズ検出レベルを設定するレジスタです。ビッ

ト 7～0にノイズ検出レベルを設定してください。 
NDRは 8ビットのライト専用レジスタです。リードは無効です。リードすると不定値が読み出さ

れます。リセット、スタンバイおよびモジュールストップ時、H'00に初期化されます。 
ノイズ検出回路では、水平同期信号のパルス抜けとパルス中のノイズをカウントし、NDR7～0に

設定された値の 4倍を超えると同期信号コントロールレジスタ（SYNCR）の NOISフラグをセットし
ます。ノイズ検出レベルを設定値は、1フレーム中のノイズ数の 1/4に設定してください。 
ノイズカウンタは、Vsyncを 2回検出する度にクリアされます。 
ノイズ検出窓、およびノイズ検出レベルの詳細は「26.15.6 ノイズ検出」を参照してください。 

 

(7) 同期信号コントロールレジスタ（SYNCR） 
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ノイズ検出、フィールド検出、同期信号入力の極性などを制御するレジスタです。 
SYNCRは 8ビットのレジスタです。リセット、スタンバイ時、H'F8に初期化されます。ビット 7

～4はリザーブビットです。ライトは無効です。ビット 1はリードのみ有効です。 
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ビット7～4：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット3：割り込み選択ビット（NIS/VD） 

割り込み要求をノイズレベル検出で発生させるか、VD信号検出で発生させるかを選択します。 
 
ビット 3 

NIS/VD 

説   明 

0 ノイズレベル割り込み 

1 VD割り込み （初期値） 

 

ビット2：ノイズ検出フラグ（NOIS） 

ノイズ数が、NDRに設定した値の 4倍以上になったことを示すステータスフラグです。1リード後
の 0ライトでのみ、フラグがクリアされます。自動的にクリアされないので注意が必要です。 
 
ビット 2 

NOIS 

説   明 

0 ノイズカウントが NDRの設定値の 4倍未満 （初期値） 

1 ノイズカウントが NDRの設定値の 4倍以上 

 

ビット1：フィールド検出フラグ（FLD） 

走査中のフィールドが偶数か奇数かを示すフラグです。図 26.74を参照してください。 
 
ビット 1 

FLD 

説   明 

0 奇数フィールド （初期値） 

1 偶数フィールド 

 

ビット0：同期信号極性選択ビット（SYCT） 

入力する同期信号（Csync）の極性を選択します。 
 
ビット 0 

SYCT 

説   明 極性記号 

0  （初期値） 

 
 

凸 

1  

 
 

凹 
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フィールド検出フラグ
（FLD）

SEPV

ノイズ検出窓

複合同期信号
（Csync）

偶数フィールド

(a)偶数フィールド(EVEN)

フィールド検出フラグ
（FLD）

SEPV

ノイズ検出窓

複合同期信号
（Csync）

奇数フィールド

(b)奇数フィールド(ODD)
 

図 26.74 フィールド検出 
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26.15.6 ノイズ検出 
水平同期信号のパルス抜けが生じる場合、HPWRに設定したタイミングに、設定パルス幅の補完

パルスを設定します。 
ノイズ検出窓は、HWRを水平同期信号周期の 1/4程度の設定すると、High期間、Low期間が等し

いパルスになります。 
 

(1) 設定例 

fosc＝10MHzのとき、φs＝5MHz、NTSC:TH＝63.6［μs］、Hpulse＝4.7［μs］に合わせて補完パ
ルスを設定する場合、補完パルスタイミング（HRTR7～0）、補完パルス幅（HPWR3～0）、ノイズ
検出窓タイミング（NWR5～0）の設定値は、以下の式で表されます。 
 
（HRTR7～0の値）×2/φs＝TH 
（（HPWR3～0の値）＋1）×2/φs＝Hpulse 
（（NWR5～0の値）＋1）×2/φs＝1/4×TH 
ただし、TH：水平同期信号周期［μs］、Hpulse：水平同期信号パルス幅［μs］ 
        φs：サーボクロック［Hz］＝fosc/2 

 
したがって、 
（HRTR7～0の値）×0.4［μs］＝63.6［μs］ 
∴HRTR7～0＝H'9F 
（（HPWR3～0の値）＋1）×0.4［μs］＝ 4.7［μs］ 
∴HPWR3～0＝H'B 
（（NWR5～0の値）＋1）×0.4［μs］＝16［μs］ 
∴NWR5～0＝H'27 

 
となります。 
また、ノイズマスク期間は、 
（（（HRTR7～0の値）＋1）－24）×2/φs＝54［μs］ 
となります。マスク期間の式で、24は構造上必要な定数です。 
HRTR、HPWR、NWRの設定期間を図 26.75に示します。 
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〈記号説明〉
SEPH

ノイズ検出窓

OSCH用
ノイズマスク

OSCH

Hカウンタ用
ノイズマスク

Hリロード
カウンタ

Hカウンタ

SEPH

c

OSCH
：検出後の水平同期信号
：補完後の水平同期信号

a
b
：ノイズ検窓の設置値（NWR5~NWR0）
：水平同期信号パルス幅の設置値（NPWR3~NPWR0）

c
a、b、c

：補完タイミングの設置値（HRTR7~HRTR0）
：各々a、b、cの1の補数

H'E8

TH

：ノイズマスク期間の計算式中の乗数24の2の補数
　（ノイズマスク期間はHリロードカウンタのオーバフローの24カウント前で終了します。）
：水平同期信号周期
　（NTSC:63.6 [ms]、PAL:64 [ms]）

TM ：ノイズマスク期間終了タイミング

水平同期信号の欠落
ノイズマスク期間の
信号は無視する

TH

a
b

H'00

OVF
H'E8

c

a

マスク
期間

NWR5~NWR0
による期間

マスク
期間

TM

マスク
期間

マスク
期間

マスク
期間

マスク
期間

マスク
期間

マスク
期間

TH

補完直後
はマスク
しない

補完直後も
マスクする

a と a により
決まる期間

HRTR7~HRTR0
による期間

c と H'E8 により
決まる期間

HPWR3~HPER0
による期間

b により
決まる期間

 
図 26.75 HRTR、HPWR、NWRの設定期間 
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(2) ノイズ検出動作 

ノイズ検出回路では、1フレーム中の複合同期信号（Csync）の不正規パルス、および水平同期信
号のパルス欠けをノイズとみなします。ノイズカウンタはノイズ検出窓の High期間は不正規パルス
を、Low期間は水平同期信号のパルス抜けやパルス欠けをカウントします。また、ノイズカウンタは
不正規パルス数が 2つ以上存在しても 1カウントとなります。ノイズカウンタは 1フレーム（Vsync
を 2回検出）ごとにクリアされます。 
垂直同期信号の 9Hに含まれる等価パルスも不規則パルスとしてカウントします。 
1フレーム中の不規則パルス数＋水平同期信号のパルス抜けやパルス欠け＞4×（NDR7～0の値）

の時、同期信号コントロールレジスタ（SYNCR）のノイズ検出フラグ（NOIS）に 1をセットします。 
NOISビットについては「26.15.5（7）同期信号コントロールレジスタ（SYNCR）」を参照してく

ださい。 
ノイズ検出動作を図 26.76に示します。 

 

Csync

ノイズ検出窓

ノイズ検出フラグ
(NOIS)

ノイズカウンタ

ノイズ検出レベル

ノイズ検出フラグ
セット

【注】　NOIS：同期信号コントロールレジスタ(SYNCR)のビット2

ノイズ

 
図 26.76 ノイズ検出動作 
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26.15.7 同期信号検出回路の起動 
同期信号検出回路はリセット解除後、および低消費電力モードからアクティブモードの遷移後は、

モジュールストップを解除後同期信号が入力されることで動作を開始します。検出回路のための信号
は、同期信号コントロールレジスタ（SYNCR）の SYCTビットで指定される極性のパルスです。こ
のパルスが正規の幅に達しないノイズパルスであっても動作は開始します。起動可能な最小パルス幅
は入力回路の内部動作との関係により一定ではないため、意識的に起動を行う場合は、4/φs（φs＝
fosc/2［Hz］）以上の幅のパルスを入力してください。この場合 4/φs幅以下のパルスであっても起
動がかかることがあるため、ノイズ等に注意が必要です。 
 

26.16 サーボ割り込み 

26.16.1 概要 
サーボモジュールの割り込み要因はドラム速度誤差検出回路（×2）、ドラム位相誤差検出回路、

キャプスタン速度誤差検出回路（×2）、キャプスタン位相誤差検出回路、HSWタイミング生成回路
（×2）、同期検出回路、および CTL回路の 10要因あります。各割り込み要因はそれぞれの回路を
参照してください。 
また、割り込みの動作については「第 5章 例外処理」を参照してください。 

 

26.16.2 レジスタ構成 
サーボ部の割り込み制御するレジスタの一覧を表 26.27に示します。 

表 26.27 サーボ部割り込み制御レジスタ 
名  称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス 

サーボ割り込み許可レジスタ 1 SIENR1 R/W バイト H'00 H'D0B8 

サーボ割り込み許可レジスタ 2 SIENR2 R/W バイト H'FC H'D0B9 

サーボ割り込み要求レジスタ 1 SIRQR1 R/W バイト H'00 H'D0BA 

サーボ割り込み要求レジスタ 2 SIRQR2 R/W バイト H'FC H'D0BB 

 

26.16.3 レジスタの説明 

(1) サーボ割り込み許可レジスタ 1（SIENR1） 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

IECAP3 IECAP2 IECAP1 IEHSW2 IEHSW1

0
R/W

IEDRM3

R/WR/WR/W

IEDRM2 IEDRM1
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
サーボ割り込み許可レジスタ 1（SIENR1）は、サーボ部の割り込みの許可または禁止を制御しま

す。SIENR1は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット、スタンバイ、およびモジ
ュールストップ時、H'00に初期化されます。 
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ビット7：ドラム位相誤差検出割り込み許可ビット（IEDRM3） 

 
ビット 7 

IEDRM3 

説   明 

0 IRRDRM3により割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 IRRDRM3により割り込み要求を許可 

 

ビット6：ドラム速度誤差検出（ロック検出）割り込み許可ビット（IEDRM2） 

 
ビット 6 

IEDRM2 

説   明 

0 IRRDRM2により割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 IRRDRM2により割り込み要求を許可 

 

ビット5：ドラム速度誤差検出（OVF、ラッチ）割り込み許可ビット（IEDRM1） 

 
ビット 5 

IEDRM1 

説   明 

0 IRRDRM1により割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 IRRDRM1により割り込み要求を許可 

 

ビット4：キャプスタン位相誤差検出割り込み許可ビット（IECAP3） 

 
ビット 4 

IECAP3 

説   明 

0 IRRCAP3により割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 IRRCAP3により割り込み要求を許可 

 

ビット3：キャプスタン速度誤差検出（ロック検出）割り込み許可ビット（IECAP2） 

 
ビット 3 

IECAP2 

説   明 

0 IRRCAP2により割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 IRRCAP2により割り込み要求を許可 

 

ビット2：キャプスタン速度誤差検出（OVF、ラッチ）割り込み許可ビット（IECAP1） 

 
ビット 2 

IECAP1 

説   明 

0 IRRCAP1により割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 IRRCAP1により割り込み要求を許可 
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ビット1：HSWタイミング発生（カウンタクリア、キャプチャ）割り込み許可ビット（IEHSW2） 

 
ビット 1 

IEHSW2 

説   明 

0 IRRHSW2により割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 IRRHSW2により割り込み要求を許可 

 

ビット0：HSWタイミング発生（OVW、一致、STRIG）割り込み許可ビット（IEHSW1） 

 
ビット 0 

IEHSW1 

説   明 

0 IRRHSW1により割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 IRRHSW1により割り込み要求を許可 

 

(2) サーボ割り込み許可レジスタ 2（SIENR2） 

0

0

1

0
R/W

2

―�

�

―�

3

―�

�

―�

4

―�

�

―�

5

―�

�

―�

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� R/W

IESNC IECTL

1 11 11

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
サーボ割り込み許可レジスタ2（SIENR2）は、サーボ部の割り込みの許可または禁止を制御します。
SIENR2は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。リセット、スタンバイ、およびモジュール
ストップ時、H'FCに初期化されます。 
 

ビット7～2：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット1：垂直同期信号割り込み許可ビット（IESNC） 

 
ビット 1 

IESNC 

説   明 

0 IRRSNCにより割り込み（垂直同期信号割り込み）要求を禁止 （初期値） 

1 IRRSNCにより割り込み要求を許可 

 

ビット0：CTL割り込み許可ビット（IECTL） 

 
ビット 0 

IECTL 

説   明 

0 IRRCTLにより割り込み要求を禁止 （初期値） 

1 IRRCTLにより割り込み要求を許可 
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(3) サーボ割り込み要求レジスタ 1（SIRQR1） 

0

0

1

0
R/(W)*

2

0
R/(W)*

3

0

4

0
R/(W)*

0
R/(W)*

56

0

7

IRRCAP3 IRRCAP2 IRRCAP1 IRRHSW2 IRRHSW1

0
R/(W)*

IRRDRM3

R/(W)*R/(W)*R/(W)*

IRRDRM2 IRRDRM1
ビット

初期値
R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

:

:
:

 
 
サーボ割り込み要求レジスタ 1（SIRQR1）は、サーボ部の割り込み要求の発生を表示するレジス

タです。割り込み要求が発生すると対応するビットが 1にセットされます。 
SIRQR1は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。ただし、ライトはフラグクリアのため

の 0ライトのみ可能です。リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時、H'00に初期化され
ます。 
 

ビット7：ドラム位相誤差検出回路割り込み要求ビット（IRRDRM3） 

 
ビット 7 

IRRDRM3 

説   明 

0 ドラム位相誤差検出回路からの割り込み要求なし （初期値） 

1 ドラム位相誤差検出回路からの割り込み要求あり 

 

ビット6：ドラム速度誤差検出回路（ロック検出）割り込み要求ビット（IRRDRM2） 

 
ビット 6 

IRRDRM2 

説   明 

0 ドラム速度誤差検出回路（ロック検出）の割り込み要求なし （初期値） 

1 ドラム速度誤差検出回路（ロック検出）の割り込み要求あり 

 

ビット5：ドラム速度誤差検出（OVF、ラッチ）割り込み要求ビット（IRRDRM1） 

 
ビット 5 

IRRDRM1 

説   明 

0 ドラム速度誤差検出回路（OVF、ラッチ）の割り込み要求なし （初期値） 

1 ドラム速度誤差検出回路（OVF、ラッチ）の割り込み要求あり 

 

ビット4：キャプスタン位相誤差検出回路割り込み要求ビット（IRRCAP3） 

 
ビット 4 

IRRCAP3 

説   明 

0 キャプスタン位相誤差検出回路からの割り込み要求なし （初期値） 

1 キャプスタン位相誤差検出回路からの割り込み要求あり 
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ビット3：キャプスタン速度誤差検出回路（ロック検出）割り込み要求ビット（IRRCAP2） 

 
ビット 3 

IRRCAP2 

説   明 

0 キャプスタン速度誤差検出回路（ロック検出）の割り込み要求なし （初期値） 

1 キャプスタン速度誤差検出回路（ロック検出）の割り込み要求あり 

 

ビット2：キャプスタン速度誤差検出回路（OVF、ラッチ）割り込み要求ビット（IRRCAP1） 

 
ビット 2 

IRRCAP1 

説   明 

0 キャプスタン速度誤差検出回路（OVF、ラッチ）の割り込み要求なし （初期値） 

1 キャプスタン速度誤差検出回路（OVF、ラッチ）の割り込み要求あり 

 

ビット1：HSWタイミング発生回路（カウンタクリア、キャプチャ）割り込み要求ビット
（IRRHSW2） 

 
ビット 1 

IRRHSW2 

説   明 

0 HSWタイミング発生回路（カウンタクリア、キャプチャ）の割り込み要求なし （初期値） 

1 HSWタイミング発生回路（カウンタクリア、キャプチャ）の割り込み要求あり 

 

ビット0：HSWタイミング発生回路（OVW、一致、STRIG）割り込み要求ビット（IRRHWS1） 

 
ビット 0 

IRRHWS1 

説   明 

0 HSWタイミング発生回路（OVW、一致、STRIG）の割り込み要求なし （初期値） 

1 HSWタイミング発生回路（OVW、一致、STRIG）の割り込み要求あり 
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(4) サーボ割り込み要求レジスタ 2（SIRQR2） 
0

0

1

0
R/(W)*

2

―�

�

―�

3

―�

�

―�

4

―�

�

―�

5

―�

�

―�

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� R/(W)*

IRRSNC IRRCTL

1 11 11

ビット

初期値
R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

:

:
:

 
 
サーボ割り込み要求レジスタ 2（SIRQR2）は、サーボ部の割り込み要求の発生を表示するレジス

タです。割り込み要求が発生すると対応するビットが 1にセットされます。 
SIENR2は、8ビットのリード/ライト可能なレジスタです。ただし、ライトは 1リード後の 0ライ

トのみ可能です。リセット、スタンバイ、およびモジュールストップ時、H'FCに初期化されます。 
 

ビット7～2：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット1：垂直同期信号割り込み要求ビット（IRRSNC） 

 
ビット 1 

IRRSNC 

説   明 

0 同期信号検出回路（VD、ノイズ）の割り込み要求なし （初期値） 

1 同期信号検出回路（VD、ノイズ）の割り込み要求あり 

 

ビット0：CTL割り込み要求ビット（IRRCTL） 

 
ビット 0 

IRRCTL 

説   明 

0 CTLによる割り込み要求なし （初期値） 

1 CTLによる割り込み要求あり 
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27. OSD／データスライサ用同期分離回路 

27.1 概要 
同期分離回路は CVin2端子から入力される複合ビデオ信号を水平同期信号と垂直同期信号に分離

し、それらの信号を OSD、データスライサへ供給します。 
同期分離回路には AFC（Automatic Frequency Control）回路が内蔵されており、水平同期信号の 576

倍（または 448倍）の周波数で基準クロックを生成し水平同期信号を分離しています。AFC回路に入
力される水平同期信号はH補完マスクカウンタでノイズ、等価パルス除去、および補完を行ったHsync
信号です。 
垂直同期信号は V補完マスクカウンタのカウント動作によって複合ビデオ信号より分離していま

す。 
V補完マスクカウンタでは水平同期信号の 2倍の周波数クロックでカウント動作させ、マスクを行

っており、レジスタの設定により V補完機能も行うことができます。 
これらの機能を使用して分離動作させているため、CVin2端子に入力される飛び込みノイズ、VTR

テープ再生／特殊再生によるモータスキュー、弱電界での異常ノイズに対して安定した分離が可能で
す。 
その他の機能として、データスライサに必要なフィールド検出、チューナ検出（チューニングの状

態を検出すること）に必要なノイズ検出も兼ね備えています。さらに、AFC回路の基準クロックは
OSDモジュールのドットクロックと兼用しています。したがって、AFC回路の基準クロック周波数
を切り替えることで、表示のドット幅を変更することができます。OSDモジュールをテキスト表示
モードにする場合は「27.3.6 AFC回路」を参照してください。 
また、上記以外の分離入力として、Csync/Hsync端子からの Csync分離入力、VLPF/Vsync端子と

Csync/Hsync端子からの専用分離入力があり、これらは外部外付け回路とレジスタの設定で選択する
ことができます。 
 

27.1.1 特長 
• 水平同期信号の分離：AFC回路による安定した分離、およびマスク、補完機能あり 
• AFC回路の基準クロック周波数：水平同期信号の 576倍の周波数か 448倍の周波数かを選択
可能 

• 垂直同期信号の分離：V補完マスクカウンタでのマスク、および補完機能あり 
• 分離方法の選択：3種 5通りの分離方法が選択可能 

1. CVin2端子からの分離 
2. Csync/Hsync端子からのCsync分離入力 
3. VLPF/Vsync端子とCsync/Hsync端子からの専用分離入力 

• Csync分離コンパレータ：スライスレベルがレジスタ選択可能 
• Csync/Hsync端子の極性選択：Csync/Hsync端子の検出極性が選択可能 
• VLPF/Vsync端子の極性選択：VLPF/Vsync端子の検出極性が選択可能 
• ノイズ検出：1フレーム期間中のノイズ量をカウントし、一定値以上の場合、ノイズ検出割
り込みを発生 
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• ノイズ検出カウンタ：カウント値がリード可能、および 2回の垂直同期信号ごとにリセット
が発生 

• フィールド検出：インタレース時の偶数／奇数フィールドが検出可能 
• AFC回路の基準 Hsync信号：AFC回路に入力する基準となる Hsync信号が選択可能 
• V補完マスクカウンタ：水平同期信号の 2倍の周波数クロックソースが選択可能 
• 内部生成 Csync回路：内部生成 Csync回路のクロックソースが選択可能 
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27.1.2 ブロック図 
同期分離回路のブロック図を図 27.1に示します。 
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図 27.1 同期分離回路のブロック図 
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27.1.3 端子構成 
同期分離回路の端子構成を表 27.1に示します。 

表 27.1 同期分離回路の端子一覧表 
名 称 略図 入出力 機  能 

Csync/Hsync 入出力 複合同期信号入出力／水平同期信号入力 同期信号入出力 

VLPF/Vsync 入力 垂直同期信号外付け LPF端子／垂直同期信号入力 

AFCosc 入出力 AFC用発振端子 AFC用発振 

AFCpc 入出力 AFC用バイパスコンデンサ接続端子 

AFC用 LPF AFCLPF 入出力 AFC用 LPF外付け端子 

複合ビデオ信号 CVin2 入力 複合ビデオ信号入力（2Vpp、シンクチップクランプ回路付き） 

 

27.1.4 レジスタ構成 
同期分離回路のレジスタ構成を表 27.2に示します。 

表 27.2 同期分離回路のレジスタ一覧表 
名 称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス*1 

同期分離入力モード設定レジスタ SEPIMR R/W バイト H'00 H'D240 

同期分離コントロールレジスタ SEPCR R/（W）*2 バイト H'00 H'D241 

同期分離 AFCコントロールレジスタ SEPACR R/（W）*2 バイト H'10 H'D242 

水平同期信号しきい値設定レジスタ HVTHR W バイト H'E0 H'D243 

垂直同期信号しきい値設定レジスタ VVTHR W バイト H'00 H'D244 

フィールド検出窓設定レジスタ FWIDR W バイト H'F0 H'D245 

H補完マスク設定レジスタ HCMMR W ワード H'0000 H'D246 

ノイズ検出カウンタ NDETC R バイト H'00 H'D248 

ノイズ検出レベル設定レジスタ NDETR W バイト H'00 H'D248 

データスライサ検出窓設定レジスタ DDETWR W バイト H'00 H'D249 

内部同期信号周波数設定レジスタ INFRQR W バイト H'10 H'D24A 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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27.2 各レジスタの説明 

27.2.1 同期分離入力モード設定レジスタ（SEPIMR） 
0

0000000

7

R/W

FRQSEL�

�0
R/W

CCMPV1

6

R/W

CCMPV0

5

R/W

CCMPSL

4

R/W

SYNCT

3

R/W

VSEL

2

R/W

DLPFON

1

―

―�
ビット�

初期値�
R/W

:

:
:  

 
SEPIMRは同期分離回路の分離入力を選択するレジスタです。分離入力はデジタル H分離カウンタ

に入力される Hsync信号およびデジタル V分離カウンタに入力される Vsync信号を、外付け回路と
内部スイッチの選択で選びます。分離入力の一覧を図 27.2、表 27.3に示します。SEPIMRはこの他
に Csync分離コンパレータのスライス電圧の設定、Csync/Hsync端子と VLPF/Vsync端子の極性切り
替え、デジタル LPFの ON/OFF選択、および AFC回路の基準クロック周波数の切り替え等を行う 8
ビットのレジスタです。分離入力の詳細については「27.3.1 分離入力の選択」を参照してください。
SEPIMRはリード／ライト可能なレジスタで、リセット時 H'00に初期化されます。モジュールスト
ップモード時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード
時、サブスリープモード時はビット 5の CCMPSLを除くビットは 0にクリアされます。 
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図 27.2 同期分離入力の選択回路図 
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表 27.3 分離入力の選択一覧表 
分離入力 Vsync検出 外付け

SW1
外付け
SW2

外付け
SW3

外付け 
SW4 

CCMPSL
(内部 SW5)

VSEL 
(内部 SW6) 

Csync/Hsync 
端子の入出力 

Vsyncシュミット off on a a 0 0 出力 CVin2入力 

Csyncシュミット off off open 入力 OVss固定 0 1 出力 

Vsyncシュミット on on a a 1 0 入力 Csync入力 

Csyncシュミット on off a 入力 OVss固定 1 1 入力 

H/Vsync入力 Vsyncシュミット off off b b 1 0 入力 

 

ビット7、6：Csync分離コンパレータスライス電圧選択（CCMPV1、CCMPV0） 

Csync分離コンパレータのスライス電圧を選択します。スライス電圧の基準はシンクチップレベル
（－40IRE）を基準としたスライスレベルです。なお、スライスレベルは参考値です。 
 
ビット 7 ビット 6 

CCMPV1 CCMPV0 

説   明 

0 Csync分離コンパレータスライス電圧を 10IREに選択します （初期値） 0 

1 Csync分離コンパレータスライス電圧を 5IREに選択します 

0 Csync分離コンパレータスライス電圧を 15IREに選択します 1 

1 Csync分離コンパレータスライス電圧を 20IREに選択します 

 

ビット5：Csync分離コンパレータ入力選択（CCMPSL） 

Csync分離コンパレータ入力を選択するかしないかを制御します。0をライトすると、Csync分離
コンパレータ入力を選択し、1をライトすると Csyncシュミット入力を選びます。このビットは内部
SW5を制御します。この他に本ビットは Csync/Hsync端子の入出力制御も同時に行います。0をライ
トすると Csync/Hsync端子は出力に、1をライトすると Csync/Hsync端子は入力になります。本ビッ
トはリセット時のみ 0にクリアされます。Csync/Hsync端子はリセット、スリープ、サブアクティブ、
サブスリーブ、ウォッチ、スタンバイ、モジュールストップ時に Hi-Zになります。* 
 
ビット 5 

CCMPSL 

説   明 

0 Csync分離コンパレータ入力を選択し、Csync/Hsync端子は出力になります （初期値） 

1 Csyncシュミット入力を選択し、Csync/Hsync端子は入力になります 

 
【注】* 本ビットを 1にセットする場合、割り込み禁止状態にしてモジュールストップ解除命令の次

命令で 1にセットするようにしてください。 
   ORC #B'10000000, CCR ← 割り込み禁止 
   BCLR.B #1, @MSTPCRH ← モジュールストップ解除 
   BSET.B #5, @SEPIMR ← CCMPSLビットを 1にセット 
   ANDC #B'01111111, CCR ← 割り込み許可 
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ビット4：同期信号の極性選択（SYNCT） 

Csync/Hsync端子、および VLPF/Vsync端子の極性を共通に選択します。CVin2端子から分離入力
する場合、必ず 0をライトして凸極性を選択してください。 
 
ビット 4 

SYNCT 

説   明 

0 

 

（初期値） 

1 

 

 

 

ビット3：Vsync入力信号選択（VSEL） 

Vsync入力信号を選択します。0をライトすると、Vsyncシュミット入力を選択し、1をライトする
と Csyncシュミット入力を選びます。内部 SW6を制御します。 
 
ビット 3 

VSEL 

説   明 

0 Vsyncシュミット入力を選択します （初期値） 

1 Csyncシュミット入力を選択します 

 

ビット2：デジタルLPF制御（DLPFON） 

弱電界時の Vsync信号のノイズ成分をマスクする機能です。この機能はデジタル H分離カウンタ
で分離された SEPH信号と Csync信号（Vsync信号）を論理和し、それをデジタル V分離カウンタに
入力します。本機能は弱電界での Vsync検出遅れ、および Vsync未検出に対し効果があります。タイ
ミングは「27.2.5 垂直同期信号しきい値設定レジスタ（VVTHR）」を参照してください。 
 
ビット 2 

DLPFON 

説   明 

0 デジタル LPF機能は動作しません （初期値） 

1 デジタル LPF機能は動作します 

 

ビット1：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。 
ライトは無効です。1をライトした場合、動作は保証されません。 
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ビット0：基準クロック周波数の選択（FRQSEL） 

FRQSELは AFC回路の基準クロックの周波数を水平同期信号の 576倍にするか、448倍にするか
を選択するときに設定するビットです。AFCosc、AFCpc端子に周波数に合った定数を接続し、分周
カウンタの分周比を本ビットで選択することで希望の基準クロック周波数が得られます。AFC回路の
基準クロックは OSDモジュールのドットクロックと兼用していますので、周波数を変更することで
表示文字のドット幅が変更可能です。448倍を選択した場合でもデータスライサは動作します。詳細
は「27.3.6 AFC回路」を参照してください。 
 
ビット 0 

FRQSEL 

説   明 

0 AFC回路の基準クロックの周波数を水平同期信号の 576倍にします （初期値） 

1 AFC回路の基準クロックの周波数を水平同期信号の 448倍にします 

 

27.2.2 同期分離コントロールレジスタ（SEPCR） 
0

0000000

7

R

FLD

0
R/W

AFCVIE

6

R/(W)*

AFCVIF

5

R/W

VCKSL

4

R/W

VCMPON

3

R/W

HCKSEL

2

R/W

HHKON

1

R/W

HHKON2
ビット�

初期値�
R/W

:

:
:  

 
【注】* フラグをクリアするための 0ライトのみ有効です。 
 

SEPCRは外部 Vsyncの割り込み制御、V補完機能の ON/OFF選択、V補完マスクカウンタのカウ
ントクロックソースの選択、内部生成 Csync回路のカウントクロックソースの選択、AFC回路で検出
されるフィールド検出などを行う 8ビットのレジスタです。SEPCRはリード／ライト可能なレジス
タで、リセット時、モジュールストップ時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモー
ド時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時 H'00に初期化されます。 
 

ビット7：外部Vsync割り込みイネーブル（AFCVIE） 

AFCVIFが 1にセットされたとき、外部 Vsyncによる割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 
ビット 7 

AFCVIE 

説   明 

0 外部 Vsync割り込みを禁止 （初期値） 

1 外部 Vsync割り込みを許可 
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ビット6：外部Vsync割り込みフラグ（AFCVIF） 

V補完マスクカウンタが外部 Vsync信号（AFCV信号）を検出したときに外部 Vsync割り込みフラ
グ（AFCVIF）がセットされます。なお、OSDモジュールの Vsync割り込みは OSDモジュールを参
照してください。 
 
ビット 6 

AFCVIF 

説   明 

0 「クリア条件」 
1をリードした後、0ライトしたとき （初期値） 

1 「セット条件」 
V補完マスクカウンタが外部 Vsync信号（AFCV信号）を検出したとき 

 

ビット5：V補完マスクカウンタのクロックソースセレクト（VCKSL） 

V補完マスクカウンタのカウントクロックソースを AFC回路の水平同期信号（AFCH信号）の 2
倍の周波数にするか、H補完マスクカウンタの水平同期信号（OSCH信号）の 2倍の周波数にするか
を選択します。OSDモジュールをテキスト表示モードにする際、SEPACRのビット 5の HSELビッ
トを 1にライトし、AFC回路の基準 Hsync信号を内部生成 Hsync信号に選択した場合、本ビットを 1
にセットすることでテキスト表示モードとは関係なく外部 Vsync信号を検出できます。 
 
ビット 5 

VCKSL 

説   明 

0 AFC回路の水平同期信号（AFCH信号）の 2倍の周波数クロックを選択します （初期値） 

1 H補完マスクカウンタの水平同期信号（OSCH信号）の 2倍の周波数クロックを選択します 

 

ビット4：V補完機能ON（VCMPON） 

V補完マスクカウンタにより、V補完機能を行うかどうかを選択します。弱電界での Vsync検出遅
れ、および Vsync未検出に対し効果があります。タイミングは「27.2.5 垂直同期信号しきい値設定
レジスタ（VVTHR）」を参照してください。 
 
ビット 4 

VCMPON 

説   明 

0 V補完機能を行いません （初期値） 

1 V補完機能を行います 
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ビット3：内部生成Csync回路のクロックソースセレクト（HCKSEL） 

内部生成 Csync信号を 4/2fscクロックから生成するか、AFC基準クロックから生成するかを選択
するビットです。AFC回路の基準 Hsync信号を外部 Hsync信号にして、OSDモジュールをテキスト
表示モードに設定した場合は、本ビットを 1にセットし AFC基準クロックから内部生成 Csync信号
を生成してください。ただし、この場合の分離入力は Hsync信号、Vsync信号の専用分離入力として
ください。SEPACRのビット 1の DOTCKSLを 1にセットした場合、本ビットは必ず 0にクリアして
ください。 
 
ビット 3 

HCKSEL 

説   明 

0 内部生成 Csync信号は 4/2fscクロックから生成 （初期値） 

1 内部生成 Csync信号は AFC基準クロックから生成 

 

ビット2：HHK強制ON（HHKON） 

H補完マスクカウンタが 3回連続補完動作を発生した場合、強制的に HHK*動作を働かせるビット
です。デジタル H分離カウンタで等価パルス除去を目的に HVTHRの設定値を 2.35μs以上、4.7μs
以下に設定した場合、Vブランキング期間中のHsyncとVsyncの位相差エラーに対し効果があります。
タイミングは「27.2.4 水平同期信号しきい値設定レジスタ（HVTHR）」を参照してください。 
 
【注】 * HHK：Half Hsync Killerの略。 
 
ビット 2 

HHKON 

説   明 

0 3回連続補完動作が働いた場合、HHKの強制動作を行いません （初期値） 

1 3回連続補完動作が働いた場合、HHKの強制動作を行います 

 

ビット1：HHK強制ON2ビット（HHKON2） 

HHK強制ON2ビットはVブランキング期間中にHHK動作を強制的に動作させます。したがって、
Hsync信号が入力されない場合でも、補間動作後、強制的に HHK動作が働きます。デジタル H分離
カウンタで等価パルス除去を目的に HVTHRの設定を 2.35μs以上、4.7μs以下に設定した場合、弱
電界状態等で Hsync信号の入力が無い、またはノイズが重畳した場合に発生するフィールド誤検出、
ライン誤検出に対し効果があります。タイミングは「27.2.4 水平同期信号しきい値レジスタ
（HVTHR）」を参照してください。 
 
ビット 1 

HHKON2 

説   明 

0 Vブランキング期間中、HHKの強制動作を行いません （初期値） 

1 Vブランキング期間中、HHKの強制動作を行います 
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ビット0：フィールド検出フラグ（FLD） 

フィールド検出フラグは AFC回路から生成されたフィールド検出窓信号に対し、外部 Vsync信号
（AFCV信号）の発生位置からフィールド検出を示します。本フラグは AFC回路の基準 Hsync信号
を内部生成 Hsync信号に選択した場合無効です。タイミングは「27.2.6 フィールド検出窓設定レジ
スタ（FWIDR）」を参照してください。 
 
ビット 0 

FLD 

説   明 

0 偶数フィールドを示します （初期値） 

1 奇数フィールドを示します 

 

27.2.3 同期分離 AFCコントロールレジスタ（SEPACR） 
0
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【注】* フラグをクリアするための 0ライトのみ有効です。 

SEPACRは AFC回路をコントロールする 8ビットのレジスタです。AFC回路は水平同期信号の周
波数の 576倍（または 448倍）の基準クロックを生成します。この基準クロックから水平同期信号
（AFCH信号）、クロックランイン検出窓信号、スタートビット検出窓信号などが生成されます。ま
た、基準クロックは OSDモジュールのドットクロックと兼用になっています。AFC回路の基準 Hsync
信号は、外部 Hsync信号と内部生成 Hsync信号に切り替えることができます。SEPACRはノイズ検出
割り込み制御および AFC回路リセット機能の ON/OFFなどを行います。 

SEPACRはリード／ライト可能なレジスタで、リセット時、モジュールストップ時、スリープモー
ド時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時
H'10に初期化されます。 
 

ビット7：ノイズ検出割り込み許可ビット（NDETIE） 

ノイズ検出カウンタの値とノイズ検出レベル設定レジスタの値が一致しNDETIFが1にセットされ
たとき、ノイズ検出割り込みの発生を許可／禁止します。 
 
ビット 7 

NDETIE 

説   明 

0 ノイズ検出割り込みを禁止 （初期値） 

1 ノイズ検出割り込みを許可 
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ビット6：ノイズ検出割り込みフラグ（NDETIF） 

NDETIFはノイズ検出カウンタの値とノイズ検出レベル設定レジスタの値が一致したときにセッ
トされます。 
 
ビット 6 

NDETIF 

説   明 

0 「クリア条件」 
1をリードした後、0ライトしたとき （初期値） 

1 「セット条件」 
ノイズ検出カウンタの値とノイズ検出レベル設定レジスタの値が一致したとき 

 

ビット5：基準Hsync信号セレクト（HSEL） 

AFC回路の基準 Hsync信号を外部 Hsync信号にするか、内部生成 Hsync信号にするかを選択する
ビットです。データスライサを使用する場合は外部 Hsync信号を選び、データスライサを使用しない
場合で、かつ OSDモジュールをテキスト表示モードにした場合は内部生成 Hsync信号を選択してく
ださい。本ビットを切り替える場合は、OSD表示を OFFにすることを推奨します。 
 
ビット 5 

HSEL 

説   明 

0 基準 Hsync信号は外部 Hsync信号が選択されます （初期値） 

1 基準 Hsync信号は内部生成 Hsync信号が選択されます 

 

ビット4：空きビット 

空きビットです。リード/ライトは無効です。 
 

ビット3：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
1をライトした場合、動作は保証されません。 

 

ビット2：AFCリセット制御（ARST） 

AFC回路のリセット動作を発生させるかどうかを制御します。VTRモータスキューや、チャネル
選択の切り替えが発生したとき、AFC回路に入力される基準 Hsync信号と AFC回路から出力される
Hsync信号（AFCH信号）との間に位相誤差があった場合、この誤差を AFC回路のリセット動作でな
くし高速に AFCH信号を位相ロックさせます。 
 
ビット 2 

ARST 

説   明 

0 リセット動作を発生しません （初期値） 

1 リセット動作を発生します 
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ビット1：DOTCKSLビット（DOTCKSL） 

DOTCKSLビットはOSDのドットクロックソースを切り替えるビットです。0にリセットした場合、
AFC回路の基準クロックを選択し、1をセットした場合、4/2fsc in端子から入力する 4/2fscクロック
を選択します。本ビットを 1にセットする場合、テキスト表示モードで行うようにしてください。ス
ーパーインポーズモードで 1にセットした場合、および HCKSELを 1にセットした場合、文字揺れ
の原因となります。 
また、4fscを入力して 1にセットした場合、OSD表示の横方向は小さくなりますので 2fscを入力

するようにしてください。 
テキスト表示モード中にデータスライサを動作させる場合、本ビットを 1にセットすることで動作

可能です。 
 
ビット 1 

DOTCKSL 

説   明 

0 ドットクロックは AFC回路の基準クロックを選択 （初期値） 

1 ドットクロックは 4/2fscクロックを選択 

 

ビット0：DSL32Bビット（DSL32B） 

データスライサのスライス動作を 16ビットモードにするか、32ビットモードにするかを設定する
ビットです。詳細は「28.4 32ビットスライス動作説明」を参照してください。 
 
ビット 0 

DSL32B 

説   明 

0 スライス動作を 16ビットモードにします （初期値） 

1 スライス動作を 32ビットモードにします 
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27.2.4 水平同期信号しきい値設定レジスタ（HVTHR） 
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HVTHRはデジタル H分離カウンタのしきい値を設定する 5ビットのレジスタで、Csync信号から

SEPH信号を生成します。SEPH信号は Csyncが Highの期間中に、HVTHR値とデジタル H分離カウ
ンタの値が一致したとき 1にセットされ、Csyncが Lowの期間中に、デジタル H分離カウンタが 00
になると 0にリセットされます。HVTHRはライト専用レジスタで、リセット時、モジュールストッ
プ時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブ
スリープモード時 H'E0に初期化されます。しきい値と検出された SEPH信号を図 27.3、図 27.4に示
します。 
 

Csync

HVTH

SEPH

デジタルH分離�
カウンタ�

約1.6～2.0μs
 

図 27.3 等価パルス検出時の HVTH設定と SEPH生成のタイミング 

 

Csync

HVTH

SEPH

デジタルH分離�
カウンタ�

約3.2～3.6μs
 

図 27.4 等価パルス未検出時の HVTH設定と SEPH生成のタイミング 
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HVTHRにライトする設定例を示します。 
（HVTHR－1）×（2/OSC）＞1.6μs（or 3.2μs） 

システムクロック 

OSC（10MHz） 

Hsync検出しきい値 

2/OSC（5MHz=0.2μs） 

1.6μs/0.2μs=8 等価パルス検出設定例

H'8（8） 

3.2μs/0.2μs=16 等価パルス未検出設定例

H'10（16） 

 
Hsync信号を検出するために 2.35μsの等価パルスを検出するように HVTHを設定してください。

ただし、弱電界等、Hsync位置にある等価パルスが 1発抜けると、Hsyncと Vsyncの位相差エラーが
発生し、フィールド検出を誤検出してしまいます。このような弱電界状態では 2.35μsの等価パルス
を削除することで対応できます。このときのタイミングを図 27.5に示します。 
 

Csync

HVTH

SEPH

HHK

OSCH

HC

デジタルH分離�
カウンタ�

補完�

HsyncとVsyncの位相差エラー�

抜け�

補完�

H補完マスク�
カウンタ�

 
図 27.5 Hsync位置にある等価パルス抜け発生時の Hsyncと Vsyncの位相差エラー 

発生タイミング 

【注】  2.35μsの等価パルスを削除する場合、削除した期間は補完動作が働きますので、偶数フィ
ールドでは必ず Vsync信号の立ち上がりエッジを Hsync信号として認識してしまいます。
したがって、この位置の Hsync信号では Hsync信号成分が発生しないよう、連続 3回補完
動作が続いた場合、強制的に HHKが発生するように SEPCRレジスタのビット 2の HHKON
を 1にセットしてください。このときのタイミングを図 27.6、図 27.7に示します。 
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Csync

HVTH

SEPH

HHK

OSCH

HC

デジタルH分離�
カウンタ�

補完� 補完� 補完� 補完� 補完� 補完� 補完�
位相差エラー�

H補完マスク�
カウンタ�

 
図 27.6 等価パルス未検出時の Hsyncと Vsyncの位相差エラー発生タイミング 

 

Csync

HVTH

SEPH

HHK

OSCH

HC

デジタルH分離�
カウンタ�

補完� 補完�

HHK強制発生� HHK強制発生�

補完� 補完� 補完� 補完�

H補完マスク�
カウンタ�

 
図 27.7 HHKONビットが 1の状態で 3回連続補完したときの HHK動作タイミング 

【注】  2.35μsの等価パルスを削除する場合、削除した期間は補完動作が働きますので、弱電界状
態等で Hsync信号の入力が無く、さらにノイズが重畳した場合、ノイズを Hsync信号とし
て認識してしまいます。したがって、この場合 Hsync信号を誤認識させないように SEPCR
レジスタのビット 1のHHKON2を 1にセットしてください。このときのタイミングを図 27.8、
図 27.9に示します。 
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抜け、ノイズ�

Csync

HVTH

HHK

OSCH

デジタルH
分離カウンタ�

SEPH

H補完マスク
カウンタ�

補完� 補完� 補完� 補完� 補完� 補完�
HsyncとVsyncの位相差エラー�

 
図 27.8 Hsync位置にある等価パルス無入力後のノイズ発生による Hsyncと Vsyncの位相差エラー 

発生タイミング 

 

抜け、ノイズ�

Csync

HVTH

HHK

OSCH

デジタルH
分離カウンタ�

SEPH

H補完マスク
カウンタ�

補完� 補完� 補完� 補完�

HHK強制発生�

補完� 補完�
 

図 27.9 等化パルス未検出時の Vブランキング期間の HHK強制動作タイミング 
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27.2.5 垂直同期信号しきい値設定レジスタ（VVTHR） 
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VVTHRはデジタル V分離カウンタのしきい値を設定する 8ビットのレジスタで、Csync信号から

SEPV信号を生成します。SEPV信号は Csyncが Highの期間中に、VVTHR値とデジタル V分離カウ
ンタの値が一致したとき 1にセットされ、Csyncが Lowの期間中に、デジタル V分離カウンタが 00
になると 0にリセットされます。VVTHRにライトするデータは SEPVの立ち上がりが 1/2H以上の位
置に発生するように設定してください。VVTHRはライト専用レジスタで、リセット時、モジュール
ストップ時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、
サブスリープモード時 H'00に初期化されます。しきい値と検出された SEPV信号を図 27.10に示し
ます。 
 

Csync

1/2H以上�

VVTH

H

SEPV

デジタルV分離�
カウンタ�

 
図 27.10 VVTH設定と SEPV生成のタイミング 

VVTHRにライトする設定例を示します。 
（VVTHR－1）×（2/OSC）＞（Hsync周期／2－4.7μs）×1.5＝41μs 

システムクロック 

OSC（10MHz） 

Vsync検出しきい値 

2/OSC（5MHz=0.2μs） 

41μs/0.2μs=205 41μs検出設定例 

H'CE（206） 

 
一般に弱電界時の Csync信号はノイズ成分が大きくなり、Vsync検出のタイミング遅れ、および未

検出などの状態が考えられます。その場合、SEPIMRのビット 2の DLPFONビットを 1にセットし
てください。デジタル H分離カウンタで検出された SEPH信号と Csync信号（Vsync）の論理和した
信号がデジタル V分離カウンタに入力されます。これは、弱電界での Vsync検出遅れと未検出に対
し効果を発揮します。タイミングを図 27.11に示します。 
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Csync + SEPH

HVTH

SEPH

SEPV

VVTH

デジタルH分離�
カウンタ�

デジタルV分離�
カウンタ�

 
図 27.11 デジタル LPFON時の VVTH設定と SEPV生成のタイミング 

 
弱電界時の Csync信号はノイズ成分が大きくなり、Vsync検出のタイミング遅れや未検出などの状

態が考えられます。その場合、SEPCRのビット 4の VCMPONビットを 1にセットしてください。外
部 Vsync検出信号（AFCV信号）は、V補完マスクカウンタから生成されます。タイミングを図 27.12
に示します。 
 

Csync

VVTH

SEPV

521 522 523 524 0 1 2 3 4 5 6 7 8

AFCV

1/2AFCH
(Vサンプリングクロック）

デジタルV分離�
カウンタ�

V補完マスクカウンタ�

 
図 27.12 V補完機能を選択した場合の AFCV生成タイミング（NTSCの場合） 
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27.2.6 フィールド検出窓設定レジスタ(FWIDR) 
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FWIDRは AFC回路の分周カウンタからフィールド検出窓のタイミングを 16×fh（fh：水平同期信

号周波数）精度で設定します。FWIDRで設定した値と AFC分周カウンタの値が一致すると、フィー
ルド検出窓信号がリセットされ Hsync信号の 1／2周期後に再びセットされます。フィールド検出窓
信号が 1のときに AFCV信号の立ち上がりが発生した場合、奇数フィールドとみなしフィールド検出
フラグが 1にセットされます。フィールド検出窓信号が 0のときに AFCV信号の立ち上がりが発生し
た場合、偶数フィールドとみなしフィールド検出フラグが 0にクリアされます。FWIDRの設定値は
V補完機能ビットの設定によって異なってきます。SEPCRのビット 4の VCMPONビットを 0にリセ
ットして V補完機能が働いていない場合、FWIDRの設定値は垂直同期信号しきい値設定レジスタで
検出される SEPV信号の立ち上がりが発生する位置が中心になるように設定してください。また V補
完機能ビットを1にセットしてV補完機能が働いている場合、FWIDRの設定値は分周カウンタのOVF
タイミングが中心になるように設定してください。FWIDRはライト専用のレジスタでリセット時、
モジュールストップ時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティ
ブモード時、サブスリープモード時 H'F0に初期化されます。 
 

(1) SEPCRレジスタのビット 0 

ビット0：フィールド検出フラグ（FLD） 

フィールド検出フラグは AFC回路から生成されたフィールド検出窓信号に対し、AFCV信号の発
生位置からフィールド検出を示します。本フラグは AFC回路の基準 Hsync信号を内部生成 Hsync信
号に選択した場合無効です。タイミングは「図 27.13 フィールド検出タイミング」を参照してくだ
さい。 
 
ビット 0 

FLD 

説   明 

0 偶数フィールドを示します （初期値） 

1 奇数フィールドを示します 
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Csync

SEPV

AFCV

FLD

AFCV
TF*

TF*

【注】*　TF：フィールド検出窓設定値�

FLD

デジタルV分離�
カウンタ�

V補完マスクカウンタのクロック�

V補完機能なしの場合�

AFC分周カウンタ�

H/2μs

フィールド検出窓信号�

フィールド検出窓信号�

奇数フィールド� 偶数フィールド�

奇数フィールドタイミング� 偶数フィールドタイミング�

V補完機能ありの場合�

 
図 27.13 フィールド検出タイミング 
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27.2.7 H補完マスク設定レジスタ（HCMMR） 
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HCMMRは Hsync信号のパルス抜けが発生した場合の補完パルスを発生するタイミング（Hsync周
期：Th）と HHK（マスク期間）の解除タイミング（Tm、Tm2）を設定する 16ビットのレジスタで
す。HC8～HC0は補完パルスを発生するタイミングを設定します。この設定したタイミングまでに
Hsync信号が入力されなかった場合、H補完マスクカウンタから補完パルスを生成します。このとき、
H補完マスクカウンタのリセット用に設けた HHK動作は解除されたままになり、次に入力された
Hsync信号で H補完マスクカウンタは同期化されますが、AFC回路の Hsync信号(OSCH)用に設けた
HHK2動作は、補完パルスが発生したタイミングで HHK動作を行います。 

HM6～HM0は HHKの解除タイミングを設定します。HHKの解除タイミングは等価パルスとコピ
ーガードを削除するため、SEPH信号の立ち上がりから約 85％を目安に設定してください。図 27.14
に動作タイミングを示します。HHK信号がセットされるタイミングは SEPH信号の立ち上がりから
約 5μs後のタイミングでセットされ、HHK2信号がセットされるタイミングは H補完マスクカウン
タがリセットされた直後にセットされます。また、HHK信号はノイズ検出窓信号と兼用になってい
ます。ノイズ検出の詳細については「27.2.8 ノイズ検出カウンタ(NDETC)」、「27.2.9 ノイズ検
出レベル設定レジスタ(NDETR)」を参照してください。 

HCMMRはライト専用レジスタで、リセット時、モジュールストップ時、スリープモード時、スタ
ンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時 H'0000に初
期化されます。 
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図 27.14 H補完マスクカウンタの補完とマスクタイミング 
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ビット15～7：H補完パルス設定ビット（HC8～HC0） 

HC8～HC0は Hsync信号のパルス抜けが発生した場合の、補完パルスを発生するタイミングを設定
するビットです。設定したタイミングまでに Hsync信号が入力されなかった場合、OSCH信号は H補
完マスクカウンタから補完パルスを生成します。 
 

HC8～HC0にライトする設定例を示します。 
（HC＋1）×（2/OSC）＞63.5μs（PAL：64μs） 

システムクロック 

OSC（10MHz） 

NTSC=63.5μs PAL=64μs 

補完パルス生成 
タイミング設定例 

2/OSC（5MHz=0.2μs） 2/OSC（5MHz=0.2μs） 

63.5μs/0.2μs=317.5 ― NTSC=63.5μs 

H'13E（318） ― 

― 64μs/0.2μs=320 PAL=64μs 

― H'141（321） 

 

ビット6～0：HHK期間設定ビット（HM6～HM0） 

HM6～HM0は Hsync信号の HHK（マスク期間）の解除タイミングを設定するビットです。H補完
マスクカウンタの開始は SEPHの立ち上がりエッジですので、設定時間はこの開始位置から計算して
ください。本データはノイズ検出窓信号のリセットタイミングと兼用になっています。また、設定精
度は H補完マスクカウンタの下位 2ビットを除いていますので、設定する際は気をつけてください。 
 

HM6～HM0にライトする設定例を示します。 
（HM＋1）×（8/OSC）＞54μs（Hsync周期の約 85％） 

システムクロック 

OSC（10MHz） 

NTSC=63.5μs PAL=64μs 

HHK設定例 

8/OSC（1.25MHz=0.8μs） 8/OSC（1.25MHz=0.8μs） 

54μs/0.8μs=67.5 54μs/0.8μs=67.5 54μs 

H'44（67） H'44（67） 

 

27.2.8 ノイズ検出カウンタ(NDETC) 
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NDETCは 10ビットのノイズ検出カウンタの上位 8ビット値がリード可能なレジスタです。ノイズ

検出カウンタはノイズ検出窓信号が 1のときに、Hsync信号の入力（ノイズ H）があった Hsync期間
の数と、ノイズ検出窓信号が 0のときに、Hsync信号の入力が無い、または Hsync信号が欠けた場合
の Hsync期間の数をカウントします。ノイズ検出レベルとノイズカウンタの値がマッチするとノイズ
検出割り込み要求フラグがセットされます。ノイズ検出カウンタは 2回の垂直同期信号（AFCV信号）
ごとにリセットされますので、1フィールド中のノイズ発生が検出可能です。 
ノイズカウンタは CPUからリード可能ですので、ノイズ発生状況がリード値から判断可能です。 
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リセット時、モジュールストップ時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、
サブアクティブモード時、サブスリープモード時 H'00に初期化されます。 

NDETCはリード専用レジスタで、NDETRと同一のアドレスに割り付けられています。 
図 27.15にノイズ検出の動作タイミングを示します。 

 

27.2.9 ノイズ検出レベル設定レジスタ(NDETR) 
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NDETRはノイズ検出レベルを設定するレジスタで、設定する値はノイズ検出レベルの 1/4を設定

してください。ノイズ検出窓信号は OSCH信号の立ち下がりで 1にセットされ、HHK期間設定ビッ
トで設定された値で 0にリセットされます。OSCH信号の立ち下がりは SEPH信号の立ち上がりから
約 5μs後に発生します。 
ノイズ検出はノイズ検出レベルとノイズ検出カウンタの値が一致するとノイズ検出割り込み要求

フラグが 1にセットされます。リセット時、モジュールストップ時、スリープモード時、スタンバイ
モード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時 H'00に初期化され
ます。 

NDETRはライト専用レジスタで、NDETCと同一のアドレスに割り付けられています。 
図 27.15にノイズ検出の動作タイミングを示します。 
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図 27.15 ノイズ検出窓設定とノイズカウントのタイミング 
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27.2.10 データスライサ検出窓設定レジスタ(DDETWR) 
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データスライサ検出窓設定レジスタはデータスライサへ供給するクロックランイン検出窓信号、お

よびスタートビット検出窓信号のタイミングを調整するレジスタです。図 27.16に各信号のデータス
ライサ期間信号タイミングを示します。DDETWRはライト専用のレジスタでリセット時、モジュー
ルストップ時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード
時、サブスリープモード時 H'00に初期化されます。 
また、これらの検出窓信号は、端子からモニタ可能です。詳細は「29.7.3 デジタル出力設定レジ

スタ」を参照してください。 
 

C.video
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±0.5μs

±0.5μs

±0.5μs

23.5μs

23.5μs

29.5μs

クロックランイン�
検出窓信号�

スタートビット�
検出窓信号�

 
図 27.16 クロックランイン検出窓信号とスタートビット検出窓信号の生成タイミング 
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ビット7、6：スタートビット検出窓信号立ち下がり設定ビット（SRWDE1、SRWDE0） 

スタートビット検出窓信号の立ち下がり時間を設定するビットです。 
 
ビット 7 ビット 6 

SRWDE1 SRWDE0 

説   明 

0 約 29.5μsのタイミングで検出し終わります （初期値） 0 

1 約 29.0μsのタイミングで検出し終わります 

0 約 30.0μsのタイミングで検出し終わります 1 

1 設定不可 

 

ビット5、4：スタートビット検出窓信号立ち上がり設定ビット（SRWDS1、SRWDS0） 

スタートビット検出窓信号の立ち上がり時間を設定するビットです。 
 
ビット 5 ビット 4 

SRWDS1 SRWDS0 

説   明 

0 約 23.5μsのタイミングから検出し始めます （初期値） 0 

1 約 23.0μsのタイミングから検出し始めます 

0 約 24.0μsのタイミングから検出し始めます 1 

1 設定不可 

 

ビット3、2：クロックランイン検出窓信号立ち下がり設定ビット（CRWDE1、CRWDE0） 

クロックランイン検出窓信号の立ち下がり時間を設定するビットです。 
 
ビット 3 ビット 2 

CRWDE1 CRWDE0 

説   明 

0 約 23.5μsのタイミングで検出し終わります （初期値） 0 

1 約 23.0μsのタイミングで検出し終わります 

0 約 24.0μsのタイミングで検出し終わります 1 

1 設定不可 

 

ビット1、0：クロックランイン検出窓信号立ち上がり設定ビット（CRWDS1、CRWDS0） 

クロックランイン検出窓信号の立ち上がり時間を設定するビットです。 
 
ビット 1 ビット 0 

CRWDS1 CRWDS0 

説   明 

0 約 10.5μsのタイミングから検出し始めます （初期値） 0 

1 約 10.0μsのタイミングから検出し始めます 

0 約 11.0μsのタイミングから検出し始めます 1 

1 設定不可 
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27.2.11 内部同期信号周波数設定レジスタ（INFRQR） 
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INFRQRは OSDがノンインタレースの TEXT表示モード時、テレビモードが PAL、MPAL、NPAL

の場合、OSD表示の色にじみ、揺れ等を軽減するために内部生成同期信号の Hsync、Vsync周波数を
変更するレジスタです。 

INFRQRはライト専用のレジスタで、リセット時、モジュールストップ時、スリープモード時、ス
タンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時 H'10に初
期化されます。 
 

ビット7、6：Vsync周波数選択（VFS2、VFS1） 

VFS2、VFS1は Vsync周波数の選択を行います。fhは各テレビモードの Hsync周波数を示します。 
 
ビット 7 ビット 6 説   明 

VFS2 VFS1 PAL MPAL NPAL 

0 0 fh/313（初期値） fh/263（初期値） fh/313（初期値） 

0 1 fh/314 fh/266 fh/314 

1 0 fh/310 fh/262 fh/310 

1 1 fh/312 fh/264 fh/312 

 

ビット5：Hsync周波数選択（HFS） 

HFSは Hsync周波数の選択を行います。fscは各テレビモードの色副搬送波の周波数を示します。 
ただし、本機能は SEPCRのビット 3の HCKSELビットを 1にして内部 Csync生成回路を AFCク

ロックに選択した場合、および OSDモジュールの DFORMのビット 12の FSCINビットを 1にして
2fscクロックを選択した場合、機能は無効です。 
 
ビット 5 説   明 

HFS PAL MPAL NPAL 

0 fsc/283.75（初期値） fsc/227.25（初期値） fsc/229.25（初期値） 

1 fsc/283.5 fsc/227.5 fsc/229.5 

 

ビット4：空きビット 

空きビットです。リード/ライトは無効です。 
 

ビット3～0：リザーブビット 

ライトは無効です。1をライトした場合、動作は保証されません。 
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27.3 動作説明 

27.3.1 分離入力の選択 
分離入力は垂直同期信号の分離を中心に、外付け回路との接続方法によって下記分離入力が選択可

能です。 
 

(1) 複合ビデオ信号から分離入力する場合 
(a)  Vsyncシュミットを使用する場合 

CVin2端子から複合ビデオ信号を入力し、Csync分離コンパレータで複合同期信号に分離し
ます。分離された複合同期信号のうち、Hsync成分はデジタルH分離カウンタに入力されま
す。またVsync成分は、Csync/Hsync端子から出力された後、外付LPF回路を通過後、再び
Vsync/VLPF端子を介してデジタルV分離カウンタに入力されます。SEPIMRの初期値はこの
ケースになっています。図27.17に示します。 

 

CVin

Csync

a

1

1

0

0

b

a

b

Hsync

Vsync

VLPF
Vsync/VLPF

Csync/Hsync

Hsync

Vsync

外付けSW3

内部SW5

内部SW6

外付けSW2

外付けSW1

リファレンス電圧切替�

レジスタ�
制御�

入出力切替�

入出力�
切替�

極性�
切替�

極性�
切替�

デジタル�
H分離カウンタ�

DLPFON

デジタル�
V分離カウンタ�

Csync�
極性シュミット�

Vsync�
極性シュミット�

外付け側� LSI側�

Csync分離
コンパレータ�

外付けSW4

CVin2

CCMPSL

CCMPV0, 1

SYNCT

VSEL

SEPV

SEPH

－�

＋�
シンクチップ�
クランプ�

 
図 27.17 Cvin2入力で Vsyncシュミットを使用した場合の分離入力 
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(b)  Csyncシュミットを使用する場合 
Hsync成分は(1)-(a)と同様ですが、Vsync成分の分離が異なります。Csync/Hsync端子をオー
プンにし、分離された複合同期信号はCsyncシュミット回路を介しデジタルV分離カウンタ
に入力されます。図27.18に示します。 
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図 27.18 Cvin2入力で Csyncシュミットを使用した場合の分離入力 
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(2) Csync信号から分離入力する場合 
(a)  Vsyncシュミットを使用する場合 

Csync/Hsync端子からSEPIMRのビット4のSYNCTビットで選択された極性のCsync信号を入
力します。Hsync成分はCsyncシュミット回路を介して、デジタルH分離カウンタに入力され
ます。Vsync成分は外付けLPF回路通過後、Vsync/VLPF端子に入力されVsyncシュミット回
路を介して、デジタルV分離カウンタに入力されます。図27.19に示します。 
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図 27.19 Csync入力で Vsyncシュミットを使用した場合の分離入力 
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(b)  Csyncシュミットを使用する場合 
Hsync成分は(2)-(a)と同様ですが、Vsync成分の分離が異なります。Vsync成分はCsyncシュミ
ット回路を介しデジタルV分離カウンタに入力されます。図27.20に示します。 
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SYNCT

VSEL

SEPV
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図 27.20 Csync入力で Csyncシュミットを使用した場合の分離入力 

 
分離入力 Vsync検出 外付け

SW1
外付け
SW2 

外付け
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外付け
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Csync入力 Csyncシュミット on off a 入力固定 1 1 入力 
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(3) Hsync信号、Vsync信号を専用入力して分離する場合 
Csync/Hsync端子からSEPIMRのビット4のSYNCTビットで選択された極性のHsync信号を入
力し、Csyncシュミット回路を介してデジタルH分離カウンタに入力します。Vsync/VLPF端
子からSYNCTビットで選択された極性のVsync信号を入力し、Vsyncシュミット回路を介して
デジタルV分離カウンタに入力します。図27.21に示します。 
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図 27.21 Hsync/Vsync入力した場合の分離入力 

 
分離入力 Vsync検出 外付け

SW1
外付け
SW2 

外付け
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外付け
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端子の入出力 

H/Vsync入力 Vsyncシュミット off off b b 1 0 入力 
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27.3.2 Vsync分離機能 
Vsync分離は 8ビットの UP/DOWNするデジタル V分離カウンタと、しきい値を設定する VVTHR

レジスタを動作させて Csync信号から分離します。デジタル V分離カウンタは Csync信号が High期
間のとき UPカウントし、Low期間のときに DOWNカウントします。UPカウント動作中にカウント
値が VVTHRレジスタの値と一致したとき、SEPV信号は 1にセットされ Csync信号が Lowになるま
で UPカウント動作を停止します。次に Csync信号が Lowになると DOWNカウント動作を開始し、
カウント値が 00になると SEPV信号が 0にリセットされ Csync信号が Highになるまでカウント動作
を停止します。VVTHRレジスタに設定する値は弱電界の信号乱れ、テープ再生のモータスキューな
どに対し、より安定に分離させるため必ず 1/2H以上になるように設定してください。図 27.10を参
照してください。 
 
分離された SEPV信号は V補完マスクカウンタに入力されます。V補完マスクカウンタは SEPV信

号でリセットされ、水平同期信号の 2倍の周波数のクロック（2×fh）をカウントし、Vsync信号（SEPV
信号）の周期をカウントしています。この V補完マスクカウンタではマスク動作を行っており、V補
完マスクカウンタのリセットから NTSC：約 85％、PAL：約 72％の期間、マスク動作が働きます。し
たがって、このマスク期間中にノイズ等により、SEPV信号が生成されても、V補完マスクカウンタ
はリセットされません。マスク期間解除後 SEPV信号が入力されない場合、マスク機能は解除された
ままとなり、次に入力された SEPV信号で V補完マスクカウンタはリセットされ同期化されます。V
補完マスクカウンタが SEPV信号でリセットされたとき、外部 Vsync検出信号（AFCV信号）が生成
され、外部 Vsync割り込みフラグが 1にセットされます。 
 
また、本機能には弱電界時の Vsync乱れ等に対し Vsync検出遅れ、および未検出を改善するためデ

ジタル LPF機能と Vsync補完機能があります。以下これらの機能について説明します。 
 

(1) デジタルLPF機能 
デジタルLPF機能とは、デジタルHカウンタで分離されたSEPH信号を利用し、この信号と
Csync信号（Vsync信号）を論理和することで、Vsync信号のパルス欠けノイズ成分をマスク
し、そのマスクした信号をデジタルV分離カウンタでカウントする機能です。弱電界時、Vsync
信号にこのパルス欠けノイズ成分があると、SEPV信号の検出遅れ、未検出の原因となり、フ
ィールド誤検出、ライン誤検出につながります。本機能はSEPIMRレジスタのビット2の
DLPFONビットを1にセットすることで動作します。図27.11を参照してください。 

 
(2) Vsync補完機能 

Vsync補完機能とは水平同期信号（AFCH信号）の2倍の周波数クロック(2×fh)をV補完マスク
カウンタでカウントし、Vsync信号が欠落した場合、カウント値からAFCV信号（Vsync信号）
を生成する機能です。 
テレビ方式によって、カウント値をデコードする値が変わります。水平同期信号の2倍の周
波数クロックは、AFC回路から生成するか、H補完マスクカウンタから生成するかを選択す
ることが可能です。弱電界時、SEPV信号の検出遅れ、未検出に対し効果があります。本機能
はSEPCRレジスタのビット4のVCMPONビットを1にセットすることで動作します。図27.12
を参照してください。 
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27.3.3 Hsync分離機能 
Hsync分離は 5ビットの UP/DOWNするデジタル H分離カウンタと、しきい値を設定する HVTHR

レジスタを動作させて Csync信号から分離します。デジタル H分離カウンタは Csync信号が High期
間のとき UPカウントし、Low期間のときに DOWNカウントします。UPカウント動作中にカウント
値が HVTHRレジスタの値と一致したとき、SEPH信号は 1にセットされ Csync信号が Lowになるま
で UPカウント動作を停止します。次に Csync信号が Lowになると DOWNカウント動作を開始し、
カウント値が 00になると SEPH信号が 0にリセットされ Csync信号が Highになるまでカウント動作
を停止します。HVTHRレジスタに設定する値は Hsync信号の連続性を検出するため、2.35μsの等価
パルス*を検出する値に設定してください。図 27.3を参照してください。 
 
検出された SEPH信号は H補完マスクカウンタに入力されます。H補完マスクカウンタは SEPH信

号が入力されるとリセットされ、φ／2で SEPH信号の周期をカウントし、OSCH信号、HHK信号、
ノイズ検出窓信号の生成を行います。HHK期間は HCMMRレジスタの HM6～HM0ビットで設定し
ます。この HHK期間中に SEPH信号が入力されても SEPH信号はマスクされますので、H補完マス
クカウンタはリセットされません。したがって、ノイズパルス、および Vブランキング中の等価パル
スはこの機能で削除されます。 

H補完マスクカウンタには補完機能があります。HCMMRレジスタの HC8～HC0ビットで設定し
た時間までに SEPH信号が入力されない場合、補完機能が働き OSCH信号は補完パルスから生成され
ます。このとき、H補完マスクカウンタは補完パルスでリセットされますが、HHK信号は生成され
ないため、次に入力される SEPH信号で H補完マスクカウンタはリセットされ同期化されます。図
27.14を参照してください。 
 
【注】* 弱電界時、等価パルスは 2.35μsと幅が狭いため検出されない場合が発生します。Hsync信

号の連続位置にある等価パルスが検出されない場合、Vsync信号の立ち上がりで Hsyncと
Vsyncの位相差エラーが発生してしまい、フィールド誤検出、OSD、データスライサのライ
ン誤検出につながります。このような弱電界特性の場合は等価パルスを未検出になるように
HVTHRレジスタの値を設定してください。ただし、この場合弱電界状態でなくても、等価
パルス未検出期間中、H補完マスクカウンタは連続して補完動作が発生するため、Vsync信
号の立ち上がりで Hsyncと Vsyncの位相差エラーが必ず発生してしまいます。この場合、
補完動作が 3回連続して発生したときに HHK動作が働くように、SEPCRのビット 2の
HHKONビットもしくはビット 1の HHKON2ビットを 1にセットしてください。図 27.6、
図 27.7、図 27.8、図 27.9を参照してください。 

 

27.3.4 フィールド検出機能 
フィールド検出機能は Hsyncと Vsyncの 1/2H位相差から、偶数フィールドか奇数フィールドかを

検出しています。V補完マスクカウンタで生成された AFCV信号と AFC回路から生成されたフィー
ルド検出窓信号を使ってフィールド検出を行います。フィールド検出窓信号は FWIDRにより AFCV
信号に対し、最適な位置に設定可能です。フィールド検出窓信号が Highのときに AFCV信号の立ち
上がりが発生した場合は奇数フィールドと検出し、フィールド検出窓信号が Lowのときに AFCV信
号の立ち上がりが発生した場合は偶数フィールドと検出します。フィールド検出状態は SEPACRの
ビット 0の FLDビットをリードすることで、常に CPUから検出可能です。本機能は AFC回路の基
準 Hsync信号を内部生成 Hsync信号に選択した場合、外部 Hsync信号と AFC回路の同期が取れない
ために働きません。図 27.13を参照してください。 
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27.3.5 ノイズ検出機能 
チューナ検出に必要なノイズ検出機能は H補完マスクカウンタから生成されたノイズ検出窓信号

と Csync信号の状態からノイズ状態を検出します。ノイズ検出窓信号は H補完マスクカウンタから生
成された OSCH信号の立ち下がりで 1にセットされ、HCMMRレジスタの HM6～HM0ビットで設定
された HHK解除タイミングで 0にリセットされます。ノイズ検出はノイズカウンタの値とノイズ検
出レベル設定レジスタの値を一致することにより行います。ノイズカウンタはノイズ検出窓信号が
Highのときに、Hsync信号の入力（ノイズ H）があった Hsync期間の数と、ノイズ検出窓信号が Low
のときに、Hsync信号の入力が無い、または欠けた場合の Hsync期間の数をカウントします。このカ
ウント値とノイズ検出レベルの値が一致するとノイズ検出割り込み要求フラグがセットされます。ま
た、ノイズカウンタは CPUからリード可能です。したがって、ノイズの発生状況がリード値から判
断可能です。ノイズ検出カウンタは 2回の Vsync信号ごとにリセットされますので、1フィールド中
のノイズ発生状況が検出可能です。AFC回路の基準 Hsync信号を内部生成 Hsync信号に選択し OSD
モジュールをテキスト表示モードにした場合、SEPCRのビット 5の VCKSLビットを 1にセットする
ことでノイズカウンタのリセット動作が可能になります。図 27.15を参照してください。 
 

27.3.6 AFC(Automatic Frequency Control)回路 
AFC回路は映像信号の Hsync信号の「揺れ」を平均化します。図 27.22に AFC回路のシステム構

成を示します。AFC回路は Hsync信号の周波数の 576倍（576×fh）または 448倍（448×fh）の基準
クロックを生成します。このクロックから水平同期信号（AFCH信号）、クロックランイン検出窓信
号、スタートビット検出窓信号、および V補完機能を選択した場合の V補完マスクカウンタのカウ
ントクロック、フィールド検出フラグなど各種信号を生成します。また、基準クロックは OSDのド
ットクロックと兼用になっています。基準クロック周波数を変更することにより表示文字のドット幅
が変更できます。周波数の変更は AFCosc、AFCpc端子に周波数に合った定数を接続し、分周カウン
タの分周比を SEPIMRレジスタの FRQSELビットで選択することで可能です。448×fhを選択した場
合でもデータスライサは動作します。 
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図 27.22 AFC回路のシステム構成 

 
(1) AFC発振器 

VCO(Voltage Controlled Oscillator)の発振端子であるAFCOSC端子は、Hsync信号が一定位相と
周波数で入力されているとき、Hsync信号の576倍（576×fh）で発振します。Hsync信号（基
準Hsync信号）が（576×fh）から分周したHsync信号（AFCH信号）と位相、周波数誤差を生
じると、AFCエラー出力回路により各々の誤差が低域フィルタを介して電圧に変換され、
VCOを制御します。 
VCOの制御電圧（AFCLPF端子の電圧）は約1.0V～4.0Vに設定されており、中心電圧（約2.5V
付近）でAFCosc端子の発振周波数が（576×fh）となるように、発振容量を設定することを
推奨します。なお、AFCpc、AFCosc端子の外付け回路の定数を変更し、SEPIMRレジスタの
FRQSELビットを書き換えることで、発振周波数が（448×fh）に設定することが可能です。 

 
(2) AFCLPF 

AFCエラー出力回路は基準Hsync信号と576×fh（または448×fh）から分周したHsync信号
（AFCH信号）の位相、周波数誤差を検出し、誤差に応じたパルスを発生します。AFCLPF
端子には、このパルスを平均化するためのLPF(Low Pass Filter)を接続します。カットオフ周
波数が低すぎると、大きな誤差が入力されたときや電源立ち上げ時、発振周波数が576×fh
（または448×fh）に安定するまでの時間（引き込み時間）が長くなります。カットオフ周波
数が高いと、ジッタや表示の不安定さの原因になることがあります。 
図27.23、27.24の外部回路例を参考に適切なLPFを接続してください。また、特殊再生時な
どのように、Hsync信号に大きな乱れが存在する場合は、AFC回路が誤動作することがあり
ます。 
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(3) AFC 回路の基準Hsync信号 
OSDモジュールのドットクロックはAFC回路の基準クロックと兼用しています。したがって、
OSDモジュールをスーパーインポーズモードで動作させるか、テキスト表示モードで動作さ
せるかで、AFC回路の基準Hsync信号の選択が異なります。表27.4 AFC回路の基準Hsync
信号を参照してください。 

表 27.4 AFC回路の基準 Hsync信号 
AFC基準 

Hsync信号 
データスラ
イサ動作

OSD動作 フィールド
検出動作

V補完マスク
カウンタ 

HCKSEL HSEL VCKSL DOTCK
SL 

外部 Hsync 
信号 

動作／停止 スーパーイン
ポーズ動作

動作 AFCHの 2倍
クロック 

0 0 0 0 

内部生成 Hsync 
信号 

停止 テキスト表示
動作 

停止 OSCHの 2倍
クロック 

0 1 1 0 

外部 Hsync 
信号 

動作 テキスト表示
動作 

動作 AFCHの 2倍
クロック 

0 0 0 1 

外部 Hsync 
信号* 

動作 テキスト表示
動作 

動作 AFCHの 2倍
クロック 

1 0 0 0 

【注】* この場合の分離入力は Hsync信号、Vsync信号の専用分離入力とし、各信号は等周期、等幅パルス信号を

入力してください。また FRQSELビットは必ず 0を設定してください。 

 
(4) 外部回路例 

AFC回路の外部回路例を図27.23、27.24に示します。 
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リセット、アクティブ、�
スリープ�

 
図 27.23 基準クロック周波数（576×fh）を選択した場合の回路例 
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図 27.24 基準クロック周波数 448×fhを選択した場合の回路例 

 

27.3.7 モジュールストップコントロールレジスタ(MSTPCR) 
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:
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MSTPCRH MSTPCRL

 
 

MSTPCRは 8ビットのリード／ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制
御を行います。 

MSTP9ビットに 0をライトすると、同期分離回路がスタートします。MSTP9ビットを 1にセット
すると、バスサイクルの終了時点で同期分離の動作を停止してモジュールストップモードへ遷移しま
す。 

AFC回路の発振器が動作するモードはリセット、アクティブ、スリープモードです。したがって、
リセット解除後、AFC回路の発振は行っていますが、AFCエラー出力回路（比較器）は動作してい
ませんので同期分離のモジュールストップを解除し同期分離のレジスタをセットしてください。また、
AFCエラー出力回路（比較器）はスタンバイ、スリープ、ウォッチ、サブアクティブ、サブスリープ、
モジュールストップで動作を停止します。これらのモードから解除する場合はAFC回路の発振が（576
×fhまたは 448×fh）に安定するまで発振安定待ち時間が必要になります。 
モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはできません。 
詳細は、「4.5 モジュールストップモード」を参照してください。 
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ビット9：モジュールストップ(MSTP9) 

同期分離のモジュールストップモードを設定します。 
ビット 9 

MSTP9 

説   明 

0 同期分離のモジュールストップモード解除 

1 同期分離のモジュールストップモード設定 （初期値） 
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28. データスライサ 

28.1 概要 
データスライサは、米国クローズド・キャプション信号を取り出す機能です。テレビ用映像信号の

垂直帰線期間に重畳されたキャプションデータを取り出すことができます。 
同期分離回路を内蔵していますので、安定したキャプションデータの取り出しが可能です。 
AFC回路の基準クロック周波数を水平同期信号の 448倍にした場合でも、本モジュールは動作し

ます。詳細は「27.3.6 AFC回路」を参照してください。 
 

28.1.1 特長 
• スライスライン：4*ライン（16ビットモード）／1ライン（32ビットモード） 
• スライスレベル：7レベル 
• サンプリングクロック：AFC回路より発生 
• スライス割り込み：フィールド内の全スライス終了時、スライス完了割り込み発生 
• エラー判定：クロックランイン、スタートビット、データエンド 

 
【注】* H8S/2197S、H8S/2196Sは 2ライン 
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28.1.2 ブロック図 
データスライサのブロック図を図 28.1に示します。 

 

同期分離�

同期発生�

フィールド判別回路�

スライス電圧�
発生回路�

シンクチップ�
クランプ�

クロックランイン�
検出回路�

スタートビット�
検出回路�

データ�
サンプリング�

クロック生成回路�

シフトレジスタ�

スライスデータ�
レジスタ�

データエンド�
フラグ�

スライス終了�
割り込み�

スタートビット�
検出フラグ�

クロックランイン�
検出フラグ�

スライスライン指定回路�

ラインカウント�フィールド�

ライン�
カウンタ�

基準クロック�

CVin2 +
-

H補完・マスク� AFC

V

H

H
OSD

V

ドットクロック�

 
図 28.1 データスライサブロック図 
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28.1.3 端子構成 
データスライサの端子構成を表 28.1に示します。 

表 28.1 端子構成 
ブロック 名 称 略称 入出力 機  能 

Csync/Hsync 入出力 複合同期信号入出力／水平同期信号入力 同期信号入出力 

VLPF/Vsync 入力 垂直同期信号外付けLPF端子／垂直同期信
号入力 

AFCosc 入出力 AFC用発振端子 AFC用発振 

AFCpc 入出力 AFC用バイパスコンデンサ接続端子 

AFC用 LPF AFCLPF 入出力 AFC用 LPF外付け端子 

4fsc/2fscin 入力 4fsc/2fsc入力 

同期分離 

fsc発振 

4fsc/2fscout 出力 4fsc/2fsc出力 

データ 
スライサ 

複合ビデオ信号入力 CVin2 入力 複合ビデオ信号入力（2Vpp、シンクチップ
クランプ回路付き） 

 

28.1.4 レジスタの構成 
データスライサのレジスタ構成を表 28.2に示します。 

表 28.2 レジスタ構成 
名 称 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス*3 

スライス偶数フィールドモード SEVFD R／（W）*1 ワード／バイト H'2000 H'D220 

スライス奇数フィールドモード SODFD R／（W）*1 ワード／バイト H'2000 H'D222 

スライスライン指定レジスタ 1 SLINE1 H'20 H'D224 

スライスライン指定レジスタ 2 SLINE2 H'20 H'D225 

スライスライン指定レジスタ 3*4 SLINE3 H'20 H'D226 

スライスライン指定レジスタ 4*4 SLINE4 

R／W ワード／バイト

H'20 H'D227 

スライス検出レジスタ 1 SDTCT1 H'10 H'D228 

スライス検出レジスタ 2 SDTCT2 H'10 H'D229 

スライス検出レジスタ 3*4 SDTCT3 H'10 H'D22A 

スライス検出レジスタ 4*4 SDTCT4

R／（W）*2 ワード／バイト

H'10 H'D22B 

スライスデータレジスタ 1 SDATA1 不定 H'D22C 

スライスデータレジスタ 2 SDATA2 不定 H'D22E 

スライスデータレジスタ 3*4 SDATA3 不定 H'D230 

スライスデータレジスタ 4*4 SDATA4

R ワード／バイト

不定 H'D232 

【注】 *1 ビット 14は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 ビット 7～0は、スライスライン指定レジスタのビット 7を 1にライトするとクリアされます。 

 *3 アドレスは下位 16ビットを示します。 

 *4 H8S/2197S、H8S/2196Sには内蔵されていません。 
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28.1.5 データスライサの使用条件 
表 28.3にデータスライサの使用条件を示します。 

表 28.3 データスライサの使用条件 
同期分離回路の分離入力 データスライサ 

CVin2からの分離入力 対応 

Csyncからの分離入力 対応 

Hsync, Vsync専用分離入力 対応 

 

28.2 各レジスタの説明 

28.2.1 スライス偶数（奇数）フィールドモードレジスタ（SEVFD、SODFD） 
スライス偶数（奇数）フィールドモードレジスタは、スタートビット検出開始位置、スライス電圧

レベル、データサンプリング遅延時間、および割り込み制御を行うレジスタです。 
スライス偶数フィールドモードレジスタは偶数フィールドの設定を行い、スライス奇数フィールド

モードレジスタは奇数フィールドの設定を行います。 
リセット時、モジュールストップ時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、

サブアクテブモード時、サブスリープモード時に H'2000に初期化されます。 
16ビットのリード／ライト可能なレジスタですが、SEVFD（SODFD）への書き換え動作は、EVEN

（ODD）フィールドスライス完了割り込みが出力されてから行うようにしてください。 
データスライス動作中に、SEVFD（SODFD）への書き換え動作を行うと、誤動作の原因となりま

すので、動作中に書き換え動作を行わないでください。 
 

(1) スライス偶数フィールドモードレジスタ（EVENフィールド用） 

8

0
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(2) スライス奇数フィールドモードレジスタ（ODDフィールド用） 
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:

 
ビット15：EVEN（ODD）フィールドスライス完了割り込み許可フラグ（EVNIE）（ODDIE） 

EVNIE（ODDIE）ビットは、EVEN（ODD）フィールドスライス完了割り込み発生の許可／禁止を
選択します。 
 
ビット 15 

EVNIE 
ODDIE 

説   明 

0 EVEN（ODD）フィールドスライス完了割り込みを禁止 （初期値） 

1 EVEN（ODD）フィールドスライス完了割り込みを許可 

 

ビット14：EVEN（ODD）フィールドスライス完了割り込みフラグ（EVNIF）（ODDIF） 

EVNIF（ODDIF）ビットは、EVEN（ODD）フィールドのすべての指定ラインのデータスライスが
完了するとセットされます。 
 
ビット 14 

EVNIF 
ODDIF 

説   明 

0 〔クリア条件〕 （初期値） 

1をリードした後、0をライトしたとき 

1 〔セット条件〕 

EVEN（ODD）フィールドのすべての指定ラインのデータスライスが完了したとき 

 

ビット13：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット12～8：スタートビット検出開始位置決定ビット（STBE4～STBE0）（STBO4～STBO0） 

STBE4～STBE0（STBO4～STBO0）ビットは EVEN（ODD）フィールドのスタートビット検出を行
う検出開始位置を設定します。 
データスライサの起点は LSI内部で同期化された水平同期信号（スライサ起点 H）の立ち下がりか

らになっており、スタートビット検出開始位置は、データスライサの起点から約 23.5μS遅れた位置
から、288*×fh（fh：水平同期信号周波数）クロック単位に STBE4～STBE0（STBO4～STBO0）によ
り設定可能です。 
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スタートビット検出終了位置は、データスライサの起点から約 29.5μS遅れた位置になっています。 
スタートビット検出は、この開始／終了位置で設定された期間内にスタートビットの立ち上がりエ

ッジがあるかないかを検出します。なお、スタートビット検出開始位置の起点となるスタートビット
検出窓信号は同期分離回路の DDETWRレジスタにより、調整することができます。詳細は「27.2.10 
データスライサ検出窓設定レジスタ（DDETWR）」を参照してください。 
図 28.2に、データスライサの起点とスタートビット検出開始位置を示します。 

【注】 * 同期分離回路の SEPIMRのビット 0 FRQSELが 0の場合 288、FRQSELが 1の場合 224 
 

クロックランイン�

スライサ起点

クロックランイン検出窓

スタートビット検出窓

データスライサ�
の起点�

スタートビット�
検出開始位置起点�

約23.5µS

スタートビット�
検出範囲�

TS

Te=約29.5µS

288* fh

1
TS=23.5µS+                 µS × (STB4～0による設定値)

C.video

S1 S2 S3

スタート�
ビット�

STBによる設定�

【注】* 同期分離回路のSEPIMRのビット0 FRQSELが0の場合、288
� 同期分離回路のSEPIMRのビット0 FRQSELが1の場合、224

 
図 28.2 データスライサの起点とスタートビット検出開始位置 
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ビット7～5：スライスレベル指定ビット（SLVLE2～SLVLE0）（SLVLO2～SLVLO0） 

SLVLE2～SLVLE0（SLVLO2～SLVLO0）ビットは、EVEN（ODD）フィールドのデータスライス
レベルを設定します。 
データスライスレベルは、クロックランイン検出、スタートビット検出、16ビットデータスライ

スの共通レベルです。 
 
ビット 7 ビット 6 ビット 5 

SLVLE2 
SLVLO2 

SLVLE1 
SLVLO1 

SLVLE0 
SLVLO0 

説   明 

0 スライスレベルは 0 IRE （初期値） 0 

1 スライスレベルは 5 IRE 

0 スライスレベルは 15 IRE 

0 

1 

1 スライスレベルは 20 IRE 

0 スライスレベルは 25 IRE 0 

1 スライスレベルは 35 IRE 

0 スライスレベルは 40 IRE 

1 

1 

1 設定しないでください。 

【注】 いずれもペデスタルレベル（5 IRE）を基準としたスライスレベルです。スライスレベルは参考値です。 

ビット4～0：データサンプリング遅延時間設定ビット（DLYE4～DLYE0）（DLYO4～DLYO0） 

DLYE4～DLYE0（DLYO4～DLYO0）ビットは、EVEN（ODD）フィールドのデータサンプリング
クロックの遅延時間を設定します。 
図 28.3にデータサンプリングクロック説明図を示します。 
データサンプリングクロックは、16ビットのクローズド・キャプションデータをスライスする際

に用いられる 32×fhのクロックです。データサンプリング遅延時間はスタートビットの立ち上がり
エッジを検出してから DLYビットで設定した時間後から、32×fh*2でサンプリングクロックが発生
します。遅延時間の設定は 576*1×fh*2単位に調整できるため、スライスデータに対し最適な位相でサ
ンプリングが可能です。データサンプリング遅延時間（TD）の設定は下記計算方法で算出して設定
してください。データサンプリングクロックは、スタートビット検出用、スライスデータ用、エンド
データ検出用に全部で 18発出力されます。また、サンプリング位相をより最適に設定するために、
スライスデータ（アナログコンパレータ出力）とサンプリングクロックが PORTよりモニタ出力可能
です。モニタ出力の詳細は「28.2.6 モニタ出力設定レジスタ（DOUT）」を参照してください。 
【注】 *1 同期分離回路の SEPIMRのビット 0 FRQSELが 0の場合 576、FRQSELが 1の場合 448 
 *2 fh：水平同期信号周波数 
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スタート�
ビット�

スライスデータ�

1文字目�

S1 S2

32×fh

S3

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

LSB

2文字目�

検出された�
スタートビット�

データサンプリング�
クロック�

32×fh

TD: データサンプリング遅延時間(DLYE4～0)(DLYO4～0)

TD=　　　　 nS×[(DLY4～0)による設定値+2]

MSB

576*×fh

1

【注】* 同期分離回路のSEPIMRのビット0 FRQSELが0の場合、576
� 同期分離回路のSEPIMRのビット0 FRQSELが1の場合、448

 
図 28.3 データサンプリングクロック説明図 
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28.2.2 スライスライン指定レジスタ 1～4（SLINE1～4） 
0
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0
R/W
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R/W
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R/W

1
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56
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7
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SENBLn*
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初期値
R/W

:

:
:  

 
スライスライン指定レジスタは、スライスするフィールドとラインを指定するレジスタです。スラ

イスラインは 4ラインまで指定可能で、スライスライン指定レジスタ 1～4でそれぞれ指定します。 
8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。SLINEへの書き換え動作は EVEN（ODD）フィー

ルドスライス完了割り込みが出力されてから、または、モジュールストップモードを設定してレジス
タを初期化し再度解除してから行うようにしてください。データスライス動作中に SLINEへの書き
換え動作を行うと誤動作の原因になりますので、動作中に書き換え動作を行わないでください。 
リセット時、モジュールストップモード時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモ

ード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時に H'20に初期化されます。 
【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sは n＝1、2 
 

ビット7：スライスイネーブルビット（SENBLn） 

SENBLn（n=1～4）ビットは、SFLDnと SLINEn4～1ビットで指定するラインのデータスライス動
作の許可／禁止を設定します。 
当該ラインのデータスライスが終了すると 0にリセットされ、1をセットするまで再スライスは行

いません。本ビットは Vsync信号の立ち上がり信号でサンプリングしています。したがって、データ
スライス動作は本ビットをセットしてから次の Vsync信号の立ち上がりから有効になります。また、
本ビットを 1にライトすると該当のスライス検出レジスタがクリアされますので注意が必要です。 
 
ビット 7 

SENBLn 

説   明 

〔リード時〕 当該ラインのデータスライス動作を禁止 0 

〔クリア条件〕当該ラインのデータスライス動作が完了したとき 

1 当該ラインのデータスライス動作を許可 

 

ビット6：フィールド指定ビット（SFLDn） 

SFLDn（n=1～4）ビットは、スライスするラインのフィールドを設定します。 
フィールドの判別は「27.2.6 フィールド検出窓設定レジスタ（FWIDR）」を参照してください。 

 
ビット 6 

SFLDn 

説   明 

0 EVEN（偶数）フィールド （初期値） 

1 ODD（奇数）フィールド 

 

ビット5：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット4～0：スライスライン指定ビット（SLINEn4～0） 

SLINEn4～0（n=1～4）ビットは、データスライスするラインを指定します。 
最大設定ラインは H'1F(31)まで可能です。 
図 28.4にラインカウントを示します。 
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0 1
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SLiNEn4~0の設定値 

 
図 28.4 ラインカウント値 

 

28.2.3 スライス検出レジスタ 1～4（SDTCT1～4） 
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スライス検出レジスタは、データスライス結果情報が格納されるレジスタです。 
データスライス結果情報には、クロックランイン検出フラグ、スタートビット検出フラグ、データ

エンド検出フラグ、クロックランイン期間のランインパルスカウント結果があります。 
これらの情報はデータスライサのスライスレベル、スタートビットの検出タイミング、サンプリン

グクロックの発生タイミングを最適な位置にするのに有効なデータです。 
スライス検出レジスタは 4つあり、スライスライン指定レジスタ 1～4で指定した各ラインのデー

タスライス終了時に、データスライス結果情報が格納されます。このとき、スライスした順ではなく、
対応するレジスタにデータが格納されます。スライスラインシーケンスについては「28.3.2 スライ
スシーケンス」を参照してください。 
 

スライスライン指定レジスタn

ラインm

スライス検出レジスタn

ラインmのデータスライス結果情報�

 
図 28.5 スライスライン指定レジスタと検出レジスタの関係 
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SDTCTは 8ビットのリード可能なレジスタです。ライトは無効です。SDTCTのリード動作は EVEN
（ODD）フィールドスライス完了割り込みが出力されてから行うようにしてください。データスライ
ス動作中に SDTCTのリード動作を行うと不定値がリードされる場合がありますので、動作中にリー
ド動作を行わないでください。 
また、スライスライン指定レジスタ 1～4のビット 7（SENBL）nに 1をライトすると、該当スラ

イス検出レジスタが自動的にクリアされますので注意が必要です。 
リセット時、モジュールストップモード時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモ

ード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時に H'10に初期化されます。 
【注】 H8S/2197S、H8S/2196Sは n＝1、2 
 

ビット7：クロックランイン検出フラグ（CRDFn） 

CRDFn（n=1～4）は、クロックランイン検出フラグです。 
クロックランイン期間中のパルス数が 3～7の範囲でカウント終了するとクロックランインが検出

されたとみなしセットされます。パルス数が 16発以上カウントされた場合、誤検出防止のためそれ
以降はパルスが入力されてもカウントされず、オーバフローの状態を保持します。なお、クロックラ
ンイン期間を示すクロックランイン検出窓信号は同期分離回路の DDETWRレジスタにより調整する
ことができます。詳細は「27.2.10 データスライサ検出窓設定レジスタ（DDETWR）」を参照してく
ださい。 
 
ビット 7 

CRDFn 

説   明 

0 データスライスするラインのクロックランインを検出していません （初期値） 

1 データスライスするラインのクロックランインを検出しました 

 

ビット6：スタートビット検出フラグ（SBDFn） 

SBDFn（n=1～4）は、スタートビット検出フラグです。 
データスライスするラインのスタートビットを検出するとセットされます。 

 
ビット 6 

SBDFn 

説   明 

0 データスライスするラインのスタートビットを検出していません （初期値） 

1 データスライスするラインのスタートビットを検出しました 

 
スタートビットが検出されなかった場合、スタートビット検出終了位置の位相からデータサンプリ

ング遅延時間（DLY4～0）で設定した時間後に、データサンプリングクロックが発生します。 
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スライサ起点H

データサンプリング�
クロック�

スタートビット検出開始位置�

スタートビット検出終了位置�

C.video

Delay

スタート�
ビット�

 
図 28.6 スタートビット未検出時のデータサンプリングクロック 

ビット5：データエンド検出フラグ（ENDFn） 

ENDFn（n=1～4）は、データエンド検出フラグです。18発目のサンプリングクロックでスライス
データの有無を確認します。 
スライスデータが 0の時、正常にデータスライスが完了したとみなし、データエンド検出フラグが

セットされます。 
 
ビット 5 

ENDFn 

説   明 

0 データスライスするラインのデータエンドを検出していません （初期値） 

1 データスライスするラインのデータエンドを検出しました 

 

ビット4：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット3～0：クロックランインカウント値（CRICn3～CRICn0） 

CRICn3～CRICn0（n=1～4）は、クロックランイン期間のランインパルスのカウント結果です。パ
ルス数が 16発以上入力された場合、誤検出防止のためそれ以降はパルスが入力されてもカウントさ
れず、オーバーフローの状態を保持します。なお、クロックランイン期間を示すクロックランイン検
出窓信号は同期分離回路の DDETWRレジスタにより調整することができます。詳細は「27.2.10 デ
ータスライサ検出窓設定レジスタ（DDETWR）」を参照してください。 
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28.2.4 スライスデータレジスタ 1～4（SDATA1～4） 
15

不定�

R
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不定�

R
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不定�

R
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不定�

R
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不定�

R

10

不定�

R

9

不定�

R

8

不定�

R

7

不定�

R

6

不定�

R

5

不定�

R

4

不定�

R

3

不定�

R

2

不定�

R

1

不定�

R

0

不定�

R

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
スライスデータレジスタは、スライス結果が格納されるレジスタです。格納データはスタートビッ

トに近い LSB側からスライスデータレジスタの LSB側へ格納されます。図 28.7にこの関係を示しま
す。 
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b10

6

b11

5

b12

4

b13

3
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b16

0

b17
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図 28.7 スライスデータとスライスデータレジスタの格納関係 

 
スライスデータレジスタは 4つあり、スライスライン指定レジスタで指定した各ラインのデータス

ライス終了時に、スライス結果が格納されます。このとき、スライスした順ではなく、対応するレジ
スタにデータが格納されます。 
 

スライスライン指定レジスタn

ラインm

スライスデータレジスタn

ラインmのスライス結果�

 
図 28.8 スライスライン指定レジスタとデータレジスタの関係 

 
16ビットのリード可能なレジスタです。ライトは無効です。SDATAのリード動作は EVEN（ODD）

フィールドスライス完了割り込みが出力されてから行うようにしてください。データスライス動作中
に SDATAのリード動作を行うと不定値がリードされる場合がありますので、動作中にリード動作を
行なわないでください。 

SDATAはリセット時、モジュールストップモード時、スリープモード時、スタンバイモード時、
ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時には、不定です。 
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28.2.5 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 
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MSTPCRは 8ビットのリード／ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制
御を行います。 

MSTP3ビットに 0をライトすると、データスライサの動作が開始します。 
MSTP3ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でデータスライサの動作を停止して

モジュールストップモードへ遷移します。本ビットを 0ライトする前に、MSTP9ビットを 0にして、
同期分離回路を動作させてください。 
モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはできません。 
詳細は、「4.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

 

ビット3：モジュールストップ（MSTP3） 

データスライサのモジュールストップモードを設定します。 
 
ビット 3 

MSTP3 

説   明 

0 データスライサのモジュールストップモード解除 

1 データスライサのモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

28.2.6 モニタ出力設定レジスタ（DOUT） 
0

1

1

1
―

2

0
R/W

3

0

4

00
R/W

56

0

7

DOBC DSEL CRSEL ― ―

0
―�

―

―R/WR/WR/W

RGBC YCOC
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
OSDモジュールから出力される R、G、B、YCO、YBO端子からデータスライサで使用する内部信

号がモニタ可能です。ビット 3、2以外のビットについては、「29.7.3 デジタル出力設定レジスタ
（DOUT）」を参照してください。 
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ビット3：R、G、B、YCO、YBO端子の機能切り替えビット（DSEL） 

DSELビットはデジタル出力端子を R、G、B、YCO、YBO端子とするか、データスライサ内部モ
ニタ信号端子とするかを選択します。 
 
ビット 3 

DSEL 

説   明 

0 R、G、B、YCO、YBO出力として選択 （初期値） 

1 データスライサのモニタ出力として選択 

R端子＝ビット 2（CRSEL）で選択された信号 

G端子＝CVin2でアナログコンパレートされたスライスデータ信号 

B端子＝データスライサ内で生成されたサンプリングクロック 

YCO端子＝LSI内部で同期化された外部同期 Hsync信号（AFCH） 

YBO端子＝LSI内部で同期化された外部同期 Vsync信号（AFCV） 

 

ビット2：モニタ信号の切り替えビット（CRSEL） 

CRSELビットはクロックランイン検出窓信号を出力するか、スタートビット検出窓信号を出力す
るかを選択します。本ビットは DSELを 1に設定して、データスライサ内部モニタ信号出力としたと
きに有効になります。 
 
ビット 2 

CRSEL 

説   明 

0 クロックランイン検出窓信号を出力 （初期値） 

1 スタートビット検出窓信号を出力 

 

28.3 データスライス動作説明 

28.3.1 スライスラインの指定 
スライスラインは、スライスライン指定レジスタ 1～4により 4ラインまで指定できます。フィー

ルドの判別は「27.2.6 フィールド検出窓設定レジスタ（FWIDR）」を参照してください。 
各フィールド内の全指定ラインのデータスライス完了後にスライス完了割り込みが出力されます

ので、スライス結果とスライス情報を読み出してください。 
スライス情報とは、クロックランイン検出、スタートビット検出、データサンプリングが正常にで

きたかどうかのデータエンド検出で、スライス検出レジスタ 1～4に格納されます。 
指定ラインのスライス終了後に、スライスライン指定レジスタのスライスイネーブルビットが 0

にリセットされます。再度データスライサを動作させる場合は、スライスライン指定レジスタのスラ
イスイネーブルビットを 1にセットしてください。このとき、該当のスライス検出レジスタはクリア
されますので注意が必要です。スライスイネーブルビットは Vsync信号の立ち上がりでサンプリング
しています。したがって、スライス動作が許可されるのはスライスイネーブルビットがセットされた
次の Vsync信号から有効になります。 
図 28.9、28.10にスライスライン指定例とその動作を示します。各レジスタの説明は「28.2.2 ス

ライスライン指定レジスタ 1～4」を参照してください。 
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データスライサの初期化とその指定例 1の動作を図 28.9に示します。 
 

スライスライン指定レジスタの指定内容�

スライスライン指定レジスタ�
レジスタ�

No.
1

2

3

4

1

1

1

0

EVEN

ODD

EVEN d>c

b>aODD

イネーブル� フィールド� ライン�

スタート�

ラインcスライス�
スライスイネーブルビットリセット�

データスライサの初期化�

スライスイネーブルビットリセット�
EVENフィールドスライス完了割り込み�

スライスイネーブルビットリセット�

【注】�ラインaはイネーブルビット＝0のため、データスライス動作は実行しません。�
� 又、同一フィールド内で同じライン指定をすると誤動作の原因となりますの�
� で同一フィールド内では同じラインを指定しないでください。�
� 外部Vsync割り込みの詳細は「27.2.2 同期分離コントロールレジスタ」を参照�
� してください。�

ODDフィールドスライス完了割り込み�

ラインdスライス�

ラインbスライス�

外部Vsync割り込み発生�

外部Vsync割り込み発生�

EVENフィールド�

ODDフィールド�
外部Vsync割り込み発生�

スライス（偶数、奇数）フィールドモードレジスタを設定�

スライスライン指定レジスタ1～4を設定�
（イネーブルビットは除く）�

スライスライン指定レジスタ1～3のイネーブルビットを1にセット�

ラインc

ラインb

ラインd

ラインa

 
図 28.9 スライスライン指定例 1とその動作 
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データスライサの再設定の指定例 2の動作を図 28.10に示します。 
 

スライスライン指定レジスタの指定内容�

スライスライン指定レジスタ4
レジスタ�

No.
1

2

3

4

1

1

1

1
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イネーブル� フィールド� ライン�

ラインa

ラインb

ラインd

ラインc

スライスライン指定レジスタの指定内容�

スライスライン指定レジスタ1~4
レジスタ�

No.
1

2

3

4

1

1

1

1
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e<f<g<ha<b<c<d
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ラインh
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ラインg

スタート�

再設定�

ラインaスライス� スライスイネーブルビットリセット�

スライスイネーブルビットリセット�

スライスイネーブルビットリセット�

スライスイネーブルビットリセット�
EVENフィールドスライス完了割り込み�

各スライス検出レジスタ�
各スライスデータレジスタ�
�
�
新スライスライン指定を再設定�
（スライスイネーブルビットセット）�

スライスイネーブルビットリセット�

スライスイネーブルビットリセット�

スライスイネーブルビットリセット�

スライスイネーブルビットリセット�
ODDフィールドスライス完了割り込み�

ラインbスライス�

ラインcスライス�

ラインdスライス�

リード�

外部Vsync割り込み発生�

ラインeスライス�

ラインfスライス�

ラインgスライス�

ラインhスライス�

外部Vsync割り込み発生�

外部Vsync割り込み発生�

EVENフィールド�

ODDフィールド�

各スライス検出レジスタ�
各スライスデータレジスタ�
�
�
新スライスライン指定を再設定�
（スライスイネーブルビットセット）�

リード�

 
図 28.10 スライスライン指定例 2とその動作 
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28.3.2 スライスシーケンス 
図 28.11にスライスシーケンスを示します。 

 

・ライン検出�
スライス指定ラインとフィールドが�
ラインカウント値と検出フィールドに一致�
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・データサンプリング�
（検出したスタートビットから�
データサンプリング遅延時間（レジスタ設定）�
遅らせた位相のデータサンプリングクロック�
(32fH)でデータを16ビットシフトレジスタに格納）�

16ビットシフト�
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スライスデータ�
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図 28.11 スライスシーケンス 
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28.4 32ビットスライス動作説明 
同期分離回路の SEPACRのビット 0 DSL32Bを 1にセットすることで、データスライサを 32ビッ

トモードのスライス動作に設定することができます。 
 
同期分離 AFCコントロールレジスタ（SEPACR）のビット 0 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

00
R/W

56

0

7

―� ―� ARST DOTCKSL DSL32B
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R/W―�―�R/W*

NDETIF HSEL
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 

ビット0：DSL32Bビット（DSL32B） 

データスライサのスライス動作を 16ビットモードにするか、32ビットモードにすることかを選択
するビットです。 
 
ビット 0 

DSL32B 

説   明 

0 スライス動作を 16ビットモードにします （初期値） 

1 スライス動作を 32ビットモードにします 

 
DSL32Bビットはデータスライサのスライス動作を 32ビットモードに設定します。1にセットする

とスライスライン指定レジスタ 1、2で設定したラインでデータスライサが動作します。スライスラ
イン指定レジスタ 1、2は同じ値を設定する必要があり、1フィールドに指定できるスライスライン
は 1ラインのみです。スライスライン指定レジスタ 1、2に異なるデータを設定した場合、動作は保
証されません。 
スタートビット検出開始位置は、16ビットモードと同様に行います。ただし、スタートビット検

出窓信号内に入力される立ち上がりエッジ 1を検出しないように STBE4～0（STBO4～0）の値を調
整し、検出開始位置を必ず立ち上がりエッジ 1以降になるように設定してください。検出開始タイミ
ングは図 28.12を参照してください。 
スタートビットの立ち上がりエッジが検出された後、DLYE4～0（DLYO4～0）で設定された時間

（TD）から 64×fhごとにサンプリングクロックが発生します。サンプリングクロックは、スタート
ビット検出用、スライスデータ用、エンドデータ検出用に全部で 34発出力されます。サンプリング
クロックの発生タイミングは図 28.13を参照してください。 
スライス動作後、スライス検出レジスタ 1、2は同じ値が格納され、スライスデータレジスタ 1、2

はカスケード接続され 32ビットのスライスデータがライトされます。スライスデータレジスタ 1は
スタートビット側から 16ビット、スライスデータレジスタ 2はその後の 16ビットがライトされます。
スライスデータレジスタの格納方法は図 28.14を参照してください。 
本ビットを 1にセットする場合、スライスライン指定レジスタ 3、4のビット 7のスライスイネー

ブルビットは必ず 0にクリアしてください。スライスライン指定レジスタ 3、4、スライス検出レジ
スタ 3、4、およびスライスデータレジスタ 3、4は無効です。 
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スライサ起点

クロックランイン検出窓

スタートビット検出窓

データスライサ�
の起点�

スタートビット�
検出開始位置起点�

約23.5µS

スタートビット�
検出範囲�

TS

Tmin=約25.5µS�
�

Te=約29.5µS

C.Video

STBによる設定�

288*×fh

1
Tmin=25.5µS<TS=23.5µS +                µS × (STB4～0による設定値)

【注】* 同期分離回路のSEPIMRのビット0 FRQSEL=0の場合、288
� 同期分離回路のSEPIMRのビット0 FRQSEL=1の場合、224

立ち上がり�
エッジ1

立ち上がり�
エッジ2

(注）
TSの開始タイミングは�
必ず立ち上がりエッジ1�
以降から開始するよう�
に設定したください。

 
図 28.12 DSL32Bビットを 1にセットした場合のスタートビット検出開始位置 
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スライスデータ�

検出された�
スタートビット�

サンプリングクロック�

スタート�
ビット�1文字目� 2文字目� 3文字目� 4文字目�

0 1 1 0 b7 6 5 4 3 2 1 b0b 7 6  5  4  3  2  1 b0b 7 6  5  4  3  2  1 b0b 7 6 5 4 3 2 1 b0

LSB

TD: データサンプリング遅延時間 (DLYE4～0)(DLYO4～0)

MSB

64×fh
64×fh

576*×fh

1
TD=                  nS × [(DLY4～0)による設定値+2]

【注】* 同期分離回路のSEPIMRのビット0 FRQSEL=0の場合、576
� 同期分離回路のSEPIMRのビット0 FRQSEL=1の場合、448

 
図 28.13 DSL32Bビットを 1にセットした場合のサンプリングクロック 

 

ビット15 14

SDATA1

data byte 1 data byte 2 data byte 3 data byte 4

SDATA2

13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ビット15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

b7 6  5  4  3  2  1 b0 b7 6  5  4  3  2  1 b0 b7 6  5  4  3  2  1 b0 b7 6  5  4  3  2  1 b0

スライスデータ�

 
図 28.14 DSL32Bビットを 1にセットした場合のスライスデータとスライスデータレジスタ 
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29. OSD（On Screen Display） 

29.1 概要 
OSD（On Screen Display）は、テレビ用映像信号に任意の文字または表示パターンを重畳する機能

です。 
表示画面は最大 32文字×12行で、1文字は 12ドット×18ラインで構成されます。文字は 384文

字種*1表示できます。各文字を上下左右に接続して表示できるので、英数字、漢字以外にグラフィッ
クも表示できます。 
テキスト表示およびスーパーインポーズ表示に対応し、複合ビデオ信号出力とデジタル出力があり

ます。 
ブリンキング、縁取り、カーソル、ハーフトーン表示、ボタン表示、拡大表示等の豊富な表示機能

をもっています。 
OSD周辺のアナログ機能（ビデオアンプ、アナログスイッチ）を内蔵しています。同期分離回路

に AFC回路を内蔵しているので、安定した表示を実現しています。 
 

29.1.1 特長 
• 画面構成：32文字×12行 
• 文字サイズ：12ドット×18ライン 
• 文字の種類：384文字種*1 
• テキスト表示およびスーパーインポーズ表示に対応 
• 表示の拡大：縦×横で 1×1倍、2×2倍（行単位） 
• ブリンキング：1文字単位で設定可能 
ブリンキング周期は32/fvと64/fvのいずれかに設定可能（画面単位） 
fv：垂直同期信号周波数 

• 縁取り機能：8方向に 1ドットの縁取り 
縁取り色：テキスト表示時 白または黒 輝度固定 
     スーパーインポーズ時 黒のみ 輝度固定 

• 対応テレビ方式：NTSC、PAL、SECAM 
• 表示位置：水平方向、垂直方向先頭位置を設定、行間隔設定可能 
• デジタル出力：R、G、B出力 
       YCO（文字データビット列）とYBO（文字表示位置）の出力 

• 背景色：8色相*2 
背景輝度、彩度：輝度4階調、彩度2階調 

• 文字色：テキスト表示時 8色相（文字単位）*2 
    スーパーインポーズ時 白 
文字輝度、彩度：輝度4階調、彩度2階調 

• カーソル：テキスト表示時に文字背景に着色（文字単位） 
• カーソル色：8色相（行単位）*2 
カーソル輝度、彩度：輝度2階調、彩度2階調 
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• ハーフトーン表示：スーパーインポーズ時に文字背景部の映像信号の輝度と彩度を落として
半透明にし、文字が浮かび上がってみえる機能（文字単位） 

• ハーフトーン階調：2階調（行単位） 
• ボタン表示：2種類 

【注】 *1 文字コード H'000のスルー表示を含みます。 
  H8S/2199Rフラッシュメモリ版は 512文字種、H8S/2199Rグループマスク ROM版は

384文字種、H8S/2197S、H8S/2196Sは 256文字種となります。 
 *2 背景色、文字色、カーソル色：テキスト表示での背景色と文字色およびカーソル色は、

白と黒を含みます。また、SECAM方式では、白黒のみの対応となっています。「29.1.5 
テレビ方式との対応」を参照してください。 
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29.1.2 ブロック図 
OSDのブロック図を図 29.1に示します。 

 

�

同期分離

テレビ方式

4/2fsc
ドット�
クロック�

4/2fsc in

CVin1

4/2fsc out

H V

水平表示
位置制御

表示データRAM 文字データROM

垂直表示
位置制御

ボタン制御

シフトレジスタ

縁取り制御

4/2fsc
発振器

CVout

ハーフトーン�
制御

シンクチップ�
クランプ�

SECAM
文字制御

切替

カラーバースト
文字/背景/カーソル
色生成

表示制御
　文字・縁取り
　カーソル・ボタン
　背景

R

G

B

YCO

YBO

 
図 29.1 OSDブロック図 
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29.1.3 端子構成 
OSDの端子構成を表 29.1に示します。データスライサを使用しない場合でも、複合ビデオ信号か

らの同期分離を行う場合は CVin2に複合ビデオ信号を入力してください。 

表 29.1 端子構成 
ブロック 名 称 略称 入出力 機  能 

Csync/Hsync 入出力 複合同期信号入出力／水平同期信号入力 同期信号入出力 

VLPF/Vsync 入力 垂直同期信号外付けLPF端子／垂直同期信
号入力 

AFCosc 入出力 AFC用発振端子 AFC用発振 

AFCpc 入出力 AFC用バイパスコンデンサ接続端子 

同期分離 

AFC用 LPF AFCLPF 入出力 AFC用 LPF外付け端子 

OSD用アナログ電源 OVCC 入力 OSD、データスライサ、同期分離用アナロ
グ電源 

OSD用アナログ GND OVss 入力 OSD、データスライサ、同期分離用アナロ
グ GND 

複合ビデオ信号入力 CVin1 入力 複合ビデオ信号入力（2Vpp、シンクチップ
クランプ回路付き） 

複合ビデオ信号出力 CVout 出力 複合ビデオ信号出力（2Vpp） 

4fsc/2fscin 入力 4fsc/2fsc入力 fsc発振 

4fsc/2fscout 出力 4fsc/2fsc出力 

R 出力 文字／縁取り／カーソル／背景／ボタンの
色信号(R)出力（デジタル出力）、ポートと
兼用 

G 出力 文字／縁取り／カーソル／背景／ボタンの
色信号(G)出力（デジタル出力）、ポートと
兼用 

色信号出力 

B 出力 文字／縁取り／カーソル／背景／ボタンの
色信号(B)出力（デジタル出力）ポートと兼
用 

YCO 出力 キャラクタデータ出力（デジタル出力）、
ポートと兼用 

OSD 

キャラクタデータ出力 

YBO 出力 文字表示位置出力（デジタル出力）、ポー
トと兼用 

データ 
スライサ 

複合ビデオ信号入力 CVin2 入力 複合ビデオ信号入力（2Vpp、シンクチップ
クランプ回路付き） 
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29.1.4 レジスタの構成 
OSDのレジスタ構成を表 29.2に示します。 

表 29.2 レジスタ構成 
データ 略称 R/W サイズ 初期値 アドレス*1 

文字データ ROM OSDROM － 24576バイト*3 － H'040000 

表示データ RAM（マスタ） OSDRAM R/W 768バイト 不定 H'D800 

表示データ RAM（スレーブ） － － 768バイト 不定 － 

行レジスタ 1 CLINE1 R/W バイト H'00 H'D200 

行レジスタ 2 CLINE2 R/W バイト H'00 H'D201 

行レジスタ 3 CLINE3 R/W バイト H'00 H'D202 

行レジスタ 4 CLINE4 R/W バイト H'00 H'D203 

行レジスタ 5 CLINE5 R/W バイト H'00 H'D204 

行レジスタ 6 CLINE6 R/W バイト H'00 H'D205 

行レジスタ 7 CLINE7 R/W バイト H'00 H'D206 

行レジスタ 8 CLINE8 R/W バイト H'00 H'D207 

行レジスタ 9 CLINE9 R/W バイト H'00 H'D208 

行レジスタ 10 CLINE10 R/W バイト H'00 H'D209 

行レジスタ 11 CLINE11 R/W バイト H'00 H'D20A 

行レジスタ 12 CLINE12 R/W バイト H'00 H'D20B 

垂直方向表示位置レジスタ VPOS R/W ワード H'F000 H'D20C 

水平方向表示位置レジスタ HPOS R/W バイト H'00 H'D20E 

デジタル出力設定レジスタ DOUT R/W バイト H'02 H'D20F 

画面制御レジスタ DCNTL R/W ワード H'0000 H'D210 

OSD方式レジスタ DFORM R/(W)*2 ワード H'00F8 H'D212 

【注】 *1 アドレスは下位 16ビットを示します。（ただし、文字データ ROMを除く） 

 *2 ビット 8、0はフラグリセットの 0ライトのみ可能です。 

 *3 H8S/2199Rフラッシュメモリ版は 32768バイト、H8S/2199Rグループマスク ROM版は 24576バ

イト、H8S/2197S、H8S/2196Sは 16384バイト 

 

29.1.5 テレビ方式と表示の対応 
表 29.3にテレビ方式と表示の対応を示します。4fsc/2fscin端子から、4または 2分周した周波数が

表 29.3に示す周波数以外になる場合の動作は保証されません。 

表 29.3 テレビ方式と表示の対応 
テレビ方式 fsc（MHz） テキスト表示 スーパーインポーズ 

M/NTSC 3.579545 8色 対応 

4.43-NTSC 4.43361875 8色 対応 

M/PAL 3.57561149 8色 対応 

N/PAL 3.58205625 8色 対応 

B.G.H/PAL 
I/PAL 

D.K/PAL 

4.43361875 8色 対応 

SECAM 4.43361875 白／黒 対応 
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29.2 表示機能説明 

29.2.1 スーパーインポーズモードとテキスト表示モード 
OSDの表示には、スーパーインポーズとテキスト表示の 2種類の表示モードがあります。 

 

(1) スーパーインポーズモード 

スーパーインポーズモードでは、通常の TV画面上に VTRの動作状態や時刻等の文字やグラフィ
ックデータを表示できます。このとき背景の画面と表示文字の色が混ざることはありません。AFC
回路を内蔵していますので、安定した文字表示が可能です。また、文字表示部の背景画面の輝度と彩
度を落として文字が浮かび上がってみえる機能（ハーフトーン機能）や文字縁取り機能を備えていま
すので、見やすく表示できます。 
 

(2) テキスト表示モード 

テキスト表示モードでは、同期分離回路にある内部生成 Csync発生回路で作られる内部同期信号に
同期して文字やグラフィックデータを表示できます。表示画面の背景色は 8色相から選択できます。
カーソル、ボタン表示機能等の豊富な表示機能を備えており、カーソル、文字色は 8色相から選択で
きますので、VTRの録画予約やモード設定画面等に最適です。 
 

29.2.2  文字構成 
表示文字、パターンは、1文字あたり 12ドット×18ラインです。OSDフォント作成に関する注意

事項がありますので「29.8 OSDフォント作成時の注意点」を参照してください。 
文字構成例を図 29.2に示します。また、拡大文字例を図 29.3に示します。 

 

12ドット

18ライン

文字 縁取り

（1）文字構成例 （2）文字構成例（縁取り例）
 

図 29.2 文字構成例 
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12ドット

24ドット

18ライン

36ライン

（1）標準文字サイズ （2）拡大文字サイズ
 

図 29.3 拡大文字 

 

29.2.3 画面表示構成 
画面表示は横 32文字×縦 12行で構成されます。 
表示データ RAMと画面表示との対応を図 29.4に示します。 
表示開始位置は、水平方向の表示開始位置と垂直方向の表示開始位置、行間隔を各表示位置レジス

タにより自由に設定できます。なお、画面表示は AFC回路の基準クロック（ドットクロック）周波
数を切り替えても、横 32文字×縦 12行で構成されますので、画面からはみ出す表示領域はスルー表
示としてください。 
表示位置レジスタの説明は「29.5.1 表示位置」と「29.5.8 表示位置レジスタ（HPOS、VPOS）」

を参照してください。 
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1行目
2行目

11行目
12行目

1

D800
D840

DA80
DAC0

DA82
DAC2

DA84
DAC4

DA86
DAC6

DABE
DAFE

D802
D842

D804
D844

D806
D846

D83E
D87E

2 3 4 32文字目

D800～DAFEは対応するRAMのアドレス(アドレスは下位16ビットを示します）
 

図 29.4 表示データ RAMと画面表示との対応 

 

29.3 文字単位に設定できること 
文字単位の設定は表示データ RAMで行います。 

 

29.3.1 文字構成 
文字は、表示したい文字が格納されている文字データ ROMのアドレス（文字コード）を、表示デ

ータ RAMに書き込むことによって自由に設定できます。 
文字データ ROMと表示データ RAMの説明は「29.3.6 文字データ ROM（OSDROM）」と「29.3.7 

表示データ RAM（OSDRAM）」を参照してください。 
 

29.3.2 文字の色 
テキスト表示モードでの文字の色は、表示データ RAMの文字色指定ビットで文字単位に設定でき

ます。 
表 29.4に文字色コードの設定と色出力信号の対応を示します。 
表示データ RAMの説明は「29.3.7 表示データ RAM（OSDRAM）」を参照してください。 
SECAMテレビ方式では、テキスト表示モードでは白黒表示、スーパーインポーズモードではうす

く背景色がのった白文字となります。 

表 29.4 文字色コードの設定と色出力信号の対応 
R 1 1 1 1 0 0 0 0 

G 1 1 0 0 1 1 0 0 

B 

表示データ RAMで設定
（文字単位指定可能） 

1 0 1 0 1 0 1 0 

R、G、Bポート出力 白 黄 マゼンタ 赤 シアン 緑 青 黒 

C.Video出力（NTSC） 白 同相 3π/4 π/2 3π/2 7π/4 π 黒 

C.Video出力（PAL） 白 ±0 ±3π/4 ±π/2 ±3π/2 ±7π/4 ±π 黒 
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29.3.3 ハーフトーン／カーソル 
 

(1) ハーフトーン 

ハーフトーンは、文字の背景部の映像信号の輝度と彩度を落として半透明にし、文字が浮かび上が
ってみえる機能です。表示データ RAMで文字単位にハーフトーンの有無を指定できます。このとき
ハーフトーンの階調の指定は行レジスタで行います。 

SECAMテレビ方式では、ハーフトーンもしくは縁取りの使用を推奨します。 
 

(2) カーソル 

カーソルは、文字の背景部に着色する機能です。表示データ RAMで指定することにより文字単位
にカーソル表示の有無を指定できます。このときカーソルの色と輝度の指定は行レジスタで行い、同
一行内では同一色、同一輝度となります。彩度は画面単位に設定できます。 
 
【注】  カーソル表示はテキスト表示モードのみの機能、ハーフトーンはスーパーインポーズモード

のみの機能となります。表示データ RAMのハーフトーン／カーソル指定ビットは兼用です
ので表示モードによって自動的にハーフトーン／カーソルが切り替わります。 

 
図 29.5にハーフトーン／カーソル表示例を示します。 
表示データ RAMの説明は「29.3.7 表示データ RAM（OSDRAM）」を参照してください。 
また、各レジスタの説明は「29.4.5 行レジスタ（CLINEn〔n＝1～12：行〕）」を参照してくださ

い。 
 

18
ライン

12ドット

18
ライン

12ドット

カーソルハーフトーン 背景 背景

（2） カーソル表示
（テキスト表示モード時に対応）

（1） ハーフトーン
（スーパーインポーズモード時に対応）

文字文字

 
図 29.5 ハーフトーン／カーソル表示例 

29.3.4 ブリンキング 
ブリンキングは、表示文字を点滅表示（間欠表示）させる機能です。表示データ RAMで指定し、

文字単位にブリンキングさせることができます。ブリンキングの周期は、画面制御レジスタで 2種類
から選択できます。スーパーインポーズ／テキスト表示の両モードに対応しています。 
デジタル出力（YCO、R、G、B）はデジタル出力設定レジスタで、ブリンキングさせる／させな

いから選択できます。デジタル出力（YBO）はブリンキングしません。 
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表示データ RAMの説明は「29.3.7 表示データ RAM（OSDRAM）」を参照してください。 
また、各レジスタの説明は「29.5.9 画面制御レジスタ（DCNTL）」「29.7.3 デジタル出力設定レ

ジスタ（DOUT）」を参照してください。 
ボタンはブリンキングしませんので注意が必要です。 
ブリンキングに関する注意事項がありますので、「29.8.3 作成時の注意点 3（ブリンキング）」を

参照してください。 
 

29.3.5 ボタン表示 
ボタン表示は、文字列の枠取りをする機能で、表示データ RAMで文字単位に設定します。ボタン

表示にはボタンが浮かび上がってみえるパターンとボタンが沈んで見えるパターンの 2つのパター
ンがあります。浮かび上がってみえるパターンから沈んで見えるパターンへ移行させると、あたかも
ボタンが押されたようになり、種々の設定を行う画面等に最適です。 
ボタン表示はブリンキング機能とあわせて使えますが、ブリンキングの対象は文字のみです。ボタ

ンはブリンキングしませんので注意してください。 
拡大文字使用時は、ボタンの幅が 2ドット 2ラインになります。 
ボタンは横長のボタンが作れます。縦長のボタンは作れません。 
3文字以上のボタンを作るにはボタン表示（開始）文字とボタン表示（終了）文字で設定してくだ

さい。 
1行に複数のボタンを作れますが、同一行のボタンパターンは同じになります。 
ボタンパターンは行単位の設定で、輝度は白が 75IRE、黒が 15IREです。いずれもペデスタル（5IRE）

からの値です。輝度レベルは参考値です。図 29.6にボタン表示例を示します。 
 

注】*（開始）または（終了）は設定しないでください。�

BPTn 0 0 0 0

BON1 0 0 0/1* 1

BON0 0 1 0/1* 0

0

0

0

0

1

1

BPTn 1 1 1

BON1 0 0 1

BON0 0 0 1

1

0

0

1

0

1

1

1

0

 
図 29.6 ボタン表示例 
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表示データ RAMの説明は「29.3.7 表示データ RAM（OSDRAM）」を参照してください。 
各レジスタの説明は「29.4.5 行レジスタ（CLINEn〔n＝1～12：行〕）」を参照してください。 
ボタン表示は、文字領域の 12ドット×18ラインの最外周がボタンパターンに置き換えられますの

で文字フォント作成時には注意が必要です。「29.8.4 フォント作成時の注意点 4（ボタン）」を参照
してください。 
 

29.3.6 文字データ ROM（OSDROM） 
文字データ ROM（OSDROM）は、1文字あたり 12ドット×18ラインで、384文字種*を内蔵して

います。文字データは、ユーザプログラムで個別のものが書き込めます。ただし、文字コード H'000
はスルー表示に固定されているため、ユーザの文字は設定できません。 
文字データ ROM（OSDROM）は、表示データ RAMの文字コードにより参照され、走査線ごとに

表示文字データのドットが読み出されます。 
本文字データ ROMはユーザ ROMの一部として CPUアクセスが可能です。詳細は「29.11 文字デ

ータ ROM（OSDROM）の CPUアクセス」を参照してください。 
メモリマップを図 29.7に示します。また、1文字の構成の例を図 29.8に示します。 

【注】 * H8S/2199Rフラッシュメモリ版は 512文字種、H8S/2199Rグループマスク ROM版は
384文字種、H8S/2197S、H8S/2196Sは 256文字種となります。 
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メモリマップ

コードH' 000
キャラクタデータ
（スルー表示）

コードH' 001
キャラクタデータ

コードH' 002
キャラクタデータ

コードH' 003
キャラクタデータ

コードH' 004
キャラクタデータ

コードH' 17F
キャラクタデータ

（注）文字コードH' 000はスルー表示に設定されており、ユーザの設定はできません。
　　　必ず下記のように全ビット0にしてください。 

（注）

第1ライン
bit11-8

第1ライン
bit7-0

第2ライン
bit11-8

第3ライン
bit11-8

第18ライン
bit11-8

第18ライン
bit7-0

OSD ROM

内蔵I/Oレジスタ

内蔵I/Oレジスタ

OSD RAM

000000

040000

040040

040041

040042

040043

040044

040045

040062

040063

040064

04007F

04013F

045FC0

*045FFF

04003F
040040

04007F
040080

0400BF
0400C0

0400FF
040100

040000

*045FFF

CPUプログラム

FFFFFF

H' F

第2ライン
bit7-0

H' F

第3ライン
bit7-0

H' F

H' F

H' FF

H' FF

040000 ：H'F0 
）第1ライン040001 ：H'00

040002 ：H'F0 
）第2ライン040003 ：H'00

 

040022 ：H'F0
040023 ：H'00 ）第18ライン
040024 ：H'FF
 

04003F ：H'FF

：
：

：
：

* 本アドレスはH8S/2199Rグループのアドレスを示します。
 

図 29.7 メモリマップ 
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ライン番号 データ
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

32

F000
F000
F3FC
F3FC
F300
F300
F300
F300
F3F0
F3F0
F300
F300
F300
F300
F300
F300
F000
F000
FFFF

FFFF

11109 8 7 6 5 4 3 2 1
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

0

ライン

12ドット

18ドット

32word

16ビット

ビット

未使用エリア

 
図 29.8 OSDROMの構成（‘F’の例） 

 
【注】  OSDROMは、1文字 12ドット×18ラインで構成されています。FLASHメモリに文字デー

タを書き込む場合のアドレスの対応は、図 29.8に示したように 16ビット×32ワードのエリ
アに書きます。未使用エリアのデータは、1としてください。 

  また、スルー表示用の文字データはすべて 0としてください。 
 

29.3.7 表示データ RAM（OSDRAM） 
8

＊

9

＊
R/W

10

＊
R/W

11

＊

12

＊
R/W

＊
R/W

1315

BON0 CR CG CB C8

＊
R/W

BLNK

14

＊
R/W

HT/CR

R/WR/W

BON1
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
0

＊

＊：不定

1

＊
R/W

2

＊
R/W

3

＊

4

＊
R/W

＊
R/W

57

C4 C3 C2 C1 C0

＊
R/W

C7

6

＊
R/W

C6

R/WR/W

C5
ビット

初期値
R/W

:

:
:

 
 

OSDの表示データ RAMは、横 32文字×縦 12行の 384文字（384ワード）で、マスタ RAMとス
レーブRAMで構成されます。マスタRAMはCPUからリード／ライト可能なRAMで、スレーブRAM
は OSDがアクセスする RAMです。 
マスタ RAMに書き込んだ内容がスレーブ RAMに転送されて始めて OSD表示が切り替わります。

マスタ RAMからスレーブ RAMへの転送は、OSD方式レジスタの LDREQビットを 1にセットする
ことで行います。このとき、DTMVビットが 0の場合、LDREQビットを 1にセットしたタイミング
で転送を行い、DTMVビットが 1の場合、LDREQビットを 1にセット後の Vsync信号（OSDV）同
期で転送を行います。転送終了後、LDREQビットは 0にクリアされます。 
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転送中は、LDREQビットが 1にセットされたままなので、LDREQビットが 0にクリアされたこ
とを確認後、マスタ RAMをアクセスしてください。転送中、CPUがマスタ RAMをアクセスした場
合、アクセスは無効となり OSD方式レジスタの VACSビットが 1にセットされます。マスタ RAM
は OSDのモジュールストップモードに関係なく、CPUからアクセス可能です。 
低消費電力モード解除後は OSDRAMを初期化してください。 
各レジスタの説明は「29.6.6 OSD方式レジスタ（DFORM）」を参照してください。 

 

ビット15：ブリンキング指定ビット（BLNK） 

BLNKビットは、文字単位に文字を点滅表示させるかどうかを設定します。デジタル出力（YCO、
R、G、B）のブリンキングはデジタル出力設定レジスタで設定します。デジタル出力（YBO）はブリ
ンキングしません。 
 

OSDRAM 

ビット 15 

説   明 

BLNK C.Video出力 

0 ブリンキング OFF 

1 ブリンキング ON 

 
DOUT OSDRAM 

ビット 4 ビット 15 

説   明 

DOBC BLNK デジタル出力（YCO、R、G、B） 

0 ブリンキング OFF 0 

1 ブリンキング OFF 

0 ブリンキング OFF 1 

1 ブリンキング ON 
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ビット14：ハーフトーン／カーソル表示指定ビット（HT／CR） 

HT／CRビットは、文字単位にハーフトーン／カーソル表示させるかどうかを設定します。画面制
御レジスタのスーパーインポーズ／テキスト表示モード切り替えビットにより、ハーフトーン／カー
ソル表示の切り替えを行います。 
デジタル出力（R、G、B）では、スーパーインポーズ／テキスト表示モードのどちらでもデジタル

出力設定レジスタの RGBCビットを 1にセットし、文字／縁取り／カーソル／背景／ボタンのすべて
の表示データの出力を選択した場合、行レジスタのカーソル色指定ビットで指定したカーソルの色デ
ータが出力されます。SECAMテレビ方式では、ハーフトーンの使用を推奨します。 
 

DCNTL OSDRAM 

ビット 14 ビット 14 

説   明 

DISPM HT/CR C.Video出力 

0 ハーフトーン OFF 0 

1 ハーフトーン ON 

0 カーソル表示 OFF 1 

1 カーソル表示 ON 

 
DOUT OSDRAM 

ビット 6 ビット 14 

説   明 

RGBC HT/CR デジタル出力（R、G、B） 

0 0/1 文字出力（ハーフトーン／カーソル指定無効） 

0 文字出力（ハーフトーン／カーソル表示 OFF） 1 

1 行レジスタのカーソル色指定ビットで指定したカーソルの色データ出力 
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ビット13～12：ボタン指定ビット（BON1、BON0） 

BON1、BON0ビットは、行レジスタの BPTNnビットとあわせて文字単位にボタンを設定します。
3文字以上のボタンを設定する場合は、開始・終了の間には 1文字またはボタンなしを設定してくだ
さい。詳細は図 29.6 ボタン表示例を参照してください。 
 

CLINEn OSDRAM 

ビット 7 ビット 13 ビット 12

BPTNn BON1 BON0 

説   明 表示 

0 0 ボタン表示なし 

 
0 1 ボタン表示（開始） 

 
1 0 ボタン表示（終了） 

 

0 

1 1 ボタン表示（1文字） 

 
0 0 ボタン表示なし 

 
0 1 ボタン表示（開始） 

 
1 0 ボタン表示（終了） 

 

1 

1 1 ボタン表示（1文字） 

 
 

ビット11～9：文字色指定ビット（CR、CG、CB） 

CR、CG、CBビットは、文字単位に文字色を設定します。 
スーパーインポーズモード時は、文字色は白のみでレジスタの設定は無効です。 
デジタル出力（R、G、B）では、スーパーインポーズ／テキスト表示モードのどちらも文字色指定

ビットで指定した文字の色データが出力されます。 
 

OSDRAM 

ビット 11 ビット 10 ビット 9 

説   明 

文字色（C.Video出力） CR CG CB 

NTSC PAL 

文字色（R、G、B出力） 

0 黒 黒 黒 0 

1 π ±π 青 

0 7π/4 ±7π/4 緑 

0 

1 

1 3π/2 ±3π/2 シアン 

0 π/2 ±π/2 赤 0 

1 3π/4 ±3π/4 マゼンタ 

0 同相 ±0 黄 

1 

1 

1 白 白 白 
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ビット8～0：文字コード（C8～C0） 

表示する文字コード（H'000～H'17F）を設定します。 
【注】  文字コード H'000はスルー表示として定義されています。 
  H8S/2199Rグループでは文字コードH'180～1FFを指定した場合の表示文字は保証されませ

ん。 
  H8S/2197S、H8S/2196Sでは文字コード H'100～1FFを指定した場合の表示文字は保証され

ません。 
 

29.4 行単位に設定できること 
行単位の設定は行レジスタで行います。 

 

29.4.1 ボタンパターン 
文字は、表示したい文字が格納されている文字データ ROMのアドレス（文字コード）を、表示デ

ータ RAMに書き込むことによって自由に設定できます。 
文字データ ROMと表示データ RAMの説明は「29.3.6 文字データ ROM（OSDROM）」と「29.3.7 

表示データ RAM（OSDRAM）」を参照してください。 
行レジスタのボタンパターン設定ビットで、行単位にボタンのパターン（浮いてみえるパターン、

沈んでみえるパターン）の選択ができます。 
 

29.4.2 表示の拡大 
行レジスタの文字サイズ設定ビットで、行単位に文字の大きさ（サイズ）の選択ができます。拡大

文字を選択した場合、縁取り幅、ボタン幅が文字の大きさに従って変わります。 
 

29.4.3 文字の輝度 
文字の輝度は、行レジスタの文字輝度指定ビットで行単位に設定できます。文字の輝度は 4階調か

ら選択できます。 
 

29.4.4 カーソルの色、輝度、ハーフトーンの階調 

(1) カーソルの色 

カーソルの色は、行レジスタのカーソル色指定ビットで行単位に設定できます。 
表 29.5にカーソル色コードの設定と色出力信号の対応を示します。 
カーソル表示はテキスト表示モードのみの機能となります。 
行レジスタの説明は「29.4.5 行レジスタ（CLINEn〔n＝1～12：行〕）」を参照してください。 

 

表 29.5 カーソル色コードの設定と色出力信号の対応 
R 1 0 

G 1 1 0 0 1 1 0 0 

B 

表示脚色レジスタで設定
（表示ブロック単位） 

1 0 1 0 1 0 1 0 

R、G、Bポート出力 白 黄 マゼンタ 赤 シアン 緑 青 黒 

C.VIDEO出力（NTSC） 白 同相 3π/4 π/2 3π/2 7π/4 π 黒 

C.VIDEO出力（PAL） 白 ±0 ±3π/4 ±π/2 ±3π/2 ±7π/4 ±π 黒 
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(2) カーソルの輝度 

カーソルの輝度は、行レジスタのカーソル輝度指定ビットで行単位に設定できます。カーソルの輝
度は 2階調から選択できます。 
行レジスタの説明は「29.4.5 行レジスタ（CLINEn〔n＝1～12：行〕）」を参照してください。 

 

(3) ハーフトーンの階調 

ハーフトーンの階調は、行レジスタのカーソル輝度指定ビットで行単位に設定できます。ハーフト
ーンの階調は 2階調から選択できます。 
図 29.9にハーフトーン階調例を示します。 
ハーフトーンはスーパーインポーズモードのみの機能となります。 
行レジスタの説明は「29.4.5 行レジスタ（CLINEn〔n＝1～12：行〕）」を参照してください。 

 

100IRE

0IRE

–40IRE

100IRE

0IRE

–40IRE

100IRE

0IRE

–40IRE

白
文
字

白
文
字

白
文
字�

50%ハーフトーン�

カーソル領域�

カーソル領域�

カーソル領域�

（b）50%ハーフトーン

（a）ハーフトーンなし

（c）30%ハーフトーン

30%ハーフトーン�

 
図 29.9 ハーフトーン階調（例）（C. Video） 
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29.4.5 行レジスタ（CLINEn〔n＝1～12：行〕） 
0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

57

CLUn0 KRn KGn KBn KLUn

0
R/W

BPTNn

6

0
R/W

SZn

R/WR/W

CLUn1
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
行レジスタは、1～12行用の合計 12ヶあります。 
行レジスタ nは表示データ RAMとあわせて n行目の文字サイズ、ボタンパターン、カーソル色等

を設定するレジスタです。いずれも 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。 
リセット時、モジュールストップモード時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモ

ード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時に H'00に初期化されます。 
行レジスタ 1～12は、指定する内容／形式とも同じです。 
行レジスタの内容は OSD表示更新タイミング制御ビット（DTMV）が 1の時、Vsync信号（OSDV）

に同期して OSD表示に更新されます。 
 

ビット7：ボタンパターン指定ビット（BPTNn） 

BPTNn（n＝1～12：行）ビットは、n行目のボタンパターンを指定します。 
ボタンの指定は、「29.3.7 表示データ RAM（OSDRAM）」を参照してください。 

 
ビット 7 

BPTNn 

説   明 

0 n行目のボタンは浮いてみえるパターン AA （初期値） 
 

1 n行目のボタンは沈んでみえるパターン AA  
 

ビット6：文字サイズ設定ビット（SZn） 

SZn（n＝1～12：行）ビットは、文字の大きさ（サイズ）を設定します。このとき、縁取り幅およ
びボタン幅が文字の大きさに従って変わります。スーパーインポーズ／テキスト表示モード、C. Video
出力／デジタル出力のすべてに共通の設定です。 
 
ビット 6 

SZn 

説   明 

0 文字表示サイズ 縦 1×横 1倍 （初期値） 

1 文字表示サイズ 縦 2×横 2倍 
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ビット5、4：文字輝度設定ビット（CLUn1、CLUn0） 

CLUn1、CLUn0（n＝1～12：行）ビットは、文字の輝度を設定します。文字の輝度は文字色により
異なります。 
スーパーインポーズモード時の文字色は白のみとなります。 
デジタル出力（YCO、YBO、R、G、B）には影響しません。 

 
ビット 5 ビット 4 

CLUn1 CLUn0 

文字色 説   明 

0 文字輝度は、 0IRE （初期値） 0 

1 文字輝度は、10IRE 

0 文字輝度は、20IRE 1 

1 

黒 

文字輝度は、30IRE 

0 文字輝度は、25IRE （初期値） 0 

1 文字輝度は、45IRE 

0 文字輝度は、55IRE 1 

1 

青、緑、シアン、 

赤、黄、マゼンタ 

文字輝度は、65IRE 

0 文字輝度は、45IRE （初期値） 0 

1 文字輝度は、70IRE 

0 文字輝度は、80IRE 1 

1 

白 

文字輝度は、90IRE 

【注】 いずれもペデスタルレベル（5IRE）を基準とした輝度レベルです。輝度レベルは参考値です。 

 

ビット3～1：カーソル色設定ビット（KRn、KGn、KBn） 

KRn、KGn、KBn（n＝1～12：行）ビットは、行単位にカーソルの色を設定します。スーパーイン
ポーズモード時のC.Video出力はハーフトーン表示となりますのでカーソル色指定は無効となります。 

テキスト表示モード時のカーソル色 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 説   明 

カーソル色（C.Video出力）KRn KGn KBn 

NTSC PAL 

カーソル色（R、G、B出力） 

0 黒 黒 黒 （初期値） 0 

1 π ±π 青 

0 7π/4 ±7π/4 緑 

0 

1 

1 3π/2 ±3π/2 シアン 

0 π/2 ±π/2 赤 0 

1 3π/4 ±3π/4 マゼンタ 

0 同相 ±0 黄 

1 

1 

1 白 白 白 
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スーパーインポーズモード時のカーソル色 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 説   明 

KRn KGn KBn カーソル色（C.Video出力） カーソル色（R、G、B出力） 

0 黒 （初期値） 0 

1 青 

0 緑 

0 

1 

1 シアン 

0 赤 0 

1 マゼンタ 

0 黄 

1 

1 

1 

指定無効 

（スーパーインポーズモード
ではハーフトーン表示となり
ます） 

白 

 

ビット0：カーソル輝度／ハーフトーン階調設定ビット（KLUn） 

KLUn（n＝1～12：行）ビットは、行単位にカーソルの輝度／ハーフトーンの階調を設定します。
カーソルの輝度はカーソルの色により異なります。デジタル出力（YCO、YBO、R、G、B）には影
響しません。 

テキスト表示モード時のカーソル輝度 
ビット 0 

KLUn 

カーソル色 説   明 

0 カーソル輝度は、 0IRE （初期値） 

1 

黒 

カーソル輝度は、25IRE 

0 カーソル輝度は、25IRE （初期値） 

1 

青、緑、シアン、
赤、黄、マゼンタ カーソル輝度は、45IRE 

0 カーソル輝度は、45IRE （初期値） 

1 

白 

カーソル輝度は、55IRE 

【注】 いずれもペデスタルレベル（5IRE）を基準とした輝度レベルです。輝度レベルは参考値です。 

スーパーインポーズモード時のハーフトーン階調 
ビット 0 

KLUn 

説   明 

0 50%ハーフトーン （初期値） 

1 30%ハーフトーン 
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29.5 画面単位で設定できること 
画面単位の設定は、垂直方向位置レジスタ、水平方向位置レジスタ、および画面制御レジスタで行

います。 
 

29.5.1 表示位置 

(1) 垂直方向の表示開始位置は、垂直方向位置レジスタの垂直方向位置設定ビットで走査線 1
 本単位に設定できます。 

表示位置の設定にあたっては、次の点に注意してください。 
• 垂直帰線期間に表示が重ならないように設定してください。 
• 表示が画面上下にはみ出る時は、はみ出る領域の文字はスルー表示（文字コード：H'000）
としてください。 
表示開始位置の起点を図29.10に示します。 

 

プリ・イコライジング�
期間�

ポスト・イコライジング�
期間�垂直同期�

ラインカウンタ� 0 1 2 3 4 5 6
 

図 29.10 垂直方向の表示開始位置の起点 

 

(2) 垂直方向表示行間隔 

垂直方向の表示行間隔は、垂直方向位置レジスタの行間隔設定ビットで走査線1本単位に設
定できます。 

• 表示が画面上下にはみ出る時は、はみ出る領域の文字はスルー表示（文字コード：H'000）
としてください。 

 

(3) 水平方向表示開始位置 

水平方向の表示開始位置は、水平方向位置レジスタの水平方向位置設定ビットでドットクロ
ック周期の2倍単位で設定できます。 
水平表示開始位置の起点は、水平同期信号の中心になります。 
表示位置の設定にあたっては、次の点に注意してください。 

• カラーバーストに表示が重ならないように設定してください。 
• 表示が画面横にはみ出る時は、はみ出る領域の文字はスルー表示（文字コード：H'000）と
してください。 
水平方向の表示開始位置の起点を図29.11に示します。 
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表示位置レジスタによる設定�

水平方向の表示開始位置�OSD表示の起点�

* ドットクロックを4/2fscクロックとした場合の起点�

*

 
図 29.11 水平方向の表示開始位置の起点 

 

29.5.2 OSD表示 ON/OFF 
画面制御レジスタの表示 ON/OFF設定ビットで OSD表示の ON/OFFを設定できます。 

 

29.5.3 表示方式 
画面制御レジスタの表示モード設定ビットでテキスト表示モードと、スーパーインポーズモードの

切り替え、およびテキスト表示モード時のインタレース／ノンインタレース表示の切り替えができま
す。 
 

29.5.4 ブリンキング周期 
画面制御レジスタのブリンキング周期設定ビットでブリンキングの周期を約 0.5秒（32/fv）と 1秒

（64/fv）から選択できます。 
 

29.5.5 縁取り 
文字の周囲の縁取りは、画面制御レジスタの縁取りビットで設定できます。縁取り例は、図 29.2 文

字構成例を参照してください。 
縁取りの色は、画面制御レジスタの縁取り色指定ビットで画面単位に設定できます。テキスト表示

モードでは縁取りの色は黒と白から選択できます。スーパーインポーズモードでは、縁取り色は黒の
みです。 
縁取りの水平サイズは 1ドット（文字の 1ドットと同じ）で、拡大文字の場合は 2ドットになりま

す。 
縁取りの垂直サイズは 1ライン（文字の 1ラインと同じ）で、拡大文字の場合は 2ラインになりま

す。 
画面制御レジスタの説明は「29.5.9 画面制御レジスタ（DCNTL）」を参照してください。 
縁取りに関する注意事項がありますので、「29.8 OSDフォント作成時の注意点」を参照してくだ

さい。 
SECAMテレビ方式では、ハーフトーンもしくは縁取りの使用を推奨します。 

 

29.5.6 背景の色、輝度 
画面制御レジスタの背景色設定ビットと背景輝度設定ビットで、テキスト表示モード時の背景の色

を 8色相から、輝度を 4階調から選択できます。 
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29.5.7 文字、カーソル、背景色の彩度 
画面制御レジスタの文字色彩度設定ビットとカーソル色彩度設定ビットと背景色彩度設定ビット

で、テキスト表示モードの文字、カーソル、背景色の彩度をそれぞれ 2階調から選択できます。 
 

29.5.8 表示位置レジスタ（HPOS、VPOS） 
表示位置レジスタには、水平方向表示位置レジスタと垂直方向位置レジスタがあります。 

 

(1) 水平方向表示位置レジスタ（HPOS） 

01

R/W

2

R/W

34

R/WR/W

57

HP4

0

HP3

0

HP2

0

HP1

0

HP0

0
R/W

HP7

0
R/WR/WR/W

HP6

0

HP5

0

6ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
水平方向表示位置レジスタは、文字の水平方向表示開始位置を設定するレジスタです。8ビットの

リード／ライト可能なレジスタです。 
リセット時、モジュールストップモード時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモ

ード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時に H'00に初期化されます。水平方向表示
位置レジスタの内容は OSD表示更新タイミング制御ビット（DTMV）が 1のとき、Vsync信号（OSDV）
に同期して OSD表示に更新されます。 
 

ビット7～0：水平方向表示開始位置設定ビット（HP7～HP0） 

HP7～HP0ビットは、水平方向の表示開始位置を設定します。設定単位はドットクロック周期の 2
倍です。「図 29.11 水平方向の表示開始位置の起点」を参照してください。 
水平方向の表示開始位置を Hs（μs）とすると、 
Hs＝2×tc×（HP7～HP0の値）で表わされます。 
tc：ドットクロック周期 

 

(2) 垂直方向表示位置レジスタ（VPOS） 
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1112
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�
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―

1
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0
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0
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0
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�
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1
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�
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1
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1

14ビット

初期値
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2

R/W
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R/WR/W
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VP4

0

VP3

0

VP2

0

VP1

0

VP0

0
R/W

VP7

0
R/WR/WR/W

VP6

0

VP5
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6ビット

初期値
R/W

:

:
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垂直方向表示位置レジスタは、文字の大きさ、垂直方向表示開始位置と垂直方向の行間隔を設定す

る 16ビットのリード／ライト可能なレジスタです。 
リセット時、モジュールストップモード時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモ

ード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時に H'F000に初期化されます。 
垂直方向位置レジスタの内容は OSD表示更新タイミング制御ビット（DTMV）が 1のとき、Vsync

信号（OSDV）に同期して OSD表示に更新されます。 
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ビット15～12：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット11～9：垂直方向行間隔設定ビット（VSPC2～VSPC0） 

VSPC2～VSPC0ビットは、垂直方向の行間隔を設定します。走査線 1本単位に設定できます。 
 

垂直方向間隔設定ビット 
ビット 11 ビット 10 ビット 9 

VSPC2 VSPC1 VSPC0 

説   明 

0 0 0 行間隔なし （初期値） 

0 0 1 行間走査線 1本 

0 1 0 行間走査線 2本 

0 1 1 行間走査線 3本 

1 0 0 行間走査線 4本 

1 0 1 行間走査線 5本 

1 1 0 行間走査線 6本 

1 1 1 行間走査線 7本 

 

ビット8～0：垂直方向表示開始位置設定ビット（VP8～VP0） 

VP8～VP0ビットは、垂直方向の表示開始位置を設定します。 
垂直方向の表示開始位置は、走査線 1本単位に設定できます。 
表示開始位置の起点は、垂直同期信号です。「図 29.10 垂直方向の表示開始位置の起点」を参照

してください。 
垂直方向の表示開始位置を Vs（μs）とすると、 

Vs＝tH×(VP8～VP0の値) 
で表わされます。 

tH：水平同期信号周期（μs）。水平走査線 1本分に相当。 
 

29.5.9 画面制御レジスタ（DCNTL） 
89
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R/W
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画面制御レジスタは、スーパーインポーズモード／テキスト表示モード切り替え、テキスト表示モ

ード時の背景、色等の画面単位の設定と、OSD表示の ON/OFFを設定するレジスタです。16ビット
のリード／ライト可能なレジスタです。 
リセット時、モジュールストップモード時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモ

ード時、サブアクティブモード時、サブスリープモード時に H'0000に初期化されます。 
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ビット 13の LACEM以外のビットの内容は OSD表示更新タイミング制御ビット（DTMV）が 1の
とき、Vsync信号（OSDV）に同期して OSD表示に更新されます。 
 

ビット15：OSD C.Video表示許可ビット（VDSPON） 

VDSPONビットは、OSD C.Video表示出力の ON/OFFを制御します。 
 
ビット 15 

VDSPON 

説   明 

0 OSD C.Video表示 OFF （初期値） 

1 OSD C.Video表示 ON 
 

ビット14：スーパーインポーズ／テキスト表示モード選択ビット（DISPM） 

DISPMビットは、スーパーインポーズモード／テキスト表示モードの選択をするビットです。 
表示モードを選択する場合、ドットクロックは AFC回路の基準クロックと兼用になっていますの

で、AFC回路の基準 Hsync信号を切り替える必要があります。詳細は「27.3.6 AFC（Automatic 
Frequency Control）回路」を参照してください。 
 
ビット 14 

DISPM 

説   明 

0 スーパーインポーズモード （初期値） 

1 テキスト表示モード 
 

ビット13：インタレース／ノンインタレース表示選択ビット（LACEM） 

LACEMビットは、テキスト表示モードのインタレース表示、ノンインタレース表示の選択をする
ビットです。ノンインタレース表示の場合、内部生成同期信号の Hsync、Vsync周波数を変更するこ
とができます。詳細は「27.2.11 内部同期周波数設定レジスタ（INFRQR）」を参照してください。 
 
ビット 13 

LACEM 

説   明 

0 ノンインターレース表示 （初期値） 

1 インターレース表示 
 

ビット12：ブリンキング周期選択ビット（BLKS） 

BLKSビットは、文字のブリンキング周期の選択をするビットです。Dutyは 50％です。OSD方式
レジスタの TVM2ビットで選択されるテレビ方式（525ラインシステムと 625ラインシステム）によ
ってブリンキング周期が若干異なります。fv：垂直同期信号周波数 
 

DFORM DCNTL 

ビット 15 ビット 12 

TVM2 BLKS 

説   明 

0 約 0.5秒（32/fv＝0.53秒） （初期値） 0 

1 約 1.0秒（64/fv＝1.07秒） 

0 約 0.5秒（32/fv＝0.64秒） 1 

1 約 1.0秒（64/fv＝1.28秒） 
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ビット11：OSD表示開始ビット（OSDON） 

OSDONビットは、OSD表示の開始を設定するビットです。OSD表示開始ビットが 0のときは、
OSDの内部表示回路は動作を停止しています。OSD C.Video表示許可ビット（ビット 15）との組み
合わせで下記の動作となります。なお、文字データ ROM（OSDROM）を CPUからアクセスする場
合、本ビットを必ず 0にクリアしてください。本ビットを 1にセットした場合の CPUアクセスは保
証されません。 
 
ビット 15 ビット 11 

VDSPON OSDON 

説   明 

0/1 0 OSD表示停止（C.Video出力、デジタル出力ともに OFF） （初期値） 

0 1 OSD表示開始（デジタル出力のみ可能） 

1 1 OSD表示開始（C.Video出力、デジタル出力が可能） 

 

ビット10：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。1をライトしないでください。 
 

ビット9：縁取り設定ビット（EDGE） 

EDGEビットは、画面単位に文字の縁取りを設定します。 
 
ビット 9 

EDGE 

説   明 

0 文字縁取りなし （初期値） 

1 文字縁取りあり 

 

ビット8：縁取り色選択ビット（EDGC） 

EDGCビットは、縁取り色を選択するビットです。スーパーインポーズモード時の C.Video出力の
縁取り色は指定無効です。 

テキスト表示モード時の縁取り色 
ビット 8 説   明 

EDGC 縁取り色（C.Video出力） 縁取り色（R、G、B出力） 

0 黒 黒 （初期値） 

1 白 白 

スーパーインポーズモード時の縁取り色 
ビット 8 説   明 

EDGC 縁取り色（C.Video出力） 縁取り色（R、G、B出力） 

0 黒 （初期値） 

1 

指定無効（黒） 

白 

 
縁取りの輝度レベルは、黒が 0IRE、白が 90IREです。 

【注】 いずれもペデスタルレベル（5IRE）を基準とした輝度レベルです。輝度レベルは参考値です。 
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ビット7～5：背景色（BR、BG、BB） 

BR、BG、BBビットは、テキスト表示モード時の背景の色を選択するビットです。 
スーパーインポーズモード時の C.Video出力の背景色は指定無効です。 

テキスト表示モード時の背景色 
ビット 7 ビット 6 ビット 5 説   明 

背景色（C.Video出力） BR BG BB 

NTSC PAL 

背景色（R、G、B出力） 

0 黒 黒 黒 （初期値） 0 

1 π ±π 青 

0 7π/4 ±7π/4 緑 

0 

1 

1 3π/2 ±3π/2 シアン 

0 π/2 ±π/2 赤 0 

1 3π/4 ±3π/4 マゼンタ 

0 同相 ±0 黄 

1 

1 

1 白 白 白 

スーパーインポーズモード時の背景色 
ビット 7 ビット 6 ビット 5 説   明 

BR BG BB 背景色（C.Video出力） 背景色（R、G、B出力） 

0 黒 （初期値） 0 

1 青 

0 緑 

0 

1 

1 シアン 

0 赤 0 

1 マゼンタ 

0 黄 

1 

1 

1 

指定無効 

白 

 

ビット4、3：背景輝度選択ビット（BLU1、BLU0） 

BLU1、BLU0ビットは、テキスト表示モード時の背景の輝度を選択するビットです。デジタル出
力（YCO、YBO、R、G、B）には影響しません。 
 
ビット 4 ビット 3 

BUL1 BUL0 

説   明 

0 背景輝度は 10IRE （初期値） 0 

1 背景輝度は 30IRE 

0 背景輝度は 50IRE 1 

1 背景輝度は 70IRE 

【注】 いずれもペデスタルレベル（5IRE）を基準とした輝度レベルです。輝度レベルは参考値です。 
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ビット2：文字色彩度選択ビット（CAMP） 

CAMPビットは、テキスト表示モード時の文字色の彩度を選択するビットです。 
デジタル出力（YCO、YBO、R、G、B）には影響しません。 

 
ビット 2 

CAMP 

説   明 

0 文字色彩度幅は、60IRE （初期値） 

1 文字色彩度幅は、80IRE 

【注】 彩度幅は参考値です。 

 

ビット1：カーソル色彩度選択ビット（KAMP） 

KAMPビットは、テキスト表示モード時のカーソル色の彩度を選択するビットです。デジタル出
力（YCO、YBO、R、G、B）には影響しません。 
 
ビット 1 

KAMP 

説   明 

0 カーソル色彩度幅は、60IRE （初期値） 

1 カーソル色彩度幅は、80IRE 

【注】 彩度幅は参考値です。 

 

ビット0：背景色彩度選択ビット（BAMP） 

BAMPビットは、テキスト表示モード時の背景色の彩度を選択するビットです。 
デジタル出力（YCO、YBO、R、G、B）には影響しません。 

 
ビット 0 

BAMP 

説   明 

0 背景色彩度幅は、60IRE （初期値） 

1 背景色彩度幅は、80IRE 

【注】 彩度幅は参考値です。 
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29.6 その他の設定 

29.6.1 テレビ方式 
M/NTSC、4.43-NTSC、M/PAL、N/PAL、B、G、H/PAL、I/PAL、D、K/PAL、SECAM方式に対応

しています。「表 29.3 テレビ方式と表示の対応」を参照してください。 
 

29.6.2 表示データ RAM制御 
OSDの表示データ RAMは、マスタ RAMとスレーブ RAMで構成されます。マスタ RAMは CPU

からリード／ライト可能な RAMで、スレーブ RAMは OSDがアクセスする RAMです。 
マスタ RAMに書き込んだ内容がスレーブ RAMに転送されて OSD表示が切り替わります。 
マスタ RAMからスレーブ RAMへの転送は、LDREQビットを 1にセットしたと同時に行うか、

LDREQビットを 1セット後の Vsync信号（OSDV）同期で行うかを DTMVビットで切り替えること
が可能です。「29.6.6 OSD方式レジスタ（DFORM）」を参照してください。 
 

29.6.3 レジスタ書き換えによる OSD表示更新タイミング 
OSD表示の更新タイミングはレジスタの書き換えと同時に行うか、書き換え後の Vsync信号

（OSDV）同期で行うかを切り替えることが可能です。 
「29.6.6 OSD方式レジスタ（DFORM）」を参照してください。 

 

29.6.4 4fsc/2fsc 
4fsc/2fscは、外部入力もしくは X'tal発振器を接続して使用できます。外部入力時は専用増幅回路

にて信号増幅をさせる必要がありますので、レジスタ設定します。 
4fsc入力もしくは 2fsc入力の選択が出来ます。 
2fscを入力した場合は表示できない色相があります。「表 29.7 2fsc使用時の OSD表示色」を参

照してください。 
 

29.6.5 OSDV割り込み 
OSDに入力される Vsync信号による割り込み（OSDV割り込み）を発生させることができます。 
スーパーインポーズモード時は、外部 Vsync信号により発生し、テキスト表示モード時は同期分離

回路で生成された内部生成 Vsync信号により発生します。 
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29.6.6 OSD方式レジスタ（DFORM） 
OSD方式レジスタはテレビ方式の設定、表示データ RAM制御等の設定を行うレジスタです。 
16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、リセット時 H'00F8に初期化されます。モジュール

ストップモード時、スリープモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモ
ード時、サブスリープモード時、ビット 12、11、7～3を除くその他のビットは 0にクリアされます。
ビット 12、11の書き換えは、同期分離回路のモジュールストップビットを 0の状態で書き換えない
ようにしてください。 
 

89

R/W

10

―

1112

R/W�
�

R/W�
�

1315

FSCIN

0

FSCEXT

0

―

0

OSDVE

0

OSDVF

0
R/W�
�

TVM2

0
R/(W)*R/WR/W

TVM1

0

TVM0

0

14ビット

初期値
R/W

:

:
:

01

R/W

2

R/W

34

―�―�

57

―�

1

―

1

DTMV

0

LDREQ

0

VACS

0
―�

―

1
R/(W)*―�―�

―

1

―

1

6ビット

初期値
R/W

:

:
:

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。�  
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ビット15～13：テレビ方式選択ビット（TVM2～0） 

TVM2～0ビットはテレビ方式の選択を行います。必ず指定されたクロックを入力してください。 
 
ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 説   明 

TVM2 TVM1 TVM0 FSCIN テレビ方式 4fsc（MHz） 2fsc（MHz） 

 

0 14.31818  0 0 0 

1 
M/NTSC 

 7.15909 

初期値 

0 17.734475 
（17.734476）

 0 0 1 

1 
4.43-NTSC 

 8.8672375 
（8.867238） 

 

0 14.302446 
（14.302444）

 0 1 0 

1 
M/PAL 

 7.15122298 

 

0 1 1 0/1 指定しないでください。 

0 14.328225 
（14.328224）

 1 0 0 

1 
N/PAL 

 7.1641125 

 

1 0 1 0/1 指定しないでください。 

0 17.734475 
（17.734476）

 1 1 0 

1 

B、G、H/PAL 
I/PAL 

D、K/PAL  8.8672375 
（8.867238） 

 

0 17.734475 
（17.734476）

 1 1 1 

1 

B、G、H/SECAM
L/SECAM 

D、K、K1/SECAM  8.8672375 
（8.867238） 

 

【注】 SECAMテレビ方式の 4/2fsc周波数は、テレビ方式規格と異なっています。注意してください。 

 

ビット12：4/2fsc入力選択ビット（FSCIN） 

FSCINビットは、4/2fsc入力の選択を行います。 
 
ビット 12 

FSCIN 

説   明 

0 4fsc入力 （初期値） 

1 2fsc入力 

 

ビット11：4/2fsc外部入力選択ビット（FSCEXT） 

FSCEXTビットは、4/2fsc入力の選択を行います。 
 
ビット 11 

FSCEXT 

説   明 

0 4/2fsc発振器は、X'tal発振器を使用 （初期値） 

1 4/2fscは、外部入力で専用増幅回路を使用 
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ビット10：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。1をライトしないでください。 
 

ビット9：OSDV割り込み許可ビット（OSDVE） 

OSDVEビットは OSDV割り込みの許可または禁止の選択を行います。 
 
ビット 9 

OSDVE 

説   明 

0 OSDV割り込みを禁止 （初期値） 

1 OSDV割り込みを許可 

 

ビット8：OSDV割り込みフラグ（OSDVF） 

OSDVFフラグは、OSDが Vsync信号を検出した時に、セットされます。セットされるタイミング
は、OSD表示モードにより異なります。スーパーインポーズモード時は外部 Vsync信号で、テキス
ト表示モード時は内部生成 Vsync信号でセットされます。 
 
ビット 8 

OSDVF 

説   明 

0 「クリア条件」 （初期値） 

1をリードした後、0ライトしたとき 

1 「セット条件」 

OSDが Vsync信号を検出したとき 

 

ビット7～3：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。0をライトしないでください。 
 

ビット2：OSD表示更新タイミング制御ビット（DTMV） 

DTMVビットは、マスタ RAMからスレーブ RAMへのデータ転送のタイミング及びレジスタ書き
換えによる OSD表示の更新タイミングを選択します。 
 
ビット 2 

DTMV 

説   明 

0 ・LDREQビットを 1ライト後、Vsync信号（OSDV）に関係なくマスタ RAM （初期値） 
からスレーブ RAMにデータ転送します。 

・レジスタ*1を書き換えたタイミングで OSD表示を更新します。 

【注】本設定で転送する場合、OSDは表示させないでください。 

1 ・LDREQビットを 1ライト後、Vsync信号（OSDV）に同期してマスタ RAM 
からスレーブ RAMにデータ転送します。 

・レジスタ*1書き換え後、Vsync信号（OSDV）に同期して OSD表示を更新します。 

【注】 *1 OSD表示を更新するレジスタは、行レジスタ（CLINE）、垂直方向表示位置レジスタ（VPOS）、

水平方向表示位置レジスタ（HPOS）、ビット 13を除く画面制御レジスタ（DCNTL）およびデジタ

ル出力設定レジスタ（DOUT）の RGBC、YCOC、DOBCビットです。 
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ビット1：マスタースレーブRAM転送要求および状態ビット（LDREQ） 

LDREQビットはマスタ RAMからスレーブ RAMへのデータ転送を要求します。 
1をライト後 DTMVビットで選択したタイミングで転送要求を行います。 
リード時、マスタ RAMからスレーブ RAMへの転送状態を表わします。 

【注】  1をライト後、データ転送を中断する場合は 0をライトしてください。ただし、1度データ
転送動作が始まると中断は行えません。 

 

ライト 
ビット 1 

LDREQ 

説   明 

0 マスタ RAMからスレーブ RAMへのデータ転送の中断を要求します。 

1 マスタ RAMからスレーブ RAMへのデータ転送を要求します。 

転送終了後、0にクリアされます。 

リード 
ビット 1 

LDREQ 

説   明 

0 マスタ RAMからスレーブ RAMへデータ転送していません。 （初期値） 

1 マスタ RAMからスレーブ RAMへのデータ転送中、または転送準備中です。 

転送終了後、0にクリアされます。 

 

ビット0：マスタースレーブRAM転送状態ビット（VACS） 

VACSビットはマスタ RAMからスレーブ RAMへデータ転送中に CPUが OSDRAMをアクセスし
た場合、アクセスは無効となり本ビットが 1にセットされます。自動的にクリアされませんので、0
ライトによってクリアしてください。 
 
ビット 0 

VACS 

説   明 

0 データ転送中に CPUが OSDRAMをアクセスしていない （初期値） 

1 データ転送中に CPUが OSDRAMをアクセスしたため、アクセス無効が発生 

 

29.7 デジタル出力 

29.7.1 R、G、B出力 
R、G、B出力は、文字、背景、カーソル等の表示データをドット単位で出力します。 
出力方法は R、G、Bデジタル出力指定ビットで文字のみの出力と文字／縁取り／カーソル／背景

／ボタンのすべての表示データ出力の 2通りから選択できます。このとき、縁取りデータとボタンデ
ータは白相当（R=1、G=1、B=1）と黒相当（R=0、G=0、B=0）が出力されます。 
また、デジタル出力ブリンク制御ビットで R、G、Bのブリンキングする／しないを選択できます。

R、G、B出力はポート 8と機能を兼用しています。設定方法の詳細は「10.9 ポート 8」を参照して
ください。 
スーパーインポーズモード時の文字／カーソル／背景の表示データ出力は、表示データ RAMおよび

画面制御レジスタの設定値が出力され、CVout端子からの出力と異なりますので注意が必要です。 
R、G、B出力例を図 29.12、図 29.13に示します。 
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

0

RAM DOUT

BLNK DOBC RGBC

0
R
G
B

(Low)

(Low)

(Low)

(Low)

(Low)

R
G
B

R
G
B

R
G
B

R
（ブリンク）�

G
（ブリンク）�

B
（ブリンク）�

R
（ブリンク）�

G
（ブリンク）�

B
（ブリンク）�

1

0

0/1

1

0

1

0

1 1

11 1

背景� カーソル� カーソル�文字� 背景�
ボ
タ
ン�

ボ
タ
ン�

エ
ッ
ジ�

エ
ッ
ジ�

出力例1�
　　文字：黄色�(CR=1, CG=1, CB=0)
�カーソル：シアン(KR=0, KG=1, KB=1)
　　背景：緑色�(BR=0, BG=1, BB=0)
　縁取り：なし�(EDGE=0)
　ボタン：有り�(パターン1)

 
図 29.12 RGB出力例（1） 
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0

RAM DOUT

BLNK DOBC RGBC

0
R
G
B

(Low)

(Low)

(Low)

(Low)

(Low)

(Low)

(High)

(Low)

(Low)

(Low)

(Low)

(Low)

R
G
B

R
G
B

R
G
B

R
（ブリンク）�

G
（ブリンク）�

B
（ブリンク）�

R
（ブリンク）�

G
（ブリンク）�

B
（ブリンク）�

1

0

0/1

1

0

1

0

1 1

11 1

背景� カーソル� カーソル�文字� 背景�
ボ
タ
ン�

ボ
タ
ン�

エ
ッ
ジ�

エ
ッ
ジ�

出力例2
　　文字：黄色(CR=1, CG=1, CB=0)
�カーソル：なし(HT/CR=0)
　　背景：緑色(BR=0, BG=1, BB=0)
　縁取り：黒�(EDGE=1, EDGC=0)
　ボタン：なし

 
図 29.13 RGB出力例（2） 

 

29.7.2 YCO、YBO出力 
YCO出力は、文字、縁取りデータをドット単位で出力します。出力方法は YCOデジタル出力指定

ビットで文字のみの出力と文字／縁取りデータの混合出力の 2通りから選択できます。また、デジタ
ル出力ブリンク制御ビットで YCO出力の「ブリンキングする／しない」を選択できます。ただし、
YCOデータ出力指定ビットは縁取りを行わない場合、必ず 0にリセットし縁取りを行う場合、必ず 1
にセットしてください。 
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YBO出力は、文字表示エリアを出力します。表示位置レジスタの水平方向開始位置設定ビットで
設定された開始位置より 32文字分の期間出力されます。この時、スルー文字の期間は文字表示がな
いので出力されません。また、YBO出力はブリンキングしません。 

YCO、YBO出力はポート 8と機能を兼用しています。設定方法の詳細は「10.9 ポート 8」を参照
してください。 

YCO出力例を図 29.14に示します。YBO出力例を図 29.15に示します。 

0

RAM DOUT

BLNK DOBC YCOBC

0

1

0

1

0

1

YCO

YCO

YCO

YCO

YCO
（ブリンク） 

YCO
（ブリンク） 

(Low)

(Low)

0/1

0

1

1

背景 カーソル カーソル 文字 背景 
ボ
タ
ン 

ボ
タ
ン 

エ
ッ
ジ 

エ
ッ
ジ 

出力例 
　　文字：黄色(CR=1, CG=1, CB=0)
 カーソル：なし(HT/CR=0) 
　　背景：緑色(BR=0, BG=1, BB=0)
　縁取り：黒 (EDGE=1, EDGC=0)
 　ボタン：なし

 
図 29.14 YCO出力例 

 

水平方向表示位置�

表示ブロック�

文字表示位置�

スルー文字�

1行目�

YBO

1 2 3 4 5 6 7 29 32....................................................................... .....

 
図 29.15 YBO出力例 
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29.7.3 デジタル出力設定レジスタ（DOUT） 
01

―�

2

R/W

34

R/WR/W

57

DOBC

0

DSEL

0

CRSEL

0

―

1

―

0
―�
�

―�

0
―�R/WR/W

RGBC�

0

YCOC

0

6ビット

初期値
R/W

:

:
:

 
 
デジタル出力設定レジスタはデジタル出力方式の設定を行うレジスタです。 
8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、リセット時、モジュールストップモード時、スリー

プモード時、スタンバイモード時、ウォッチモード時、サブアクティブモード時、サブスリープモー
ド時に H'02に初期化されます。 

RGBC、YCOC、DOBCビットの内容は、OSD表示更新タイミング制御ビットが 1のとき、Vsync
信号（OSDV）に同期して OSD表示に更新されます。 

R、G、B、YCO、YBOはポート 8と機能を兼用しています。設定方法の詳細は「10.9 ポート 8」
を参照してください。 
 

ビット7：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。1をライトしないでください。 
 

ビット6：R、G、Bデジタル出力指定ビット（RGBC） 

RGBCビットは、R、G、Bデジタル出力形式を設定します。 
 
ビット 6 

RGBC 

説   明 

0 文字出力 （初期値） 

1 文字／縁取り／カーソル／背景／ボタンの混合出力 

 

ビット5：YCOデジタル出力指定ビット（YCOC） 

YCOCビットは、YCOデジタル出力形式を設定します。 
縁取りを行わない場合、必ず 0にリセットし縁取りを行う場合、必ず 1にセットしてください。 

 
ビット 5 

YCOC 

説   明 

0 文字出力 （初期値） 

1 文字／縁取りの混合出力 
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ビット4：デジタル出力ブリンク制御ビット（DOBC） 

デジタル出力ブリンク制御ビット（DOBC）は、デジタル出力（YCO、R、G、B）のブリンキング
ON/OFFを設定します。デジタル出力（YBO）はブリンキングしません。 
 

OSDRAM DOUT 

ビット 15 ビット 4 

BLNK DOBC 

説   明 

0 ブリンクしない （初期値） 0 

1 ブリンクしない 

0 ブリンクしない 1 

1 ブリンクする 

 

ビット3：R、G、B、YCO、YBO端子の機能切り替え（DSEL） 

DSELビットはデジタル出力端子を R、G、B、YCO、YBO端子とするか、データスライサ内部モ
ニタ信号端子とするかを選択します。 
 
ビット 3 

DSEL 

説   明 

0 R、G、B、YCO、YBO出力として選択 （初期値） 

1 データスライサのモニタ出力として選択 

R端子＝ビット 2（CRSEL）で選択された信号 

G端子＝CVin2でアナログコンパレートされたスライスデータ信号 

B端子＝データスライサ内で生成されたサンプリングクロック 

YCO端子＝LSI内部で同期化された外部同期 Hsync信号（AFCH） 

YBO端子＝LSI内部で同期化された外部同期 Vsync信号（AFCV） 

 

ビット2：モニタ信号の切り替えビット（CRSEL） 

CRSELビットはクロックランイン検出窓信号を出力するか、スタートビット検出窓信号を出力す
るかを選択します。本ビットは DSELを 1に設定して、データスライサ内部モニタ信号出力としたと
きに有効になります。 
 
ビット 2 

CRSEL 

説   明 

0 クロックランイン検出窓信号を出力 （初期値） 

1 スタートビット検出窓信号を出力 

 
スライスデータ、サンプリングクロックに関しては、「28.2.2 データスライサのスライスライン

指定レジスタ 1～4」、クロックランイン検出窓信号、スタートビット検出窓信号、外部同期 Hsync
信号（AFCH）、外部同期 Vsync信号（AFCV）に関しては、「27. OSD／データスライサ用同期分
離回路」を参照してください。 
 

ビット1：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット0：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。1をライトしないでください。 
 

29.7.4 モジュールストップコントロールレジスタ（MTSTPCR） 

7

1

R/W

MSTP
15

MSTP
14

MSTP
13

MSTP
12

MSTP
11

MSTP
10

MSTP
9

MSTP
8

MSTP
7

MSTP
6

MSTP
5

MSTP
4

MSTP
3

MSTP
2

MSTP
1

MSTP
0

6

1

R/W

5 4

1

R/W

MSTPCRH MSTPCRL

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

0

1

R/W

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 

MSTPCRは 8ビットのリード／ライト可能な 2本のレジスタで、モジュールストップモードの制
御を行います。 

MSTP0ビットに 0をライトすると、OSDモジュールの動作が開始します。 
MTSP0ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で OSDモジュールの動作を停止して

モジュールストップモードへ遷移します。このとき、CVout出力、デジタル出力も停止します。本ビ
ットを 0ライトする前にMSTP9ビットを 0にして、同期分離回路の動作を開始してください。 
モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはできません。ただし、文字データ

ROM（OSDROM）、表示データ RAM（OSDRAM）はリード／ライト可能です。 
詳細は、「4.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

 

ビット0：モジュールストップ（MTSP0） 

OSDモジュールのモジュールストップモードを設定します。 
 
ビット 0 

MSTP0 

説   明 

0 OSDモジュールのモジュールストップモード解除 

1 OSDモジュールのモジュールストップモード設定 （初期値） 
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29.8 OSDフォント作成時の注意点 

29.8.1 フォント作成時の注意点 1（フォント幅） 
OSD表示は、フォント中の 1ドット幅の縦線および斜め線が、H並び（0.5Hのズレ）の関係から

細く見えることがあります。表示フォントは大きめのドットで作成することを推奨します。 
 

29.8.2 フォント作成時の注意点 2（縁取り） 
縁取りは、X方向には表示枠を越えて縁取りを行いますが、Y方向には表示枠を越えて縁取りを行

わないので、注意が必要です。左右にスルー表示（H'000）が隣接する場合は表示枠外の縁取りを行
い、また、表示行の 1文字目や 32文字目の文字は表示枠外の縁取りを行わないので注意が必要です。 
表示枠を越えた縁取りの例を図 29.16、29.17、29.18に示します。 

 

X方向 

Y
方
向 

12ドット 

文字 

縁取り 

18
ドット 

 
図 29.16 表示枠を越えた縁取り（例） 
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12ドット スルー表示 

文字 

縁取り 

18
ドット 

 
図 29.17 スルー表示と隣接する縁取り（例） 

 

12ドット 

（a）1文字目 （b）32文字目 

12ドット 

文字 

縁取り 
 

図 29.18 行の表示開始および最終番地の文字例 
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29.8.3 フォント作成時の注意点 3（ブリンキング） 
ブリンキングは、指定された表示枠内のみ間欠表示を行います。ブリンキングを必要とする場合は、

X方向の 1ドット目と 12ドット目にフォントを設定することは避けてください。 
表示枠を越えた縁取り文字のブリンキング例を図 29.19に示します。 

 

12ドット 
X方向 

Y
方
向 

12ドット 

18
ドット 

文字 

縁取り 
 

図 29.19 表示枠を越えた縁取りのブリンク（例） 
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29.8.4 フォント作成時の注意点 4（ボタン） 
ボタンは文字表示エリア内の最外周をボタンパターンに置き換えます。このときボタンパターンは

フォントおよび縁取りに優先して表示されますので注意が必要です。 
フォントおよび縁取りに優先したボタン例を図 29.20に示します。 

 

12ドット 

ボタン：白 

ボタン：白 

ボタン：黒 

ボタン：黒 

12ドット 

18
ドット 

文字 

縁取り 
 

図 29.20 フォントおよび縁取りに優先したボタン（例） 
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29.9 OSD用発振器と AFC、ドットクロック 
OSDを使用するためには、同期信号と 4/2fscクロックが必要です。 

 

29.9.1 同期信号 
テキスト表示モードでは、同期信号は 4/2fscクロックまたは AFC基準クロックから作られる内部

生成同期信号で動作します。スーパーインポーズモードでは同期信号は 
（1） 複合ビデオ信号（CVin2）から同期分離回路で分離された水平／垂直同期信号 
（2） 複合同期信号（Csync）から同期分離回路で分離された水平／垂直同期信号 
（3） Hsync、Vsyncから分離入力された水平／垂直同期信号 
の三種類から選択できます。詳細は「27. OSD／データスライサ用同期分離回路」を参照してく

ださい。 
 

29.9.2 AFC回路 
AFC回路は、VTR通常再生時の水平同期信号（Hsync）の「揺れ」を平均化し、OSD表示のジッ

タを低減します。また AFC回路はドットクロックを生成しますので、外付け回路を必ず接続してく
ださい。詳細は「27.3.6 AFC（Automatic Frequency Control）回路」を参照してください。 
 

29.9.3 ドットクロック 
ドットクロックは OSD表示の X方向（横方向）表示用クロックで、同期分離回路の DOTCKSLビ

ットにより、AFC回路からの基準クロックと 4/2fscinからの 4/2fscクロックから選択可能です。 
（1） AFC回路からの基準クロック 

AFC回路から生成するドットクロックは、水平同期信号に同期した576倍（576×fh）、また
は448倍（448×fh）のクロックです。画面に表示されるOSD表示の水平方向の1ドットの大き
さはドットクロック1周期です。したがって、同期分離回路のFRQSELビットを書き換えて、
576×fh、または448×fhのどちらかを選択することで、1ドットの大きさを調整することがで
きます。ドットクロックの周期はスーパーインポーズモード、テキスト表示モードとも同じ
です。またインタレース、ノンインタレースにかかわらず一定です。テレビ方式によって若
干変わります。テレビ方式とドットクロック周期の対応を表29.6に示します。 

表 29.6 ドットクロック周期 
ドットクロック方式（基準クロックの周波数選択） テレビ方式 

576×fh 448×fh 

M/NTSC 
4.43NTSC 

M/PAL 
N/PAL 

110ns 
（9.06MHz） 

142ns 
（7.06MHz） 

B、G、H/PAL 
I/PAL 

D、K/PAL 
SECAM 

111ns 

（9.00MHz） 
143ns 

（7.00MHz） 
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（2） 4/2fscクロック 
4/2fscクロックから生成するドットクロックは、4/2fscin端子から入力されるクロックをその
ままドットクロックとして使用します。よって、4fscの周波数を入力した場合、OSD表示の
横方向は小さくなります。4/2fscクロックを使用する場合、OSDはテキスト表示モードで使用
してください。スーパーインポーズで使用する場合、文字揺れの原因となります。 

29.9.4 4/2fsc 
（1） 4/2fsc発振器 

4/2fsc発振器は、テキスト表示モードでの色信号生成の他に、内部同期信号を生成します。水
晶発振子の接続と、外部クロックの入力が可能です。4/2fscの周波数はテレビ方式に合致した
適切な周波数を入力してください。周波数が適切でない場合および4/2fscが入力されない場合
のOSD動作は保証されません。 
周波数の偏差は温度特性も含めて、±30ppm以下になるように定数を決めてください。 
水晶発振子の接続例を図29.21に、外部クロックの入力方法の例を図29.22に示します。 

 

低消費電力�
モード制御�

【注】Rf=1MΩtyp
　　　Xtal= テレビ方式に合致した周波数を�
　　　　　 入力してください。�
           C1, C2は、周波数の偏差が温度特性を含めて、�
　　　±30ppm以下になるように決定してください。�

4/2fsc in

Rf Xtal

C2

C1

 
図 29.21 4/2fsc水晶発振子の接続例 

 



29. OSD（On Screen Display） 

Rev.2.00 2006.1.11   29-47 
RJJ09B0303-0200 

 

低消費電力�
モード制御�

外部クロック�
Duty : 47～53%

4/2fsc in

CR

(OPEN)

外部クロックの振幅が�
1VP-P以上の場合はCと�
直列に抵抗を挿入して�
ください。�

C=1000pF typ

 
図 29.22 4/2fsc外部クロックの入力例 

 
（2） 2fsc入力時のOSD表示色についてNTSCの場合、表示できない色相があります。また、PALの

場合、交播を利用して表示しているため、色にじみ、揺れなどが発生する場合があります。
表29.7を参照してください。 
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表 29.7 2fsc使用時の OSD表示色 
文字、カーソル 
背景の色設定 

NTSC PAL* RGB 
デジタル出力 

黄 
（同相） 

黄 
（同相） 

黄 
（3π/2、－π/2） 

黄 

シアン 
（3π/2） 

シアン 
（3π/2） 

シアン 
（π、0） 

シアン 

緑 
（7π/4） 

設定不可 緑 
（－π/2、0） 

緑 

マゼンタ 
（3π/4） 

設定不可 マゼンタ 
（＋π/2、－π） 

マゼンタ 

赤 
（π/2） 

赤 
（π/2） 

赤 
（＋π/2、－π/2） 

赤 

青 
（π） 

青 
（π） 

青 
（π/2、－3π/2） 

青 

白 
 

白 
 

白 
 

白 
 

黒 
 

黒 
 

黒 
 

黒 
 

【注】 * PALのカラーバースト位相角は、4fsc入力では±π/4radのところ、2fscでは 0radと－π/2radと

なるため設定色と異なる色相が出力される場合があります。 

 

29.10 CPU動作モードにおける OSD動作 
表 29.8に CPUの各動作モードにおける、OSDの CVout端子を示します。 
低消費電力モード移行時にレジスタは初期化されますので、アクティブモード復帰時はレジスタの

設定を行ってください。 

表 29.8 CPU動作モードにおける OSD動作 
モード モジュールストップビット DISPMビット CVout端子 

リセット 1 0 出力 off 

0 クロマスルー＋OSD表示 アクティブ 0 

1 テキスト表示 

モジュールストップ 1 0 出力 off 

スリープ 
スタンバイ 
ウォッチ 

サブアクティブ 
サブスリープ 

保持 0 出力 off 
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29.11 文字データ ROM（OSDROM）の CPUアクセス 
文字データ ROMはユーザ ROMの一部として CPUアクセスが可能です。CPUからのアクセスは

画面制御レジスタの OSDONビットを 0にクリアし、OSDの表示回路を停止している状態で、STCR
レジスタの OSROMEビットを 1にすることでアクセスが可能になります。アクセスする際、OSDの
モジュールストップモードに関係なく CPUからアクセスが可能です。 

OSD表示中に、OSROMEビットを 1にセットした場合の CPUアクセスは保証されません。 
OSDONビットは「29.5.9 画面制御レジスタ（DCNTL）」を参照してください。 

 

29.11.1 シリアルタイマコントロールレジスタ（STCR） 
7

―

0

―�

6

IICX1

0

R/W

5

IICX0

0

R/W

4

―

0

―�

3

FLSHE

0

R/W

2

OSROME

0

R/W

0

―

0

―�

1

―

0

―�

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット2：OSD ROMイネーブル（OSROME） 

OSD用文字データ ROM（OSD ROM）のアクセスを制御します。1にセットすると CPUからのア
クセスが有効になり、OSDモジュールからのアクセスが無効となります。0にクリアすると CPUか
らのアクセスは無効となり、OSDモジュールからのアクセスが有効になります。 

F-ZTAT版では OSD ROMへの書き込み、消去を行う場合にあらかじめ 1にセットしてください。 
 
【注】  OSDの表示中に CPUから OSD ROMをアクセスすることはできません。CPUによるアク

セスを行う場合は必ず画面制御レジスタのOSDONビットが 0の状態でOSROMEビットを
1にセットしてください。 

  OSDの表示中に OSROMEビットを 1にセットした場合のリードデータは保証されません。 
 

ビット 2 説   明 

OSROME  

0 OSD ROMの OSDによるアクセスが有効 （初期値） 

1 OSD ROMの CPUによるアクセスが有効 
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30. 電源回路 

30.1 概要 
本 LSIには内部電源降圧回路が内蔵されています。この内部電源降圧回路を使用することにより、

外部 Vcc端子に接続された電源電圧に依存することなく、内部電源を約 3.0V一定に固定することが
できます。このため外部電源を 3.0V以上で使用した場合に消費される電流値は約 3.0Vで使用した場
合とほぼ同一の低電流に抑えることができます。 
 

30.2 内部電源降圧回路について 
図 30.1に示すように、Vcc端子に外部電源を接続し、VCLと Vss間に約 0.1µFの容量を接続して

ください。この外部回路を付加するだけで内部降圧回路が有効になります。 
 
【注】 1. 外部回路のインタフェースは Vccに接続されている外部電源電圧と Vssに接続されてい

る GND電位が基準となります。例えば、ポートの入出力レベルは Hが Vccレベル基準、
Lが Vssレベル基準となります。 

 2. A/D変換器、サーボ、OSDのアナログ電源は内部降圧の影響は受けません。 
 

安定化容量�
（約0.1µF）�

VCL

内部�
ロジック�

内部電源�

降圧回路�

VCC＝4.0～5.5V
VCC

VSS

 
図 30.1 内部電源降圧回路を使用する場合の電源接続図 

 



30. 電源回路 

Rev.2.00 2006.1.11   30-2 
RJJ09B0303-0200 

 

 



 

Rev.2.00 2006.1.11   31-1 
RJJ09B0303-0200 

 

31. 電気的特性 

31.1 絶対最大定格 
絶対最大定格を表 31.1に示します。 

表 31.1 絶対最大定格 
項目 記号 定格値 単位 

電源電圧 Vcc –0.3～+7.0 V 

入力電圧（ポート 0を除く） Vin –0.3～Vcc+0.3 V 

入力電圧（ポート 0） Vin –0.3～AVcc+0.3 V 

A/D変換器電源電圧 AVcc –0.3～+7.0 V 

A/D変換器入力電圧 AVin –0.3～AVcc+0.3 V 

サーボ電源電圧 SVcc –0.3～+7.0 V 

サーボアンプ入力電圧 Vin –0.3～SVcc+0.3 V 

OSD電源電圧 OVcc –0.3～+7.0 V 

動作温度 Topr –20～+75 ℃ 

動作温度（FLASHメモリ書き込み/ 
消去時） 

Topr 0～+75 ℃ 

保存温度 Tstr –55～+125 ℃ 

【注】 1. 絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。また、通常動作

では「電気的特性」の条件で使用することが望ましく、この条件を超えると LSIの誤動作の原因と

なるとともに、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 

 2. すべての電圧は、Vss=SVss=OVss=AVss=0.0Vを基準とした値です。 
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31.2 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、
HD6432196Rの電気的特性 

31.2.1 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rの
DC特性 

表 31.2 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rの DC特性 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V*1、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

MD0 Vcc=2.5～5.5V 0.9Vcc — Vcc+0.3

 0.8Vcc — Vcc+0.3RES、IC、IRQ0～
IRQ5、SYNCI Vcc=2.5～5.5V 0.9Vcc — Vcc+0.3

SCK1、SI1、FTIA、
FTIB、FTIC、FTID、
RPTRG、TMBI、
ADTRG 

 0.8Vcc — Vcc+0.3

OSC1  Vcc–0.5 — Vcc+0.3

 0.7Vcc — Vcc+0.3P00～P07、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87 

Vcc=2.5～5.5V 0.8Vcc — Vcc+0.3

入力 High 
レベル 

VIH 

Csync  0.7Vcc — Vcc+0.3

V  

MD0 Vcc=2.5～5.5V –0.3 — 0.1Vcc

 –0.3 — 0.2VccRES、IC、IRQ0～
IRQ5、SYNCI Vcc=2.5～5.5V –0.3 — 0.1Vcc

SCK1、SI1、FTIA、
FTIB、FTIC、FTID、
RPTRG、TMBI、
ADTRG 

 –0.3 — 0.2Vcc

OSC1  –0.3 — 0.5 

 

 –0.3 — 0.3VccP00～P07、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87 

Vcc=2.5～5.5V –0.3 — 0.2Vcc

入力 Low 
レベル 

VIL 

Csync  –0.3 — 0.2Vcc

V 
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規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

–IOH=1.0 mA Vcc–1.0 — — V  

–IOH=0.5mA — Vcc–0.5 — V 参考値 

出力 High 
レベル 

VOH SO1、SCK1、
PWM0、PWM1、
PWM2、PWM3、
PWM14、BUZZ、
TMO、TMOW、
FTOA、FTOB、
PPG0～PPG7、
RP0～RP7、 
RP8～RPB、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87、 
SV1、SV2、R、G、
B、YCO、YBO 

–IOH=0.1mA 
Vcc=2.5～5.5V 

Vcc–0.5 — — V  

IOL=1.6mA — — 0.6 V  SO1、SCK1、
PWM0、PWM1、
PWM2、PWM3、
PWM14、BUZZ、
TMO、TMOW、
FTOA、FTOB、
PPG0～PPG7、
RP0～RP7、 
RP8～RPB、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P70～P77、 
P80～P87 
SV1、SV2、R、G、
B、YCO、YBO 

IOL=0.4mA 
Vcc=2.5～5.5V 

— — 0.4 V  

IOL=20mA — — 1.7 V  

IOL=1.6mA — — 0.6 V  

出力 Low 
レベル 

VOL 

P60～P67 

IOL=0.4mA 
Vcc=2.5～5.5V 

— — 0.4 V  
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規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

MD0 Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

RES、IRQ0～
IRQ5、IC 

Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

SCK1、SI1、SDA0、
SCL0、SDA1、
SCL1、FTIA、FTIB、
FTIC、FTID、TRIG、
TMBI、ADTRG 

Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

OSC1 Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

 

P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87 

Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

入出力リーク
電流 

| IIL | 

P00～P07、 
AN8～ANB 

Vin= 
0.5～AVcc–0.5V 

— — 1.0 

µA 

 

プルアップ
MOS電流 

–Ip P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37 

Vcc=5.0V、Vin=0V 50 — 300 µA *2 

電源端子 P23、
P24、P25、P26お
よびアナログ系端
子を除く 

fin=1MHz、Vin=0V、
Ta=25℃ 

— — 15 pF  入力容量 Cin 

P23、P24、P25、
P26 

fin=1MHz、Vin=0V、
Ta=25℃ 

— — 20 pF  

Vcc=5V、
fOSC=10MHz、 
高速モード 

— 40 50 mA *3 *4 アクティブ 
モード CPU 
動作時消費 
電流 

IOPE Vcc 

Vcc=5V、
fOSC=10MHz、 
中速モード（1/64）

— 25 — mA 参考値 *4 

アクティブモ
ードリセット
時消費電流 

IRES Vcc Vcc=5V、
fOSC=10MHz 

— 12 15 mA *3 *4 

スリープモー
ド消費電流 

ISLEEP Vcc Vcc=5V、
fOSC=10MHz、 
高速モード 

— 15 20 mA *3 *4 

Vcc=2.5V、32kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/2）

— 90 150 *3 *4 サブアクティ
ブモード消費
電流 

ISUB Vcc 

Vcc=2.5V、32 kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/8）

— 40 — 

µA 

参考値 *3 *4 
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規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

Vcc=2.5V、32 kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/2）

— 30 50 *3 *4 サブスリープ
モード消費電
流 

ISUBSLP Vcc 

Vcc=2.5V、32 kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/8）

— 20 — 

µA 

参考値 *3 *4 

Vcc=2.5V、32kHz
水晶発振子使用時

— 6 12 µA *3 *4 ウォッチ 
モード消費 
電流 

IWATCH Vcc 

Vcc=5.0V、32kHz
水晶発振子使用時

— 12 — µA 参考値 *3 *4 

スタンバイ 
モード消費 
電流 

ISTBY Vcc X1=VCL、32kHz
水晶発振子未使用
時 

— — 10 µA *3 *4 

スタンバイ 
モード時 RAM
保持電圧 

VSTBY   2.0   V  

【注】 *1 A/D変換器を使用しない場合でも、AVcc、AVssは開放にしないでください。 

 *2 プルアップMOSセレクトレジスタ（PUR1～PUR3）の該当ビットを 1に設定した場合の電流値で

す。 

 *3 プルアップMOSや出力バッファに流れる電流は除きます。 

 *4 SVcc、OVccに流れる電流は除きます。 

 

表 31.3 消費電流測定時の端子状態 
モード RES端子 内部状態 各端子 発振端子 

アクティブモード 
高速、中速 

Vcc 動作 Vcc 

スリープモード 
高速、中速 

Vcc CPU、サーボ部、OSD部の
み停止 

Vcc 

リセット Vss リセット Vcc 

スタンバイモード Vcc すべて停止 Vcc 

メインクロック：水晶発振子 
サブクロック：X1端子=VCL 

サブアクティブモード Vcc CPU、タイマ Aのみ動作 Vcc 

サブスリープモード Vcc タイマ Aのみ動作 Vcc 

ウォッチモード Vcc タイマ Aのみ動作 Vcc 

メインクロック：水晶発振子 
サブクロック：水晶発振子 
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表 31.4 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rのバス駆動特性 
条件：Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

対象端子：SCL0、SCL1、SDA0、SDA1 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

VT

– 0.2Vcc — — V  

VT

+ — — 0.7Vcc V  

シュミット 
トリガ 
入力電圧 

VT

+ 
-VT

– 

SCL0、SDA0、
SCL1、SDA1 

 

0.05Vcc — — V  

入力 High 
レベル電圧 

VIH SCL0、SDA0、
SCL1、SDA1 

 0.7Vcc — Vcc+0.5 V  

入力 Low 
レベル電圧 

VIL SCL0、SDA0、
SCL1、SDA1 

 –0.5 — 0.2Vcc V  

IOL=8mA — — 0.5  出力 Low 
レベル電圧 

VOL SCL0、SDA0、
SCL1、SDA1 IOL=3mA — — 0.4 

V 

 

SCL、SDA 
出力立ち 
下がり時間 

tof SCL0、SDA0、
SCL1、SDA1 

 20+ 
0.1Cb

— 250 ns  

 

31.2.2 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rの出
力許容電流 

デジタル系の端子について規定します。 

表 31.5 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rの出力許容電流 
条件：Vcc=2.5～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

項目 記号 規格値 単位 注記 

許容入力電流（LSIへの流入） IO 2 mA 1 

許容入力電流（LSIへの流入） IO 22 mA 2 

許容入力電流（LSIへの流入） IO 10 mA 3 

許容出力電流（LSIからの流出） –IO 2 mA 4 

許容総入力電流（LSIへの流入） ΣIO 80 mA 5 

許容総出力電流（LSIからの流出） –ΣIO 50 mA 6 

【注】 1. 許容入力電流とは、各入出力端子から Vssへ流し込める電流の最大値です。ポート 6、SCL0、SDA0、

SCL1、SDA1を除く。 

 2. 許容入力電流とは、各入出力端子から Vssへ流し込める電流の最大値です。ポート 6に適用します。 

 3. 許容入力電流とは、各入出力端子から Vssへ流し込める電流の最大値です。SCL0、SDA0、SCL1、

SDA1に適用します。 

 4. 許容出力電流とは、Vccから各入出力端子へ流し出せる電流の最大値です。 

 5. 許容総入力電流とは、同時に全入出力端子から Vssへ流し込める電流の総和です。 

 6. 許容総出力電流とは、Vccから全入出力端子へ流し出せる電流の総和です。 
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31.2.3 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rの
AC特性 

表 31.6 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rの AC特性 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃、 

ただし、OVcc=SVcc=4.75～5.25V 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 図 

クロック発振
周波数 

fOSC OSC1、OSC2  8 — 10 MHz  

クロックサイ
クル時間 

tcyc OSC1、OSC2  100 — 125 ns 図 31.1 

サブクロック
発振周波数 

fX X1、X2 Vcc=2.5～5.5V — 32.768 — kHz  

サブクロック
サイクル時間 

tsubcyc X1、X2 Vcc=2.5～5.5V — 30.518 — µs  

OSC1、OSC2 水晶発振子 — — 10 ms  発振安定時間 trc 

X1、X2 32kHz水晶発振子
（Vcc=2.5～5.5V）

— — 2 s  

外部クロック
Highレベル幅 

tCPH OSC1  40 — — ns 

外部クロック
Lowレベル幅 

tCPL OSC1  40 — — ns 

外部クロック
立ち上がり時
間 

tCPr OSC1  — — 10 ns 

外部クロック
立ち下がり時
間 

tCPf OSC1  — — 10 ns 

図 31.1 

外部クロック
安定遅延時間 

tDEXT OSC1  500 — — µs 図 31.2 

RES端子 Low
レベル幅 

tREL RES Vcc=2.5V～5.5V 20 — — tcyc 図 31.3 

入力端子 High
レベル幅 

tIH IRQ0～IRQ5、
IC、ADTRG、
TMBI、FTIA、
FTIB、FTIC、
FTID、RPTRIG

Vcc=2.5V～5.5V 2 — — tcyc 
tsubcyc 

図 31.4 

入力端子 Low
レベル幅 

tIL IRQ0～IRQ5、
IC、ADTRG、
TMBI、FTIA、
FTIB、FTIC、
FTID、RPTRIG

Vcc=2.5V～5.5V 2 — — tcyc 
tsubcyc 

図 31.4 
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tcyc

tCPH

VIL

VIH
OSC1

tCPL

tCPftCPr
 

図 31.1 システムクロックタイミング 

 

Vcc

OSC1

tDEXT*

φ（内部）�

4.0V

* tDEXTは 端子Lowレベル幅20tcycを含みます。
 

図 31.2 外部クロック安定遅延時間タイミング 

 

VIL

tREL

 
図 31.3 リセット入力タイミング 
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tIL tIH

VIH
～ 、

、 、�
TMBI、FTIA、�
FTIB、FTIC、�
FTID、RPTRIG

VIL

 
図 31.4 入力タイミング 

 

31.2.4 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rのシ
リアルインタフェースタイミング 

表 31.7 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rのシリアルインタフェースタ
イミング  

条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 図 

調歩同期 4 — — 入力クロックサイクル tscyc SCK1 

クロック同期 6 — — 

tcyc 

入力クロックパルス幅 tSCKW SCK1  0.4 — 0.6 tscyc 

入力クロック立ち上がり
時間 

tSCKr SCK1  — — 1.5 tcyc 

入力クロック立ち下がり
時間 

tSCKf SCK1  — — 1.5 tcyc 

図 31.5 

送信データ遅延時間 
（クロック同期） 

tTXD SO1  — — 100 ns 

受信データセットアップ
時間（クロック同期） 

tRXS SI1  100 — — ns 

受信データホールド時間
（クロック同期） 

tRXH SI1  100 — — ns 

図 31.6 

 

tSCKftSCKr

VILまたはVOL

VIHまたはVOH
SCK1

tSCKW tscyc

 
図 31.5 SCK1クロックタイミング 
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VIL

VIH

tTXD

SCK1

SO1

SI1

tRXS tRXH

 
図 31.6 SCI入出力タイミング/クロック同期式モード 

 

LSI出力端子�

タイミング参照レベル�
VOH: 2.0V
VOL: 0.8V

30pF 12kΩ�

2.4kΩ�

Vcc

 
図 31.7 出力負荷条件 
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表 31.8 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rの I2Cバスインタフェースタ
イミング  

条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 測定条件 

Min Typ Max 

単位 図 

SCL入力サイクル時間 tSCL  12 — — tcyc 

SCL入力 Highパルス幅 tSCLH  3 — — tcyc 

SCL入力 Lowパルス幅 tSCLL  5 — — tcyc 

SCL、SDA入力立ち上がり
時間 

tsr  — — 7.5 * tcyc 

SCL、SDA入力立ち下がり
時間 

tsf  — — 300 ns 

SCL、SDA入力 
スパイクパルス除去時間 

tsp  — — 1  tcyc 

SDA入力バスフリー時間 tBUF  5 — — tcyc 

開始条件入力ホールド時間 tSTAH  3 — — tcyc 

再送開始条件入力セットア
ップ時間 

tSTAS  3 — — tcyc 

停止条件入力セットアップ
時間 

tSTOS  3 — — tcyc 

データ入力セットアップ時
間 

tSDAS  0.5  — — tcyc 

データ入力ホールド時間 tSDAH  0 — — ns 

SCL、SDAの容量負荷 Cb  — — 400 pF 

図 31.8 

【注】 * I2Cモジュールで使用するクロックの選択により、17.5 tcycとすることが可能です。 

 

tSTAH

tSCLL
tSr

tSDAHtSCL

tSCLH

tBUF

tSf

tSTAS
tSP tSTOS

tSDAS

VIL

VIH
SDA

SCL

P* S* Sr* P*

【注】 * S、P、Srはそれぞれ以下の条件を示します。
S：開始条件
P：停止条件
Sr：再送「開始」条件

 
図 31.8 I2Cバスインタフェース入出力タイミング 
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31.2.5 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rの
A/D変換器特性 

表 31.9 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rの A/D変換器特性 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss= AVss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注 

アナログ 
電源電圧 

AVcc AVcc  Vcc–0.3 Vcc Vcc+0.3 V 

アナログ 
入力電圧 

AVIN AN0～AN7、
AN8～ANB 

 AVss — AVcc V 

AICC AVcc AVcc=5.0V — — 2.0 mA アナログ 
電源電流 AISTOP AVcc Vcc=2.5～5.5V 

リセットおよび 
低消費電力モード時

— — 10 µA 

アナログ 
入力容量 

CAIN AN0～AN7、
AN8～ANB 

 — — 30 pF 

 

許容信号源 
インピーダンス 

RAIN AN0～AN7、
AN8～ANB 

 — — 10 kΩ 

分解能    — — 10 ビット 

 

Vcc=AVcc=5.0V — — ±4 LSB  絶対精度   

Vcc=AVcc=4.0～5.5V — ±4 — LSB 参考値 

変換時間    13.4 — 26.6 µs  

【注】 A/D変換器を使用しない場合も AVcc、AVss端子は開放にしないでください。AVcc=Vcc、AVss=Vssと

してください。 
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31.2.6 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rのサ
ーボ部電気的特性 

表 31.10 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rのサーボ部電気的特性 
条件：特記ない場合は、Vcc=SVcc=5.0V、Vss=SVss=0.0V、Ta=25℃ 参考値 

参考値 単位 注 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max   

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

32.0 34.0 36.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

34.5 36.5 38.5 

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

37.0 39.0 41.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

39.5 41.5 43.5 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

42.0 44.0 46.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

44.5 46.5 48.5 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

47.0 49.0 51.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

49.5 51.5 53.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

52.0 54.0 56.0 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

54.5 56.5 58.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

57.0 59.0 61.0 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

59.5 61.5 63.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

62.0 64.0 66.0 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

64.5 66.5 68.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

67.0 69.0 71.0 

dB  PB-CTL入力アンプ
電圧利得 

 CTL (+) 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

69.5 71.5 73.5   

V+TH AC結合、C=0.1µF Typ (non pol) — 250 — PB-CTLシュミット
入力 V–TH 

CTLSMT (i)

AC結合、C=0.1µF Typ (non pol) — –250 — 

mVp 

アナログスイッチ
ON抵抗 

REB CTLFB  — 150 — Ω 

CTL (+) 直列抵抗＝0Ω — 12 — REC-CTL出力電流 ICTL 

CTL (–)  — 12 — 

mA 
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参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注 

REC-CTL端子間抵
抗 

RCTL   — 10 — kΩ 

CTLリファレンス
出力電圧 

 CTLREF  — 1/2 
SVcc

— V 

 

CFG端子バイアス
電圧 

 CFG  — 1/2 
SVcc

— V  

CFG入力レベル  CFG AC結合、C=1µF Typ、
f=1kHz 

1.0 — — Vpp  

CFGデジタル入力
Highレベル 

VIH CFG デジタル信号入力方
式選択時 
（CFGCOMP=1） 

0.8Vcc — Vcc+0.3 V  

CFGデジタル入力 VIL CFG デジタル信号入力方
式選択時 
（CFGCOMP=1） 

－0.3 — 0.2Vcc V  

CFG入力インピー
ダンス 

 CFG  — 10 — kΩ  

V+THCF 立ち上がりしきい値
レベル 

— 2.25 — CFG入力しきい値 

V–THCF

CFG 

立ち下がりしきい値
レベル 

— 2.75 — 

V  

V+THDF 立ち上がりエッジシ
ュミットレベル 

— 1.95 — DFGシュミット 
入力 

V–THDF

DFG 

立ち下がりエッジシ
ュミットレベル 

— 1.85 — 

V  

V+THDP 立ち上がりエッジシ
ュミットレベル 

— 3.55 — DPGシュミット 
入力 

V–THDP

DPG 

立ち下がりエッジシ
ュミットレベル 

— 3.45 — 

V  

VOH –IOH=0.1mA 4.0 — — 

VOM 無負荷、Hiz=1 — 2.5 — 

3値出力レベル 

VOL 

Vpulse 

IOL=0.1mA —  1.0 

V  

3値出力端子分圧 
抵抗 

 Vpulse  — 15 — kΩ  

デジタル入力 High
レベル 

VIH  0.8Vcc — Vcc+0.3 

デジタル入力 Low
レベル 

VIL 

COMP、
EXCTL、
EXCAP、
EXTTRG 

 –0.3 — 0.2Vcc 

V  

デジタル出力 High
レベル 

VOH –IOH=1mA Vcc–1.0 — — 

デジタル出力 Low
レベル 

VOL 

H. AmpSW、 
C. Rotary、
VIDEOFF、
AUDIOFF、
DRMPWM、
CAPPWM、
SV1、SV2 

IOL=1.6mA — — 0.6 

V  

消費電流 ICCSV SVcc 無負荷時 — 5 10 mA  

CFG Duty  CFG AC結合、C=1µF Typ、
f=1kHz 

48 — 52 ％  



31. 電気的特性 

Rev.2.00 2006.1.11   31-15 
RJJ09B0303-0200 

 

31.2.7 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196Rの
OSD部電気的特性 

表 31.11 HD6432199R、HD6432198R、HD6432197R、HD6432196RのOSD部電気的特性 参考値 
条件：特記なき場合は、Vcc=OVcc=5.0V、Vss=OVss=0.0V、Ta=25℃ 

参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

複合ビデオ入力電圧 VCVIN CVin1 
CVin2 

—  2  Vpp  

VCL1 CVin1 — 1.2 1.4 1.6  クランプ電圧 

VCL2 CVin2 — 1.8 2 2.2 

V 

 

C.Video利得 GCVC CVin1 
CVout 

クロマスルー時
f=3.58MHz 
VIN=500mVpp

–3 –2 0 dB  

ベデスタルバイアス VPED   45  IRE *1 

カラーバーストバイアス VBST   40  IRE *1 

VBL1   10  IRE 

VBL2   30   

VBL3   50   

背景 
バイアス 

黒、青、緑、シアン、
赤、マゼンタ、黄、
白 

VBL4   70   

*2 

VKBL1   0  IRE *2 黒 

VKBL2   25    

VKOL1   25    青、緑、シアン、赤、
マゼンタ、黄 VKOL2   45    

VKCL1   45    

カーソル 
バイアス 

白 

VKCL2   55    

VCBL1   0  IRE *2 

VCBL2   10    

VCBL3   20    

黒 

VCBL4   30    

VCOL1   25    

VCOL2   45    

VCOL3   55    

青、緑、シアン、赤、
マゼンタ、黄 

VCOL4   65    

VCCL1   45    

VCCL2   70    

VCCL3   80    

文字 
バイアス 

白 

VCCL4   90    

VEDG1   0  IRE *2 縁取り輝度レベル 

VEDG2   90  IRE  

VBTN1   15  IRE *2 ボタン輝度レベル 

VBTN2   75    

カラーバースト彩度幅 VBSTA 

CVout 

  40  IRE  
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参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

VCRA1   60  IRE  クロマ振
幅（背景、
カーソル
文字） 

青、緑、シアン、赤、
マゼンタ、黄 VCRA2 

CVout 

  80    

カラーバースト φBSTN    ０  rad *3 

青 φBLUN    π    

緑 φGRNN    ７π/４    

シアン φCYNN    ３π/2    

赤 φREDN    π/2    

マゼンタ φMZTN    3π/4    

クロマ 
位相角
(背景、カ
ーソル文
字) 

(NTSC) 

黄 φYETN    0    

カラーバースト φBSTP    ±π/4  rad *3 

青 φBLUP    ±π    

緑 φGRNP    ±7π/4    

シアン φCYNP    ±3π/2    

赤 φREDP    ±π/2    

マゼンタ φMZTP    ±3π/4    

クロマ 
位相角
(背景、カ
ーソル文
字) 

(PAL) 

黄 φYELP    0    

CCMP1 － 5 － 

CCMP2 － 10 － 

CCMP3 － 15 － 

Csync分離コンパレータ 

CCMP4 

CVin2  

－ 20 － 

IRE *1 

ECMP1 － 0 － 

ECMP2 － 5 － 

ECMP3 － 15 － 

ECMP4 － 20 － 

ECMP5 － 25 － 

ECMP6 － 35 － 

EDS分離コンパレータ 

ECMP7 

CVin2  

－ 40 － 

IRE *2 

ViH⊥ 0.85OVcc － OVcc+0.3 V 入力 Highレベル 

ViHT 

Csync/Hsync
VLPF/Vsync 

 

0.7OVcc － OVcc+0.3 V 

 

ViL⊥ －0.3 － 0.3OVcc V 入力 Lowレベル 

ViLT 

Csync/Hsync
VLPF/Vsync 

 

－0.3 － 0.15OVcc V 

 

出力 Highレベル VOH Csync/Hsync －IOH=0.4mA OVccー1.4 － － V  

出力 Lowレベル VOL Csync/Hsync IOL=0.4mA － － 1.4 V  
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参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

発振安定時間 trc 4/2fscin 
4/2fscout 

水晶発振子 － － 40 ms  

4/2fscin M/NTSC － 14.31818 － MHz 

B,G,H/PAL 
I/PAL 
D,K/PAL 
4.43-NTSC 
B,G,H/SECAM
L/SECAM 
D,K,K1/SECAM

－ 17.734475
(17.734476)

－ MHz 

4fsc 

4/2fscout 

N/PAL － 14.328225 － MHz 

  M/PAL － 14.30244596 － MHz 

 

2fsc 4/2fscin M/NTSC － 7.15909 － MHz  

B,G,H/PAL 
I/PAL 
D,K/PAL 
4.43-NTSC 
B,G,H/SECAM
L/SECAM 
D,K,K2/SECAM

－ 8.8672375
(8.867238)

－ MHz  

発振周波数 

 4/2fscout 

N/PAL － 7.1641125 － MHz  

   M/PAL － 7.15122298 － MHz  

外部クロック入力レベル Vfsc 4/2fscin 
4/2fscout 

AC結合 
C=1μF typ 

0.3 － Vcc+0.3 Vpp  

 VIH 4/2fscin  0.7Vcc － Vcc+0.3 V  

 VIL   -0.3 － 0.3Vcc   

外部クロックデューティ  4/2fscin 
4/2fscout 

 47 50 53 ％  

6.3 9 11.7 MHz  AFC回路基準クロック 
（ドットクロック） 

AFC
OSC 

AFCOSC LC発振 

4.9 7 9.1 MHz  

消費電流 ICCOSD OVcc 無信号時 － 14 － mA  

【注】 ・IRE：規定映像レベル（＝0.714V）を 100とするレベル単位 

 ・4fsc、2fscの周波数は、温度依存性も含めて±30ppm以内に合わせてください。 

 *1 シンクチップクランブ電位から測定（－6dB後の参考値） 

 *2 ペデスタル電位から測定（－6dB後の参考値） 

 *3 4fsc入力時 
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31.3 HD6432197S、HD6432196Sの電気的特性 

31.3.1 HD6432197S、HD6432196Sの DC特性 

表 31.12 HD6432197S、HD6432196Sの DC特性 —暫定— 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V*1、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

MD0 Vcc=2.5～5.5V 0.9Vcc — Vcc+0.3

 0.8Vcc — Vcc+0.3RES、IC、 
IRQ0～IRQ5 Vcc=2.5～5.5V 0.9Vcc — Vcc+0.3

SCK1、SI1、
RPTRG、TMBI、
ADTRG 

 0.8Vcc — Vcc+0.3

OSC1  Vcc–0.5 — Vcc+0.3

 0.7Vcc — Vcc+0.3P00～P07、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87 

Vcc=2.5～5.5V 0.8Vcc — Vcc+0.3

入力 High 
レベル 

VIH 

Csync  0.7Vcc — Vcc+0.3

V  

MD0 Vcc=2.5～5.5V –0.3 — 0.1Vcc

 –0.3 — 0.2VccRES、IC、 
IRQ0～IRQ5 Vcc=2.5～5.5V –0.3 — 0.1Vcc

SCK1、SI1、
RPTRG、TMBI、
ADTRG 

 –0.3 — 0.2Vcc

OSC1  –0.3 — 0.5 

 

 –0.3 — 0.3VccP00～P07、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87 

Vcc=2.5～5.5V –0.3 — 0.2Vcc

入力 Low 
レベル 

VIL 

Csync  –0.3 — 0.2Vcc

V 
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規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

–IOH=1.0 mA Vcc–1.0 — — V  

–IOH=0.5mA — Vcc–0.5 — V 参考値 

出力 High 
レベル 

VOH SO1、SCK1、
PWM0、PWM1、
BUZZ、TMO、
TMOW、 
PPG0～PPG7、
RP0～RP7、 
RP8～RPB、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87、 
SV1、SV2、R、G、
B、YCO、YBO 

–IOH=0.1mA 
Vcc=2.5～5.5V 

Vcc–0.5 — — V  

IOL=1.6mA — — 0.6 V  SO1、SCK1、
PWM0、PWM1、
BUZZ、TMO、
TMOW、 
PPG0～PPG7、
RP0～RP7、 
RP8～RPB、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P70～P77、 
P80～P87 
SV1、SV2、R、G、
B、YCO、YBO 

IOL=0.4mA 
Vcc=2.5～5.5V 

— — 0.4 V  

IOL=20mA — — 1.7 V  

IOL=1.6mA — — 0.6 V  

出力 Low 
レベル 

VOL 

P60～P67 

IOL=0.4mA 
Vcc=2.5～5.5V 

— — 0.4 V  
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規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

MD0 Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

RES、IRQ0～
IRQ5、IC 

Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

SCK1、SI1、SDA1、
SCL1、TRIG、
TMBI、ADTRG 

Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

OSC1 Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

 

P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87 

Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

入出力リーク
電流 

| IIL | 

P00～P07、 
AN8～ANB 

Vin= 
0.5～AVcc–0.5V 

— — 1.0 

µA 

 

プルアップ
MOS電流 

–Ip P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37 

Vcc=5.0V、Vin=0V 50 — 300 µA *2 

電源端子 P23、P24
およびアナログ系
端子を除く 

fin=1MHz、Vin=0V、
Ta=25℃ 

— — 15 pF  入力容量 Cin 

P23、P24 fin=1MHz、Vin=0V、
Ta=25℃ 

— — 20 pF  

Vcc=5V、
fOSC=10MHz、 
高速モード 

— 40 50 mA *3 *4 アクティブ 
モード CPU 
動作時消費 
電流 

IOPE Vcc 

Vcc=5V、
fOSC=10MHz、 
中速モード（1/64）

— 25 — mA 参考値 *4 

アクティブモ
ードリセット
時消費電流 

IRES Vcc Vcc=5V、
fOSC=10MHz 

— 12 15 mA *3 *4 

スリープモー
ド消費電流 

ISLEEP Vcc Vcc=5V、
fOSC=10MHz、 
高速モード 

— 15 20 mA *3 *4 

Vcc=2.5V、32kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/2）

— 90 150 *3 *4 サブアクティ
ブモード消費
電流 

ISUB Vcc 

Vcc=2.5V、32 kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/8）

— 40 — 

µA 

参考値 *3 *4 
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規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

Vcc=2.5V、32 kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/2）

— 30 50 *3 *4 サブスリープ
モード消費電
流 

ISUBSLP Vcc 

Vcc=2.5V、32 kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/8）

— 20 — 

µA 

参考値 *3 *4 

Vcc=2.5V、32kHz
水晶発振子使用時

— 6 12 µA *3 *4 ウォッチ 
モード消費 
電流 

IWATCH Vcc 

Vcc=5.0V、32kHz
水晶発振子使用時

— 12 — µA 参考値 *3 *4 

スタンバイ 
モード消費 
電流 

ISTBY Vcc X1=VCL、32kHz
水晶発振子未使用
時 

— — 10 µA *3 *4 

スタンバイ 
モード時 RAM
保持電圧 

VSTBY   2.0   V  

【注】 *1 A/D変換器を使用しない場合でも、AVcc、AVssは開放にしないでください。 

 *2 プルアップMOSセレクトレジスタ（PUR1～PUR3）の該当ビットを 1に設定した場合の電流値で

す。 

 *3 プルアップMOSや出力バッファに流れる電流は除きます。 

 *4 SVcc、OVccに流れる電流は除きます。 

 

表 31.13 消費電流測定時の端子状態 
モード RES端子 内部状態 各端子 発振端子 

アクティブモード 
高速、中速 

Vcc 動作 Vcc 

スリープモード 
高速、中速 

Vcc CPU、サーボ部、OSD部の
み停止 

Vcc 

リセット Vss リセット Vcc 

スタンバイモード Vcc すべて停止 Vcc 

メインクロック：水晶発振子 
サブクロック：X1端子=VCL 

サブアクティブモード Vcc CPU、タイマ Aのみ動作 Vcc 

サブスリープモード Vcc タイマ Aのみ動作 Vcc 

ウォッチモード Vcc タイマ Aのみ動作 Vcc 

メインクロック：水晶発振子 
サブクロック：水晶発振子 
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表 31.14 HD6432197S、HD6432196Sのバス駆動特性 —暫定— 
条件：Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

対象端子：SCL1、SDA1 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

VT

– 0.2Vcc — — V  

VT

+ — — 0.7Vcc V  

シュミット 
トリガ 
入力電圧 

VT

+ 
-VT

– 

SCL1、SDA1  

0.05Vcc — — V  

入力 High 
レベル電圧 

VIH SCL1、SDA1  0.7Vcc — Vcc+0.5 V  

入力 Low 
レベル電圧 

VIL SCL1、SDA1  –0.5 — 0.2Vcc V  

IOL=8mA — — 0.5  出力 Low 
レベル電圧 

VOL SCL1、SDA1 

IOL=3mA — — 0.4 

V 

 

SCL、SDA 
出力立ち 
下がり時間 

tof SCL1、SDA1  20+ 
0.1Cb

— 250 ns  

 

31.3.2 HD6432197S、HD6432196Sの出力許容電流 
デジタル系の端子について規定します。 

表 31.15 HD6432197S、HD6432196Sの出力許容電流 —暫定— 
条件：Vcc=2.5～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

項目 記号 規格値 単位 注記 

許容入力電流（LSIへの流入） IO 2 mA 1 

許容入力電流（LSIへの流入） IO 22 mA 2 

許容入力電流（LSIへの流入） IO 10 mA 3 

許容出力電流（LSIからの流出） –IO 2 mA 4 

許容総入力電流（LSIへの流入） ΣIO 80 mA 5 

許容総出力電流（LSIからの流出） –ΣIO 50 mA 6 

【注】 1. 許容入力電流とは、各入出力端子から Vssへ流し込める電流の最大値です。ポート 6、SCL1、SDA1

を除く。 

 2. 許容入力電流とは、各入出力端子から Vssへ流し込める電流の最大値です。ポート 6に適用します。 

 3. 許容入力電流とは、各入出力端子から Vssへ流し込める電流の最大値です。SCL1、SDA1に適用し

ます。 

 4. 許容出力電流とは、Vccから各入出力端子へ流し出せる電流の最大値です。 

 5. 許容総入力電流とは、同時に全入出力端子から Vssへ流し込める電流の総和です。 

 6. 許容総出力電流とは、Vccから全入出力端子へ流し出せる電流の総和です。 
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31.3.3 HD6432197S、HD6432196Sの AC特性 

表 31.16 HD6432197S、HD6432196Sの AC特性 —暫定— 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃、 

ただし、OVcc=SVcc=4.75～5.25V 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 図 

クロック発振
周波数 

fOSC OSC1、OSC2  8 — 10 MHz  

クロックサイ
クル時間 

tcyc OSC1、OSC2  100 — 125 ns 図 31.9 

サブクロック
発振周波数 

fX X1、X2 Vcc=2.5～5.5V — 32.768 — kHz  

サブクロック
サイクル時間 

tsubcyc X1、X2 Vcc=2.5～5.5V — 30.518 — µs  

OSC1、OSC2 水晶発振子 — — 10 ms  発振安定時間 trc 

X1、X2 32kHz水晶発振子
（Vcc=2.5～5.5V）

— — 2 s  

外部クロック
Highレベル幅 

tCPH OSC1  40 — — ns 

外部クロック
Lowレベル幅 

tCPL OSC1  40 — — ns 

外部クロック
立ち上がり時
間 

tCPr OSC1  — — 10 ns 

外部クロック
立ち下がり時
間 

tCPf OSC1  — — 10 ns 

図 31.9 

外部クロック
安定遅延時間 

tDEXT OSC1  500 — — µs 図 31.10 

RES端子 Low
レベル幅 

tREL RES Vcc=2.5V～5.5V 20 — — tcyc 図 31.11 

入力端子 High
レベル幅 

tIH IRQ0～IRQ5、
IC、ADTRG、
TMBI、RPTRIG

Vcc=2.5V～5.5V 2 — — tcyc 
tsubcyc 

図 31.12 

入力端子 Low
レベル幅 

tIL IRQ0～IRQ5、
IC、ADTRG、
TMBI、RPTRIG

Vcc=2.5V～5.5V 2 — — tcyc 
tsubcyc 

図 31.12 
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tcyc

tCPH

VIL

VIH
OSC1

tCPL

tCPftCPr
 

図 31.9 システムクロックタイミング 

 

Vcc

OSC1

tDEXT*

φ（内部）�

4.0V

* tDEXTは 端子Lowレベル幅20tcycを含みます。
 

図 31.10 外部クロック安定遅延時間タイミング 

 

VIL

tREL

 
図 31.11 リセット入力タイミング 
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tIL tIH

VIH
～ 、

、 、�
TMBI、RPTRIG VIL

 
図 31.12 入力タイミング 

 

31.3.4 HD6432197S、HD6432196Sのシリアルインタフェースタイミン
グ 

表 31.17 HD6432197S、HD6432196Sのシリアルインタフェースタイミング —暫定— 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 図 

調歩同期 4 — — 入力クロックサイクル tscyc SCK1 

クロック同期 6 — — 

tcyc 

入力クロックパルス幅 tSCKW SCK1  0.4 — 0.6 tscyc 

入力クロック立ち上がり
時間 

tSCKr SCK1  — — 1.5 tcyc 

入力クロック立ち下がり
時間 

tSCKf SCK1  — — 1.5 tcyc 

図 31.13 

送信データ遅延時間 
（クロック同期） 

tTXD SO1  — — 100 ns 

受信データセットアップ
時間（クロック同期） 

tRXS SI1  100 — — ns 

受信データホールド時間
（クロック同期） 

tRXH SI1  100 — — ns 

図 31.14 

 

tSCKftSCKr

VILまたはVOL

VIHまたはVOH
SCK1

tSCKW tscyc

 
図 31.13 SCK1クロックタイミング 
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VIL

VIH

tTXD

SCK1

SO1

SI1

tRXS tRXH

 
図 31.14 SCI入出力タイミング/クロック同期式モード 

 

LSI出力端子�

タイミング参照レベル�
VOH: 2.0V
VOL: 0.8V

30pF 12kΩ�

2.4kΩ�

Vcc

 
図 31.15 出力負荷条件 
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表 31.18 HD6432197S、HD6432196Sの I2Cバスインタフェースタイミング —暫定— 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 測定条件 

Min Typ Max 

単位 図 

SCL入力サイクル時間 tSCL  12 — — tcyc 

SCL入力 Highパルス幅 tSCLH  3 — — tcyc 

SCL入力 Lowパルス幅 tSCLL  5 — — tcyc 

SCL、SDA入力立ち上がり
時間 

tsr  — — 7.5 * tcyc 

SCL、SDA入力立ち下がり
時間 

tsf  — — 300 ns 

SCL、SDA入力 
スパイクパルス除去時間 

tsp  — — 1  tcyc 

SDA入力バスフリー時間 tBUF  5 — — tcyc 

開始条件入力ホールド時間 tSTAH  3 — — tcyc 

再送開始条件入力セットア
ップ時間 

tSTAS  3 — — tcyc 

停止条件入力セットアップ
時間 

tSTOS  3 — — tcyc 

データ入力セットアップ時
間 

tSDAS  0.5  — — tcyc 

データ入力ホールド時間 tSDAH  0 — — ns 

SCL、SDAの容量負荷 Cb  — — 400 pF 

図 31.16 

【注】 * I2Cモジュールで使用するクロックの選択により、17.5 tcycとすることが可能です。 

 

tSTAH

tSCLL
tSr

tSDAHtSCL

tSCLH

tBUF

tSf

tSTAS
tSP tSTOS

tSDAS

VIL

VIH
SDA

SCL

P* S* Sr* P*

【注】 * S、P、Srはそれぞれ以下の条件を示します。
S：開始条件
P：停止条件
Sr：再送「開始」条件

 
図 31.16 I2Cバスインタフェース入出力タイミング 
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31.3.5 HD6432197S、HD6432196Sの A/D変換器特性 

表 31.19 HD6432197S、HD6432196Sの A/D変換器特性 —暫定— 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss= AVss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注 

アナログ 
電源電圧 

AVcc AVcc  Vcc–0.3 Vcc Vcc+0.3 V 

アナログ 
入力電圧 

AVIN AN0～AN7、
AN8～ANB 

 AVss — AVcc V 

AICC AVcc AVcc=5.0V — — 2.0 mA アナログ 
電源電流 AISTOP AVcc Vcc=2.5～5.5V 

リセットおよび 
低消費電力モード時

— — 10 µA 

アナログ 
入力容量 

CAIN AN0～AN7、
AN8～ANB 

 — — 30 pF 

 

許容信号源 
インピーダンス 

RAIN AN0～AN7、
AN8～ANB 

 — — 10 kΩ 

分解能    — — 10 ビット 

 

Vcc=AVcc=5.0V — — ±4 LSB  絶対精度   

Vcc=AVcc=4.0～5.5V — ±4 — LSB 参考値 

変換時間    13.4 — 26.6 µs  

【注】 A/D変換器を使用しない場合も AVcc、AVss端子は開放にしないでください。AVcc=Vcc、AVss=Vssと

してください。 
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31.3.6 HD6432197S、HD6432196Sのサーボ部電気的特性 

表 31.20 HD6432197S、HD6432196Sのサーボ部電気的特性 —暫定— 
条件：特記ない場合は、Vcc=SVcc=5.0V、Vss=SVss=0.0V、Ta=25℃ 参考値 

参考値 単位 注 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max   

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

32.0 34.0 36.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

34.5 36.5 38.5 

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

37.0 39.0 41.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

39.5 41.5 43.5 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

42.0 44.0 46.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

44.5 46.5 48.5 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

47.0 49.0 51.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

49.5 51.5 53.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

52.0 54.0 56.0 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

54.5 56.5 58.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

57.0 59.0 61.0 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

59.5 61.5 63.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

62.0 64.0 66.0 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

64.5 66.5 68.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

67.0 69.0 71.0 

dB  PB-CTL入力アンプ
電圧利得 

 CTL (+) 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

69.5 71.5 73.5   

V+TH AC結合、C=0.1µF Typ (non pol) — 250 — PB-CTLシュミット
入力 V–TH 

CTLSMT (i)

AC結合、C=0.1µF Typ (non pol) — –250 — 

mVp 

アナログスイッチ
ON抵抗 

REB CTLFB  — 150 — Ω 

CTL (+) 直列抵抗＝0Ω — 12 — REC-CTL出力電流 ICTL 

CTL (–)  — 12 — 

mA 
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参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注 

REC-CTL端子間抵
抗 

RCTL   — 10 — kΩ 

CTLリファレンス
出力電圧 

 CTLREF  — 1/2 
SVcc

— V 

 

CFG端子バイアス
電圧 

 CFG  — 1/2 
SVcc

— V  

CFG入力レベル  CFG AC結合、C=1µF Typ、
f=1kHz 

1.0 — — Vpp  

CFGデジタル入力
Highレベル 

VIH CFG デジタル信号入力方
式選択時 
（CFGCOMP=1） 

0.8Vcc — Vcc+0.3 V  

CFGデジタル入力 VIL CFG デジタル信号入力方
式選択時 
（CFGCOMP=1） 

－0.3 — 0.2Vcc V  

CFG入力インピー
ダンス 

 CFG  — 10 — kΩ  

V+THCF 立ち上がりしきい値
レベル 

— 2.25 — CFG入力しきい値 

V–THCF

CFG 

立ち下がりしきい値
レベル 

— 2.75 — 

V  

V+THDF 立ち上がりエッジシ
ュミットレベル 

— 1.95 — DFGシュミット 
入力 

V–THDF

DFG 

立ち下がりエッジシ
ュミットレベル 

— 1.85 — 

V  

V+THDP 立ち上がりエッジシ
ュミットレベル 

— 3.55 — DPGシュミット 
入力 

V–THDP

DPG 

立ち下がりエッジシ
ュミットレベル 

— 3.45 — 

V  

VOH –IOH=0.1mA 4.0 — — 

VOM 無負荷、Hiz=1 — 2.5 — 

3値出力レベル 

VOL 

Vpulse 

IOL=0.1mA —  1.0 

V  

3値出力端子分圧 
抵抗 

 Vpulse  — 15 — kΩ  

デジタル入力 High
レベル 

VIH  0.8Vcc — Vcc+0.3 

デジタル入力 Low
レベル 

VIL 

COMP、
EXCTL、
EXCAP、
EXTTRG 

 –0.3 — 0.2Vcc 

V  

デジタル出力 High
レベル 

VOH –IOH=1mA Vcc–1.0 — — 

デジタル出力 Low
レベル 

VOL 

H. AmpSW、 
C. Rotary、
VIDEOFF、
AUDIOFF、
DRMPWM、
CAPPWM、
SV1、SV2 

IOL=1.6mA — — 0.6 

V  

消費電流 ICCSV SVcc 無負荷時 — 5 10 mA  

CFG Duty  CFG AC結合、C=1µF Typ、
f=1kHz 

48 — 52 ％  
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31.3.7 HD6432197S、HD6432196Sの OSD部電気的特性 

表 31.21 HD6432197S、HD6432196Sの OSD部電気的特性 参考値 —暫定— 
条件：特記なき場合は、Vcc=OVcc=5.0V、Vss=OVss=0.0V、Ta=25℃ 

参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

複合ビデオ入力電圧 VCVIN CVin1 
CVin2 

—  2  Vpp  

VCL1 CVin1 — 1.2 1.4 1.6  クランプ電圧 

VCL2 CVin2 — 1.8 2 2.2 

V 

 

C.Video利得 GCVC CVin1 
CVout 

クロマスルー時
f=3.58MHz 
VIN=500mVpp

–3 –2 0 dB  

ベデスタルバイアス VPED   45  IRE *1 

カラーバーストバイアス VBST   40  IRE *1 

VBL1   10  IRE 

VBL2   30   

VBL3   50   

背景 
バイアス 

黒、青、緑、シアン、
赤、マゼンタ、黄、
白 

VBL4   70   

*2 

VKBL1   0  IRE *2 黒 

VKBL2   25    

VKOL1   25    青、緑、シアン、赤、
マゼンタ、黄 VKOL2   45    

VKCL1   45    

カーソル 
バイアス 

白 

VKCL2   55    

VCBL1   0  IRE *2 

VCBL2   10    

VCBL3   20    

黒 

VCBL4   30    

VCOL1   25    

VCOL2   45    

VCOL3   55    

青、緑、シアン、赤、
マゼンタ、黄 

VCOL4   65    

VCCL1   45    

VCCL2   70    

VCCL3   80    

文字 
バイアス 

白 

VCCL4   90    

VEDG1   0  IRE *2 縁取り輝度レベル 

VEDG2   90  IRE  

VBTN1   15  IRE *2 ボタン輝度レベル 

VBTN2   75    

カラーバースト彩度幅 VBSTA 

CVout 

  40  IRE  
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参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

VCRA1   60  IRE  クロマ振
幅（背景、
カーソル
文字） 

青、緑、シアン、赤、
マゼンタ、黄 VCRA2 

CVout 

  80    

カラーバースト φBSTN    ０  rad *3 

青 φBLUN    π    

緑 φGRNN    ７π/４    

シアン φCYNN    ３π/2    

赤 φREDN    π/2    

マゼンタ φMZTN    3π/4    

クロマ 
位相角
(背景、カ
ーソル文
字) 

(NTSC) 

黄 φYETN    0    

カラーバースト φBSTP    ±π/4  rad *3 

青 φBLUP    ±π    

緑 φGRNP    ±7π/4    

シアン φCYNP    ±3π/2    

赤 φREDP    ±π/2    

マゼンタ φMZTP    ±3π/4    

クロマ 
位相角
(背景、カ
ーソル文
字) 

(PAL) 

黄 φYELP    0    

CCMP1 － 5 － 

CCMP2 － 10 － 

CCMP3 － 15 － 

Csync分離コンパレータ 

CCMP4 

CVin2  

－ 20 － 

IRE *1 

ECMP1 － 0 － 

ECMP2 － 5 － 

ECMP3 － 15 － 

ECMP4 － 20 － 

ECMP5 － 25 － 

ECMP6 － 35 － 

EDS分離コンパレータ 

ECMP7 

CVin2  

－ 40 － 

IRE *2 

ViH⊥ 0.85OVcc － OVcc+0.3 V 入力 Highレベル 

ViHT 

Csync/Hsync
VLPF/Vsync 

 

0.7OVcc － OVcc+0.3 V 

 

ViL⊥ －0.3 － 0.3OVcc V 入力 Lowレベル 

ViLT 

Csync/Hsync
VLPF/Vsync 

 

－0.3 － 0.15OVcc V 

 

出力 Highレベル VOH Csync/Hsync －IOH=0.4mA OVccー1.4 － － V  

出力 Lowレベル VOL Csync/Hsync IOL=0.4mA － － 1.4 V  
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参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

発振安定時間 trc 4/2fscin 
4/2fscout 

水晶発振子 － － 40 ms  

4/2fscin M/NTSC － 14.31818 － MHz 

B,G,H/PAL 
I/PAL 
D,K/PAL 
4.43-NTSC 
B,G,H/SECAM
L/SECAM 
D,K,K1/SECAM

－ 17.734475
(17.734476)

－ MHz 

4fsc 

4/2fscout 

N/PAL － 14.328225 － MHz 

  M/PAL － 14.30244596 － MHz 

 

2fsc 4/2fscin M/NTSC － 7.15909 － MHz  

B,G,H/PAL 
I/PAL 
D,K/PAL 
4.43-NTSC 
B,G,H/SECAM
L/SECAM 
D,K,K2/SECAM

－ 8.8672375
(8.867238)

－ MHz  

発振周波数 

 4/2fscout 

N/PAL － 7.1641125 － MHz  

   M/PAL － 7.15122298 － MHz  

外部クロック入力レベル Vfsc 4/2fscin 
4/2fscout 

AC結合 
C=1μF typ 

0.3 － Vcc+0.3 Vpp  

 VIH 4/2fscin  0.7Vcc － Vcc+0.3 V  

 VIL   -0.3 － 0.3Vcc   

外部クロックデューティ  4/2fscin 
4/2fscout 

 47 50 53 ％  

6.3 9 11.7 MHz  AFC回路基準クロック 
（ドットクロック） 

AFC
OSC 

AFCOSC LC発振 

4.9 7 9.1 MHz  

消費電流 ICCOSD OVcc 無信号時 － 14 － mA  

【注】 ・IRE：規定映像レベル（＝0.714V）を 100とするレベル単位 

 ・4fsc、2fscの周波数は、温度依存性も含めて±30ppm以内に合わせてください。 

 *1 シンクチップクランブ電位から測定（－6dB後の参考値） 

 *2 ペデスタル電位から測定（－6dB後の参考値） 

 *3 4fsc入力時 
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31.4 HD64F2199Rの電気的特性 

31.4.1 HD64F2199Rの DC特性 

表 31.22 HD64F2199Rの DC特性 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V*1、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

MD0 Vcc=2.7～5.5V 0.9Vcc — Vcc+0.3

 0.8Vcc — Vcc+0.3RES、FWE、IC、
IRQ0～IRQ5、
SYNCI 

Vcc=2.7～5.5V 0.9Vcc — Vcc+0.3

SCK1、SI1、FTIA、
FTIB、FTIC、FTID、
RPTRG、TMBI、
ADTRG 

 0.8Vcc — Vcc+0.3

OSC1  Vcc–0.5 — Vcc+0.3

 0.7Vcc — Vcc+0.3P00～P07、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87 

Vcc=2.7～5.5V 0.8Vcc — Vcc+0.3

入力 High 
レベル 

VIH 

Csync  0.7Vcc — Vcc+0.3

V  

MD0 Vcc=2.7～5.5V –0.3 — 0.1Vcc

 –0.3 — 0.2VccRES、FWE、IC、
IRQ0～IRQ5、
SYNCI 

Vcc=2.7～5.5V –0.3 — 0.1Vcc

SCK1、SI1、FTIA、
FTIB、FTIC、FTID、
RPTRG、TMBI、
ADTRG 

 –0.3 — 0.2Vcc

OSC1  –0.3 — 0.5 

 

 –0.3 — 0.3VccP00～P07、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87 

Vcc=2.7～5.5V –0.3 — 0.2Vcc

入力 Low 
レベル 

VIL 

Csync  –0.3 — 0.2Vcc

V 
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規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

–IOH=1.0 mA Vcc–1.0 — — V  

–IOH=0.5mA — Vcc–0.5 — V 参考値 

出力 High 
レベル 

VOH SO1、SCK1、
PWM0、PWM1、
PWM2、PWM3、
PWM14、BUZZ、
TMO、TMOW、
FTOA、FTOB、
PPG0～PPG7、
RP0～RP7、 
RP8～RPB、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87、 
SV1、SV2、R、G、
B、YCO、YBO 

–IOH=0.1mA 
Vcc=2.7～5.5V 

Vcc–0.5 — — V  

IOL=1.6mA — — 0.6 V  SO1、SCK1、
PWM0、PWM1、
PWM2、PWM3、
PWM14、BUZZ、
TMO、TMOW、
FTOA、FTOB、
PPG0～PPG7、
RP0～RP7、 
RP8～RPB、 
P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P70～P77、 
P80～P87 
SV1、SV2、R、G、
B、YCO、YBO 

IOL=0.4mA 
Vcc=2.7～5.5V 

— — 0.4 V  

IOL=20mA — — 1.7 V  

IOL=1.6mA — — 0.6 V  

出力 Low 
レベル 

VOL 

P60～P67 

IOL=0.4mA 
Vcc=2.7～5.5V 

— — 0.4 V  
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規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

MD0、FWE Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

RES、IRQ0～
IRQ5、IC 

Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

SCK1、SI1、SDA0、
SCL0、SDA1、
SCL1、FTIA、FTIB、
FTIC、FTID、TRIG、
TMBI、ADTRG 

Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

OSC1 Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

 

P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37、 
P40～P47、 
P60～P67、 
P70～P77、 
P80～P87 

Vin= 
0.5～Vcc–0.5V 

— — 1.0 

入出力リーク
電流 

| IIL | 

P00～P07、 
AN8～ANB 

Vin= 
0.5～AVcc–0.5V 

— — 1.0 

µA 

 

プルアップ
MOS電流 

–Ip P10～P17、 
P20～P27、 
P30～P37 

Vcc=5.0V、Vin=0V 50 — 300 µA *2 

電源端子、P23、
P24、P25、P26お
よびアナログ系端
子を除く 

fin=1MHz、Vin=0V、
Ta=25℃ 

— — 15 pF  入力容量 Cin 

P23、P24、P25、
P26 

fin=1MHz、Vin=0V、
Ta=25℃ 

— — 20 pF  

Vcc=5V、
fOSC=10MHz、 
高速モード 

— 40 50 mA *3 *4 アクティブ 
モード CPU 
動作時消費 
電流 

IOPE Vcc 

Vcc=5V、
fOSC=10MHz、 
中速モード（1/64）

— 25 — mA 参考値 *3 *4 

アクティブモ
ードリセット
時消費電流 

IRES Vcc Vcc=5V、
fOSC=10MHz 

— 12 15 mA *3 *4 

スリープモー
ド消費電流 

ISLEEP Vcc Vcc=5V、
fOSC=10MHz、 
高速モード 

— 15 20 mA *3 *4 

Vcc=2.7V、32kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/2）

— 90 150 *3 *4 サブアクティ
ブモード消費
電流 

ISUB Vcc 

Vcc=2.7V、32 kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/8）

— 40 — 

µA 

参考値 *3 *4 
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規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

Vcc=2.7V、32 kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/2）

— 30 50 *3 *4 サブスリープ
モード消費電
流 

ISUBSLP Vcc 

Vcc=2.7V、32 kHz
水晶発振子使用時
（φsub=φw/8）

— 20 — 

µA 

参考値 *3 *4 

Vcc=2.7V、32kHz
水晶発振子使用時

— 6 12 µA *3 *4 ウォッチ 
モード消費 
電流 

IWATCH Vcc 

Vcc=5.0V、32kHz
水晶発振子使用時

— 12 — µA 参考値 *3 *4 

スタンバイ 
モード消費 
電流 

ISTBY Vcc X1=VCL、32kHz
水晶発振子未使用
時 

— — 10 µA *3 *4 

スタンバイ 
モード時 RAM
保持電圧 

VSTBY   2.0   V  

【注】 *1 A/D変換器を使用しない場合でも、AVcc、AVssは開放にしないでください。 

 *2 プルアップMOSセレクトレジスタ（PUR1～PUR3）の該当ビットを 1に設定した場合の電流値で

す。 

 *3 プルアップMOSや出力バッファに流れる電流は除きます。 

 *4 SVcc、OVccに流れる電流を除きます。 

 

表 31.23 消費電流測定時の端子状態 
モード RES端子 内部状態 各端子 発振端子 

アクティブモード 
高速、中速 

Vcc 動作 Vcc 

スリープモード 
高速、中速 

Vcc CPU、サーボ部、OSD部の
み停止 

Vcc 

リセット Vss リセット Vcc 

スタンバイモード Vcc すべて停止 Vcc 

メインクロック：水晶発振子 
サブクロック：X1端子=VCL 

サブアクティブモード Vcc CPU、タイマ Aのみ動作 Vcc 

サブスリープモード Vcc タイマ Aのみ動作 Vcc 

ウォッチモード Vcc タイマ Aのみ動作 Vcc 

メインクロック：水晶発振子 
サブクロック：水晶発振子 
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表 31.24 HD64F2199Rのバス駆動特性 
条件：Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

対象端子：SCL0、SCL1、SDA0、SDA1 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

VT

– 0.2Vcc — — V  

VT

+ — — 0.7Vcc V  

シュミット 
トリガ 
入力電圧 

VT

+ 
-VT

– 

SCL0、SDA0、
SCL1、SDA1 

 

0.05Vcc — — V  

入力 High 
レベル電圧 

VIH SCL0、SDA0、
SCL1、SDA1 

 0.7Vcc — Vcc+0.5 V  

入力 Low 
レベル電圧 

VIL SCL0、SDA0、
SCL1、SDA1 

 –0.5 — 0.2Vcc V  

IOL=8mA — — 0.5  出力 Low 
レベル電圧 

VOL SCL0、SDA0、
SCL1、SDA1 IOL=3mA — — 0.4 

V 

 

SCL、SDA 
出力立ち 
下がり時間 

tof SCL0、SDA0、
SCL1、SDA1 

 20+ 
0.1Cb

— 250 ns  

 

31.4.2 HD64F2199Rの出力許容電流 
デジタル系の端子について規定します。 

表 31.25 HD64F2199Rの出力許容電流 
条件：Vcc=2.7～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

項目 記号 規格値 単位 注記 

許容入力電流（LSIへの流入） IO 2 mA 1 

許容入力電流（LSIへの流入） IO 22 mA 2 

許容入力電流（LSIへの流入） IO 10 mA 3 

許容出力電流（LSIからの流出） –IO 2 mA 4 

許容総入力電流（LSIへの流入） ΣIO 80 mA 5 

許容総出力電流（LSIからの流出） –ΣIO 50 mA 6 

【注】 1. 許容入力電流とは、各入出力端子から Vssへ流し込める電流の最大値です。ポート 6、SCL0、SDA0、

SCL1、SDA1を除く。 

 2. 許容入力電流とは、各入出力端子から Vssへ流し込める電流の最大値です。ポート 6に適用します。 

 3. 許容入力電流とは、各入出力端子から Vssへ流し込める電流の最大値です。SCL0、SDA0、SCL1、

SDA1に適用します。 

 4. 許容出力電流とは、Vccから各入出力端子へ流し出せる電流の最大値です。 

 5. 許容総入力電流とは、同時に全入出力端子から Vssへ流し込める電流の総和です。 

 6. 許容総出力電流とは、Vccから全入出力端子へ流し出せる電流の総和です。 
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31.4.3 HD64F2199Rの AC特性 

表 31.26 HD64F2199Rの AC特性 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃、 

ただし、OVcc=SVcc=4.75～5.25V 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 図 

クロック発振
周波数 

fOSC OSC1、OSC2  8 — 10 MHz  

クロックサイ
クル時間 

tcyc OSC1、OSC2  100 — 125 ns 図 31.17 

サブクロック
発振周波数 

fX X1、X2 Vcc=2.7～5.5V — 32.768 — kHz  

サブクロック
サイクル時間 

tsubcyc X1、X2 Vcc=2.7～5.5V — 30.518 — µs  

OSC1、OSC2 水晶発振子 — — 10 ms  発振安定時間 trc 

X1、X2 32kHz水晶発振子
（Vcc=2.7～5.5V）

— — 2 s  

外部クロック
Highレベル幅 

tCPH OSC1  40 — — ns 

外部クロック
Lowレベル幅 

tCPL OSC1  40 — — ns 

外部クロック
立ち上がり時
間 

tCPr OSC1  — — 10 ns 

外部クロック
立ち下がり時
間 

tCPf OSC1  — — 10 ns 

図 31.17 

外部クロック
安定遅延時間 

tDEXT OSC1  500 — — µs 図 31.18 

RES端子 Low
レベル幅 

tREL RES Vcc=2.7～5.5V 20 — — tcyc 図 31.19 

入力端子 High
レベル幅 

tIH IRQ0～IRQ5、
IC、ADTRG、
TMBI、FTIA、
FTIB、FTIC、
FTID、RPTRIG

Vcc=2.7V～5.5V 2 — — tcyc 
tsubcyc 

図 31.20 

入力端子 Low
レベル幅 

tIL IRQ0～IRQ5、
IC、ADTRG、
TMBI、FTIA、
FTIB、FTIC、
FTID、RPTRIG

Vcc=2.7V～5.5V 2 — — tcyc 
tsubcyc 

図 31.20 
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tcyc

tCPH

VIL

VIH
OSC1

tCPL

tCPftCPr
 

図 31.17 システムクロックタイミング 

 

Vcc

OSC1

tDEXT*

RES

φ（内部）�

4.0V

* tDEXTはRES端子Lowレベル幅20tcycを含みます。
 

図 31.18 外部クロック安定遅延時間タイミング 

 

RES
VIL

tREL

 
図 31.19 リセット入力タイミング 
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tIL tIH

VIH
IRQ0～IRQ5、
IC、ADTRG、�
TMBI、FTIA、�
FTIB、FTIC、�
FTID、RPTRIG

VIL

 
図 31.20 入力タイミング 

 

31.4.4 HD64F2199Rのシリアルインタフェースタイミング 

表 31.27 HD64F2199Rのシリアルインタフェースタイミング 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 図 

調歩同期 4 — — 入力クロックサイクル tscyc SCK1 

クロック同期 6 — — 

tcyc 

入力クロックパルス幅 tSCKW SCK1  0.4 — 0.6 tscyc 

入力クロック立ち上がり
時間 

tSCKr SCK1  — — 1.5 tcyc 

入力クロック立ち下がり
時間 

tSCKf SCK1  — — 1.5 tcyc 

図 31.21 

送信データ遅延時間 
（クロック同期） 

tTXD SO1  — — 100 ns 

受信データセットアップ
時間（クロック同期） 

tRXS SI1  100 — — ns 

受信データホールド時間
（クロック同期） 

tRXH SI1  100 — — ns 

図 31.22 

 

tSCKftSCKr

VILまたはVOL

VIHまたはVOH
SCK1

tSCKW tscyc

 
図 31.21 SCK1クロックタイミング 
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VIL

VIH

tTXD

SCK1

SO1

SI1

tRXS tRXH

 
図 31.22 SCI入出力タイミング/クロック同期式モード 

 

LSI出力端子�

タイミング参照レベル�
VOH: 2.0V
VOL: 0.8V

30pF 12kΩ�

2.4kΩ�

Vcc

 
図 31.23 出力負荷条件 
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表 31.28 HD64F2199Rの I2Cバスインタフェースタイミング 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 測定条件 

Min Typ Max 

単位 図 

SCL入力サイクル時間 tSCL  12 — — tcyc 

SCL入力 Highパルス幅 tSCLH  3 — — tcyc 

SCL入力 Lowパルス幅 tSCLL  5 — — tcyc 

SCL、SDA入力立ち上がり
時間 

tsr  — — 7.5 * tcyc 

SCL、SDA入力立ち下がり
時間 

tsf  — — 300 ns 

SCL、SDA入力 
スパイクパルス除去時間 

tsp  — — 1  tcyc 

SDA入力バスフリー時間 tBUF  5 — — tcyc 

開始条件入力ホールド時間 tSTAH  3 — — tcyc 

再送開始条件入力セットア
ップ時間 

tSTAS  3 — — tcyc 

停止条件入力セットアップ
時間 

tSTOS  3 — — tcyc 

データ入力セットアップ時
間 

tSDAS  0.5 — — tcyc 

データ入力ホールド時間 tSDAH  0 — — ns 

SCL、SDAの容量負荷 Cb  — — 400 pF 

図 31.24 

【注】 * I2Cモジュールで使用するクロックの選択により、17.5 tcycとすることが可能です。 

 

tSTAH

tSCLL
tSr

tSDAHtSCL

tSCLH

tBUF

tSf

tSTAS
tSP tSTOS

tSDAS

VIL

VIH
SDA

SCL

P* S* Sr* P*

【注】 * S、P、Srはそれぞれ以下の条件を示します。
S：開始条件
P：停止条件
Sr：再送「開始」条件

 
図 31.24 I2Cバスインタフェース入出力タイミング 
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31.4.5 HD64F2199Rの A/D変換器特性 

表 31.29 HD64F2199Rの A/D変換器特性 
条件：特記ない場合は、Vcc=AVcc=4.0～5.5V、Vss= AVss=0.0V、Ta=–20～+75℃ 

規格値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注 

アナログ 
電源電圧 

AVcc AVcc  Vcc–0.3 Vcc Vcc+0.3 V 

アナログ 
入力電圧 

AVIN AN0～AN7、
AN8～ANB 

 AVss — AVcc V 

AICC AVcc AVcc=5.0V — — 2.0 mA アナログ 
電源電流 AISTOP AVcc Vcc=2.7～5.5V 

リセットおよび 
低消費電力モード時

— — 10 µA 

アナログ 
入力容量 

CAIN AN0～AN7、
AN8～ANB 

 — — 30 pF 

 

許容信号源 
インピーダンス 

RAIN AN0～AN7、
AN8～ANB 

 — — 10 kΩ 

分解能    — — 10 ビット 

 

Vcc=AVcc=5.0V — — ±4 LSB  絶対精度   

Vcc=AVcc=4.0～5.5V — ±4 — LSB 参考値 

変換時間    13.4 — 26.6 µs  

【注】 A/D変換器を使用しない場合も AVcc、AVss端子は開放にしないでください。AVcc=Vcc、AVss=Vssと

してください。 
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31.4.6 HD64F2199Rのサーボ部電気的特性 

表 31.30 HD64F2199Rのサーボ部電気的特性 
条件：特記ない場合は、Vcc=SVcc=5.0V、Vss=SVss=0.0V、Ta=25℃ 参考値 

参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注 

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

32.0 34.0 36.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

34.5 36.5 38.5 

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

37.0 39.0 41.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

39.5 41.5 43.5 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

42.0 44.0 46.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

44.5 46.5 48.5 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

47.0 49.0 51.0 

CTLGR3=0、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

49.5 51.5 53.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

52.0 54.0 56.0 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

54.5 56.5 58.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

57.0 59.0 61.0 

CTLGR3=1、CTLGR2=0、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

59.5 61.5 63.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=0、f=10kHz

62.0 64.0 66.0 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=0、CTLGR0=1、f=10kHz

64.5 66.5 68.5 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=0、f=10kHz

67.0 69.0 71.0 

PB-CTL入力アンプ
電圧利得 

 CTL (+) 

CTLGR3=1、CTLGR2=1、
CTLGR1=1、CTLGR0=1、f=10kHz

69.5 71.5 73.5 

dB  

V+TH AC結合、C=0.1µF Typ (non pol) — 250 — PB-CTLシュミット
入力 V–TH 

CTLSMT (i)

AC結合、C=0.1µF Typ (non pol) — –250 — 

mVp 

アナログスイッチ
ON抵抗 

REB CTLFB  — 150 — Ω 

CTL (+) 直列抵抗＝0Ω — 12 — REC-CTL出力電流 ICTL 

CTL (–)  — 12 — 

mA 
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参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注 

REC-CTL端子間抵
抗 

RCTL   — 10 — kΩ 

CTLリファレンス
出力電圧 

 CTLREF  — 1/2 
SVcc

— V 

 

CFG端子バイアス
電圧 

 CFG  — 1/2 
SVcc

— V  

CFG入力レベル  CFG AC結合、C=1µF Typ、
f=1kHz 

1.0 — — Vpp  

CFGデジタル入力
Highレベル 

VIH CFG デジタル信号入力方
式選択時 
（CFGCOMP=1） 

0.8Vcc — Vcc+0.3 V  

CFGデジタル入力 VIL CFG デジタル信号入力方
式選択時 
（CFGCOMP=1） 

－0.3 — 0.2Vcc V  

CFG入力インピー
ダンス 

 CFG  — 10 — kΩ  

V+THCF 立ち上がりしきい値
レベル 

— 2.25 — CFG入力しきい値 

V–THCF

CFG 

立ち下がりしきい値
レベル 

— 2.75 — 

V  

V+THDF 立ち上がりエッジシ
ュミットレベル 

— 1.95 — DFGシュミット 
入力 

V–THDF

DFG 

立ち下がりエッジシ
ュミットレベル 

— 1.85 — 

V  

V+THDP 立ち上がりエッジシ
ュミットレベル 

— 3.55 — DPGシュミット 
入力 

V–THDP

DPG 

立ち下がりエッジシ
ュミットレベル 

— 3.45 — 

V  

VOH –IOH=0.1mA 4.0 — — 

VOM 無負荷、Hiz=1 — 2.5 — 

3値出力レベル 

VOL 

Vpulse 

IOL=0.1mA —  1.0 

V  

3値出力端子分圧 
抵抗 

 Vpulse  — 15 — kΩ  

デジタル入力 High
レベル 

VIH  0.8Vcc — Vcc+0.3 

デジタル入力 Low
レベル 

VIL 

COMP、
EXCTL、
EXCAP、
EXTTRG 

 –0.3 — 0.2Vcc 

V  

デジタル出力 High
レベル 

VOH –IOH=1mA Vcc–1.0 — — 

デジタル出力 Low
レベル 

VOL 

H. AmpSW、 
C. Rotary、
VIDEOFF、
AUDIOFF、
DRMPWM、
CAPPWM、
SV1、SV2 

IOL=1.6mA — — 0.6 

V  

消費電流 ICCSV SVcc 無負荷時 — 5 10 mA  

CFG Duty  CFG AC結合、C=1µF Typ、
f=1kHz 

48 — 52 ％  
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31.4.7 HD64F2199Rの OSD部電気的特性 

表 31.31 HD64F2199Rの OSD部電気的特性 参考値 
条件：特記なき場合は、Vcc=OVcc=5.0V、Vss=OVss=0.0V、Ta=25℃ 

参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

複合ビデオ入力電圧 VCVIN CVin1 
CVin2 

  2  Vpp  

VCL1 CVin1  1.2 1.4 1.6  クランプ電圧 

VCL2 CVin2  1.8 2 2.2 

V 

 

C.Video利得 GCVC CVin1 
CVout 

クロマスルー時
f=3.58MHz 
VIN=500mVpp

–3 –2 0 dB  

ペデスタルバイアス VPED   45  IRE *1 

カラーバーストバイアス VBST   40  IRE *1 

VBL1   10  IRE 

VBL2   30   

VBL3   50   

背景 
バイアス 

黒、青、緑、シアン、
赤、マゼンタ、黄、
白 

VBL4   70   

*2 

VKBL1   0  IRE *2 黒 

VKBL2   25    

VKOL1   25    青、緑、シアン、赤、
マゼンタ、黄 VKOL2   45    

VKCL1   45    

カーソル 
バイアス 

白 

VKCL2   55    

VCBL1   0  IRE *2 

VCBL2   10    

VCBL3   20    

黒 

VCBL4   30    

VCOL1   25    

VCOL2   45    

VCOL3   55    

青、緑、シアン、赤、
マゼンタ、黄 

VCOL4   65    

VCCL1   45    

VCCL2   70    

VCCL3   80    

文字 
バイアス 

白 

VCCL4   90    

VEDG1   0  IRE *2 縁取り輝度レベル 

VEDG2   90    

VBTN1   15  IRE *2 ボタン輝度レベル 

VBTN2   75    

カラーバースト彩度幅 VBSTA 

CVout 

  40  IRE  
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参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

VCRA1   60  IRE  クロマ彩
度幅（背
景、カーソ
ル文字） 

青、緑、シアン、赤、
マゼンタ、黄 VCRA2 

CVout 

  80    

カラーバースト φBSTN    ０  rad *3 

青 φBLUN    π    

緑 φGRNN    ７π/４    

シアン φCYNN    ３π/2    

赤 φREDN    π/2    

マゼンタ φMZTN    3π/4    

クロマ 
色相角
(背景、カ
ーソル文
字) 

(NTSC) 

黄 φYETN    0    

カラーバースト φBSTP    ±π/4  rad *3 

青 φBLUP    ±π    

緑 φGRNP    ±7π/4    

シアン φCYNP    ±3π/2    

赤 φREDP    ±π/2    

マゼンタ φMZTP    ±3π/4    

クロマ 
色相角
(背景、カ
ーソル文
字) 

(PAL) 

黄 φYELP    0    

CCMP1 － 5 － 

CCMP2 － 10 － 

CCMP3 － 15 － 

Csync分離コンパレータ 

CCMP4 

CVin2  

－ 20 － 

IRE *1 

ECMP1 － 0 － 

ECMP2 － 5 － 

ECMP3 － 15 － 

ECMP4 － 20 － 

ECMP5 － 25 － 

ECMP6 － 35 － 

EDS分離コンパレータ 

ECMP7 

CVin2  

－ 40 － 

IRE *2 

ViH⊥ 0.85OVcc － OVcc+0.3 V 入力 Highレベル 

ViHT 

Csync/Hsync
VLPF/Vsync 

 

0.7OVcc － OVcc+0.3 V 

 

ViL⊥ －0.3 － 0.3OVcc V 入力 Lowレベル 

ViLT 

Csync/Hsync
VLPF/Vsync 

 

－0.3 － 0.15OVcc V 

 

出力 Highレベル VOH Csync/Hsync －IOH=0.4mA OVccー1.4 － － V  

出力 Lowレベル VOL Csync/Hsync IOL=0.4mA － － 1.4 V  
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参考値 項目 記号 適用端子 測定条件 

Min Typ Max 

単位 注記 

発振安定時間 trc 4/2fscin 
4/2fscout 

水晶発振子 － － 40 ms  

4/2fscin M/NTSC － 14.31818 － MHz 

B,G,H/PAL 
I/PAL 
D,K/PAL 
4.43-NTSC 
B,G,H/SECAM
L/SECAM 
D,K,K1/SECAM

－ 17.734475
(17.734476)

－ MHz 

4fsc 

4/2fscout 

N/PAL － 14.328225 － MHz 

  M/PAL － 14.30244596 － MHz 

 

2fsc 4/2fscin M/NTSC － 7.15909 － MHz  

B,G,H/PAL 
I/PAL 
D,K/PAL 
4.43-NTSC 
B,G,H/SECAM
L/SECAM 
D,K,K2/SECAM

－ 8.8672375
(8.867238)

－ MHz  

発振周波数 

 4/2fscout 

N/PAL － 7.1641125 － MHz  

   M/PAL － 7.15122298 － MHz  

外部クロック入力レベル Vfsc 4/2fscin 
4/2fscout 

AC結合 
C=1μF typ 

0.3 － Vcc+0.3 Vpp  

 VIH 4/2fscin  0.7Vcc － Vcc+0.3 V  

 VIL   -0.3 － 0.3Vcc   

外部クロックデューティ  4/2fscin 
4/2fscout 

 47 50 53 ％  

6.3 9 11.7 MHz  AFC回路基準クロック 
（ドットクロック） 

AFC
OSC 

AFCOSC LC発振 

4.9 7 9.1 MHz  

消費電流 ICCOSD OVcc 無信号時 － 14 － mA  

【注】 ・IRE：規定映像レベル（＝0.714V）を 100とするレベル単位 

 ・4fsc、2fscの周波数は、温度依存性も含めて±30ppm以内に合わせてください。 

 *1 シンクチップクランプ電位から測定（－6dB後の参考値） 

 *2 ペデスタル電位から測定（－6dB後の参考値） 

 *3 4fsc入力時 
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31.4.8 フラッシュメモリ特性 

表 31.32 フラッシュメモリ特性 
条件：Vcc=AVcc=4.5～5.5V、Vss=AVss=0V、Ta=0～+75℃（書き込み／消去時の動作温度範囲） 

項目 記号 Min Typ Max 単位 特記 

書き込み時間*1*2*4 tP — 10 200 ms/128バイト  

消去時間*1*3*5 tE — 100 1200 ms/ブロック  

書き換え回数 NWEC — — 100 回  

書き込み時 SWE1(2)ビットセット後のウェイト時間*1 tsswe 1 1 — µs  

 PSU1(2)ビットセット後のウェイト時間*1 tspsu 50 50 — µs  

 P1(2)ビットセット後のウェイト時間*1*4 tsp30 28 30 32 µs 書き込み時間
ウェイト 

  tsp200 198 200 202 µs 書き込み時間
ウェイト 

  tsp10 8 10 12 µs 追加書き込み
時間ウェイト 

 P1(2)ビットクリア後のウェイト時間*1 tcp 5 5 — µs  

 PSU1(2)ビットクリア後のウェイト時間*1 tcpsu 5 5 — µs  

 PV1(2)ビットセット後のウェイト時間*1 tspv 4 4 — µs  

 H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 tspvr 2 2 — µs  

 PV1(2)ビットクリア後のウェイト時間*1 tcpv 2 2 — µs  

 SWE1(2)ビットクリア後のウェイト時間*1 tcswe 100 100 — µs  

 最大書き込み回数*1*4 N — — 1000 回  

消去時 SWE1(2)ビットセット後のウェイト時間*1 tsswe 1 1 — µs  

 ESU1(2)ビットセット後のウェイト時間*1 tsesu 100 100 — µs  

 E1(2)ビットセット後のウェイト時間*1*5 tse 10 10 100 ms 消去時間ウェ
イト 

 E1(2)ビットクリア後のウェイト時間*1 tce 10 10 — µs  

 ESU1(2)ビットクリア後のウェイト時間*1 tcesu 10 10 — µs  

 EV1(2)ビットセット後のウェイト時間*1 tsev 20 20 — µs  

 H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 tsevr 2 2 — µs  

 EV1(2)ビットクリア後のウェイト時間*1 tcev 4 4 — µs  

 SWE1(2)ビットクリア後のウェイト時間*1 tcswe 100 100 — µs  

 最大消去回数*1*5 N 12 — 120 回  

【注】 *1 各時間の設定は、書き込み／消去のアルゴリズムに従い行ってください。 

 *2 128バイト単位の書き込み時間（フラッシュメモリコントロールレジスタ（FLMCR1(2)）の P1(2)

ビットをセットしているトータル期間を示します。プログラムベリファイ時間は含まれません。） 

 *3 1ブロックを消去する時間（FLMCR1(2)の E1(2)ビットをセットしているトータル期間を示します。

イレースベリファイ時間は含まれません。） 

 *4 128バイト書き込みアルゴリズムにおいて書き込み時間の最大値（tp(Max)）を規定するために、最

大書き込み回数（N）の値はMax値（1000）を設定してください。 

  また P1(2)ビットセット後のウェイト時間は、下記のように書き込み回数カウンタ(n)の回数によっ

て切り替えてください。 

    書き込み回数カウンタ(n) 1～6回の場合 tsp30=30µs  

    書き込み回数カウンタ(n) 7～1000回の場合 tsp200=200µs  
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    〔追加書き込み時〕 

    書き込み回数カウンタ(n) 1～6回の場合 tsp10=10µs 

 *5 消去時間の最大値（tE(Max)）に対して、E1(2)ビットセット後のウェイト時間（tse）と最大消去回数

（N）は以下の関係にあります。 

    tE(Max)＝E1(2)ビットセット後のウェイト時間（tse）×最大消去回数（N） 

    消去時間の最大値を規定するために、tseおよび Nの値は上記計算式を満たすように設定して 

    ください。 

    （例）tse=100［ms］の場合、N=12回 

    （例）tse=10［ms］の場合、N=120回 
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付録 

A. 命令 

A.1 命令セット一覧 
オペレーションの記号 

Rd 汎用レジスタ（デスティネーション側）*1 

Rs 汎用レジスタ（ソース側）*1 

Rn 汎用レジスタ*1 

ERn 汎用レジスタ（32ビットレジスタ） 

MAC 積和レジスタ（32ビットレジスタ）*2 

(EAd) デスティネーションオペランド 

(EAs) ソースオペランド 

EXR エクステンドレジスタ 

CCR コンディションコードレジスタ 

N CCRの N（ネガティブ）フラグ 

Z CCRの Z（ゼロ）フラグ 

V CCRの V（オーバフロー）フラグ 

C CCRの C（キャリ）フラグ 

PC プログラムカウンタ 

SP スタックポインタ 

#IMM イミディエイトデータ 

disp ディスプレースメント 

＋ 加算 

－ 減算 

× 乗算 

÷ 除算 

∧ 論理積 

∨ 論理和 

⊕ 排他的論理和 

→ 左辺のオペランドから右辺のオペランドへの転送、または左辺の状態から右辺の
状態への遷移 

～ 反転論理（論理的補数） 

（ ）＜＞ オペランドの内容 

：8／：16／：24／：32 8／16／24／32ビット長 

【注】 *1 汎用レジスタは、8ビット（R0H～R7H、R0L～R7L）、16ビット（R0～R7、E0～E7）または 32

ビット（ER0～ER7）です。 

 *2 MACレジスタは本 LSIでは使用できません。 
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コンディションコード 
記 号 内   容 

↔   実行結果にしたがって変化することを表します 

* 不確定であることを表します（値を保証しません） 

0 常に 0にクリアされることを表します 

1 常に 1にセットされることを表します 

－ 実行結果に影響を受けないことを表します 
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表 A.1 データ転送命令 

 MOV.B #xx:8,Rd 
 MOV.B Rs,Rd
 MOV.B @ERs,Rd
 MOV.B @(d:16,ERs),Rd
 MOV.B @(d:32,ERs),Rd
 MOV.B @ERs+,Rd 
 MOV.B @aa:8,Rd
 MOV.B @aa:16,Rd
 MOV.B @aa:32,Rd
 MOV.B Rs,@ERd
 MOV.B Rs,@(d:16,ERd)
 MOV.B Rs,@(d:32,ERd)
 MOV.B Rs,@-ERd
 MOV.B Rs,@aa:8
 MOV.B Rs,@aa:16
 MOV.B Rs,@aa:32
 MOV.W #xx:16,Rd
 MOV.W Rs,Rd 
 MOV.W @ERs,Rd 
 MOV.W @(d:16,ERs),Rd 
 MOV.W @(d:32,ERs),Rd
 MOV.W @ERs+,Rd
 MOV.W @aa:16,Rd
 MOV.W @aa:32,Rd
 MOV.W Rs,@ERd
 MOV.W Rs,@(d:16,ERd)
 MOV.W Rs,@(d:32,ERd)
 MOV.W Rs,@-ERd
 MOV.W Rs,@aa:16
 MOV.W Rs,@aa:32
 MOV.L #xx:32,ERd
 MOV.L ERs,ERd
 MOV.L @ERs,ERd
 MOV.L @(d:16,ERs),ERd
 MOV.L @(d:32,ERs),ERd
 MOV.L @ERs+,ERd
 MOV.L @aa:16,ERd
 MOV.L @aa:32,ERd
 MOV.L ERs,@ERd
 MOV.L ERs,@(d:16,ERd) 
 MOV.L ERs,@(d:32,ERd)
 MOV.L ERs,@-ERd
 MOV.L ERs,@aa:16 
 MOV.L ERs,@aa:32
 POP.W Rn 
 POP.L ERn
 PUSH.W Rn
 PUSH.L ERn
 LDM @SP+,(ERm-ERn) 
 
STM (ERm-ERn),@-SP

 MOVFPE @aa:16,Rd
 MOVTPE Rs,@aa:16

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
W
L
W
L
L

L

2

4

6

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4
8

4
8

4
8

4
8

6
10

6
10

2

2

2

2

4

4

2
4
6

2
4
6

4
6

4
6

6
8

6
8

MOV

POP

PUSH

LDM *4

STM *4

MOVFPE

MOVTPE

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

#xx:8→Rd8
Rs8→Rd8
@ERs→Rd8
@(d:16,ERs)→Rd8
@(d:32,ERs)→Rd8
@ERs→Rd8,ERs32+1→ERs32
@aa:8→Rd8
@aa:16→Rd8
@aa:32→Rd8
Rs8→@ERd
Rs8→@(d:16,ERd)
Rs8→@(d:32,ERd)
ERd32-1→ERd32,Rs8→@ERd
Rs8→@aa:8
Rs8→@aa:16
Rs8→@aa:32
#xx:16→Rd16
Rs16→Rd16
@ERs→Rd16
@(d:16,ERs)→Rd16
@(d:32,ERs)→Rd16
@ERs→Rd16,ERs32+2→ERs32
@aa:16→Rd16
@aa:32→Rd16
Rs16→@ERd
Rs16→@(d:16,ERd)
Rs16→@(d:32,ERd)
ERd32-2→ERd32,Rs16→@ERd
Rs16→@aa:16
Rs16→@aa:32
#xx:32→ERd32
ERs32→ERd32
@ERs→ERd32
@(d:16,ERs)→ERd32
@(d:32,ERs)→ERd32
@ERs→ERd32,ERs32+4→ERs32
@aa:16→ERd32
@aa:32→ERd32
ERs32→@ERd
ERs32→@(d:16,ERd)
ERs32→@(d:32,ERd)
ERd32-4→ERd32,ERs32→@ERd
ERs32→@aa:16
ERs32→@aa:32
@SP→Rn16,SP+2→SP
@SP→ERn32,SP+4→SP
SP-2→SP,Rn16→@SP
SP-4→SP,ERn32→@SP
(@SP→ERn32,SP+4→SP)
復帰本数分繰り返し
(SP-4→SP,ERn32→@SP)
退避本数分繰り返し

オペレーション
コンディション

コード
実行

ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

2
4
2
4
4

4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
―

―

1
1
2
3
5
3
2
3
4
2
3
5
3
2
3
4
2
1
2
3
5
3
3
4
2
3
5
3
3
4
3
1
4
5
7
5
5
6
4
5
7
5
5
6
3
5
3
5

7/9/11［1］

7/9/11［1］

［2］
［2］

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

本LSIでは使用できません。

―

―

―

―
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表 A.2 算術演算命令 

ADD.B #xx:8,Rd
ADD.B Rs,Rd
ADD.W #xx:16,Rd
ADD.W Rs,Rd
ADD.L #xx:32,ERd
ADD.L ERs,ERd
ADDX #xx:8,Rd
ADDX Rs,Rd
ADDS #1,ERd
ADDS #2,ERd
ADDS #4,ERd
INC.B Rd
INC.W #1,Rd
INC.W #2,Rd
INC.L #1,ERd
INC.L #2,ERd
DAA Rd
SUB.B Rs,Rd
SUB.W #xx:16,Rd
SUB.W Rs,Rd
SUB.L #xx:32,ERd
SUB.L ERs,ERd
SUBX #xx:8,Rd
SUBX Rs,Rd
SUBS #1,ERd
SUBS #2,ERd
SUBS #4,ERd
DEC.B Rd
DEC.W #1,Rd
DEC.W #2,Rd
DEC.L #1,ERd
DEC.L #2,ERd
DAS Rd
MULXU.B Rs,Rd
MULXU.W Rs,ERd
MULXS.B Rs,Rd
MULXS.W Rs,ERd
DIVXU.B Rs,Rd

DIVXU.W Rs,ERd

DIVXS.B Rs,Rd

DIVXS.W Rs,ERd

CMP.B #xx:8,Rd
CMP.B Rs,Rd
CMP.W #xx:16,Rd
CMP.W Rs,Rd
CMP.L #xx:32,ERd
CMP.L ERs,ERd
NEG.B Rd
NEG.W Rd
NEG.L ERd
EXTU.W Rd
EXTU.L ERd
EXTS.W Rd

EXTS.L ERd

TAS @ERd *2

MAC @ERn+,@ERm+
CLRMAC
LDMAC ERs,MACH
LDMAC ERs,MACL
STMAC MACH,ERd
STMAC MACL,ERd

B
B
W
W
L
L
B
B
L
L
L
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
L
L
L
B
W
W
L
L
B
B
W
B
W
B

W

B

W

B
B
W
W
L
L
B
W
L
W
L
W

L

B

2

4

6

2

4

6

2

2

4

6

2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2

2

4

4

2

2

2
2
2
2
2
2
2

2

ADD

ADDX

ADDS

INC

DAA
SUB

SUBX

SUBS

DEC

DAS
MULXU

MULXS

DIVXU

DIVXS

CMP

NEG

EXTU

EXTS

TAS

MAC
CLRMAC

LDMAC

STMAC

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

Rd8+#xx:8→Rd8

Rd8+Rs8→Rd8

Rd16+#xx:16→Rd16

Rd16+Rs16→Rd16

ERd32+#xx:32→ERd32

ERd32+ERs32→ERd32

Rd8+#xx:8+C→Rd8

Rd8+Rs8+C→Rd8

ERd32+1→ERd32

ERd32+2→ERd32

ERd32+4→ERd32

Rd8+1→Rd8

Rd16+1→Rd16

Rd16+2→Rd16

ERd32+1→ERd32

ERd32+2→ERd32

Rd8 10進補正→Rd8

Rd8-Rs8→Rd8

Rd16-#xx:16→Rd16

Rd16-Rs16→Rd16

ERd32-#xx:32→ERd32

ERd32-ERs32→ERd32

Rd8-#xx:8-C→Rd8

Rd8-Rs8-C→Rd8

ERd32-1→ERd32

ERd32-2→ERd32

ERd32-4→ERd32

Rd8-1→Rd8

Rd16-1→Rd16

Rd16-2→Rd16

ERd32-1→ERd32

ERd32-2→ERd32

Rd8 10進補正→Rd8

Rd8×Rs8→Rd16（符号なし乗算）

Rd16×Rs16→ERd32（符号なし乗算）

Rd8×Rs8→Rd16（符号付き乗算）

Rd16×Rs16→ERd32（符号付き乗算）

Rd16÷Rs8→Rd16

(RdH：余り、RdL：商) (符号なし除算)

ERd32÷Rs16→ERd32

(Ed：余り、Rd：商) (符号なし除算)

Rd16÷Rs8→Rd16

(RdH：余り、RdL：商) (符号付き除算)

ERd32÷Rs16→ERd32

(Ed：余り、Rd：商) (符号付き除算)

Rd8-#xx:8

Rd8-Rs8

Rd16-#xx:16

Rd16-Rs16

ERd32-#xx:32

ERd32-ERs32

0-Rd8→Rd8

0-Rd16→Rd16

0-ERd32→ERd32

0→(<ビット15～8> of Rd16)

0→(<ビット31～16> of ERd32)

(<ビット7> of Rd16)→

　　　(<ビット15～8> of Rd16)

(<ビット15> of ERd32)→

　　　(<ビット31～16> of ERd32)
@ERd-0→CCRセット, (1)→

　　　(<ビット7> of @ERd)

オペレーション
コンディション

コード
実行

ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

4

―
―
―

*

1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

12
20
13
21
12

20

13

21

1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1

1

4

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

［3］
［3］
［4］
［4］

―
―
―
―
―
―
―
―
*

［3］
［3］
［4］
［4］

―
―
―
―
―
―
―
―
*
―
―
―
―
―

―

―

―

［3］
［3］
［4］
［4］

―
―
―

―

―

―
―
―

―
―
―

―
―

［6］

［6］

［8］

［8］

0
0

［5］
［5］
―
―
―

［5］
［5］
―
―
―

―
―

［7］

［7］

［7］

［7］

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

*
―
―
―
―
―

―

―

―

0
0
0

0

0

―
―
―

―

―

本LSIでは使用できません。 ［2］
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表 A.3 論理演算命令 

AND.B #xx:8,Rd
AND.B Rs,Rd
AND.W #xx:16,Rd
AND.W Rs,Rd
AND.L #xx:32,ERd
AND.L ERs,ERd
OR.B #xx:8,Rd
OR.B Rs,Rd
OR.W #xx:16,Rd
OR.W Rs,Rd
OR.L #xx:32,ERd
OR.L ERs,ERd
XOR.B #xx:8,Rd
XOR.B Rs,Rd
XOR.W #xx:16,Rd
XOR.W Rs,Rd
XOR.L #xx:32,ERd
XOR.L ERs,ERd
NOT.B Rd
NOT.W Rd
NOT.L ERd

B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
W
L

2

4

6

2

4

6

2

4

6

2

2

4

2

2

4

2

2

4
2
2
2

AND

OR

XOR

NOT

ニーモニック� サイズ�

アドレッシングモード／命令長（バイト）�

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

Rd8∧#xx:8→Rd8
Rd8∧Rs8→Rd8
Rd16∧#xx:16→Rd16
Rd16∧Rs16→Rd16
ERd32∧#xx:32→ERd32
ERd32∧ERs32→ERd32
Rd8∨#xx:8→Rd8
Rd8∨Rs8→Rd8
Rd16∨#xx:16→Rd16
Rd16∨Rs16→Rd16
ERd32∨#xx:32→ERd32
ERd32∨ERs32→ERd32
Rd8⊕#xx:8→Rd8
Rd8⊕Rs8→Rd8
Rd16⊕#xx:16→Rd16
Rd16⊕Rs16→Rd16
ERd32⊕#xx:32→ERd32
ERd32⊕ERs32→ERd32
～Rd8→Rd8
～Rd16→Rd16
～ERd32→ERd32

オペレーション�
コンディション�
コード�

実行�
ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト�

1
1
2
1
3
2
1
1
2
1
3
2
1
1
2
1
3
2
1
1
1

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
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表 A.4 シフト命令 

SHAL.B Rd
SHAL.B #2,Rd
SHAL.W Rd
SHAL.W #2,Rd
SHAL.L ERd
SHAL.L #2,ERd
SHAR.B Rd
SHAR.B #2,Rd
SHAR.W Rd
SHAR.W #2,Rd
SHAR.L ERd
SHAR.L #2,ERd
SHLL.B Rd
SHLL.B #2,Rd
SHLL.W Rd
SHLL.W #2,Rd
SHLL.L ERd
SHLL.L #2,ERd
SHLR.B Rd
SHLR.B #2,Rd
SHLR.W Rd
SHLR.W #2,Rd
SHLR.L ERd
SHLR.L #2,ERd
ROTXL.B Rd
ROTXL.B #2,Rd
ROTXL.W Rd
ROTXL.W  #2,Rd
ROTXL.L ERd
ROTXL.L #2,ERd
ROTXR.B Rd
ROTXR.B #2,Rd
ROTXR.W Rd
ROTXR.W #2,Rd
ROTXR.L ERd
ROTXR.L #2,ERd
ROTL.B Rd
ROTL.B #2,Rd
ROTL.W Rd
ROTL.W #2,Rd
ROTL.L ERd
ROTL.L #2,ERd
ROTR.B Rd
ROTR.B #2,Rd
ROTR.W Rd
ROTR.W #2,Rd
ROTR.L ERd
ROTR.L #2,ERd

B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L

2
2
2
2
2
2
2

2 
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

SHAL

SHAR

SHLL

SHLR

ROTXL

ROTXR

ROTL

ROTR

ニーモニック� サイズ�

アドレッシングモード／命令長（バイト）�

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―
�

オペレーション�
コンディション�
コード�

実行�
ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト�

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

0
0
0
0
0
0

� �

C

0

MSB LSB

C MSB LSB

C MSB LSB

CMSB LSB

CMSB LSB

C

0

MSB LSB

C

0

MSB LSB

CMSB LSB
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表 A.5 ビット操作命令 

BSET #xx:3,Rd
BSET #xx:3,@ERd
BSET #xx:3,@aa:8
BSET #xx:3,@aa:16
BSET #xx:3,@aa:32
BSET Rn,Rd
BSET Rn,@ERd
BSET Rn,@aa:8
BSET Rn,@aa:16
BSET Rn,@aa:32
BCLR #xx:3,Rd
BCLR #xx:3,@ERd
BCLR #xx:3,@aa:8
BCLR #xx:3,@aa:16
BCLR #xx:3,@aa:32
BCLR Rn,Rd
BCLR Rn,@ERd
BCLR Rn,@aa:8
BCLR Rn,@aa:16
BCLR Rn,@aa:32
BNOT #xx:3,Rd
BNOT #xx:3,@ERd
BNOT #xx:3,@aa:8
BNOT #xx:3,@aa:16
BNOT #xx:3,@aa:32
BNOT Rn,Rd
BNOT Rn,@ERd
BNOT Rn,@aa:8
BNOT Rn,@aa:16
BNOT Rn,@aa:32
BTST #xx:3,Rd
BTST #xx:3,@ERd
BTST #xx:3,@aa:8
BTST #xx:3,@aa:16
BTST #xx:3,@aa:32
BTST Rn,Rd
BTST Rn,@ERd
BTST Rn,@aa:8
BTST Rn,@aa:16
BTST Rn,@aa:32
BLD #xx:3,Rd
BLD #xx:3,@ERd
BLD #xx:3,@aa:8
BLD #xx:3,@aa:16
BLD #xx:3,@aa:32
BILD #xx:3,Rd
BILD #xx:3,@ERd
BILD #xx:3,@aa:8
BILD #xx:3,@aa:16
BILD #xx:3,@aa:32
BST #xx:3,Rd
BST #xx:3,@ERd
BST #xx:3,@aa:8
BST #xx:3,@aa:16
BST #xx:3,@aa:32
BIST #xx:3,Rd
BIST #xx:3,@ERd
BIST #xx:3,@aa:8
BIST #xx:3,@aa:16
BIST #xx:3,@aa:32
BAND #xx:3,Rd
BAND #xx:3,@ERd
BAND #xx:3,@aa:8
BAND #xx:3,@aa:16
BAND #xx:3,@aa:32

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

BSET

BCLR

BNOT

BTST

BLD

BILD

BST

BIST

BAND

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

(#xx:3 of Rd8)←1 

(#xx:3 of @ERd)←1

(#xx:3 of @aa:8)←1

(#xx:3 of @aa:16)←1

(#xx:3 of @aa:32)←1

(Rn8 of Rd8)←1

(Rn8 of @ERd)←1

(Rn8 of @aa:8)←1

(Rn8 of @aa:16)←1

(Rn8 of @aa:32)←1

(#xx:3 of Rd8)←0

(#xx:3 of @ERd)←0

(#xx:3 of @aa:8)←0

(#xx:3 of @aa:16)←0

(#xx:3 of @aa:32)←0

(Rn8 of Rd8)←0

(Rn8 of @ERd)←0

(Rn8 of @aa:8)←0

(Rn8 of @aa:16)←0

(Rn8 of @aa:32)←0

(#xx:3 of Rd8)← [～(#xx:3 of Rd8)]

(#xx:3 of @ERd)← [～(#xx:3 of @ERd)]

(#xx:3 of @aa:8)← [～(#xx:3 of @aa:8)]

(#xx:3 of @aa:16)←[～(#xx:3 of @aa:16)]

(#xx:3 of @aa:32)← [～(#xx:3 of @aa:32)]

(Rn8 of Rd8)← [～(Rn8 of Rd8)]

(Rn8 of @ERd)← [～(Rn8 of @ERd)]

(Rn8 of @aa:8)← [～(Rn8 of @aa:8)]

(Rn8 of @aa:16)← [～(Rn8 of @aa:16)]

(Rn8 of @aa:32)← [～(Rn8 of @aa:32)]

～(#xx:3 of Rd8)→Z

～(#xx:3 of @ERd)→Z

～(#xx:3 of @aa:8)→Z

～(#xx:3 of @aa:16)→Z

～(#xx:3 of @aa:32)→Z

～(Rn8 of Rd8)→Z

～(Rn8 of @ERd)→Z

～(Rn8 of @aa:8)→Z

～(Rn8 of @aa:16)→Z

～(Rn8 of @aa:32)→Z

(#xx:3 of Rd8)→C

(#xx:3 of @ERd)→C

(#xx:3 of @aa:8)→C

(#xx:3 of @aa:16)→C

(#xx:3 of @aa:32)→C

～(#xx:3 of Rd8)→C

～(#xx:3 of @ERd)→C

～(#xx:3 of @aa:8)→C

～(#xx:3 of @aa:16)→C

～(#xx:3 of @aa:32)→C

C→(#xx:3 of Rd8)

C→(#xx:3 of @ERd)

C→(#xx:3 of @aa:8)

C→(#xx:3 of @aa:16)

C→(#xx:3 of @aa:32)

～C→(#xx:3 of Rd8)

～C→(#xx:3 of @ERd)

～C→(#xx:3 of @aa:8)

～C→(#xx:3 of @aa:16)

～C→(#xx:3 of @aa:32)

C∧(#xx:3 of Rd8)→C

C∧(#xx:3 of @ERd)→C

C∧(#xx:3 of @aa:8)→C

C∧(#xx:3 of @aa:16)→C

C∧(#xx:3 of @aa:32)→C

オペレーション
コンディション

コード
実行

ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
3
3
4
5

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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BIAND #xx:3,Rd
BIAND #xx:3,@ERd
BIAND #xx:3,@aa:8
BIAND #xx:3,@aa:16
BIAND #xx:3,@aa:32
BOR #xx:3,Rd
BOR #xx:3,@ERd
BOR #xx:3,@aa:8
BOR #xx:3,@aa:16
BOR #xx:3,@aa:32
BIOR #xx:3,Rd
BIOR #xx:3,@ERd
BIOR #xx:3,@aa:8
BIOR #xx:3,@aa:16
BIOR #xx:3,@aa:32
BXOR #xx:3,Rd
BXOR #xx:3,@ERd
BXOR #xx:3,@aa:8
BXOR #xx:3,@aa:16
BXOR #xx:3,@aa:32
BIXOR #xx:3,Rd
BIXOR #xx:3,@ERd
BIXOR #xx:3,@aa:8
BIXOR #xx:3,@aa:16
BIXOR #xx:3,@aa:32

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

BIAND

BOR

BIOR

BXOR

BIXOR

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

C∧ [～(#xx:3 of Rd8)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @ERd)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @aa:8)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @aa:16)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @aa:32)]→C
C∨(#xx:3 of Rd8)→C
C∨(#xx:3 of @ERd)→C
C∨(#xx:3 of @aa:8)→C
C∨(#xx:3 of @aa:16)→C
C∨(#xx:3 of @aa:32)→C
C∨ [～(#xx:3 of Rd8)]→C
C∨ [～(#xx:3 of @ERd)]→C
C∨ [～(#xx:3 of @aa:8)]→C
C∨ [～(#xx:3 of @aa:16)]→C
C∨ [～(#xx:3 of @aa:32)]→C
C⊕ (#xx:3 of Rd8)→C
C⊕ (#xx:3 of @ERd)→C
C⊕ (#xx:3 of @aa:8)→C
C⊕ (#xx:3 of @aa:16)→C
C⊕ (#xx:3 of @aa:32)→C
C⊕ [～(#xx:3 of Rd8)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @ERd)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @aa:8)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @aa:16)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @aa:32)]→C

オペレーション

I H N Z V C アドバンスト

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

コンディション
コード

実行
ステート数*1
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表 A.6 分岐命令 

BRA d:8(BT d:8)
BRA d:16(BT d:16)
BRN d:8(BF d:8)
BRN d:16(BF d:16)
BHI d:8
BHI d:16
BLS d:8
BLS d:16
BCC d:8(BHS d:8)
BCC d:16(BHS d:16)
BCS d:8(BLO d:8)
BCS d:16(BLO d:16)
BNE d:8
BNE d:16
BEQ d:8
BEQ d:16
BVC d:8
BVC d:16
BVS d:8
BVS d:16
BPL d:8
BPL d:16
BMI d:8
BMI d:16
BGE d:8
BGE d:16
BLT d:8
BLT d:16

Bcc

ニーモニック� サイズ�

アドレッシングモード／命令長（バイト）�

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

オペレーション�

I分岐条件� H N Z V C アドバンスト�

2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4

Always

Never

C∨Z=0

C∨Z=1

C=0

C=1

Z=0

Z=1

V=0

V=1

N=0

N=1

N⊕V=0

N⊕V=1

if condition is true then
    PC←PC＋d
else next;

2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

コンディション�
コード�

実行�
ステート数*1

BGT d:8
BGT d:16
BLE d:8
BLE d:16
JMP @ERn
JMP @aa:24
JMP @@aa:8
BSR d:8
BSR d:16
JSR @ERn
JSR @aa:24
JSR @@aa:8
RTS

JMP

BSR

JSR

RTS

PC←ERn
PC←aa:24
PC←@aa:8
PC→@-SP,PC←PC+d:8
PC→@-SP,PC←PC+d:16
PC→@-SP,PC←ERn
PC→@-SP,PC←aa:24
PC→@-SP,PC←@aa:8
PC←@SP+

2

2

4

4

2
4
2
4

2
4

2

2
2

2
3
2
3
2
3

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�

Z∨(N⊕V)=0

Z∨(N⊕V)=1

5
4
5
4
5
6
5  
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表 A.7 システム制御命令 

TRAPA #x:2

RTE

SLEEP
LDC #xx:8,CCR
LDC #xx:8,EXR
LDC Rs,CCR
LDC Rs,EXR
LDC @ERs,CCR
LDC @ERs,EXR
LDC @(d:16,ERs),CCR
LDC @(d:16,ERs),EXR
LDC @(d:32,ERs),CCR
LDC @(d:32,ERs),EXR
LDC @ERs+,CCR
LDC @ERs+,EXR
LDC @aa:16,CCR
LDC @aa:16,EXR
LDC @aa:32,CCR
LDC @aa:32,EXR
STC.B CCR,Rd
STC.B EXR,Rd
STC.W CCR,@ERd
STC.W EXR,@ERd
STC.W CCR,@(d:16,ERd)
STC.W EXR,@(d:16,ERd)
STC.W CCR,@(d:32,ERd)
STC.W EXR,@(d:32,ERd)
STC.W CCR,@-ERd
STC.W EXR,@-ERd
STC.W CCR,@aa:16
STC.W EXR,@aa:16
STC.W CCR,@aa:32
STC.W EXR,@aa:32
ANDC #xx:8,CCR
ANDC #xx:8,EXR
ORC #xx:8,CCR
ORC #xx:8,EXR
XORC #xx:8,CCR
XORC #xx:8,EXR
NOP

―�
�
―�
�
―
B
B
B
B
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
B
B
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
B
B
B
B
B
B
―

TRAPA

RTE

SLEEP
LDC

STC

ANDC

ORC

XORC

NOP

ニーモニック� サイズ�

アドレッシングモード／命令長（バイト）�

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

PC→@-SP,CCR→@-SP, 
EXR→@-SP,<ベクタ>→PC
EXR←@SP+,CCR←@SP+,
PC←@SP+
低消費電力状態に遷移
#xx:8→CCR
#xx:8→EXR
Rs8→CCR
Rs8→EXR
@ERs→CCR
@ERs→EXR
@(d:16,ERs)→CCR
@(d:16,ERs)→EXR
@(d:32,ERs)→CCR
@(d:32,ERs)→EXR
@ERs→CCR,ERs32+2→ERs32
@ERs→EXR,ERs32+2→ERs32
@aa:16→CCR
@aa:16→EXR
@aa:32→CCR
@aa:32→EXR
CCR→Rd8
EXR→Rd8
CCR→@ERd
EXR→@ERd
CCR→@(d:16,ERd)
EXR→@(d:16,ERd)
CCR→@(d:32,ERd)
EXR→@(d:32,ERd)
ERd32-2→ERd32,CCR→@ERd
ERd32-2→ERd32,EXR→@ERd
CCR→@aa:16
EXR→@aa:16
CCR→@aa:32
EXR→@aa:32
CCR∧#xx:8→CCR
EXR∧#xx:8→EXR
CCR∨#xx:8→CCR
EXR∨#xx:8→EXR
CCR⊕#xx:8→CCR
EXR⊕#xx:8→EXR
PC←PC+2

オペレーション�

I H N Z V C アドバンスト�

2
4

2
4
2
4
2
4

2
2

2
2

4
4

4
4

6
6
10
10

6
6
10
10

4
4

4
4

6
6
8
8

6
6
8
8

2

5［9］

2
1
2
1
1
3
3
4
4
6
6
4
4
4
4
5
5
1
1
3
3
4
4
6
6
4
4
4
4
5
5
1
2
1
2
1
2
1

1�
�
�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�

―�
�
�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�

―�
�
�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�

―�
�
�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�

―�
�
�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�

―�
�
�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
―�
�
―�
�
―�
�
―�
―�

8［9］

コンディション�
コード� 実行ステート数�
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表 A.8 ブロック転送命令 

EEPMOV.B

EEPMOV.W

―�
�
�
�
�
�
�
―�

EEPMOV

ニーモニック� サイズ�

アドレッシングモード／命令長（バイト）�

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

�

オペレーション�

I H N Z V C アドバンスト�

4

4

4+2n *3

4+2n *3

―�
�
�
�
�
�
�
―�
�

―�
�
�
�
�
�
�
―�
�

―�
�
�
�
�
�
�
―�
�

―�
�
�
�
�
�
�
―�
�

―�
�
�
�
�
�
�
―�
�

―�
�
�
�
�
�
�
―�
�

コンディション�
コード�

実行�
ステート数*1

if R4L≠0
      Repeat @ER5→@ER6
          ER5+1→ER5
          ER6+1→ER6
          R4L-1→R4L
      Until R4L=0
else next;
if R4≠0
      Repeat @ER5→@ER6
          ER5+1→ER5
          ER6+1→ER6
          R4-1→R4
      Until R4=0
else next;

【注】  *1 　実行ステート数は、命令コードおよびオペランドが内蔵メモリに存在する場合の値です。
  　　　*2 　TAS命令を使用する場合は、レジスタER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。
 　　　*3 　nはR4LまたはR4の初期設定値です。
 　　　*4 　STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタER0～ER6を使用してください。
 　　  ［1］ 復帰／退避レジスタ数が2本のとき7ステート、3本のとき9ステート、4本のとき11ステートになります。
  　　 ［2］ 本LSIでは使用できません。
   　　［3］ ビット11から桁上がりまたはビット11へ桁下がりが発生したとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［4］ ビット27から桁上がりまたはビット27へ桁下がりが発生したとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［5］ 演算結果が0（ゼロ）のとき、演算前の値を保持し、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［6］ 除数が負のとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［7］ 除数が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［8］ 商が負のとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［9］ EXRが有効のとき、実行ステート数は1ステート多くなります。  
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A.2 命令コード一覧 

表 A.9 命令コード一覧 

A
D

D

A
D

D
S

A
D

D
X

A
N

D

A
N

D
C

B
A

N
D

B
cc

A
D

D
.B

 #
xx

:8
,R

d

A
D

D
.B

 R
s,

R
d

A
D

D
.W

 #
xx

:1
6,

R
d

A
D

D
.W

 R
s,

R
d

A
D

D
.L

 #
xx

:3
2,

E
R

d

A
D

D
.L

 E
R

s,
E

R
d

A
D

D
S

 #
1,

E
R

d

A
D

D
S

 #
2,

E
R

d

A
D

D
S

 #
4,

E
R

d

A
D

D
X

 #
xx

:8
,R

d

A
D

D
X

 R
s,

R
d

A
N

D
.B

 #
xx

:8
,R

d

A
N

D
.B

 R
s,

R
d

A
N

D
.W

 #
xx

:1
6,

R
d

A
N

D
.W

 R
s,

R
d

A
N

D
.L

 #
xx

:3
2,

E
R

d

A
N

D
.L

 E
R

s,
E

R
d

A
N

D
C

 #
xx

:8
,C

C
R

A
N

D
C

 #
xx

:8
,E

X
R

B
A

N
D

 #
xx

:3
,R

d

B
A

N
D

 #
xx

:3
,@

E
R

d

B
A

N
D

 #
xx

:3
,@

aa
:8

B
A

N
D

 #
xx

:3
,@

aa
:1

6

B
A

N
D

 #
xx

:3
,@

aa
:3

2

B
R

A
 d

:8
 (

B
T

 d
:8

)

B
R

A
 d

:1
6 

(B
T

 d
:1

6)

B
R

N
 d

:8
 (

B
F

 d
:8

)

B
R

N
 d

:1
6 

(B
F

 d
:1

6)

B
H

I d
:8

B
H

I d
:1

6

B
LS

 d
:8

B
LS

 d
:1

6

B
C

C
 d

:8
 (

B
H

S
 d

:8
)

B
C

C
 d

:1
6 

(B
H

S
 d

:1
6)

B
C

S
 d

:8
 (

B
LO

 d
:8

)

B
C

S
 d

:1
6 

(B
LO

 d
:1

6)

B
N

E
 d

:8

B
N

E
 d

:1
6

B
E

Q
 d

:8

B
E

Q
 d

:1
6

B
V

C
 d

:8

B
V

C
 d

:1
6

B
V

S
 d

:8

B
V

S
 d

:1
6ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

第
1バ
イ
ト

Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

8 0 7 0 7 0 0 0 0 9 0 E 1 7 6 7 0 0 0 7 7 7 6 6 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5

rd 8 9 9 A A B B B rd E rd 6 9 6 A 1 6 1 6 C E A A 0 8 1 8 2 8 3 8 4 8 5 8 6 8 7 8 8 8 9 8

rs 1 rs 1

1 
  e

rs

0 8 9  rs rs 6 rs 6 F    
  4

 0
  I

M
M

0 
  e

rd

   
   

 

1 3 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

IM
M

IM
M

IM
M  

IM
M

ab
s

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

rd rd rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

rd rd rd rd

0 
  e

rd

0 1 rd 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 0
  I

M
M

 0
  I

M
M

0 0

6 0 7 7

IM
M

IM
M

ab
s

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

 d
is

p

di
sp

IM
M

IM
M

ab
s

   
   

   
   

   
   

  

6 6 6 6

 0
  I

M
M

0
7

   
   

   
   

   
   

  

6
 

0 
 IM

M
0

7

   
   

   
   

   
   

  

6

第
2バ
イ
ト

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

第
9バ
イ
ト

第
10
バ
イ
ト

サ イ ズ
命
令

 0
   

er
s

0 
 e

rd

IM
M

 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-13 
RJJ09B0303-0200 

 

B
cc

（
続
き
）

B
C

LR

B
IA

N
D

B
IL

D

B
IO

R

B
IS

T

B
P

L 
d:

8

B
P

L 
d:

16

B
M

I d
:8

B
M

I d
:1

6

B
G

E
 d

:8

B
G

E
 d

:1
6

B
LT

 d
:8

B
LT

 d
:1

6

B
G

T
 d

:8

B
G

T
 d

:1
6

B
LE

 d
:8

B
LE

 d
:1

6

B
C

LR
 #

xx
:3

,R
d

B
C

LR
 #

xx
:3

,@
E

R
d

B
C

LR
 #

xx
:3

,@
aa

:8

B
C

LR
 #

xx
:3

,@
aa

:1
6

B
C

LR
 #

xx
:3

,@
aa

:3
2

B
C

LR
 R

n,
R

d

B
C

LR
 R

n,
@

E
R

d

B
C

LR
 R

n,
@

aa
:8

B
C

LR
 R

n,
@

aa
:1

6

B
C

LR
 R

n,
@

aa
:3

2

B
IA

N
D

 #
xx

:3
,R

d

B
IA

N
D

 #
xx

:3
,@

E
R

d

B
IA

N
D

 #
xx

:3
,@

aa
:8

B
IA

N
D

 #
xx

:3
,@

aa
:1

6

B
IA

N
D

 #
xx

:3
,@

aa
:3

2

B
IL

D
 #

xx
:3

,R
d

B
IL

D
 #

xx
:3

,@
E

R
d

B
IL

D
 #

xx
:3

,@
aa

:8

B
IL

D
 #

xx
:3

,@
aa

:1
6

B
IL

D
 #

xx
:3

,@
aa

:3
2

B
IO

R
 #

xx
:3

,R
d

B
IO

R
 #

xx
:3

,@
E

R
d

B
IO

R
 #

xx
:3

,@
aa

:8

B
IO

R
 #

xx
:3

,@
aa

:1
6

B
IO

R
 #

xx
:3

,@
aa

:3
2

B
IS

T
 #

xx
:3

,R
d

B
IS

T
 #

xx
:3

,@
E

R
d

B
IS

T
 #

xx
:3

,@
aa

:8

B
IS

T
 #

xx
:3

,@
aa

:1
6

B
IS

T
 #

xx
:3

,@
aa

:3
2

ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

第
1バ
イ
ト

－ － － － － － － － － － － － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 4 5 7 7 7 6 6 6 7 7 6 6 7 7 7 6 6 7 7 7 6 6 7 7 7 6 6 6 7 7 6 6

A 8 B 8 C 8 D 8 E 8 F 8 2 D F A A 2 D F A A 6 C E A A 7 C E A A 4 C E A A 7 D F A A

A  B C D E F

  0
  I

M
M

0 
  e

rd

1 3 rn

0 
  e

rd

1 3

  1
  I

M
M

0 
  e

rd

1 3

  1
  I

M
M

0 
  e

rd

1 3

  1
  I

M
M

0 
  e

rd

1 3

  1
  I

M
M

0 
  e

rd

1 3

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

di
sp

ab
s

ab
s

ab
s

ab
s

ab
s

ab
s

0 0 0 0 0 0 rd 0 8 8 rd 0 8 8 rd 0 0 0 rd 0 0 0 rd 0 0 0 rd 0 8 8

7 7 6 6 7 7 7 7 7 7 6 6

   
   

   
   

   
di

sp

   
   

   
   

   
di

sp

   
   

   
   

   
di

sp

   
   

   
   

   
di

sp

   
   

   
   

   
di

sp

   
   

   
   

   
di

sp

2 2

   
   

   
   

  a
bs

2 2

   
   

   
   

  a
bs

6 6

   
   

   
   

  a
bs

7 7

   
   

   
   

  a
bs

4 4

   
   

   
   

  a
bs

7 7

   
   

   
   

  a
bs  0

   
IM

M

  0
   

IM
M

rn rn

  1
  I

M
M

  1
  I

M
M

  1
  I

M
M

  1
  I

M
M

  1
  I

M
M

  1
  I

M
M

  1
  I

M
M

  1
  I

M
M

0 0

   
   

   
   

  a
bs

0 0

   
   

   
   

  a
bs

0 0

   
   

   
   

  a
bs

0 0

   
   

   
   

  a
bs

0 0

   
   

   
   

  a
bs

0 0

   
   

   
   

  a
bs

7 6 7 7 7 6

2 2 6 7 4 7

   
   

   
   

   
   

  

               

  0
  I

M
M

     r
n     

  1
  I

M
M

    

  1
  I

M
M

    

  1
  I

M
M

    

  1
  I

M
M

0 0 0 0 0 0

7 6 7 7 7 6

2 2 6 7 4 7

                

  0
  I

M
M

     r
n     

  1
  I

M
M

    

  1
  I

M
M

    

 1
  I

M
M

    

 1
  I

M
M

0 0 0 0 0 0

第
2バ
イ
ト

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

第
9バ
イ
ト

第
10
バ
イ
ト

サ イ ズ
命
令

 
 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-14 
RJJ09B0303-0200 

 

B
IX

O
R

B
LD

B
N

O
T

B
O

R

B
S

E
T

B
S

R

B
S

T

B
IX

O
R

 #
xx

:3
,R

d

B
IX

O
R

 #
xx

:3
,@

E
R

d

B
IX

O
R

 #
xx

:3
,@

aa
:8

B
IX

O
R

 #
xx

:3
,@

aa
:1

6

B
IX

O
R

 #
xx

:3
,@

aa
:3

2

B
LD

 #
xx

:3
,R

d

B
LD

 #
xx

:3
,@

E
R

d

B
LD

 #
xx

:3
,@

aa
:8

B
LD

 #
xx

:3
,@

aa
:1

6

B
LD

 #
xx

:3
,@

aa
:3

2

B
N

O
T

 #
xx

:3
,R

d

B
N

O
T

 #
xx

:3
,@

E
R

d

B
N

O
T

 #
xx

:3
,@

aa
:8

B
N

O
T

 #
xx

:3
,@

aa
:1

6

B
N

O
T

 #
xx

:3
,@

aa
:3

2

B
N

O
T

 R
n,

R
d

B
N

O
T

 R
n,

@
E

R
d

B
N

O
T

 R
n,

@
aa

:8

B
N

O
T

 R
n,

@
aa

:1
6

B
N

O
T

 R
n,

@
aa

:3
2

B
O

R
 #

xx
:3

,R
d

B
O

R
 #

xx
:3

,@
E

R
d

B
O

R
 #

xx
:3

,@
aa

:8

B
O

R
 #

xx
:3

,@
aa

:1
6

B
O

R
 #

xx
:3

,@
aa

:3
2

B
S

E
T

 #
xx

:3
,R

d

B
S

E
T

 #
xx

:3
,@

E
R

d

B
S

E
T

 #
xx

:3
,@

aa
:8

B
S

E
T

 #
xx

:3
,@

aa
:1

6

B
S

E
T

 #
xx

:3
,@

aa
:3

2

B
S

E
T

 R
n,

R
d

B
S

E
T

 R
n,

@
E

R
d

B
S

E
T

 R
n,

@
aa

:8

B
S

E
T

 R
n,

@
aa

:1
6

B
S

E
T

 R
n,

@
aa

:3
2

B
S

R
 d

:8

B
S

R
 d

:1
6

B
S

T
 #

xx
:3

,R
d

B
S

T
 #

xx
:3

,@
E

R
d

B
S

T
 #

xx
:3

,@
aa

:8

B
S

T
 #

xx
:3

,@
aa

:1
6

B
S

T
 #

xx
:3

,@
aa

:3
2

ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

第
1バ
イ
ト

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ － － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

7 7 7 6 6 7 7 7 6 6 7 7 7 6 6 6 7 7 6 6 7 7 7 6 6 7 7 7 6 6 6 7 7 6 6 5 5 6 7 7 6 6

5 C E A A 7 C E A A 1 D F A A 1 D F A A 4 C E A A 0 D F A A 0 D F A A 5 C 7 D F A A

  1
  I

M
M

 0
   

er
d 

   
   

   
   

  a
bs

 1  3

  0
  I

M
M

 0
   

er
d 

   
   

   
   

  a
bs

 1  3

  0
  I

M
M

 0
   

er
d 

   
   

   
   

  a
bs

 1  3  r
n

 0
   

er
d 

   
   

   
   

  a
bs

 1  3

  0
  I

M
M

 0
   

er
d 

   
   

   
   

  a
bs

 1  3

  0
  I

M
M

 0
   

er
d 

   
   

   
   

  a
bs

 1  3  r
n

 0
   

er
d 

   
   

   
   

  a
bs

 1  3

   
   

   
   

   
di

sp

 0

  0
  I

M
M

 0
   

er
d 

   
   

   
   

  a
bs

 1  3

rd 0 0 0 rd 0 0 0 rd 0 8 8 rd 0 8 8 rd 0 0 0 rd 0 8 8 rd 0 8 8 0 rd 0 8 8

7 7 7 7 7 7 6 6 7 7 7 7 6 6 6 6

5 5

   
   

   
   

  a
bs

7 7

   
   

   
   

  a
bs

1 1

   
   

   
   

  a
bs

1 1

   
   

   
   

  a
bs

4 4

   
   

   
   

  a
bs

0 0

   
   

   
   

  a
bs

0 0

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
   

   
di

sp

7 7

   
   

   
   

  a
bs

 

  1
  I

M
M

  1
  I

M
M

   

  0
  I

M
M

  0
  I

M
M

   

  0
  I

M
M

  0
  I

M
M

    r
n

 r
n    

  0
  I

M
M

  0
  I

M
M

  

  0
  I

M
M

  0
  I

M
M

    r
n

 r
n      

  0
  I

M
M

  0
  I

M
M

  

0 0

   
   

   
  a

bs

0 0

   
   

   
  a

bs

0 0

   
   

   
  a

bs

0 0

   
   

   
  a

bs

0 0

   
   

   
  a

bs

0 0

   
   

   
  a

bs

0 0

   
   

   
  a

bs

0 0

   
   

   
  a

bs

7 7 7 6 7 7 6 6

5 7 1 1 4 0 0 7

   

  1
  I

M
M

    

  0
  I

M
M

    

  0
  I

M
M

     r
n     

  0
  I

M
M

    

  0
  I

M
M

     r
n       

  0
  I

M
M

 

0 0 0 0 0 0 0 0

7 7 7 6 7 7 6 6

5 7 1 1 4 0 0 7

    

  1
  I

M
M

    

  0
  I

M
M

    

  0
  I

M
M

     r
n     

  0
  I

M
M

    

  0
  I

M
M

     r
n       

  0
  I

M
M

0 0 0 0 0 0 0 0

第
2バ
イ
ト

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

第
9バ
イ
ト

第
10
バ
イ
ト

サ イ ズ
命
令

 
 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-15 
RJJ09B0303-0200 

 

B
T

S
T

B
X

O
R

C
LR

M
A

C

C
M

P

D
A

A

D
A

S

D
E

C

D
IV

X
S

D
IV

X
U

E
E

P
M

O
V

E
X

T
S

E
X

T
U

B
T

S
T

 #
xx

:3
,R

d

B
T

S
T

 #
xx

:3
,@

E
R

d

B
T

S
T

 #
xx

:3
,@

aa
:8

B
T

S
T

 #
xx

:3
,@

aa
:1

6

B
T

S
T

 #
xx

:3
,@

aa
:3

2

B
T

S
T

 R
n,

R
d

B
T

S
T

 R
n,

@
E

R
d

B
T

S
T

 R
n,

@
aa

:8

B
T

S
T

 R
n,

@
aa

:1
6

B
T

S
T

 R
n,

@
aa

:3
2

B
X

O
R

 #
xx

:3
,R

d

B
X

O
R

 #
xx

:3
,@

E
R

d

B
X

O
R

 #
xx

:3
,@

aa
:8

B
X

O
R

 #
xx

:3
,@

aa
:1

6

B
X

O
R

 #
xx

:3
,@

aa
:3

2

C
LR

M
A

C

C
M

P
.B

 #
xx

:8
,R

d

C
M

P
.B

 R
s,

R
d

C
M

P
.W

 #
xx

:1
6,

R
d

C
M

P
.W

 R
s,

R
d

C
M

P
.L

 #
xx

:3
2,

E
R

d

C
M

P
.L

 E
R

s,
E

R
d

D
A

A
 R

d

D
A

S
 R

d

D
E

C
.B

 R
d

D
E

C
.W

 #
1,

R
d

D
E

C
.W

 #
2,

R
d

D
E

C
.L

 #
1,

E
R

d

D
E

C
.L

 #
2,

E
R

d

D
IV

X
S

.B
 R

s,
R

d

D
IV

X
S

.W
 R

s,
E

R
d

D
IV

X
U

.B
 R

s,
R

d

D
IV

X
U

.W
 R

s,
E

R
d

E
E

P
M

O
V

.B

E
E

P
M

O
V

.W

E
X

T
S

.W
 R

d

E
X

T
S

.L
 E

R
d

E
X

T
U

.W
 R

d

E
X

T
U

.L
 E

R
d

ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

第
1バ
イ
ト

本
LS

Iで
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ － Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｗ Ｂ Ｗ － － Ｗ Ｌ Ｗ Ｌ

7 7 7 6 6 6 7 7 6 6 7 7 7 6 6 A 1 7 1 7 1 0 1 1 1 1 1 1 0 0 5 5 7 7 1 1 1 1

3 C E A A 3 C E A A 5 C E A A rd C 9 D A F F F A B B B B 1 1 1 3 B B 7 7 7 7

  0
  I

M
M

0 
  e

rd

   
   

   
   

  a
bs

 1  3  r
n

0 
  e

rd

   
   

   
   

  a
bs

 1  3

  0
  I

M
M

0 
  e

rd

   
   

   
   

  a
bs

 1  3  

   
   

   
   

   
  I

M
M

 r
s  2  r
s  2

1 
  e

rs

 0  0  0  5  D  7  F  D  D  r
s

 r
s  5  D  D  F  5  7

rd 0 0 0 rd 0 0 0 rd 0 0 0 rd rd rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

rd rd rd rd rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 0 rd

0 
  e

rd

C 4 rd

0 
  e

rd

rd

0 
  e

rd

7 7 6 6 7 7 5 5 5 5

3 3

   
   

   
   

  a
bs

3 3

   
   

   
   

  a
bs

5 5

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
   

   
IM

M

1 3 9 9

 

  0
  I

M
M

  0
  I

M
M

    r
n

 r
n    

  0
  I

M
M

  0
  I

M
M

                 r
s

 r
s    8  8     

0 0

   
   

   
  a

bs

0 0

   
   

   
  a

bs

0 0

   
   

   
  a

bs

   
   

   
   

IM
M

rd

0 
  e

rd

F F

7 6 7

3 3 5

   

  0
  I

M
M

     r
n     

  0
  I

M
M

                         

0 0 0

7 6 7

3 3 5

    

  0
  I

M
M

     r
n     

  0
  I

M
M

  

0 0 0

第
2バ
イ
ト

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

第
9バ
イ
ト

第
10
バ
イ
ト

サ イ ズ
命
令

 
 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-16 
RJJ09B0303-0200 

 

IN
C

JM
P

JS
R

LD
C

LD
M

 *
3

LD
M

A
C

M
A

C

M
O

V

IN
C

.B
 R

d

IN
C

.W
 #

1,
R

d

IN
C

.W
 #

2,
R

d

IN
C

.L
 #

1,
E

R
d

IN
C

.L
 #

2,
E

R
d

JM
P

 @
E

R
n

JM
P

 @
aa

:2
4

JM
P

 @
@

aa
:8

JS
R

 @
E

R
n

JS
R

 @
aa

:2
4

JS
R

 @
@

aa
:8

LD
C

 #
xx

:8
,C

C
R

LD
C

 #
xx

:8
,E

X
R

LD
C

 R
s,

C
C

R

LD
C

 R
s,

E
X

R

LD
C

 @
E

R
s,

C
C

R

LD
C

 @
E

R
s,

E
X

R

LD
C

 @
(d

:1
6,

E
R

s)
,C

C
R

LD
C

 @
(d

:1
6,

E
R

s)
,E

X
R

LD
C

 @
(d

:3
2,

E
R

s)
,C

C
R

LD
C

 @
(d

:3
2,

E
R

s)
,E

X
R

LD
C

 @
E

R
s+

,C
C

R

LD
C

 @
E

R
s+

,E
X

R

LD
C

 @
aa

:1
6,

C
C

R

LD
C

 @
aa

:1
6,

E
X

R

LD
C

 @
aa

:3
2,

C
C

R

LD
C

 @
aa

:3
2,

E
X

R

LD
M

.L
 @

S
P

+
, (

E
R

n-
E

R
n+

1)

LD
M

.L
 @

S
P

+
, (

E
R

n-
E

R
n+

2)

LD
M

.L
 @

S
P

+
, (

E
R

n-
E

R
n+

3)

LD
M

A
C

 E
R

s,
M

A
C

H

LD
M

A
C

 E
R

s,
M

A
C

L

M
A

C
 @

E
R

n+
,@

E
R

m
+

M
O

V
.B

 #
xx

:8
,R

d

M
O

V
.B

 R
s,

R
d

M
O

V
.B

 @
E

R
s,

R
d

M
O

V
.B

 @
(d

:1
6,

E
R

s)
,R

d

M
O

V
.B

 @
(d

:3
2,

E
R

s)
,R

d

M
O

V
.B

 @
E

R
s+

,R
d

M
O

V
.B

 @
aa

:8
,R

d

M
O

V
.B

 @
aa

:1
6,

R
d

M
O

V
.B

 @
aa

:3
2,

R
d

M
O

V
.B

 R
s,

@
E

R
d

M
O

V
.B

 R
s,

@
(d

:1
6,

E
R

d)

M
O

V
.B

 R
s,

@
(d

:3
2,

E
R

d)

ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

本
LS

Iで
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

第
1バ
イ
ト

Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ － － － － － － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ L L L L L － Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

0 0 0 0 0 5 5 5 5 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 F 0 6 6 7 6 2 6 6 6 6 7

A B B B B 9 A B D E F 7 1 3 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 rd C 8 E 8 C rd A A 8 E 8

 0  5  D  7  F

0 
   

er
n

 

   
   

   
   

   
ab

s

0 
   

er
n

 

   
   

   
   

   
ab

s

   
   

   
   

   
  I

M
M

 4  0  1  4  4  4  4  4  4  4  4  4  4  4  4  1  2  3    

   
   

   
   

   
  I

M
M

 r
s

0 
  e

rs

0 
  e

rs

0 
  e

rs

0 
  e

rs

   
   

   
   

   
ab

s

 0  2

1 
  e

rd

1 
  e

rd

0 
  e

rd

rd rd rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

0 0 1 rs rs 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0    rd rd rd 0 rd rd rd rs rs 0

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
   

  a
bs

0 6 6 6 6 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

7 9 9 F F 8 8 D D B B B B D D D

   
   

   
   

   
di

sp

A

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
   

   
di

sp

A

            

   
   

   
   

IM
M

  

0 
   

er
s

0 
   

er
s

0 
   

er
s

0 
   

er
s

0 
   

er
s

0 
   

er
s

0 
   

er
s

0 
   

er
s

 0  0  2  2  7  7  7        2        A

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 0
 e

rn
+

1

 0
 e

rn
+

2

 0
 e

rn
+

3

 rd

   
   

   
  a

bs

rs

6 6

   
   

   
   

   
di

sp

   
   

   
   

   
di

sp

B B

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
   

  a
bs

                    2  2                         

0 0

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
  d

is
p

   
   

   
  d

is
p

 

   
   

   
  d

is
p

   
   

   
  d

is
p

第
2バ
イ
ト

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

第
9バ
イ
ト

第
10
バ
イ
ト

サ イ ズ
命
令

 
 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-17 
RJJ09B0303-0200 

 

M
O

V

（
続
き
）

M
O

V
F

P
E

M
O

V
T

P
E

M
U

LX
S

M
U

LX
U

N
E

G

N
O

P

M
O

V
.B

 R
s,

@
-E

R
d

M
O

V
.B

 R
s,

@
aa

:8
 

M
O

V
.B

 R
s,

@
aa

 :1
6

M
O

V
.B

 R
s,

@
aa

:3
2

M
O

V
.W

 #
xx

:1
6,

R
d

M
O

V
.W

 R
s,

R
d

M
O

V
.W

 @
E

R
s,

R
d

M
O

V
.W

 @
(d

:1
6,

E
R

s)
,R

d

M
O

V
.W

 @
(d

:3
2,

E
R

s)
,R

d

M
O

V
.W

 @
E

R
s+

,R
d

M
O

V
.W

 @
aa

:1
6,

R
d

M
O

V
.W

 @
aa

:3
2,

R
d

M
O

V
.W

 R
s,

@
E

R
d

M
O

V
.W

 R
s,

@
(d

:1
6,

E
R

d)

M
O

V
.W

 R
s,

@
(d

:3
2,

E
R

d)

M
O

V
.W

 R
s,

@
-E

R
d

M
O

V
.W

 R
s,

@
aa

:1
6

M
O

V
.W

 R
s,

@
aa

:3
2

M
O

V
.L

 #
xx

:3
2,

R
d

M
O

V
.L

 E
R

s,
E

R
d

M
O

V
.L

 @
E

R
s,

E
R

d

M
O

V
.L

 @
(d

:1
6,

E
R

s)
,E

R
d

M
O

V
.L

 @
(d

:3
2,

E
R

s)
,E

R
d

M
O

V
.L

 @
E

R
s+

,E
R

d

M
O

V
.L

 @
aa

:1
6 

,E
R

d

M
O

V
.L

 @
aa

:3
2 

,E
R

d

M
O

V
.L

 E
R

s,
@

E
R

d

M
O

V
.L

 E
R

s,
@

(d
:1

6,
E

R
d)

M
O

V
.L

 E
R

s,
@

(d
:3

2,
E

R
d)

 *

M
O

V
.L

 E
R

s,
@

-E
R

d

M
O

V
.L

 E
R

s,
@

aa
:1

6

M
O

V
.L

 E
R

s,
@

aa
:3

2

M
O

V
F

P
E

 @
aa

:1
6,

R
d

M
O

V
T

P
E

 R
s,

@
aa

:1
6

M
U

LX
S

.B
 R

s,
R

d

M
U

LX
S

.W
 R

s,
E

R
d

M
U

LX
U

.B
 R

s,
R

d

M
U

LX
U

.W
 R

s,
E

R
d

N
E

G
.B

 R
d

N
E

G
.W

 R
d

N
E

G
.L

 E
R

d

N
O

P

ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

第
1バ
イ
ト

本
LS

Iで
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

1

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｂ Ｗ Ｂ Ｗ Ｂ Ｗ Ｌ －

6 3 6 6 7 0 6 6 7 6 6 6 6 6 7 6 6 6 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 1 1 1 0

C rs A A 9 D 9 F 8 D B B 9 F 8 D B B A F 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 2 7 7 7 0

1 
  e

rd

   
   

   
   

  a
bs

 8  A  0  r
s

0 
  e

rs

0 
  e

rs

0 
  e

rs

0 
  e

rs

 0  2

1 
  e

rd

1 
  e

rd

0 
  e

rd

1 
  e

rd

 8  A  0

1 
  e

rs

 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0    C  C  r
s

 r
s  8  9  B  0

 r
s   r
s

 r
s

 r
d

 r
d

 r
d

 r
d  0  r
d

 r
d

 r
d

 r
s

 r
s  0  r
s

 r
s

 r
s

0 
  e

rd

0 
  e

rd

 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0    0  0  r
d

0 
  e

rd

 r
d

 r
d

0 
  e

rd

 0

6 6 6 6 7 6 6 6 6 6 7 6 6 6 5 5

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
   

   
IM

M

   
   

   
   

   
di

sp

B

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
   

   
di

sp

B

   
   

   
   

  a
bs

9 F 8 D B B 9 F 8 D B B

   
   

   
   

  

   
   

   
   

  

0 2

         2       A      

0 
   

er
s

0 
   

er
s

0 
   

er
s

0 
   

er
s

 0  2

1 
   

er
d

1 
   

er
d

0 
   

er
d

1 
   

er
d

 8  A    r
s

 r
s       

   

   
   

   
   

   
ab

s

     r
d   

   
   

   
   

ab
s

   r
s   

   
   

   
   

ab
s

   
   

   
   

 IM
M

 

0 
   

er
d

0 
   

er
d

 0

0 
   

er
d

0 
   

er
d

0 
   

er
d

0 
   

er
s

0 
   

er
s

 0

0 
   

er
s

0 
   

er
s

0 
   

er
s

   r
d

0 
  e

rd

      

6 6

   
   

   
   

  d
is

p

B

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
   

  d
is

p

B

   
   

   
   

  a
bs

                       2       A              

        

   
   

   
   

   
di

sp

     

   
   

   
   

   
di

sp

       

0 
  e

rd

  

   
   

   
   

  a
bs

  

0 
  e

rs

  

   
   

   
   

  a
bs

          

 

   
   

   
   

   
di

sp

   
   

   
   

   
di

sp

第
2バ
イ
ト

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

第
9バ
イ
ト

第
10
バ
イ
ト

サ イ ズ
命
令

 
 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-18 
RJJ09B0303-0200 

 

N
O

T

O
R

O
R

C

P
O

P

P
U

S
H

R
O

T
L

R
O

T
R

R
O

T
X

L

R
O

T
X

R

R
T

E

R
T

S

N
O

T
.B

 R
d

N
O

T
.W

 R
d

N
O

T
.L

 E
R

d

O
R

.B
 #

xx
:8

,R
d

O
R

.B
 R

s,
R

d

O
R

.W
 #

xx
:1

6,
R

d

O
R

.W
 R

s,
R

d

O
R

.L
 #

xx
:3

2,
E

R
d

O
R

.L
 E

R
s,

E
R

d

O
R

C
 #

xx
:8

,C
C

R

O
R

C
 #

xx
:8

,E
X

R

P
O

P
.W

 R
n

P
O

P
.L

 E
R

n

P
U

S
H

.W
 R

n

P
U

S
H

.L
 E

R
n

R
O

T
L.

B
 R

d

R
O

T
L.

B
 #

2,
 R

d

R
O

T
L.

W
 R

d

R
O

T
L.

W
 #

2,
 R

d

R
O

T
L.

L 
E

R
d

R
O

T
L.

L 
#2

, E
R

d

R
O

T
R

.B
 R

d

R
O

T
R

.B
 #

2,
 R

d

R
O

T
R

.W
 R

d

R
O

T
R

.W
 #

2,
 R

d

R
O

T
R

.L
 E

R
d

R
O

T
R

.L
 #

2,
 E

R
d

R
O

T
X

L.
B

 R
d

R
O

T
X

L.
B

 #
2,

 R
d

R
O

T
X

L.
W

 R
d

R
O

T
X

L.
W

 #
2,

 R
d

R
O

T
X

L.
L 

E
R

d

R
O

T
X

L.
L 

#2
, E

R
d

R
O

T
X

R
.B

 R
d

R
O

T
X

R
.B

 #
2,

 R
d

R
O

T
X

R
.W

 R
d

R
O

T
X

R
.W

 #
2,

 R
d

R
O

T
X

R
.L

 E
R

d

R
O

T
X

R
.L

 #
2,

 E
R

d

R
T

E

R
T

S

ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

第
1バ
イ
ト

Ｂ Ｗ Ｌ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｗ Ｌ Ｗ Ｌ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ － －

1 1 1 C 1 7 6 7 0 0 0 6 0 6 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 5

7 7 7 rd 4 9 4 A 1 4 1 D 1 D 1 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 6 4

 0  1  3

   
   

   
   

   
  I

M
M

 r
s  4  r
s  4  F

   
   

   
   

   
  I

M
M

 4  7  0  F  0  8  C  9  D  B  F  8  C  9  D  B  F  0  4  1  5  3  7  0  4  1  5  3  7  7  7

 r
d

 r
d

0 
   

er
d

  r
d

 r
d

 r
d

0 
   

er
d

 0   1  r
n  0  r
n  0  r
d

 r
d

 r
d

 r
d

0 
   

er
d

0 
   

er
d

 r
d

 r
d

 r
d

 r
d

0 
   

er
d

0 
   

er
d

 r
d

 r
d

 r
d

 r
d

0 
   

er
d

0 
   

er
d

 r
d

 r
d

 r
d

 r
d

0 
   

er
d

0 
   

er
d

 0  0

6 0 6 6   
   

   
   

   
   

IM
M

4 4 D D

        

0 
   

er
s

 

   
   

   
   

   
IM

M

  7   F                           

       

   
   

   
   

   
   

IM
M

0 
  e

rd

   

0 
  e

rn

 

0 
  e

rn

                          

 

第
2バ
イ
ト

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

第
9バ
イ
ト

第
10
バ
イ
ト

サ イ ズ
命
令

 
 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-19 
RJJ09B0303-0200 

 

S
H

A
L

S
H

A
R

S
H

LL

S
H

LR

S
LE

E
P

S
T

C

S
T

M
 *

3

S
T

M
A

C

S
H

A
L.

B
 R

d

S
H

A
L.

B
 #

2,
 R

d

S
H

A
L.

W
 R

d

S
H

A
L.

W
 #

2,
 R

d

S
H

A
L.

L 
E

R
d

S
H

A
L.

L 
#2

, E
R

d

S
H

A
R

.B
 R

d

S
H

A
R

.B
 #

2,
 R

d

S
H

A
R

.W
 R

d

S
H

A
R

.W
 #

2,
 R

d

S
H

A
R

.L
 E

R
d

S
H

A
R

.L
 #

2,
 E

R
d

S
H

LL
.B

 R
d

S
H

LL
.B

 #
2,

 R
d

S
H

LL
.W

 R
d

S
H

LL
.W

 #
2,

 R
d

S
H

LL
.L

 E
R

d

S
H

LL
.L

 #
2,

 E
R

d

S
H

LR
.B

 R
d

S
H

LR
.B

 #
2,

 R
d

S
H

LR
.W

 R
d

S
H

LR
.W

 #
2,

 R
d

S
H

LR
.L

 E
R

d

S
H

LR
.L

 #
2,

 E
R

d

S
LE

E
P

S
T

C
.B

 C
C

R
,R

d

S
T

C
.B

 E
X

R
,R

d

S
T

C
.W

 C
C

R
,@

E
R

d

S
T

C
.W

 E
X

R
,@

E
R

d

S
T

C
.W

 C
C

R
,@

(d
:1

6,
E

R
d)

S
T

C
.W

 E
X

R
,@

(d
:1

6,
E

R
d)

S
T

C
.W

 C
C

R
,@

(d
:3

2,
E

R
d)

S
T

C
.W

 E
X

R
,@

(d
:3

2,
E

R
d)

S
T

C
.W

 C
C

R
,@

-E
R

d

S
T

C
.W

 E
X

R
,@

-E
R

d

S
T

C
.W

 C
C

R
,@

aa
:1

6

S
T

C
.W

 E
X

R
,@

aa
:1

6

S
T

C
.W

 C
C

R
,@

aa
:3

2

S
T

C
.W

 E
X

R
,@

aa
:3

2

S
T

M
.L

(E
R

n-
E

R
n+

1)
 , 

@
-S

P

S
T

M
.L

 (
E

R
n-

E
R

n+
2)

 , 
@

-S
P

S
T

M
.L

 (
E

R
n-

E
R

n+
3)

 , 
@

-S
P

S
T

M
A

C
 M

A
C

H
,E

R
d

S
T

M
A

C
 M

A
C

L,
E

R
d

ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

第
1バ
イ
ト

Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ － Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｌ L L

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

 8  C  9  D  B  F  8  C  9  D  B  F  0  4  1  5  3  7  0  4  1  5  3  7  8  0  1  4  4  4  4  4  4  4  4  4  4  4  4  1  2  3  

 r
d

 r
d

 r
d

 r
d

0 
   

er
d

0 
   

er
d

 r
d

 r
d

 r
d

 r
d

0 
   

er
d

0 
   

er
d

 r
d

 r
d

 r
d

 r
d

0 
   

er
d

0 
   

er
d

 r
d

 r
d

 r
d

 r
d

0 
   

er
d

0 
   

er
d

 0  r
d

 r
d  0  1  0  1  0  1  0  1  0  1  0  1  0  0  0

6 6 6 6 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6

9 9 F F 8 8 D D B B B B D D D

                           

1 
  e

rd

1 
  e

rd

1 
  e

rd

1 
  e

rd

0 
  e

rd

0 
  e

rd

1 
  e

rd

1 
  e

rd

 8  8  A  A  F  F  F   

                            0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0

0 
  e

rn

0 
  e

rn

0 
  e

rn

  

6 6

   
   

   
   

   
di

sp

   
   

   
   

   
di

sp

B B

   
   

   
   

  a
bs

   
   

   
   

  a
bs

                                A  A            

                                0  0     

   
   

   
   

   
 a

bs
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第
5バ
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ト
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6バ
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ト
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第
8バ
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ト
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ト
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S
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S
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d
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U
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R
d
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U
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E
R

d
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U
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 E
R
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d

S
U
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S
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S
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E
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d
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S
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E
R
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U
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X
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xx
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d
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U
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X
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R
d
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S
  @
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R

d 
*
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R
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P
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O
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.B
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O
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.B

 R
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d
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R
.W
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xx
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d
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O

R
.W

 R
s,

R
d

X
O

R
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xx
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2,

E
R

d
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O

R
.L
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R
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R
d

X
O

R
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 #
xx
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,C

C
R

X
O

R
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xx
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,E

X
R

ニ
ー
モ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

第
1バ
イ
ト

Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ Ｂ ー Ｂ Ｂ Ｗ Ｗ Ｌ Ｌ Ｂ Ｂ

1 7 1 7 1 1 1 1 B 1 0 5 D 1 7 6 7 0 0 0

8 9 9 A A B B B rd E 1 7 rd 5 9 5 A 1 5 1
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d

 r
d

0 
  e

rd

 0   1

7 6 0

   
   

   
   

   
IM

M

B

   
   

   
   

   
IM

M

5 5

          

0 
  e

rd

      

0 
  e

rs
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       C      

   
   

   
   

 IM
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  e

rd

  

 

第
2バ
イ
ト

第
3バ
イ
ト

第
4バ
イ
ト

第
5バ
イ
ト

第
6バ
イ
ト

第
7バ
イ
ト

第
8バ
イ
ト

第
9バ
イ
ト

第
10
バ
イ
ト
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  *
1　
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O

V
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 E
R

s,
 @
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d 

: 3
2,
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R

d)
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令
の
第

4バ
イ
ト
、
ビ
ッ
ト

7は
、
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ち
ら
で
も
動
作
可
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す
。
�

   
   

   
   

  *
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E
R
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E

R
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E
R
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E

R
5を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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M
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、
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ジ
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R
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く
だ
さ
い
。
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【記号説明】 
IMM： イミディエイトデータ（2、3、8、16、32ビット） 
abs： 絶対アドレス（8、16、24、32ビット） 
disp： ディスプレースメント（8、16、32ビット） 
rs、rd、rn： レジスタフィールド（4ビットで、8ビットレジスタまたは 16ビットレジス

タを指定します。rs、rd、rnはそれぞれオペランド形式の Rs、Rd、Rnに対
応します。） 

ers、erd、ern、erm： レジスタフィールド（3ビットで、アドレスレジスタまたは 32ビットレジ
スタを指定します。ers、erd、ern、ermはそれぞれオペランド形式の ERs、
ERd、ERn、ERmに対応します。） 

 
レジスタフィールドと汎用レジスタの対応を下表に示します。 

 
アドレスレジスタ 
32ビットレジスタ 

16ビットレジスタ 8ビットレジスタ 

レジスタ 

フィールド 

汎用レジスタ レジスタ 

フィールド 

汎用レジスタ レジスタ 

フィールド 

汎用レジスタ 

000 

001 

 
111 

ER0 

ER1 

 
ER7 

0000 

0001 

 
0111 

1000 

1001 

 
1111 

R0 

R1 

 
R7 

E0 

E1 

 
E7 

0000 

0001 

 
0111 

1000 

1001 

 
1111 

R0H 

R1H 

 
R7H 

R0L 

R1L 

 
R7L 
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A.3 オペレーションコードマップ 
表 A.10にオペレーションコードマップを示します。 

表 A.10 オペレーションコードマップ 

命
令
コ
ー
ド
：

第
1バ
イ
ト

第
2バ
イ
ト

A
H

A
L

B
H

B
L

B
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

0の
場
合
を
示
し
ま
す
。

B
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

1の
場
合
を
示
し
ま
す
。

0

N
O

P

表
A

.3
(2

)

B
R

A

M
U

LX
U

B
S

E
T

A
H

A
L

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

1

表
A

.3
(2

)

表
A

.3
(2

)

B
R

N

D
IV

X
U

B
N

O
T

2

表
A

.3
(2

)

B
H

I

M
U

LX
U

B
C

LR

3

表
A

.3
(2

)

B
LS

D
IV

X
U

B
T

S
T

S
T

C ST
M

AC
LD

C LD
M

AC

4

O
R

C

O
R

B
C

C

R
T

S

O
R

B
O

R B
IO

R

6

A
N

D
C

A
N

D

B
N

E

R
T

E

A
N

D

5

X
O

R
C

X
O

R

B
C

S

B
S

R

X
O

R

B
X

O
R BI

XO
R

B
A

N
D BI

AN
D

7

LD
C

表
A

.3
(2

)

B
E

Q

T
R

A
P

A

B
S

T
B

IS
T

B
LD

B
IL

D

8

B
V

C

表
A

.3
(2

)

M
O

V

9

B
V

S

表
A

.3
(2

)

A

表
A

.3
(2

)

表
A

.3
(2

)

B
P

L

JM
P

表
A

.3
(2

)

表
A

.3
(2

)

B

表
A

.3
(2

)

表
A

.3
(2

)

B
M

I

E
E

P
M

O
V

C

B
G

E

B
S

R

D B
LT

M
O

V

E

A
D

D
X

S
U

B
X

B
G

T

JS
R

F

表
A

.3
(2

)

表
A

.3
(2

)

B
LE

M
O

V
.B

A
D

D

A
D

D
X

C
M

P

S
U

B
X

O
R

X
O

R

A
N

D

M
O

V

A
D

D

S
U

B

M
O

V

M
O

V

C
M

P

表
A

.3
(3

)

*
*

【
注
】
　

*　
本
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は
使
用
で
き
ま
せ
ん
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命
令
コ
ー
ド
：

第
1バ
イ
ト

第
2バ
イ
ト

A
H

A
L

B
H

B
L

01 0A 0B 0F 10 11 12 13 17 1A 1B 1F 58 6A 79 7A

0

M
O

V

IN
C

A
D

D
S

D
A

A

D
E

C

S
U

B
S

D
A

S

B
R

A

M
O

V

M
O

V

M
O

V

S
H

LL

S
H

LR

R
O

T
X

L

R
O

T
X

R

N
O

T

1

LD
M

B
R

N

表
A

.3
(4

)

A
D

D

A
D

D

2 B
H

I

M
O

V

C
M

P

C
M

P

3

S
T

M

N
O

T

B
LS

表
A

.3
(4

)

S
U

B

S
U

B

4

S
H

LL

S
H

LR

R
O

T
X

L

R
O

T
X

R

B
C

C

M
O

V
FP

E

O
R

O
R

5

IN
C

E
X

T
U

D
E

C

B
C

S

X
O

R

X
O

R

6

  M
A

C

B
N

E

A
N

D

A
N

D

7

IN
C

S
H

LL

S
H

LR

R
O

T
X

L

R
O

T
X

R

E
X

T
U

D
E

C

B
E

Q

LD
C

S
T

C

8

S
LE

E
P

B
V

C

M
O

VA
D

D
S

S
H

A
L

S
H

A
R

R
O

T
L

R
O

T
R

N
E

G

S
U

B
S

9

B
V

S

A

C
LR

M
AC

B
P

L

M
O

V

B

N
E

G

B
M

I

A
D

D
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O

V

S
U

B

C
M

P

C

表
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S
H

A
L
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R

R
O

T
L

R
O
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R
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O
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E

D
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S
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E
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S
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R
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命
令
コ
ー
ド
：

第
1バ
イ
ト

第
2バ
イ
ト

A
H

A
L

B
H

B
L

第
3バ
イ
ト

第
4バ
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ト

C
H

C
L

D
H

D
L

r 
は
レ
ジ
ス
タ
指
定
部

aa
は
絶
対
ア
ド
レ
ス
指
定

D
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

0の
場
合
を
示
し
ま
す
。

D
H
の
最
上
位
ビ
ッ
ト
が

1の
場
合
を
示
し
ま
す
。

【
注
】
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D
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F
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T
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D
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4 O
R
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X
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R B
IO

R
BX
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命
令
コ
ー
ド
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ト
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H
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L
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H

D
L

F
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ッ
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F
H
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ま
す
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第
5バ
イ
ト
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ト

E
H
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L

F
H
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L
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1バ
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ト
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2バ
イ
ト

A
H
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L
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H
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A.4 命令実行ステート数 
H8S/2000 CPUの各命令についての実行状態と実行ステート数の計算方法を示します。 
表 A.12に各命令の実行状態として、命令実行中に行われる命令フェッチ、データリード／ライト等

のサイクル数を示し、表 A.11に各々のサイズに必要なステート数を示します。 
命令の実行ステート数は次の計算式で計算されます。 

 
実行ステート数＝I･S

I
＋J･S

J
+K･S

K
＋L･S

L
＋M･S

M
＋N･S

N
 

 

(1) 実行ステート数計算例 

アドバンストモード、プログラム領域およびスタック領域を内蔵メモリに設定、内部周辺モジュー
ルアクセス時 8ビットバス幅で 2ステートアクセスとした場合。 
 

1. BSET #0, @FFFFC7:8 
表A.12より 
I＝L＝2、J＝K＝M＝N＝0 
表A.11より 
S

I
＝ 1、S

L
＝ 2 

実行ステート数＝ 2×1＋2×2＝ 6 
2. JSR @@30 

表A.12より 
I＝J＝K＝2、L＝M＝N＝0 
表A.11より 
S

I
＝S

J
＝S

K
＝ 1 

実行ステート数＝ 2×1＋2×1＋2×1＝ 6 
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表 A.11 実行状態（サイクル）に要するステート数 
アクセス対象 

内蔵周辺モジュール 

実行状態（サイクル） 

内蔵メモリ 

8ビットバス 16ビットバス 

命令フェッチ 

SI 

分岐アドレスリード 

SJ 

スタック操作  

SK 

  

バイトデータアクセス 

SL 

2 

ワードデータアクセス 

SM 

1 

4 

2 

内部動作 

SN 

1 
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表 A.12 命令実行状態（サイクル数） 
命令フェッチ 分岐アドレス

リード 
スタック操作 バイトデータ

アクセス 
ワードデータ 
アクセス 

内部動作 命令 ニーモニック 

I J K L M N 

ADD ADD.B #xx:8,Rd 

ADD.B Rs,Rd 

ADD.W #xx:16,Rd 

ADD.W Rs,Rd 

ADD.L #xx:32,ERd 

ADD.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

1 

     

ADDS ADDS #1/2/4,ERd 1      

ADDX ADDX #xx:8,Rd 

ADDX Rs,Rd 

1 

1 

     

AND AND.B #xx:8,Rd 

AND.B Rs,Rd 

AND.W #xx:16,Rd 

AND.W Rs,Rd 

AND.L #xx:32,ERd 

AND.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

2 

     

ANDC ANDC #xx:8,CCR 

ANDC #xx:8,EXR 

1 

2 

     

BAND BAND #xx:3,Rd 

BAND #xx:3,@ERd 

BAND #xx:3,@aa:8 

BAND #xx:3,@aa:16 

BAND #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

Bcc BRA d:8    (BT d:8) 

BRN d:8    (BF d:8) 

BHI d:8 

BLS d:8 

BCC d:8    (BHS d:8) 

BCS d:8    (BLO d:8) 

BNE d:8 

BEQ d:8 

BVC d:8 

BVS d:8 

BPL d:8 

BMI d:8 

BGE d:8 

BLT d:8 

BGT d:8 

BLE d:8 

BRA d:16    (BT d:16) 

BRN d:16    (BF d:16) 

BHI d:16 

BLS d:16 

BCC d:16    (BHS d:16) 

BCS d:16    (BLO d:16) 

BNE d:16 

BEQ d:16 

BVC d:16 

BVS d:16 

BPL d:16 

BMI d:16 

BGE d:16 

BLT d:16 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
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命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 
アクセス 

内部動作 命令 ニーモニック 

 
I J K L M N 

Bcc BGT d:16 

BLE d:16 

2 

2 

    1 

1 

BCLR BCLR #xx:3,Rd 

BCLR #xx:3,@ERd 

BCLR #xx:3,@aa:8 

BCLR #xx:3,@aa:16 

BCLR #xx:3,@aa:32 

BCLR Rn,Rd 

BCLR Rn,@ERd 

BCLR Rn,@aa:8 

BCLR Rn,@aa:16 

BCLR Rn,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

  

BIAND BIAND #xx:3,Rd 

BIAND #xx:3,@ERd 

BIAND #xx:3,@aa:8 

BIAND #xx:3,@aa:16 

BIAND #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BILD BILD #xx:3,Rd 

BILD #xx:3,@ERd 

BILD #xx:3,@aa:8 

BILD #xx:3,@aa:16 

BILD #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BIOR BIOR #xx:8,Rd 

BIOR #xx:8,@ERd 

BIOR #xx:8,@aa:8 

BIOR #xx:8,@aa:16 

BIOR #xx:8,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BIST BIST #xx:3,Rd 

BIST #xx:3,@ERd 

BIST #xx:3,@aa:8 

BIST #xx:3,@aa:16 

BIST #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

  

BIXOR BIXOR #xx:3,Rd 

BIXOR #xx:3,@ERd 

BIXOR #xx:3,@aa:8 

BIXOR #xx:3,@aa:16 

BIXOR #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BLD BLD #xx:3,Rd 

BLD #xx:3,@ERd 

BLD #xx:3,@aa:8 

BLD #xx:3,@aa:16 

BLD #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BNOT BNOT #xx:3,Rd 

BNOT #xx:3,@ERd 

BNOT #xx:3,@aa:8 

BNOT #xx:3,@aa:16 

BNOT #xx:3,@aa:32 

BNOT Rn,Rd 

BNOT Rn,@ERd 

BNOT Rn,@aa:8 

BNOT Rn,@aa:16 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

   

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 
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命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 
アクセス 

内部動作 命令 ニーモニック 

 
I J K L M N 

BNOT BNOT Rn,@aa:32 4   2   

BOR BOR #xx:3,Rd 

BOR #xx:3,@ERd 

BOR #xx:3,@aa:8 

BOR #xx:3,@aa:16 

BOR #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BSET BSET #xx:3,Rd 

BSET #xx:3,@ERd 

BSET #xx:3,@aa:8 

BSET #xx:3,@aa:16 

BSET #xx:3,@aa:32 

BSET Rn,Rd 

BSET Rn,@ERd 

BSET Rn,@aa:8 

BSET Rn,@aa:16 

BSET Rn,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

  

BSR d:8 2  2    BSR 

BSR d:16 2  2   1 

BST BST #xx:3,Rd 

BST #xx:3,@ERd 

BST #xx:3,@aa:8 

BST #xx:3,@aa:16 

BST #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

  

BTST BTST #xx:3,Rd 

BTST #xx:3,@ERd 

BTST #xx:3,@aa:8 

BTST #xx:3,@aa:16 

BTST #xx:3,@aa:32 

BTST Rn,Rd 

BTST Rn,@ERd 

BTST Rn,@aa:8 

BTST Rn,@aa:16 

BTST Rn,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 

  

BXOR BXOR #xx:3,Rd 

BXOR #xx:3,@ERd 

BXOR #xx:3,@aa:8 

BXOR #xx:3,@aa:16 

BXOR #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

CLRMAC CLRMAC 本 LSIでは使用できません。 

CMP CMP.B #xx:8,Rd 

CMP.B Rs,Rd 

CMP.W #xx:16,Rd 

CMP.W Rs,Rd 

CMP.L #xx:32,ERd 

CMP.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

1 

     

DAA DAA Rd 1      

DAS DAS Rd 1      
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命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 
アクセス 

内部動作 命令 ニーモニック 

I J K L M N 

DEC DEC.B Rd 

DEC.W #1/2,Rd 

DEC.L #1/2,ERd 

1 

1 

1 

     

DIVXS DIVXS.B Rs,Rd 

DIVXS.W Rs,ERd 

2 

2 

    11 

19 

DIVXU DIVXU.B Rs,Rd 

DIVXU.W Rs,ERd 

1 

1 

    11 

19 

EEPMOV EEPMOV.B 

EEPMOV.W 

2 

2 

  2n+2 *2 

2n+2 *2 

  

EXTS EXTS.W Rd 

EXTS.L ERd 

1 

1 

     

EXTU EXTU.W Rd 

EXTU.L ERd 

1 

1 

     

INC INC.B Rd 

INC.W #1/2,Rd 

INC.L #1/2,ERd 

1 

1 

1 

     

JMP @ERn 

JMP @aa:24 

2 

2 

     

1 

JMP 

JMP @@aa:8 2 2    1 

JSR @ERn 2  2    

JSR @aa:24 2  2   1 

JSR 

JSR @@aa:8 2 2 2    

LDC LDC #xx:8,CCR 

LDC #xx:8,EXR 

LDC Rs,CCR 

LDC Rs,EXR 

LDC @ERs,CCR 

LDC @ERs,EXR 

LDC @(d:16,ERs),CCR 

LDC @(d:16,ERs),EXR 

LDC @(d:32,ERs),CCR 

LDC @(d:32,ERs),EXR 

LDC @ERs+,CCR 

LDC @ERs+,EXR 

LDC @aa:16,CCR 

LDC @aa:16,EXR 

LDC @aa:32,CCR 

LDC @aa:32,EXR 

1 

2 

1 

1 

2 

2 

3 

3 

5 

5 

2 

2 

3 

3 

4 

4 

    

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

LDM *4 LDM.L @SP+, (ERn-ERn+1)

LDM.L @SP+, (ERn-ERn+2)

LDM.L @SP+, (ERn-ERn+3)

2 

2 

2 

 4 

6 

8 

  1 

1 

1 

LDMAC LDMAC ERs, MACH 

LDMAC ERs, MACL 

MAC MAC @ERn+, @ERm+ 

本 LSIでは使用できません。 
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命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 
アクセス 

内部動作 命令 ニーモニック 

I J K L M N 

MOV MOV.B #xx:8,Rd 

MOV.B Rs,Rd 

MOV.B @ERs,Rd 

MOV.B @(d:16,ERs),Rd 

MOV.B @(d:32,ERs),Rd 

MOV.B @ERs+,Rd 

MOV.B @aa:8,Rd 

MOV.B @aa:16,Rd 

MOV.B @aa:32,Rd 

MOV.B Rs,@ERd 

MOV.B Rs,@(d:16,ERd) 

MOV.B Rs,@(d:32,ERd) 

MOV.B Rs,@-ERd 

MOV.B Rs,@aa:8 

MOV.B Rs,@aa:16 

MOV.B Rs,@aa:32 

MOV.W #xx:16,Rd 

MOV.W Rs,Rd 

MOV.W @ERs,Rd 

MOV.W @(d:16,ERs),Rd 

MOV.W @(d:32,ERs),Rd 

MOV.W @ERs+,Rd 

MOV.W @aa:16,Rd 

MOV.W @aa:32,Rd 

MOV.W Rs,@ERd 

MOV.W Rs,@(d:16,ERd) 

MOV.W Rs,@(d:32,ERd) 

MOV.W Rs,@-ERd 

MOV.W Rs,@aa:16 

MOV.W Rs,@aa:32 

MOV.L #xx:32,ERd 

MOV.L ERs,ERd 

MOV.L @ERs,ERd 

MOV.L @(d:16,ERs),ERd 

MOV.L @(d:32,ERs),ERd 

MOV.L @ERs+,ERd 

MOV.L @aa:16,ERd 

MOV.L @aa:32,ERd 

MOV.L ERs,@ERd 

MOV.L ERs,@(d:16,ERd) 

MOV.L ERs,@(d:32,ERd) 

MOV.L ERs,@-ERd 

MOV.L ERs,@aa:16 

MOV.L ERs,@aa:32 

1 

1 

1 

2 

4 

1 

1 

2 

3 

1 

2 

4 

1 

1 

2 

3 

2 

1 

1 

2 

4 

1 

2 

3 

1 

2 

4 

1 

2 

3 

3 

1 

2 

3 

5 

2 

3 

4 

2 

3 

5 

2 

3 

4 

   

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

1 

 

 

MOVFPE MOVFPE @:aa:16,Rd 

MOVTPE MOVTPE Rs,@:aa:16 

本 LSIでは使用できません。 

MULXS.B Rs,Rd 2     11 MULXS 

MULXS.W Rs,ERd 2     19 

MULXU.B Rs,Rd 1     11 MULXU 

MULXU.W Rs,ERd 1     19 
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命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 
アクセス 

内部動作 命令 ニーモニック 

 
I J K L M N 

NEG NEG.B Rd 

NEG.W Rd 

NEG.L ERd 

1 

1 

1 

     

NOP NOP 1      

NOT NOT.B Rd 

NOT.W Rd 

NOT.L ERd 

1 

1 

1 

     

OR OR.B #xx:8,Rd 

OR.B Rs,Rd 

OR.W #xx:16,Rd 

OR.W Rs,Rd 

OR.L #xx:32,ERd 

OR.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

2 

     

ORC ORC #xx:8,CCR 

ORC #xx:8,EXR 

1 

2 

     

POP POP.W Rn 

POP.L ERn 

1 

2 

   1 

2 

1 

1 

PUSH PUSH.W Rn 

PUSH.L ERn 

1 

2 

   1 

2 

1 

1 

ROTL ROTL.B Rd 

ROTL.B #2,Rd 

ROTL.W Rd 

ROTL.W #2,Rd 

ROTL.L ERd 

ROTL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

ROTR ROTR.B Rd 

ROTR.B #2,Rd 

ROTR.W Rd 

ROTR.W #2,Rd 

ROTR.L ERd 

ROTR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

ROTXL ROTXL.B Rd 

ROTXL.B #2,Rd 

ROTXL.W Rd 

ROTXL.W #2,Rd 

ROTXL.L ERd 

ROTXL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

ROTXR ROTXR.B Rd 

ROTXR.B #2,Rd 

ROTXR.W Rd 

ROTXR.W #2,Rd 

ROTXR.L ERd 

ROTXR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

RTE RTE 2  2 / 3 *1   1 

RTS RTS 2  2   1 
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命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 
アクセス 

内部動作 命令 ニーモニック 

 
I J K L M N 

SHAL SHAL.B Rd 

SHAL.B #2,Rd 

SHAL.W Rd 

SHAL.W #2,Rd 

SHAL.L ERd 

SHAL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

SHAR SHAR.B Rd 

SHAR.B #2,Rd 

SHAR.W Rd 

SHAR.W #2,Rd 

SHAR.L ERd 

SHAR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

SHLL SHLL.B Rd 

SHLL.B #2,Rd 

SHLL.W Rd 

SHLL.W #2,Rd 

SHLL.L ERd 

SHLL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

SHLR SHLR.B Rd 

SHLR.B #2,Rd 

SHLR.W Rd 

SHLR.W #2,Rd 

SHLR.L ERd 

SHLR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

SLEEP SLEEP 1     1 

STC STC.B CCR,Rd 

STC.B EXR,Rd 

STC.W CCR,@ERd 

STC.W EXR,@ERd 

STC.W CCR,@(d:16,ERd)

STC.W EXR,@(d:16,ERd)

STC.W CCR,@(d:32,ERd)

STC.W EXR,@(d:32,ERd)

STC.W CCR,@-ERd 

STC.W EXR,@-ERd 

STC.W CCR,@aa:16 

STC.W EXR,@aa:16 

STC.W CCR,@aa:32 

STC.W EXR,@aa:32 

1 

1 

2 

2 

3 

3 

5 

5 

2 

2 

3 

3 

4 

4 

    

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

 

 

 

 

STM *4 STM.L (ERn-ERn+1),@-SP

STM.L (ERn-ERn+2),@-SP

STM.L (ERn-ERn+3),@-SP

2 

2 

2 

 4 

6 

8 

  1 

1 

1 

STMAC STMAC MACH,ERd 

STMAC MACL,ERd 

本 LSIでは使用できません。 

SUB SUB.B Rs,Rd 

SUB.W #xx:16,Rd 

SUB.W Rs,Rd 

SUB.L #xx:32,ERd 

SUB.L ERs,ERd 

1 

2 

1 

3 

1 

     

SUBS SUBS #1/2/4,ERd 1      
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命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 
アクセス 

内部動作 命令 ニーモニック 

 
I J K L M N 

SUBX SUBX #xx:8,Rd 

SUBX Rs,Rd 

1 

1 

     

TAS TAS @ERd *3 2   2   

TRAPA TRAPA #x:2 2 2 2 / 3 *1   2 

XOR XOR.B #xx:8,Rd 

XOR.B Rs,Rd 

XOR.W #xx:16,Rd 

XOR.W Rs,Rd 

XOR.L #xx:32,ERd 

XOR.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

2 

     

XORC XORC #xx:8,CCR 

XORC #xx:8,EXR 

1 

2 

     

【注】 *1 EXRが無効なとき 2、有効なとき 3になります。 

 *2 転送データが nバイトのとき。 

 *3 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 *4 STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタ ER0～ER6を使用してください。 
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A.5 命令実行中のバス状態 
本 CPUの個々の命令についての実行状態を表 A.13に示します。実行状態に必要なステート数に関

しては、「表 A.11 実行状態（サイクル）に要するステート数」を参照してください。 
《表の見方》 

 

命令

JMP＠aa:24 R:W  2nd 内部動作1ステート R:W  EA

1 2 3 4 5 6 7 8

命令の終了

実行の順序

実効アドレスをワードサイズでリードします。

リード／ライトは行いません。

実行中の命令の第2ワードをワードサイズで
リードします。  

 
【記号説明】 

 
R：B バイトサイズリードを行います。 

R：W ワードサイズリードを行います。 

W：B バイトサイズライトを行います。 

W：W ワードサイズライトを行います。 

：M 本サイクル直後はバス権移譲を行いません。 

2nd 第 2ワード（第 3・第 4バイト）のアドレスです。 

3rd 第 3ワード（第 5・第 6バイト）のアドレスです。 

4th 第 4ワード（第 7・第 8バイト）のアドレスです。 

5th 第 5ワード（第 9・第 10バイト）のアドレスです。 

NEXT 実行中の命令の直後の命令の先頭アドレスです。 

EA 実効アドレスです。 

VEC ベクタアドレスです。 
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表 A.13 命令の実行状態 
命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

ADD.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

ADD.B Rs,Rd R:W NEXT         

ADD.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

ADD.W Rs,Rd R:W NEXT         

ADD.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

ADD.L ERs,ERd R:W NEXT         

ADDS #1/2/4,ERd R:W NEXT         

ADDX #xx:8,Rd R:W NEXT         

ADDX Rs,Rd R:W NEXT         

AND.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

AND.B Rs,Rd R:W NEXT         

AND.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W: NEXT        

AND.W Rs,Rd R:W NEXT         

AND.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

AND.L ERs,ERd R:W 2nd R:W NEXT        

ANDC #xx:8,CCR R:W NEXT         

ANDC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

BAND #xx:3,Rd R:W NEXT         

BAND #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BAND #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BAND #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M NEXT      

BAND #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M NEXT     

BRA d:8 (BT d:8) R:W NEXT R:W EA        

BRN d:8  (BF d:8) R:W NEXT R:W EA        

BHI d:8 R:W NEXT R:W EA        

BLS d:8 R:W NEXT R:W EA        

BCC d:8 (BHS d:8) R:W NEXT R:W EA        

BCS d:8 (BLO d:8) R:W NEXT R:W EA        

BNE d:8 R:W NEXT R:W EA        

BEQ d:8 R:W NEXT R:W EA        

BVC d:8 R:W NEXT R:W EA        

BVS d:8 R:W NEXT R:W EA        

BPL d:8 R:W NEXT R:W EA        

BMI d:8 R:W NEXT R:W EA        

BGE d:8 R:W NEXT R:W EA        

BLT d:8 R:W NEXT R:W EA        

BGT d:8 R:W NEXT R:W EA        

BLE d:8 R:W NEXT R:W EA        

BRA d:16 (BT d:16) R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BRN d:16 (BF d:16) R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BHI d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BLS d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BCC d:16 (BHS d:16) R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BCS d:16 (BLO d:16) R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BNE d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BEQ d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BVC d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BVS d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BPL d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BMI d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BGE d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       
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BLT d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BGT d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BLE d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

BCLR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BCLR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BCLR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BCLR #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA     

BCLR #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA    

BCLR Rn,Rd R:W NEXT         

BCLR Rn,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BCLR Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BCLR Rn,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA     

BCLR Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA    

BIAND #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIAND #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BIAND #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BIAND #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M NEXT      

BIAND #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M NEXT     

BILD #xx:3,Rd R:W NEXT         

BILD #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BILD #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BILD #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B: EA R:W:M NEXT      

BILD #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M NEXT     

BIOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIOR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BIOR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BIOR #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M NEXT      

BIOR #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M NEXT     

BIST #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIST #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BIST #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BIST #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA     

BIST #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA    

BIXOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIXOR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BIXOR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BIXOR #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M NEXT      

BIXOR #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M NEXT     

BLD #xx:3,Rd R:W NEXT         

BLD #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BLD #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BLD #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M NEXT      

BLD #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M NEXT     

BNOT #xx:3,Rd R:W NEXT         

BNOT #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BNOT #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BNOT #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA     

BNOT #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA    

BNOT Rn,Rd R:W NEXT         

BNOT Rn,@ERd  R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BNOT Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      
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BNOT Rn,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA     

BNOT Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA    

BOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BOR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BOR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BOR #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M NEXT      

BOR #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W NEXT     

BSET #xx:3,Rd R:W NEXT         

BSET #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BSET #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BSET #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA     

BSET #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA    

BSET Rn,Rd R:W NEXT         

BSET Rn,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BSET Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BSET Rn,@aa:16  R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA     

BSET Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA    

BSR d:8 R:W NEXT R:W EA W:W:M ｽﾀｯｸ(H) W:W ｽﾀｯｸ(L)      

BSR d:16 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA W:W:M ｽﾀｯｸ(H) W:W ｽﾀｯｸ(L)     

BST #xx:3,Rd R:W NEXT         

BST #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BST #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA      

BST #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA     

BST #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M NEXT W:B EA    

BTST #xx:3,Rd R:W NEXT         

BTST #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BTST #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BTST #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M NEXT      

BTST #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M NEXT     

BTST Rn,Rd R:W NEXT         

BTST Rn,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BTST Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BTST Rn,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M NEXT      

BTST Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M NEXT     

BXOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BXOR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BXOR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M NEXT       

BXOR #xx:3,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M NEXT      

BXOR #xx:3,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M NEXT     

CLRMAC 本 LSIでは使用できません。 

CMP.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

CMP.B Rs,Rd R:W NEXT         

CMP.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

CMP.W Rs,Rd R:W NEXT         

CMP.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

CMP.L ERs,ERd R:W NEXT         

DAA Rd R:W NEXT         

DAS Rd R:W NEXT         

DEC.B Rd R:W NEXT         
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DEC.W #1/2,Rd R:W NEXT         

DEC.L #1/2,ERd R:W NEXT         

DIVXS.B Rs,Rd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 11ステート     

DIVXS.W Rs,ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 19ステート   

DIVXU.B Rs,Rd R:W NEXT 内部動作 11ステート      

DIVXU.W Rs,ERd R:W NEXT 内部動作 19ステート    

EEPMOV.B R:W 2nd R:B EAs  *1
 R:B EAd  *1

 R:B EAs  *2
 W:B EAd  *2

R:W NEXT    

EEPMOV.W R:W 2nd R:B EAs  *1
 R:B EAd  *1

 R:B EAs  *2
 W:B EAd  *2

R:W NEXT    

EXTS.W Rd R:W NEXT   ←    n回繰り返す   *2
    →     

EXTS.L ERd R:W NEXT         

EXTU.W Rd R:W NEXT         

EXTU.L ERd R:W NEXT         

INC.B Rd R:W NEXT         

INC.W #1/2,Rd R:W NEXT         

INC.L #1/2,ERd R:W NEXT         

JMP @ERn R:W NEXT R:W EA        

JMP @aa:24 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

JMP @@aa:8 R:W NEXT R:W:M  aa:8 R:W aa:8 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA     

JSR @ERn R:W NEXT R:W EA W:W:M ｽﾀｯｸ(H) W:W ｽﾀｯｸ(L)      

JSR @aa:24 R:W 2nd 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA W:W:M ｽﾀｯｸ(H)

 

W:W ｽﾀｯｸ(L)     

JSR @@aa:8 R:W NEXT R:W:M aa:8 R:W aa:8 W:W:M ｽﾀｯｸ(H) W:W ｽﾀｯｸ(L) R:W EA    

LDC #xx:8,CCR R:W NEXT         

LDC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

LDC Rs,CCR R:W NEXT         

LDC Rs,EXR R:W NEXT         

LDC @ERs,CCR R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

LDC @ERs,EXR R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

LDC@(d:16,ERs),CCR R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC@(d:16,ERs),EXR R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC@(d:32,ERs),CCR R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT R:W EA    

LDC@(d:32,ERs),EXR R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT R:W EA    

LDC @ERs+,CCR  R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA      

LDC @ERs+,EXR  R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA      

LDC @aa:16,CCR R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC @aa:16,EXR R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC @aa:32,CCR R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W EA     

LDC @aa:32,EXR R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W EA     

LDM.L @SP+, 

(ERn-ERn+1) *9
 

R:W 2nd R:W:M NEXT 内部動作 

1ステート 

R:W:M   

スタック(H) *3
R:W  

スタック(L) *3
    

LDM.L @SP+, 

(ERn-ERn+2) *9
 

R:W 2nd R:W:M NEXT 内部動作 

1ステート 

R:W:M  

スタック(H) *3
R:W  

スタック(L) *3
    

LDM.L @SP+, 

(ERn-ERn+3) *9
 

R:W 2nd R:W:M NEXT 内部動作 

1ステート 

R:W:M  

スタック(H) *3
R:W  

スタック(L) *3
    

LDMAC ERs,MACH 

LDMAC ERs,MACL 

MAC @ERn+,@ERm+ 

本 LSIでは使用できません。 
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MOV.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

MOV.B Rs,Rd R:W NEXT         

MOV.B @ERs,Rd R:W NEXT R:B EA        

MOV.B @(d:16,ERs),Rd R:W 2nd R:W NEXT R:B EA       

MOV.B @(d:32,ERs),Rd R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:B EA     

MOV.B @ERs+,Rd R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:B EA       

MOV.B @aa:8,Rd R:W NEXT R:B EA        

MOV.B @aa:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT R:B EA       

MOV.B @aa:32,Rd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:B EA      

MOV.B Rs,@ERd R:W NEXT W:B EA        

MOV.B Rs,@(d:16,ERd) R:W 2nd R:W NEXT W:B EA       

MOV.B Rs,@(d:32,ERd) R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:B EA     

MOV.B Rs,@-ERd  R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:B EA       

MOV.B Rs,@aa:8 R:W NEXT W:B EA        

MOV.B Rs,@aa:16 R:W 2nd R:W NEXT W:B EA       

MOV.B Rs,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:B EA      

MOV.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

MOV.W Rs,Rd R:W NEXT         

MOV.W @ERs,Rd  R:W NEXT R:W EA        

MOV.W @(d:16,ERs),Rd R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

MOV.W @(d:32,ERs),Rd R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W EA     

MOV.W @ERs+,Rd R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

MOV.W @aa:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

MOV.W @aa:32,Rd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:B EA      

MOV.W Rs,@ERd R:W NEXT W:W EA        

MOV.W Rs,@(d:16,ERd) R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

MOV.W Rs,@(d:32,ERd) R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W EA     

MOV.W Rs,@-ERd R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W EA       

MOV.W Rs,@aa:16 R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

MOV.W Rs,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

MOV.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

MOV.L ERs,ERd R:W NEXT         

MOV.L @ERs,ERd R:W 2nd R:W:M NEXT R:W:M EA R:W EA+2      

MOV.L @(d:16,ERs),ERd R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2     

MOV.L @(d:32,ERs),ERd R:W 2nd R:W:M 3rd R:W:M 4th R:W 5th R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2   

MOV.L @ERs+,ERd R:W 2nd R:W:M NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W:M EA R:W EA+2     

MOV.L @aa:16,ERd R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2     

MOV.L @aa:32,ERd R:W 2nd R:W:M 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2    

MOV.L ERs,@ERd R:W 2nd R:W:M NEXT W:W:M EA W:W EA+2      

MOV.L ERs,@(d:16,ERd) R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2     

MOV.L ERs,@(d:32,ERd) R:W 2nd R:W:M 3rd R:W:M 4th R:W 5th R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2   

MOV.L ERs,@-ERd R:W 2nd R:W:M NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W:M EA W:W EA+2     
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MOV.L ERs,@aa:16 R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2     

MOV.L ERs,@aa:32 R:W 2nd R:W:M 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2    

MOVFPE @aa:16,Rd 

MOVTPE Rs,@aa:16 

本 LSIでは使用できません。 

MULXS.B Rs,Rd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 11ステート     

MULXS.W Rs,ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 19ステート    

MULXU.B Rs,Rd R:W NEXT 内部動作 11ステート      

MULXU.W Rs,ERd R:W NEXT 内部動作 19ステート     

NEG.B Rd R:W NEXT         

NEG.W Rd R:W NEXT         

NEG.L ERd R:W NEXT         

NOP R:W NEXT         

NOT.B Rd R:W NEXT         

NOT.W Rd R:W NEXT         

NOT.L ERd R:W NEXT         

OR.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

OR.B Rs,Rd R:W NEXT         

OR.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

OR.W Rs,Rd R:W NEXT         

OR.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

OR.L ERs,ERd R:W 2nd R:W NEXT        

ORC #xx:8,CCR R:W NEXT         

ORC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

POP.W Rn R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W EA       

POP.L ERn R:W 2nd R:W:M  NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W:M EA R:W EA+2     

PUSH.W Rn R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W EA       

PUSH.L ERn R:W 2nd R:W:M  NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W:M EA W:W EA+2     

ROTL.B Rd R:W NEXT         

ROTL.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTL.W Rd R:W NEXT         

ROTL.W #2,Rd R:W NEXT         

ROTL.L ERd R:W NEXT         

ROTL.L #2,ERd R:W NEXT         

ROTR.B Rd R:W NEXT         

ROTR.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTR.W Rd R:W NEXT         

ROTR.W #2,Rd R:W NEXT         

ROTR.L ERd R:W NEXT         

ROTR.L #2,ERd R:W NEXT         

ROTXL.B Rd R:W NEXT         

ROTXL.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTXL.W Rd R:W NEXT         

ROTXL.W #2,Rd R:W NEX         

ROTXL.L ERd R:W NEXT         

ROTXL.L #2,ERd R:W NEXT         

ROTXR.B Rd R:W NEXT         

ROTXR.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTXR.W Rd R:W NEXT         

ROTXR.W #2,Rd R:W NEXT         

ROTXR.L ERd R:W NEXT         

ROTXR.L #2,ERd R:W NEXT         

RTE R:W NEXT R:W ｽﾀｯｸ(EXR) R:W   ｽﾀｯｸ(H) R:W   ｽﾀｯｸ(L) 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W  *4
    

RTS R:W NEXT R:W:M ｽﾀｯｸ(H) R:W   ｽﾀｯｸ(L) 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W  *4
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SHAL.B Rd R:W NEXT         

SHAL.B #2,Rd R:W NEXT         

SHAL.W Rd R:W NEXT         

SHAL.W #2,Rd R:W NEXT         

SHAL.L ERd R:W NEXT         

SHAL.L #2,ERd R:W NEXT         

SHAR.B Rd R:W NEXT         

SHAR.B #2,Rd R:W NEXT         

SHAR.W Rd R:W NEXT         

SHAR.W #2,Rd R:W NEXT         

SHAR.L ERd R:W NEXT         

SHAR.L #2,ERd R:W NEXT         

SHLL.B Rd R:W NEXT         

SHLL.B #2,Rd R:W NEXT         

SHLL.W Rd R:W NEXT         

SHLL.W #2,Rd R:W NEXT         

SHLL.L ERd R:W NEXT         

SHLL.L #2,ERd R:W NEXT         

SHLR.B Rd R:W NEXT         

SHLR.B #2,Rd R:W NEXT         

SHLR.W Rd R:W NEXT         

SHLR.W #2,Rd R:W NEXT         

SHLR.L ERd R:W NEXT         

SHLR.L #2,ERd R:W NEXT         

SLEEP R:W NEXT 内部動作:M        

STC.B CCR,Rd R:W NEXT         

STC.B EXR,Rd R:W NEXT         

STC.W CCR,@ERd R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

STC.W EXR,@ERd R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

STC.W CCR,@(d:16,ERd) R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC.W EXR,@(d:16,ERd) R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC.W CCR,@(d:32,ERd) R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT W:W EA    

STC.W EXR,@(d:32,ERd) R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT W:W EA    

STC.W CCR,@-ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W EA      

STC.W EXR,@-ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W EA      

STC.W CCR,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC.W EXR,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC.W CCR,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W EA     

STC.W EXR,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W EA     

STM.L (ERn-ERn+1),@-SP 

*9
 

R:W 2nd R:W:M NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W:M  

ｽﾀｯｸ(H) *3
 

W:W  

ｽﾀｯｸ(L) *3
 

    

STM.L (ERn-ERn+2),@-SP 

*9
 

R:W 2nd R:W:M NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W:M  

ｽﾀｯｸ(H) *3
 

W:W  

ｽﾀｯｸ(L) *3
 

    

STM.L (ERn-ERn+3),@-SP 

*9
 

R:W 2nd R:W:M NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W:M ｽﾀｯｸ

(H) *3
 

W:W  

ｽﾀｯｸ(L) *3
 

    

STMAC MACH,ERd 

STMAC MACL,ERd 

本 LSIでは使用できません。 

SUB.B Rs,Rd R:W NEXT         

SUB.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

SUB.W Rs,Rd R:W NEXT         

SUB.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

SUB.L ERs,ERd R:W NEXT         

SUBS #1/2/4,ERd R:W NEXT         

SUBX #xx:8,Rd R:W NEXT         

SUBX Rs,Rd R:W NEXT         

TAS   @ERd *5
 R:W 2nd R:W NEXT R:B:M EA W:B EA      

TRAPA #x:2 R:W NEXT 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W   ｽﾀｯｸ(L) W:W  ｽﾀｯｸ(H) W:W ｽﾀｯｸ(EXR)

 

R:W:M VEC R:W VEC+2 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W   *8
 

XOR.B #xx8,Rd R:W NEXT         

XOR.B Rs,Rd R:W NEXT         

XOR.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

XOR.W Rs,Rd R:W NEXT         

XOR.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

XOR.L ERs,ERd R:W 2nd R:W NEXT        

XORC #xx:8,CCR R:W NEXT         

XORC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

リセット例外処理 R:W:M VEC R:W VEC+2 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W   *6
      

割込み例外処理 R:W   *7
 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ W:W   ｽﾀｯｸ(L) W:W  ｽﾀｯｸ(H) W:W ｽﾀｯｸ(EXR) R:W:M VEC R:W VEC+2 内部動作 1 ｽﾃｰﾄ R:W   *8

 

【注】 *1 EAsは ER5、EAdは ER6の内容です。 

 *2 EAsは ER5、EAdは ER6の内容で、実行後それぞれ 1が加算されます。 

  また、nは R4Lまたは R4の初期値であり、n=0のときこれらの実行は行われません。 

 *3 2本退避／復帰時は 2回、3本退避／復帰時は 3回、4本退避／復帰時は 4回繰り返します。 

 *4 リターン後の先頭アドレスです。 

 *5 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 *6 プログラムのスタートアドレスです。 

 *7 プリフェッチアドレスです。退避される PCに 2を加算したアドレスです。 

  また、スリープモード、スタンバイモード、ウォッチモードからの復帰時にはリード動作は行われ

ず、内部動作となります。 

 *8 割り込み処理ルーチンの先頭アドレスです。 

 *9 STM/LDM命令を使用する場合は、レジスタ ER0～ER6を使用してください。 
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A.6 コンディションコードの変化 
CPUの各命令について、命令実行後のコンディションコードの変化を示します。以下に、表中で

使われている記号を説明します。 
 

m＝ 31 ：ロングワードサイズのとき 
 15 ：ワードサイズのとき 
 7 ：バイトサイズのとき 
Si  ：ソースオペランドのビット i 
Di  ：デスティネーションオペランドのビット i 
Ri  ：結果のビット i 
Dn  ：デスティネーションオペランドの指定されたビット 
－  ：影響なし 
  ：実行結果に応じて変化（定義参照） 

0  ：常に 0にクリア 
1  ：常に 1にセット 
*  ：値を保証しません。 
Z'  ：実行前の Zフラグ 
C'  ：実行前の Cフラグ 
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表 A.14 コンディションコードの変化 
命 令 H N Z V C 定 義 

ADD      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

ADDS － － － － －  

ADDX      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Z'・Rm・ …… ・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

AND －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

ANDC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 

BAND － － － －  C＝C'・Dn 

Bcc － － － － －  

BCLR － － － － －  

BIAND － － － －  C＝C'・Dn 

BILD － － － －  C＝Dn 

BIOR － － － －  C＝C' + Dn 

BIST － － － － －  

BIXOR － － － －  C＝C'・Dn + C'・Dn 

BLD － － － －  C＝Dn 

BNOT － － － － －  

BOR － － － －  C＝C'  + Dn 

BSET － － － － －  

BSR － － － － －  

BST － － － － －  

BTST － －  － － Z=Dn 

BXOR － － － －  C＝C'・Dn + C'・Dn 

CLRMAC 本 LSIでは使用できません。 
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命 令 H N Z V C 定 義 

CMP      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

DAA *   *  N=Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C：10進加算のキャリ 

DAS *   *  N=Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C：10進減算のボロ－ 

DEC －    － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Dm・Rm 

DIVXS －   － － N＝Sm・Dm + Sm・Dm 

Z＝Sm・Sm-1・ …… ・S0 

DIVXU －   － － N＝Sm 

Z＝Sm・Sm-1・ …… ・S0 

EEPMOV － － － － －  

EXTS －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

EXTU － 0  0 － Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

INC －    － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Dm・Rm 

JMP － － － － －  

JSR － － － － －  

LDC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 

LDM － － － － －  

LDMAC 

MAC 

本 LSIでは使用できません。 

MOV －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
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命 令 H N Z V C 定 義 

MOVFPE 

MOVTPE 

本 LSIでは使用できません。 

MULXS －   － － N＝R2m 

Z＝R2m・R2m-1・ …… ・R0 

MULXU － － － － －  

NEG      H＝Dm-4 + Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Dm・Rm 

C＝Dm + Rm 

NOP － － － － －  

NOT －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

OR －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

ORC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 

POP －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

PUSH －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

ROTL －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

ROTR －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

ROTXL －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

ROTXR －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

RTE      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

RTS － － － － －  
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命 令 H N Z V C 定 義 

SHAL －     N＝Rm

Z＝ ・ ・　……　・ �

V＝Dm・Dm-1 + ・ （1ビットのとき）�

V＝Dm・Dm-1・Dm-2・ ・ ・

　（2ビットのとき）�

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

SHAR －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

SHLL －   0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

SHLR － 0  0  N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

SLEEP － － － － －  

STC － － － － －  

STM － － － － －  

STMAC 本 LSIでは使用できません。 

SUB      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

SUBS － － － － －  

SUBX      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 

N＝Rm 

Z＝Z'・Rm・ …… ・R0 

V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 

C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

TAS* －   0 － N＝Dm 

Z＝Dm・Dm-1・ …… ・D0 

TRAPA － － － － －  

XOR －   0 － N＝Rm 

Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

XORC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

EXRのときはどのフラグも変化しません。 

【注】 * TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 
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B. H8S/2199Rグループ内部 I/Oレジスタ 

B.1 アドレス一覧 

 
アドレス*1 レジスタ略称 R/W アクセス バス幅 7 6 5 4 3 2 1 0 モジュール 

H'0000             
〜 

 

   

        

H'CFFF             

 

H'D000 DGKp15 DGKp14 DGKp13 DGKp12 DGKp11 DGKp10 DGKp9 DGKp8 

H'D001 

DGKp W 16 16 

DGKp7 DGKp6 DGKp5 DGKp4 DGKp3 DGKp2 DGKp1 DGKp0 

H'D002 DGKs15 DGKs14 DGKs13 DGKs12 DGKs11 DGKs10 DGKs9 DGKs8 

H'D003 

DGKs W 16 16 

DGKs7 DGKs6 DGKs5 DGKs4 DGKs3 DGKs2 DGKs1 DGKs0 

H'D004 DAp15 DAp14 DAp13 DAp12 DAp11 DAp10 DAp9 DAp8 

H'D005 

DAp W 16 16 

DAp7 DAp6 DAp5 DAp4 DAp3 DAp2 DAp1 DAp0 

H'D006 DBp15 DBp14 DBp13 DBp12 DBp11 DBp10 DBp9 DBp8 

H'D007 

DBp W 16 16 

DBp7 DBp6 DBp5 DBp4 DBp3 DBp2 DBp1 DBp0 

H'D008 DAs15 DAs14 DAs13 DAs12 DAs11 DAs10 DAs9 DAs8 

H'D009 

DAs W 16 16 

DAs7 DAs6 DAs5 DAs4 DAs3 DAs2 DAs1 DAs0 

H'D00A DBs15 DBs14 DBs13 DBs12 DBs11 DBs10 DBs9 DBs8 

H'D00B 

DBs W 16 16 

DBs7 DBs6 DBs5 DBs4 DBs3 DBs2 DBs1 DBs0 

H'D00C DOfp15 DOfp14 DOfp13 DOfp12 DOfp11 DOfp10 DOfp9 DOfp8 

H'D00D 

DOfp W 16 16 

DOfp7 DOfp6 DOfp5 DOfp4 DOfp3 DOfp2 DOfp1 DOfp0 

H'D00E DOfs15 DOfs14 DOfs13 DOfs12 DOfs11 DOfs10 DOfs9 DOfs8 

H'D00F 

DOfs W 16 16 

DOfs7 DOfs6 DOfs5 DOfs4 DOfs3 DOfs2 DOfs1 DOfs0 

ドラム 

デジタルフィルタ 

H'D010 CGKp15 CGKp14 CGKp13 CGKp12 CGKp11 CGKp10 CGKp9 CGKp8 

H'D011 

CGKp W 16 16 

CGKp7 CGKp6 CGKp5 CGKp4 CGKp3 CGKp2 CGKp1 CGKp0 

H'D012 CGKs15 CGKs14 CGKs13 CGKs12 CGKs11 CGKs10 CGKs9 CGKs8 

H'D013 

CGKs W 16 16 

CGKs7 CGKs6 CGKs5 CGKs4 CGKs3 CGKs2 CGKs1 CGKs0 

H'D014 CAp15 CAp14 CAp13 CAp12 CAp11 CAp10 CAp9 CAp8 

H'D015 

CAp W 16 16 

CAp7 CAp6 CAp5 CAp4 CAp3 CAp2 CAp1 CAp0 

H'D016 CBp15 CBp14 CBp13 CBp12 CBp11 CBp10 CBp9 CBp8 

H'D017 

CBp W 16 16 

CBp7 CBp6 CBp5 CBp4 CBp3 CBp2 CBp1 CBp0 

H'D018 CAs15 CAs14 CAs13 CAs12 CAs11 CAs10 CAs9 CAs8 

H'D019 

CAs W 16 16 

CAs7 CAs6 CAs5 CAs4 CAs3 CAs2 CAs1 CAs0 

H'D01A CBs15 CBs14 CBs13 CBs12 CBs11 CBs10 CBs9 CBs8 

H'D01B 

CBs W 16 16 

CBs7 CBs6 CBs5 CBs4 CBs3 CBs2 CBs1 CBs0 

H'D01C COfp15 COfp14 COfp13 COfp12 COfp11 COfp10 COfp9 COfp8 

H'D01D 

COfp W 16 16 

COfp7 COfp6 COfp5 COfp4 COfp3 COfp2 COfp1 COfp0 

H'D01E COfs15 COfs14 COfs13 COfs12 COfs11 COfs10 COfs9 COfs8 

H'D01F 

COfs W 16 16 

COfs7 COfs6 COfs5 COfs4 COfs3 COfs2 COfs1 COfs0 

キャプスタン 

デジタルフィルタ 

H'D020 — — — — DZs11 DZs10 DZs9 DZs8 

H'D021 

DZs W 16 16 

DZs7 DZs6 DZs5 DZs4 DZs3 DZs2 DZs1 DZs0 

H'D022 — — — — DZp11 DZp10 DZp9 DZp8 

H'D023 

DZp W 16 16 

DZp7 DZp6 DZp5 DZp4 DZp3 DZp2 DZp1 DZp0 

H'D024 — — — — CZs11 CZs10 CZs9 CZs8 

H'D025 

CZs W 16 16 

CZs7 CZs6 CZs5 CZs4 CZs3 CZs2 CZs1 CZs0 

H'D026 — — — — CZp11 CZp10 CZp9 CZp8 

H'D027 

CZp W 16 16 

CZp7 CZp6 CZp5 CZp4 CZp3 CZp2 CZp1 CZp0 

H'D028 DFIC R/W 8 — DROV DPHA DZPON DZSON DSG2 DSG1 DSG0 

H'D029 CFIC R/W 8 

16 

— CROV CPHA CZPON CZSON CSG2 CSG1 CSG0 

H'D02A DFUCR R/W 8 16 — — PTON CP/DP CFEPS DFEPS CFESS DFESS 

デジタルフィルタ 
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アドレス*1 レジスタ略称 R/W アクセス バス幅 7 6 5 4 3 2 1 0 モジュール 

H'D030 DFPR15 DFPR14 DFPR13 DFPR12 DFPR11 DFPR10 DFPR9 DFPR8 

H'D031 

DFPR W 16 16 

DFPR7 DFPR6 DFPR5 DFPR4 DFPR3 DFPR2 DFPR1 DFPR0 

H'D032 DFER15 DFER14 DFER13 DFER12 DFER11 DFER10 DFER9 DFER8 

H'D033 

DFER R/W 16 16 

DFER7 DFER6 DFER5 DFER4 DFER3 DFER2 DFER1 DFER0 

H'D034 DFRUDR15 DFRUDR14 DFRUDR13 DFRUDR12 DFRUDR11 DFRUDR10 DFRUDR9 DFRUDR8 

H'D035 

DFRUDR W 16 16 

DFRUDR7 DFRUDR6 DFRUDR5 DFRUDR4 DFRUDR3 DFRUDR2 DFRUDR1 DFRUDR0 

H'D036 DFRLDR15 DFRLDR14 DFRLDR13 DFRLDR12 DFRLDR11 DFRLDR10 DFRLDR9 DFRLDR8 

H'D037 

DFRLDR W 16 16 

DFRLDR7 DFRLDR6 DFRLDR5 DFRLDR4 DFRLDR3 DFRLDR2 DFRLDR1 DFRLDR0 

H'D038 DFVCR R/W 8 16 DFCS1 DFCS0 DFOVF DFRFON DF-R/UNR DPCNT DFRCS1 DFRCS0 

H'D039 DPGCR R/W 8 16 DPCS1 DPCS0 DPOVF N/V HSWES — — — 

H'D03A DPPR15 DPPR14 DPPR13 DPPR12 DPPR11 DPPR10 DPPR9 DPPR8 

H'D03B 

DPPR2 W 16 16 

DPPR7 DPPR6 DPPR5 DPPR4 DPPR3 DPPR2 DPPR1 DPPR0 

H'D03C DPPR1 W 8 16 — — — — DPPR19 DPPR18 DPPR17 DPPR16 

H'D03D DPER1 R/W 8 16 — — — — DPER19 DPER18 DPER17 DPER16 

H'D03E DPER15 DPER14 DPER13 DPER12 DPER11 DPER10 DPER9 DPER8 

H'D03F 

DPER2 R/W 16 16 

DPER7 DPER6 DPER5 DPER4 DPER3 DPER2 DPER1 DPER0 

ドラム誤差検出 

回路 

H'D040             
〜 

 

   

        

H'D04F             

 

H'D050 CFPR15 CFPR14 CFPR13 CFPR12 CFPR11 CFPR10 CFPR9 CFPR8 

H'D051 

CFPR W 16 16 

CFPR7 CFPR6 CFPR5 CFPR4 CFPR3 CFPR2 CFPR1 CFPR0 

H'D052 CFER15 CFER14 CFER13 CFER12 CFER11 CFER10 CFER9 CFER8 

H'D053 

CFER R/W 16 16 

CFER7 CFER6 CFER5 CFER4 CFER3 CFER2 CFER1 CFER0 

H'D054 CFRUDR15 CFRUDR14 CFRUDR13 CFRUDR12 CFRUDR11 CFRUDR10 CFRUDR9 CFRUDR8 

H'D055 

CFRUDR W 16 16 

CFRUDR7 CFRUDR6 CFRUDR5 CFRUDR4 CFRUDR3 CFRUDR2 CFRUDR1 CFRUDR0 

H'D056 CFRLDR15 CFRLDR14 CFRLDR13 CFRLDR12 CFRLDR11 CFRLDR10 CFRLDR9 CFRLDR8 

H'D057 

CFRLDR W 16 16 

CFRLDR7 CFRLDR6 CFRLDR5 CFRLDR4 CFRLDR3 CFRLDR2 CFRLDR1 CFRLDR0 

H'D058 CFVCR R/W 8  CFCS1 CFCS0 CFOVF CFRFON CF-R/UNR CPCNT CFRCS1 CFRCS0 

H'D059 CPGCR R/W 8 16 CPCS1 CPCS0 CPOVF CR/RF SELCFG2 — — — 

H'D05A CPH15 CPH14 CPH13 CPH12 CPH11 CPH10 CPH9 CPH8 

H'D05B 

CPPR2 W 16 16 

CPH7 CPH6 CPH5 CPH4 CPH3 CPH2 CPH1 CPH0 

H'D05C CPPR1 W 8 16 — — — — CPH19 CPH18 CPH17 CPH16 

H'D05D CPER1 R/W 8 16 — — — — CPER19 CPER18 CPER17 CPER16 

H'D05E CPER15 CPER14 CPER13 CPER12 CPER11 CPER10 CPER9 CPER8 

H'D05F 

CPER2 R/W 16 16 

CPER7 CPER6 CPER5 CPER4 CPER3 CPER2 CPER1 CPER0 

キャプスタン誤差

検出回路 

H'D060 HSM1 R/W 8 FLB FLA EMPB EMPA OVWB OVWA CLRB CLRA 

H'D061 HSM2 R/W 8 

16 

FRT FGR2OFF LOP EDG ISEL1 SOFG OFG VFF/NFF 

H'D062 HSLP R/W 8 16 LOB3 LOB2 LOB1 LOB0 LOA3 LOA2 LOA1 LOA0 

H'D063             

H'D064 — ADTRGA STRIGA NarrowFFA VFFA AFFA VpulseA MlevelA 

H'D065 

FPDRA W 16 16 

PPGA7 PPGA6 PPGA5 PPGA4 PPGA3 PPGA2 PPGA1 PPGA0 

H'D066 FTPRA*2 W 16 FTPRA15 FTPRA14 FTPRA13 FTPRA12 FTPRA11 FTPRA10 FTPRA9 FTPRA8 

H'D066 FTCTR*2 R 16 

16 

FTCTR15 FTCTR14 FTCTR13 FTCTR12 FTCTR11 FTCTR10 FTCTR9 FTCTR8 

H'D067 FTPRA*2 W 16 FTPRA7 FTPRA6 FTPRA5 FTPRA4 FTPRA3 FTPRA2 FTPRA1 FTPRA0 

H'D067 FTCTR*2 R 16 

16 

FTCTR7 FTCTR6 FTCTR5 FTCTR4 FTCTR3 FTCTR2 FTCTR1 FTCTR0 

H'D068 — ADTRGB STRIGB NarrowFFB VFFB AFFB VpulseB MlevelB 

H'D069 

FPDRB W 16 16 

PPGB7 PPGB6 PPGB5 PPGB4 PPGB3 PPGB2 PPGB1 PPGB0 

H'D06A FTPRB15 FTPRB14 FTPRB13 FTPRB12 FTPRB11 FTPRB10 FTPRB9 FTPRB8 

H'D06B 

FTPRB W 16 16 

FTPRB7 FTPRB6 FTPRB5 FTPRB4 FTPRB3 FTPRB2 FTPRB1 FTPRB0 

H'D06C DFCRA*2 W 8 ISEL2 CCLR CKSL DFCRA4 DFCRA3 DFCRA2 DFCRA1 DFCRA0 

H'D06C DFCTR*2 R 8 

16 

— — — DFCTR4 DFCTR3 DFCTR2 DFCTR1 DFCTR0 

H'D06D DFCRB W 8 16 — — — DFCRB4 DFCRB3 DFCRB2 DFCRB1 DFCRB0 

HSWタイミング生

成 
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H'D06E CHCR W 8 V/N HSWPOL CRH HAH SIG3 SIG2 SIG1 SIG0 4ヘッド特再 

H'D06F ADDVR R/W 8 

16 

— — — HMSK HIZ CUT VPON POL 付加 V 

H'D070 — — — — XD11 XD10 XD9 XD8 

H'D071 

XDR W 16 16 

XD7 XD6 XD5 XD4 XD3 XD2 XD1 XD0 

H'D072 — — — — TRD11 TRD10 TRD9 TRD8 

H'D073 

TRDR W 16 16 

TRD7 TRD6 TRD5 TRD4 TRD3 TRD2 TRD1 TRD0 

H'D074 XTCR R/W 8 16 — CAPRF AT/MU TRK/X EXC/REF XCS DVREF1 DVREF0 

X値,TRK値 

H'D075             
〜 

 

   

        

H'D077             

 

H'D078 — — — — DPWDR11 DPWDR10 DPWDR9 DPWDR8 

H'D079 

DPWDR R/W 16 16 

DPWDR7 DPWDR6 DPWDR5 DPWDR4 DPWDR3 DPWDR2 DPWDR1 DPWDR0 

H'D07A DPWCR W 8 DPOL DDC DHIZ DH/L DSF/DF DCK2 DCK1 DCK0 

ドラム 12ビット

PWM 

H'D07B CPWCR W 8 

16 

CPOL CDC CHIZ CH/L CSF/DF CCK2 CCK1 CCK0 

H'D07C — — — — CPWDR11 CPWDR10 CPWDR9 CPWDR8 

H'D07D 

CPWDR R/W 16 16 

CPWDR7 CPWDR6 CPWDR5 CPWDR4 CPWDR3 CPWDR2 CPWDR1 CPWDR0 

キャプスタン 12ビ

ット PWM 

H'D07E             
〜 

 

   

        

H'D07F             

 

H'D080 CTCR W 8 NT/PL FSLC FSLB FSLA CCS LCTL UNCTL SLWM 

H'D081 CTLM R/W 8 

16 

ASM REC/PB FW/RV MD4 MD3 MD2 MD1 MD0 

H'D082 — — — — CMT1B CMT1A CMT19 CMT18 

H'D083 

RCDR1 W 16 16 

CMT17 CMT16 CMT15 CMT14 CMT13 CMT12 CMT11 CMT10 

H'D084 — — — — CMT2B CMT2A CMT29 CMT28 

H'D085 

RCDR2 W 16 16 

CMT27 CMT26 CMT25 CMT24 CMT23 CMT22 CMT21 CMT20 

H'D086 — — — — CMT3B CMT3A CMT39 CMT38 

H'D087 

RCDR3 W 16 16 

CMT37 CMT36 CMT35 CMT34 CMT33 CMT32 CMT31 CMT30 

H'D088 — — — — CMT4B CMT4A CMT49 CMT48 

H'D089 

RCDR4 W 16 16 

CMT47 CMT46 CMT45 CMT44 CMT43 CMT42 CMT41 CMT40 

H'D08A — — — — CMT5B CMT5A CMT59 CMT58 

H'D08B 

RCDR5 W 16 16 

CMT57 CMT56 CMT55 CMT54 CMT53 CMT52 CMT51 CMT50 

H'D08C DI/O R/W 8 VCTR2 VCTR1 VCTR0 — BPON BPS BPF DI/O 

H'D08D BTPR R/W 8 

16 

LSP7 LSP6 LSP5 LSP4 LSP3 LSP2 LSP1 LSP0 

CTL回路 

H'D08E             
〜 

 

   

        

H'D08F             

 

H'D090 REF15 REF14 REF13 REF12 REF11 REF10 REF9 REF8 

H'D091 

RFD W 16 16 

REF7 REF6 REF5 REF4 REF3 REF2 REF1 REF0 

H'D092 CRF15 CRF14 CRF13 CRF12 CRF11 CRF10 CRF9 CRF8 

H'D093 

CRF W 16 16 

CRF7 CRF6 CRF5 CRF4 CRF3 CRF2 CRF1 CRF0 

H'D094 RFC15 RFC14 RFC13 RFC12 RFC11 RFC10 RFC9 RFC8 

H'D095 

RFC R/W 16 16 

RFC7 RFC6 RFC5 RFC4 RFC3 RFC2 RFC1 RFC0 

H'D096 RFM R/W 8 RCS VNA CVS REX CRD OD/EV VST VEG 

H'D097 RFM2 R/W 8 

16 

— — — — — — — FDS 

基準信号生成 

H'D098 CTVC R/W 8 CEX CEG — — — CFG HSW CTL 

H'D099 CTLR W 8 

16 

CTL7 CTL6 CTL5 CTL4 CTL3 CTL2 CTL1 CTL0 

H'D09A CDVC R/W 8 MCGin — CMK CMN DVTRG CRF CPS1 CPS0 

H'D09B CDIVR1 W 8 

16 

— CDV16 CDV15 CDV14 CDV13 CDV12 CDV11 CDV10 

H'D09C CDIVR2 W 8 — CDV26 CDV25 CDV24 CDV23 CDV22 CDV21 CDV20 

H'D09D CTMR W 8 

16 

— — CPM5 CPM4 CPM3 CPM2 CPM1 CPM0 

H'D09E FGCR W 8 16 — — — — — — — DRF 

分周回路 

H'D09F              
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H'D0A0 SPMR R/W 8 8 CTLSTOP — CFGCOMP — — — — — 

H'D0A1             
〜 

 

   

        

H'D0A2             

H'D0A3 SVMCR R/W 8 8 — — SVMCR5 SVMCR4 SVMCR3 SVMCR2 SVMCR1 SVMCR0 

H'D0A4 CTLGR R/W 8 8 — — CTLE/A CTLFB CTLGR3 CTLGR2 CTLGR1 CTLGR0 

サーボポート制御 

H'D0A5             
〜 

 

   

        

H'D0AF             

 

H'D0B0 VTR W 8 16 — — VTR5 VTR4 VTR3 VTR2 VTR1 VTR0 

H'D0B1 HTR W 8 16 — — — — HTR3 HTR2 HTR1 HTR0 

H'D0B2 HRTR W 8 16 HRTR7 HRTR6 HRTR5 HRTR4 HRTR3 HRTR2 HRTR1 HRTR0 

H'D0B3 HPWR W 8 16 — — — — HPWR3 HPWR2 HPWR1 HPWR0 

H'D0B4 NWR W 8 16 — — NWR5 NWR4 NWR3 NWR2 NWR1 NWR0 

H'D0B5 NDR W 8 16 NDR7 NDR6 NDR5 NDR4 NDR3 NDR2 NDR1 NDR0 

H'D0B6 SYNCR R/W 8 16 — — — — NIS/VD NOIS FLD SYCT 

同期検出回路 

（サーボ） 

H'D0B7              

H'D0B8 SIENR1 R/W 8 16 IEDRM3 IEDRM2 IEDRM1 IECAP3 IECAP2 IECAP1 IEHSW2 IEHSW1 

H'D0B9 SIENR2 R/W 8 16 — — — — — — IESNC IECTL 

H'D0BA SIRQR1 R/W 8 16 IRRDRM3 IRRDRM2 IRRDRM1 IRRCAP3 IRRCAP2 IRRCAP1 IRRHSW2 IRRHSW1 

H'D0BB SIRQR2 R/W 8 16 — — — — — — IRRSNC IRRCTL 

H'D0BC             
〜 

 

   

        

H'D0E4             

サーボ割り込み 

制御 

H'D0E5 DDCSWR R/W 8 8 SWE SW IE IF — — — — 

H'D0E8 ICCR0 R/W 8 8 ICE IEIC MST TRS ACKE BBSY IRIC SCP 

H'D0E9 ICSR0 R/W 8 8 ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB 

H'D0EE ICDR0*3 ICDR7 ICDR6 ICDR5 ICDR4 ICDR3 ICDR2 ICDR1 ICDR0 

H'D0EE SARX0*3 SVAX6 SVAX5 SVAX4 SVAX3 SVAX2 SVAX1 SVAX0 FSX 

H'D0EF ICMR0*3 MLS WAIT CKS2 CKS1 CKS0 BC2 BC1 BC0 

H'D0EF SAR0*3 

R/W 8 8 

SVA6 SVA5 SVA4 SVA3 SVA2 SVA1 SVA0 FS 

H'D0F0             
〜 

 

   

        

H'D0FF             

I
2
Cインタ 

フェース 

H'D100 TIER R/W 8 16 ICIAE ICIBE ICICE ICIDE OCIAE OCIBE OVIE ICSA 

H'D101 TCSRX R/W 8 16 ICFA ICFB ICFC ICFD OCFA OCFB OVF CCLRA 

H'D102 FRCH         

H'D103 FRCL 

R/W 8/16 16 

        

H'D104 OCRAH*4         

H'D105 OCRAL*4 

R/W 8/16 16 

        

H'D104 OCRBH*4         

H'D105 OCRBL*4 

R/W 8/16 16 

        

H'D106 TCRX R/W 8 16 IEDGA IEDGB IEDGC IEDGD BUFEA BUFEB CKS1 CKS0 

H'D107 TOCR R/W 8 16 ICSB ICSC ICSD OCRS OEA OEB OLVLA OLVLB 

H'D108 ICRAH         

H'D109 ICRAL 

R 8/16 16 

        

H'D10A ICRBH         

H'D10B ICRBL 

R 8/16 16 

        

H'D10C ICRCH         

H'D10D ICRCL 

R 8/16 16 

        

H'D10E ICRDH         

H'D10F ICRDL 

R 8/16 16 

        

タイマ X1 
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H'D110 TMB R/W 8 8 TMB17 TMBIF TMBIE — — TMB12 TMB11 TMB10 

H'D111 TCB R 8 8 TCB17 TCB16 TCB15 TCB14 TCB13 TCB12 TCB11 TCB10 

H'D111 TLB W 8 8 TLB17 TLB16 TLB15 TLB14 TLB13 TLB12 TLB11 TLB10 

タイマ B 

H'D112 LMR R/W 8 8 LMIF LMIE — — LMR3 LMR2 LMR1 LMR0 

H'D113 LTC R 8 8 LTC7 LTC6 LTC5 LTC4 LTC3 LTC2 LTC1 LTC0 

H'D113 RCR W 8 8 RCR7 RCR6 RCR5 RCR4 RCR3 RCR2 RCR1 RCR0 

タイマＬ 

H'D114             
〜 

 

   

        

H'D117             

 

H'D118 TMRM1 R/W 8 8 CLR2 AC/BR RLD RLCK PS21 PS20 RLD/CAP CPS 

H'D119 TMRM2 R/W 8 8 LAT PS11 PS10 PS31 PS30 CP/SLM CAPF SLW 

H'D11A TMRCP1 R 8 8 TMRC17 TMRC16 TMRC15 TMRC14 TMRC13 TMRC12 TMRC11 TMRC10 

H'D11B TMRCP2 R 8 8 TMRC27 TMRC26 TMRC25 TMRC24 TMRC23 TMRC22 TMRC21 TMRC20 

H'D11C TMRL1 W 8 8 TMR17 TMR16 TMR15 TMR14 TMR13 TMR12 TMR11 TMR10 

H'D11D TMRL2 W 8 8 TMR27 TMR26 TMR25 TMR24 TMR23 TMR22 TMR21 TMR20 

H'D11E TMRL3 W 8 8 TMR37 TMR36 TMR35 TMR34 TMR33 TMR32 TMR31 TMR30 

H'D11F TMRCS R/W 8 8 TMRI3E TMRI2E TMRI1E TMRI3 TMRI2 TMRI1 — — 

タイマ R 

H'D120 PWDRL W 8 8 PWDRL7 PWDRL6 PWDRL5 PWDRL4 PWDRL3 PWDRL2 PWDRL1 PWDRL0 

H'D121 PWDRU W 8 8 — — PWDRU5 PWDRU4 PWDRU3 PWDRU2 PWDRU1 PWDRU0 

H'D122 PWCR R/W 8 8 — — — — — — — PWMCR0 

14ビット PWM 

H'D123             
〜 

 

   

        

H'D125             

 

H'D126 PWR0 W 8 8 PW 07 PW06 PW05 PW04 PW03 PW02 PW01 PW00 

H'D127 PWR1 W 8 8 PW17  PW16 PW15 PW14 PW13 PW12 PW11 PW10 

H'D128 PWR2 W 8 8 PW 27 PW26 PW25 PW24 PW23 PW22 PW21 PW20 

H'D129 PWR3 W 8 8 PW 37 PW36 PW35 PW34 PW33 PW32 PW31 PW30 

H'D12A PW8CR R/W 8 8 — — — — PWC3 PWC2 PWC1 PWC0 

8ビット PWM 

H'D12B              

H'D12C ICR1 R 8 8 ICR17 ICR16 ICR15 ICR14 ICR13 ICR12 ICR11 ICR10 

H'D12D PCSR R/W 8 8 ICIF ICIE ICEG NCon/off — DCS2 DCS1 DCS0 

PSU 

H'D12E             
〜 

 

   

        

H'D12F             

 

H'D130 ADRH ADR9  ADR8 ADR7 ADR6 ADR5 ADR4 ADR3 ADR2 

H'D131 ADRL 

R 16 

ADR1 ADR0 — — — — — — 

H'D132 AHRH AHR9 AHR8 AHR7 AHR6 AHR5 AHR4 AHR3 AHR2 

H'D133 AHRL 

R 16 

AHR1 AHR0 — — — — — — 

H'D134 ADCR R/W 8 CK — HCH1 HCH0 SCH3 SCH2 SCH1 SCH0 

H'D135 ADCSR R/W 8 SEND HEND ADIE SST HST BUSY SCNL — 

H'D136 ADTSR R/W 8 

8 

— — — — — — TRGS1 TRGS0 

A/D 

H'D137              

H'D138 TLK W 8/16 TLR27 TLR26 TLR25 TLR24 TLR23 TLR22 TLR21 TLR20 

H'D138 TCK R 8/16 TDR27 TDR26 TDR25 TDR24 TDR23 TDR22 TDR21 TDR20 

H'D139 TLJ W 8/16 TLR17 TLR16 TLR15 TLR14 TLR13 TLR12 TLR11 TLR10 

H'D139 TCJ R 8/16 TDR17 TDR16 TDR15 TDR14 TDR13 TDR12 TDR11 TDR10 

H'D13A TMJ R/W 8/16 PS11 PS10 ST 8/16 PS21 PS20 TGL T/R 

H'D13B TMJC R/W 8/16 BUZZ1 BUZZ0 MON1 MON0 EXN TMJ2IE TMJ1IE PS22 

H'D13C TMJS R/W 8/16 

16 

TMJ2I TMJ1I — — — — — — 

タイマ J 

H'D13D             
〜 

 

   

        

H'D147             
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H'D148 SMR1 R/W 8 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 

H'D149 BRR1 R/W 8         

H'D14A SCR1 R/W 8 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 

H'D14B TDR1 R/W 8         

H'D14C SSR1 R/W 8 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT 

H'D14D RDR1 R 8         

H'D14E SCMR1 R/W 8 

8 

— — — — SDIR SINV — SMIF 

クロック同期/調歩

同期式 SCI 

H'D14F             
〜 

 

   

        

H'D157             

 

H'D158 ICCR1 R/W 8 ICE IEIC MST TRS ACKE BBSY IRIC SCP 

H'D159 ICSR1 R/W 8 

8 

ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB 

H'D15A             
〜 

 

   

        

H'D15D             

H'D15E ICDR1*3 R/W 8 ICDR7 ICDR6 ICDR5 ICDR4 ICDR3 ICDR2 ICDR1 ICDR0 

H'D15E SARX1*3 R/W 8 SVAX6 SVAX5 SVAX4 SVAX3 SVAX2 SVAX1 SVAX0 FSX 

H'D15F ICMR1*3 R/W 8 MLS WAIT CKS2 CKS1 CKS0 BC2 BC1 BC0 

H'D15F SAR1*3 R/W 8 

8 

SVA6 SVA5 SVA4 SVA3 SVA2 SVA1 SVA0 FS 

I
2
Cインター 

フェース 

H'D160             
〜 

 

   

        

H'D1FF             

 

H'D200 CLINE1 R/W 8/16 16 BPTN1 SZ1 CLU11 CLU10 KR1 KG1 KB1 KLU1 

H'D201 CLINE2 R/W 8/16 16 BPTN2 SZ2 CLU21 CLU20 KR2 KG2 KB2 KLU2 

H'D202 CLINE3 R/W 8/16 16 BPTN3 SZ3 CLU31 CLU30 KR3 KG3 KB3 KLU3 

H'D203 CLINE4 R/W 8/16 16 BPTN4 SZ4 CLU41 CLU40 KR4 KG4 KB4 KLU4 

H'D204 CLINE5 R/W 8/16 16 BPTN5 SZ5 CLU51 CLU50 KR5 KG5 KB5 KLU5 

H'D205 CLINE6 R/W 8/16 16 BPTN6 SZ6 CLU61 CLU60 KR6 KG6 KB6 KLU6 

H'D206 CLINE7 R/W 8/16 16 BPTN7 SZ7 CLU71 CLU70 KR7 KG7 KB7 KLU7 

H'D207 CLINE8 R/W 8/16 16 BPTN8 SZ8 CLU81 CLU80 KR8 KG8 KB8 KLU8 

H'D208 CLINE9 R/W 8/16 16 BPTN9 SZ9 CLU91 CLU90 KR9 KG9 KB9 KLU9 

H'D209 CLINE10 R/W 8/16 16 BPTN10 SZ10 CLU101 CLU100 KR10 KG10 KB10 KLU10 

H'D20A CLINE11 R/W 8/16 16 BPTN11 SZ11 CLU111 CLU110 KR11 KG11 KB11 KLU11 

H'D20B CLINE12 R/W 8/16 16 BPTN12 SZ12 CLU121 CLU120 KR12 KG12 KB12 KLU12 

H'D20C VPOSH R/W 8/16 16 — — — — VSPC2 VSPC1 VSPC0 VP8 

H'D20D VPOSL R/W 8/16 16 VP7 VP6 VP5 VP4 VP3 VP2 VP1 VP0 

H'D20E HPOS R/W 8/16 16 HP7 HP6 HP5 HP4 HP3 HP2 HP1 HP0 

H'D20F DOUT R/W 8/16 16 — RGBC YCOC DOBC DSEL CRSEL — — 

H'D210 DCNTLH R/W 8/16 16 VDSPON DISPM LACEM BLKS OSDON — EDGE EDGC 

H'D211 DCNTLL R/W 8/16 16 BR BG BB BLU1 BLU0 CAMP KAMP BAMP 

H'D212 DFORMH R/W 8/16 16 TVM2 TVM1 TVM0 FSCIN FSCEXT — OSDVE OSDVF 

H'D213 DFORML R/W 8/16 16 — — — — — DTMV LDREQ VACS 

OSD 

H'D214             
〜 

 

   

        

H'D21F             
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H'D220 EVNIE EVNIF — STBE4 STBE3 STBE2 STBE1 STBE0 

H'D221 

SEVFD R/W 8/16 

SLVLE2 SLVLE1 SLVLE0 DLYE4 DLYE3 DLYE2 DLYE1 DLYE0 

H'D222 ODDIE ODDIF — STBO4 STBO3 STBO2 STBO1 STBO0 

H'D223 

SODFD R/W 8/16 

SLVL02 SLVL01 SLVL00 DLYO4 DLYO3 DLYO2 DLYO1 DLYO0 

H'D224 SLINE1 R/W 8/16 SENBL1 SFLD1 — SLINE14 SLINE13 SLINE12 SLINE11 SLINE10 

H'D225 SLINE2 R/W 8/16 SENBL2 SFLD2 — SLINE24 SLINE23 SLINE22 SLINE21 SLINE20 

H'D226 SLINE3 R/W 8/16 SENBL3 SFLD3 — SLINE34 SLINE33 SLINE32 SLINE31 SLINE30 

H'D227 SLINE4 R/W 8/16 SENBL4 SFLD4 — SLINE44 SLINE43 SLINE42 SLINE41 SLINE40 

H'D228 SDTCT1 R 8/16 CRDF1 SBDF1 ENDF1 — CRIC13 CRIC12 CRIC11 CRIC10 

H'D229 SDTCT2 R 8/16 CRDF2 SBDF2 ENDF2 — CRIC23 CRIC22 CRIC21 CRIC20 

H'D22A SDTCT3 R 8/16 CRDF3 SBDF3 ENDF3 — CRIC33 CRIC32 CRIC31 CRIC30 

H'D22B SDTCT4 R 8/16 CRDF4 SBDF4 ENDF4 — CRIC43 CRIC42 CRIC41 CRIC40 

H'D22C         

H'D22D 

SDATA1 R 8/16 

        

H'D22E         

H'D22F 

SDATA2 R 8/16 

        

H'D230         

H'D231 

SDATA3 R 8/16 

        

H'D232         

H'D233 

SDATA4 R 8/16 

16 

        

データスライサ 

H'D234             
〜 

 

   

        

H'D23F             

 

H'D240 SEPIMR R/W 8 CCMPV1 CCMPV0 CCMPSL SYNCT VSEL DLPFON — FRQSEL 

H'D241 SEPCR R/W 8 AFCVIE AFCVIF VCKSL VCMPON HCKSEL HHKON HHKON2 FLD 

H'D242 SEPACR R/W 8 NDETIE NDETIF HSEL — — ARST DOTCKSL DSL32B 

H'D243 HVTHR W 8 — — — HVTH4 HVTH3 HVTH2 HVTH1 HVTH0 

H'D244 VVTHR W 8 VVTH7 VVTH6 VVTH5 VVTH4 VVTH3 VVTH2 VVTH1 VVTH0 

H'D245 FWIDR W 8 — — — — FWID3 FWID2 FWID1 FWID0 

H'D246 HC8 HC7 HC6 HC5 HC4 HC3 HC2 HC1 

H'D247 

HCMMR W 16 

HC0 HM6 HM5 HM4 HM3 HM2 HM1 HM0 

NDETC R 8 NC7 NC6 NC5 NC4 NC3 NC2 NC1 NC0 H'D248 

NDETR W 8 NR7 NR6 NR5 NR4 NR3 NR2 NR1 NR0 

H'D249 DDETWR W 8 SRWDE1 SRWDE0 SRWDS1 SRWDS0 CRWDE1 CRWDE0 CRWDS1 CRWDS0 

H'D24A INFRQR W 8 

16 

VFS2 VFS1 HFS — — — — — 

同期分離回路 

H'D24B             
〜 

 

   

        

H'FFAF             

 

H'FFB0 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 

H'FFB1 A15 A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 

H'FFB2 

TAR0 R/W 8 

A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 — 

H'FFB3 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 

H'FFB4 A15 A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 

H'FFB5 

TAR1 R/W 8 

A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 — 

H'FFB6 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 

H'FFB7 A15 A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 

H'FFB8 

TAR2 R/W 8 

A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 — 

H'FFB9 ATCR R/W 8 

8 

— — — — — TRC2 TRC1 TRC0 

ATC 

H'FFBA TMA R/W 8 TMAOV TMAIE — — TMA3 TMA2 TMA1 TMA0 

H'FFBB TCA R 8 

8 

TCA7 TCA6 TCA5 TCA4 TCA3 TCA2 TCA1 TCA0 

タイマ A 

H'FFBC WTCSR R/W 8/16 OVF WT/IT TME — RST/NMI CKS2 CKS1 CKS0 

H'FFBD WTCNT*5 R/W 8/16 

16 

        

WDT 

H'FFBE             
〜 

 

   

        

H'FFBF             
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アドレス*1 レジスタ略称 R/W アクセス バス幅 7 6 5 4 3 2 1 0 モジュール 

H'FFC0 PDR0 R 8 PDR07 PDR06 PDR05 PDR04 PDR03 PDR02 PDR01 PDR00 

H'FFC1 PDR1 R/W 8 PDR17 PDR16 PDR15 PDR14  PDR13 PDR12 PDR11 PDR10 

H'FFC2 PDR2 R/W 8 PDR27 PDR26 PDR25 PDR24 PDR23 PDR22 PDR21 PDR20 

H'FFC3 PDR3 R/W 8 PDR37 PDR36 PDR35 PDR34 PDR33 PDR32 PDR31 PDR30 

H'FFC4 PDR4 R/W 8 

8 

PDR47 PDR46 PDR45 PDR44 PDR43 PDR42 PDR41 PDR40 

H'FFC5             

H'FFC6 PDR6 R/W 8 PDR67 PDR66 PDR65 PDR64 PDR63 PDR62 PDR61 PDR60 

H'FFC7 PDR7 R/W 8 PDR77 PDR76 PDR75 PDR74 PDR73 PDR72 PDR71 PDR70 

H'FFC8 PDR8 R/W 8 

8 

PDR87 PDR86 PDR85 PDR84 PDR83 PDR82 PDR81 PDR80 

ポートデータレジ

スタ 

H'FFC9             
〜 

 

   

        

H'FFCC             

 

H'FFCD PMR0 R/W 8 PMR07 PMR06 PMR05 PMR04 PMR03 PMR02 PMR01 PMR00 

H'FFCE PMR1 R/W 8 PMR17 PMR16 PMR15 PMR14 PMR13 PMR12 PMR11 PMR10 

H'FFCF    

8 

        

H'FFD0 PMR3 R/W 8 8 PMR37 PMR36 PMR35 PMR34 PMR33 PMR32 PMR31 PMR30 

ポートモードレジ

スタ 

H'FFD1 PCR1 W 8 PCR17 PCR16 PCR15 PCR14 PCR13 PCR12 PCR11 PCR10 

H'FFD2 PCR2 W 8 PCR27 PCR26 PCR25 PCR24 PCR23 PCR22 PCR21 PCR20 

H'FFD3 PCR3 W 8 PCR37 PCR36 PCR35 PCR34 PCR33 PCR32 PCR31 PCR30 

H'FFD4 PCR4 W 8 

8 

PCR47 PCR46 PCR45 PCR44 PCR43 PCR42 PCR41 PCR40 

H'FFD5             

H'FFD6 PCR6 W 8 PCR67 PCR66 PCR65 PCR64 PCR63 PCR62 PCR61 PCR60 

H'FFD7 PCR7 W 8 PCR77 PCR76 PCR75 PCR74 PCR73 PCR72 PCR71 PCR70 

H'FFD8 PCR8 W 8 

8 

PCR87 PCR86 PCR85 PCR84 PCR83 PCR82 PCR81 PCR80 

ポートコントロー

ルレジスタ 

H'FFD9 PMRA R/W 8 PMRA7 PMRA6 — — — — — — 

H'FFDA PMRB R/W 8 PMRB7 PMRB6 PMRB5 PMRB4 — — — — 

H'FFDB PMR4 R/W 8 

8 

PMR47 — — — — — — PMR40 

H'FFDC             

H'FFDD PMR6 R/W 8 PMR67 PMR66 PMR65 PMR64 PMR63 PMR62 PMR61 PMR60 

H'FFDE PMR7 R/W 8 PMR77 PMR76 PMR75 PMR74 PMR73 PMR72 PMR71 PMR70 

H'FFDF PMR8 R/W 8 PMR87 PMR86 PMR85 PMR84 PMR83 PMR82 PMR81 PMR80 

H'FFE0 PMRC R/W 8 

8 

— — PMRC5 PMRC4 PMRC3 — PMRC1 — 

ポートモードレジ

スタ 

H'FFE1 PUR1 R/W 8 PUR17 PUR16 PUR15 PUR14 PUR13 PUR12 PUR11 PUR10 

H'FFE2 PUR2 R/W 8 PUR27 PUR26 PUR25 PUR24 PUR23 PUR22 PUR21 PUR20 

H'FFE3 PUR3 R/W 8 

8 

PUR37 PUR36 PUR35 PUR34 PUR33 PUR32 PUR31 PUR30 

ポートプルアップ

セレクトレジスタ 

H'FFE4 RTPEGR R/W 8 — — — — — — RTPEGR1 RTPEGR0 

H'FFE5 RTPSR1 R/W 8 RTPSR17 RTPSR16 RTPSR15 RTPSR14 RTPSR13 RTPSR12 RTPSR11 RTPSR10 

H'FFE6 RTPSR2 R/W 8 

 

RTPSR27 RTPSR26 RTPSR25 RTPSR24 — — — — 

H'FFE7             

リアルタイムポー

ト 

H'FFE8 SYSCR R/W 8 — — INTM1 INTM0 XRST — — — 

H'FFE9 MDCR R 8 — — — — — — — MDS0 

H'FFEA SBYCR R/W 8 SSBY STS2 STS1 STS0 — — SCK1 SCK0 

H'FFEB LPWRCR R/W 8 DTON LSON NESEL — — — SA1 SA0 

H'FFEC MSTPCRH R/W 8 MSTP15 MSTP14 MSTP13 MSTP12 MSTP11 MSTP10 MSTP9 MSTP8 

H'FFED MSTPCRL R/W 8 MSTP7 MSTP6 MSTP5 MSTP4 MSTP3 MSTP2 MSTP1 MSTP0 

H'FFEE STCR R/W 8 

8 

— IICX1 IICX0 — FLSHE OSROME — — 

H'FFEF             

システムコント 

ロールレジスタ 

H'FFF0 IEGR R/W 8 — IRQ5EG IRQ4EG IRQ3EG IRQ2EG IRQ1EG IRQ0EG1 IRQ0EG0 IRQエッジ 

H'FFF1 IENR R/W 8 — — IRQ5E IRQ4E IRQ3E IRQ2E IRQ1E IRQ0E IRQイネーブル 

H'FFF2 IRQR R/W 8 — — IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F IRQステータス 

H'FFF3 ICRA R/W 8 ICRA7 ICRA6 ICRA5 ICRA4 ICRA3 ICRA2 ICRA1 ICRA0 

H'FFF4 ICRB R/W 8 ICRB7 ICRB6 ICRB5 ICRB4 ICRB3 ICRB2 ICRB1 ICRB0 

H'FFF5 ICRC R/W 8 ICRC7 ICRC6 ICRC5 ICRC4 ICRC3 ICRC2 ICRC1 ICRC0 

H'FFF6 ICRD R/W 8 

8 

ICRD7 ICRD6 ICRD5 ICRD4 ICRD3 ICRD2 ICRD1 ICRD0 

IRQ優先権コント

ロール 
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アドレス*1 レジスタ略称 R/W アクセス バス幅 7 6 5 4 3 2 1 0 モジュール 

H'FFF7 — — — — — — — — — — — —  

H'FFF8 FLMCR1 R/W 8 8 FWE SWE1 ESU1 PSU1 EV1 PV1 E1 P1 

H'FFF9 FLMCR2 R/W 8 8 FLER SWE2 ESU2 PSU2 EV2 PV2 E2 P2 

H'FFFA EBR1 R/W 8 8 EB7 EB6 EB5 EB4 EB3 EB2 EB1 EB0 

H'FFFB EBR2 R/W 8 8 EB15 EB14 EB13 EB12 EB11 EB10 EB9 EB8 

フラッシュメモリ 

H'FFFC — — — — — — — — — — — — 

H'FFFD — — — — — — — — — — — — 

H'FFFE — — — — — — — — — — — — 

H'FFFF — — — — — — — — — — — — 

 

【注】 *1 アドレスは下位 16ビットを示します。 

 *2 同一アドレスに割りつけ。 

 *3 ICEビットによりアクセスが変わります。 

 *4 OCRAと OCRBのアドレスは同一です。切り替えは TOCRの OCSRビットで行います。 

 *5 ライト時は H'FFBCです。WTCNTとWTCSRが同一アドレスに割り当てられています。 

「17.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
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B.2 機能一覧 
H'D000～H'D001 ：ドラム位相ゲイン定数 DGKp ：ゲイン定数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

DGKp15 DGKp14 DGKp13 DGKp12 DGKp11 DGKp10 DGKp9 DGKp8 DGKp7 DGKp6 DGKp5 DGKp4 DGKp3 DGKp2 DGKp1 DGKp0

 
 
 
H'D002～H'D003 ：ドラム速度ゲイン定数 DGKs ：ゲイン定数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

DGKs15 DGKs14 DGKs13 DGKs12 DGKs11 DGKs10 DGKs9 DGKs8 DGKs7 DGKs6 DGKs5 DGKs4 DGKs3 DGKs2 DGKs1 DGKs0

 
 
 
H'D004～H'D005 ：ドラム位相係数A DAp ：係数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

DAp15 DAp14 DAp13 DAp12 DAp11 DAp10 DAp9 DAp8 DAp7 DAp6 DAp5 DAp4 DAp3 DAp2 DAp1 DAp0

 
 
 
H'D006～H'D007 ：ドラム位相係数B DBp ：係数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

DBp15 DBp14 DBp13 DBp12 DBp11 DBp10 DBp9 DBp8 DBp7 DBp6 DBp5 DBp4 DBp3 DBp2 DBp1 DBp0

 
 
 
H'D008～H'D009 ：ドラム速度係数A DAs ：係数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

DAs15 DAs14 DAs13 DAs12 DAs11 DAs10 DAs9 DAs8 DAs7 DAs6 DAs5 DAs4 DAs3 DAs2 DAs1 DAs0
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H'D00A～H'D00B ：ドラム速度係数B DBs ：係数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

DBs15 DBs14 DBs13 DBs12 DBs11 DBs10 DBs9 DBs8 DBs7 DBs6 DBs5 DBs4 DBs3 DBs2 DBs1 DBs0

 
 
 
H'D00C～H'D00D ：ドラム位相オフセット DOfp ：オフセット 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

DOfp15 DOfp14 DOfp13 DOfp12 DOfp11 DOfp10 DOfp9 DOfp8 DOfp7 DOfp6 DOfp5 DOfp4 DOfp3 DOfp2 DOfp1 DOfp0

 
 
 
H'D00E～H'D00F ：ドラム速度オフセット DOfs ：オフセット 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

DOfs15 DOfs14 DOfs13 DOfs12 DOfs11 DOfs10 DOfs9 DOfs8 DOfs7 DOfs6 DOfs5 DOfs4 DOfs3 DOfs2 DOfs1 DOfs0
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H'D010～H'D011 ：キャプスタン位相ゲイン定数 CGKp ：ゲイン定数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

CGKp15 CGKp14 CGKp13 CGKp12 CGKp11 CGKp10 CGKp9 CGKp8 CGKp7 CGKp6 CGKp5 CGKp4 CGKp3 CGKp2 CGKp1 CGKp0

 
 
 
H'D012～H'D013 ：キャプスタン速度ゲイン定数 CGKs ：ゲイン定数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

CGKs15 CGKs14 CGKs13 CGKs12 CGKs11 CGKs10 CGKs9 CGKs8 CGKs7 CGKs6 CGKs5 CGKs4 CGKs3 CGKs2 CGKs1 CGKs0

 
 
 
H'D014～H'D015 ：キャプスタン位相係数A CAp ：係数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

CAp15 CAp14 CAp13 CAp12 CAp11 CAp10 CAp9 CAp8 CAp7 CAp6 CAp5 CAp4 CAp3 CAp2 CAp1 CAp0

 
 
 
H'D016～H'D017 ：キャプスタン位相係数B CBp ：係数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

CBp15 CBp14 CBp13 CBp12 CBp11 CBp10 CBp9 CBp8 CBp7 CBp6 CBp5 CBp4 CBp3 CBp2 CBp1 CBp0

 
 
 
H'D018～H'D019 ：キャプスタン速度係数A CAs ：係数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

CAs15 CAs14 CAs13 CAs12 CAs11 CAs10 CAs9 CAs8 CAs7 CAs6 CAs5 CAs4 CAs3 CAs2 CAs1 CAs0
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H'D01A～H'D01B ：キャプスタン速度係数B CBs ：係数 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

CBs15 CBs14 CBs13 CBs12 CBs11 CBs10 CBs9 CBs8 CBs7 CBs6 CBs5 CBs4 CBs3 CBs2 CBs1 CBs0

 
 
 
H'D01C～H'D01D ：キャプスタン位相オフセット COfp ：オフセット 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

COfp15 COfp14 COfp13 COfp12 COfp11 COfp10 COfp9 COfp8 COfp7 COfp6 COfp5 COfp4 COfp3 COfp2 COfp1 COfp0

 
 
 
H'D01E～H'D01F ：キャプスタン速度オフセット COfs ：オフセット 
 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

COfs15 COfs14 COfs13 COfs12 COfs11 COfs10 COfs9 COfs8 COfs7 COfs6 COfs5 COfs4 COfs3 COfs2 COfs1 COfs0

 
 
 
H'D020～H'D021 ：ドラム系速度遅延初期化 DZs ：デジタルフィルタ 

レジスタ 
 
ビット

初期値

R/W

1

―�

13

1

―

14

1

―

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

1

― W WW WW W

12

000000

:

:

:

DZs15 DZs14 DZs13 DZs12 DZs11 DZs10 DZs9 DZs8 DZs7 DZs6 DZs5 DZs4 DZs3 DZs2 DZs1 DZs0

 
 
 
H'D022～H'D023 ：ドラム系位相遅延初期化 DZp ：デジタルフィルタ 

レジスタ 
 
ビット

初期値

R/W

1

―�

13

1

―

14

1

―

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

1

― W WW WW W

12

000000

:

:

:

DZp15 DZp14 DZp13 DZp12 DZp11 DZp10 DZp9 DZp8 DZp7 DZp6 DZp5 DZp4 DZp3 DZp2 DZp1 DZp0
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H'D024～H'D025 ：キャプスタン系速度遅延 CZs ：デジタルフィルタ 
初期化レジスタ 

 
ビット

初期値

R/W

1

―�

13

1

―

14

1

―

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

1

― W WW WW W

12

000000

:

:

:

CZs15 CZs14 CZs13 CZs12 CZs11 CZs10 CZs9 CZs8 CZs7 CZs6 CZs5 CZs4 CZs3 CZs2 CZs1 CZs0

 
 
 
H'D026～H'D027 ：キャプスタン系位相遅延 CZp ：デジタルフィルタ 

初期化レジスタ 
 
ビット

初期値

R/W

1

―�

13

1

―

14

1

―

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

1

― W WW WW W

12

000000

:

:

:

CZp15 CZp14 CZp13 CZp12 CZp11 CZp10 CZp9 CZp8 CZp7 CZp6 CZp5 CZp4 CZp3 CZp2 CZp1 CZp0
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H'D028：ドラム系デジタルフィルタコントロールレジスタ DFIC： 
デジタルフィルタ 

 
0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

0

6

0

7

―�

―� R/WR/WR/(W)

DPHA

R/(W)*1

DROV DZPON DZSON DSG2 DSG1 DSG0

1

ビット

初期値
R/W

【注】*1　 0 ライトのみ有効です。�

　　　*2　オプション設定�

ドラム系レンジオーバフラグ

0 フィルタ演算結果が12ビット幅に入ったことを示します　（初期値）
1 フィルタ演算結果が12ビット幅を超えたことを示します

ドラム位相系フィルタ演算開始ビット

0 位相系フィルタ演算をOFFにします　（初期値）
位相系演算結果YをEsに加算しません

1 位相系のフィルタ演算をONにします

ドラム位相系Z-1初期化ビット

0 位相系Z-1にDZpの値は反映されません　（初期値）
1 位相系Z-1にDZpの値が反映されます

ドラム速度系Z-1初期化ビット

0 速度系Z-1にDZsの値は反映されません　（初期値）
1 速度系Z-1にDZsの値が反映されます

ドラム系出力ゲインコントロールビット

DSG2 DSG1 DSG0 説　　　明 
0 0 0 1倍　　　　　　　 （初期値）

1 2倍
1 0 4倍

1 8倍
1 0 0 16倍

1 （32倍）*2

1 0 （64倍）*2

1 無効（設定しないでください）

:

:
:

�  
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H'D029：キャプスタン系デジタルフィルタコントロールレジスタ CFIC： 
デジタルフィルタ 

 
0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

0

6

0

7

―�

―� R/WR/WR/(W)

CPHA

R/(W)*1

CROV CZPON CZSON CSG2 CSG1 CSG0

1

ビット

初期値
R/W

【注】*1　 0 ライトのみ有効です。�

　　　*2　オプション設定

キャプスタン系レンジオーバフラグ

0 フィルタ演算結果が12ビット幅に入ったことを示します　（初期値）
1 フィルタ演算結果が12ビット幅を超えたことを示します

キャプスタン位相系フィルタ演算開始ビット

0 位相系フィルタ演算をOFFにします　（初期値）
位相系演算結果YをEsに加算しません

1 位相系のフィルタ演算をONにします

キャプスタン位相系Z-1初期化ビット

0 位相系Z-1にCZpの値は反映されません　（初期値）
1 位相系Z-1にCZpの値が反映されます

キャプスタン速度系Z-1初期化ビット

0 速度系Z-1にCZsの値は反映されません　（初期値）
1 速度系Z-1にCZsの値が反映されます

キャプスタン系ゲインコントロールビット

CSG2 CSG1 CSG0 説　　　明 
0 0 0 1倍　　　　　　　 （初期値）

1 2倍
1 0 4倍

1 8倍
1 0 0 16倍

1 （32倍）*2

1 0 （64倍）*2

1 無効（設定しないでください）

:

:
:

�
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H'D02A：デジタルフィルタコントロールレジスタ DFUCR： 
デジタルフィルタ 

 
0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

0

6

―�

―�

7

―�

―� R/WR/WR/W

PTON CP/DP CFEPS DFEPS CFESS DFESS

1 1

ビット

初期値
R/W

位相系演算結果PWM出力ビット

0 PWM端子に通常のフィルタ演算結果を出力します　（初期値）
1 PWM端子に位相系のみの演算結果を出力します

PWMに出力選択ビット

0 ドラム位相系演算結果を出力（CAPPWM）　（初期値）
1 キャプスタン位相系演算結果出力（DRMPWM）

ドラム位相系誤差データ転送ビット

0 HSW（NHSW）信号ラッチによりデータ転送　（初期値）
1 誤差データライト時にデータ転送

キャプスタン位相系誤差データ転送ビット

0 DVCFG2信号ラッチによりデータ転送　（初期値）
1 誤差データライト時にデータ転送

キャプスタン速度系誤差データ転送ビット

0 DVCFG信号ラッチによりデータ転送　（初期値）
1 誤差データライト時にデータ転送

ドラム速度系誤差データ転送ビット

0 NCDFG信号ラッチによりデータ転送　（初期値）
1 誤差データライト時にデータ転送

:

:
:

 
 
 
H'D030～H'D031：DFG規定速度プリセットデータレジスタ DFPR： 

ドラム速度誤差検出回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

W

13

0

W

14

0

W

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

0

W W WW WW W

12

000000

:

:

:

DFPR15 DFPR14 DFPR13 DFPR12 DFPR11 DFPR10 DFPR9 DFPR8 DFPR7 DFPR6 DFPR5 DFPR4 DFPR3 DFPR2 DFPR1 DFPR0

 
 
 
H'D032～H'D033：DFG速度誤差データレジスタ DFER： 

ドラム速度誤差検出回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

*R/W

13

0

*R/W

14

0

*R/W

15 1 03 25 47

0

*R/W

6

0

*R/W

9

0

*R/W

8

0

*R/W

11

0

*R/W

10

0

*R/W

0

*R/W *R/W *R/W*R/W *R/W*R/W *R/W

12

000000

:

:

:

DFER15 DFER14 DFER13 DFER12 DFER11 DFER10 DFER9 DFER8 DFER7 DFER6 DFER5 DFER4 DFER3 DFER2 DFER1 DFER0

 
 
【注】* 検出された誤差データのみリード可能です。 
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H'D034～H'D035：DFGロックUPPERデータレジスタ DFRUDR： 
ドラム速度誤差検出回路 

 
ビット

初期値

R/W

1

W

13

1

W

14

0

W

15 1 03 25 47

1

W

6

1

W

9

1

W

8

1

W

11

1

W

10

1

W

1

W W WW WW W

12

111111

:

:

:

DFRUDR15 DFRUDR14 DFRUDR13 DFRUDR12 DFRUDR11 DFRUDR10 DFRUDR9 DFRUDR8 DFRUDR7 DFRUDR6 DFRUDR5 DFRUDR4 DFRUDR3 DFRUDR2 DFRUDR1 DFRUDR0

 
 
 
H'D036～H'D037：DFGロックLOWERデータレジスタ DFRLDR： 

ドラム速度誤差検出回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

W

13

0

W

14

1

W

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

0

W W WW WW W

12

000000

:

:

:

DFRLDR15 DFRLDR14 DFRLDR13 DFRLDR12 DFRLDR11 DFRLDR10 DFRLDR9 DFRLDR8 DFRLDR7 DFRLDR6 DFRLDR5 DFRLDR4 DFRLDR3 DFRLDR2 DFRLDR1 DFRLDR0
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H'D038：ドラム速度誤差検出コントロールレジスタ DFVCR： 
ドラム速度誤差検出回路 

 
0

0

1

0
(R)/W*2

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/(W)*1

56

0

7

DFRFON DF-R/UNR DPCNT DFRCS1 DFRCS0

0
R/W

DFCS1

(R)/W*2RR/W

DFCS0 DFOVF
ビット

R/W
初期値

【注】*1　 0 ライトのみ有効です。

　　　*2　リード時はカウンタの値が読み出されます。

クロックソース選択ビット

DFCS1 DFCS0 
0 0 φs　（初期値）

1 φs/2
1 0 φs/4

1 φs/8

カウンタオーバフローフラグ

0 通常状態　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
1 カウンタがオーバフローしたことを示します

誤差データリミット機能選択ビット

0 リミット機能OFF　（初期値）
1 リミット機能ON

ドラムロックフラグ

0 ドラム速度系がロックしていないことを示します　（初期値）
1 ドラム速度系がロックしたことを示します

ドラム位相系フィルタ演算自動開始ビット

0 ドラムロック検出によるフィルタ演算を行いません　     （初期値）
1 ドラムロック検出時に位相系のフィルタ演算をONにします

ドラムロックカウンタ設定ビット

DFRCS1 DFRCS0 　　　　　　　説　　　明 
0 0 ロック検出1回でアンダーフロー　（初期値）

1 ロック検出2回でアンダーフロー
1 0 ロック検出3回でアンダーフロー

1 ロック検出4回でアンダーフロー

説 明�

:

:
:
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H'D039：ドラム位相誤差検出コントロールレジスタ DPGCR： 
ドラム位相誤差検出回路 

 
0

―�

―�
1

1

―�

―�

2

―�

―�
1

3

0

4

0
R/W

5

0

6

0

7

R/WR/(W)*

DPOVF

R/W

DPCS0

0
R/W

DPCS1 N/V HSWES

1

ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

クロックソース選択ビット

DPCS1 DPCS0　　　説　明
0 0 φs　（初期値）

1 φs/2
1 0 φs/4

1 φs/8

カウンタオーバフローフラグ

0 通常状態　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
1 カウンタがオーバフローしたことを示します

誤差データラッチ信号選択ビット

0 HSW（VideoFF）信号　（初期値）
1 NHSW（NarrowFF）信号

エッジ選択ビット

0 立ち上がりエッジでラッチ　（初期値）
1 立ち下がりエッジでラッチ

:

:
:

 
 
 
H'D03A～H'D03B：ドラム規定位相プリセットデータレジスタ2 DPPR2： 

ドラム位相誤差検出回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

W

13

0

W

14

0

W

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

0

W W WW WW W

12

000000

:

:

:

DPPR15 DPPR14 DPPR13 DPPR12 DPPR11 DPPR10 DPPR9 DPPR8 DPPR7 DPPR6 DPPR5 DPPR4 DPPR3 DPPR2 DPPR1 DPPR0

 
 
 
H'D03C：ドラム規定位相プリセットデータレジスタ1 DPPR1： 

ドラム位相誤差検出回路 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

―�

―�
1

5

―�

―�
1

6

―�

―�
1

7

―�

―� WW
1

ビット

初期値
R/W

:

:
:

DPPR19 DPPR18 DPPR17 DPPR16
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H'D03D：ドラム位相誤差データレジスタ1 DPER1： 
ドラム位相誤差検出回路 

 
0

0

1

0
*R/W

2

0
*R/W

3

0

4

―�

�

―�
1

5

―�

�

―�
1

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� *R/W*R/W
1

ビット

初期値
R/W

:

:
:

DPER19 DPER18 DPER17 DPER16

 
 
【注】* 検出された誤差データのみリード可能です。 
 
H'D03E～H'D03F ：ドラム位相誤差データレジスタ2 DPER2： 

ドラム位相誤差検出回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

*R/W

13

0

*R/W

14

0

*R/W

15 1 03 25 47

0

*R/W

6

0

*R/W

9

0

*R/W

8

0

*R/W

11

0

*R/W

10

0

*R/W

0

*R/W *R/W *R/W*R/W *R/W*R/W *R/W

12

000000

:

:

:

DPER15 DPER14 DPER13 DPER12 DPER11 DPER10 DPER9 DPER8 DPER7 DPER6 DPER5 DPER4 DPER3 DPER2 DPER1 DPER0

 
 
【注】* 検出された誤差データのみリード可能です。 
 
H'D050～H'D051 ：CFG規定速度プリセットデータレジスタ CFPR： 

キャプスタン速度誤差検出回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

W

13

0

W

14

0

W

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

0

W W WW WW W

12

000000

:

:

:

CFPR15 CFPR14 CFPR13 CFPR12 CFPR11 CFPR10 CFPR9 CFPR8 CFPR7 CFPR6 CFPR5 CFPR4 CFPR3 CFPR2 CFPR1 CFPR0

 
 
 
H'D052～H'D053 ：CFG速度誤差データレジスタ CFER： 

キャプスタン速度誤差検出回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

*R/W

13

0

*R/W

14

0

*R/W

15 1 03 25 47

0

*R/W

6

0

*R/W

9

0

*R/W

8

0

*R/W

11

0

*R/W

10

0

*R/W

0

*R/W *R/W *R/W*R/W *R/W*R/W *R/W

12

000000

:

:

:

CFER15 CFER14 CFER13 CFER12 CFER11 CFER10 CFER9 CFER8 CFER7 CFER6 CFER5 CFER4 CFER3 CFER2 CFER1 CFER0

 
 
【注】* 検出された誤差データのみリード可能です。 
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H'D054～H'D055 ：CFGロックUPPERデータレジスタ CFRUDR： 
キャプスタン速度誤差検出回路 

 
ビット

初期値

R/W

1

W

13

1

W

14

0

W

15 1 03 25 47

1

W

6

1

W

9

1

W

8

1

W

11

1

W

10

1

W

1

W W WW WW W

12

111111

:

:

:

CFRUDR15 CFRUDR14 CFRUDR13 CFRUDR12 CFRUDR11 CFRUDR10 CFRUDR9 CFRUDR8 CFRUDR7 CFRUDR6 CFRUDR5 CFRUDR4 CFRUDR3 CFRUDR2 CFRUDR1 CFRUDR0

 
 
 
H'D056～H'D057 ：CFGロックLOWERデータレジスタ CFRLDR： 

キャプスタン速度誤差検出回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

W

13

0

W

14

1

W

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

0

W W WW WW W

12

000000

:

:

:

CFRLDR15 CFRLDR14 CFRLDR13 CFRLDR12 CFRLDR11 CFRLDR10 CFRLDR9 CFRLDR8 CFRLDR7 CFRLDR6 CFRLDR5 CFRLDR4 CFRLDR3 CFRLDR2 CFRLDR1 CFRLDR0
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H'D058：キャプスタン速度誤差検出コントロールレジスタ CFVCR： 
キャプスタン速度誤差検出回路 

 
0

0

1

0
(R)/W*2

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/(W)*1

56

0

7

CFRFON CF-R/UNR CPCNT CFRCS1 CFRCS0

0
R/W

CFCS1

(R)/W*2RR/W

CFCS0 CFOVF
ビット

R/W
初期値

【注】*1　0 ライトのみ有効です。
　　　*2　リード時はカウンタの値が読み出されます。

クロックソース選択ビット

CFCS1 CFCS0　　　説　明 
0 0 φs　（初期値）

1 φs/2
1 0 φs/4

1 φs/8

カウンタオーバフローフラグ

0 通常状態　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
1 カウンタがオーバフローしたことを示します

誤差データリミット機能選択ビット

0 リミット機能OFF　（初期値）
1 リミット機能ON

キャプスタンロックフラグ

0 キャプスタン速度系がロックしていないことを示します　（初期値）
1 キャプスタン速度系がロックしたことを示します

キャプスタン位相系フィルタ演算自動開始ビット

0 キャプスタンロック検出によるフィルタ演算を行いません　　　（初期値）
1 キャプスタンロック検出時に位相系のフィルタ演算をONにします

キャプスタンロックカウンタ

CFRCS1 CFRCS0 説　　　明 
0 0 ロック検出1回でアンダフロー　（初期値）

1 ロック検出2回でアンダフロー
1 0 ロック検出3回でアンダフロー

1 ロック検出4回でアンダフロー

:

:
:
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H'D059：キャプスタン位相誤差検出コントロールレジスタ CPGCR： 
キャプスタン位相誤差検出回路 

 
0

―�

�

―�
1

1

―�

�

―�

2

―�

�

―�
1

3

0

4

0
R/W

5

0

6

0

7

R/WR/(W)*

CPOVF

R/W

CPCS0

0
R/W

CPCS1 CR/RF SELCFG2

1

ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

クロックソース選択ビット

CPCS1 CPCS0　　　説　明
0 0 φs　（初期値）

1 φs/2
1 0 φs/4

1 φs/8

カウンタオーバフローフラグ

0 通常状態　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
1 カウンタがオーバフローしたことを示します

プリセット信号選択ビット

0 REF30P信号でプリセットします　（初期値）
1 CREF信号でプリセットします

プリセット、ラッチ信号選択ビット

0 CAPREF30信号でプリセット、DVCTL信号でラッチ　　　　（初期値）
1 REF30P（CREF）信号でプリセット、DVCFG2信号でラッチ

:

:
:

 
 
 
H'D05A～H'D05B ：キャプスタン規定位相プリセットデータレジスタ 

CPPR2：キャプスタン位相誤差検出回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

W

13

0

W

14

0

W

15 1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

0

W W WW WW W

12

000000

:

:

:

CPPR15 CPPR14 CPPR13 CPPR12 CPPR11 CPPR10 CPPR9 CPPR8 CPPR7 CPPR6 CPPR5 CPPR4 CPPR3 CPPR2 CPPR1 CPPR0

 
 
 
H'D05C：キャプスタン規定位相プリセットデータレジスタ CPPR1： 

キャプスタン位相誤差検出回路 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

―�

―�
1

5

―�

―�
1

6

―�

―�
1

7

―�

―� WW
1

ビット

初期値
R/W

:

:
:

CPPR19 CPPR18 CPPR17 CPPR16
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H'D05D：キャプスタン位相誤差データレジスタ CPER1： 
キャプスタン位相誤差検出回路 

 
0

0

1

0
*R/W

2

0
*R/W

3

0

4

―�

�

―�
1

5

―�

�

―�
1

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� *R/W*R/W
1

ビット

初期値
R/W

:

:
:

CPER19 CPER18 CPER17 CPER16

 
 
【注】* 検出された誤差データのみリード可能です。 
 
H'D05E～H'D05F：キャプスタン位相誤差データレジスタ CPER2： 

キャプスタン位相誤差検出回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

*R/W

13

0

*R/W

14

0

*R/W

15 1 03 25 47

0

*R/W

6

0

*R/W

9

0

*R/W

8

0

*R/W

11

0

*R/W

10

0

*R/W

0

*R/W *R/W *R/W*R/W *R/W*R/W *R/W

12

000000

:

:

:

CPER15 CPER14 CPER13 CPER12 CPER11 CPER10 CPER9 CPER8 CPER7 CPER6 CPER5 CPER4 CPER3 CPER2 CPER1 CPER0

 
 
【注】* 検出された誤差データのみリード可能です。 
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H'D060：HSWモードレジスタ1 HSM1：HSWタイミング生成回路 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/(W)*

3

0

4

1
R

1
R

56

0

7

EMPA OVWB OVWA CLRB CLRA

0
R

FLB

R/WR/(W)*R

FLA EMPB
ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

FIFO2フルフラグ

0 FIFO2に空がありデータ入力ができます　（初期値）
1 FIFO2がデータで満たされた状態です

FIFO1フルフラグ

0 FIFO1に空がありデータ入力ができます　（初期値）
1 FIFO1がデータで満たされた状態です

FIFO2エンプティフラグ

0 FIFO2にデータが残っています�
1 FIFO2にデータが1つもない状態です　（初期値）�

FIFO1エンプティフラグ

0 FIFO1にデータが残っています
1 FIFO1にデータが1つもない状態です　（初期値）�

FIFO2オーバーライトフラグ

0 正常動作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
1 FIFO2がデータで満たされた状態で、FIFO2へのライトを行ったことを示します。
本フラグは0ライトによりクリアしてください。

FIFO1オーバーライトフラグ

0 正常動作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （初期値）
1 FIFO1がデータで満たされた状態で、FIFO1へのライトを行ったことを
　　示します。本フラグは0ライトによりクリアしてください。

FIFO2ポインタクリア

0 通常動作　　　　　　　　　　　（初期値）
1 FIFO2のポインタをクリアします

FIFO1ポインタクリア

0 通常動作　　　　　　　　　　 （初期値）
1 FIFO1のポインタをクリアします

:

:
:
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H'D061：HSWモードレジスタ2 HSM2：HSWタイミング生成回路 
 

0

0

1

0
R

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

EDG ISEL1 SOFG OFG VFF/NFF

0
R/W

FRT

R/WR/WR/W

FGR2OFF LOP
ビット

初期値
R/W

フリーランビット

0 5ビットDFG計数カウンタ＋16ビットタイマカウンタ　（初期値）
1 16ビットFRC

FRG2クリア停止ビット

0 DFG基準レジスタ2による16ビットタイマカウンタのクリアを有効にします　（初期値）
1 DFG基準レジスタ2による16ビットタイマカウンタのクリアを無効にします

モード指定ビット

0 シングルモード　（初期値）
1 ループモード

DFGエッジ選択ビット

0 DFGの立ち上がりエッジで計数します　（初期値）
1 DFGの立ち下がりエッジで計数します

割り込み選択ビット

0 FIFOのSTRIG信号の立ち上がりによる割り込み要求を発生します（初期値）
1 FIFOの一致信号による割り込み要求を発生します

FIFO出力グループ選択ビット

0 FIFO1＋FIFO2の20段出力　（初期値）
1 FIFO1のみの10段出力

出力FIFOグループフラグ

0 FIFO1によるパターン出力中　（初期値）
1 FIFO2によるパターン出力中

VideoFF/NarrowFF出力切り替えビット

0 Video FF出力　（初期値）
1 Narrow FF出力

:

:
:
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H'D062：HSWループ段数設定レジスタ HSLP：HSWタイミング生成回路 
 

0

*

1

*

R/W

2

*

R/W

3

*

4

*

R/W

5

*

6

*

7

R/WR/WR/W

LOB1

R/W

LOB2

*

R/W

LOB3 LOB0 LOA3 LOA2 LOA1 LOA0

ビット

初期値

R/W

FIFO1段数設定ビット

HSM2 HSLP 　　　　説　　　明
ビット5 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 

LOP LOA3 LOA2 LOA1 LOA0 
0 ＊� ＊� ＊� ＊ シングルモード　　（初期値）
1 0 0 0 0 FIFO1の0段目のみ出力

1 FIFO1の0、1段目を出力
1 0 FIFO1の0～2段目を出力

1 FIFO1の0～3段目を出力
1 0 0 FIFO1の0～4段目を出力

1 FIFO1の0～5段目を出力
1 0 FIFO1の0～6段目を出力

1 FIFO1の0～7段目を出力
1 0 0 0 FIFO1の0～8段目を出力

1 FIFO1の0～9段目を出力
1 0 設定禁止

1
1 0 0

1
1 0

1

【注】 ＊：Don't care.

FIFO2段数設定ビット

HSM2 HSLP 　　　　説　　　明
ビット5 ビット7 ビット6 ビット5 ビット4  

LOP LOB3 LOB2 LOB1 LOB0 
0 ＊� ＊� ＊� ＊ シングルモード  　（初期値）
1 0 0 0 0 FIFO2の0段目のみ出力

1 FIFO2の0、1段目を出力
1 0 FIFO2の0～2段目を出力

1 FIFO2の0～3段目を出力
1 0 0 FIFO2の0～4段目を出力

1 FIFO2の0～5段目を出力
1 0 FIFO2の0～6段目を出力

1 FIFO2の0～7段目を出力
1 0 0 0 FIFO2の0～8段目を出力

1 FIFO2の0～9段目を出力
1 0 設定禁止

1
1 0 0

1
1 0

1

【注】 ＊：Don't care.

:

:

:

 
 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-78 
RJJ09B0303-0200 

 

H'D064～H'D065：FIFO出力パターンレジスタ1 FPDRA： 
HSWタイミング生成回路 

 
8

*

9

*
W

10

*
W

11

*

12

*
W

*
W

1314

*

15

―�

�

―�

NarrowFFA VFFA AFFA VpulseA MlevelA

1
W

MlevelAビット（MlevelA）
付加V信号生成に用います。�
詳細は「26.12 付加V信号生成回路」�
を参照してください。�
�

VpulseAビット（VpulseA）
付加V信号生成に用います。�
詳細は「26.12 付加V信号生成回路」
を参照してください。�
�

AudioFFAビット（AFFA）
Audio Head制御に用います。

VideoFFAビット（VFFA）
Video Head制御に用います。

NarrowFFAビット（NarrowFFA）
Narrow Video Head制御に用います。

A/DトリガAビット（ADTRGA）
A/D変換器のハードウェア・トリガ信号です。

リザーブビット
リザーブビットです。リードもライトも無効です。

【注】 *：Don't care.

【注】 *：Don't care.

S-TRIGAビット（STRIGA）
パターンデータにより割り込みを発生するための信号です。�
ISELによりSTRIGAを選択すると、パターンデータを0から1に�
変化させることにより割り込みを発生します。

WW

ADTRGA STRIGA
ビット

初期値
R/W

0

*

1

*
W

2

*
W

3

*

4

*
W

*
W

56

*

7

PPGA4 PPGA3 PPGA2 PPGA1 PPGA0

*
W

PPGA7

WWW

PPGA6 PPGA5
ビット

初期値
R/W 

:

:
:

:

:
:

PPG出力信号Aビット（PPGA7～PPGA0）
ポート7（PPG）によるタイミングコントロール出力に用います。

�
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H'D066～H'D067：FIFOタイミングパターンレジスタ1 FTPRA*： 
HSWタイミング生成回路 

 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

FTPRA15 FTPRA14 FTPRA13 FTPRA12 FTPRA11 FTPRA10 FTPRA9 FTPRA8 FTPRA7 FTPRA6 FTPRA5 FTPRA4 FTPRA3 FTPRA2 FTPRA1 FTPRA0

 
 
【注】* FTPRAと FTCTRは同一アドレスに割り当て。 
 
H'D066～H'D067：FIFOタイマキャプチャレジスタ FTCTR*： 

HSWタイミング生成回路 
 
ビット

初期値

R/W

0

R

13

0

R

14

0

R

15 1 03 25 47

0

R

6

0

R

9

0

R

8

0

R

11

0

R

10

0

R

0

R R RR RR R

12

000000

:

:

:

FTCTR15 FTCTR14 FTCTR13 FTCTR12 FTCTR11 FTCTR10 FTCTR9 FTCTR8 FTCTR7 FTCTR6 FTCTR5 FTCTR4 FTCTR3 FTCTR2 FTCTR1 FTCTR0

 
 
【注】* FTPRAと FTCTRは同一アドレスに割り当て。 
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H'D068～H'D069：FIFO出力パターンレジスタ2 FPDRB： 
HSWタイミング生成回路 

 
8

*

9

*
W

10

*
W

11

*

12

*
W

*
W

1314

*

15

―�

�

―�

NarrowFFB VFFB AFFB VpulseB MlevelB

1
W

MlevelBビット（MlevelB）
付加V信号生成に用います。�
詳細は「26.12 付加V信号生成回路」�
を参照してください。�
�

VpulseBビット（VpulseB）
付加V信号生成に用います。�
詳細は「26.12 付加V信号生成回路」
を参照してください。�
�

AudioFFBビット（AFFB）
Audio Head制御に用います。

VideoFFBビット（VFFB）
Video Head制御に用います。

NarrowFFBビット（NarrowFFB）
Narrow Video Head制御に用います。

A/DトリガBビット（ADTRGB）
A/D変換器のハードウェア・トリガ信号です。

リザーブビット
リザーブビットです。リードもライトも無効です。

【注】 *：Don't care.

【注】 *：Don't care.

S-TRIGBビット（STRIGB）
パターンデータにより割り込みを発生するための信号です。�
ISELによりSTRIGBを選択すると、パターンデータを0から1に�
変化させることにより割り込みを発生します。

WW

ADTRGB STRIGB
ビット

初期値
R/W

0

*

1

*
W

2

*
W

3

*

4

*
W

*
W

56

*

7

PPGB4 PPGB3 PPGB2 PPGB1 PPGB0

*
W

PPGB7

WWW

PPGB6 PPGB5
ビット

初期値
R/W 

:

:
:

:

:
:

PPG出力信号Bビット（PPGB7～PPGB0）
ポート7（PPG）によるタイミングコントロール出力に用います。

�

�
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H'D06A～H'D06B：FIFOタイミングパターンレジスタ2 FTPRB： 
HSWタイミング生成回路 

 
ビット

初期値

R/W

*

W

13

*

W

14

*

W

15 1 03 25 47

*

W

6

*

W

9

*

W

8

*

W

11

*

W

10

*

W

*

W W WW WW W

12

******

:

:

:

FTPRB15 FTPRB14 FTPRB13 FTPRB12 FTPRB11 FTPRB10 FTPRB9 FTPRB8 FTPRB7 FTPRB6 FTPRB5 FTPRB4 FTPRB3 FTPRB2 FTPRB1 FTPRB0

 
 
【注】 *：Don't care. 
 
H'D06C：DFG基準レジスタ1 DFCRA*1：HSWタイミング生成回路 
 

0

*

1

*
W

2

*
W

3

*

4

*
W

0
W

56

0

7

DFCRA4 DFCRA3 DFCRA2 DFCRA1 DFCRA0

0
W

ISEL2

WWW

CCLR CKSL
ビット

初期値
R/W

割り込み選択ビット

0 16ビットタイマカウンタのクリア信号による割り込み要求を発生します　（初期値）
1 PBモード時のVD信号による割り込み要求を発生します

DFGカウンタクリアビット

0 通常動作　　　　　　　　　　　（初期値）
1 5ビットDFG計数カウンタをクリアします

16ビットカウンタクロックソース選択ビット

0 φs/4　　　　　　　　　　（初期値）
1 φs/8　　�

FIFO1出力タイミング設定ビット（DFCRA4～DFCRA0）�
FIFO1のタイミングの始点を決定するビットです。

:

:
:

 
 
【注】 *： Don't care. 
 *1 DFCRAと DFCTRは同一アドレスに割り当て。 
 
H'D06C：DFG基準カウントレジスタ DFCTR*1： 

HSWタイミング生成回路 
 

0

*

1

*
R

2

*
R

3

*

4

*
R

5
―�
�

―�

6
―�
�

―�
1

7
―�
�

―�

DFCTR4 DFCTR3 DFCTR2 DFCTR1 DFCTR0

RR

ビット

初期値
R/W

1 1

:

:
:

DFGパルス計数ビット（DFCTR4～DFCTR0）�
DFGのパルス数を計数するビットです。  

 
【注】 *： Don't care. 
 *1 DFCRAと DFCTRは同一アドレスに割り当て。 
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H'D06D：DFG基準レジスタ2 DFCRB：HSWタイミング生成回路 
 

0

*

1

*
W

2

*
W

3

*

4

*
W

5
―�
�

―�

6
―�
�

―�
1

7
―�
�

―�

DFCRB4 DFCRB3 DFCRB2 DFCRB1 DFCRB0

WW

ビット

初期値
R/W

1 1

:

:
:

FIFO2出力タイミング設定ビット（DFCRB4～DFCRB0）�
FIFO2のタイミングの始点を決定するビットです。  

 
【注】 *：Don't care. 
 
H'D06E：特再制御レジスタ CHCR：4ヘッド特再回路 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

HAH SIG3 SIG2 SIG1 SIG0

0
W

V/N

WWW

HSWPOL CRH
ビット

R/W
初期値

HSW出力信号選択ビット

0 Video FF信号出力　（初期値）
1 Narrow FF信号出力

COMP極性選択ビット

0 正転　（初期値）
1 反転

C.Rotary同期化コントロールビット

0 同期　　　　　　（初期値）
1 非同期

H.AmpSW同期化コントロールビット

0 同期　　　　　　　（初期値）
1 非同期

信号制御ビット

SIG3 SIG2 SIG1 SIG0 説　　明
C.Rotary H.Amp SW 

0 0 ＊� ＊ L L(初期値)
1 0 0 HSW L

1 HSW H
1 0 L HSW

1 H
1 0 0 ＊ HSW EX-OR COMP COMP

1 HSW EX-NOR COMP COMP
1 0 HSW EX-OR RTP0 RTP0

1 HSW EX-NOR RTP0 RTP0

【注】＊：Don't care.

:

:
:

�
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H'D06F：付加Vコントロールレジスタ ADDVR：付加V信号生成回路 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5
―�
�

―�
1

6
―�
�

―�

7
―�
�

―� R/WR/W

HMSK HiZ CUT VPOM POL

1 1

ビット

初期値
R/W

【注】＊：Don't care.

OSCHマスクビット

0 OSCHを付加する　（初期値）
1 OSCHを付加しない

ハイインピーダンスビット

0 Vpulse端子を3値出力とする　　　　（初期値）
1 Vpulse端子をH/L/HiZの3状態端子とする

付加V出力制御ビット

CUT VPON POL 　　　　　　　　説　　　明�
0 0 ＊ Lowレベル　　　　　　　　　　　（初期値）

1 0 負極性
1 正極性

1 ＊ 0 中間レベル�
���� （HiZビット＝1のときはハイインピーダンス）

1 Highレベル

:

:
:

 
 
 
H'D070～H'D071：X値データレジスタ XDR：X値,TRK値補正回路 
 
ビット

初期値

R/W

1

13

―�

�

―�

1

14

―�

�

―�

1

15

―�

�

―�

1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

1

W WW WW W

12

―�

�

―�

XD1 XD0XD3 XD2XD5 XD4XD7 XD6XD9 XD8XD11 XD10

000000

:

:

:  
 
 
H'D072～H'D073：TRK値データレジスタ TRDR：X値,TRK値補正回路 
 
ビット

初期値

R/W

1

13

―�

�

―�

1

14

―�

�

―�

1

15

―�

�

―�

1 03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

1

W WW WW W

12

―�

�

―�

TRD1 TRD0TRD3 TRD2TRD5 TRD4TRD7 TRD6TRD9 TRD8TRD11 TRD10

000000

:

:

:  
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H'D074：X値、TRK値コントロールレジスタ XTCR：X値,TRK値補正回路 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
W

3

0

4

0
W

5

0

6

0

7

―�

�

―� R/WWW

AT/MU

W

CAPRF TRK/X EXC/REF XCS DVREF1 DVREF0

1

ビット

初期値
R/W

キャプスタン位相補正オート/マニュアル選択ビット

0 マニュアルモード　　　　　　　　（初期値）
1 オートモード

外部同期信号エッジ選択ビット

0 EXCAPの立ち上がりエッジで生成　（初期値）
1 EXCAPの両エッジで生成

キャプスタン位相補正レジスタ選択ビット

0 XDRの設定値のみでCAPREF30を生成　　（初期値）
1 XDR＋TRDRの設定値でCAPREF30を生成

基準信号選択ビット

0 REF30P信号で生成　 （初期値）
1 外部基準信号で生成

クロックソース選択ビット

0 φs　　　（初期値）
1 φs/2

REF30P分周比選択ビット

DVREF1 DVREF0　　説　　　明 
0 0 1分周（初期値）

1 2分周
1 0 3分周

1 4分周

:

:
:

 
 
 
H'D078：ドラム12ビットPWMデータレジスタ DPWDR： 

ドラム12ビットPWM 
 

1

0

R/W

DPWDR1

ビット

初期値

R/W

0

0

R/W

DPWDR0

3

0

R/W

DPWDR3

2

0

R/W

DPWDR2

5

0

R/W

DPWDR5

4

0

R/W

DPWDR4

7

0

R/W

DPWDR7

6

0

R/W

DPWDR6

9

0

R/W

DPWDR9

8

0

R/W

DPWDR8

11

0

R/W

DPWDR11

10

0

R/W

DPWDR10

12

―�

�

―�

1

13

―�

�

―�

1

14

―�

�

―�

1

15

―�

�

―�

1

:

:

:  
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H'D07A：ドラム12ビットPWMコントロールレジスタ DPWCR： 
ドラム12ビットPWM 

 
0

0

1

1
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

1

7

DH/L DSF/DF DCK2 DCK1 DCK0

0
W

DPOL

WWW

DDC DHiZ
ビット

初期値
R/W

搬送周波数選択ビット

デジタルフィルタ回路からの誤差データを変調　　　　　　　　　 　　　　（初期値）�

データレジスタに書き込まれているデータを変調

0

1

出力データ選択ビット

固定出力ビット、PWM端子出力ビット

01 0 PWM出力端子にLowレベルを出力　（初期値）�

DHiZ DH/LDDC 　　　　説　　　明

1 PWM出力端子にHighレベルを出力

1

0

＊� PWM出力端子はハイインピーダンス

＊� ＊� PWM変調信号を出力

【注】＊：Don't care.

正極性で出力　　 （初期値）�

極性を反転して出力

0

1

極性反転ビット

【注】　デジタルフィルタ回路からのデータをPWM出力するとき、DRMPWM端子の出力は、速度、�
　　　　位相のフィルタ結果を足し合わせたデータをPWM変調した出力となります。
　　　　ただし、デジタルフィルタ回路のDFUCRの設定により、DRMPWM端子からキャプスタン位相�
　　　　のみのフィルタ結果をPWM出力可能です。
　　　   「26.11 デジタルフィルタ演算回路」を参照してください。

　　説　　　明

00 0 搬送周波数はφ/2

DCK1 DCK0DCK2

1 搬送周波数はφ/4

1 0 搬送周波数はφ/8　（初期値）�

1 搬送周波数はφ/16

01 0 搬送周波数はφ/32

1 搬送周波数はφ/64

1 0 搬送周波数はφ/128

1 （設定しないでください）

:

:
:

�

　�

�
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H'D07B：キャプスタン12ビットPWMコントロールレジスタ CPWCR： 
キャプスタン12ビットPWM 

 
0

0

1

1
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

1

7

CH/L CSF/DF CCK2 CCK1 CCK0

0
W

CPOL

WWW

CDC CHiZ
ビット

初期値
R/W

搬送周波数選択ビット

デジタルフィルタ回路からの誤差データを変調　　　　　　　　　 　　　　（初期値）�

データレジスタに書き込まれているデータを変調

0

1

出力データ選択ビット

固定出力ビット、PWM端子出力ビット

01 0 PWM出力端子にLowレベルを出力　（初期値）�

CHiZ CH/LCDC 　　　　説　　　明

1 PWM出力端子にHighレベルを出力

1

0

＊� PWM出力端子はハイインピーダンス

＊� ＊� PWM変調信号を出力

【注】＊：Don't care.

正極性で出力　　 （初期値）�

極性を反転して出力

0

1

極性反転ビット

【注】　デジタルフィルタ回路からのデータをPWM出力するとき、CAPPWM端子の出力は、速度、�
　　　　位相のフィルタ結果を足し合わせたデータをPWM変調した出力となります。
　　　　ただし、デジタルフィルタ回路のDFUCRの設定により、CAPPWM端子からドラム位相のみの�
　　　　フィルタ結果をPWM出力可能です。
　　　   「26.11 デジタルフィルタ演算回路」を参照してください。

　　説　　　明

00 0 搬送周波数はφ/2

CCK1 CCK0CCK2

1 搬送周波数はφ/4

1 0 搬送周波数はφ/8　（初期値）�

1 搬送周波数はφ/16

01 0 搬送周波数はφ/32

1 搬送周波数はφ/64

1 0 搬送周波数はφ/128

1 （設定しないでください）

:

:
:

�

　�

�
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H'D07C：キャプスタン12ビットPWMデータレジスタ CPWDR： 
キャプスタン12ビットPWM 

 
1

0

R/W

CPWDR1

ビット

初期値

R/W

0

0

R/W

CPWDR0

3

0

R/W

CPWDR3

2

0

R/W

CPWDR2

5

0

R/W

CPWDR5

4

0

R/W

CPWDR4

7

0

R/W

CPWDR7

6

0

R/W

CPWDR6

9

0

R/W

CPWDR9

8

0

R/W

CPWDR8

11

0

R/W

CPWDR11

10

0

R/W

CPWDR10

12

―�

�

―�

1

13

―�

�

―�

1

14

―�

�

―�

1

15

―�

�

―�

1

:

:

:  
 
 
H'D080：CTLコントロールレジスタ CTCR：CTL回路 
 

0

0

1

0

R

2

0

W

3

0

4

1

W

5

1

6

0

7

WW W

FSLB

W

FSLC

0

W

NT/PL FSLA CCS LCTL UNCTL SLWM

ビット

初期値

R/W

NTSC/PAL選択ビット

0 NTSCモード（1フレーム 30Hz）　（初期値）
1 PALモード（1フレーム 25Hz）

ロングCTLビット

0 クロックソースを（CCS）設定値とします　　（初期値）
1 クロックソースを（CCS）設定値よりさらに8分周します

CTL未検出ビット

0 検出　　　（初期値）
1 未検出

モード選択ビット

0 ノーマルモード　（初期値）
1 スローモード

クロックソース選択ビット

0 φs 　　　（初期値）
1 φs/2

動作周波数指定ビット

FSLC FSLB FSLA 説　　　明 
0 0 0 リザーブ（設定しないでください）

1 リザーブ（設定しないでください）
1 0 fosc＝8MHz

1 fosc＝10MHz （初期値）
1 ＊� ＊ リザーブ（設定しないでください）

【注】＊：Don't care.

:

:

:
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H'D081：CTLモードレジスタ CTLM：CTL回路 
 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/WR/W

FW/RV

R/W

REC/PB

0

R/W

ASM MD4 MD3 MD2 MD1 MD0

ビット

初期値

R/W

録/再モードビット

ASM REC/PB 　　　　　説　　　明 
0 0 再生モード（PLAYBACK）　 （初期値）

1 記録モード（RECORD）
1 0 アセンブルモード

1 無効（設定しないでください）

方向ビット

0 FORWARD　（初期値）
1 REVERSE

CTLモードセレクトビット*

【注】*　本文「26.13.5(2) CTLモードレジスタ（CTLM）」を参照してください。�
�

:

:

:

 
 
 
H'D082～H'D083：REC-CTLデューティデータレジスタ1 RCDR1： 

CTL回路 
 

1 1 1 1

ビット

初期値

R/W

13

―�

�

―�

14

―�

�

―�

15

―�

�

―�

1 03 25 47 69 811 10

CMT11

W

12

―�

�

―�

0

CMT10

W

0

CMT13

W

0

CMT12

W

0

CMT15

W

0

CMT14

W

0

CMT17

W

0

CMT16

W

0

CMT19

W

0

CMT18

W

0

CMT1B

W

0

CMT1A

W

0

:

:

:  
 
 
H'D084～H'D085：REC-CTLデューティデータレジスタ2 RCDR2： 

CTL回路 
 

1 1 1 1

ビット

初期値

R/W

13

―�

�

―�

14

―�

�

―�

15

―�

�

―�

1 03 25 47 69 811 10

CMT21

W

12

―�

�

―�

0

CMT20

W

0

CMT23

W

0

CMT22

W

0

CMT25

W

0

CMT24

W

0

CMT27

W

0

CMT26

W

0

CMT29

W

0

CMT28

W

0

CMT2B

W

0

CMT2A

W

0

:

:

:  
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H'D086～H'D087：REC-CTLデューティデータレジスタ3 RCDR3： 
CTL回路 

 

1 1 1 1

ビット

初期値

R/W

13

―�

�

―�

14

―�

�

―�

15

―�

�

―�

1 03 25 47 69 811 10

CMT31

W

12

―�

�

―�

0

CMT30

W

0

CMT33

W

0

CMT32

W

0

CMT35

W

0

CMT34

W

0

CMT37

W

0

CMT36

W

0

CMT39

W

0

CMT38

W

0

CMT3B

W

0

CMT3A

W

0

:

:

:  
 
H'D088～H'D089：REC-CTLデューティデータレジスタ4 RCDR4： 

CTL回路 
 

1 1 1 1

ビット

初期値

R/W

13

―�

�

―�

14

―�

�

―�

15

―�

�

―�

1 03 25 47 69 811 10

CMT41

W

12

―�

�

―�

0

CMT40

W

0

CMT43

W

0

CMT42

W

0

CMT45

W

0

CMT44

W

0

CMT47

W

0

CMT46

W

0

CMT49

W

0

CMT48

W

0

CMT4B

W

0

CMT4A

W

0

:

:

:  
 
 
H'D08A～H'D08B：REC-CTLデューティデータレジスタ5 RCDR5： 

CTL回路 
 

1 1 1 1

ビット

初期値

R/W

13

―�

�

―�

14

―�

�

―�

15

―�

�

―�

1 03 25 47 69 811 10

CMT51

W

12

―�

�

―�

0

CMT50

W

0

CMT53

W

0

CMT52

W

0

CMT55

W

0

CMT54

W

0

CMT57

W

0

CMT56

W

0

CMT59

W

0

CMT58

W

0

CMT5B

W

0

CMT5A

W

0

:

:

:  
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H'D08C：デューティI/Oレジスタ DI/O：CTL回路 
 

0

1

1

0
R/(W)*1

2

0
W

3

0

4

―�

�

―�

5

1

67

R/WWW

VCTR0

1
W

VCTR1

1
W

VCTR2 BPON BPS BPF DI/O

1

ビット

初期値
R/W

【注】*1　 0 ライトのみ有効です。�

　　　*2　本文「26.13.5(8) デューティI/OレジスタA（DI/O）」を参照してください。�

ビットパターン検出ON/OFFビット

0 ビットパターン検出OFF　（初期値）
1 ビットパターン検出ON

ビットパターン検出開始ビット

0 通常状態　　　　　　　　　　 （初期値）
1 8ビットのビットパターン検出を開始します

デューティI/Oレジスタ*2

ビットパターン検出フラグ

0 ビットパターン（8ビット）未検出　　　　　（初期値）
1 ビットパターン（8ビット）を検出したことを示します。

VCTR2 VCTR1 VCTR0 検出する1パルス数
0 0 0 2発

1 4発（SYNCマーク）
1 0 6発

1 8発（Aマークショート）
1 0 0 12発（Aマークロング）

1 16発
1 0 24発（Bマーク）

1 32発　　　　　　　　　　（初期値）

VISS割り込み設定ビット

:

:
:

 
 
 
H'D08D：ビットパターンレジスタ BTPR：CTL回路 
 

0

1

1

1
*R/W

2

1
*R/W

3

1

45

1

67

*R/W*R/W*R/W

LSP5

1
*R/W

LSP4

1
*R/W

LSP6

1
*R/W

LSP7 LSP3 LSP2 LSP1 LSP0
ビット

初期値
R/W

【注】* ビットパターン検出時はライトできません。

:

:
:

 
 
 
H'D090～H'D091：基準周期レジスタ1 RFD：基準信号生成回路 
 

15

1

REF15

W

ビット

初期値

R/W

14

1

REF14

W

13

1

REF13

W

12

1

REF12

W

11

1

REF11

W

10

1

REF10

W

9

1

REF9

W

8

1

REF8

W

7

1

REF7

W

6

1

REF6

W

5

1

REF5

W

4

1

REF4

W

3

1

REF3

W

2

1

REF2

W

1

1

REF1

W

0

1

REF0

W

:

:

:  
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H'D092～H'D093：基準周期レジスタ2 CRF：基準信号生成回路 
 

15

1

CRF15

W

ビット

初期値

R/W

14

1

CRF14

W

13

1

CRF13

W

12

1

CRF12

W

11

1

CRF11

W

10

1

CRF10

W

9

1

CRF9

W

8

1

CRF8

W

7

1

CRF7

W

6

1

CRF6

W

5

1

CRF5

W

4

1

CRF4

W

3

1

CRF3

W

2

1

CRF2

W

1

1

CRF1

W

0

1

CRF0

W

:

:

:  
 
 
H'D094～H'D095：REF30カウンタレジスタ RFC：基準信号生成回路 
 

15

0

RFC15

ビット

初期値

R/W

14

0

RFC14

13

0

RFC13

12

0

RFC12

11

0

RFC11

10

0

RFC10

9

0

RFC9

8

0

RFC8

7

0

RFC7

6

0

RFC6

5

0

RFC5

4

0

RFC4

3

0

RFC3

2

0

RFC2

1

0

RFC1

0

0

RFC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

:

:

:  
 
 
H'D096：基準周期モードレジスタ RFM：基準信号生成回路 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

REX CRD OD/EV VST VEG

0
W

RCS

WWW

VNA CVS
ビット

初期値
R/W

クロックソース選択ビット

0 φs/2　　 （初期値）
1 φs/4

モード指定ビット

0 マニュアルモード　（初期値）
1 オートモード

マニュアル選択ビット

0 VD同期　　　　（初期値）
1 フリーラン動作

外部信号同期選択ビット

0 VD信号またはフリーラン　（初期値）
1 外部信号同期

DVCFG2同期選択ビット

0 モード切り替え時　（初期値）
1 DVCFG2信号同期

ODD/EVENエッジ切り替え選択ビット

0 フィールド信号の立ち上がり（EVEN）で生成　（初期値）
1 フィールド信号の立ち下がり（ODD）で生成

Video FFカウンタセット

0 Video FF信号でカウンタセットOFF　（初期値）
1 Video FF信号でカウンタセットON

Video FFエッジ選択ビット

0 Video FF信号の立ち上がりでセット　（初期値）
1 Video FF信号の立ち下がりでセット

:

:
:
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H'D097：基準周期モードレジスタ2 RFM2：基準信号生成回路 
 

0

0

1

―�

�

―�
1

2

―�

�

―�
1

3

―�

�

―�
1

4

―�

�

―�
1

5

―�

�

―�

6

―�

�

―�

7

TBC�

�

FDS
ビット

初期値
R/W

11 1
R/W

フィールド選択ビット

0 選択されたODDまたはEVENのVD信号で生成　（初期値）
1 モード遷移位相差90度以内のVD信号で生成

R/W

TBC選択ビット

0 VDにより基準信号を生成
1 フリーランニングカウンタで基準信号を生成

:

:
:

 
 
 
H'D098：DVCTLコントロールレジスタ CTVC：分周回路 
 

0

*

1

*
R

2

*
R

3

―�

�

―�

4

―�

�

―�

5

―�

�

―�

67

R

CFG HSW

0
W

0
W

CEX CEG CTL

11 1

ビット

初期値
R/W

DVCTL信号生成選択ビット

0 PB-CTL信号により生成　（初期値）
1 外部入力信号により生成

外部同期信号エッジ選択ビット

0 立ち上がりエッジ　（初期値）
1 立ち下がりエッジ

CFGフラグ

0 CFGはLowレベルです　（初期値）
1 CFGはHighレベルです

HSWフラグ

0 HSWはLowレベルです　（初期値）
1 HSWはHighレベルです

CTLフラグ

0 RECまたはPB-CTLはLowレベルです　（初期値）
1 RECまたはPB-CTLはHighレベルです

:

:
:

 
 
 
H'D099：CTL分周レジスタ CTLR：分周回路 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

CTL4 CTL3 CTL2 CTL1 CTL0

0
W

CTL7

WWW

CTL6 CTL5
ビット

初期値
R/W

:

:
:  
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H'D09A：DVCFGコントロールレジスタ CDVC：分周回路 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

34

0
W

5

1

6

―�

�

―�
1

7

WR

CMK CMN

W

DVTRG

0
R/W*

MCGin CRF CPS1 CPS0

0

ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

マスクCFGフラグ

0 CFG正常動作　　　　　　　　　　　　　　   　  （初期値）
1 マスク中にDVCFGが検出されたことを示します。  （暴走検出）

CFGマスク状態ビット

0 キャプスタンマスクタイマがマスクを解除していることを示します
1 キャプスタンマスクタイマがマスクを中であることを示します　　（初期値）�

CFGマスク選択ビット

0 キャプスタンマスクタイマ機能ON　（初期値）
1 キャプスタンマスクタイマ機能OFF

PB（ASM）→REC遷移タイミング同期ON/OFF選択ビット

0 PB（ASM）→REC遷移タイミング同期ON　（初期値）
1 PB（ASM）→REC遷移タイミング同期OFF

CFG分周エッジ選択ビット

0 CFGの立ち上がりエッジによる分周動作を行います　（初期値）
1 CFGの両エッジによる分周動作を行います

CFGマスクタイマクロック選択ビット

CPS1 CPS0　　　説　　　明 
0 0 φs/1024（初期値）

1 φs/512
1 0 φs/256

1 φs/128

:

:
:

 
 
 
H'D09B：CFG分周レジスタ1 CDIVR1：分周回路 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

34

0
W

5

0

67

―�

�

―� WW

CDV15 CDV14

0
W

CDV16

0
W

CDV13 CDV12 CDV11 CDV10

1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'D09C：CFG分周レジスタ2 CDIVR2：分周回路 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

34

0
W

5

0

67

―�

�

―� WW

CDV25 CDV24

0
W

CDV26

0
W

CDV23 CDV22 CDV21 CDV20

1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  
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H'D09D：DVCFGマスク期間レジスタ CTMR：分周回路 
 

0

1

1

1
W

2

1
W

34

1
W

5

1

6

―�

�

―�

7

―�

�

―� WW

CPM5 CPM4

1
W

CPM3 CPM2 CPM1 CPM0

1 1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'D09E：FGコントロールレジスタ FGCR：分周回路 
 

0

0

1

―�

�

―�

1

2

―�

�

―�

1

3

―�

�

―�

1

4

―�

�

―�

1

5

―�

�

―�

1

6

―�

�

―�

1

7

―�

�

―� W

DRF

1

ビット

初期値

R/W

DFGエッジ選択ビット

0 NCDFG信号の立ち上がりエッジを選択　（初期値）
1 NCDFG信号の立ち下がりエッジを選択

:

:

:

 
 
 
H'D0A0：サーボポートモードレジスタ SPMR：サーボポート 
 

0

1

1

1
―�

2

1
―�

3

1

4

1
―�

0
R/W

56

―�

�

―�

7

―� ―� ―� ―� ―�

�0
R/W

CTLSTOP

―�―�

CFGCOMP
ビット

初期値
R/W

1

CFG入力方式切り替えビット

0 CFG信号入力方式をゼロクロスタイプコンパレータ方式とします　（初期値）
1 CFG信号入力をデジタル信号入力方式とします

CTLSTOPビット

0 CTL回路が動作します　　　（初期値）
1 CTL回路の動作を停止します

:

:
:

�  
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H'D0A3：サーボモニタコントロールレジスタ SVMCR：サーボポート 
 

0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

56

―�

�

―�

7

―�

�

―�

SVMCR4 SVMCR3 SVMCR2 SVMCR1 SVMCR0
ビット

初期値
R/W

11
R/WR/WR/W

0

SVMCR5

R/W R/WR/W

SVMCR5 SVMCR4 SVMCR3 　　　　　　説　　　明
0 0 0 SV2出力端子にREF30信号を出力　（初期値）

1 SV2出力端子にCAPREF30信号を出力
1 0 SV2出力端子にCREF信号を出力

1 SV2出力端子にCTLMONI信号を出力
1 0 0 SV2出力端子にDVCFG信号を出力

1 SV2出力端子にCFG信号を出力
1 0 SV2出力端子にDFG信号を出力

1 SV2出力端子にDPG信号を出力

SVMCR2 SVMCR1 SVMCR0 　　　　　説　　　明
0 0 0 SV1出力端子にREF30信号を出力　（初期値）

1 SV1出力端子にCAPREF30信号を出力
1 0 SV1出力端子にCREF信号を出力

1 SV1出力端子にCTLMONI信号を出力
1 0 0 SV1出力端子にDVCFG信号を出力

1 SV1出力端子にCFG信号を出力
1 0 SV1出力端子にDFG信号を出力

1 SV1出力端子にDPG信号を出力

:

:
:

SV2端子サーボモニタ出力コントロールビット

SV1端子サーボモニタ出力コントロールビット
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H'D0A4：CTLゲインコントロールレジスタ CTLGR：サーボポート 
 

0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

56
―�
�

―�

7
―�
�

―�

CTLFB CTLGR3 CTLGR2 CTLGR1 CTLGR0
ビット

初期値
R/W

11
R/WR/WR/W

0

CTLE/A

R/W R/WR/W

CTL選択ビット

0 AMP出力　（初期値）
1 EXCTL

CTLアンプのフィードバック部SWビット

0 CTLFB SWをOFF　（初期値）
1 CTLFB SWをON

CTLアンプゲイン設定ビット

CTLGR3 CTLGR2 CTLGR1 CTLGR0 CTL出力ゲイン 
0 0 0 0 35.0 dB（初期値）

1 37.5 dB
1 0 40.0 dB

1 42.5 dB
1 0 0 45.0 dB

1 47.5 dB
1 0 50.0 dB

1 52.5 dB
1 0 0 0 55.0 dB

1 57.5 dB
1 0 60.0 dB

1 62.5 dB
1 0 0 65.0 dB

1 67.5 dB
1 0 70.0 dB

1 72.5 dB

:

:
:

 
 
 
H'D0B0：垂直同期信号しきい値レジスタ VTR：同期検出回路（サーボ） 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

5

0

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� WWW

VTR5 VTR4 VTR3 VTR2 VTR1 VTR0

1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'D0B1：水平同期信号しきい値レジスタ HTR：同期検出回路（サーボ） 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4
―�
�

―�

5
―�
�

―�

6
―�
�

―�
1

7
―�
�

―� WW

HTR3 HTR2 HTR1 HTR0

1 11

ビット

初期値
R/W

:

:
:  
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H'D0B2：H補完開始時間設定レジスタ HRTR：同期検出回路（サーボ） 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

HRTR4 HRTR3 HRTR2 HRTR1 HRTR0

0
W

HRTR7

WWW

HRTR6 HRTR5
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'D0B3：補完Hパルス幅設定レジスタ HPWR：同期検出回路（サーボ） 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4
―�
�

―�

5
―�
�

―�

6
―�
�

―�
1

7
―�
�

―� WW

HPWR3 HPWR2 HPWR1 HPWR0

1 11

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'D0B4：ノイズ検出窓設定レジスタ NWR：同期検出回路（サーボ） 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

5

0

6
―�
�

―�
1

7
―�
�

―� WWW

NWR5 NWR4 NWR3 NWR2 NWR1 NWR0

1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'D0B5：ノイズ検出レジスタ NDR：同期検出回路（サーボ） 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

NDR4 NDR3 NDR2 NDR1 NDR0

0
W

NDR7

WWW

NDR6 NDR5
ビット

初期値
R/W

:

:
:  
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H'D0B6：同期信号コントロールレジスタ SYNCR： 
同期検出回路（サーボ） 

 
0

0

1

0
R

2

0
R/(W)*

3

1

4
―�
�

―�

5
―�
�

―�

6
―�
�

―�
1

7
―�
�

―� R/WR/W

NIS/VD NOIS FLD SYCT

1 11

ビット

初期値
R/W

【注】*　 0 ライトのみ有効です。

割り込み選択ビット

0 ノイズレベル割り込み
1 VD割り込み　　　　　 （初期値）�

ノイズ検出フラグ

0 ノイズカウントがNDRの設定値の4倍未満　（初期値）
1 ノイズカウントがNDRの設定値の4倍以上

フィールド検出フラグ

0 奇数フィールド　（初期値）
1 偶数フィールド

同期信号極性選択ビット

SYCT 説　　　明 極性記号
0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値） 凸

1 凹

:

:
:
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H'D0B8：サーボ割り込み許可レジスタ1 SIENR1：サーボ割り込み 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

IECAP3 IECAP2 IECAP1 IEHSW2 IEHSW1

0
R/W

IEDRM3

R/WR/WR/W

IEDRM2 IEDRM1
ビット

初期値
R/W

ドラム位相誤差検出割り込み許可ビット

0 IRRDRM3により割り込み要求を禁止　（初期値）
1 IRRDRM3により割り込み要求を許可

ドラム速度誤差検出（ロック検出）
割り込み許可ビット

0 IRRDRM2により割り込み要求を禁止　（初期値）
1 IRRDRM2により割り込み要求を許可

ドラム速度誤差検出（OVF、ラッチ）
割り込み許可ビット

0 IRRDRM1により割り込み要求を禁止　（初期値）
1 IRRDRM1により割り込み要求を許可

キャプスタン位相誤差検出割り込み許可ビット

0 IRRCAP3により割り込み要求を禁止　（初期値）
1 IRRCAP3により割り込み要求を許可

キャプスタン速度誤差検出（ロック検出）
割り込み許可ビット

0 IRRCAP2により割り込み要求を禁止　（初期値）
1 IRRCAP2により割り込み要求を許可

キャプスタン速度誤差検出（OVF、ラッチ）
割り込み許可ビット

0 IRRCAP1により割り込み要求を禁止　（初期値）
1 IRRCAP1により割り込み要求を許可

HSWタイミング発生（カウンタクリア、キャプチャ）
割り込み許可ビット

0 IRRHSW2により割り込み要求を禁止　（初期値）
1 IRRHSW2により割り込み要求を許可

HSWタイミング発生（OVW、一致、STRIG）
割り込み許可ビット

0 IRRHSW1により割り込み要求を禁止　（初期値）
1 IRRHSW1により割り込み要求を許可

:

:
:
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H'D0B9：サーボ割り込み許可レジスタ2 SIENR2：サーボ割り込み 
 

0

0

1

0
R/W

2

―�

�

―�

3

―�

�

―�

4

―�

�

―�

5

―�

�

―�

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� R/W

IESNC IECTL

1 11 11

ビット

初期値
R/W

垂直同期信号割り込み許可ビット

0 IRRSNCにより割り込み（垂直同期信号割り込み）要求を禁止　（初期値）
1 IRRSNCにより割り込み要求を許可

CTL割り込み許可ビット

0 IRRCTLにより割り込み要求を禁止　（初期値）
1 IRRCTLにより割り込み要求を許可

:

:
:
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H'D0BA：サーボ割り込み要求レジスタ1 SIRQR1：サーボ割り込み 
 

0

0

1

0
R/(W)*

2

0
R/(W)*

3

0

4

0
R/(W)*

0
R/(W)*

56

0

7

IRRCAP3 IRRCAP2 IRRCAP1 IRRHSW2 IRRHSW1

0
R/(W)*

IRRDRM3

R/(W)*R/(W)*R/(W)*

IRRDRM2 IRRDRM1
ビット

初期値
R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

ドラム位相誤差検出回路割り込み要求ビット

0 ドラム位相誤差検出回路からの割り込み要求なし　（初期値）
1 ドラム位相誤差検出回路からの割り込み要求あり

ドラム速度誤差検出回路（ロック検出）割り込み要求ビット

0 ドラム速度誤差検出回路（ロック検出）の割り込み要求なし　（初期値）
1 ドラム速度誤差検出回路（ロック検出）の割り込み要求あり

ドラム速度誤差検出（OVF、ラッチ）割り込み要求ビット

0 ドラム速度誤差検出回路（OVF、ラッチ）の割り込み要求なし　（初期値）
1 ドラム速度誤差検出回路（OVF、ラッチ）の割り込み要求あり

キャプスタン位相誤差検出回路割り込み要求ビット

0 キャプスタン位相誤差検出回路からの割り込み要求なし　（初期値）
1 キャプスタン位相誤差検出回路からの割り込み要求あり

キャプスタン速度誤差検出回路（ロック検出）割り込み要求ビット

0 キャプスタン速度誤差検出回路（ロック検出）の割り込み要求なし　（初期値）
1 キャプスタン速度誤差検出回路（ロック検出）の割り込み要求あり

キャプスタン速度誤差検出回路（OVF、ラッチ）割り込み要求ビット

0 キャプスタン速度誤差検出回路（OVF、ラッチ）の割り込み要求なし（初期値）
1 キャプスタン速度誤差検出回路（OVF、ラッチ）の割り込み要求あり

HSWタイミング発生回路（カウンタクリア、キャプチャ）
割り込み要求ビット

0 HSWタイミング発生回路（カウンタクリア、キャプチャ）
の割り込み要求なし　　　　　　　　　　　　 　　（初期値）

1 HSWタイミング発生回路（カウンタクリア、キャプチャ）
の割り込み要求あり

HSWタイミング発生回路（OVW、一致、STRIG）
割り込み要求ビット

0 HSWタイミング発生回路（OVW、一致、STRIG）
の割り込み要求なし　　　　　　　　 　  （初期値）

1 HSWタイミング発生回路（OVW、一致、STRIG）
の割り込み要求あり

:

:
:

�
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H'D0BB：サーボ割り込み要求レジスタ2 SIRQR2：サーボ割り込み 
 

0

0

1

0
R/(W)*

2

―�

�

―�

3

―�

�

―�

4

―�

�

―�

5

―�

�

―�

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� R/(W)*

IRRSNC IRRCTL

1 11 11

ビット

初期値
R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

垂直同期信号割り込み要求ビット

0 同期信号検出回路（VD、ノイズ）の割り込み要求なし　（初期値）
1 同期信号検出回路（VD、ノイズ）の割り込み要求あり

CTL割り込み要求ビット

0 CTLによる割り込み要求なし　（初期値）
1 CTLによる割り込み要求あり

:

:
:
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H'D0E5：DDCスイッチレジスタ DDCSWR：I2Cバスインタフェース 
 

0

1

1

1
W*2

2

1
W*2

3

1

4

0
R/(W)*1

0
R/W

57

IF*3 CLR3 CLR2 CLR1 CLR0

0
R/W

SWE*3

6

0
R/W

SW*3

W*2W*2

IE*3
ビット

初期値
R/W

DDCモードスイッチ割り込み許可ビット

0 フォーマット自動切り替え実行時の割り込みを禁止　（初期値）
1 フォーマット自動切り替え実行時の割り込みを許可

DDCモードスイッチ

0 IICチャネル0をI2Cパスフォーマットで使用する　　　（初期値）
 〔クリア条件〕
 （1）ソフトウェアにより0をライトしたとき
 （2）SWE = 1で、SCLに立ち下がりエッジを検出したとき
1 IICチャネル0をフォーマットレスで使用する
 〔セット条件〕
 ・SW = 0の状態をリードした後、1をライトしたとき

【注】*1　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
　　  *2　リードすると常に1が読み出されます。�
　　  *3　本ビットはH8S/2197S、H8S/2196Sにはありません。�

DDCモードスイッチイネーブル

0 IICチャネル0の、フォーマットレスからI2Cパスフォーマットへの
 自動切り替えを禁止する　　　　　　　　　　　　　 （初期値）
1 IICチャネル0の、フォーマットレスからI2Cパスフォーマットへの
 自動切り替えを許可する

DDCモードスイッチ割り込みフラグ

0 フォーマット自動切り替え実行時の割り込み要求なし　（初期値）
 〔クリア条件〕
 ・IF = 1の状態をリードした後、0をライトしたとき
1 フォーマット自動切り替え実行時の割り込み要求あり
 〔セット条件〕
 ・SWE = 1で、SCLに立ち下がりエッジを検出したとき

:

:
:

�

IICクリア制御�
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H'D0E8：I2Cバスコントロールレジスタ ICCR0：I2Cバスインタフェース 
 

7

ICE

0

R/W

6

IEIC

0

R/W

5

MST

0

R/W

4

TRS

0

R/W

3

ACKE

0

R/W

0

SCP

1

W

2

BBSY

0

R/W

1

IRIC

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

I2Cバスインタフェースイネーブル

0 本モジュールは非動作状態（SCL/SDA端子はポート機能）　　　（初期値）�
本モジュールの内部状態の初期化
SAR、SARXがアクセス可能

1 本モジュールは転送動作可能状態（SCL/SDA端子はバス駆動状態）
ICMR、ICDRがアクセス可能

I2Cバスインタフェース割り込みイネーブル�

0 割り込み要求を禁止　　（初期値）
1 割り込み要求を許可

アクノリッジビット判定選択

0 アクノリッジビットの内容を無視して、連続的に転送を行う　（初期値）
1 アクノリッジビットが1の場合、連続的な転送を中断する

バスビジー

0 バス解放状態　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕・停止条件検出時

1 バス占有状態
〔セット条件〕・開始条件検出時

I2Cバスインタフェース割り込み要求フラグ

0 転送待ち状態、または転送中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）IRIC＝1の状態でリードした後、0をライトしたとき

（1） 割り込みが発生
〔セット条件〕
■I2Cバスフォーマットでマスタモード
（1） 開始条件を発行後、バスラインの状態から開始条件を検出したとき

（第1フレーム送信のためTDREフラグが1にセットされたとき）
（2） WAIT=1の場合、データとアクノリッジの間にウェイトを挿入したとき
（3） データ転送終了時

（送受信クロックの9クロック目の立ち上がりのとき、およびウェイト挿入�
��� 時の送受信クロックの8クロック目の立ち下がりのとき）

（4） バス競合負けの後、スレーブアドレスを受信したとき
（ALフラグが1にセットされたとき）

（5） ACKEビットが1のとき、アクノリッジビットとして1を受信したとき
（ACKBビットが1にセットされたとき）

■I2Cバスフォーマットでスレーブモード
（1） スレーブアドレス（SVA、SVAX）が一致したとき

（AAS、AASXフラグが1にセットされたとき）、
および、その後の再送開始条件または停止条件検出までのデータ転送終了時
（TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき）

（2） ゼネラルコールアドレスを検出したとき
（FS＝0かつADZフラグが1にセットされたとき）、
および、その後の再送開始条件または停止条件検出までのデータ転送終了時
（TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき）

（3） ACKEビットが1のとき、アクノリッジビットとして1を受信したとき
（ACKBビットが1にセットされたとき）

（4） 停止条件を検出したとき
（STOPまたはESTPフラグが1にセットされたとき）

■クロック同期式シリアルフォーマット、およびフォーマットレス
（1） データ転送終了時（TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき）
（2） シリアルフォーマットで開始条件を検出したとき�

�� （3） DDCSWRのSWビットを1にセットしたとき�
�
�� 上記の他、TDREあるいはRDRFが1にセットされる条件が発生したとき�

開始条件／停止条件発行禁止ビット

0 ライト時、BBSYフラグと組み合わせて開始条件、停止条件を発行
1 リード時、常に1をリード
ライト時、無効　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）

マスタ／スレーブ選択
送信／受信選択

MST TRS　　　　　　　説　　　明
0 0 スレーブ受信モード　（初期値）

1 スレーブ送信モード
1 0 マスタ受信モード

1 マスタ送信モード
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H'D0E9：I2Cバスステータスレジスタ ICSR0：I2Cバスインタフェース 
 

7

ESTP

0

R/(W)*

6

STOP

0

R/(W)*

5

IRTR

0

R/(W)*

4

AASX

0

R/(W)*

3

AL

0

R/(W)*

0

ACKB

0

R/W

2

AAS

0

R/(W)*

1

ADZ

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

エラー停止条件検出フラグ

0 エラー停止条件なし 　　　　　　　　　　　　 (初期値）
〔クリア条件〕
（1）ESTP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
（2）IRICフラグが0にクリアされたとき

1 ■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき
エラー停止条件を検出
〔セット条件〕
・フレームの転送の途中で停止条件を検出したとき
■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外
意味なし

正常停止条件検出フラグ

0 正常停止条件なし　　　　　　　　　　　　　 （初期値）
〔クリア条件〕
（1）STOP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
（2）IRICフラグが0にクリアされたとき

1 ■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき
正常停止条件を検出
〔セット条件〕
・フレームの転送の完了後に停止条件を検出したとき
■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外
意味なし

I2Cバスインタフェース連続送受信割り込み要求フラグ

0 転送待ち状態、または転送中　　　　　　　　　　　　　　 （初期値）
〔クリア条件〕
（1）IRTR＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
（2）IRICフラグが0にクリアされたとき

1 連続転送状態
〔セット条件〕
■I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき
・AASX＝1の状態で、TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき
■I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき以外
・TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき

第2スレーブアドレス認識フラグ

0 第2スレーブアドレスを未認識　　　　　　           　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）AASX＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
（2）開始条件を検出したとき
（3）マスタモードのとき

1 第2スレーブアドレスを認識
〔セット条件〕
・スレーブ受信モードかつFSX＝0で第2スレーブアドレスを検出したとき

アービトレーションロストフラグ

0 バスを確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）ICDRにデータをライト（送信時）、データをリード（受信時）したとき
（2）AL＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

1 バス競合負け（アービトレーションロスト）
〔セット条件〕
（1）マスタ送信モードでSCLの立ち上がりで内部SDAとSDA端子が不一致のとき
（2）マスタ送信モードでSCLの立ち下がりで内部SCLがHighレベルのとき

スレーブアドレス認識フラグ

0 スレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを未認識　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）ICDRにデータをライト（送信時）、またはICDRのデータをリード（受信時）したとき
（2）AAS＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
（3）マスタモードのとき

1 スレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを認識
〔セット条件〕
・スレーブ受信モードかつFS＝0でスレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを検出したとき

ゼネラルコールアドレス認識フラグ

0 ゼネラルコールアドレスを未認識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （初期値）
〔クリア条件〕
（1）ICDRにデータをライト（送信時）、またはICDRのデータをリード（受信時）したとき
（2）ADZ＝1の状態をリード後、0をライトしたとき
（3）マスタモードのとき

1 ゼネラルコールアドレスを認識
〔セット条件〕
・スレーブ受信モードかつ（FSX＝0またはFS＝0）でゼネラルコールアドレスを検出したとき

アクノリッジビット

0 受信時、アクノリッジ出力タイミングで0出力　　　　　　　　（初期値）
送信時、受信デバイスからアクノリッジがあった（0だった）ことを示す

1 受信時、アクノリッジ出力タイミングで1出力
送信時、受信デバイスからアクノリッジがなかった（1だった）ことを示す
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H'D0EE：I2Cバスデータレジスタ ICDR0：I2Cバスインタフェース 
 

7

ICDR7

―

R/W

6

ICDR6

―

R/W

5

ICDR5

―

R/W

4

ICDR4

―

R/W

3

ICDR3

―

R/W

0

ICDR0

―

R/W

2

ICDR2

―

R/W

1

ICDR1

―

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 
【注】 本文「23.2.1 I2Cバスデータレジスタ（ICDR）」を参照してください。 
 
H'D0EE：第2スレーブアドレスレジスタ SARX0：I2Cバスインタフェース 
 

7

SVAX6

0

R/W

6

SVAX5

0

R/W

5

SVAX4

0

R/W

4

SVAX3

0

R/W

3

SVAX2

0

R/W

0

FSX

1

R/W

2

SVAX1

0

R/W

1

SVAX0

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

フォーマットセレクト 
SARのFSビットと組み合わせて使用  

 
【注】  本文「23.2.3 第 2スレーブアドレスレジスタ（SARX）」、 

「23.2.2 スレーブアドレスレジスタ（SAR）」を参照してください。 
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H'D0EF：I2Cバスモードレジスタ ICMR0：I2Cバスインタフェース 
 

7

MLS

0

R/W

6

WAIT

0

R/W

5

CKS2

0

R/W

4

CKS1

0

R/W

3

CKS0

0

R/W

0

BC0

0

R/W

2

BC2

0

R/W

1

BC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

MSBファースト

0 MSBファースト　（初期値）
1 LSBファースト

ウェイト挿入ビット

0 データとアクノリッジを連続的に転送　　　（初期値）
1 データとアクノリッジの間にウェイトを挿入

転送クロック選択

IICX* CKS2 CKS1 CKS0 クロック　　  転送レート
　φ=8MHz φ=10MHz

0 0 0 0 φ/28 　286kHz　 357kHz
1 φ/40 　200kHz      250kHz

1 0 φ/48 　167kHz      208kHz
1 φ/64 　125kHz      156kHz

1  0  0 φ/80 　100kHz      125kHz
1 φ/100　80.0kHz      100kHz

1 0 φ/112　71.4kHz     89.3kHz
1 φ/128　62.5kHz     78.1kHz

1 0 0 0 φ/56 　143kHz       179kHz
1 φ/80 　100kHz       125kHz

1  0 φ/96 　83.3kHz      104kHz
1 φ/128　62.5kHz     78.1kHz

1 0 0 φ/160　50.0kHz     62.5kHz
1 φ/200　40.0kHz     50.0kHz

1  0 φ/224　35.7kHz     44.6kHz
1 φ/256　31.3kHz     39.1kHz

ビットカウンタ

  ビット／フレーム
BC2 BC1 BC0 クロック同期式 I2Cバスフォーマット

シリアル
フォーマット

0 0 0 8 9（初期値）
1 1 2

1 0 2 3
1 3 4

1 0 0 4 5
1 5 6

1 0 6 7
1 7 8

【注】*　STCR（シリアルタイマコントロールレジスタ）のビット6参照  
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H'D0EF：スレーブアドレスレジスタ SAR0：I2Cバスインタフェース 
 

7

SVA6

0

R/W

6

SVA5

0

R/W

5

SVA4

0

R/W

4

SVA3

0

R/W

3

SVA2

0

R/W

0

FS

0

R/W

2

SVA1

0

R/W

1

SVA0

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

フォーマットセレクト
DDCSWR SAR SARX 　　　　　　   フォーマットセレクト
ビット6�ビット0 ビット0

SW FS FSX 
0 0 0 I2Cバスフォーマット

・SARとSARXのスレーブアドレスを認識
1 I2Cバスフォーマット　　　　　　　　　　　（初期値）

・SARのスレーブアドレスを認識
・SARXのスレーブアドレスを無視

1 0  I2Cバスフォーマット
・SARのスレーブアドレスを無視
・SARXのスレーブアドレスを認識

 1 クロック同期式シリアルフォーマット
・SARとSARXのスレーブアドレスを無視�

� 1 0 0� フォーマットレス（開始条件／停止条件を検出しない）�
��� 1� ・アクノリッジビットあり�
�� 1 0� �
��� 1� フォーマットレス*（開始条件／停止条件を検出しない）�
���� ・アクノリッジビットなし�� �  

 
【注】* DDCSWRの設定により I2Cバスフォーマットへの自動切り替えを行う場合は、本モードに

設定しないでください。 
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H'D100：タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER：タイマX1 
 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/WR/W

ICICE

R/W

ICIBE

0

R/W

ICIAE ICIDE OCIAE OCIBE OVIE ICSA

ビット

初期値

R/W

ICFAによる割り込み要求（ICIA）を禁止　（初期値）�

ICFAによる割り込み要求（ICIA）を許可

0

1

インプットキャプチャ割り込みAイネーブル

インプットキャプチャAの入力は�
FTIA端子入力を選択　　　（初期値）

インプットキャプチャAの入力は�
HSWを選択

0

1

インプットキャプチャ入力セレクトA

ICFBによる割り込み要求（ICIB）を禁止　（初期値）�

ICFBによる割り込み要求（ICIB）を許可

0

1

インプットキャプチャ割り込みBイネーブル

ICFCによる割り込み要求（ICIC）を禁止　（初期値）�

ICFCによる割り込み要求（ICIC）を許可

0

1

インプットキャプチャC割り込みイネーブル

ICFDによる割り込み要求（ICID）を禁止　（初期値）�

ICFDによる割り込み要求（ICID）を許可

0

1

インプットキャプチャD割り込みイネーブル

OVFによる割り込み要求（FOVI）を禁止　（初期値）

OVFによる割り込み要求（FOVI）を許可

0

1

タイマオーバフロー割り込みイネーブル

OCFBによる割り込み要求（OCIB）を禁止　（初期値）�

OCFBによる割り込み要求（OCIB）を許可

0

1

アウトプットコンペア割り込みBイネーブル

OCFAによる割り込み要求（OCIA）を禁止　（初期値）�

OCFAによる割り込み要求（OCIA）を許可

0

1

アウトプットコンペア割り込みAイネーブル

:

:

:

�

�
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H'D101：タイマコントロール/ステータスレジスタX TCSRX：タイマX1 
 

0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

5

0

6

0

7

R/WR/(W)*

ICFB

0

R/(W)*

ICFA

R/(W)*

ICFD

R/(W)*

ICFC

R/(W)*

OCFB

R/(W)*

OCFA CCLRA

R/(W)*

OVF

ビット

初期値

R/W

【注】*　ビット7～1はフラグをクリアするための 0 ライトのみ可能です。

インプットキャプチャフラグA

カウンタクリア

インプットキャプチャフラグB

インプットキャプチャフラグC

インプットキャプチャフラグD

タイマオーバフロー

アウトプットコンペアフラグB

アウトプットコンペアフラグA

〔クリア条件〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （初期値）
OCFA＝1の状態で、OCFAをリードした後、OCFAに0をライトしたとき

〔セット条件〕
FRCとOCRAがコンペアマッチしたとき

0

1

〔クリア条件〕　　　　　　　　　（初期値）
OCFB＝1の状態で、OCFBをリードした後、
OCFBに0をライトしたとき

〔セット条件〕
FRCとOCRBがコンペアマッチしたとき

0

1

〔クリア条件〕　　　　　　　　　（初期値）
OVF＝1の状態で、OVFをリードした後、
OVFに0をライトしたとき

〔セット条件〕
FRCの値がH' FFFF→H'0000になったとき

0

1

〔クリア条件〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
ICFD＝1の状態で、ICFDをリードした後、ICFDに0をライトしたとき

〔セット条件〕
インプットキャプチャ信号が発生したとき

0

1

〔クリア条件〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
ICFC＝1の状態で、ICFCをリードした後、ICFCに0をライトしたとき

〔セット条件〕
インプットキャプチャ信号が発生したとき

0

1

〔クリア条件〕   　       　　　　　　　　　　　　　（初期値）
ICFB＝1の状態で、ICFBをリードした後、ICFBに0をライトしたとき

〔セット条件〕
インプットキャプチャ信号により、FRCの値がICRBに転送されたとき

0

1

〔クリア条件〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
ICFA＝1の状態で、ICFAをリードした後、ICFAに0をライトしたとき

〔セット条件〕
インプットキャプチャ信号により、FRCの値がICRAに転送されたとき

0

1

コンペアマッチAによるFRCのクリア禁止（初期値）�

コンペアマッチAによるFRCのクリア許可

0

1

:

:

:
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H'D102：フリーランニングカウンタH FRCH ：タイマX1 
H'D103：フリーランニングカウンタL FRCL ：タイマX1 
 

0

3

0

R/W

5

0

R/W

7

0

9

0

R/W

11

0

13

0

15

R/WR/WR/W

0

R/W R/W

ビット

初期値

R/W

1

0

2

0

R/W

4

0

R/W

6

0

8

0

R/W

10

0

12

0

14

FRC

FRCH FRCL

R/WR/WR/WR/W

0

R/W

0:

:

:

 
 
 
H'D104：アウトプットコンペアレジスタAH、BH OCRAH、OCRBH： 

タイマX1 
H'D105：アウトプットコンペアレジスタAL、BL OCRAL、OCRBL： 

タイマX1 
 

1

3

1

R/W

5

1

R/W

7

1

9

1

R/W

11

1

13

1

15

R/WR/WR/W

1

R/W R/W

ビット

初期値

R/W

1

1

2

1

R/W

4

1

R/W

6

1

8

1

R/W

10

1

12

1

14

OCRA, OCRB

OCRAH, OCRBH OCRAL, OCRBL

R/WR/WR/WR/W

1

R/W

0:

:

:
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H'D106：タイマコントロールレジスタX TCRX：タイマX1 
 

0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

5

0

6

0

7

R/WR/W

IEDGB

0

R/W

IEDGA

R/W

IEDGD

R/W

IEDGC

R/W

BUFEB

R/W

BUFEA CKS0

R/W

CKS1

ビット

初期値

R/W

インプットキャプチャ入力Aの立ち下がりエッジでキャプチャ　（初期値）�

インプットキャプチャ入力Aの立ち上がりエッジでキャプチャ

0

1

インプットキャプチャエッジセレクトA

インプットキャプチャ入力Bの立ち下がりエッジでキャプチャ　（初期値）�

インプットキャプチャ入力Bの立ち上がりエッジでキャプチャ

0

1

インプットキャプチャエッジセレクトB

インプットキャプチャ入力Cの立ち下がりエッジでキャプチャ　（初期値）�

インプットキャプチャ入力Cの立ち上がりエッジでキャプチャ

0

1

インプットキャプチャエッジセレクトC

インプットキャプチャ入力Dの立ち下がりエッジでキャプチャ　（初期値）�

インプットキャプチャ入力Dの立ち上がりエッジでキャプチャ

0

1

インプットキャプチャエッジセレクトD

クロックセレクト

　　　　　クロックセレクト

ICRDをICRBのバッファレジスタとして使用しない　（初期値）�

ICRDをICRBのバッファレジスタとして使用する

0

1

バッファイネーブルB

ICRCをICRAのバッファレジスタとして使用しない　（初期値）�

ICRCをICRAのバッファレジスタとして使用する

0

1

バッファイネーブルA

00

CKS0CKS1

10

01

内部クロック：φ/4でカウント　（初期値）�

内部クロック：φ/16でカウント

内部クロック：φ/64でカウント

11 DVCFG：CFG分周タイマで選択�
されたエッジ検出パルスです。

:

:

:
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H'D107：タイマアウトプットコンペアコントロールレジスタ TOCR： 
タイマX1 

 
0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

5

0

6

0

7

R/WR/W

ICSC

0

R/W

ICSB

R/W

OCRS

R/W

ICSD

R/W

OEB

R/W

OEA OLVLB

R/W

OLVLA

ビット

初期値

R/W

インプットキャプチャBの入力はFTIB端子入力を選択　（初期値）�

インプットキャプチャBの入力はVDを選択

0

1

インプットキャプチャ入力セレクトB

Lowレベル（初期値）�

Highレベル

0

1

アウトプットレベルB

インプットキャプチャCの入力はFTIC端子入力を選択　（初期値）�

インプットキャプチャCの入力はDVCTLを選択

0

1

インプットキャプチャ入力セレクトC

インプットキャプチャDの入力はFTID端子入力を選択　（初期値）�

インプットキャプチャDの入力はNHSWを選択

0

1

インプットキャプチャ入力セレクトD

OCRAレジスタを選択　（初期値）�

OCRBレジスタを選択

0

1

アウトプットコンペアレジスタセレクト

Lowレベル （初期値）�

Highレベル

0

1

アウトプットレベルA

アウトプットコンペアB出力を禁止（初期値）�

アウトプットコンペアB出力を許可

0

1

アウトプットイネーブルB

アウトプットコンペアA出力を禁止　（初期値）�

アウトプットコンペアA出力を許可

0

1

アウトプットイネーブルA

:

:

:
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H'D108 ：インプットキャプチャレジスタAH ICRAH ：タイマX1 
H'D109 ：インプットキャプチャレジスタAL ICRAL ：タイマX1 
H'D10A ：インプットキャプチャレジスタBH ICRBH ：タイマX1 
H'D10B ：インプットキャプチャレジスタBL ICRBL ：タイマX1 
H'D10C ：インプットキャプチャレジスタCH ICRCH ：タイマX1 
H'D10D ：インプットキャプチャレジスタCL ICRCL ：タイマX1 
H'D10E ：インプットキャプチャレジスタDH ICRDH ：タイマX1 
H'D10F ：インプットキャプチャレジスタDL ICRDL ：タイマX1 
 

0

3

0

R

5

0

R

7

0

9

0

R

11

0

13

0

15

RRR

0

R R

ビット

初期値

R/W

1

0

2

0

R

4

0

R

6

0

8

0

R

10

0

12

0

14

ICRA, ICRB, ICRC, ICRD

ICRAH, ICRBH, ICRCH, ICRDH ICRAL, ICRBL, ICRCL, ICRDL

RRRR

0

R

0:

:

:
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H'D110：タイマモードレジスタB TMB：タイマB 
 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

―�

�

―�

1

4

―�

�

―�

1

5

0

6

0

7

R/WR/W

TMBIE

R/(W)*

TMBIF

0

R/W

TMB17 TMB12 TMB11 TMB10

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

インターバル機能を選択　（初期値）�

オートリロード機能を選択

0

1

〔セット条件〕
TCBがオーバフローしたとき

 〔クリア条件〕　　　　　（初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

0

1

タイマB割り込みの発生を禁止　（初期値）

タイマB割り込みの発生を許可

0

1

00 0 内部クロック：φ/16384でカウント（初期値）�

TMB11  TMB10TMB12 　　　　説　　　明

0 1 内部クロック：φ/4096 でカウント

1

0

0

0 0 内部クロック：φ/1024でカウント

1 1 内部クロック：φ/512でカウント

01 0 内部クロック：φ/128でカウント

0 1 内部クロック：φ/32でカウント

1

1

1

1 0 内部クロック：φ/8でカウント

1 1 外部イベント（TMBI）の立ち上がり/立ち下�
がりエッジでカウント*

オートリロード機能選択

タイマB割り込み要求フラグ

タイマB割り込みイネーブル

クロックセレクト

:

:

:

【注】*�外部イベントのエッジ選択は、ポートモードレジスタA（PMRA）の
PMRA6により設定します。「12.2.4 ポートモードレジスタA（PMRA）」
を参照してください。�

 
 
 
H'D111：タイマカウンタB TCB：タイマB 
 

0

0

1

0

R

2

0

R

345

0

6

0

7

RR

TCB15

0

R

TCB14

0

R

TCB13

R

TCB16

0

R

TCB17 TCB12 TCB11 TCB10

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
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H'D111：タイマロードレジスタB TLB：タイマB 
 

0

0

1

0

W

2

0

W

345

0

6

0

7

WW

TLB15

0

W

TLB14

0

W

TLB13

W

TLB16

0

W

TLB17 TLB12 TLB11 TLB10

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
 
H'D112：タイマLモードレジスタ LMR：タイマＬ 
 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

―�

�

―�

1

5

―�

�

―�

1

6

0

7

R/WR/WR/W

LMIE

0

R/(W)*

LMIF LMR3 LMR2 LMR1 LMR0

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

タイマL割り込み要求フラグ

タイマL割り込みイネーブル

〔クリア条件〕　　　　　　　　　（初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

〔セット条件〕
LTCのオーバフロー、アンダフロー、または、
コンペアマッチクリアが発生したとき

0

1

タイマL割り込みの発生を禁止　（初期値）�

タイマL割り込みの発生を許可

0

1

アップカウント制御　（初期値）�

ダウンカウント制御

0

1

アップカウント/ダウンカウント制御

クロック選択

説　　　明

00 0 PBおよびREC-CTLの立ち上がり�
エッジでカウント　　 （初期値）

LMR1 LMR0LMR2

1 PBおよびREC-CTLの立ち下がり�
エッジでカウント

1 ＊� DVCFG2をカウント

01 ＊� 内部クロックφ/128でカウント

1 ＊� 内部クロックφ/64でカウント

【注】　＊：　Don't care

:

:

:
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H'D113：リニアタイムカウンタ LTC：タイマＬ 
 

0

0

1

0

R

2

0

3

0

456

0

7

RR RR

LTC6

0

R

LTC5

0

R

LTC4

0

R

LTC7 LTC3 LTC2 LTC1 LTC0

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
 
H'D113：リロード/コンペアマッチレジスタ RCR：タイマＬ 
 

0

0

1

0

W

2

0

3

0

456

0

7

WW WW

RCR6

0

W

RCR5

0

W

RCR4

0

W

RCR7 RCR3 RCR2 RCR1 RCR0

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
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H'D118：タイマRモードレジスタ1 TMRM1：タイマR 
 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/WR/W

RLD

R/W

AC/BR

0

R/W

CLR2 RLCK PS21 PS20 RLD/CAP CPS

ビット

初期値

R/W

TMRU-2はキャプチャと同時にクリアされない　（初期値）�

TMRU-2はキャプチャと同時にクリアする

0

1

減速処理　（初期値）�

加速処理

0

1

TMRU-2をリロードタイマとして使用しない。　（初期値）�

TMRU-2をリロードタイマとして使用する。

0

1

TMRU-2クリア有無選択

加速/減速処理の選択

TMRU-2のリロードの有無

CFGの立ち上がりエッジでリロード　（初期値）�

TMRU-2アンダフローでリロード

0

1

TMRU-2リロードタイミングの選択

00 TMRU-1のアンダフローでカウント　（初期値）�

PS20PS21

1 PSS、φ/256でカウント

01 PSS、φ/128でカウント

1 PSS、φ/64でカウント

TMRU-2クロックソースの選択

　　　　　　　説　　　明

CFGの立ち上がりエッジによるキャプチャ信号 （初期値）�

IRQ3のエッジによるキャプチャ信号

0

1

TMRU-1キャプチャ信号の選択

TMRU-1はリロードタイマとして動作　（初期値）�

TMRU-1はキャプチャタイマとして動作

0

1

TMRU-1動作モードの選択

:

:

:
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H'D119：タイマRモードレジスタ TMRM2：タイマR 
 

0

0

1

0

R/(W)*

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/(W)*R/WR/W

PS10

R/W

PS11

0

R/W

LAT PS31 PS30 CP/SLM CAPF SLW

ビット

初期値

R/W

TMRU-2キャプチャ信号の選択

TMRU-1クロックソース選択

　　　　　　　説　　　明

TMRU-3クロックソース選択

　　　　　　　　説　　　明

割り込み選択

＊�0 TMRU-3のアンダフローでキャプチャ　（初期値）�

CPSLAT

01 CFGの立ち上がりエッジでキャプチャ

1 IRQ3のエッジでキャプチャ

　　　　　　　説　　　明

00 CFGの立ち上がりエッジでカウント　（初期値）�

 PS10PS11

1 PSS、φ/4でカウント

01 PSS、φ/256でカウント

1 PSS、φ/512でカウント

00 分周回路からのDVCTLの立ち上がりエッジでカウント　（初期値）�

PS30PS31

1 PSS、φ/4096でカウント

01 PSS、φ/2048でカウント

1 PSS、φ/1024でカウント

スロートラッキングモノマルチフラグ

TMRU-2のキャプチャ信号による割り込み要求を有効とします。　（初期値）�

スロートラッキングモノマルチ終了による割り込み要求を有効とします。

0

1

キャプチャ信号フラグ

〔クリア条件〕　　　　　　　　　　　　　　　　 （初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

〔セット条件〕
CP/SLMビット＝0で、TMRU-2キャプチャ信号が発生したとき

0

1

〔クリア条件〕　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

〔セット条件〕
CP/SLMビット＝1で、スロートラッキングモノマルチが�
終了したとき

0

1

【注】　＊：　Don't care

:

:

:

�

 
 
【注】* CAPF、SLWの各ビットは、割り込み要因をラッチするビットとなっており、0ライトのみ

有効となっています。各割り込み要因が発生したとき、当該ビットが 1であると、割り込み
要求が発生しません。割り込み処理ルーチンの中で当該ビットをチェックして、クリアする
必要があります。 

  また、セット優先となっており、ビットをクリアする命令（BCLR、MOVなど）を実行中に
割り込みの要因が発生すると、CAPF、SLW各ビットがクリアされないため、クリアのタイ
ミングに注意する必要があります。 
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H'D11A：タイマRキャプチャレジスタ1 TMRCP1：タイマR 
 

0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

R

TMRC17

R

TMRC16

R

TMRC15

R

TMRC14

R

TMRC13

R

TMRC12

R

TMRC11

R

TMRC10

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
 
H'D11B：タイマRキャプチャレジスタ2 TMRCP2：タイマR 
 

0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

R

TMRC27

R

TMRC26

R

TMRC25

R

TMRC24

R

TMRC23

R

TMRC22

R

TMRC21

R

TMRC20

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
 
H'D11C：タイマRロードレジスタ1 TMRL1：タイマR 
 

0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

W

TMR17

W

TMR16

W

TMR15

W

TMR14

W

TMR13

W

TMR12

W

TMR11

W

TMR10

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
 
H'D11D：タイマRロードレジスタ2 TMRL2：タイマR 
 

0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

W

TMR27

W

TMR26

W

TMR25

W

TMR24

W

TMR23

W

TMR22

W

TMR21

W

TMR20

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
 
H'D11E：タイマRロードレジスタ3 TMRL3：タイマR 
 

0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

W

TMR37

W

TMR36

W

TMR35

W

TMR34

W

TMR33

W

TMR32

W

TMR31

W

TMR30

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
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H'D11F：タイマRコントロール/ステータスレジスタ TMRCS：タイマR 
 

0

―�

�

―�

1

1

―�

�

―�

1

2

0

R/(W)*

3

0

4

0

R/(W)*

5

0

6

0

7

R/(W)*R/W

TMRI1E

R/W

TMRI2E

0

R/W

TMRI3E TMRI3 TMRI2 TMRI1

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

TMRI3割り込みの発生を禁止　（初期値）�

TMRI3割り込みの発生を許可

0

1

TMRI2割り込みの発生を禁止　（初期値）�

TMRI2割り込みの発生を許可

0

1

TMRI1割り込みの発生を禁止  （初期値）�

TMRI1割り込みの発生を許可

0

1

TMRI3割り込みイネーブル

TMRI2割り込みイネーブル

TMRI1割り込みイネーブル

TMRI3割り込み要求フラグ

TMRI1割り込み要求フラグ

TMRI2割り込み要求フラグ

〔クリア条件〕　　　　　　　（初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

〔セット条件〕
TMRU-1がアンダフローしたとき

0

1

〔クリア条件〕　　　　　　　　　　　　 （初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

〔セット条件〕
TMRU-2のアンダフロー信号が発生したとき、または、
キャプスタンモータ加減速処理が終了したとき

0

1

〔クリア条件〕　　　　　　　　　　　　　　 （初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

〔セット条件〕
TMRM2のCP/SLMビットで選択されている割り込み要因が�
発生したとき

0

1

:

:

:
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H'D120：PWMデータレジスタL PWDRL：14ビットPWM 
 

0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

5

0

67

W

PWDRL0

W

PWDRL1

W

PWDRL2

W

PWDRL3

W

PWDRL4

W

PWDRL5

0
W

PWDRL6

W

PWDRL7

0

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'D121：PWMデータレジスタU PWDRU：14ビットPWM 
 

0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

5

0

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� W

PWDRU0

W

PWDRU1

W

PWDRU2

W

PWDRU3

W

PWDRU4

W

PWDRU5

1

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'D122：PWMコントロールレジスタ PWCR：14ビットPWM 
 

0

0

1

―�

�

―�
1

2

―�

�

―�
1

3

―�

�

―�
1

4

―�

�

―�
1

5

―�

�

―�
1

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―� R/W

PWCR0

1

ビット

初期値
R/W

クロックセレクト

【注】　tφ：PWM入力クロックの周期

入力クロックはφ/2（tφ＝2/φ） 　        （初期値）
一変換周期16384/φ、最小変化幅1/φのPWM波形を生成

入力クロックはφ/4（tφ＝4/φ）
一変換周期32768/φ、最小変化幅2/φのPWM波形を生成

0

1

:

:
:

 
 
 
H'D126：8ビットPWMデータレジスタ0 PWR0：8ビットPWM 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PW04 PW03 PW02 PW01 PW00

0
W

PW07

WWW

PW06 PW05
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'D127：8ビットPWMデータレジスタ1 PWR1：8ビットPWM 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PW14 PW13 PW12 PW11 PW10

0
W

PW17

WWW

PW16 PW15
ビット

初期値
R/W

:

:
:  
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H'D128：8ビットPWMデータレジスタ2 PWR2：8ビットPWM 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PW24 PW23 PW22 PW21 PW20

0
W

PW27

WWW

PW26 PW25
ビット

初期値
R/W

:

:
:

【注】H8S/2197S、H8S/2196SにはPWM2、PWM3はありません。�  
 
 
H'D129：8ビットPWMデータレジスタ3 PWR3：8ビットPWM 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PW34 PW33 PW32 PW31 PW30

0
W

PW37

WWW

PW36 PW35
ビット

初期値
R/W

:

:
:

【注】H8S/2197S、H8S/2196SにはPWM2、PWM3はありません。�  
 
 
H'D12A：8ビットPWMコントロールレジスタ PW8CR：8ビットPWM 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4
―�
�

―�

5
―�
�

―�

6
―�
�

―�

7
―�
�

―�

PWC3 PWC2 PWC1 PWC0

R/WR/W

ビット

初期値
R/W

1 1 1 1

出力極性指定

PWMn端子の出力は、正極性　（初期値）�

PWMn端子の出力は、反転極性

0

1

:

:
:

【注】n＝3～0�
　　　（H8S/2197S、H8S/2196Sは、n＝1、0）�  

 
 
H'D12C：インプットキャプチャレジスタ1 ICR1：PSU 
 

0

0

1

0
R

2

0
R

3

0

4

0
R

0
R

56

0

7

ICR14 ICR13 ICR12 ICR11 ICR10

0
R

ICR17

RRR

ICR16 ICR15
ビット

初期値
R/W

:

:
:  
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H'D12D：プリスケーラユニットコントロール/ステータスレジスタ 
PCSR：PSU 

 
0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3
―�
�

―�
1

4

0
R/W

5

0

6

0

7

R/WR/W

ICEG

R/W

ICIE

0
R/(W)*

ICIF NCon/off DCS2 DCS1 DCS0
ビット

初期値
R/W

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

インプットキャプチャによる割り込みの発生を禁止　（初期値）�

インプットキャプチャによる割り込みの発生を許可

0

1

IC端子入力の立ち下がりエッジを検出　（初期値）�
IC端子入力の立ち上がりエッジを検出

0

1

インプットキャプチャインタラプトフラグ

インプットキャプチャインタラプトイネーブル

IC端子エッジセレクト

IC端子のノイズキャンセル機能は無効　（初期値）�
IC端子のノイズキャンセル機能は有効

0

1

ノイズキャンセルON/OFF

分周クロック出力セレクト

〔クリア条件〕　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

〔セット条件〕
IC端子のエッジにより、インプットキャプチャが行われたとき

0

1

　 説　　　明

00 0 PSS、φ/32を出力（初期値）�

DCS1 DCS0DCS2

1 PSS、φ/16を出力

1 0 PSS、φ/8を出力

1 PSS、φ/4を出力

01 0 PSW、φW/32を出力

1 PSW、φW/16を出力

1 0 PSW、φW/8を出力

1 PSW、φW/4を出力

:

:
:

 
 
 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-125 
RJJ09B0303-0200 

 

H'D130：ソフトトリガA/DリザルトレジスタH ADRH ：A/D変換器 
H'D131：ソフトトリガA/DリザルトレジスタL ADRL ：A/D変換器 
 

ADRH ADRL

1

―�

�

―�

ビット

初期値

R/W

0

―�

�

―�

3

―�

�

―�

2

―�

�

―�

5

―�

�

―�

4

―�

�

―�

7

0

R

6

0

R

9

0

R

8

0

R

11

0

R

10

0

R

0

R

0

R

0

R

ADR9 ADR8 ADR7 ADR6 ADR5 ADR4 ADR3 ADR2 ADR1 ADR0

0

R

12131415

000000

:

:

:  
 
 
H'D132：ハードトリガA/DリザルトレジスタH AHRH ：A/D変換器 
H'D133：ハードトリガA/DリザルトレジスタL AHRL ：A/D変換器 
 

AHRH AHRL

1

―�

�

―�

ビット

初期値

R/W

0

―�

�

―�

3

―�

�

―�

2

―�

�

―�

5

―�

�

―�

4

―�

�

―�

7

0

R

6

0

R

9

0

R

8

0

R

11

0

R

10

0

R

0

R

0

R

0

R

AHR9 AHR8 AHR7 AHR6 AHR5 AHR4 AHR3 AHR2 AHR1 AHR0

0

R

12131415

000000

:

:

:  
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H'D134：A/Dコントロールレジスタ ADCR：A/D変換器 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

0

6
―�
�

―�
1

7

R/WR/WR/W

HCH1

0
R/W

CK HCH0 SCH3 SCH2 SCH1 SCH0
ビット

初期値
R/W

クロックセレクト

0 変換周期＝266ステート　（初期値）

1 変換周期＝134ステート

ハードウェアチャネルセレクト

HCH1 HCH0 アナログ入力チャネル
0 0 AN8　　　（初期値） 

1 AN9
1 0 ANA

1 ANB

ソフトウェアチャネルセレクト

SCH3 SCH2 SCH1 SCH0 アナログ入力チャネル
  0 0 0 0 AN0　　　　　　 　（初期値） 

1 AN1
1 0 AN2

1 AN3
1 0 0 AN4

1 AN5
1  0 AN6

1 AN7
1 0 0 0 AN8

1 AN9
1 0 ANA

1 ANB
1 ＊ ＊ ソフトウェアトリガによる変換

チャネルは選択されません。

【注】1. SCH3～SCH0が11**でソフトウェアトリガによる変
換を行うと、変換結果は不定になります。ただし、
ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力による変
換の場合は、HCH1、HCH0により選択されたチャネ
ルで行います。

 2. ＊：Don't care.

:

:
:
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H'D135：A/Dコントロール/ステータスレジスタ ADCSR：A/D変換器 
 

0
―�
�

―�
0

1

0
R

2

0
R

3

0

4

0
R/W

5

0

67

R/(W)* RR/W

ADIE

0
R/(W)*

SEND SST HST BUSY SCNLHEND

1

ビット

初期値
R/W

A/Dインタラプトイネーブル

0 A/D変換終了による割り込み（ADI）発生を禁止　（初期値）

1 A/D変換終了による割り込み（ADI）発生を許可

ソフトウェアA/Dスタートフラグ
0 〔リード時〕ソフトウェアトリガによるA/D変換の停止、
終了を示します。      　                 （初期値）
〔ライト時〕ソフトウェアトリガによるA/D変換を強制
終了します。

1 〔リード時〕ソフトウェアトリガによるA/D変換実行中を
示します。
〔ライト時〕ソフトウェアトリガによるA/D変換を開始
します。

ビジーフラグ

0 A/D変換の競合はありません。　　　　 　（初期値）

1 ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力によるA/D
変換実行中に、ソフトウェアトリガによる変換を開始
しようとしたことを示します。

ソフト変換キャンセルフラグ

0 A/D変換の競合はありません。（初期値）
1 ソフトウェアトリガによるA/D変換が、
ハードウェアトリガまたは外部トリガ入
力による変換開始によりキャンセルされ
たことを示します。

ハードウェアA/Dステータスフラグ
0 〔リード時〕ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力
によるA/D変換中でないことを示します。 　（初期値）
〔ライト時〕ハードウェアトリガまたは外部トリガによ
るA/D変換を強制終了します。

1 ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力によるA/D変換
実行中であることを示します。

ソフトウェアA/D終了フラグ

0 〔クリア条件〕　　　　　　　　　 　（初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

1 〔セット条件〕
ソフトウェアトリガによるA/D変換が終了したとき

ハードウェアA/D終了フラグ
0 〔クリア条件〕   　           （初期値）

1をリード後、0をライトしたとき
1 〔セット条件〕
ハードウェアトリガまたは外部トリガ入力に
よるA/D変換が終了したとき

:

:
:

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。  
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H'D136：A/Dトリガ選択レジスタ ADTSR：A/D変換器 
 

012

―�

�

―�

3

―�

�

―�
0

4

―�

�

―� R/W

5

―�

�

―�

6

―�

�

―�

7

―�

�

―�

TRGS1

0
R/W

TRGS0

1 1 1 1 1 1

ビット

初期値
R/W

トリガセレクト

TRGS1 TRGS0 　　　　　　　　説　　　明
0 0 ハードウェアトリガおよび外部トリガ入力に

よる変換の開始を禁止　　　　　（初期値）

1 ハードウェアトリガ（ADTRG）による変換
の開始を選択

1 0 ハードウェアトリガ（DFG）による変換の
開始を選択

1  外部トリガ入力（ADTRG）による変換開始
を選択

:

:
:

 
 
 
H'D138：タイマロードレジスタK TLK：タイマJ 
 

0

1

1

1

W

2

1

W

3

1

4

1

W

5

1

6

1

7

WWW

TLR25

W

TLR26

1

W

TLR27 TLR24 TLR23 TLR22 TLR21 TLR20

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
 
H'D138：タイマカウンタK TCK：タイマJ 
 

0

1

1

1

R

2

1

R

3

1

4

1

R

5

1

6

1

7

RRR

TDR25

R

TDR26

1

R

TDR27 TDR24 TDR23 TDR22 TDR21 TDR20

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
 
H'D139：タイマロードレジスタJ TLJ：タイマJ 
 

0

1

1

1

W

2

1

W

3

1

4

1

W

5

1

6

1

7

WWW

TLR15

W

TLR16

1

W

TLR17 TLR14 TLR13 TLR12 TLR11 TLR10

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
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H'D139：タイマカウンタJ TCJ：タイマJ 
 

0

1

1

1

R

2

1

R

3

1

4

1

R

5

1

6

1

7

RRR

TDR15

R

TDR16

1

R

TDR17 TDR14 TDR13 TDR12 TDR11 TDR10

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
 
H'D13A：タイマモードレジスタJ TMJ：タイマJ 
 

0

0

1

0

R

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/WR/W

ST

R/W

PS10

0

R/W

PS11 8/16 PS21 PS20 TGL T/R

ビット

初期値

R/W

TMJ-2トグルフラグ

タイマ出力/リモコン出力切り替え

リモコンモードのとき、TMJ-1のクロック供給を止めます。　（初期値）�

リモコンモードのとき、TMJ-1にクロックを供給します。

0

1

TMJ-1、TMJ-2は、別々に動作します。　    （初期値）�

TMJ-1とTMJ-2とで、16ビットとして動作します。

0

1

TMJ-2のトグル出力は0　（初期値）�

TMJ-2のトグル出力は1

0

1

TMJ-1のタイマ出力　（初期値）�

TMJ-2のトグル出力�
（リモコン送信データ）

0

1

00

PS10PS11

1

01

PSS、φ/512でカウント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）�

PSS、φ/256でカウント

PSS、φ/4でカウント

1 外部クロック（IRQ1）の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジでカウント*

00

PS20PS21

1

01

PSS、φ/16384でカウント　　（初期値）�

PSS、φ/2048でカウント

TMJ-1のアンダフローでカウント

1 外部クロック（IRQ2）立ち上がりエッジ�
または立ち下がりエッジでカウント*

TMJ-1入力クロック選択

　　　　　説　　　明

リモコン動作スタート

8ビット/16ビット動作切り替え

TMJ-2入力クロック選択

説　　　明

:

:

:

【注】*�外部クロックのエッジ選択は、IRQエッジセレクトレジスタ
（IEGR）により設定します。「6.2.4 IRQエッジセレクト
レジスタ（IEGR）」を参照してください。�

【注】*�外部クロックのエッジ選択は、IRQエッジセレクトレジスタ（IEGR）により設定します。
� 「6.2.4 IRQエッジセレクトレジスタ（IEGR）」を参照してください。�
� リモコンモードで外部クロックを使用するときは、IRQ1のエッジとIRQ2のエッジとを逆のエッジに

設定してください。（IRQ1↓のときはIRQ2↑、IRQ1↑のときはIRQ2↓としてください。）　　　�  
 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-130 
RJJ09B0303-0200 

 

H'D13B：タイマJコントロールレジスタ TMJC：タイマJ 
 

01

0

2

0

R/W

34

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/W

MON1

R/W

BUZZ0

0

R/W

BUZZ1 MON0

R/W

EXN

R/W

PS22TMJ2IE TMJ1IE

ビット

初期値

R/W

1 1

φ/4096  　（初期値）�

BUZZ0 出力信号BUZZ1
φ＝10MHzの
ときの周波数

φ/8192

2.44kHz

1.22kHz

モニタ用信号出力

0 0

1

1 0

1 タイマJのBUZZ出力

PBまたはREC-CTL　（初期値）�

MON0MON1

DVCTL

TCA7を出力

0 0

1

1 ＊�

ブザー出力選択

モニタ出力選択

           モニタ出力選択

TMJ1I割り込みの発生を禁止　（初期値）�

TMJ1I割り込みの発生を許可

0

TMJ2I割り込みの発生を禁止　（初期値）�

TMJ2I割り込みの発生を許可

0

1

1

TMJ2I割り込みイネーブル

TMJ1I割り込みイネーブル

【注】＊：Don't care.

:

:

:
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H'D13C：タイマJステータスレジスタ TMJS：タイマJ 
 

0

―�

�

―�

1

―�

�

―�

2

―�

�

―�

3

―�

�

―�

4

―�

�

―�

5

―�

�

―�

6

0

7

R/(W)*

TMJ1I

0

R/(W)*

TMJ2I

ビット

初期値

R/W

1 1111 1

【注】*　フラグクリアのための 0 ライトのみ可能です。

TMJ2I割り込み要求フラグ

TMJ1I割り込み要求フラグ

〔クリア条件〕            　（初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

〔セット条件〕
TMJ-1がアンダフローしたとき

0

1

〔クリア条件〕  　　　　　　（初期値）
1をリード後、0をライトしたとき

〔セット条件〕
TMJ-2がアンダフローしたとき

0

1

:

:

:
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H'D148：シリアルモードレジスタ1 SMR1：SCI1 
 

7

C/A

0

R/W

6

CHR

0

R/W

5

PE

0

R/W

4

O/E

0

R/W

3

STOP

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

MP

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

調歩同期式モード　　　（初期値）�

クロック同期式モード

0

1

コミュニケーションモード

8ビットデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　 （初期値）�

7ビットデータ*

0

1

キャラクタレングス

パリティビットの付加、およびチェックを禁止　　（初期値）�

パリティビットの付加、およびチェックを許可*

0

1

パリティイネーブル

偶数パリティ*1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （初期値） 

奇数パリティ*2

0

1

パリティモード

クロックセレクト

　　説　　　明

マルチプロセッサ機能の禁止　　　（初期値）�

マルチプロセッサフォーマットを選択

0

1

マルチプロセッサモード

1ストップビット*1　　　　　　　　　　（初期値）�

2ストップビット*2

0

1

ストップビットレングス

00

CKS0CKS1

1

01

φクロック （初期値）�

φ/4クロック

φ/16クロック

1 φ/64クロック

【注】�*1 送信時には、送信キャラクタの最後尾に1ビットの
1（ストップビット）を付加して送信します。

� *2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に2ビットの
1（ストップビット）を付加して送信します。

【注】�*1�偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャ
ラクタをあわせて、その中の1の数の合計が偶数になるようにパリティ
ビットを付加して送信します。

�� 受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせて、その中の
1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックします。

� *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャ
ラクタをあわせて、その中の1の数の合計が奇数になるようにパリティ
ビットを付加して送信します。�

�� 受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせて、その中の
1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックします。

【注】*�PEビットに1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶
数、または奇数パリティを送信データに付加して送信します。受
信時には、受信したパリティビットがO/Eビットで指定した偶数、
または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。

【注】*�7ビットデータを選択した場合、TDRのMSB（ビット7）は送信されま
せん。また、LSBファースト/MSBファーストの選択はできません。
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H'D149：ビットレートレジスタ BRR1：SCI1 
 

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
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H'D14A：シリアルコントロールレジスタ SCR1：SCI1 
 

7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止*　　　　　　　　（初期値）�

送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可

0

1

トランスミットインタラプトイネーブル

受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止*　（初期値）�

受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を許可

0

1

レシーブインタラプトイネーブル

送信動作を禁止*1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）�

送信動作を許可*2

0

1

トランスミットイネーブル

受信動作を禁止*1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値） 

受信動作を許可*2

0

1

レシーブイネーブル

クロックイネーブル

送信終了割り込み（TEI）要求を禁止*　　　　　　　　　 （初期値）�

送信終了割り込み（TEI）要求を許可*

0

1

トランスミットエンドインタラプトイネーブル

マルチプロセッサ割り込み禁止状態（通常の受信動作をします）　　　　　　　　　（初期値）
［クリア条件］
（1）MPIEビットを0にクリア
（2）MPB＝1のデータを受信したとき

マルチプロセッサ割り込み許可状態*
マルチプロセッサビットが1のデータを受け取るまで受信割り込み（RXI）要求、受信エラー
割り込み（ERI）要求、およびSSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。

0

1

マルチプロセッサインタラプトイネーブル

【注】�*1 初期値
� *2 ビットレートと同じ周波数のクロックを出力
� *3 ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力

説　　　明

00 内部クロック/SCK端子は入出力ポート*1 （初期値）�

CKE0CKE1

内部クロック/SCK端子は同期クロック出力*1

1 内部クロック/SCK端子はクロック出力*2

内部クロック/SCK端子は同期クロック出力

01 外部クロック/SCK端子はクロック入力*3

外部クロック/SCK端子は同期クロック入力

1 外部クロック/SCK端子はクロック入力*3

調歩同期式モード

クロック同期式モード

調歩同期式モード

クロック同期式モード

調歩同期式モード

クロック同期式モード

調歩同期式モード

クロック同期式モード 外部クロック/SCK端子は同期クロック入力

【注】*� TEIの解除は、SSRのTDREフラグから1をリードした後、0にクリアしてTENDフラグを
0にクリアするか、TEIEビットを0にクリアすることで行うことができます。�

【注】*�MPB＝0を含む受信データを受信しているときは、RSRからRDRへの受信データの転送、および受信エラーの検出と
SSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットは行いません。MPB＝1を含む受信データを受信すると、SSRのMPB
ビットを1にセットし、MPIEビットを自動的に0にクリアし、RXI、ERI割り込み要求の発生（SCRのTIE、RIEビット
が1にセットされている場合）とFER、ORERフラグのセットが許可されます。�

【注】�*1�REビットを0にクリアしてもRDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持します。
*2�この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同期クロック入力
をそれぞれ検出すると、シリアル受信を開始します。なお、REビットを1にセットする前に必ずSMRの設
定を行い、受信フォーマットを決定してください。�

【注】�*1�SSRのTDREフラグは1に固定されます。
*2 この状態で、TDRに送信データをライトして、SSRのTDREフラグを0にクリアするとシリアル送信を開始し
ます。なお、TEビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、送信フォーマットを決定してください。�

【注】*　RXI、およびERI割り込み要求の解除は、RDRF、またはFER、PER、ORERの各フラグから1をリードした後、
0にクリアするか、RIEビットを0にクリアすることで行うことができます。�

【注】*� TXI割り込み要求の解除は、TDREフラグから1をリードした後、0にクリアするかまたはTIEビットを
0にクリアすることで行うことができます。�  
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H'D14B：トランスミットデータレジスタ TDR1：SCI1 
 

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
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H'D14C：シリアルステータスレジスタ SSR1：SCI1 
 

トランスミットデータレジスタエンプティ

レシーブデータレジスタフル

オーバランエラー

フレーミングエラー

マルチプロセッサビット

トランスミットエンド

マルチプロセッサビットが0のデータを送信したとき　（初期値）�

マルチプロセッサビットが1のデータを送信したとき

0

1

マルチプロセッサビットトランスファ

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

［セット条件］
受信時の受信データとパリティビットをあわせた1の数が、SMRのO/Eビット�
で指定した偶数パリティ/奇数パリティの設定と一致しなかったとき*2

0

0

1

［クリア条件］
TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

［セット条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
（1）SCRのTEビットが0のとき
（2）TDRからTSRにデータ転送が行われ、TDRにデータライトが可能になったとき

0

1

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
FER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

［セット条件］
SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが1であるかどうかをチェックし、�
ストップビットが0であったとき*2

0

1

パリティエラー

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

［セット条件］
シリアル受信が正常終了し、RSRからRDRへ受信データが転送されたとき

0

1

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　（初期値）
マルチプロセッサビットが0のデータを受信したとき*

［セット条件］
マルチプロセッサビットが1のデータを受信したとき

1

0 ［クリア条件］
TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに0をライトしたとき

［セット条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（初期値）
（1）SCRのTEビットが0のとき
（2）1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時にTDRE＝1であったとき

1

7

TDRE

1

R/(W)*

6

RDRF

0

R/(W)*

5

ORER

0

R/(W)*

4

FER

0

R/(W)*

3

PER

0

R/(W)*

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

［セット条件］
RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき*2

0

1

【注】*�マルチプロセッサフォーマットでSCRのREビットを0にクリアした
ときには、以前の状態を保持します。

【注】�*1�SCRのREビットを0にクリアしたときには、PERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
� *2�パリティエラーが発生したときの受信データはRDRに転送されますが、RDRFフラグはセットされません。
�� なお、PERフラグが1にセットされた状態では、以降のシリアル受信を続けることはできません。

さらに、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。

【注】�*1 SCRのREビットを0にクリアしたときには、FERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
*2 2ストップビットモードのときは、1ビット目のストップビットが1であるかどうか のみを判定し、2ビット目のス
トップビットはチェックをしません。なお、フレーミングエラーが発生したときの受信データはRDRに転送されま
すが、RDRFフラグはセットされません。さらに、FERフラグが1にセットされた状態においては、以降 のシリア
ル受信を続けることはできません。また、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。

【注】�*1 SCRのREビットを0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
*2�RDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われます。

�� さらに、ORER＝1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはできません。�
�� なお、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。

【注】�受信時にエラーを検出したとき、およびSCRのREビットを0にクリアしたときにはRDRおよびRDRFフラグは
影響を受けず以前の状態を保持します。RDRFフラグが1にセットされたまま次のデータを受信完了するとオー
バランエラーを発生し、受信データが失われますので注意してください。
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H'D14D：レシーブデータレジスタ RDR1：SCI1 
 

7

0

R

6

0

R

5

0

R

4

0

R

3

0

R

0

0

R

2

0

R

1

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 
 
H'D14E：シリアルインタフェースモードレジスタ SCMR1：SCI1 
 

7

―

1�

―�

6

―

1

―�

5

―�

1

―�

4

―

1

―�

3

SDIR

0

R/W

0

―

0

―

2

SINV

0

R/W

1

―

1

―�

ビット

初期値

R/W

：

：

：

データインバート

TDRの内容をLSBファーストで送信　　　　（初期値）
受信データをLSBファーストとしてRDRに格納

TDRの内容をMSBファーストで送信
受信データをMSBファーストとしてRDRに格納

0

1

TDRの内容をそのまま送信　　　（初期値）
受信データをそのままRDRに格納

TDRの内容を反転してデータを送信
受信データを反転してRDRに格納

0

1

データトランスファディレクション
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H'D158：I2Cバスコントロールレジスタ ICCR1：I2Cバスインタフェース 
 

7

ICE

0

R/W

6

IEIC

0

R/W

5

MST

0

R/W

4

TRS

0

R/W

3

ACKE

0

R/W

0

SCP

1

W

2

BBSY

0

R/W

1

IRIC

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

I2Cバスインタフェースイネーブル

0 本モジュールは非動作状態（SCL/SDA端子はポート機能）　　（初期値）
SAR、SARXがアクセス可能

1 本モジュールは転送動作可能状態（SCL/SDA端子はバス駆動状態）
ICMR、ICDRがアクセス可能

I2Cバスインタフェース割り込みイネーブル�

0 割り込み要求を禁止　　（初期値）
1 割り込み要求を許可

アクノリッジビット判定選択

0 アクノリッジビットの内容を無視して、連続的に転送を行う　（初期値）
1 アクノリッジビットが1の場合、連続的な転送を中断する

バスビジー

0 バス解放状態　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕・停止条件検出時

1 バス占有状態
〔セット条件〕・開始条件検出時

I2Cバスインタフェース割り込み要求フラグ

0 転送待ち状態、または転送中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）IRIC＝1の状態でリードした後、0をライトしたとき

（1） 割り込みが発生
〔セット条件〕
■I2Cバスフォーマットでマスタモード
（1） 開始条件を発行後、バスラインの状態から開始条件を検出したとき

（第1フレーム送信のためTDREフラグが1にセットされたとき）
（2） WAIT=1の場合、データとアクノリッジの間にウェイトを挿入したとき
（3） データ転送終了時

（送受信クロックの9クロック目の立ち上がりのとき、およびウェイト挿入
時の送受信クロックの8クロック目の立ち下がりのとき）

（4） バス競合負けの後、スレーブアドレスを受信したとき
（ALフラグが1にセットされたとき）

（5） ACKEビットが1のとき、アクノリッジビットとして1を受信したとき
（ACKBビットが1にセットされたとき）

■I2Cバスフォーマットでスレーブモード
（1） スレーブアドレス（SVA、SVAX）が一致したとき

（AAS、AASXフラグが1にセットされたとき）、
および、その後の再送開始条件または停止条件検出までのデータ転送終了時
（TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき）

（2） ゼネラルコールアドレスを検出したとき
（FS＝0かつADZフラグが1にセットされたとき）、
および、その後の再送開始条件または停止条件検出までのデータ転送終了時
（TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき）

（3） ACKEビットが1のとき、アクノリッジビットとして1を受信したとき
（ACKBビットが1にセットされたとき）

（4） 停止条件を検出したとき
（STOPまたはESTPフラグが1にセットされたとき）

■クロック同期式シリアルフォーマット、およびフォーマットレス
（1） データ転送終了時（TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき）
（2） シリアルフォーマットで開始条件を検出したとき�

�� （3） DDCSWRのSWビットを1にセットしたとき�

上記の他、TDREあるいはRDRFが1にセットされる条件が発生したとき�

開始条件／停止条件発行禁止ビット

0 ライト時、BBSYフラグと組み合わせて開始条件、停止条件を発行
1 リード時、常に1をリード　　　　　　　　　　　　　（初期値）
ライト時、無効

マスタ／スレーブ選択（MST）
送信／受信選択（TRS）�

MST TRS 　　　� 説　　　明
0 0 スレーブ受信モード　（初期値）

1 スレーブ送信モード
1 0 マスタ受信モード

1 マスタ送信モード
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H'D159：I2Cバスステータスレジスタ ICSR1：I2Cバスインタフェース 
 

7

ESTP

0

R/(W)*

6

STOP

0

R/(W)*

5

IRTR

0

R/(W)*

4

AASX

0

R/(W)*

3

AL

0

R/(W)*

0

ACKB

0

R/W

2

AAS

0

R/(W)*

1

ADZ

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

エラー停止条件検出フラグ

0 エラー停止条件なし　　　　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）ESTP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
（2）IRICフラグが0にクリアされたとき

1 ■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき
エラー停止条件を検出
〔セット条件〕
・フレームの転送の途中で停止条件を検出したとき
■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外
意味なし

正常停止条件検出フラグ

0 正常停止条件なし　　　　　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）STOP＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
（2）IRICフラグが0にクリアされたとき

1 ■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき
正常停止条件を検出
〔セット条件〕
・フレームの転送の完了後に停止条件を検出したとき
■I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外
意味なし

I2Cバスインタフェース連続送受信割り込み要求フラグ

0 転送待ち状態、または転送中　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）IRTR＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
（2）IRICフラグが0にクリアされたとき

1 連続転送状態
〔セット条件〕
■I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき
・AASX＝1の状態で、TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき
■I2Cバスインタフェースでスレーブモードのとき以外
・TDREまたはRDRFフラグが1にセットされたとき

第2スレーブアドレス認識フラグ

0 第2スレーブアドレスを未認識　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）AASX＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
（2）開始条件を検出したとき
（3）マスタモードのとき

1 第2スレーブアドレスを認識
〔セット条件〕
・スレーブ受信モードで第2スレーブアドレスを検出したとき

アービトレーションロストフラグ

0 バスを確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）ICDRにデータをライト（送信時）、データをリード（受信時）したとき
（2）AL＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

1 バス競合負け（アービトレーションロスト）
〔セット条件〕
（1）マスタ送信モードでSCLの立ち上がりで内部SDAとSDA端子が不一致のとき
（2）マスタ送信モードでSCLの立ち下がりで内部SCLがHighレベルのとき

スレーブアドレス認識フラグ

0 スレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを未認識　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）ICDRにデータをライト（送信時）、またはICDRのデータをリード（受信時）したとき
（2）AAS＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
（3）マスタモードのとき

1 スレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを認識
〔セット条件〕
・スレーブ受信モードかつFS＝0でスレーブアドレスまたはゼネラルコールアドレスを検出したとき

ゼネラルコールアドレス認識フラグ

0 ゼネラルコールアドレスを未認識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
〔クリア条件〕
（1）ICDRにデータをライト（送信時）、またはICDRのデータをリード（受信時）したとき
（2）ADZ＝1の状態をリード後、0をライトしたとき
（3）マスタモードのとき

1 ゼネラルコールアドレスを認識
〔セット条件〕
・スレーブ受信モードかつ（FSX＝0またはFS＝0）でゼネラルコールアドレスを検出したとき

アクノリッジビット

0 受信時、アクノリッジ出力タイミングで0出力　　　　　　　　（初期値）
送信時、受信デバイスからアクノリッジがあった（0だった）ことを示す

1 受信時、アクノリッジ出力タイミングで1出力
送信時、受信デバイスからアクノリッジがなかった（1だった）ことを示す
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H'D15E：I2Cバスデータレジスタ ICDR1：I2Cバスインタフェース 
 

7

ICDR7

―

R/W

6

ICDR6

―

R/W

5

ICDR5

―

R/W

4

ICDR4

―

R/W

3

ICDR3

―

R/W

0

ICDR0

―

R/W

2

ICDR2

―

R/W

1

ICDR1

―

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 
【注】  本文「23.2.1 I2Cバスデータレジスタ（ICDR）」を参照してください。 
 
H'D15E：第2スレーブアドレスレジスタ SARX1：I2Cバスインタフェース 
 

7

SVAX6

0

R/W

6

SVAX5

0

R/W

5

SVAX4

0

R/W

4

SVAX3

0

R/W

3

SVAX2

0

R/W

0

FSX

1

R/W

2

SVAX1

0

R/W

1

SVAX0

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

フォーマットセレクト*�
SARのFSビットと組み合わせて使用  

 
【注】  本文「23.2.3 第 2スレーブアドレスレジスタ（SARX）」「23.2.2 スレーブアドレスレジス

タ（SAR）」を参照してください。 
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H'D15F：I2Cバスモードレジスタ ICMR1：I2Cバスインタフェース 
 

7

MLS

0

R/W

6

WAIT

0

R/W

5

CKS2

0

R/W

4

CKS1

0

R/W

3

CKS0

0

R/W

0

BC0

0

R/W

2

BC2

0

R/W

1

BC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

MSBファースト／LSBファースト選択�

0 MSBファースト　（初期値）
1 LSBファースト

ウェイト挿入ビット

0 データとアクノリッジを連続的に転送　（初期値）
1 データとアクノリッジの間にウェイトを挿入

ビットカウンタ

  ビット／フレーム
BC2 BC1 BC0 クロック同期式 I2Cバスフォーマット

シリアル
フォーマット

0 0 0 8 9 （初期値）
1 1 2

1 0 2 3
1 3 4

1 0 0 4 5
1 5 6

1 0 6 7
1 7 8

【注】*　STCRのビット6参照

転送クロック選択

IICX* CKS2 CKS1 CKS0 クロック　　  転送レート
　φ=8MHz φ=10MHz

0 0 0 0 φ/28 　286kHz　 357kHz
1 φ/40 　200kHz      250kHz

1 0 φ/48 　167kHz      208kHz
1 φ/64 　125kHz      156kHz

1  0  0 φ/80 　100kHz      125kHz
1 φ/100　80.0kHz      100kHz

1 0 φ/112　71.4kHz     89.3kHz
1 φ/128　62.5kHz     78.1kHz

1 0 0 0 φ/56 　143kHz       179kHz
1 φ/80 　100kHz       125kHz

1  0 φ/96 　83.3kHz      104kHz
1 φ/128　62.5kHz     78.1kHz

1 0 0 φ/160　50.0kHz     62.5kHz
1 φ/200　40.0kHz     50.0kHz

1  0 φ/224　35.7kHz     44.6kHz
1 φ/256　31.3kHz     39.1kHz
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H'D15F：スレーブアドレスレジスタ SAR1：I2Cバスインタフェース 
 

7

SVA6

0

R/W

6

SVA5

0

R/W

5

SVA4

0

R/W

4

SVA3

0

R/W

3

SVA2

0

R/W

0

FS

0

R/W

2

SVA1

0

R/W

1

SVA0

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

フォーマットセレクト
DDCSWR SAR SARX 　　　　　　   フォーマットセレクト
ビット6�ビット0 ビット0

SW FS FSX 
0 0 0 I2Cバスフォーマット

・SARとSARXのスレーブアドレスを認識
1 I2Cバスフォーマット 　　　　　　　　　（初期値）

・SARのスレーブアドレスを認識
・SARXのスレーブアドレスを無視

1 0  I2Cバスフォーマット
・SARのスレーブアドレスを無視
・SARXのスレーブアドレスを認識

 1 クロック同期式シリアルフォーマット
・SARとSARXのスレーブアドレスを無視�

� 1 0 0� フォーマットレス（開始条件／停止条件を検出しない）�
��� 1� ・アクノリッジビットあり�
�� 1 0� �
��� 1� フォーマットレス*（開始条件／停止条件を検出しない）�
���� ・アクノリッジビットなし�� �  

 
【注】* DDCSWRの設定により I2Cバスフォーマットへの自動切り替えを行う場合は、本モードに

設定しないでください。 
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H'D200～H'D20B：行レジスタ1～行レジスタ12 CLINE1～CLINE12：OSD 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

57

CLUn0 KRn KGn KBn KLUn

0
R/W

BPTNn

6

0
R/W

SZn

R/WR/W

CLUn1
ビット

初期値
R/W

文字サイズ設定ビット

 0 文字表示サイズ　縦1×横1倍　（初期値）
 1 文字表示サイズ　縦2×横2倍

ボタンパターン指定ビット

 0 n行目のボタンは浮いてみえるパターン　（初期値）
 1 n行目のボタンは沈んでみえるパターン

カーソル輝度/ハーフトーン階調設定ビット
（テキスト表示モード時のカーソル輝度）

（テキスト表示モード時のカーソル色）

（スーパーインポーズモード時のカーソル色）

（スーパーインポーズモード時のハーフトーン階調）

文字輝度設定ビット

 ビット0 カーソル色 　　　　説　　　明
 KLUn  
       0                     黒        カーソル輝度は、 0IRE         （初期値）
        1                                      カーソル輝度は、25IRE
       0          青、緑、ｼｱﾝ、   カーソル輝度は、25IRE         （初期値）
       1         赤、黄、ﾏｾﾞﾝﾀ   カーソル輝度は、45IRE
       0                     白        カーソル輝度は、45IRE        （初期値）
       1                                      カーソル輝度は、55IRE

 ビット5 ビット4 文字色 　説　　　明
 CLUn1 CLUn0
       0                0                   黒        文字輝度は、 0IRE（初期値）
                         1                                     文字輝度は、10IRE
       1                0                                     文字輝度は、20IRE
                         1                                     文字輝度は、30IRE
       0                0          青、緑、ｼｱﾝ    文字輝度は、25IRE（初期値）
                         1         赤、黄、ﾏｾﾞﾝﾀ   文字輝度は、45IRE
       1                0                                     文字輝度は、55IRE
                         1                                     文字輝度は、65IRE
       0                0                   白        文字輝度は、45IRE（初期値）
                         1                                     文字輝度は、70IRE
       1                0                                     文字輝度は、80IRE
                         1                                     文字輝度は、90IRE

 ビット0 　説　　　明
 KLUn
            0                      50%ハーフトーン（初期値）
            1                      30%ハーフトーン

:

:
:

【注】 いずれもペデスタルレベル（5IRE）を基準とした輝度レベルです。
 輝度レベルは参考値です。

【注】 いずれもペデスタルレベル（5IRE）を基準とした輝度レベルです。
 輝度レベルは参考値です。

カーソル色設定ビット

 ビット3 ビット2 ビット1  説　　　明
 KRn KGn KBn カーソル色（C.Video出力） カーソル色（R, G, B出力）
 0 0 0   黒　（初期値）
   1   青
  1 0 指定無効  緑
   1 （ｽｰﾊﾟｰｲﾝﾎﾟｰｽﾞﾓｰﾄﾞ  シアン
 1 0 0 ではﾊｰﾌﾄｰﾝ表示  赤
   1 となります）  マゼンタ
  1 0   黄
   1   白

(n = 1～12)

 ビット3  ビット2   ビット1                                       説　　　明 
    KRn         KGn         KBn      カーソル色（C.Video出力） カーソル色（R, G, B出力）
　　　　　　　　　　　　　　　NTSC               PAL
       0              0              0                黒           黒                 黒　（初期値）
                                       1                π         ±π                 青
                       1              0             7π/4            ±7π/4                            緑
                                       1             3π/2            ±3π/2                         シアン
       1              0              0              π/2              ±π/2                             赤
                                       1             3π/4            ±3π/4                       マゼンタ
                       1              0              同相         ±0                               黄
                                       1                白           白                               白
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H'D20C：垂直方向表示位置レジスタ VPOS：OSD 
 

8

0

9

0
R/W

10

0
R/W

11

0

12

1
―

1
―

1315

― VSPC2 VSPC1 VSPC0 VP8

1
―

―
14

1
―

―

R/WR/W

―
ビット

初期値
R/W

垂直方向行間隔設定ビット

垂直方向表示開始位置設定ビット

0 0 0 行間隔なし　（初期値）
0 0 1 行間走査線1本
0 1 0 行間走査線2本
0 1 1 行間走査線3本
1 0 0 行間走査線4本
1 0 1 行間走査線5本
1 1 0 行間走査線6本
1 1 1 行間走査線7本

:

:
:

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

57

VP4 VP3 VP2 VP1 VP0

0
R/W

VP7

6

0
R/W

VP6

R/WR/W

VP5
ビット

初期値
R/W

:

:
:

 
 
 
H'D20E：水平方向表示位置レジスタ HPOS：OSD 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

57

HP4 HP3 HP2 HP1 HP0

0
R/W

HP7

6

0
R/W

HP6

R/WR/W

HP5
ビット

初期値
R/W

:

:
:

水平方向表示開始位置設定ビット  
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H'D20F：デジタル出力設定レジスタ DOUT：OSD 
 

0

0

1

1
―

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

57

DOBC DSEL CRSEL ― ―

0
―

―
6

0
R/W

RGBC

―R/W

YCOC
ビット

初期値
R/W

R, G, Bデジタル出力指定ビット

0 文字出力　　　　　　　　　　　　　（初期値）
1 文字/縁取り/カーソル/背景/ボタンの混合出力

YCOデジタル出力指定ビット

0 文字出力　　　　　　　　　　　（初期値）
1 文字/縁取りの混合出力

モニタ信号切り替えビット

0 クロックランイン検出窓信号を出力　（初期値）
1 スタートビット検出窓信号を出力

デジタル出力ブリンク制御ビット

RAM DOUT 　　　　　説　　　明
 ビット15     ビット4
　BLNK　　　DOBC

0 0 ブリンクしない　　　（初期値）
1 ブリンクしない

1 0 ブリンクしない
1 ブリンクする

:

:
:

R, G, B, YCO, YBO機能切り替え

0 R, G, B, YCO, YBO出力として選択　　　　　　 　　　（初期値）
1 データスライサのモニタ出力として選択
　R端子＝ビット2(CRSEL)で選択された信号
　G端子＝CVin2でアナログコンパレートされたスライスデータ信号
　B端子＝データスライサ内で生成されたサンプリングクロック
　YCO端子＝LSI内部で同期化された外部同期Hsync信号（AFCH）
　YBO端子＝LSI内部で同期化された外部同期Vsync信号（AFCV）�
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H'D210：画面制御レジスタ DCNTL：OSD 
 

8

0

9

0
R/W

10

0
―

11

0

12

0
R/W

0
R/W

131415

BLKS OSDON ― EDGE EDGC

0
R/W R/W

VDSPON DISPM

R/WR/W

LACEM
ビット

初期値
R/W

0

OSD表示開始ビット

CDSPON OSDON 　　　　　　　　　　　　　　説　　　明
0/1 0 OSD表示停止（C.Video出力、デジタル出力ともにOFF）　（初期値）
0 1 OSD表示停止（デジタル出力のみ可能）
1 1 OSD表示停止（C.Video出力、デジタル出力が可能）

OSD C.Video表示許可ビット

  0    OSD C.Video表示OFF  （初期値）
  1    OSD C.Video表示ON

縁取り設定ビット

0 文字縁取りなし　（初期値）
1 文字縁取りあり

スーパーインポーズ／テキスト表示モード選択ビット

0 スーパーインポーズモード　（初期値）
1 テキスト表示モード

ブリンキング周期選択ビット

TVM2 BLKS 　　　　　　説　　　明
0 0 約0.5秒（32/fv=0.53秒）　（初期値）

1 約1.0秒（64/fv=1.07秒）
1 0 約0.5秒（32/fv=0.64秒）

1 約1.0秒（64/fv=1.28秒）

インタレース／ノンインタレース表示選択ビット

0 ノンインターレース表示　 （初期値）
1 インターレース表示

縁取り色選択ビット

ビット8 説明（テキスト表示モード）
EDGC 縁取り色（C.Video出力） 縁取り色（R,G,B出力）

0 黒                    黒  （初期値）
1 白 白

ビット8 説明（スーパーインポーズモード）
 EDGC 縁取り色（C.Video出力） 縁取り色（R,G,B出力）

0 指定無効（黒）                    黒  （初期値）
1 白

:

:
:

（TVM2はDFORMのビット15）
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H'D211：画面制御レジスタ DCNTL：OSD 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

57

BLU1 BLU0 CAMP KAMP BAMP

0
R/W

BR

6

0
R/W

BG

R/WR/W

BB
ビット

初期値
R/W

背景色彩度選択ビット

0 背景色彩度幅は、60IRE　（初期値）
1 背景色彩度幅は、80IRE

カーソル色彩度選択ビット

0 カーソル色彩度幅は、60IRE　（初期値）
1 カーソル色彩度幅は、80IRE

文字色彩度選択ビット

0 文字色彩度幅は、60IRE　（初期値）
1 文字色彩度幅は、80IRE

背景輝度選択ビット

BUL1 BUL0
0 0 10IRE

1 30IRE
1 0 50IRE

1 70IRE

:

:
:

背景色設定
（テキスト表示モードの背景色）

（スーパーインポーズモードでの背景色）

ビット7 ビット6 ビット5 説　　　明
     BR           BG           BB           背景色（C.Video出力）     背景色（R, G, B出力）

0 0 0 黒　（初期値）
1 青

1 0 緑
1 指定無効 シアン

1 0 0 赤
1 マゼンタ

1 0 黄
1 白

 ビット7   ビット6   ビット5                                       説　　　明
     BR            BG          BB             背景色（C.Video出力）     背景色（R, G, B出力）
                                                     NTSC                PAL
      0              0              0                黒            黒                 黒　（初期値）
                                      1                π           ±π                青
                      1              0              7π/4             ±7π/4                           緑
                                      1              3π/2             ±3π/2                       シアン
      1              0              0              π/2                ±π/2                            赤
                                      1              3π/4             ±3π/4                     マゼンタ
                      1              0              同相                 ±0                               黄�
                                      1                白                     白                 白
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H'D212：OSD方式レジスタ DFORM：OSD 
 

8

0

9

0
R/W

10

0
―

11

0

12

0
R/W

0
R/W

1315

FSCIN FSCEXT ― OSDVE OSDVF

0
R/W

TVM2

14

0
R/W

TVM1

R/(W)*R/W

TVM0
ビット

初期値
R/W

【注】SECAMテレビ方式の4/2fsc周波数は、テレビ方式規格と異なっています。注意してください。�
　　 *フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。�

ビット15 ビット14 ビット13 ビット12　　　　　　　 　　説　　　明
TVM2 TVM1 TVM0 FSCIN テレビ方式 4fsc(MHz) 2fsc(MHz)

0 0 0
0

M/NTSC
14.31818

1 7.15909

0
17.734475

0 0 1 4.43-NTSC
(17.734470)

1
8.867235

(8.867238)

0 1 0
0

M/PAL
14.302446

1 7.15122298
0 1 1 0/1 指定しないでください。

1 0 0
0

N/PAL
14.328225

1 7.1641125
1 0 1 0/1 指定しないでください。

0 B,G,H/PAL
17.734475

1 1 0 I/PAL
(17.734476)

1 D,K/PAL
8.867235

(8.867238)

0 B,G,H/SECAM
17.734475

1 1 1 L/SECAM
(17.734470)

1 D,K,K1/SECAM
8.867235
(8.867238)

OSDV割り込み許可ビット

0 OSDV割り込みを禁止　（初期値）
1 OSDV割り込みを許可

4/2fsc外部入力選択ビット

0 4/2fsc発振器は、X'Tal発振器を使用　　　（初期値）
1 4/2fscは、外部入力で専用増幅回路を使用

4/2fsc外部入力選択ビット

0 4fsc入力　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
1 2fsc入力

OSDV割り込みフラグ

:

:
:

0 ［クリア条件］　　　　　　（初期値）
  1をリードした後、0をライトしたとき
1 ［セット条件］
 OSDがVsync信号を検出したとき
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H'D213：OSD方式レジスタ DFORM：OSD 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

1

4

1
―

1
―

57

― ― DTMV LDREQ VACS

1
―

―
6

1
―

―

R/(W)*―

―
ビット

初期値
R/W

ライト：

0 マスタRAMからスレーブRAMへのデータ転送の中断�を要求�
��します

1 マスタRAMからスレーブRAMへのデータ転送を要求します
 転送終了後、0にクリアされます

リード：

0 マスタRAMからスレーブRAMへのデータ転送していません
1 マスタRAMからスレーブRAMへのデータ転送中、または転送�
��準備中です

 転送終了後、0にクリアされます

OSD表示更新タイミング制御ビット

0 ・LDREQビットを1ライト後、Vsync信号に関係なくマスタRAMから
　スレーブRAMにデータ転送します

 ・レジスタ*を書き換えたタイミングでOSD表示を更新します　（初期値）
 【注】本設定で転送する場合、OSDは表示させないでください
1 ・LDREQビットを1ライト後、Vsync信号に同期してマスタRAMから
　スレーブRAMにデータ転送します

 ・レジスタ*書き換え後、Vsync信号に同期してOSD表示を更新します

:

:
:

マスタスレーブRAM転送状態ビット

マスタスレーブRAM転送要求および状態ビット

0

1

ビット0

VACS

データ転送中にCPUがOSDRAMをアクセスしていない　　　　（初期値）�

データ転送中にCPUがOSDRAMをアクセスした為、アクセス無効が発生

説　　　明

【注】*　OSD表示を更新するレジスタは、行レジスタ(CLINE)、垂直方向表示位置レジスタ(VPOS)、�
　　　　 水平方向表示位置レジスタ(HPOS)、ビット13を除く画面制御レジスタ(DCNTL)および�
　　　　 デジタル出力設定レジスタ(DOUT)のRGBC, YCOC, DOBCビットです。�  
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H'D800～H'DAFF：表示データRAM OSDRAM：OSD 
 

8

*

9

*
R/W

10

*
R/W

11

*

12

*
R/W

*
R/W

1315

BON0 CR CG CB C8

*
R/W

BLNK

14

*
R/W

HT/CR

R/WR/W

BON1
ビット

初期値
R/W

ハーフトーン/カーソル表示指定ビット

DISPM HT/CR C. Video出力
0 0 ハーフトーンOFF

1 ハーフトーンON
1 0 カーソル表示OFF

1 カーソル表示ON

ボタン指定ビット

0 0 ボタン表示なし

0 1 ボタン表示（開始）

1 0 ボタン表示（終了）

1 1 ボタン表示（1文字）

0 0 ボタン表示なし

0 1 ボタン表示（開始）

1 0 ボタン表示（終了）

1 1 ボタン表示（1文字）

:

:
:

0

*

1

*
R/W

2

*
R/W

3

*

4

*
R/W

*
R/W

57

C4 C3 C2 C1 C0

*
R/W

C7

6

*
R/W

C6

R/WR/W

C5
ビット

初期値
R/W

:

:
:

文字色指定ビット

文字コードを設定

CR CG CB 文字色（C.Video出力） 文字色（R, G, B出力）
NTSC PAL

0 0 0 黒 黒 黒
1 π ±π 青

1 0 7π/4 ±7π/4 緑
1 3π/2 ±3π/2 シアン

1 0 0 π/2 ±π/2 赤
1 3π/4 ±3π/4 マゼンタ

1 0 同相 ±0 黄�

1 白�� 白� 白

（DISPMはDCNTLのビット14）

RGBC HT/CR デジタル出力（R, G, B）
0 0/1 文字出力（ハーフトーン/カーソル指定無効）
1 0 文字出力（ハーフトーン/カーソル表示OFF）

1 表示脚色ﾚｼﾞｽﾀのｶｰｿﾙ色指定ﾋﾞｯﾄで指定したｶｰｿﾙの色情報出力 （RGBCはDOUTのビット6）

ブリンキング指定ビット

0 ブリンキングOFF
1 ブリンキングON

DOBC BLNK デジタル出力（YCO, R, G, B）
0 0 ブリンキングOFF

1 ブリンキングOFF
1 0 ブリンキングOFF

1 ブリンキングON （DOBCはDOUTのビット4）

文字コードを設定  
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H'D220：スライス偶数フィールドモードレジスタ 
SEVFD：データスライサ 

 
8

0

9

0
R/W

10

0
R/W

11

0

12

0
R/W

1
―

1315

STBE4 STBE3 STBE2 STBE1 STBE0

0
R/W

EVNIE

14

0
R/(W)*

EVNIF

R/WR/W

―
ビット

初期値
R/W

EVENフィールドスライス割り込み完了フラグ

0 ［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
  1をリードした後、0をライトしたとき
1 ［セット条件］
  EVENフィールドの全ての指定ラインのデータスライスが
  完了したとき

EVENフィールドスライス完了割り込み許可フラグ

0 EVENフィールドスライス完了割り込みを禁止　（初期値）
1 EVENフィールドスライス完了割り込みを許可

:

:
:

スタートビット検出開始位置決定ビット

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

57

DLYE4 DLYE3 DLYE2 DLYE1 DLYE0

0
R/W

SLVLE2

6

0
R/W

SLVLE1

R/WR/W

SLVLE0
ビット

初期値
R/W

スライスレベル指定ビット

SLVLE2 SLVLE1 SLVLE0 説　　　明

0 0 0 スライスレベルは 0IRE　　 （初期値）
　 　 1 スライスレベルは 5IRE
　 1 0 スライスレベルは15IRE
　 　 1 スライスレベルは20IRE

1 0 0 スライスレベルは25IRE
　 　 1 スライスレベルは35IRE
　 1 0 スライスレベルは40IRE
　 　 1 設定しないでください。

:

:
:

EVENフィールドのデータサンプリング
クロックの遅延時間を設定

【注】いずれもペデスタルレベル（5 IRE）を基準としたスライスレベルです。
スライスレベルは参考値です。

【注】*フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。  
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H'D222：スライス奇数フィールドモードレジスタ SODFD：データスライサ 
 

8

0

9

0
R/W

10

0
R/W

11

0

12

0
R/W

1
―

1315

STBO4 STBO3 STBO2 STBO1 STBO0

0
R/W

ODDIE

14

0
R/(W)*

ODDIF

R/WR/W

―
ビット

初期値
R/W

ODDフィールドスライス割り込み完了フラグ

0 ［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
  1をリードした後、0をライトしたとき
1 ［セット条件］
  ODDフィールドの全ての指定ラインのデータスライスが
  完了したとき

ODDフィールドスライス完了割り込み許可フラグ

0 ODDフィールドスライス完了割り込みを禁止　（初期値）
1 ODDフィールドスライス完了割り込みを許可

:

:
:

ODDフィールドのスタートビット検出
位置を設定

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

57

DLYO4 DLYO3 DLYO2 DLYO1 DLYO0

0
R/W

SLVLO2

6

0
R/W

SLVLO1

R/WR/W

SLVLO0
ビット

初期値
R/W

:

:
:

ODDフィールドのデータサンプリング
クロックの遅延時間を設定

【注】*フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

スライスレベル指定ビット

SLVLO2 SLVLO1 SLVLO0 説　　　明

0 0 0 スライスレベルは 0IRE 　　（初期値）
　 　 1 スライスレベルは 5IRE
　 1 0 スライスレベルは15IRE
　 　 1 スライスレベルは20IRE

1 0 0 スライスレベルは25IRE
　 　 1 スライスレベルは35IRE
　 1 0 スライスレベルは40IRE
　 　 1 設定しないでください。

【注】いずれもペデスタルレベル（5 IRE）を基準としたスライスレベルです。
スライスレベルは参考値です。
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H'D224 ：スライスライン指定レジスタ1 SLINE1：データスライサ 
H'D225 ：スライスライン指定レジスタ2 SLINE2：データスライサ 
H'D226 ：スライスライン指定レジスタ3 SLINE3：データスライサ 
H'D227 ：スライスライン指定レジスタ4 SLINE4：データスライサ 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

1
―

57

SLINEn4* SLINEn3* SLINEn2* SLINEn1* SLINEn0*

0
R/W

SENBLn*

6

0
R/W

SFLDn*

R/WR/W

―
ビット

初期値
R/W

フィールド設定ビット

0 EVEN（偶数）フィールド　　　　　　　　　　　　（初期値）
1 ODD（奇数）フィールド

スライスイネーブルビット

0 ［リード時］ 当該ラインのデータスライス動作を禁止
 ［クリア条件］ 当該ラインのデータスライス動作が完了したとき
1 当該ラインのデータスライス動作を許可

:

:
:

スライスライン指定ビット

【注】n＝1～4�
　　　（H8S/2197S、H8S/2196Sはn＝1、2）�  
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H'D228 ：スライス検出レジスタ1 SDTCT1：データスライサ 
H'D229 ：スライス検出レジスタ2 SDTCT2：データスライサ 
H'D22A ：スライス検出レジスタ3 SDTCT3：データスライサ 
H'D22B ：スライス検出レジスタ4 SDTCT4：データスライサ 
 

0

0

1

0
R

2

0
R

3

0

4

1
―

0
R

57

― CRICn3* CRICn2* CRICn1* CRICn0*

0
R

CRDFn*

6

0
R

SBDFn*

RR

ENDFn*
ビット

初期値
R/W

データエンド検出フラグ

0 データスライスするラインのデータエンドを検出していません　（初期値）
1 データスライスするラインのデータエンドを検出しました

スタートビット検出フラグ

0 データスライスするラインのスタートビットを検出していません　（初期値）
1 データスライスするラインのスタートビットを検出しました

クロックライン検出フラグ

0 データスライスするラインのクロックランインを検出していません　（初期値）
1 データスライスするラインのクロックランインを検出しました

:

:
:

クロックランインカウント値

【注】n＝1～4�
　　　（H8S/2197S、H8S/2196Sはn＝1、2）�  
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H'D22C ：スライスデータレジスタ1 SDATA1：データスライサ 
H'D22E ：スライスデータレジスタ2 SDATA2：データスライサ 
H'D230 ：スライスデータレジスタ3 SDATA3：データスライサ 
H'D232 ：スライスデータレジスタ4 SDATA4：データスライサ 
 

15

不定�
R

14

不定�
R

13

不定�
R

12

不定�
R

11

不定�
R

10

不定�
R

9

不定�
R

8

不定�
R

7

不定�
R

6

不定�
R

5

不定�
R

4

不定�
R

3

不定�
R

2

不定�
R

1

不定�
R

0

不定�
R

ビット

初期値
R/W

:

:
:  
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H'D240：同期分離入力モード設定レジスタ SEPIMR：同期分離回路 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

456

0

7

R/WR/W

VSELCCMPV1

R/WR/W

CCMPV0

R/W

CCMPSL

R/W

SYNCT DLPFON ― FRQSEL

0 00

ビット

初期値
R/W

デジタルLPF制御

　　0 デジタルLPF機能は動作しません　（初期値）
　　1 デジタルLPF機能は動作します�

基準クロック周波数の選択

　　0 水平同期信号の576倍　（初期値）
　　1 水平同期信号の448倍�

Vsync入力信号選択

　　0 Vsyncシュミット入力を選択します（初期値）
　　1 Csyncシュミット入力を選択します�

Csync分離コンパレータ入力選択

　　0 Csync分離コンパレータ入力を選択し、Csync/Hsync端子は出力になります　（初期値）
　　1 Csyncシュミット入力を選択し、Csync/Hsync端子は入力になります�

　　0 　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
　　�
　　1

同期信号の極性選択

:

:
:

Csync分離コンパレータスライス電圧選択�

　　説　　　明
00 Csync分離コンパレータスライス電圧を10IREに選択します　（初期値）�

CCMPV1 CCMPV0

1 Csync分離コンパレータスライス電圧を5IREに選択します�

01 Csync分離コンパレータスライス電圧を15IREに選択します�

1 Csync分離コンパレータスライス電圧を20IREに選択します

【注】* 本ビットを1にセットする場合、割り込み禁止状態にしてモジュールストップ解除命令の次
命令で1にセットするようにしてください。�
　　ORC #B'10000000, CCR ←　割り込み禁止
　　BCLR.B #1, @MSTPCRH ←　モジュールストップ解除
　　BSET.B #5, @SEPIMR ←　CCMPSLビットを1にセット
　　ANDC #B'01111111, CCR ←　割り込み許可
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H'D241：同期分離コントロールレジスタ SEPCR：同期分離回路 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

456

0

7

RR/W

HCKSEL

R/W

AFCVIE

R/(W)*

AFCVIF

R/W

VCKSL

R/W

VCMPON HHKON HHKON2 FLD

0 00

ビット

初期値
R/W

HHK強制ON

　　0 3回連続補完動作が働いた場合、HHKの強制動作�
　　　　　を行いません　　　　　　　　　　　（初期値）
　　1 3回連続補完動作が働いた場合、HHKの強制動作�
　　　　　を行います　�

HHK強制ON2

　  0　　 Vブランキング期間中、HHKの強制動作を行いません�
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 （初期値）
　  1　　 Vブランキング期間中、HHKの強制動作を行います�

フィールド検出フラグ

　　0 偶数フィールドを示します　（初期値）
　　1 奇数フィールドを示します�

内部生成Csync回路クロックソース選択

　　0 内部生成Csync信号は4/2fscクロックから生成（初期値）
　　1 内部生成Csync信号はAFC基準クロックから生成  

V補完機能ON

　　0 V補完機能を行いません　　　　　　　　　（初期値）
　　1 V補完機能を行います�

V補完マスクカウンタのクロックソース選択 

　　0 AFC回路の水平同期信号（AFCH信号）の2倍の周波数クロックを選択します　（初期値）
　　1 H補完マスクカウンタの水平同期信号（OSCH信号）の2倍の周波数クロックを選択します�

:

:
:

外部Vsync割り込みフラグ

　　0　　［クリア条件］
 　　 1をリードした後、0をライトしたとき　　　　　　　　（初期値）
　　1　　［セット条件］

  　　V補完マスクカウンタが外部Vsync信号を検出（AFCV信号）したとき

外部Vsync割り込みイネーブル

　　0 外部Vsync割り込みを禁止　　　　（初期値）
　　1 外部Vsync割り込みを許可 

【注】*フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。  
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H'D242：同期分離AFCコントロールレジスタ SEPACR：同期分離回路 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

456

0

7

R/W―�

―

R/W

NDETIE

R/(W)*

NDETIF

R/W

HSEL

―

― ARST DOTCKSL DSL32B

0 10

ビット

初期値
R/W

AFCリセット制御

　　0 リセット動作を発生しません　（初期値）
　　1 リセット動作を発生します�

基準Hsync信号選択

　　0 基準Hsync信号は外部Hsync信号が選択されます　（初期値）
　　1 基準Hsync信号は内部生成Hsync信号が選択されます�

:

:
:

ドットクロックソースの選択�

　　0 ドットクロックはAFC回路の基準クロックを選択　（初期値）
　　1 ドットクロックは4/2fscクロックを選択�

データスライサのモード選択�

　　0 スライス動作を16ビットモードにします　（初期値）
　　1 スライス動作を32ビットモードにします�

ノイズ検出割り込みフラグ

　　0　　［クリア条件］
  　　1をリードした後、0をライトしたとき　　　　　　　　　　　　　（初期値）
　　1　　［セット条件］

  　　ノイズ検出カウンタの値とノイズ検出レベル設定レジスタの値が一致したとき

ノイズ検出割り込み許可ビット

　　0 ノイズ検出割り込みを禁止　　　　（初期値）
　　1 ノイズ検出割り込みを許可

【注】*フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

�
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H'D243：水平同期信号しきい値設定レジスタ HVTHR：同期分離回路 
 

012

HVTH2�

�

�

3

HVTH3�

�

�
0

4

HVTH4�

�

� WW W W

5

―�

�

―�

6

―�

�

―�

7

―�

�

―�

HVTH1

0
W

HVTH0

1 1 1 0 0 0

ビット

初期値
R/W

水平同期信号のしきい値を設定

:

:
:

 
 
【注】  「27.2.4 水平同期信号しきい値設定レジスタ（HVTHR）」を参照してください。 
 
H'D244：垂直同期信号しきい値設定レジスタ VVTHR：同期分離回路 
 

012

VVTH2�

�

�

3

VVTH3�

�

�
0

4

VVTH4�

�

� WWWWW W W

5

VVTH5�

�

�

6

VVTH6�

�

�

7

VVTH7�

�

�

VVTH1

0
W

VVTH0

0 0 0 0 0 0

ビット

初期値
R/W

垂直同期信号のしきい値を設定

:

:
:

 
 
【注】  「27.2.5 垂直同期信号しきい値設定レジスタ（VVTHR）」を参照してください。 
 
H'D245：フィールド検出窓設定レジスタ FWIDR：同期分離回路 
 

012

FWID2�

�

�

3

FWID3�

�

�
0

4

―�

�

―�

�

WW W

5

―�

�

―�

6

―�

�

―�

7

―�

�

―�

FWID1

0
W

FWID0

1 1 1 1 0 0

ビット

初期値
R/W

フィールド検出窓のタイミングを設定

:

:
:

 
 
【注】  「27.2.6 フィールド検出窓設定レジスタ（FWIDR）」を参照してください。 
 
H'D246：H補完マスク設定レジスタ HCMMR：同期分離回路 
 

1ビット

初期値

R/W

03 25 47

0

W

6

0

W

9

0

W

8

0

W

11

0

W

10

0

W

0

W

0

W

0

W

HC8 HC7 HC6 HC5 HC4 HC3 HC2 HC1 HC0 HM6

W

HM5

W

HM4

W

HM3

W

HM2

W

HM1

W

HM0

0

W

12131415

000000

:

:

:

HHKの解除タイミングを設定補完パルスの発生タイミングを設定  
 
【注】  「27.2.7 H補完マスク設定レジスタ（HCMMR）」を参照してください。 
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H'D248：ノイズ検出カウンタ NDETC：同期分離回路 
 

012

NC2�

�

�

3

NC3�

�

�
0

4

NC4�

�

� RRRRR R R

5

NC5�

�

�

6

NC6�

�

7

NC7�

�

�

NC1

0
R

NC0

0 0 0 0 0 0

ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
【注】  「27.2.8 ノイズ検出カウンタ（NDETC）」を参照してください。 
 
H'D248：ノイズ検出レベル設定レジスタ NDETR：同期分離回路 
 

012

NR2�

�

�

3

NR3�

�

�
0

4

NR4�

�

� WWWWW W W

5

NR5�

�

�

6

NR6�

�

�

7

NR7�

�

�

NR1

0
W

NR0

0 0 0 0 0 0

ビット

初期値
R/W

ノイズ検出レベルを設定

:

:
:

 
 
【注】  「27.2.9 ノイズ検出レベル設定レジスタ（NDETR）」を参照してください。 
 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-161 
RJJ09B0303-0200 

 

H'D249：データスライサ検出窓設定レジスタ DDETWR：同期分離回路 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

456

0

7

WW

CRWDE1

W

SRWDE1

W

SRWDE0

W

SRWDS1

W

SRWDS0 CRWDE0 CRWDS1 CRWDS0

0 00

ビット

初期値
R/W

:

:
:

スタートビット検出窓信号立ち下がり設定ビット�

説　　　明
00 約29.5usのタイミングで検出し終わります　（初期値）�

SRWDE1 SRWDE0

1 約29.0usのタイミングで検出し終わります�

01 約30.0usのタイミングで検出し終わります�

1 設定不可

スタートビット検出窓信号立ち上がり設定ビット�

説　　　明
00 約23.5usのタイミングから検出し始めます　（初期値）�

SRWDS1 SRWDS0

1 約23.0usのタイミングから検出し始めます�

01 約24.0usのタイミングから検出し始めます�

1 設定不可

クロックランイン検出窓信号立ち下がり設定ビット�

説　　　明
00 約23.5usのタイミングで検出し終わります　（初期値）�

CRWDE1 CRWDE0

1 約23.0usのタイミングで検出し終わります�

01 約24.0usのタイミングで検出し終わります�

1 設定不可

クロックランイン検出窓信号立ち上がり設定ビット�

説　　　明
00 約10.5usのタイミングから検出し始めます　（初期値）�

CRWDS1 CRWDS0

1 約10.0usのタイミングから検出し始めます�

01 約11.0usのタイミングから検出し始めます�

1 設定不可
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H'D24A：内部同期信号周波数設定レジスタ INFRQR：同期分離回路 
 

0

0

1

0
―�

2

0
―�

3

0

456

0

7

―�―�

―�

W

VFS2

W

VFS1

W

HFS

―�

―� ―� ―� ―�

0 00

ビット

初期値
R/W

:

:
:

Hsync周波数選択ビット�

説　　　明
PALHFS

ビット5

fsc/283.75（初期値）�

fsc/283.5

MPAL

fsc/227.25（初期値）�

fsc/227.5

NPAL

fsc/229.25（初期値）�

fsc/229.5

0

1

Vsync周波数選択ビット�

VFS2

ビット7

0

説　　　明
PALVFS1

ビット6

fh/313（初期値）�

fh/314

MPAL

fh/263（初期値）�

fh/266

NPAL

fh/313（初期値）�

fh/314

0

0 1

fh/310 fh/262 fh/3101 0

fh/312 fh/264 fh/3121 1  
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H'FFB0～H'FFB2：トラップアドレスレジスタ0 TAR0：ATC 
H'FFB3～H'FFB5：トラップアドレスレジスタ1 TAR1：ATC 
H'FFB6～H'FFB8：トラップアドレスレジスタ2 TAR2：ATC 
 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

34567

R/W

A18 A17 A16

00

R/W

0

R/W R/W

A23 A22 A21

00

R/W R/W

A20 A19

ビット

初期値

R/W

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

34567

R/W

A10 A9 A8

00

R/W

0

R/W R/W

A15 A14 A13

00

R/W R/W

A12 A11

ビット

初期値

R/W

0

―�

�

―�

1

0

R/W

2

0

R/W

34567

A2 A1

00

R/W

0

R/W R/W

A7 A6 A5

00

R/W R/W

A4 A3

ビット

初期値

R/W

0

:

:

:

:

:

:

:

:

:  
 
 
H'FFB9：アドレストラップコントロールレジスタ ATCR：ATC 
 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

―�

�

―�

1

4

―�

�

―�

1

5

―�

�

―�

1

6

―�

�

―�

1

7

―�

�

―� R/W

TRC2 TRC1 TRC0

1

ビット

初期値

R/W

トラップコントロール0

 0 アドレストラップ機能0は
動作禁止。　　　（初期値）

1 アドレストラップ機能0の
動作を許可します

トラップコントロール1

0 アドレストラップ機能1は
動作禁止。　　　（初期値）

1 アドレストラップ機能1の
動作を許可します

トラップコントロール2

0 アドレストラップ機能2は
動作禁止。　　　（初期値）

1 アドレストラップ機能2の
動作を許可します

:

:

:
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H'FFBA：タイマモードレジスタA TMA：タイマA 
 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

―�

�

―�

1

5

―�

�

―�

1

6

0

7

R/WR/WR/W

TMAIE

0

R/(W)*

TMAOV TMA3 TMA2 TMA1 TMA0

【注】*　フラグをクリアするための 0 ライトのみ可能です。

ビット

初期値

R/W

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
TMAOV＝1の状態で、TMAOVフラグをリード後、
TMAOVフラグに0をライトしたとき　　　　

［セット条件］
TCAがオーバフローしたとき

0

1

タイマAによる割り込み（TMAI）の発生を禁止　（初期値）

タイマAによる割り込み（TMAI）の発生を許可

0

1

タイマAのクロックソースはPSS　（初期値）�

タイマAのクロックソースはPSW

0

1

タイマAオーバフローフラグ

タイマA割り込みイネーブル

クロックソース、プリスケーラ選択

00 0 PSS、φ/16384　　　　　　（初期値）�

TMA1 TMA0TMA2
プリスケーラ分周比（インターバルタイマ）、
またはオーバフロー周期（タイムベース） 動作モード

1 PSS、φ/8192

1 0 PSS、φ/4096

1 PSS、φ/1024

01

0

TMA3

0 PSS、φ/512

1 PSS、φ/256

1 0 PSS、φ/64

1 PSS、φ/16

00 0 1s

インターバル
タイマモード

時計用タイム
ベースモード1 0.5s

1 0 0.25s

1 0.03125s

01

1

0 PSWおよびTCAをH'00にクリア

1

1 0

1

クロックセレクト

【注】　φ= f osc

:

:

:
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H'FFBB：タイマカウンタA TCA：タイマA 
 

0

0

1

0

R

2

0

R

3

0

4567

RR

TCA3

0

R

TCA4

0

R

TCA5

0

R

TCA6

0

R

TCA7 TCA2 TCA1 TCA0

ビット

初期値

R/W

:

:

:  
 
 
H'FFBC：ウォッチドッグタイマコントロール/ステータスレジスタ 

WTCSR：WDT 
 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

―

0

―

3

RST/NMI

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

オーバフローフラグ

WTCNTをH'00に初期化し、カウント動作を停止　（初期値）

WTCNTはカウント動作

0

1

NMI割り込みを要求　（初期値）

内部リセットを要求

0

1

タイマモードセレクト

タイマイネーブル

リセットまたはNMI

インターバルタイマモード：WTCNTがオーバフローしたとき
CPUインターバルタイマ割り込み（WOVI）を要求　　　（初期値）

ウォッチドッグタイマモード：WTCNTがオーバフローしたとき
CPUへリセットまたはNMI割り込みを要求

0

1

〔クリア条件〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）�
（1）TMEビットに0をライトしたとき
（2）OVF＝1の状態で、WTCSRをリード*後、OVFに0をライトしたとき

〔セット条件〕
WTCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき
ただし、ウォッチドッグタイマモードで内部リセット要求を選択した場合、
セット後、内部リセットにより自動的にクリアされます。

0

1

ビット

初期値

R/W

:

:

:

【注】* インターバルタイマ割り込みを禁止してOVFをポーリングして使用する場合、
OVF＝1の状態を2回以上リードしてください。�
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H'FFBD：ウォッチドッグタイマカウンタ WTCNT：WDT 
 

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 
 
H'FFC0：ポートデータレジスタ0 PDR0：I/Oポート 
 

01

R

2

R

34

RR

57

PDR04

―�

PDR03

―�

PDR02

―�

PDR01

―�

PDR00

―�
R

PDR07

―�
RRR

PDR06

―�

PDR05

―�

6ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'FFC1：ポートデータレジスタ1 PDR1：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PDR14 PDR13 PDR12 PDR11 PDR10PDR17 PDR16 PDR15
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'FFC2：ポートデータレジスタ2 PDR2：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PDR24 PDR23 PDR22 PDR21 PDR20PDR27 PDR26 PDR25
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'FFC3：ポートデータレジスタ3 PDR3：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PDR34 PDR33 PDR32 PDR31 PDR30PDR37 PDR36 PDR35
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'FFC4：ポートデータレジスタ4 PDR4：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PDR44 PDR43 PDR42 PDR41 PDR40PDR47 PDR46 PDR45
ビット

初期値
R/W

:

:
:  
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H'FFC6：ポートデータレジスタ6 PDR6：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PDR64 PDR63 PDR62 PDR61 PDR60

0
R/W

PDR67

R/WR/WR/W

PDR66 PDR65
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'FFC7：ポートデータレジスタ7 PDR7：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PDR74 PDR73 PDR72 PDR71 PDR70

0
R/W

PDR77

R/WR/WR/W

PDR76 PDR75
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'FFC8：ポートデータレジスタ8 PDR8：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PDR84 PDR83 PDR82 PDR81 PDR80

0
R/W

PDR87

R/WR/WR/W

PDR86 PDR85
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'FFCD：ポートモードレジスタ0 PMR0：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/WR/W

6

PMR04 PMR03 PMR02 PMR01 PMR00PMR07 PMR06 PMR05
ビット

初期値

P07/AN7～P00/AN0端子切り替え

P0n/ANn端子は、P0n入力端子として機能　（初期値）

P0n/ANn端子は、ANn入力端子として機能

0

1

（n＝7～0）

:

:
:
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H'FFCE：ポートモードレジスタ1 PMR1：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PMR14 PMR13 PMR12 PMR11 PMR10PMR17 PMR16 PMR15
ビット

初期値
R/W

P1n/IRQn端子は、P1n入出力端子として機能　（初期値）

P1n/IRQn端子はIRQn入力端子として機能

0

1

P16/IC端子は、P16入出力端子として機能　（初期値）

P16/IC端子は、IC入力端子として機能

0

1

P17/TMOW端子は、P17入出力端子として機能　（初期値）

 P17/TMOW端子は、TMOW出力端子として機能

0

1

P17/TMOW端子切り替え

P16/IC端子切り替え

P15/IRQ5～P10/IRQ0端子切り替え

（n＝5～0）

:

:
:
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H'FFD0：ポートモードレジスタ3 PMR3：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PMR34 PMR33 PMR32 PMR31 PMR30PMR37 PMR36 PMR35
ビット

初期値
R/W

P30/SV1端子は、P30入出力端子として機能　（初期値）�

P30/SV1端子は、SV1出力端子として機能

P31/SV2端子は、P31入出力端子として機能　（初期値）

P31/SV2端子は、SV2出力端子として機能

0

0

1

1

P3n/PWMm端子は、P3n入出力端子として機能　（初期値）

P3n/PWMm端子は、PWMm出力端子として機能

0

1

P36/BUZZ端子は、P36入出力端子として機能　（初期値）

P36/BUZZ端子は、BUZZ出力端子として機能

0

1

P37/TMO端子は、P37入出力端子として機能　（初期値）

P37/TMO端子は、TMO出力端子として機能

0

1

P37/TMO端子切り替え

【注】　TMO端子をリモコン送信に使用する場合、TMO出力に切り替えた後に、
　　　　リモコンモードに設定すると、タイマ出力の不用意なパルスが出力され
　　　　ることがあります。切り替え、設定は次の順序で行ってください。
　　　　[1] リモコンモード設定
　　　　[2] タイマJのTMJ-1、2のカウンタデータ設定
　　　　[3] P37/TMO端子をTMO出力端子に切り替え
　　　　[4] STビットを1にセット

P36/BUZZ端子切り替え

P35/PWM3～P32/PWM0端子切り替え

P31/SV2端子切り替え

P30/SV1端子切り替え

（n＝5～2、m＝3～0）

:

:
:

【注】　H8S/2197S、H8S/2196Sには、PWM3、PWM2端子機能はありません。�

 
 
 
H'FFD1：ポートコントロールレジスタ1 PCR1：I/Oポート 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

5

0

7

0
W WWW

6

PCR14 PCR13 PCR12 PCR11 PCR10PCR17 PCR16 PCR15
ビット

初期値
R/W

P1n端子は、入力端子として機能　（初期値）

P1n端子は、出力端子として機能

0

1

（n＝7～0）

:

:
:
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H'FFD2：ポートコントロールレジスタ2 PCR2：I/Oポート 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

5

0

7

0
W WWW

6

PCR24 PCR23 PCR22 PCR21 PCR20PCR27 PCR26 PCR25
ビット

初期値
R/W

P2n端子は、入力端子として機能　（初期値）

P2n端子は、出力端子として機能

0

1

（n＝7～0）

:

:
:

 
 
 
H'FFD3：ポートコントロールレジスタ3 PCR3：I/Oポート 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

5

0

7

0
W WWW

6

PCR34 PCR33 PCR32 PCR31 PCR30PCR37 PCR36 PCR35
ビット

初期値
R/W

P3n端子は、入力端子として機能　（初期値）�

P3n端子は、出力端子として機能

0

1

（n＝7～0）

:

:
:

 
 
 
H'FFD4：ポートコントロールレジスタ4 PCR4：I/Oポート 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

5

0

7

0
W WWW

6

PCR44 PCR43 PCR42 PCR41 PCR40PCR47 PCR46 PCR45
ビット

初期値
R/W

P4n端子は、入力端子として機能　（初期値）�

P4n端子は、出力端子として機能

0

1

（n＝7～0）

:

:
:
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H'FFD6：ポートコントロールレジスタ6 PCR6：I/Oポート 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PCR64 PCR63 PCR62 PCR61 PCR60

0
W

PCR67

WWW

PCR66 PCR65
ビット

初期値
R/W

00 P6n/RPn端子は、P6n汎用入力端子として機能　（初期値）

PCR6nPMR6n

1 P6n/RPn端子は、P6n汎用出力端子として機能

＊�1 P6n/RPn端子は、RPnリアルタイム出力端子として機能

説　　　明

【注】    ＊：Don't care.　（n＝7～0）

:

:
:

 
 
 
H'FFD7：ポートコントロールレジスタ7 PCR7：I/Oポート 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PCR74 PCR73 PCR72 PCR71 PCR70

0
W

PCR77

WWW

PCR76 PCR75
ビット

初期値
R/W

P7n端子は、入力端子として機能　（初期値）�

P7n端子は、出力端子として機能

0

1

（n＝7～0）

:

:
:

 
 
 
H'FFD8：ポートコントロールレジスタ8 PCR8：I/Oポート 
 

0

0

1

0
W

2

0
W

3

0

4

0
W

0
W

56

0

7

PCR84 PCR83 PCR82 PCR81 PCR80

0
W

PCR87

WWW

PCR86 PCR85
ビット

初期値
R/W

P8n端子は、入力端子として機能　（初期値）�

P8n端子は、出力端子として機能

0

1

（n＝7～0）

:

:
:
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H'FFD9：ポートモードレジスタA PMRA：I/Oポート 
 

0

1

1

1
―

2

1
―

3

1

4

1
―

1
―

57

― ― ― ― ―

0
R/W

PMRA7

6

0
R/W

PMRA6

――

―
ビット

初期値
R/W

タイマBイベント入力エッジ切り替え

0 タイマBイベント入力は立ち下がりエッジを検出　（初期値）
1 タイマBイベント入力は立ち上がりエッジを検出

P67/RP7/TMBI端子切り替え

0 P67/RP7/TMBI端子は、P67/RP7入出力端子として機能　（初期値）
1 P67/RP7/TMBI端子は、TMBI入力端子として機能

:

:
:

 
 
 
H'FFDA：ポートモードレジスタB PMRB：I/Oポート 
 

0

1

1

1
―

2

1
―

3

1

4

0
R/W

0
R/W

57

PMRB4 ― ― ― ―

0
R/W

PMRB7

6

0
R/W

PMRB6

――

PMRB5
ビット

初期値
R/W

P77/RPB～P74/RPB端子切り替え

(n = 7～4, m = B, A, 9, 8)

0 P7n/RPm端子は、P7n入出力端子として機能　（初期値）
1 P7n/RPm端子は、RPm出力端子として機能

:

:
:

 
 
 
H'FFDB：ポートモードレジスタ4 PMR4：I/Oポート 
 

0

0

1

1
―

2

1
―

3

1

4

1
―

1
―

56

―

―

7

― ― ― ― PMR40

0
R/W

PMR47

R/W―

―
ビット

初期値
R/W

1

P40/PWM14端子切り替え

0 P40/PWM14端子は、P40入出力端子として機能　（初期値）
1 P40/PWM14端子は、PWM14出力端子として機能

P47/RPTRG端子切り替え

0 P47/RPTRG端子は、P47入出力端子として機能　（初期値）
1 P47/RPTRG端子は、RPTRG入力端子として機能

:

:
:

【注】　H8S/2197S、H8S/2196Sには、PWM14端子機能はありません。�
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H'FFDD：ポートモードレジスタ6 PMR6：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PMR64 PMR63 PMR62 PMR61 PMR60

0
R/W

PMR67

R/WR/WR/W

PMR66 PMR65
ビット

初期値
R/W

P6n/RPn端子は、P6n入出力端子として機能　（初期値）

P6n/RPn端子は、RPn出力端子として機能

0

1

P67/RP7～P60/RP0端子切り替え

（n＝7～0）

:

:
:

 
 
 
H'FFDE：ポートモードレジスタ7 PMR7：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

PMR74 PMR73 PMR72 PMR71 PMR70

0
R/W

PMR77

R/WR/WR/W

PMR76 PMR75
ビット

初期値
R/W

P77/PPG7～P70/PPG0端子切り替え

P7n/PPGn端子は、P7n入出力端子として機能　（初期値）

P7n/PPGn端子は、PPGn出力端子として機能

0

1

（n＝7～0）

:

:
:
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H'FFDF：ポートモードレジスタ8 PMR8：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

57

PMR84 PMR83 PMR82 PMR81 PMR80

0
R/W

PMR87

6

0
R/W

PMR86

R/WR/W

PMR85
ビット

初期値
R/W

P81/EXCAP端子切り替え

0 P81/EXCAP端子は、P81入出力端子として機能　（初期値）
1 P81/EXCAP端子は、EXCAP入力端子として機能

P80/YCO端子切り替え

0 P80/YCO端子は、P80入出力端子として機能　（初期値）
1 P80/YCO端子は、YCO出力端子として機能

P83/C.Rotary端子切り替え

0 P83/C.Rotary端子は、P83入出力端子として機能　（初期値）
1 P83/C.Rotary端子は、C.Rotary出力端子として機能

P82/EXCTL端子切り替え

0 P82/EXCTL端子は、P82入出力端子として機能　（初期値）
1 P82/EXCTL端子は、EXCTL入力端子として機能

P84/H.Amp.SW端子切り替え

0 P84/H.Amp SW端子は、P84入出力端子として機能　（初期値）
1 P84/H.Amp SW端子は、H.Amp SW出力端子として機能

P85/COMP端子切り替え

0 P85/COMP端子は、P85入出力端子として機能　（初期値）
1 P85/COMP端子は、COMP入力端子として機能

P86/EXTTRG端子切り替え

0 P86/EXTTRG端子は、P86入出力端子として機能　（初期値）
1 P86/EXTTRG端子は、EXTTRG入力端子として機能

P87/DPG端子切り替え

0 P87/DPG端子は、P87入出力端子として機能　（初期値）
 （ドラム制御系入力を重畳入力とする）
1 P87/DPG端子は、DPG入力端子として機能
 （ドラム制御系入力を分離入力とする）

:

:
:
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H'FFE0：ポートモードレジスタC PMRC：I/Oポート 
 

0

1

1

0
R/W

2

1
―

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

―

―

7

PMRC4 PMRC3 ― PMRC1 ―

1
―

―

―R/W

PMRC5
ビット

初期値
R/W

1

P81/YBO端子切り替え

0 P81/YBO端子は、P81入出力端子として機能　（初期値）
1 P81/YBO端子は、YBO出力端子として機能

P83/R端子切り替え

0 P83/R端子は、P83入出力端子として機能　（初期値）
1 P83/R端子は、R出力端子として機能

P84/B端子切り替え

0 P84/G端子は、P84入出力端子として機能　（初期値）
1 P84/G端子は、G出力端子として機能

P85/B端子切り替え

0 P85/B端子は、P85入出力端子として機能　（初期値）
1 P85/B端子は、B出力端子として機能

:

:
:
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H'FFE1：プルアップMOSセレクトレジスタ1 PUR1：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PUR14 PUR13 PUR12 PUR11 PUR10PUR17 PUR16 PUR15
ビット

初期値
R/W

P1n端子は、プルアップMOSなしとなります。　（初期値）

P1n端子は、プルアップMOS付き端子となります。

0

1

（n＝7～0）

:

:
:

 
 
 
H'FFE2：プルアップMOSセレクトレジスタ2 PUR2：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PUR24 PUR23 PUR22 PUR21 PUR20PUR27 PUR26 PUR25
ビット

初期値
R/W

P2n端子は、プルアップMOSなしとなります。　（初期値）

P2n端子は、プルアップMOS付き端子となります。

0

1

（n＝7～0）

:

:
:

 
 
 
H'FFE3：プルアップMOSセレクトレジスタ3 PUR3：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

0
R/W R/WR/WR/W

6

PUR34 PUR33 PUR32 PUR31 PUR30PUR37 PUR36 PUR35
ビット

初期値
R/W

P3n端子は、プルアップMOSなしとなります。　（初期値）

P3n端子は、プルアップMOS付き端子となります。

0

1

（n＝7～0）

:

:
:
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H'FFE4：リアルタイム出力トリガエッジ選択レジスタ RTPEGR： 
I/Oポート 

 
0

0

1

0
R/W

2

―�

�

―�
1

3

―�

�

―�
1

4

―�

�

―�
11

5

―�

�

―�

6

―�

�

―�
1

7

―�

�

―�

RTPEGR1 RTPEGR0

1
R/W

ビット

初期値
R/W

00 トリガ入力を禁止　　　　　　　　　　　　　　（初期値）

 RTPEGR0RTPEGR1

1 トリガ入力の立ち上がりエッジを選択

0

1 トリガ入力の立ち上がり/立ち下がり両エッジを選択

1 トリガ入力の立ち下がりエッジを選択

リアルタイム出力トリガエッジセレクト

説　　　明

:

:
:

 
 
 
H'FFE5：リアルタイム出力トリガ選択レジスタ1 RTPSR1：I/Oポート 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

RTPSR14 RTPSR13 RTPSR12 RTPSR11 RTPSR10

0
R/W

RTPSR17

R/WR/WR/W

RTPSR16 RTPSR15
ビット

初期値
R/W

トリガ入力として、外部トリガ（RPTRG端子入力）を選択　（初期値）

トリガ入力として、内部トリガ（HSW）を選択

0

1

（n＝7～0）

:

:
:

 
 
 
H'FFE6：リアルタイム出力トリガ選択レジスタ2 RTPSR2：I/Oポート 
 

0

1

1

1
―

2

1
―

3

1

4

0
R/W

0
R/W

57

RTPSR24 ― ― ― ―

0
R/W

RTPSR27

6

0
R/W

RTPSR26

――

RTPSR25
ビット

初期値
R/W

:

:
:

トリガ入力として、外部トリガ（RPTRG端子入力）を選択　（初期値）

トリガ入力として、内部トリガ（HSW）を選択

0

1  
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H'FFE8：システムコントロールレジスタ SYSCR：システムコントロール 
 

0

―�

�

―�

1

1

0

―�

2

0

―�

3

1

4

0

R/W

5

0

6

―�

�

―�

0

7

―�

�

―� RR

INTM1 INTM0 XRST ―� ―�

0

ビット

初期値

R/W

00 0 Iビットで、割り込みを制御

INTM0INTM1
割り込み
制御モード 割り込み制御

1 1 I、UIビットとICRで、割り込みを制御

01 2 本LSIでは使用できません

1 3 本LSIでは使用できません

リセットがウォッチドッグタイマオーバフローで発生

リセットが外部リセットで発生

0

1

割り込み制御モード

外部リセット

:

:

:

 
 
 
H'FFE9：モードコントロールレジスタ MDCR：システムコントロール 
 

0

*

1

―�

�

―�

0

2

―�

�

―�

0

3

―�

�

―�

0

4

―�

�

―�

0

5

―�

�

―�

0

6

―�

�

―�

0

7

―�

�

―� R

MDS0

0

ビット

初期値

R/W

【注】*　MD0端子により決定されます。

モードセレクト0

:

:

:

―�
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H'FFEA：スタンバイコントロールレジスタ SBYCR： 
システムコントロール 

 
0

0

1

0

R/W

2

―�

�

―�

0

3

―�

�

―�

0

4

0

R/W

5

0

6

0

7

R/WR/W

STS1

R/W

STS2

0

R/W

SSBY STS0 SCK1 SCK0

ビット

初期値

R/W

高速モードおよび中速モードでSLEEP命令を実行したとき、
スリープモードに遷移
サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、サブ
スリープモードに遷移

高速モードおよび中速モードでSLEEP命令を実行したとき、
スタンバイモード、サブアクティブモード、あるいはウォッ
チモードに遷移
サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、ウォッ
チモード、あるいは高速モードに遷移

0

1

ソフトウェアスタンバイ

システムクロックセレクト

システムクロックセレクト

00

SCK0SCK1

10

01

バスマスタは高速モード

中速クロックはφ/16

中速クロックはφ/32

11 中速クロックはφ/64

00

STS1STS2

00

10

スタンバイタイマセレクト

0

STS0

1

0

待機時間

8192ステート

16384ステート

32768ステート

10

01

01

1

0

1

65536ステート

11 ＊� リザーブ

131072ステート

262144ステート

【注】＊：�Don't care.

:

:

:
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H'FFEB：ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR： 
システムコントロール 

 
0

0

1

0

R/W

2

―�

�

―�

0

3

―�

�

―�

0

4

―�

�

―�

0

5

0

6

0

7

R/WR/W

NESEL

R/W

LSON

0

R/W

DTON SA1 SA0

ビット

初期値

R/W

ロースピードオンフラグ

ノイズ除去サンプリング周波数選択

サブアクティブモードクロックセレクト

サブアクティブモードクロックセレクト

φの16分周クロックでサンプリング

φの4分周クロックでサンプリング

0

1

・高速モード、あるいは中速モードでSLEEP命令を実行したとき、スリープモード、
    スタンバイモード、またはウォッチモードに遷移
・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、または
    ウォッチモードに遷移

・高速モード、あるいは中速モードでSLEEP命令を実行したとき、サブアクティブ
    モードに直接遷移、またはスリープモード、スタンバイモードに遷移
・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、高速モードに直接遷移、また
    はサブスリープモードに遷移

0

1

ダイレクトトランスファオンフラグ

・高速モード、あるいは中速モードでSLEEP命令を実行したとき、スリープモード、
    スタンバイモード、またはウォッチモードに遷移
・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、ウォッチモードに遷移、または
    高速モードに直接遷移
・ウォッチモード解除後にサブアクティブモードに遷移

・高速モードでSLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード、またはサブアクティブ
    モードに遷移、またはスリープモード、スタンバイモードに遷移
・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、または
    ウォッチモードに遷移
・ウォッチモード解除後にサブアクティブモードに遷移

0

1

【注】         ＊：Don't care 

00

SA0SA1

10

＊�1

CPUの動作クロックはφw/8

CPUの動作クロックはφw/4

CPUの動作クロックはφw/2

:

:

:
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H'FFEC：モジュールストップコントロールレジスタ MSTPCRH： 
システムコントロール 

H'FFED：モジュールストップコントロールレジスタ MSTPCRL： 
システムコントロール 

 

7

1

MSTP15

R/W

ビット

MSTPCRH

初期値

R/W

6

1

MSTP14

R/W

5

1

MSTP13

R/W

4

1

MSTP12

R/W

3

1

MSTP11

R/W

2

1

MSTP10

R/W

1

1

MSTP9

R/W

0

1

MSTP8

R/W

7

1

MSTP7

R/W

6

1

MSTP6

R/W

5

1

MSTP5

R/W

4

1

MSTP4

R/W

3

1

MSTP3

R/W

2

1

MSTP2

R/W

1

1

MSTP1

R/W

0

1

MSTP0

R/W

MSTPCRL

モジュールストップ

モジュールストップモード解除

モジュールストップモード設定　（初期値）�

0

1

:

:

:

 
 
 
H'FFEE：シリアルタイマコントロールレジスタ STCR： 

システムコントロール 
 

7

―

0

―�

6

IICX1

0

R/W

5

IICX0

0

R/W

4

―

0

―�

3

FLSHE

0

R/W

0

―

0

―�

2

OSROME

0

R/W

1

―

0

―�

ビット

初期値

R/W

：

：

：

フラッシュメモリコントロールレジスタイネーブル

OSD ROMイネーブル�

I2Cコントロール�
ICMR0（I2Cバスモードレジスタ）のCKS2～CKS0と組み合わせて使用*

OSD ROMのOSDによるアクセスが有効　（初期値）�

OSD ROMのCPUによるアクセスが有効�

0

1

フラッシュメモリの制御レジスタは非選択状態　（初期値）

フラッシュメモリの制御レジスタは選択状態

0

1

 
 
【注】  「23.2.4 I2Cバスモードレジスタ（ICMR）」を参照してください。 
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H'FFF0：IRQエッジセレクトレジスタ IEGR：割り込みコントローラ 
 

0

0

1

0

R/W

2

0

R/W

3

0

4

0

R/W

5

00

7

―

― R/WR/WR/W

IRQ4EG

R/W

IRQ5EG IRQ3EG IRQ2EG IRQ1EG IRQ0EG1 IRQ0EG0

0

6ビット

初期値

R/W

IRQ5～IRQ1端子検出エッジ選択

IRQ0端子検出エッジ選択

説　　　明

00 IRQ0端子は立ち下がりエッジで割り込み要求を発生　　　　（初期値）

 IRQ0EG0IRQ0EG1

10 IRQ0端子は立ち上がりエッジで割り込み要求を発生

＊1 IRQ0端子は立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生

【注】　＊：　Don't care

IRQn端子は立ち下がりエッジで割り込み要求を発生　（初期値）

IRQn端子は立ち上がりエッジで割り込み要求を発生

0

1

（n＝5～1）

:

:

:

 
 
 
H'FFF1：IRQイネーブルレジスタ IENR：割り込みコントローラ 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

5

00

7
―�
�

―� R/WR/WR/W

IRQ5E IRQ4E IRQ3E IRQ2E IRQ1E IRQ0E

0

6
―�
�

―�

ビット

初期値
R/W

IRQ5～IRQ0イネーブル

IRQn割り込みを禁止　（初期値）

IRQn割り込みを許可

0

1

（n＝5～0）

:

:
:
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H'FFF2：IRQステータスレジスタ IRQR：割り込みコントローラ 
 

0

0

1

0
R/(W)*

2

0
R/(W)*

3

0

4

0
R/(W)*

5

00

7
―�
�

―� R/(W)*R/(W)*R/(W)*

IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F

0

6
―�
�

―�

ビット

初期値
R/W

【注】*　フラグをクリアするための 0 ライトのみ可能です。

IRQ5～IRQ0フラグ

［クリア条件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）
IRQnF＝1をリードした後、0をライトしたとき
IRQn割り込み例外処理を実行したとき

［セット条件］
（1）立ち下がりエッジ検出設定時（IRQnEG＝0）の状態でIRQn入力に立ち下がりエッジが
          発生したとき
（2）立ち上がりエッジ検出設定時（IRQnEG＝0）の状態でIRQn入力に立ち上がりエッジが
          発生したとき
（3）両エッジ検出設定時（IRQ0EG1＝1）の状態でIRQ0入力に立ち下がり、または立ち上が
          りエッジが 発生したとき

0

1

（n＝5～0）

:

:
:

 
 
 
H'FFF3：インタラプトコントロールレジスタA ICRA： 

割り込みコントローラ 
H'FFF4：インタラプトコントロールレジスタB ICRB： 

割り込みコントローラ 
H'FFF5：インタラプトコントロールレジスタC ICRC： 

割り込みコントローラ 
H'FFF6：インタラプトコントロールレジスタD ICRD： 

割り込みコントローラ 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

5

0

7

ICR4 ICR3 ICR2 ICR1 ICR0

0
R/W

ICR7

R/WR/WR/W

ICR6 ICR5

6ビット

初期値
R/W

割り込みコントロールレベル

対応する割り込み要因はコントロールレベル0（非優先）　（初期値）

対応する割り込み要因はコントロールレベル1（優先）

0

1

（n＝7～0）

:

:
:
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H'FFF8：フラッシュメモリコントロールレジスタ1 FLMCR1：FLASH 
 

0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

5

0

6

0

7

R/WR/W

SWE1

R

FWE

R/W

PSU1

R/W

ESU1

R/W

PV1

R/W

EV1 P1

R/W

E1

ビット

初期値

R/W

FWE端子にLowレベルが入力されているとき（ハードウェアプロテクト状態）　（初期値）�

FWE端子にHighレベルが入力されているとき

0

1

フラッシュライトイネーブルビット

書き込み無効　　　　　　　　（初期値）�

書き込み有効�
［セット条件］FWE＝1のとき�

0

1

ソフトウェアライトイネーブルビット1

イレースセットアップ解除　　　　　　　（初期値）�

イレースセットアップ�
［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1のとき�

0

1

イレースセットアップビット1

プログラムセットアップ解除　　　　　（初期値）�

プログラムセットアップ�
［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1のとき�

0

1

プログラムセットアップビット1

イレースベリファイモードを解除　　　（初期値）�

イレースベリファイモードに遷移�
［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1のとき�

0

1

イレースベリファイ1

イレースモードを解除　　　　　（初期値）�

イレースモードに遷移�
［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1、
ESU1＝1のとき�

0

1

イレース1

プログラムモードを解除　　　　（初期値）�

プログラムモードに遷移�
［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1、
PSU1＝1のとき�

0

1

プログラム

プログラムベリファイモードを解除　　（初期値）�

プログラムベリファイモードに遷移�
［セット条件］FWE＝1、SWE1＝1のとき�

0

1

プログラムベリファイ1

:

:

:

*―�

【注】*　FWE端子の状態により設定されます。  
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H'FFF9：フラッシュメモリコントロールレジスタ2 FLMCR2：FLASH 
 

0

0

1

0

2

0

3

0

4

0

5

0

6

00

7

R/WR/W

SWE2

R

FLER

R/W

PSU2

R/W

ESU2

R/W

PV2

R/W

EV2 P2

R/W

E2

ビット

初期値

R/W

フラッシュメモリは正常に動作しています　　　　　　　　　　　　　　　　（初期値）�
フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が無効�
［クリア条件］リセットのとき�

フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーが発生したことを示します�
フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が有効�
［セット条件］「7.6.3 エラープロテクト」参照�

0

1

フラッシュメモリエラー

書き込み無効　　　　　　　　（初期値）�

書き込み有効�
［セット条件］FWE＝1のとき�

0

1

ソフトウェアライトイネーブルビット2

イレースセットアップ解除　　　　　　　（初期値）�

イレースセットアップ�
［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1のとき�

0

1

イレースセットアップビット2

プログラムセットアップ解除　　　　　（初期値）�

プログラムセットアップ�
［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1のとき�

0

1

プログラムセットアップビット2

イレースベリファイモードを解除　　　（初期値）�

イレースベリファイモードに遷移�
［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1のとき�

0

1

イレースベリファイ2

イレースモードを解除　　　　　（初期値）�

イレースモードに遷移�
［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1、
ESU＝1のとき�

0

1

イレース2

プログラムモードを解除　　　　（初期値）�

プログラムモードに遷移�
［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1、
PSU2＝1のとき�

0

1

プログラム2

プログラムベリファイモードを解除　　（初期値）�

プログラムベリファイモードに遷移�
［セット条件］FWE＝1、SWE2＝1のとき�

0

1

プログラムベリファイ2

:

:

:
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H'FFFA：消去ブロック指定レジスタ1 EBR1：FLASH 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

EB4 EB3 EB2 EB1 EB0

0
R/W

EB7

R/WR/WR/W

EB6 EB5
ビット

初期値
R/W

:

:
:  

 
 
H'FFFB：消去ブロック指定レジスタ2 EBR2：FLASH 
 

0

0

1

0
R/W

2

0
R/W

3

0

4

0
R/W

0
R/W

56

0

7

EB12 EB11 EB10 EB9 EB8

0
R/W

EB15

R/WR/WR/W

EB14 EB13
ビット

初期値
R/W

:

:
:  
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C. 各端子の回路構成 

C.1 各端子の回路構成 
電源端子以外の端子の回路構成を表 C.1に示します。 

 
凡例 

OUT

G

IN OUT

G

IN

PMOS NMOS
クロックゲート
G = 1で信号通過 G = 0で信号通過

 
 

【記号説明】 

RD ：リード記号 
RST ：リセット信号 
LPM ：低消費電力モード信号（スタンバイ、ウォッチ、サブアクティブ、サブスリープの各モ 
 ードで 1） 
Hi-Z ：ハイインピーダンス 
SLEEP ：スリープモード信号 

【注】 抵抗値などの数値は参考値です。 
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表 C.1 各端子の回路構成 
端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

P00/AN0～
P07/AN7 

 
・RD

SCH3～SCH0  
 

Hi-Z 保持 Hi-Z 

AN8～ANB  

HCH1、HCH0 
 

Hi-Z 保持 Hi-Z 

保持 

 

 

 

 

 

 

 

プルアップMOS 

：OFF 

 

サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード： 
Hi-Z 

 

 

P10/IRQ0～
P15/IRQ5 

P16/IC 

 

PUR1n・PCR1n

RD

PDR1n

PMR1n
PCR1n

INT

INT = IRQ0～IRQ5、IC

n = 0～6

PMR1n

 

Hi-Z 

IRQ0～IRQ5、ICが選択されてい
るときは、端子を High または
Lowに固定してください。 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

P17/TMOW  
PUR17・PCR17

TMOW

PDR17

PMR17
PCR17

RD

 

Hi-Z 保持 プルアップMOS：
OFF 

 

サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

保持 プルアップMOS：
OFF 

 

サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

 

 

 

 

P20/SI1  

PUR20・PCR20

RD

PDR20

RXE
PCR20

SI1

RXE

RXE： SCRおよびSMRで決定される
入力制御信号  

 

Hi-Z 

SI1が選択されているときは、端
子の入力をHighまたは Lowに固
定してください。 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

P21/SO1 

 

 

 

 

 

 

 

PUR21・PCR21

SO1

PDR21

TXE
PCR21

RD

TXE： SCRおよびSMRで決定される
出力制御信号  

 

Hi-Z 保持 プルアップMOS：
OFF 

 

サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

保持 プルアップMOS：
OFF 

 

サブアクティブモ
ード時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P22/SCK1  

PUR22・PCR22

SCKO

SCKI

PDR22

CKOE
PCR22

RD

CKIE

SCKO： 転送クロック出力
SCKI： 転送クロック入力
CKOE： SMRおよびSCRにより決定される転送

クロック出力制御信号
CKIE： SMRおよびSCRにより決定される転送

クロック入力制御信号  
 

Hi-Z 

SCK1 が入力に選択されている
ときは、端子の入力を Highまた
は Lowに固定してください。 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

Hi-Z 保持 プルアップMOS：
OFF 

 

サブアクティブモ
ード時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

P23/SDA1 

P24/SCL1 

P25/SDA0 

P26/SCL0 

 

PUR2n・PCR2n

SDA/SCL

PDR2n

IICE
PCR2n

RD

IICE
SDA/SCL

IICE：　I2Cバスイネーブル信号

n = 3、4、5、6

 
 

SDA、SCLは常に機能するので、常に High
または Lowが入力されている必要があります。 

Hi-Z 保持 プルアップMOS：
OFF 

 

サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

P27/SYNCI  
PUR27・PCR27

PDR27

RD

PCR27

SYNCI  
 

SYNCIは常に機能するので、常に Highまた
は Lowが入力されている必要があります。 

 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-192 
RJJ09B0303-0200 

 

端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

P30/SV1 

P31/SV2 

P32/PWM0 

P33/PWM1 

P34/PWM2 

P35/PWM3 

P36/BUZZ 

P37/TMO 

 

PUR3n・PCR3n

OUT

PDR3n

PMR3n
PCR3n

n = 1～7
RD

OUT：
P30/SV1： サーボモニタ出力
P31/SV2： サーボモニタ出力
P32/PWM0： 8ビットPWM0の出力 
P33/PWM1： 8ビットPWM1の出力 
P34/PWM2： 8ビットPWM2の出力 
P35/PWM3： 8ビットPWM3の出力 
P36/BUZZ： タイマJブザー出力 
P37/TMO： タイマJタイマ出力  

 

Hi-Z 保持 プルアップMOS：
OFF 

 

サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

P40/PWM14  
OUT

PDR40

PMR40
PCR40

OUT  PWM14RD  
 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

P41/FTIA 

P42/FTIB 

P43/FTIC 

P44/FTID 

 

RD

PDR4n

PCR4n

IN = FTIA、FTIB、FTIC、FTID
n = 1～4

IN

 
 

FTIA～FTIDは常に機能するので常に Highま
たは Lowが入力されている必要があります。 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

P45/FTOA 

P46/FTOB 

 
OUT

PDR4n

TOE
PCR4n

RD n = 5、6

OUT：
P45/FTOA： タイマX1アウトプットコンペア出力

　FTOA
P46/FTOB： タイマX1アウトプットコンペア出力

　FTOB

TOE： TOCRで決定される出力制御信号  
 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

 

 

 

 

P47/RPTRG  

RD

PDR47

PMR47
PCR47

RPTRG

PMR47

 
 

Hi-Z 

RPTRG が選択されているとき
は、端子を Highまたは Lowに固
定してください。 

P60/RP0～ 

P65/RP5 

 

RD
n = 0～5

PDRS6n

PCRS6n
PMR6n

 
 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

 

 

 

 

P66/RP6 

/ADTRG 

 

RD

TRGE

TRGE: A/Dトリガ入力制御信号 

PDRS66

PCRS66
PMR66

ADTRG

 
 

Hi-Z 

ADTRGが選択されているとき
は、端子を Highまたは Lowに固
定してください。 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

P67/RP7 

/TMBI 

 

RD

PMRA7

PDRS67

PMRA7

PCRS67
PMR67

TMBI

 
 

 TMBIが選択されているときは、
端子をHighまたは Lowに固定し
てください。 

P70/PPG0～ 

P73/PPG3 

 
PPGn

PDR7n

PMR7n
PCR7n

RD
n = 0～3

 
 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

P74/PPG4 

/RP8～ 

P77/PPG7 

/RP8 

 
PPGn

PDRS7n

PMRBn
PMR7n

PCRS7n

RD

n = 4～7  
 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

P80/YCO  
YCO

PDR80

PMR80
PCR80

RD  
 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

P83/C. Rotary 

/R 

P84/H. Amp 
SW/G 

 
OUT1

OUT1:
OUT2:
n = 3, 4

C.Rotary, H.Amp SW
R, G

OUT2

PDR8n

PMRCn

PMR8n

PCR8n

RD

 
 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

P82/EXCTL 

P86/EXTTRG 

 

 

PMR8n
IN = EXCTL、EXTTRG

RD

n = 2、6

PDR8n

PMR8n
PCR8n

IN

 
 

Hi-Z 

EXCTL、EXTTRGが選択されて
いるときは、端子を Highまたは
Lowに固定してください。 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

P81/EXCAP 

/YBO 

P85/COMP 

/B 

 

OUT

PDR8n

PMRCn
PMR8n
PCR8n

IN
RD

PMR8n
IN    = EXCAP、COMP
OUT= YBO、B

n = 1、5

 
 

 EXCAP、COMP入力が選択され
ているときは端子を Highまたは
Lowに固定してください。 

P87/DPG  

RD

PDR87

PCR87

DPG  
 

Hi-Z 保持 サブアクティブ
時：動作 

 

その他のモード：
Hi-Z 

Csync  

モジュールSTOP  
 

端子の入力は、Highまたは Lowに固定してく
ださい。 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

AUDIOFF 

VIDEOFF 

 

OUT

LPM
 

 

Hi-Z Hi-Z Hi-Z 

CAPPWM 

DRMPWM 

 

 
 

Low 

出力 

Low 

出力 

Low 

出力 

Vpulse  
LPM

3値制御
　回路

15kΩ
  Typ

【注】抵坑値は参考値です。

15kΩ

  Typ

 

Low 

出力 

Low 

出力 

Low 

出力 

RES  

RST
 

 

Low 

入力 

（High） （High） 

MD0 

FWE 

 

 
 

─ 

CFG  

+

-

+

-

+

-

CFGCOMP

CFGCOMP

P250
REF

M250 S

R

F
/F O

stp

VREF

VREF

CFG

B
IA

S

Res+ModuleSTOP

 

─ ─ ─ 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

DFG 

DPG 

 

RD・

PDRn

DFG

DPG

PMRn
PCRn

DPG SW

DPG SW

Pes+LPM

DFG

DPG

 

Hi-Z ─ Hi-Z 

CTL（＋） 

CTL（－） 

CTLREF 

CTLBias 

CTLFB 

CTLAmp（O） 

CTLSMT（i） 

 

+
-

-
+

+   -

CTLGR3～1 CTLFB CTLGR0
AMPSHORT
(REC-CTL)

AMPON
(PB-CTL)

PB-CTL (+)

PB-CTL (Ð)

CTLSMT (i)CTLREFCTL (+)CTL (-) CTLBias CTLFB CTLAmp(o)

注

【注】CTLAmp (o)、CTLSMT (i) 間には、�
      必ずコンデンサを入れてください

 

─ ─ ─ 

X2 

 

 

 

X1 

 

10MΩ
 Typ

【注】抵抗値は参考値です。
サブクロックを使用しない場合はX1を
VCLに、X2をオープンにしてください� 

 

発振 発振 発振 

OSC2 

 

 

 

Low出力 

OSC1 

 

LPM

 
 

発振 発振 

─ 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

CVin1  

シンクチップ�
（1.4V）�

LPM

+

–

+

–

 
 

Hi-Z Hi-Z Hi-Z 

CVout  

+

–

LPM

 
 

Hi-Z Hi-Z Hi-Z 

4/2fsc in 

 

 

 

 

 

─ 

4/2fsc out 

 

 

 

 

 

 

LPM

外部クロックセレクト�

4/2fsc in
（外部入力）�

4/2fsc in
 

 

発振 発振 

Low出力 

（発振停止） 

VLPF/CSync 

 

 

 

 

端子の入力は、Highまたは Lowに固定してく
ださい。 

CSync/HSync 

 

 

 

 

Hi-Z Hi-Z Hi-Z 

CVin2 

 

 

 

 

 

 

+
–

+
–

+
–

+
–

+
–+

–

極性�
切替�

信号�
選択�

極性�
切替�

入出力�
切替�

シンクチップ�
（2.0V）�

信号�
選択�

Vsync

Hsync

VSELSYNCT

LPM

LPM＋CCMPSL

CCMPSL

EDSLPM

 

Hi-Z Hi-Z Hi-Z 
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端子状態 端子名 回路構成 

リセット スリープ スリープ以外の 
低消費電力モード 

AFCOSC 

 

 

 

 

発振 発振 Hi-Z 

（発振停止） 

AFCPC 

 

 

 

 

 

1/2 OVcc 1/2 OVcc ─ 

AFCLPF 

 

 

 

 

 

 

位相�
ゲイン�

制御�

1/2 OVCC

LPM

UP

+

DOWN

LPM

LPM

–

 
 

保持 保持 ─ 
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D. 各処理状態におけるポートの状態 

表 D.1 各ポートの状態一覧 
端子名 リセット アクティブ スリープ スタンバイ ウォッチ サブアクティブ サブスリープ 

P07～P00 Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z Hi-Z 

P17～P10 Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

P27～P20 Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

P37～P30 Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

P47～P40 Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

P67～P60 Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

P77～P70 Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

P87～P80 Hi-Z 動作 保持 Hi-Z Hi-Z 動作 保持 

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス 
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E. 使用上の注意 

E.1 電源の立ち上げおよび立ち下げの順序 
電源投入時の各電源端子の立ち上げ順序と、電源切断時の各電源端子の立ち下げ順序を図 E.1に示

します。各電源電圧を同時に上げ下げできない場合は、この順序で電源操作を行ってください。 
電源立ち上げ時は、マイコン部の電源（Vcc）を規定の電圧まで上げた後、他のアナログ系電源を

立ち上げてください。 
また、電源立ち下げ時は、アナログ系電源を立ち下げてから、マイコン部の電源（Vcc）を立ち下

げてください。 
立ち上げ、立ち下げのときには、端子の印加電圧が各電源電圧を超えないようにしてください。 

 

VCC, AVCC

VCC

AVCC

SVCC

OVCC

Vin

：マイコン部の電源電圧

：A/D変換器の電源電圧

：サーボ部の電源電圧 

：OSD部の電源電圧

：端子印加電圧

SVCC,
OVCC

VCC, AVCC

SVCC, OVCCVin Vin

 
図 E.1 電源の立ち上げ・立ち下げの順序 

低消費電力モード時のアナログ電源は、消費電流低減のために Vssレベルにすることが可能です
（スリープモードを除く）。低消費電力モードで、マイコン部の電源（Vcc）をバックアップ電圧ま
で下げる場合は、図 E.2に示す順序で行ってください。このときも、端子の印加電圧が各電源電圧を
超えないように注意してください。 

A/D変換器用の電源（AVcc）は、マイコン部の電源（Vcc）と同電位としてください。AVccは、
スリープモードを除く低消費電力モード時には、デバイス内部で OFFします。 
このときの AVccの消費電流は AISTOPとして定義されています。 
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VCC

AVCC 

SVCC

OVCC

Vin

5V

2.7V

：マイコン部の電源電圧

：A/D変換器の電源電圧

：サーボ部の電源電圧�

：OSD部の電源電圧

：端子印加電圧

VCC, AVCC

SVCC, OVCC

Vin

 
図 E.2 低消費電力モード時の電源の制御 

 
OSD部の電源（OVcc）の立ち上げ、立ち下げを行う場合、下記順序に注意してください。 
OVccを立ち下げる場合、OSDモジュールストップビット、同期分離モジュールストップビットを

1にセットし各モジュールを停止させてから立ち下げてください。 
また、OVccを立ち上げる場合、OVccを立ち上げ fscクロックが安定した後、OSDモジュールスト

ップビット、同期分離モジュールストップビットを 0にリセットし各モジュールを動作させてくださ
い。 
 

同期分離モジュールストップビット、�
OSDモジュールストップビット�

安定待ち時間�

fsc

5V
OVCC

 
図 E.3 OVccの立ち上げ・立ち下げ時のモジュールストップビットの設定順序 
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OVccをoffする場合� OVccをonする場合�

END

OSDモジュールストップビット＝1

同期分離モジュールストップビット＝1

OVcc＝off

END

OSDモジュールストップビット＝0

同期分離モジュールストップビット＝0

OVcc＝on

fsc安定？

Yes

No

 
図 E.4 OVccの立ち上げ、立ち下げ時のタイミングチャート 

 

E.2 外付回路例 
サーボ部、同期信号検出回路の外付回路例を図 E.5、図 E.6に示します。 

(1) サーボ部 

DRMPWM出力と CAPPWM出力端子の外付回路例を示します。 
 

R1DRMPWM
CAPPWN

C1

 
図 E.5 サーボ部の外付回路例 
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(2) サーボ回路用同期信号検出回路部 

サーボ回路用同期信号検出回路部の外部回路例を図 E.6に示します。 
 

33kΩ
Csync

【注】　数字は参考値です。
　　　　基板の浮遊容量、配線抵抗も十分に考慮して定数を決定してください。

10pF

 
図 E.6 同期信号検出回路部の外部回路例 

 

(3) OSD部 

OSD部の外部回路例を図 E.7に示します。 
フィルタ部の回路構成および定数は、配線の容量やインピーダンスなどにより異なります。 
基板設計時は、配線負荷を考慮し、適正なフィルタを構成してください。また、ノイズ対策等も十

分に考慮して基板設計を行ってください。 
 

クランプ
（=1.4Vtyp）

【注】 数字は参考値です。
 基板の浮遊容量、配線抵抗も十分に考慮して定数を決定してください。

C.Vin1

C.Vout

4.7µF

470µF
+

68Ω

75Ωドライバ

1kΩ

2.7kΩ

470kΩ

120Ω5pF

 
図 E.7 OSD部 外部回路例 
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(4) 同期分離・データスライサ 

同期分離・データスライサ部の外部回路例を図 E.8～図 E.10に示します。 
同期分離の方法は、(1)CVin2からの同期分離(2)Csyncからの同期分離(3)Hsync、Vsync分離入力の

3種類から選択することができ、それぞれ外付け回路が異なります。 
データスライサ使用時は(1)の CVin2からの同期分離を推奨します。(2)もしくは(3)の同期分離を使

用される場合の CVin2端子の外付け回路は、(1)の CVin2外部回路を使用してください。 
 

4.7µF

4.7µF

8.2µH/15µH

1000pF

0.01µF

680pF

680pF

12pF/15pF

C.Vin2

VLPF/Vsync

Csync/Hsync

AFCOSC

AFCPC

AFCLPF

300Ω
470kΩ

10kΩ

470Ω

10kΩ

クランプ2
（=2.0Vtyp）

【注】 数字は参考値です。
 基板の浮遊容量、配線抵抗も十分に考慮して定数を決定してください。

 
図 E.8 同期分離・データスライサ部の外部回路例 

（(1)CVin2からの同期分離） 
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4.7µF

0.01µF

1000pF

10PF

C.Vin2

VLPF/Vsync

Csync/Hsync

AFCOSC

AFCPC

AFCLPF

10kΩ

10kΩ

33kΩ

10kΩ

クランプ2
（=2.0Vtyp）

8.2µH/15µH

12pF/15pF470Ω

OVCC

 
図 E.9 同期分離・データスライサ部の外部回路例 

（(2)Csyncからの同期分離） 

 



付録 

Rev.2.00 2006.1.11   付録-208 
RJJ09B0303-0200 

 

4.7µF

4.7µF
1000pF

C.Vin2

VLPF/Vsync

Csync/Hsync

AFCLPF

AFCOSC

10kΩ

クランプ2
（=2.0Vtyp）

【注】 数字は参考値です。
 基板の浮遊容量、配線抵抗も十分に考慮して定数を決定してください。

8.2µH/15µH

12pF/15pF470Ω

10kΩ

OVCC

 
図 E.10 同期分離・データスライサ部の外部回路例 

（(3)Hsync、Vsync分離入力） 
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E.3 OSDを使用しない場合の端子処理 
表 E.2に OSD、同期分離、データスライサを使用しない時の端子固定方法を示します。ただし、

OSD、同期分離、データスライサを全て使用しない時、ANB端子を使用する場合と使用しない場合
で端子処理方法が異なります。 

表 E.2 OSDを使用しない場合の端子処理 
条件 端子処理方法 

     ANB端子を 
使用する場合 

ANB端子を 
使用しない場合 

OSD ○ × × × 

データスライサ × ○ × × 

モジュール 
使用 
不使用 

同期分離 ○ ○ ○ × 

OSDVCC VCC VCC VCC VCC Vss 

OSDVss Vss Vss Vss Vss Vss 

Csync/Hsync Csync/Hsync Csync/Hsync Csync/Hsync 10kΩ to Vss Vss 

VLPF/Vsync VLPF/Vsync VLPF/Vsync VLPF/Vsync 10kΩ to Vss Vss 

AFCOSC AFCOSC AFCOSC AFCOSC 10kΩ to Vss Vss 

AFCPC AFCPC AFCPC AFCPC OPEN Vss 

AFCLPF AFCLPF AFCLPF AFCLPF 10kΩ to Vss Vss 

CVin1 CVin1 10kΩ to Vss 10kΩ to Vss 10kΩ to Vss Vss 

CVout CVout OPEN OPEN OPEN Vss 

4fsc in 4fsc in Vss Vss Vss Vss 

4fsc out 4fsc out OPEN OPEN OPEN OPEN 

端子名 

CVin2 CVin2 
or 

10kΩ to Vss

CVin2 
or 

10kΩ to Vss

CVin2 
or 

10kΩ to Vss

10kΩ to Vss Vss 

備 考 － － － OSD､同期分離､データスライサの
各レジスタはアクセスしないでく
ださい 
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F. ROM発注手順 

F.1 ROM書き換え品開発の流れ（発注手順） 
マイコン応用システムプログラムの開発終了後、ROM データ（2組以上）、注文仕様書、オプシ

ョンリストおよびマーク仕様を一緒に提出していただきます。これにより、弊社では図 F.1の流れ図
に沿って ROM書き換え品の開発を行います。 
表 F.1に ROM発注時に必要な提出物を示します。なお、詳細については、弊社担当営業へお問い

合わせください。 
 

受領・確認後弊社営業担当へ
1部ご返送願います

受領・確認後弊社営業担当へ
1部ご返送願います

注文仕様書
オプションリスト
マーク仕様

各種チェック
製品型名決定
開発指示

検査・入庫

納品仕様書

前工程・後工程

ルネサス御　社

マスク作成
計算機処理
　　　結果

　
JA

P
A

N
   S

IZ
E

　
　

S
U

N
T

R
E

E

P
G

H
12.5Y

M
H

2T
C

101A
G

-15

　
　
　
　

JA
P

A
N

   S
IZ

E

　
　

S
U

N
T

R
E

E

P
G

H
12.5Y

M
H

2T
C

101A
G

-15

W　S 量　産

(Ver i fy用
 EPROM)

ROM
データ

計算機 (CAD)処理

 
図 F.1 ROM書き換え品開発の流れ 

表 F.1 ROM発注時に必要な提出物 
発注媒体 EPROM、または F-ZTAT™ 

ROMデータ 

注文仕様書 

オプションリスト*1 

提出物 

マーク仕様例*2 

【注】 *1 製品シリーズにより必要ないものがあります。また、内容も異なります。 

 *2 特別仕様の場合には、提出してください。 
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F.2 ROM発注時の注意事項 
提出していただく ROMデータは、次の注意事項にしたがって、EPROM、または F-ZTAT™マイコ

ンで提出してください。なお、EPROM、または F-ZTAT™マイコン以外の媒体（フロッピーディスク
等）では対応できませんのでご注意ください。 
 
（1） EPROMにROMデータを書き込む際は、事前にデータを充分消去し、中途半端なレベルが出

力されないことを確認してから使用してください。 
（2） 発注用EPROMにおいて、ROMデータの未使用（NOT USED）領域またはリザーブ領域には、

必ず'FF'を書き込んでください。 
（3） 提出していただくEPROMには遮光ラベルを貼り、御社の品番等を記入してください。 
（4） EPROMに書き込みを行った後は、静電気による素子の破壊、紫外線や放射線による書き込み

データの損失を招かないようにするとともに、運搬の際は導伝性のシートに梱包するなど取
り扱いに十分注意してください（アルミ箔、発泡スチロール等は不可）。なお、これらによ
るデータの読み取りエラーに備え、同一内容のEPROMを2組以上提出してください。 
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G. 型名一覧 

表 G.1 H8S/2199Rグループ型名一覧 
製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ 

（ルネサスパッケージコード） 

マスク 

ROM版 

HD6432199R HD6432199R（***）F 112ピン QFP 
（PRQP0112JA-A） 

H8S/2199R

F-ZTAT版 

 

HD64F2199R HD64F2199RF 112ピン QFP 
（PRQP0112JA-A） 

H8S/2198R マスク 

ROM版 

HD6432198R HD6432198R（***）F 112ピン QFP 
（PRQP0112JA-A） 

H8S/2197R マスク 

ROM版 

HD6432197R HD6432197R（***）F 112ピン QFP 
（PRQP0112JA-A） 

H8S/2197S マスク 

ROM版 

HD6432197S HD6432197S（***）F 112ピン QFP 
（PRQP0112JA-A） 

H8S/2196R マスク 

ROM版 

HD6432196R HD6432196R（***）F 112ピン QFP 
（PRQP0112JA-A） 

H8S/2199R 

グループ 

H8S/2196S マスク 

ROM版 

HD6432196S HD6432196S（***）F 112ピン QFP 
（PRQP0112JA-A） 

【記号説明】（***）は ROMコードです。 
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H. 外形寸法図 
 

NOTE)
1. DIMENSIONS"*1"AND"*2"

DO NOT INCLUDE MOLD FLASH
2. DIMENSION"*3"DOES NOT

INCLUDE TRIM OFFSET.
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図 H.1 外形寸法図（PRQP0112JA-A） 
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